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疾病、傷害及び死因の統計分類の改正に関する告示について  

  

日頃より、大変お世話になっております。 

今般、標記の件について、総務大臣から告示が行われ、本会に対しても、周知依頼があり

ました。 

本件は、我が国の疾病、傷害及び死因の統計においては、統計法（平成19年法律第53号）

第 2 条第 9 項の規定に基づき、世界保健機関（WHO）から示された統計分類である「疾病及

び関連保健問題の国際統計分類（ICD-10（2003年度版））」に準拠した統計基準として「疾

病、傷害及び死因の統計分類」を告示し、適用しているところです。 

この「疾病、傷害及び死因の統計分類」について、この度、同法第 28 条第 3 項の規定に

基づき、「疾病及び関連保健問題の国際統計分類（ICD-10（2003年度版））」に準拠する改

正が行われ、総務大臣から告示及び都道府県宛通知がされましたので、お知らせします。 

つきましては、貴会におかれましても本件の主旨をご理解いただき、周知方よろしくご高

配のほどお願い申し上げます。 
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疾病、傷害及び死因の統計分類の

　

改正に関する告示について

　

拝啓

　

時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

　

厚生労働統計の推進につきましては、日頃より格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げま
す。

　　　　　　　　　

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　

さて、我が国の疾病、傷害及び死因の統計においては、統計法（平成１９年法律第５３号）
第２条第９項の規定に基づき、世界保健機関（～囲０）から示された統計分類である「疾病及
び関連保健問題の国際統計分類（工ＣＤ－１０（２００３年度版））“こ準拠した統計基準として「疾
病、 傷害及び死因の統計分類」 を告示し、適用しているところです。

　

この 「疾病、 傷害及び死因の統計分類」 について、 この度、 同法第 ２８条第３項の規定
に基づき、 「疾病及び関連保健問題の国際統計分類工ＣＤ－１０（２０１３年版）」に準拠する改正
が行われ、別」紙のとおり、総務大臣から告示及び各都道府県宛通知されましたので、 ご了
知願います。



参考

【契印・公印省略】
総政審第３６号

平成２７年２月１３日

都道府県・政令指定都市統計主管部局長

　

殿

総務省政策統括官（統計基準担当）

疾病、傷害及び死因の統計分類の改定について（通知）

　

疾病、傷害及び死因の統計分類は、平成２７年２月１３日付け総務省告示第３５号をもって

別添のとおり改定されましたので、関係部局、市町村等に周知くださるようお願いします。

　

なお、改定された疾病、傷害及び死因の統計分類は、平成２８年１月１日から施行し、同

日以後に作成する公的統計（統計法（平成１９年法律第５３号）第２条第３項に規定する公

的統計をいう。） の表示に適用されることとなります。 ただし、 平成２８年１２月３１日まで

に作成する公的統計の表示については、この告示による分類表により難い場合に限り、な

お従前の例によることができることとなりますので御留意願います。

連絡先
総務…省政策統括官（統計基準担当）付

　　

統計基準・産業連関表・調査技術担当統計審査官室

担当 ：小池、角田、 岩橋
電 話 ：０３－５２７３‐１１４８（直通）

　

Ｆ ａ ｘ ：０３‐５２７３‐１１８９

　

Ｅ－ｍａｉｌ： ｃｌａｓｓ＠ｓｏＵ＝ｒｎｕ，ｇｏ．ｊｐ



鞭

　

公的統計を疾病、傷害及び死因別に表示する
場合において、 当該公的統計の統÷性

－と総合性

を確保し、利用の向上を図ることを目的とする。
３

　

疾病、 傷害及び死因の統計分類の設定に当

たっての基本的な考え方

　

疾病、傷害及び死因の統計分類 （以下「本分

割 という。）は、 世界保健機関が勧告する 「疾

病及び関連保健問題の国際統計分割

　

に準拠し
て設定する。ただし、 我が国の疾病構造等にも

配慮する。
４

　

疾病、傷害及び死因の統計分類・の構成及び分

類符号の表記

　

本分類は、以下の分類表により構成されてい

る。

　

（１）

　

基本分類表 （章分類２２項目、 基本分類

　　　

１４６０９項目）

　

（２）

　

疾病分類表

　

状分類８５項目、 中分類

　　　

１４８項目、小分類３７４項目）

　

（３）

　

死因分類表 （１３３項目）
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１

　

統計基準の名称

　

疾病、傷害及び死因の統計

分類
２

　

疾病、傷害及び呪…因の統計分類を設定する目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

的



基本分類表の草分類の名称並びに基本分類表、疾病分類表

　

伏分類、中分類及び小分類）及び死
因分類表の章分類別項目数は、 次の表のとおりである。

　　　　　　　

基本分類表 疾病分類表 死
因
分．
類
表

章分類

・露
大
分
‐
類

中
分
類

小
分
類

工

　

感染症及び寄生虫症 （ＡＯＯ－Ｂ９９） ９２０ ６ １０ ２９ １２

ロ

　

新生物〈腫癌〉（ＣＯ０一Ｄ４８） ８７４ ６ １２ ４６ ２６

ｍ 懸 及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害（Ｄ５０－ １９２ ３ ３ ５ ３

Ｗ

　

内分泌． 栄養及び代謝疾患

　

の００一Ｅ９０） ４１２ ５ ５、 １３ ３

Ｖ

　

精神及び行動の障害 （ＦＯ０一Ｆ９９） ５０４ ５ ８ ９ ３

班

　

神経系の疾患 （ＧＯ０一Ｇ９９） ３８９ Ｉ

　

７ １５ ６

孤

　

眼及び付属器の疾患（ＨＯ０一Ｂ５９） ３０７ ３ ５ １３ Ｉ

皿．耳及び乳様突起の疾患 （日６０一日９５） １３５ ６ ８ １４ Ｉ

区

　

循環器系の疾患 （１００一１９９） ４５３ ７ １２ ３３ ±

　

２０

Ｘ

　

呼吸器系の疾患（ＪＯＯ－Ｊ９９）， ２７９ ７ １２ ２３ ７

淵

　

消化器系の疾患（ＫＯ０一Ｋ９３） ５０３ ８ １４ ３３ ７

孤

　

皮膚及び皮下組織の疾患 （ＬＯＯ－Ｌ９９） ３９９ Ｉ ４ １３ ｌ

血

　

筋骨格系及び結合組織の疾患

　

似００一Ｍ９９）

　

－ ６２３ ５ エＩ ２６ Ｉ

畑

　

腎尿路生殖器系の疾患 （ＮＯ０一Ｎ９９） ５０５ ４ ９ ２３ ７

湘

　

妊娠， 分娩及び産じょく〈梶〉（０００一０９９） ５０１ ５ ５ １３ Ｉ

醐

　

周産期に発生した病態 （ＰＯＯ－Ｐ９６） ３８９ Ｉ ３ ７ ，．７

馴

　

先天奇形， 変形及び染色体異常 （ＱＯＯ」Ｑ９９） ７０７ Ｉ ３ １６ ８

獅 繋選需ば塙距認醇‐異常検査所見で他紛 ３９８ Ｉ Ｉ ７ ４

胆

　

損傷， 中毒及びその他の外因の影響（ＳＯ０一Ｔ９８） １，６２９ ３ ６ ２０／
額

　

傷病及び死亡の外因（ＶＯ１一￥９８） ３，７３２／／／ １２

醐 鴫 総侮影響を及キます要因及び保健サービスの利用 ７１２ ４ ７ ′１３／
皿

　

特殊目的用コード（ＵＯ０一Ｕ９９） ４６ ３ ３ ３ ３

計 １４，６禽 ８５ １４８ ３７４ １３３

　

本分類の分類符号は、アルファベットと数字

　

で表記し、基本分類表の基本分類においては、
符号が４桁以上になる場合は、３桁目と４桁目

　

の間に小数点を付し、疾病分類表においては、
アルファベットと数字の間にノ フンを用いる。
５

　

疾病、傷害及び死因の統計分類の適用に当た
って留意すべき事項

　　　　　　　　　　

ｒ

　

‐

　

本分類の適用に当たっては、次項の分類表の
各表の分類項目を集約し、又は細分することが
できる。ただし、同項の分類表の各表の最大分
類項目及び異なる最大分類項日に属する下位分
類項目は、集約することができない。
６

　

分類表
（１）

　

基本分類表

　　

‐第１章

　

感染症及び寄生虫症（ＡＯ０一Ｂ９９）
腸管感染症（ＡＯ０一ＡＯ９）
ＡＯＯ

　　

コレラ

　

ＡＯ０‐０

　　

コレラ菌によるコレラ ・，

　

ＡＯ０‐１

　　

エルト ルコレラ繭によるコレラ

　

ＡＯＯ．９ コレラ， 詳細不明
ＡＯ１

　

・腸チフス及びパラチフス

　　　

‐

　

ＡＯＩ．０

　　

腸チフス

　

ＡＯ１‐１ パラチフスＡ

　

ＡＯＩ．２・ パラチフスＢ

　

ＡＯ１‐３ パラチフスＣ

　

ＡＯＩ．４

　　

パラチフス， 詳細不明

　

′

Ａ０２

　　

その他のサルモネラ感染症

　

Ａ０２．０ サルモネラ腸炎

　

Ａ０２．１ サルモネラ敗血症

　

Ａ０２．２ 局所的サルモネラ感染症

　

Ａ０２．８

　　

その他の明示されたサルモネラ感染症

　

Ａｏ２．９ サルモネラ感染症，詳細不明
～０３

　　

細菌性赤痢

　　

、

　

Ａ０３．０

　　

志賀菌による細菌性赤痢

　

Ａ０３‐１

　　

フレクスナー菌による細菌性赤痢

　

Ａ０３．２

　　

ボイド菌による細菌性赤痢
Ａ０３．３

　　

ソンネ菌による細菌性赤痢
Ａ０３－８ その他の細菌性赤痢
Ａ０３‐９ 細菌性赤痢，詳細不明
Ａ０４

　　

その他の細菌性腸管感染症
Ａ０４‐０

　　

腸管病原性大腸菌感染症
Ａ０４‐１

　　

腸管毒素原性大腸菌感染症
Ａ０４．２

　　

腸管組織侵襲性大腸菌感染症
Ａ０４．３

　　

腸管出血性大腸菌感染症
Ａ０４４

　　

その他の大腸菌・性腸管感染症
Ａ０４‐５

　　

カンピロバクター腸炎

　

Ａ０４．６ エルシニア

　

エンテロコリチカによる

　　　　

腸炎

　　

．

　　　　　

・

　　　

．

　

Ａ０４‐７

　

．
クロストリジウム・デイフイシルによ

　　　　　

る腸炎

　

Ａ０４‐８

　　

その他の明示された細菌性腸管感染

　　　

症

　

Ａ０４．９

　　

細菌性腸管感染症，詳細不明
Ａ０５

　　

その他の細菌性食中毒，他に分類されない

　　　

もの

　

Ａ０５．０ ブドウ球菌性食中毒

　

Ａ０５．１

　　

ボツリズム・＜ボツリヌス中毒＞

　

Ａ０５‐２ ウェルシュ菌食中毒

　

Ａ０５．３．．腸炎ビブリオ食中毒

　

Ａ０５４

　　

セレウス菌食中毒

　

Ａ０５‐８

　　

その他の明示された細菌性食中毒

　

Ａｏ５．９ 細菌性食中毒，詳細不明
Ａ０６ アメーバ症

　

Ａ０６．Ｑ

　

． 急性アメーバ赤痢

　

Ａ０６．１ 慢性腸アメーバ症

　

Ａ０６．２

　　

アメーバ性非赤痢性大腸炎

　

－

　

Ａ０６．３

　

・腸管アメーバ肉芽腫

　

Ａ０６４ アメーバ′性肝臓蕩

　

Ａ０６‐５↑

　

アメーバ性肺臓癌（Ｊ９９．８＊）

　

Ａ０６．６↑

　

アメーバ性脳膿癌（Ｇ０７＊）

　

Ａ０６．７ 皮膚アメーバ症

　

Ａ０６．８

　　

その他の部位のアメーバ感染症

　

Ａ０６‐９ アメーバ症，詳細不明
Ａ０７ その他の原虫」性腸疾患

　

Ａ０７．０

　　

バランチジウム症圧

　

Ａ０７．１

　　

ジアルジア症［ランブル鞭毛虫症］

　

Ａ０７．２ クリプトスポリジウム症

Ａ０７．３ インスポラ症

　

Ａ０７‐８

　　

その他の明示された原虫性り腸疾患
Ａ０７．９

　　

原虫性腸疾患，詳細不明
Ａ０８

　　

ウイルス性及びその他の明示された腸管感

　　　

染症
Ａ０８．０

　　

ロタウイルス性腸炎
Ａ０８‐１

　　

ノーウオーク様ウイルスによる急性胃
腸症

Ａ０８．２

　　

アデノウイルス性退場炎

Ａ０８．３

　　

その他のウイルス性腸炎
Ａ０８．４

　　

ウイルス性腸管感染症，詳細不明
Ａ０８‐５

　　

その他の明示された腸管感染症
Ａ０８‐５ａ・伝染性下痢症
Ａ０８．５ｂ その他



審

ＡＯ９

　　

その他の胃腸炎及び大腸炎，感染症及び詳

　　　

細不明の原因によるもの

ＡＯ９．０

　　

感染症正が原因のその他及び詳細不明

　　　　　

の胃腸炎及び大腸炎

　

Ａｏ９．９
、

　

詳細不明の原因による胃腸炎及び大

　　　　

腸炎
結核 （Ａ１５一ＡＩ９）

　　　　　　　　

、

Ａ１５

　　

‐呼吸器結核，細菌学的又は組織学的に確認

　　　

されたもの

　

Ａ１５‐０

　　

肺結核，培養の有無にかかわらず略療

　　　　　

鏡検により確認さ‐れたもの

　

Ａ１５．１

　　

肺結核，培養のみにより確認されたも
，

　　　

一

　　

の

　　　　　

１

　　　　　　　　　　

ー

　　　

、

　

Ａ１５．２

　　

肺結核，組織学的に碓醗されたもの

　

Ａ１５．３

　　

肺結核，確認されてはいるが，その方

　　　　　

法については詳細不明のもの

　

Ａ１５．４

　　

胸腔内リンパ節結核，細菌学的又は組

　　　　

織学的に確認されたもの
Ａ１５．５

　　

喉頭，気管及び気管支の結核，細菌学

　　　　　

的又は組織学的に確認されたもの

　

Ａ１５．６

　　

結核性胸膜炎，細菌学的又は組織学的

　　　　　

に確認されたもの

　

Ａ１５．７

　　

初感染呼吸器結核，細菌学的又は組織．

　　　　　

学的に確認されたもの

　　　

Ａ１５‐８

　　

その他の呼吸器結核，細菌学的又は瓶
′

　　　　　

織学的に確認されたもの

　

Ａ１５．９

　　

詳細不明の呼吸器結核，細菌学的又は

　　　　　

組織学的に確認されたもの
Ａ１６

　　

呼吸器結核，細菌学的又は組織学的に確認

　　　

されていないもの

　

Ａ１６‐０

　　

肺結核，細菌学的及び組織学的検査陰

　　　　

性のもの

　

Ａ１６‐１

　　

肺結核，細菌学的及び組織学的検査が

　　　　

実施されていないもの

　

Ａ１６．２

　　

肺結核，細菌学的又は組織学的確認の

　　　　

記載がないもの

　

Ａ１６‐３

　　

胸腔内リンパ節結核，細菌学的又は組

　　　　　

織学的確認の記載がないもの

　

Ａ１６‐４

　　

喉頭，気管及び気管支の結核，細菌学

　　　　　

的又は組織学的確細かの記載がないも

　　　

の

　

Ａ１６．５

　　

結核性胸膜炎，細菌学的又は組織学的

　　　　

確認の記載がないもの
八１６‐７

　　

初感染呼吸器結核，細菌学的又は組織

　　　　　

学的確認の記載がないもの

Ａ１６‐８

　　

その他の呼吸器結核，細菌学的又は組

　　　　　

織学的確認の記載がないもの
Ａ１６．９

　　

詳細不明の呼吸器結核斧田菌学的又は

　　　　　

組織学的確認の記載がないもの
Ａ１７十 神経系結核
Ａ１７‐０↑

　

結核性髄膜炎（ＧＯＩ＊）
Ａ１７．１テ

　

龍膜（性）結核腫（Ｇ０７＊）
Ａ１７８十 その他の神経系結核
Ａ１７．９↑

　

神経系結核，詳細不明（Ｇ９９．ず）
Ａ１８ その他の臓器の結核
Ａ１８．０↑

　

骨及び関節の結核
Ａ１８．１

　

腎尿路生殖器系の結核

　

Ａ１８．２

　　

結核性末梢（Ｊ性）リンパ節症

　

Ａ１８．３

　　

腸，腹膜及び腸間膿リンパ節の結核

　

Ａ１８．４

　　

皮膚及び皮下組織の結核

　

Ａ１８．５

　　

眼の結核

　

Ａ１８‐６， 耳の結核

　　

Ａ１８．７↑

　

副腎の結核（Ｅ３５‐１＊）
Ａ１８．８

　　

その他の明示された臓器の結核
ＡＩ９ 粟粒結核
ＡＩ９‐０

　　

急性粟粒結核，単一の明示された部位

　

ＡＩ９．１ 急性粟粒結核，多部位

　

ＡＩ９．２

　　

急性粟粒結核，詳細不明

　

ＡＩ９．８ その他の粟粒結核
ＡＩ９‐９ 粟粒結核，詳細不明
人畜共通細菌性疾患（Ａ２０－Ａ２８）
艦０

　　

ペスト

　

Ａ２０．ｏ

　　

腺ペスト

　　

′

　

艦０．１ 皮膚結合織ペスト

　

Ａ２０．２

　　

肺ペスト

　

Ａ２０‐３ ペスト髄膜炎

　

Ａ２０‐７

　

．・ペス，ト敗血症

　

Ａ

　

２０．８

　

－ その他の型のペスト

　

Ａ２０．９ ペスト， 詳細不明

Ａ２１

　　

野兎病＜ツラレミア＞

　

Ａ

　

２１．０

　

， 潰蕩リンパ節型野兎病くツラレミア＞

　

Ａ２１‐１

　　

眼リンパ節型野兎病＜ツラレミア＞

　

Ａ２１‐２

　　

肺野兎病＜ツラレミア＞

　

Ａ

　

ＺＩ．３

　　

胃腸野兎病＜ツラレミア＞

　

Ａ

　

２１．７

　　

全身性野兎病＜ツラレミア＞

　

Ａ２１‐８

　　

その他の型の野兎病＜ツラレミア＞

　

Ａ２１．９

　　

野兎病＜ツラレミア＞， 詳細不明

Ａ２２

　　

炭壇

　

Ａ２２．０ 皮膚炭痘

　

Ａ２２，１ 肺炭痕

　

Ａ２２，２ 胃腸炭痘

Ａ２２．７

　　

炭症敗血症

　　　　　　　

′

Ａ２２‐８－ その他の型の炭痕
２^２．９

　　

炭痘，詳細不明
Ａ２３

　　

ブルセラ症
Ａ２３‐０

　　

メリテンジス菌によるブルセラ症

Ａ２３‐１

　　

ウシ流産菌によるブルセラ症
Ａ２３‐２

　　

ブタ流産菌によるブルセラ症
Ａ

　

２３‐３

　　

イヌ流産商によるブルセラ症
Ａ

　

２３．８ その他のブルセラ症
、Ａ２３９ ブルセラ症，詳細不明
Ａ２４

　　

鼻痘及び類鼻痘
Ａ２４‐０

　　

鼻痘

Ａ２４‐１ 急性及び劇症類鼻痕
Ａ２４‐２

　　

－亜急性及び慢性類鼻痘
Ａ２４‐３ その他の類鼻痘
Ａ２４４

　　

類鼻痘，詳細不明
Ａ２５

　　

嵐暁症
Ａ２５．０

　　

′鼠暁症スピリルム症＜ラセン菌症＞
Ａ

　

２５‐１， モニリフオルム連鎖梓菌症

Ａ

　

２５．９

　　

鼠暁症，詳細不明
Ａ２６

　　

類丹毒
Ａ２６‐０・ 皮膚類丹毒
Ａ２６‐７

　　

類丹瀞性敗血症
Ａ２６．８ その他の型の類丹毒
Ａ２６．９

　　

類丹毒，詳細不明
Ａ２７

　　

レプトスピラ症

Ａ２７．０

　　

黄痘出血性レプトスピラ症＜ワイル

　　　　

病＞

Ａ

　

２７．８

　　

その他の型のレプトスビラ症

　

Ａ２７‐９

　　

レプトスピラ症圧， 詳細不明

Ａ２８

　　

その他の人畜共通細菌性疾患，他に分類さ

　　　

れないもの

　

Ａ２８．０ パスツレラ症

　

Ａ２８‐１ ネコひっかきく猫掻＞病

　

Ａ２８．２

　　

腸管外エルシニア症

　

◆

　

Ａ２８．８

　　

その他の明示された人畜共通細菌性

　　　　　

疾患，他に分類されないもの

　

Ａ

　

２８．９

　　

人畜共通細菌性疾患，詳細不明
その他の細菌性疾患（Ａ３０」Ａ４９）
Ａ３０

　　

ハンセン＜Ｈａｎｓｅｎ＞病

　

Ａ３ＱＯ ハンセン＜Ｈａｎｓｅｎ＞病工群

　

Ａ３０．１、 ハンセン＜Ｈａｎｓｅｎ〉病ＴＴ型

　

Ａ３Ｑ２ ハンセン＜Ｈａｎｓｅｎ＞病ＢＴ型

　

Ａ３０．３ ハンセン＜Ｈａｎｓｅｎ＞病ＢＢ型

　

Ａ３０．４

　

‐ハンセン＜Ｈａｎｓｅｎ＞病ＢＬ型

　

Ａ３０．５ ハンセン＜Ｈａｎｓｅｎ＞病ＬＬ型

　

Ａ３０．８

　　

その他の型のハンセン＜Ｈａｎｓｅｎ＞病

，Ａ３０．９ ハンセン＜Ｈａｎｓｅｎ＞病， 詳細不明

Ａ３１

　　

その他の非結核性抗酸菌による感染症

　

Ａ３１．０

　　

肺非結核性抗酸菌感染症

　

Ａ３１．１

　　

皮膚非結核性抗酸菌感染症

　

Ａ３１．８

　　

その他の非結核性抗酸菌感染症

　

Ａ３１．９

　

‐非結核性抗酸菌感染症，詳細不明
Ａ３２

　　

リステリア症正

　

Ａ３２．０ 皮膚リステリア症

　

Ａ３２‐１↑

　

リステリア性髄膜炎及び髄膜脳炎

　

Ａ３２．７

　　

リステリア性ョ敗血症

　　　　　　　

‐

　

Ａ３２．８

　　

その他の型のりステリア症

　

Ａ３２‐９

　　

リステリア症， 詳細不明

Ａ３３

　　

新生児破傷風

　

，
Ａ３４

　

′

　

産科破傷風
Ａ３５ その他の破傷風
Ａ３６

　

・ジフテリア

　　　　　　

＾

　

Ａ３６．０

　　

咽頭ジフテリア

　

Ａ３６．１

　　

鼻咽頭ジフテリア

　

Ａ３６．２ 喉頭ジフテリア

　

Ａ３６‐３ 皮膚ジフテリア

　

Ａ３６‐８

　　

その他のジフテリア

　　　　　　　

・

　

Ａ３６，９ ジフテリア， 詳細不明

Ａ３７ 百日咳

　

Ａ３７‐０

　　

百日咳菌による百日咳

　

Ａ３７．１

　　

バラ百日咳菌による百日咳

　

Ａ３７‐８

　　

その他のボルデテラ属菌種による百日

　　

咳

　

Ａ３７．９ 百日咳，詳細不明
Ａ３８ 狸紅熱
Ａ３９ 髄膜炎歯感染症

　

Ａ３９‐０↑

　

髄膜炎菌性髄膜炎（ＧＯＩ＊）

　

Ａ３９‐１↑ ウォーターハウス・フリ」デリクセン

　　　　　

＜Ｗａｔｅｒｈｏｕｓｅ－Ｆｒｉｄｅｒｉｃｈｓｅｎ＞症候群

　　　　　

（Ｅ３５．１
＊）

　

Ａ３９．２

　　

急性髄膜炎菌薗血症

　

Ａ３９‐３ 慢性髄膜炎菌菌血症

　

Ａ３９‐４ 髄膜炎菌菌血症，詳細不明

　

Ａ３９．５ャ 髄膜炎菌性心疾患

　

Ａ３９．８

　　

その他の髄膜炎菌感染症

　

Ａ３９．９

　　

髄膜炎菌感染症，詳細不明
Ａ４０ 連鎖球歯曲敗血症

　

Ａ４０．Ｏ

　　

Ａ群連鎖球繭による敗血症

　

Ａ４０．Ｉ

　　

Ｂ群連鎖球菌による敗血症

　

Ａ４０．２

　　

Ｄ群連鎖球菌による敗血症

　

Ａ４０．３

　　

肺炎連鎖球菌による敗血症
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Ａ４０．８

　　

その他の連鎖球菌性ミ敗血症

　

Ａ４０．９

　　

連鎖球菌挫敗血症，詳細不明
Ａ４１ その他の敗血症

　

Ａ４１．０

　　

黄色ブドウ球菌による敗血症

　

Ａ４１‐１

　　

その他の明示されたブドウ球菌による

　　　　　

敗血症

　

Ａ４１．２

　　

詳細不明のブドウ球菌による敗血症

　

Ａ４１‐３

　　

インフルエンザ菌による敗血症

　

Ａ４１４

　　

嫌気性菌による敗血症

　

Ａ４１．５

　　

その他のグラム陰性菌による敗血症

　

Ａ４１．８

　　

その他の明示された敗血症

　

Ａ４１‐９ 敗血症，詳細不明
Ａ４２

　　

放線菌症＜アクチノミセス症＞

　

Ａ４２．０

　　

肺放線菌症＜アクチノミセス症＞

　

Ａ４２‐１

　　

腹部放線菌症＜アクチノミセス症＞

　

Ａ４２‐２

　　

頚部顔面放線菌症＜ア，クチノミセス

　　　　

症＞

　

Ａ４２．７

　　

放線菌症＜アクチノミセス症＞性敗

　　　　　

血症陀

　　　

－

　

Ａ４２．８

　　

その他の型の放線菌症＜アクチノミセ

　　　　

ス症＞

　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　

Ａ４２．９

　　

放線菌症＜アクチノミセス症＞，詳細

　　　　

不明

　　　　　　　

，
Ａ４３

　　

ノカルジア症

　

Ａ４３．０

　　

肺ノカルジア症

　

Ａ４３．１ 皮膚ノカルジア症

　

Ａ４３．８ その他の型のノカルジア症

　

Ａ４３‐９

　　

ノカルジア症，詳細不明
Ａ４４

　　

バルトネラ症

　

Ａ４４‐０ 全身性バルトネラ症

　

Ａ４４．１

　　

皮膚及び皮膚粘膜バルトネラ症

　

Ａ４４．８ その他‐の型のバルトネラ症

　

Ａ４４‐９

　　

バルトネラ症，詳細不明
Ａ４６ ．丹毒
△４８

　　

その他の細菌性疾患，他に分類されないも
▲

　　　　　

の

　

Ａ４８．０ ガスえ＜壊＞痘

　

Ａ４８‐１

　　

レジオネラ症＜在郷軍人病〉

　

Ａ４８．２

　　

非肺炎性レジオネラ症［ボンティアッ

　　　　　

ク＜Ｐｏｎｔｉａｃ＞熱］

　

Ａ４８．３ 毒素ショック症候群

　

Ａ４８．４ ブラジル紫斑熱
Ａ４８‐８

　　

その他の明示された細菌性疾患
Ａ４９、．部位不明の細菌感染症
Ａ４９．０

　　

ブドウ球菌感染症，部位不明
Ａ４９．１

　　

連鎖球菌感染症，部位不明

　

Ａ４９．２

　　

インフルエンザ菌感染症，部位不明

　

Ａ４９．３ マイコプラズマ感染症，部位不明

　

Ａ４９．８

　　

部位不明のその他の細菌感染症‐

　

Ａ４９‐９ 細菌感染症，詳細不明
主として性的伝播様式をとる感染症（Ａ５０一Ａ６４）
Ａ５０

　　

先天梅毒

　

Ａ５０．０ 早期先天梅毒，顕症

　

Ａ５０‐１

　　

早期先天梅毒，潜伏性

　

Ａ５０．２

　　

早期先天梅毒，詳細不明

　

Ａ５０．３

　

， 晩期先天梅毒性眼障害

　

Ａ５０．４

　　

晩期先天神経梅毒［若年（性）神経梅

　　　　　

毒］

　

Ａ５０．５

　　

その他の晩期先天梅毒，顕症

　

Ａ５０．６

　　

晩期先天梅毒，‐潜伏性

　

・Ａ５０‐７

　　

晩期先天梅毒，詳細不明

　

Ａ５０．９ 先天梅毒，詳細不明
Ａ５１ 早期梅毒

　

Ａ５１．０

　　

第１期性器梅毒

　

Ａ５１．１

　　

第１期虹門梅毒

　

Ａ５１．２

　　

その他の部位の第１期梅毒

　

Ａ５１．３

　　

皮膚及び粘膜の第２期梅毒

　

Ａ５１．４ その他の第２期梅毒

　

Ａ５１‐５ 早期梅毒，潜伏性

　

Ａ５１．９ 早期梅毒，詳細不明
Ａ５２ 晩期梅毒

　

Ａ５２．０↑

　

心血管梅毒

　

Ａ５２．１

　

，症候性…神経梅毒

　

Ａ５２‐２

　　

無症候性神経梅毒

　

、

　

Ａ５２．３

　　

神経梅毒，詳細不明

　

・

　

Ａ５２．７ その他の症候性晩期梅毒

　

Ａ５２．８ 晩期梅毒，潜伏性

　

Ａ５２‐９ 晩期梅毒，詳細不明
Ａ５３

　　

その他及び詳細不明の梅毒

　

Ａ５３‐０

　　

潜伏（性）梅毒，早期か晩期か不明
Ａ５３‐９ 梅毒，詳細不明
Ａ５４

　　

淋菌感染症
Ａ５４．０

　　

下部尿路性器の淋菌感染症，尿道周囲

　　　　

膿癖又は副腺膿痩を伴わないもの
Ａ５４．１

　　

下部尿路性器の淋菌感染症，尿道周囲

　　　　

膿癌及び副腺瓦鳶曙を伴うもの
Ａ５４．２

　　

淋菌性骨盤腹膜炎及びその他の淋菌

　　　　

性腎尿路生殖器感染症

　

，
Ａ５４．３

　　

眼の淋菌感染症
Ａ５４．４十

　

筋骨格系の淋菌感染症
Ａ５４．５

　　

淋菌性咽頭炎
Ａ５４．６

　　

▼虹門及び直腸の淋菌感染症

　

Ａ５４．８ その他の淋菌感染症

　

Ａ５４‘９

　　

淋菌感染症，詳細不明

　　

′

Ａ５５

　　

クラミジア性リンパ肉芽腫（性病性）
Ａ５６

　　

その他の性的伝播性クラミジア疾患

　

Ａ５６．０

　　

下部尿路性器のクラミジア感染症

　

Ａ５６．１

　　

骨盤腹膜及びその他の腎尿路生殖器

　　　　　

のクラミジア感染症

　

Ａ５６‐２

　　

尿路性器のクラミジア感染症，詳細不

　　　　

明－

　

Ａ５６‐３

　　

虹門及び直腸のクラミジア感染症

　

Ａ５６．４

　　

咽頭のクラミジア感染症

　

Ａ５６．８

　　

その他の部位の性的伝播性クラミジア

　　　　　

感染症
Ａ５７ 軟性下痛
Ａ５８

　　

そげい＜鼠径＞（部）肉芽腫
Ａ５９ トリコモナス症

　

Ａ５９‐０

　　

泌尿生殖器トリコモナス症

　

Ａ５９．８

　　

その他の部位のトリコモナス症

　

Ａ５９‐９ トリコモナス症，詳細不明
Ａ６０

　　

虹門性器ヘルペスウイルス［単純ヘルペス］

　　　

感染症

　

Ａ６０‐‐０

　　

性器及び尿路のヘルペスウイルス感染

　　

症

　

Ａ６０．１

　　

虹門周囲皮膚及び直腸のヘルペスウ

　　　　　

イルス感染症

　

Ａ６０‐９

　　

虹門性器ヘルペスウイルス感染症，詳

　　　　

細不明

Ａ６３

　　

主として性的伝播様式をとるその他の感染－

　　　

症，他に分類されないもの

　

Ａ６３．０

　　

虹門性器（」性病性）いぼ＜続＞＜庇

　　　　

蜜＞

　

Ａ６３‐８

　　

主として性的伝播様式をとるその他の

　　　　　

明示された感染症

　

・

Ａ６４

　　

性的伝播様式をとる詳細不明の感染症
その他のスピロ・ヘータ疾患 （△６５－Ａ６９）

　

▲

Ａ６５

　　

非性病性梅毒
Ａ６６

　　　

フランバミジア＜ｙａｗｓ〉
Ａ６６‐０

　　

初期フランベジア＜ｙａｗｓ＞病変

Ａ６６．１

　　

多発（性）乳頭腫及びウエットクラブ

　　　　　

フランベジア＜ｗｅｔｃｒａｂｙａｗｓ＞
Ａ６６．２

　　

その他のフランベジア＜ｙａｗｓ＞性早期

　　　　

皮膚病変
Ａ６６．３

　　

フランベジア＜ｙａｗｓ＞性（過）角化症

　　　　　

＜角質増殖症＞
Ａ６６‐４

　　

フランベジア＜ｙａｗｓ＞性ゴム腫及び潰

　　

　

　

Ａ６６．５

　

Ａ６６．６

　

Ａ６６．７

　

Ａ６６‐８

　

Ａ６６．９

Ａ６７

　

Ａ６７‐Ｏ

　

Ａ６７．１

　

Ａ６７．２

　

Ａ６７．３
・Ａ６７．９

Ａ６８

　

Ａ６８‐Ｏ　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

Ａ６８．１

　

Ａ６８‐●９

Ａ６９

　

Ａ６９．Ｏ

　

Ａ６９．１

　

Ａ６９．２

　

Ａ６９．８

　　

ガ・ンゴザ＜ｇａｎｇｏｓａ＞

　　

フランベジア＜ｙａｗｓ＞性骨及び関節

　

病変

　　

その他のフランベジア＜ｙａｗｓ〉の症状

　

‐
発現

　　　

・

　　　　　　　　

、

　

潜伏フランベジア＜ｙａｗｓ＞

　　

－

　　

フランベジア＜ｙａｗｓ＞，詳細不明
ビンタ＜ｐｉｎｔａ＞ ［カラート＜ｃａｒａｔｅ＞］

　

初期ビンタ＜ｐｉｎｔａ＞病変

　

中期ビンタ〈ｐｉｎｔａ＞病変

　

晩期ビンタ＜ｐｉｎｔａ＞病変

　

ビンタ＜ｐｉｎｔａ＞の混合型病変・

　

ビンタ＜ｐｉｎｔａ＞， 詳細不明

回帰熱

　

シラミ媒介性回り稀熱

　

ダニ媒介性回帰熱

　

回り琳熱，詳細不明
その他のスピロヘータ感染症

　

え＜嬢＞死性満癖性ロ内炎

　

その他のヴァンサン＜Ｖｉｎｃｅｎｔ＞感染
症

　　　　　　　　　　　　

、

　

ライムくＬｙｍｅ＞病

　

その他の明示されたスピロヘータ感染

　

症′

　

スピロヘータ感染症，詳細不明

　

Ａ６９．９ スピロヘータ感染症，詳細不明
クラミジアによるその他の疾患 （Ａ７０－Ａ７４）

Ａ７０・ オウム病クラミジア感染症
Ａ７１ トラコーマ

　

Ａ７１．０ 初期トラコーマ

　

Ａ７１‐１ 活動期トラコーマ

　

Ａ７１．９ トラコーマ，詳細不明
Ａ７４

　　

クラミジアによるその他の疾患

　

Ａ７４．０↑

　

クラミジア結膜炎（Ｈ１３．１＊）

　

Ａ７４‐８

　　

その他のクラミジア疾患

　

Ａ７４．９ クラミジア感染症，詳細不明
リケッチア症 （Ａ７５－Ａ７９）

Ａ７５

　　

発疹チフス

　

Ａ７５‐０

　　

発疹チフスリケッチアによる流行性シ

　　　　　

ラミ媒介性発疹チフス

　

Ａ７５．１

　　

再燃発疹チフス［ブリル＜Ｂｒｉｌｌ＞病］

　

Ａ７５．２

　　

発疹熱リケッチアによる発疹チフス

　

Ａ７５．３

　　

つつが＜惹〉虫病リケッチアによる発

　　　　　

疹チフス

　

Ａ７５‐９ 発疹チフス，詳細不明
Ａ７７

　　

紅斑熱［マダニ媒介リケッチア症］
Ａ７７．０

　　

リケッチア

　

リケッチイによる紅斑熱



　

Ａ７７．１

　　

リケッチア

　

コノリイによる紅斑熱

　

Ａ７７．２

　　

リケッチア

　

シベリカによる斉ｉＣ班熱

　

Ａ７７．３

　　

リケッチア オーストラリスによる紅

　　　　　

斑熱

　

Ａ７７‐８

　　

その他の紅斑熱、

　

Ａ７７．８ａ

　　

日本紅斑熱＜リケッチア

　

ジャポニカ

　　　　　

による紅斑熱＞

　

Ａ７７．８ｂ．その他の紅斑熱

　

Ａ７７．９

　　

紅斑熱，詳細不明
Ａ７８

　　

Ｑ熱

Ａ７９

　　

その他のリケッチア症

　

Ａ７９‐０ 堕壕熱

　

Ａ７９．１

　　

リケッチア

　

アカリによるリケッチア

　　　　　

痘症

　

Ａ７９．８

　　

その他の明示されたリケッチア症

　

Ａ７９．９ リケッチア症，詳細不明
中枢神経系のウイルス感染症・（Ａ８０一Ａ８９）
Ａ８０

　

， 急性灰白髄炎＜ポリオ〉

　

Ａ８０‐０

　　

急性麻揮性ヨ灰白髄炎〈ポリオ＞，ワク

　　　　

チン関連

　

Ａ８０．１

　　

急性麻癖性灰白髄炎＜ポリオ＞，輸入

　

、

　　　　

野生株

　

Ａ８０．２

　　

急紹性麻痩性灰白髄炎＜ポリオ）国内

　　　　　

野生株

　　　　　　　　

．～

　

Ａ８０．３

　　

急性麻癖性Ｌβだ白髄炎＜ポリオ＞，その

　　　　　

他及び詳細不明

－Ａ８０．４

　　

急性非麻庫性ョＥだ白髄炎＜ポリオ＞

　

Ａ８０．９

　　

急性灰白髄炎＜ポリオ＞，詳細不明
Ａ８１

　　

中枢神経系の非定型ウイルス感染症

　

Ａ８１．０

　　

ク ロイ ツ ブ‐エ ル ト・ ヤ コ ブ ＜

　　　　　

Ｃｒｅｕｔｚｆｅｌｄｔ‐Ｊａｋｏｂ＞病

　

Ａ８１．～１

　　

亜急性硬化性全脳炎＜ＳＳＰＥ＞

　

Ａ８１．２ 進行性多巣性白質脳症

　

Ａ８１‐８

　　

中枢神経系のその他の非定型ウイル

　　　　　

ス感染症

　　　　　　

一

Ａ８１‐９

　　

中枢神経系の非定型ウイルス感染症，

　　　　

詳細不明

　

ノ
Ａ８２

　

， 狂犬病

　

Ａ８２．０

　　

森林狂犬病

　

Ａ８２．１

　　

都市狂犬病

　　　　　

‐
Ａ８２．９ 狂犬病，詳細不明
Ａ８３

　　

蚊媒介ウイルス（性）脳炎
Ａ８３．０ 日本脳炎
Ａ８３‐１

　　

西部馬脳炎
Ａ８３．２

　　

東部馬脳炎
Ａ８３．３ セントルイス脳炎

　

Ａ８３４ オーストラリア脳炎

　

Ａ８３．５

　　

力リフオルニア脳炎

．Ａ８３‐６ ロシオ〈Ｒｏｃｉｏ〉ウイルス病

　

Ａ８３．８

　　

その他の蚊媒介‐ウイルス（性）脳炎

　

Ａ８３．９

　　

蚊媒介ウイルス（性）脳炎，詳細不明
Ａ８４

　　

ダニ媒介ウイルス（性）脳炎

　

Ａ８４．０

　　

極東ダニ媒介脳炎［ロシア春夏脳炎］

　

Ａ８４．１

　　

中央ヨーロッパダニ媒介脳炎

　

Ａ８４．８

　　

その他のダニ媒介ウイルス（性）・脳炎

　

Ａ８４．９

　　

ダニ媒介ウイルス（」性）脳炎，詳細不

　　

明

Ａ８５

　　

その他のウイルス（性）脳炎，他に分類さ

　　　

れないもの

　

Ａ８５．０１‐

　

エンテロウイルス（性）脳炎・（Ｇ０５．１
＊）

′Ａ８５．１‐ｒ

　

アデノウイルス脳炎 （Ｇ０５．１＊）

　

Ａ８５．２

　　

節足動物媒介ウイルス（性）脳炎，詳

　　　　

細不明

　

Ａ８５．８

　　

その他の明示されたウイルス（」性）脳

　　

炎
Ａ８６

　　

詳細不明のウイルス（性）脳炎
Ａ８７ ウイルス（性）髄膜炎

　

Ａ８７‐０↑

　

エンテロウイルス（性）髄膜炎（Ｇ０２．ぴ）

　

Ａ８７．１十

　

アデノウイルス髄膜炎 （Ｇ０２．０
＊）

　

Ａ８７．２

　　

．リンパ球性脈絡髄膜炎

　

Ａ８７‐８

　　

その他のウイルス（性）髄膜炎－

　

Ａ８７．９

　　

ウイルス（性）髄膜炎，詳細不明
Ａ８８

　　

中枢神経系のその他のウイルス感染症，他

　　　

に分類されないもの

　

Ａ８８．０‐

　

腸内ウイルス性発疹熱［ボストン発疹］
Ａ８８．１

　　

流行性めまい＜肢量＞

　

－
Ａ８８．８

　　

中枢神経系のその他の明示されたウイ

　　　　

ルス感染症
Ａ８９

　　

中枢神経系の詳細不明のウイルス感染症
節足動物媒介ウイルス熱及びウイルス・性出血熱
（Ａ９０－Ａ９９）

Ａ９０

　　

デング熱［古典デング］
Ａ９１

　　

デング出血熱
Ａ９２

　　

その他の蚊媒介ウイルス熱
Ａ９２．０

　　

チクングニアくＣｈｉｋｕｎｇｕｎｙａ＞ウイル

　　　　

ス病

Ａ９２．１

　　

オニオニオン＜びｎｙｏｎｇ‐ｎｙｏｎｇ＞熱

Ａ９２．２ ベネズエラ馬熱
Ａ９２．３

　　

西ナイルウイルス感染症
Ａ９２４

　　

リフトバレー＜ＲｉｆｔＶａｌｌｅｙ＞熱

Ａ９２．８

　　

その他の明示された蚊媒介ウイルス熱
Ａ９２．９

　　

蚊媒介ウイルス熱，詳細不明

Ａ９３

　　

その他の節足動物媒介ウイルス熱，他に分

　　

・類されないもの

　

Ａ９３‐０

　　

オロプーシェ＜ｏｒｏｐｏｕｃｈｅ＞ウイルス

　　

病

　　　　　　　　

、

　　　　　　　

．

　

Ａ９３．１ サシチョウバエ熱

　

Ａ９３‐２
・

　

コロラドダニ熱

　　　

－

　

Ａ９３．８

　　

その他の明示された節足動物媒介ウ

　　　　

イルス熱 ー
Ａ９４

　　

詳細不明の節足動物媒介ウイルス熱
Ａ９５

　　

黄熟

　

・

　

Ａ９５．０

　　

森林黄熟

　

Ａ９５．１

　　

都市黄熟

　

Ａ９５‐９ 黄熟，詳細不明
Ａ９６

　　

アレナウイルス出血熱

　

Ａ９６．０ フニン＜Ｊｕｎｉｎ＞出血熱

Ａ９６．１

　　

マチュポ＜ＭａｃｈＵｐｏ＞出血熱

　

Ａ９６‐２ ラッサ熱

　

Ａ９６‐８ その他のアレナウイルス出血熱

　

Ａ９６‐９

　　

アレナウイルス出血熱

　

詳細不明
Ａ９８

　　

その他のウイルス性出血熱，他に分類され

　　　

ないもの

　

Ａ９８．０

　　

クリミヤ・コンゴ＜Ｃｒｉｍｅａｎ‐Ｃｏｎｇｏ＞

　　　　　

出血熱

　

Ａ９８．１ オムスク＜ｏｍｓｋ＞出血熱

　

Ａ９８．２ キャサヌール＜Ｋｙａｓａｎｕｒ＞森林病

　

Ａ９８．３

　　

マールブルグ＜Ｍａｒｂｕｒｇ＞ウイルス病丙

　

Ａ９８．４ エボラ〈Ｅｂｏｌａ＞ウイルス病

　

Ａ９８‐５

　　

腎症候性出血熱＜肝ＲＳ＞

　

Ａ９８．８

　

‘その他の明示されたウイルス性出血熱
Ａ９９

　　

詳細不明の‐ウイルス性出血熱
皮膚及び粘膜病変を特徴とするウイルス感染症
（ＢＯＯ－ＢＯ９）

ＢＯＯ

　　

ヘルペスウイルス［単純ヘルペス］感染症

　

ＢＯＯ．０

　　

庖疹性湿疹

　

ＢＯＯ．１ ヘルペスウイルス（性）小水癌性皮膚

　　

炎

　

ＢＯＯ．２ ヘルペスウイルス（性）歯肉口内炎及

　　　　　

び咽頭馬桃炎

　

ＢＯＯ．３↑

　

ヘルペスウイルス（性）髄膜炎（Ｇ０２．０＊）

　

ＢＯＯ．４↑

　

ヘルペスウイルス（性）脳炎（Ｇ０５．１＊）

　

ＢＯＯ．５ ヘルペスウイルス（性）眼疾患

　

ＢＯＯ．７

　　

播種性ヘルペスウイルス性疾患

　

ＢＯ０‐８

　　

その他の型のヘルペスウイルス感染症

　

ＢＯ０‐９

　　

ヘルペスウイルス感染症，詳細不明
ＢＯＩ

　　

水痘［鶏痘］

　

ＢＯＩ．ＯＴ

　

水痘髄膜炎（Ｇ０２．０＊）

　

ＢＯＩ．１↑‐

　

水痘脳炎 （Ｇ０５．１＊）

　

ＢＯＩ．２↑

　

水痘肺炎（Ｊ１７‐１＊）

　

ＢＯＩ．８

　　

水痘，その他の合併症を伴うもの

　

ＢＯ１‐９

　　

水痘，合併症を伴わないもの
Ｂ０２

　　

帯状癌疹［帯状ヘルペス］

　

Ｂ０２．ＯＴ

　

帯状痛疹（性）脳炎（Ｇ０５．１＊）

　

Ｂ０２．１十

　

帯状庖疹（性）髄膜炎（Ｇ０２．０＊）
‐Ｂ０２．２↑

　

帯状癌疹，その他の神経系合併症を伴

　　　　

うもの

　

Ｂ０２‐３

　　

帯状癌疹（′性）眼疾患

　

Ｂ０２．７ 播種性帯状癌疹
Ｂ０２‐８

　　

帯状痛疹，その他の合併症を伴うもの

　

Ｂ０２．９

　　

帯状庖疹，合併症を伴わないもの
Ｂ０３

　　

痘療′

Ｂ０４

　　

サル痘
Ｂ０５

　　

麻疹
Ｂ０５．０‐ｒ

　

麻疹，脳炎を合併するもの（Ｇ０５．１＊）
Ｂ０５．１↑

　

麻疹，髄膜炎を合併するもの（Ｇ０２．０＊）
Ｂ０５．２↑

　

麻疹，肺炎を合併するもの（Ｊ１７．１＊）
Ｂ０５．３↑

　

麻疹，中耳炎を合併するもの（Ｈ６７‐１＊）
Ｂ０５．４

　　

麻疹，腸管合併症を伴うもの
Ｂ０５‐８

　

、麻疹，その他の合併症を伴うもの
Ｂ０５‐９

　　

麻疹，合併症を伴わないもの
Ｂ０６

　　

風疹［ドイツ麻疹］
Ｂ０６．０ナ

　

風疹，神経合併症を伴うもの
Ｂ０６．８

　　

風疹，その他の合併症を伴うもの
Ｂ０６．９

　　

風疹，合併症を伴わないもの
Ｂ０７

　　

ウイルス（性）いぼく廃＞＜沈蜜＞
Ｂ０８

　　

皮膚及び粘膜病変を特；数とするその他のウ

　　　

イルス感染症，他に分類されないもの
Ｂ０８‐０ その他のオルソポックスウイルス感染

　　　　

症正

Ｂ０８‐１ 伝染性軟属腫
Ｂ０８‐２

　　

突発性発疹［第６病］
Ｂ０８‐３

　　

伝染性紅斑［第５病］
Ｂ０８‐４

　　

発疹を伴うエンテロウイルス性小水庖

　　　　

性口内炎

　　　　　　　　　

．

Ｂ０８５

　　

エンテロウイルス性水痘性咽頭炎
Ｂ０８‐８

　　

皮膚及び粘膜病変を特徴とするその

　　　　

他の明示されたウイルス感染症
ＢＯ９

　　

詳細不明の皮膚及び粘膜病変を特徴とす

　　　

るウイルス感染症
ウイルス性肝炎（Ｂ１５一ＢＩ９）
Ｂ１５

　　

急ｖ性Ａ型肝炎
Ｂ１５．０

　　

急性Ａ型肝炎，肝性昏睡を伴うもの



　

Ｂ１５‐９

　　

急性Ａ型肝炎，肝性昏睡を伴わないも

．

　　　　　

の

Ｂ１６ 急性Ｂ型肝炎

　

Ｂ１６．０

　

′急性Ｂ型肝炎，デルタ因子（重複感染）

　　　　

及び肝性昏睡を伴うもの

　　　

Ｂ１６．１
′

　　

急性Ｂ型肝炎，デルタ因子（重複感染）

　　　　　

を伴い，肝性昏睡を伴わないもの

　

Ｂ１６．２

　　

愈性Ｂ型肝炎，デルタ因子を伴わず，

　　　　　

肝性昏睡を伴うもの

　

Ｂ１６．９

　　

急性Ｂ型肝炎，デルタ因子及び肝性昏

　　　　

，睡を伴わないもの
Ｂ１７

　　

その他の急性ウイルス性肝炎

　

Ｂ１７．Ｏ

　　

Ｂ型肝炎キャリア＜病原体保有者＞の

　　　　　

急性デルタ（重）感染症

　

Ｂ１７．．１ 急性Ｃ型肝炎

　

Ｂ１７‐２ 急性Ｅ型肝炎

　

Ｂ１７．８

　　

その他の明示された急性ウイルス性肝

　　

炎

　

Ｂ１７‐９
・ 急性ウイルス性り肝炎，詳細不明

Ｂ１８

　　

慢性ウイルス性肝炎

　　

◆

　

Ｂ１８‐０

　　

慢性Ｂ型ウイルス性ヨ肝炎，デルタ因子

　　　　　

（重複感染）を伴うもの

　

Ｂ１８‐１

　　

慢性Ｂ型ウイルス性肝炎，デルタ因子

　　　　　

（重複感染）を伴わないもの

　

Ｂ１８‐２

　　

慢性Ｃ型ウイルス性；肝炎

　

Ｂ１８．８

　　

その他の慢性ウイルス性肝炎

　

Ｂ１８‐９

　　

慢性ウイルス性肝炎， 詳細不明
ＢＩ９

　　

詳細不明のウイルス性肝炎

　

ＢＩ９．０

　　

詳細不明のウイルス性肝炎，肝性昏睡

　　　　

を伴うもの

　

ＢＩ９．９

　

． 詳細不明のウイルス性肝炎，肝性昏睡

　　　　

を伴わないもの
ヒト免疫不全ウイルス［ＨＩＶ］病（Ｂ２０ｒＢ２４）
Ｂ２０

　　

感染症及び寄生虫症を起こしたヒト免疫

　　　

不全ウイルス［ＨＩＶ］病

　

Ｂ２０．０

　　

マイコバクテリウム感染症を起こした

　　　　　

ＨェＶ病

Ｂ２０．１
・その他の細菌感染症を起こしたＨＷ

　　

病

　

Ｂ２０．２

　　

サイトメガロウイルス病を起こした

　　　　　

ＨＩＶ病

　

Ｂ２０．３

　　

その他のウイルス感染症を起こした

　　　　　

ＨＩＶ－病

　

Ｂ２０．４

　　

カンジダ症を起こしたＨＷ病

　

Ｂ２０‐５

　　

その他の奥歯症を起こしたＨＩＶ病

Ｂ２０‐６ ニューモシスチス・イロベチイ肺炎を

　　　　

起こしたＨＷ病

Ｂ２０．７

　　

複合感染症を起こしたＨＩＶ病

Ｂ２０‐８

　　

その他の感染症正及び寄生虫症を起こ

　　　　　

したＨＩＶ病

Ｂ２０．９

　　

詳細不明の感染症又は寄生虫症を起

　　　　　

こしたＨＩＶ病

Ｂ２１

　　

悪性新生物＜腫癌＞を起こしたヒト免疫

　　　

不全ウイルス［ＨＩＶ］病
Ｂ２１．０

　　

カポジ＜Ｋａｐｏｓｉ＞肉腫を起こしたＨＩＶ

　　

病
Ｂ２１‐１

　　

バーキット＜Ｂｍｋｉｔｔ＞リンパ腫を起

　　　　　

こしたＨＩＶ病

Ｂ２１．２

　　

その他 の型の非ホ ジキ ン・＜ｎｏｎ‐

　　　　　

Ｈｏｄｇｋｉｎ＞リンパ腫を起こしたＨＩＶ病

Ｂ２１‐３

　　

リンパ組織，造血組織及び関連糸皿織の

　　　　

その他の悪性新生物＜腫癖＞を起こ

　　　　　

した１１ｌｖ病

Ｂ２１．７

　　

多発性の悪性新生物＜腫蕩＞を起こ

　　　　

したＨ工Ｖ病

Ｂ２１‐８

　　

その他の悪性新生物＜腫癖＞を起こ

　　　　

．したＨＩＶ病

Ｂ２１．９

　　

詳細不明の悪性新生物＜腫蕩＞を起

　　　　　

こしたＨ工Ｖ病

Ｂ２２

　　

その他の明示された疾患を起こしたヒト免

　　　

疫不全ウイルス［ＨＩＶ］病
Ｂ２２．０

　　

脳症を起こしたＨＷ病
Ｂ２２．１

　　

リンパ性間質性肺臓炎を起こしたＨＩＶ

　　

病
Ｂ２２．２

　　

消耗症候群を起こしたＨＩＶ病
Ｂ２２．７

　　

他に分類される多発疾患を起こした

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　

ＨＩＶ病

Ｂ２３

　　

その他の病態を起こしたヒト免疫不全ウイ

　　　

ルス ［Ｈ工Ｖ］ 病

Ｂ２３．０

　　

急性ＨＩＶ感染症候群
Ｂ２３‐１

　　

（遷延性）全身性リンパ節症を起こし

　　　　　

たＨエＶ病

Ｂ２３‐２

　　

血液学的及び免疫学的異常を起こし

　　　　

たＨ工Ｖ病，他に分類されないもの
Ｂ２３．８

　　

その他の明示された病態を起こした

　　　　

ＨＩＶ病

Ｂ２４

　　

詳細不明のヒト免疫不全ウイルス［ＨＩＶ］

　

病

その他のウイルス性疾患（Ｂ２５－Ｂ３４）
Ｂ２５

　　

サイトメガロウイルス病

Ｂ２５．０↑

　

サイトメガロウイルス（」性）肺臓炎

　　　　　

（Ｊ１７．１
＊）

Ｂ２５．ＩＴ

　

サイトメガロウイルス （・性） 肝炎

　　　　　

（Ｋ７７．０
＊）

Ｂ２５．２↑

　

サイトメガロウイルス （・性） 瞳炎

　　　　

、 （Ｋ８７‐１＊）

Ｂ２５．８

　　

その他のサイトメガロウイルス病

Ｂ２５．９

　　

サイトメガロウイルス病，詳細不明
Ｂ２６ ムンプス

Ｂ２６．ｏｆ

　

ムンプス精巣＜率丸＞炎（Ｎ５１．１＊）
Ｂ２６．１↑

　

ムンプス髄膜炎 （Ｇ０２‐０
＊）

Ｂ２６．２↑

　

ムンプス脳炎 （Ｇ０５．１
＊）

Ｂ２６．３↑

　

ムンプス障炎 （Ｋ８７．１＊）

Ｂ２６．８

　　

ムンプス，その他の合併症を伴うもの
Ｂ２６‐９

　　

ムンプス，合併症を伴わないもの
Ｂ２７ 伝染性単核症
Ｂ２７．０

　　

ガンマヘルペスウイルス（性）単核症
Ｂ２７．１

　　

サイトメガロウイルス （′性） 単核症

Ｂ２７．８

　　

その他の伝染性単核症
Ｂ２７．９‐ 伝染性単核症，詳細不明
Ｂ３０ ウイルス（性）・結膜炎
Ｂ３０．０十

　

アデノ ウイ ルス による角 結膜炎

　　　　　

（ＨＩ９．２
＊）

Ｂ３０．ＩＴ

　

アデノウイルスによる結膜炎（Ｈ１３．１＊）

Ｂ３０．２ ウイルス（性）咽頭結膜炎
Ｂ３０．３↑

　

急性流行性出血性結膜炎（エンテロウ

　　　　　

イルス性）（Ｈ１３．“
Ｂ３０．８↑

　

その他のウイルス（性）結膜炎（Ｈ１３．１＊）
Ｂ３Ｑ９

　　

ウイルス（性）結膜炎，詳細不明
Ｂ３３

　　

その他のウイルス性疾患，他に分類されな

　　

いもの

Ｂ３３．０

　　

流行性筋痛（症）
Ｂ３３．１

　　

ロスリバー＜ＲｏｓｓＲｉｖｅｒ＞疾患〈病〉

Ｂ３３‐２ ウイルス性心炎
Ｂ３３．３ レトロウイルス感染症正，他に分類され

　　　　

ないもの

Ｂ３３４ず′

　

ハンタ＜Ｈａｎｔａ＞ウイルス （Ｊｂ） 肺症

　　　　　

候群［旺Ｓ］［ＨＣＰＳ］（Ｊ１７．１＊）
Ｂ３３‐８

　　

その他の明示されたウイルス性疾患
Ｂ３４

　　

部位不明のウイルス感染症
Ｂ３４‐０・

　

アデノウイルス感染症，部位不明
Ｂ３４．１

　　

エンテロウイルス感染症，部位不明
Ｂ３４．２

　　

コロナウイルス感染症，部位不明

　

Ｂ３４‐３

　　

パルボウイルス感染症正，部位不明

Ｂ３４．４

　　

パポバウイルス感染症，部位不明
Ｂ３４．８

　　

部位不明のその他のウイルス感染症
Ｂ３４．９ ウイルス感染症，詳細不明
真菌症（Ｂ３５一Ｂ４９）
Ｂ３５

　　

皮膚糸状菌症
Ｂ３５．０

　　

白せん＜癖＞性毛療及び頭部白せん

　　　　

く癖＞

Ｂ３５．１

　　

爪白せん＜癖＞

Ｂ３５２

　　

手白せん〈癖＞
Ｂ３５．３

　　

足白せん＜癖＞
Ｂ３５．４

　　

体部白せん＜癖＞
Ｂ３５．５

　　

渦状せん＜癖＞
Ｂ３５．６

　

． （陰）股部白せん＜癖＞
Ｂ３５．８

　　

その他の皮膚糸状菌症
Ｂ３５．９ 皮膚糸状菌症，詳細不明
Ｂ３６ その他の表在性真菌症
Ｂ３６．０

　　

でんく癖＞風くなまず＞

Ｂ３６‐１

　　

黒せん＜癖＞
Ｂ３６‐２

　　

白（色）砂毛（症）
Ｂ３６，３

　　

黒（色）砂毛（症）
Ｂ３６．８

　　

その他の明示された表在性興菌症
Ｂ３６‐９

　　

表在性真菌症，詳細不明
Ｂ３７ カンジダ症
Ｂ３７．０ カンジダ性口内炎

Ｂ３７‐１

　　

肺カンジダ症

Ｂ３７．２ 皮膚及び爪のカンジダ症
Ｂ３７．３↑

　

外陰及び腹のカンジダ症（Ｎ７７．１＊）
Ｂ３７‐４

　　

その他の部位の尿路性器のカンジダ症
・Ｂ３７．５↑

　

カンジダ性髄膜炎 （Ｇ０２．１＊）

Ｂ３７．６↑

　

カンジダ性心内膜炎 （１３９．８＊）

　

．

Ｂ３７．７ カンジダ性ョ敗血症
Ｂ３７．８

　　

その他の部位の力′ンジダ症
Ｂ３７‐９ カンジダ症旺，詳細不明
Ｂ３８

　　

コクシジオイデス症正
Ｂ３８．０ 急性肺コクシジオイデス症
Ｂ３８‐１ 慢性肺コクシジオイデス症
Ｂ３８．２

　　

肺コクシジオイデス症，詳細不明
Ｂ３８‐３ 皮膚コクシジオイデス症
Ｂ３８４↑

　

コクシジオイデス性髄膜炎（Ｇ０２‐１＊）
Ｂ３８‐７

　　

播種性コクシジオイデス症
Ｂ３８‐８ その他の型のコクシジオイデス症
Ｂ３８‐９

　　

コクシジオイデス症，詳細不明
Ｂ３９

　　

ヒストプラスマ症

Ｂ３９．０

　　

カブスラーツム急性肺ヒストプラスマ

　　

症

　　　　　　

．



＝

Ｂ３９‐１

　　

カプスラーツム慢性肺ヒ
．
ストプラスマ

症
Ｂ３９．２

　　

カプスラーツム肺ヒーストプラスマ症，
詳細不明

ｍ
選
備

　

Ｂ３９．３

　　

カプスラーツム播種性ヒストプラスマ

　　

ー

　

症

　

Ｂ３９．４

　　

力一プスラーツムヒス、トプラスマ症，詳

　　　　

細不明

　

Ｂ３９‐５ ズボアジヒストプラスマ症

　

Ｂ３９‐９

　　

ヒストプラスマ症， 詳細不明

Ｂ４０ ブラストミセス症

　

Ｂ４０‐０

　　

急性肺ブラストミセス症

　

Ｂ４０．１

　　

慢性肺ブラストミセス症

　

Ｂ４０．２

　　

肺ブラストミセス症，詳細不明
ＬＢ４０．３ 皮膚ブラストミセス症

　

Ｂ４０．７

　　

播種性ブラストミセス症

　

Ｂ４０．８

　　

その他の型のブラストミセス症

　

Ｂ４０‘９ ブラストミセス症，詳細不明
Ｂ４１ バラコクシジオイデス症

　

Ｂ

　

４１‐０

　　

肺バラコクシジオイデス症．

　

Ｂ

　

４１，７

　　

播種性バラコクシジオイデス症

　

Ｂ４１．８

　　

その他の型のバラコクシジオイデス症

　

Ｂ４１．９ バラコクシジオイデス症，詳細不明
Ｂ４２

　　

スポロトリコーシス

　

Ｂ４２．０↑

　

肺スポロトリコーシス （Ｊ９９．８
＊）

　

Ｂ４２．１

　　

リンパ管皮膚型スポロトリゴーシス

　

Ｂ４２．７ 播種性スポロトリコーシス

　

Ｂ４２．８ その他の型のスポロトリコ」シス

　

Ｂ４２．９

　　

スポロトリコーシス， 詳細不明

Ｂ４３

　　

クロモミコーシス及びフェオミコーシス性

　　

　　

　　　　　　　　　　　　　

　

　

Ｂ４３．０ 皮膚クロモミコーシス

　

Ｂ４３ユ

　　

フェオミコーシス性脳膿癖

　

Ｂ４３．２ 皮下フェオミコーシス性膿癌及びのう

　　　　

〈嚢＞胞

　　　　

・

　

Ｂ４３．８

　　

その他の型のクロモミコーシス

　

Ｂ４３．９

　　

クロモミコーシス， 詳細不明

Ｂ４４

　　

アスペルギルス症

　

Ｂ４４‐０ 侵襲性肺アスペルギルス症

　

Ｂ４４‐１ その他の肺アスペルギルス症

　

Ｂ４４．２

　　

扇桃アスペルギルス症

　

Ｂ４４．７ 播種性アスペルギルス症

　

Ｂ４４．８ その他の型のアスペルギルス症

　

Ｂ４４．９

　　

アスペルギルス症，詳細不明
Ｂ４５

　　

クリプトコックス症

　

Ｂ４５‐０

　　

肺クリプトコックス症

　

Ｂ４５‐１

　　

脳クリプトコックス症

　

Ｂ４５．２ 皮膚クリプトコックス症

　

Ｂ４５．３

　　

骨クリプトコックヌ症

　

Ｂ４５．７

　　

播種性クリプ・トコックス症

　

Ｂ４５．８ その他の型のクリプトコックス症

　

Ｂ４５‐９

　　

クリプトコックス症， 詳細不明・

Ｂ４６

　

・接合菌症

　

Ｂ４６．０

　　

肺ムーコル＜ムコール＞症

　

Ｂ４６‐１

　　

鼻脳ムーコル＜ムコール＞症

　

Ｂ４６‐２
・

　

胃腸ム←コル＜ムコール＞症

　

Ｂ４６‐３

　　

皮膚ムｒコル＜ムコール〉症

　

Ｂ４６‐４

　　

播種性ムーコル＜ムコール＞症

　

Ｂ４６‐５・ ムーコル＜ムコ」ル＞症，詳細不明

　

Ｂ４６．８ その他の接合菌症

　

Ｂ４６．９ 接合菌症，詳細不明
Ｂ４７

　　

菌腫

　

Ｂ４７．０

　　

真菌性菌腫

　

Ｂ４７．１ 放線菌腫

　

Ｂ４７‐９

　　

菌腫，詳細不明

　

・

Ｂ４８

　　

その他の真薗症，，他に分類されないもの

　

Ｂ４８．０

　　

ロボア症＜ロボミコーシス〉

　

Ｂ４８．１ リノスポリジウム症

　

Ｂ４８．２

　　

アレシェリア症

　

Ｂ４８．３

　　

ゲオトリクム症

　

Ｂ４８．４

　　

ペニシリウム症

　

Ｂ４８．７ 日和見真菌症

　

Ｂ４８．８

　　

その他の明示された真菌症
Ｂ４９ 詳細不明の奥菌症
原、虫疾患（Ｂ５０－Ｂ６４）
Ｂ５０

　　

熱帯熱マラリア

　

Ｂ５０．０

　　

熱帯熱マラリア，脳合併症を伴うもの

　

Ｂ５０．８

　　

その他の重症熱帯熱マラリア及び合併
症を伴う熱帯熱マラリア

Ｂ５０．９

　　

熱帯熱マラリア，詳細不明
Ｂ５１

　　

三日熱、マラリア

　

Ｂ５１‐０

　　

三日熱マラリア，‐月噺波製を伴うもの

Ｂ５１‐８

　　

三日熱マラリア，その他の合併症を伴
うもの

Ｂ５１．９

　　

三日熱マラリア，合併症を伴わないも

　　　

の

Ｂ５２

　　

四日熱マラリア

Ｂ５２．０‐ 四日熱マラリア， 腎症＜ネフロパシ

ー＞を伴うもの
Ｂ５２．８

　　

四日熱マラリア，その他の合併症を伴
うもの

Ｂ５２‐

　

四日熱マラリア，合併症を伴わないも

　　　

の

Ｂ５３

　　

その他の寄生虫学的に確認されたマラリア
Ｂ５３‐０

　　

卵形マラリア・

Ｂ５３‐１

　　

サルマラリア原虫によるマラリア

　

Ｂ５３‐８

　　

その他の寄生虫学的に確認されたマラ
リア，他に分類されないもの

Ｂ５４ 詳細不明のマラリア
Ｂ５５

　　

リーシュマニア症圧

Ｂ５５‐０ 内臓リーシュマニア症
Ｂ５５‐１ 皮膚リーシュマニア症
Ｂ５５．２ 皮膚粘膜リーシュマニア症
Ｂ５５．９

　　

リーシュマニア症，詳細不明
Ｂ５６ アフリカ

　

トリパノソーマ症
Ｂ５６．０ ガンビア

　

トリパノソーマ症

Ｂ５６．１ ローデシア

　

トリバノソーマ症
Ｂ５６．９

　

▼アフリカ

　

トリバノソーマ症，詳細不

　　　

明

Ｂ５７

　　

シヤーガス〈Ｃｈａｇａｓ＞病

　

Ｂ５７．０，十

　

急性シャーガスくＣｈａｇａｓ＞病，心障害

を伴うもの（１４１‐ ，１９８．１＊）
Ｂ５７‐１

　　

急性シャーガス＜Ｃｈａｇａｓ＞病，心障害
を伴わないもの

Ｂ５７ノ２

　　

シヤーガス＜Ｃｈａｇａｓ＞病 （慢性）， 心

障害を伴うもの
Ｂ５７‐３

　　

シヤーガス＜Ｃｈａｇａｓ＞病・（慢性）， 消

化器障害を伴うもの
Ｂ５７．４

　　

シャーガス＜Ｃｈａｇａｓ＞病 （慢性）， 神

経系障害を伴うもの

ぜん＜嬬＞虫症（Ｂ６５一Ｂ８３）
Ｂ６５

　　

住血吸虫症
Ｂ６５‐０ ビルハルツ住血吸虫症［尿住血吸虫

症］

　

Ｂ６５．１

　　

マンソン住血吸虫症［腸住血吸虫症］

　

Ｂ６５‐２ 日本住血吸虫症

　

Ｂ６５．３ セルカリア皮膚炎

　

Ｂ６５．８・ その他の住血吸虫症

　

Ｂ６５．９

　　

住血吸虫症，詳細不明
Ｂ６６ その他の吸虫感染症

　

Ｂ６６‐０ オビストルキス症

　

～Ｂ６６‐１

　　

肝吸虫＜肝ジストマ＞症

　

Ｂ６６．２
．

　

二腔吸虫感染症

　

Ｂ６６‐３ 肝蛭症

　

Ｂ６６‐４

　　

肺吸虫症

　

Ｂ６６．５

　　

肥大吸虫症

　

Ｂ６６‐８

　　

その他の明示された吸虫感染症

　

Ｂ６６．９

　　

吸虫感染症，詳細不明
Ｂ６７ エキ＜ヒ＞ノコツクス症

　

Ｂ６７．０

　　

肝の単包条虫感染症旺

　

Ｂ６７．‐１

　　

肺の単包条虫感染症

　

Ｂ６７．２

　　

骨の単包条虫感染症

　

Ｂ６７－
・３

　　

その他及び多部位の単包条虫感染症

　

Ｂ６７４

　　

単包条虫感染症，詳細不明

　

Ｂ６７．５

　　

肝の多包条虫感染症

　

Ｂ６７．６

　　

その他及び多部位の多包条虫感染症

　

Ｂ６７．７

　　

多包条虫感染症，詳細不明

　

Ｂ６７．８

　　

肝の詳細不明のエキ＜ヒ＞ノコックス

　　　　　　　　　　　　　　

症

Ｂ５７‐５

　　

シヤーガス＜Ｃｈａｇａｓ＞病 （慢性）， そ

　　　

Ｂ６７‐９
一・ エキ＜ヒ＞ノコックス症，その他及び

の他の臓器障害を伴うもの
Ｂ５８ トキソプラズマ症
Ｂ５８．０↑ トキソプラズマ眼障害
Ｂ５８．１↑ トキソプラズマ肝炎．（Ｋ７７．０

＊）

Ｂ５８‐２↑

　

トキソプラズマ髄膜脳炎（Ｇ０５．２＊）
Ｂ５８‐３，十

　

肺トキソプラズマ症，（Ｊ１７‐３
＊）

Ｂ５８‐８

　　

トキソプラズマ症圧，その他の臓器障害
を伴うもの

Ｂ５８．９ トキソプラズマ症，詳細不明
Ｂ５９十

　

ニューモシスチス症 （Ｊ１７．３
＊）

　

．

Ｂ６０

　　

その他の原虫疾患，他に分類されないもの
Ｂ６ＱＯ バベシア症

　

Ｂ６０．１ アカントアメーバ症

Ｂ６０．２

　　

ネグレリア症

Ｂ６０‐８

　　

その他の明示された原虫疾患
Ｂ６４・ 詳細不明の原虫疾患

詳細不明
Ｂ６８

　　

条虫症

　

Ｂ６８．０

　　

有鈎条虫症

　

Ｂ６８１

　　

無鈎条虫症
Ｂ６８．９

　　

条虫症，詳細不明
Ｂ６９

　　

のう＜嚢＞（尾）虫症
Ｂ６９．０ 中枢神経系ののう＜嚢＞（尾）虫症
Ｂ６９‐１

　　

眼ののう〈嚢＞ （尾） 虫症

　　　　

Ｂ６９．８

　　

その他の部位ののう＜嚢＞（尾）虫症
Ｂ６９．９

　　

のう＜嚢＞（尾）虫症，詳細不明
Ｂ７０

　　

裂頭条虫症及び孤虫症＜スバルガーヌム

　　

症＞．
Ｂ７０．０

　　

裂頭条虫症
Ｂ７ＱＩ

　　

孤虫症＜スバルガ」ヌム症＞
Ｂ７１ その他の条虫感染症
Ｂ７１．０ ヒメノレビス条虫症



　

Ｂ７ＬＩ

　　

瓜実条虫症

　

Ｂ７１．８

　　

その他の明示された条虫感染症

　

Ｂ７１‐９・

　

条虫感染症，詳細不明
Ｂ７２

　　

メジナ虫症＜ドラカ〈ク＞ンクルス症＞

Ｂ７３ オンコセルカ症
Ｂ７４

　

‐フィラリア症＜糸状虫症＞

　

Ｂ７４．０

　　

バンクロフト糸状虫によるフィラリア

　　　　

症＜糸状虫症＞

　

Ｂ７４‐１

　　

マレー糸状虫によるフィラリア症＜糸

　　　　　

状虫症＞

　

Ｂ７４二２

　　

チモール糸状虫によるフィラリア症＜

　　　　　

糸状虫症＞

　

Ｂ７４．３

　　

ロア糸状虫症

　

Ｂ７４．４ マンソネラ症

　

Ｂ７４‐８

　　

その他のフィラリア症く糸状虫症＞

　

Ｂ７４．９

　　

フィラリア症＜糸状虫症＞，詳細不明
Ｂ７５ 旋毛虫症
Ｂ７６ 釣虫症

　

Ｂ７６．０ 十二指腸虫症

　

Ｂ７６‐１ アメリカ釣虫症

　

Ｂ７６‐８

　　

その他の鈎虫症

　

‐

　

Ｂ７６．９

　　

釣虫症，詳細不明
Ｂ７７

　　

回＜鯛＞虫症

　

Ｂ７７‐０

　　

回＜蜘＞虫症，腸合併症を伴うもの

　

Ｂ７７．８

　　

回＜鯛＞虫症，その他の合併症を伴う

　　　　

もの

　

Ｂ７７．９

　

， 回・＜鯛＞虫症，詳細不明
Ｂ７８

　　

糞線虫症

　

Ｂ７８．０

　　

腸糞線虫症

　

Ｂ７８‐１ 皮膚糞線虫症

　

Ｂ７８‐７ 播種性糞線虫症

　

Ｂ７８‐９

　　

糞線虫症，‐詳細不明
Ｂ７９ 鞭虫症
Ｂ８０

　　

ぎよう＜蟻＞虫症
Ｂ８１

　　

その他の腸ぜん＜嬬＞虫症，他に分類され

　　　

ないもの
Ｂ８１．０ アニサキス症

Ｂ８１‐１

　　

腸毛頭虫＜カビラリア＞症

Ｂ８１．２

　　

毛様線虫症圧
Ｂ８１‐３

　

， 腸住血線虫症
Ｂ８１‐４ 混合腸ぜん＜嬬＞虫症
Ｂ８１．８

　　

その他の明示された腸ぜん＜嬬＞虫症
Ｂ８２ 詳細不明の腸寄生虫症
Ｂ８２‐０

　　

腸ぜん＜嬬＞虫症，，詳細不明
Ｂ８２．９

　　

腸寄生虫症，詳細不明

Ｂ８３ その他のぜん＜嬬＞虫症

　

Ｂ８３‐０

　

・内臓幼虫移行症

　

Ｂ８３．１

　　

顎ロ虫症

　

Ｂ８３．２ 広東住血線虫症

　

Ｂ８３．３

　　

気管線虫症

　

Ｂ８３‐４ 内部蛭寄生症

　

Ｂ８３．８

　　

その他の明示されたぜん＜嬬＞虫症

　

Ｂ８３．９

　　

ぜん＜螺＞虫症，詳細不明
〆

シラミ症，′ダニ症及びその他の動物寄生症（Ｂ８５
一Ｂ８９）

Ｂ８５

　　

シラミ症及びケジラミ症

　

Ｂ８５．０

　　

アタマジラミによるシラミ症

　

Ｂｇ５．１

　　

ゴロモジラミによるシラミ症

　

Ｂ８５．２ シラミ症，詳細不明

　

Ｂ８５．３ ケジラミ症

　

Ｂ８５．４

　　

シラミ及びケジラミの混合寄生症
Ｂ８６

　　

かいせん＜済癖＞
Ｂ８７‘

　　

ハエ幼虫症

　

‐

　

Ｂ８７．０ 皮膚ハエ幼虫症

　

Ｂ８７ユ

　

ー創傷ハエ幼虫症

　

Ｂ８７‐２

　　

眼ハエ幼虫症

　

Ｂ８７．３

　　

鼻咽頭ハエ幼虫症

　

Ｂ８７．４

　　

耳ハエ幼虫症

　

Ｂ８７‐８

　　

その他の部位のハエ幼虫症

　

Ｂ８７．９

　　

ハエ幼虫症，詳細不明
Ｂ８８ その他の寄生症

　

Ｂ８８．０ その他のダニ症

　

Ｂ８８．１

　　

スナノミ症 ［スナノミの寄生症］

　

Ｂ８８．２

　　

その他の節足動物寄生症

　

Ｂ８８．３

　　

外部蛭寄生症

　

、

　

Ｂ８８‐８

　　

その他の明示された寄生症

　

Ｂ８８．９ 寄生症，詳細不．明
Ｂ８９ 詳細不明の寄生虫症
感染症及び寄生虫症の続発・後遺症（Ｂ９０－Ｂ９４）
Ｂ９０

　　

結核の続発・後遺症

　

Ｂ９０‐０

　　

中枢神経系結核の続発・後遺症

　

Ｂ９０‐１

　　

腎尿路生殖器結核の続発・後遺症

　

Ｂ９０．２

　　

骨及び関節の結核の続発・後遺症

　

Ｂ９０．８

　　

その他の臓馨器の結核の続発・後遺症

　

Ｂ９０‐９

　　

呼吸器及び詳細不明の結核の続発・後

　　　　　

遺症
Ｂ９１

　　

灰白髄炎＜ポリオ＞の続発・後遺症
Ｂ９２・

　

ハンセン＜Ｈａｎｓｅｎ〉病の続発・後遺症
Ｂ９４

　　

その他及び詳細不明，の感染症及び寄生虫

　　　

症の続発・後遺症

　

Ｂ９４．０

　　

トラコｒマの続発・後遺症

　

Ｂ９４‐１

　　

ウイルス（性）脳炎の続発・後遺症

　

Ｂ９４‐２

　　

ウイルス性ｉ肝炎の続発・後遺症

　

Ｂ９４‐８

　　

その他の明示された感染症及び寄生

　　　　　

虫症の続発・後遺症

　

Ｂ９４．９

　　

詳細不明の感染症正又は寄生虫症の続

　　　　　

発・後遺症
細菌，ウイルス及びその他の病原体（Ｂ９５一Ｂ９８）
Ｂ９５，

　

他章に分類される疾患の原因である連鎖球

　　　

菌及びブドウ球菌

　

Ｂ９５．０

　　

他章に分類される疾患の原因であるＡ

　　　　　

群連鎖球菌

　

Ｂ９５．１

　　

他章に分類される疾患の原因であるＢ

　　　　　

群連鎖球菌

　

Ｂ９５．２

　　

他章に分類される疾患の原因であるＤ

　　　　　

群連鎖球菌

　

Ｂ９５‐３

　　

他章に分類される疾患の原因である肺

　　　　　

炎連鎖球菌

　

Ｂ９５．４

　　

他牽に分類される疾患の原因であるそ

　　　　

の他の連鎖球菌

　

Ｂ９５．５

　　

他章に分類される疾患の原因である詳

　　　　　

細不明の連鎖球菌

　

Ｂ９５．６
・他章に分類される疾患の原因である黄

　　　　

色ブドウ球菌

　

Ｂ９５．７
・

　

他章に分類される疾患の原因であるそ

　　　　　

の他のブドウ球菌

　　　　　　　　　

ー
．Ｂ９５．８

　　

他章に分類される疾患の原因である詳

　　　　

細不明のブドウ球菌
Ｂ９６

　　

他率に分類される疾患の原因であるその他

　　　

の明示された細菌性病原体

　

Ｂ９６．０

　　

他率に分類される疾患の原因である肺

　　　　　

炎マイコプラズマ ［Ｍ．ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ］

Ｂ９６‐１

　　

他章に分類される疾患の原因である肺

　　　　

炎梓菌 ［Ｋｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ］

Ｂ９６．２

　　

他章に分類される疾患の原因である大

　　　　

腸菌 ［Ｅ．ｃｏｌｉ］

Ｂ９６‐３

　　

他章に分類される疾患の原因であるイ

　　　　　

ンフルエンザ菌 ［Ｈ．ｉｎｆｌｕｅｎをａｅ］

Ｂ９６．４

　　

他章に分類される疾患の原因であるプ

　　　　　

ロ テ ウ ス 菌 〈Ｐ‐ｍｉｒａｂｉｌｉｓ〉 ＜

　　　　　

Ｐ．ｍｏｒｇａｎｉｉ＞

Ｂ９６．５

　　

他章に分類される疾患の原因である緑

　　　　

膿菌くＰ．ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ＞

Ｂ９６五

　　

他章に分類される疾患の原因であるバ

　　　　　

シラス

　

フラギリス ［Ｂ．ｆｒａｇｉｌｉｓ］

Ｂ９６．７

　　

他章に分類される疾患の原因であるウ

　　　　　

ェルシュ菌 ［Ｃ‐ｐｅｒｆｒｉｎｇｅｎｓ］

　

Ｂ９６．８

　　

他章に分類される疾患の原因であるそ

　　　　　

の他の明示された細菌性病原体
Ｂ９７

　　

他章に分類される疾患の原因である・ウイル

　　　

ス病原体

　

Ｂ９７．０

　　

他牽に分類される疾患の原因であるア

　　　　　

デノウイルス

　

Ｂ９７‐１

　　

他章に分類される疾患の原因であるエ

　　　　　

ンテロウイルス

　

Ｂ９７‐２

　　

他章に分類される疾患の原因であるコ

　　　　　

ロナウイルス

　

Ｂ９７．３

　　

他章に分類される疾患の原因であるレ

　　　　　

トロウイルス

　

Ｂ９７．４

　　

，他章に分類される疾患の原因である

　　　

．

　

ＲＳウイルス

　

Ｂ９７五

　

・他率に分類される疾患の原因であるレ

　　　　

オウイルス

　

Ｂ９７．６

　　

他章に分類される疾患の原因であるパ

　　　

． ルポウイルス

　

Ｂ９７‐７‐

　

他章に分類される疾患の原因である乳

　　　　

頭腫ウイルス

　

Ｂ９７．８

　　

他章に分類される疾患の原因であるそ

　　　　　

の他のウイルス病原体
Ｂ９８

　　

他章に分類される疾患の原因であるその他

　　　

の明示された感染性病原体

　

Ｂ９８．０

　　

他寧に分類される疾患の原因であるヘ

　　　　　

リコバクター・ビロリ ［Ｈ．ｐｙｌｏｒｉ］

　

Ｂ９８．１

　　

他章に分類される疾患の原因であるビ

　

ブリオ÷・バノレニフィカス

その他の感染症（Ｂ９９）
Ｂ９９

　　

その他及び詳細不明の感染症

　　

第亘章

　

新生物＜瞳癌＞（Ｃｏｏ一Ｄ４８）
悪性新生物く腫癌＞（Ｃｏｏ－Ｃ９７）
ロ唇，ロ腔及び咽頭の悪性新生物＜腫癌＞（Ｃｏｏ
一Ｃ１４）

ＣＯＯ

　　

ロ唇の悪性新生物＜腫癌＞

，Ｃｏｏ‐０

　　

外側上層
Ｃｏｏ．１

　　

外側下唇
Ｃｏｏ．２ 外側ロ唇，部位不明
Ｃｏｏ．３

　　

上唇ｉ内側面
Ｃｏｏ．４ 下層，、内側面
Ｃｏｏ．５

　　

口唇，部位不明，内側面
Ｃｏｏ‐６ 暦交連
Ｃｏｏ．８ 口唇の境界部病巣
Ｃｏｏ‐９ 口唇，部位‐不明
Ｃｏｌ

　　

舌根＜基底＞部の悪性新生物＜腫癌＞



馨
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Ｃ０２

　　

舌のその他及び部位不明の悪性新生物＜

　　　

腫癖＞
Ｃ０２．０

　　

舌背面
Ｃ０２‐１

　　

舌縁

Ｃ０２‐２

　　

舌下面

Ｃ０２‐３

　　

舌の前３分の２，部位不明
Ｃ０２４ 舌馬桃
Ｃ０２‐８

　　

舌の境界部病巣
Ｃ０２‐９

　　

舌，部位不明
Ｃ０３

　　

歯肉の悪性新生物＜腫癌＞
Ｃ０３．０

　

， 上顎歯肉
Ｃ０３．１

　　

下顎歯肉

Ｃ０３．９

　　

歯肉，部位不明
Ｃ０４

　　

ロ（腔）～底の悪性新生物＜腫癌＞
Ｃ０４‐０ 前部ロ（腔）底
Ｃ０４．１

　　

側部口（腔）底
Ｃ０４‐８

　　

口（腔）底の境界部病巣
Ｃ０４‐９

　　

口（膝）底，部位不明
Ｃ０５

　　

口蓋の悪挫折生物＜腫癌＞
Ｃ０５‐０

　　

硬ロ蓋

Ｃ０５．１

　　

軟ロ蓋

Ｃ０５．２

　　

ロ蓋垂

Ｃ０５‐８

　　

口蓋の境界部病巣
Ｃ０５．９

　　

口蓋，部位不明
Ｃ０６

　　

その他及び部位不明のロ腔の悪性新生物

　　　

＜腫癌＞
Ｃ０６‐０

　　

頬粘膜
Ｃ０６．１

　　

ロ腔前庭
Ｃ０６‐２

　　

臼後部

Ｃ０６‐８

　　

その他及び部位不明の口腔の境界部

　　　　

病巣
Ｃ０６．９

　　

ロ腔，．部位不明
Ｃ０７

　　

′耳下腺の悪性新生物＜臆癌＞
Ｃ０８

　　

その他及び部位不明の大唾液腺の悪性新

　　　

生物＜腫溺＞
Ｃ０８．０

　

‐ 顎下腺

Ｃ０８．１

　　

舌下腺

　

Ｃ０８‐８

　　

大唾液腺の境界部病巣

　

Ｃ０８‐９

　　

大唾液腺，部位不明
ＣＯ９

　　

馬桃の悪性新生物＜腫癌＞
ＣＯ９‐０

　　

馬桃窟
ＣＯ９．１

　　

馬桃口蓋弓（前）（後）

　

ＣＯ９．８

　　

罵桃の境界部病巣
ＣＯ９‐９

　　

馬桃，部位不明
ＣＩＯ

　　

中咽頭の悪↑生新生物＜腫癌＞

　

ＣＩＯ．０

　　

喉頭蓋谷

ＣＩＯ．１ 喉頭蓋の前面
ＣＩ０‐２

　　

中咽頭側壁
ＣＩＯ．３

　　

中咽頭後壁
ＣＩＯ．４

　　

鯉裂

ＣＩＯ．８

　　

中咽頭の境界部病巣
ＣＩＯ．９

　　

中咽頭，部位不明
ＣＩＩ

　　

鼻＜上＞咽頭の悪性新生物＜腫癌＞
ＣＩＩ．０

　　

鼻＜上＞咽頭上壁
ＣＩＩ．１

　

・鼻＜上＞咽頭後壁
ＣＩ１‐２

　　

鼻く上＞咽頭側壁
ＣＩＩ．３

　　

鼻＜上＞咽頭前壁

　

・
ＣＩＩ．８

　　

鼻＜上＞咽頭の境界部病巣
ＣＩＩ．９

　　

鼻＜上＞咽頭，部位不明
Ｃ１２

　　

梨状陥凹＜洞＞の悪性新生物＜腫癌＞
Ｃ１３

　　

下咽頭の悪性新生物＜腫癌＞
Ｃ１３．０ 後輪状軟骨部
Ｃ１３‐１

　　

披裂喉頭蓋ひだ，下咽頭面
Ｃ１３‐２

　　

下咽頭後壁
Ｃ１３‐８

　　

下咽頭の境界部病巣
Ｃ１３‐９

　

′

　

下唖頭，部位不明
Ｃ１４

　　

、その他及び部位不明確の口唇，口腔及び咽

　　　

頭の悪性新生物＜腫癖＞
Ｃ１４‐０

　　

咽頭，部位不明
Ｃ１４．２

　　

ワルダイチル＜Ｗａｌｄｅｙｅｒ＞環＜輪＞

Ｃ１４．８

　　

口唇，口腔及び咽頭の境界部病巣
消化器の悪性新生物＜腫癌＞（Ｃ１５一Ｃ２６）
Ｃ１５

　　

食道の．悪態新生物＜腫癌＞
Ｃ１５‐０

　　

頚部食道
Ｃ１５‐１

　

・胸部食道

　

Ｃ１５．２

　　

腹部食道
Ｃ１５‐３

　　

上部食道
Ｃ１５．４

　　

中部食道

　

Ｃ１５．５

　　

下部食道

　

Ｃ１５‐８ 食道の境界部病巣

　

Ｃ１５‐９ 食道，部位不明
Ｃ１６

　　

胃の悪性新生物＜腫癌＞
Ｃ１６．０

　　

噴門

Ｃ１６．１

　　

胃底部

　

Ｃ１６．２

　　

胃体部

　

Ｃ１６．３

　　

幽門前庭

Ｃ１６．４

　　

幽門

▼

　

Ｃ１６．５

　　

胃小寄，部位不明

　

Ｃ１６．６

　　

胃大竃，
′部位不明

　

Ｃ１６‘８

　　

胃の境界部病巣

　

Ｃ１６．９

　　

胃， 部位不明

Ｃ１７

　　

小腸の悪性新生物＜腫癖＞
Ｃ１７‐０

　　

十二指腸
Ｃ１７．１

　　

空腸

　　

．
Ｃ１７‐２

　　

回腸

Ｃ１７．３

　　

メツケル〈Ｍｅｃｋｅ工＞憩、室

Ｃロ．８ 小腸の境界部病巣
Ｃ１ ９ 小腸，部位不明
Ｃ１８

　　

結腸の悪性新生物＜腫癌＞
Ｃ１８．０‐ 盲腸
Ｃ１８．１

　　

虫垂

Ｃ１８．２

　　

上行結腸
Ｃ１８‐３

　　

右給腸曲＜肝奄曲＞
Ｃ１８．４

　　

横行結腸
Ｃ１８．５

　　

左結腸曲＜膳毒曲＞
Ｃ１８．６

　　

下行結腸
Ｃ１８．７

　　

Ｓ状結腸

Ｃ１８‐８

　　

結腸の境界部病巣
Ｃ１８．９

　　

結腸，部位不明
ＣＩ９

　　

直腸 Ｓ状結腸移行部の悪性新生物＜腫

　　

蕩＞

　　　　　　　

－
Ｃ２０

　　

直腸の悪性新生物＜腫癌＞
Ｃ２１

　　

腫門及び紅門管の悪性新生物＜腫癖＞
Ｃ２１‐０

　　

虹門， 部位不明

Ｃ２１．１、 虹門管

Ｃ２１．２

　　

総排池腔由来部

　

Ｃ２１．８

　　

直腸，虹門及び虹門管の境界部病巣
Ｃ２２・

　

肝及び肝内胆管の悪性新生物＜・自重癌＞
Ｃ２２‐０ 肝細胞癌
Ｃ２２‐１

　　

肝内胆管癌

　

Ｃ２２‐２

　　

肝芽（細胞）腫

　

Ｃ２２‐３

　　

肝血管肉腫

　

Ｃ２２‐４ その他の肝の肉腫

‐Ｃ２２．７

　　

その他の明示された肝の癌（間

　

Ｃ２２．９

　　

肝， 詳細不明

Ｃ２３

　　

胆のう＜嚢＞の悪性新生物＜腫粥＞
Ｃ２４

　　

その他及び部位不明の胆道の悪性新生物

　　　

く腫癌＞

　

Ｃ２４．０

　　

肝外胆管

　

Ｃ２４．１ ファーター＜ぬｔｅｒ＞乳頭膨大部

　

Ｃ２４．８ 胆道の境界部病巣

　

Ｃ２４．９

　　

胆道，部位不明

　

‐
Ｃ２５

　　

瞳の悪性新生物＜腫癌＞

　

Ｃ２５．０

　　

降頭部

　

Ｃ２５‐１

　　

瞳体部
Ｃ２５‐２

Ｃ２５．３

雁尾部
勝管

Ｃ２５４‐ 内分泌雌
Ｃ２５‐７‐ 雌のその他の部位
．Ｃ２５．８

　　

麻の境界部病巣
Ｃ２５．９

　　

麻，部位不明
Ｃ２６

　　

その他及び部位不明確の消化器の悪性新

　　　

生物＜腫癌＞
Ｃ２６‐０ 腸管，部位不明
Ｃ２６．１

　　

牌

Ｃ２６．８ 消化器系の境界部病巣
Ｃ２６‐９ 消化器系，部位不明確
呼吸器及び胸腔内臓器の悪性新生物＜腫癌＞（Ｃ３０
－Ｃ３９）

Ｃ３０

　

‐鼻腔及び中耳の悪性新生物＜腫癌＞
Ｃ３０．０

　　

鼻腔

Ｃ３０‐１

　　

中耳

Ｃ３１

　　

副鼻腔の悪性新生物＜腫癌＞

　

Ｃ３１．０

　　

上顎洞

　

Ｃ３１．１

　　

箭骨洞

　

Ｃ３１‐２

　　

前頭洞

　

Ｃ３１３

　　

蝶形骨洞

　

Ｃ３１‐８

　　

副鼻腔の境界部病巣

　

Ｃ３１．９

　　

副鼻腔，部位不明
Ｃ３２

　　

喉頭の悪性新生物＜腫癌＞
Ｃ３２．０

　　

声門

　

Ｃ３２．１

　　

声門上部

　　

ー

Ｃ３２．２ 声門下部

　

Ｃ３２‐３ 喉頭軟骨

　

Ｃ３２．８ ‐‐喉頭の境界部病巣

　

Ｃ３２‐９ 喉頭，部位不明
Ｃ３３

　　

気管の悪性新生物＜腫癌＞
Ｃ３４

　　

気管支及び肺の悪性新生物＜腫癌＞

　

Ｃ３４‐０

　　

主気管支

　

．

　

Ｃ３４‐１

　　

上薬，気管支又は肺

　

Ｃ３４．２

　　

中葉，気管支又は肺

　

Ｃ３４．３

　　

下葉，気管支又は肺

　

Ｃ３４‐８ 気管支及び肺の境界部病巣

　

Ｃ３４．９ 気管支又は肺，部位不明
Ｃ３７

　　

胸腺の悪性新生物＜腫癌＞

　

，
Ｃ３８

　　

心臓，縦隔及び胸膜の悪性新生物＜腫癌＞

　

Ｃ３８．０

　　

心臓

　

Ｃ３８‐１．

　

前縦隔

　

Ｃ３８．２

　　

後縦隔

　

Ｃ３８．３

　　

縦隅，部位不明

　

Ｃ３８．４

　　

胸膜

　

Ｃ３８．８

　　

心臓，縦隔及び胸膜の境界部病巣
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，

Ｃ３９

　　

その他及び部位不明確の呼吸器系及び胸

　　　

腔内臓器の悪性新生物＜腫癌＞

　

Ｃ３９．０ 上気道，部位不明

　

Ｃ３９．８

　　

呼吸器及び胸腔内臓器の境界部病巣

　

Ｃ３９‐９ 呼吸器系，部位不明確
骨及び関節軟骨の悪性新生物＜腫癌，＞（Ｃ４０‐Ｃ４１）
Ｃ４０

　　

（四）肢の骨及び関節軟骨の悪性新生物＜

　　　

腫癌＞

　

Ｃ

　

４０‐０

　

‘肩甲骨及び上肢の長骨

　

Ｃ

　

４０．１

　　

上肢の短骨

　

Ｃ４０２

　

．下肢の長骨

　

Ｃ４０．３‘

　

下肢の短骨

　

Ｃ４０．８

　　

（四）肢の骨及び関節軟骨の境界部病

　

、

　　　

巣

　　　　　　　

．
＼

　　　　　　　　

－

　

Ｃ４０．９

　　

（四）肢の骨及び関節軟骨，部位不明
Ｃ４１

　　

その他及び部位不明の骨及び関節軟骨の

　　　

悪性新生物＜腫癌＞

．Ｃ４１．０ 頭蓋骨及び顔面骨

　

Ｃ４１．１

　　

下顎

　

Ｃ

　

４１．２

　　

脊柱

　

Ｃ４１‐３ 肋骨，胸骨及び鎖骨

　

Ｃ４１‐４ 骨盤骨，仙骨及び尾骨

　

Ｃ４１．８

　　

骨及び関節軟骨の境界部病巣

　

Ｃ４１．９

　　

骨及び関節軟骨，部位不明
皮膚の黒色腫及びその他の皮膚の悪性新生物＜腫
癌〉 （ｃ４３一ｃ４４）

　　　　　　　

ー
ｃ４３ 皮膚の悪性黒色腫

　

Ｃ４３‐０ 口唇の悪性黒色腫

　

Ｃ４３‐１

　

，眼陰の悪性黒色腫，眼角を含む

　

Ｃ４３．２

　　

耳及び外耳道の悪性黒色腫

　

Ｃ４３‐３

　　

その他及び部位不明の顔面の悪性黒

　　　　　

色腫

　

Ｃ４３．４

　　

頭皮及び頚部の悪性黒色腫

　

Ｃ４３．５

　　

体幹の悪性黒色腫

　

Ｃ４３．６

　　

上肢の悪性黒色腫，肩を含む

　

Ｃ４３‐７

　　

下肢の悪性黒色腫，股関節部を含む

　

ｃ４３．８ 皮膚境界部悪性黒色腫

　

Ｃ４３‐９

　

▼

　

皮膚の悪性黒色腫，部位不明
Ｃ４４

　　

皮膚のその他の悪態新生物＜腫嫁Ｆ＞

　

Ｃ４４‐０

　　

口唇の皮膚
、Ｃ４４．１

　　

眼陰の皮膚， 眼角を含む
Ｃ４４．２

　　

耳及び外耳道の皮膚
Ｃ４４．３

　　

その他及び部位不明の顔面の皮膚
Ｃ４４．４

　　

頭皮及び頚部の皮膚
Ｃ

　

４４‐５

　　

体幹の皮膚
Ｃ４４．６

　　

上肢の皮膚，肩を含む

　

Ｃ４４‐７

　　

下肢の皮膚，股関節部を含む
Ｃ４４．８ 皮膚の境界部病巣

　

Ｃ４４．９

　　

皮膚の悪性新生物＜腫嬢；＞，部位不明
中皮及び軟部組織の悪性新生物＜腫癌＞（Ｃ４５一
Ｃ４９）

Ｃ４５

　　

中皮腫
Ｃ４５．０

　　

胸膜中皮腫
Ｃ４５．１

　　

腹膜中皮腫
Ｃ

　

４５．２

　　

心旗中皮腫
Ｃ４５．７

　　

その他の部位の中皮自重
Ｃ４５‐９

　　

中皮腫，部位不明
Ｃ４６ カポジ＜Ｋａｐｏｓｉ＞肉腫

Ｃ

　

４６．０

　　

皮膚のカポジ＜Ｋａｐｏｓｉ＞肉腫

－Ｃ４６．１

　　

軟部組織のカポジ＜Ｋａｐｏｓｉ〉肉腫
Ｃ４６‐２

　　

ロ蓋のカポジ＜Ｋａｐｏｓｉ＞肉腫

Ｃ４６‐３

　　

リンパ節のカポジ＜Ｋａｐｏｓｉ＞肉腫

　

Ｃ４６．７

　　　　

の

　　

の

　　

むの

　　

ｍ、

　

Ｃ４６‐８

　

Ｃ４６．９

Ｃ４７

　

Ｃ４７‐Ｏ

　

Ｃ４７．１

　

Ｃ４７．２

　

Ｃ４７．３

　

Ｃ４７．４

　

Ｃ４７．５

　

Ｃ４７．６

中皮腫

　

胸膜中皮腫

　　　　　　　　

ー

　

腹膜中皮腫

　　　

・

　

‐

　　　　

、

　　

心旗中皮腫

　

その他の部位の中皮自重

　　

中皮腫，部位不明
カポジ＜Ｋａｐｏｓｉ＞肉腫

　

皮膚のカポジ＜Ｋａｐｏｓｉ＞肉腫

　

軟部組織のカポジ＜Ｋａｐｏｓｉ〉肉腫

　

ロ蓋のカポジ＜Ｋａｐｏｓｉ＞肉腫

　　

リンパ節のカポジ＜Ｋａｐｏｓｉ＞肉腫

　

その他の部位の力ポジくＫａｐｏｓｉ＞肉

　

，

　

腫

　

多臓器のカポジ＜Ｋａｐｏｓｉ＞肉腫

　

カポジ＜Ｋａｐｏｓｉ＞肉腫， 部位不明
末梢神経及び自律神経系の悪性新生物＜
　　　

　

頭部，顔面及び頚部の末梢神経

　

上肢の末梢神経，肩を含む．

　

下肢の末梢神経，股関節部を含む

　

胸部＜郭＞の末梢神経

　

腹部の末梢神経

　

骨盤の末梢神経

　

体幹の末梢神経，部位不明

　

Ｃ４７‐８

　　

末梢神経及び自律神経系の境界部病

　　

巣

　

Ｃ４７．９

　　

末梢神経及び自律神経系，部位不明
Ｃ４８

　　

後腹膜及び腹膜の悪性新生物＜腫溺＞
Ｃ４８‐０

　

． 後腹膜
Ｃ４８．１

　　

腹膜の明示された部位
Ｃ４８．２ 腹膜，部位不明
Ｃ４８．８

　　

後腹ｕ膜及び腹膜の境界部病巣
Ｃ４９

　　

その他の結合組織及び軟部組織の悪性新

　　　

生物＜腫癌＞
Ｃ４９‐０

　　

頭部，顔面及び頚部の結合組織及び軟

　　　　

部組織
Ｃ

　

４９．１

　　

上肢の結合組織及び軟部組織，肩を含

　　　

む

Ｃ４９．２‐

　

下肢の結合細織及び軟部組織，股関節

　　　　

部を含む
ｃ４９‐３

　　

胸部＜郭＞の結合組織及び軟部組織

　

Ｃ４９．・４

　　

腹部の結合組織及び軟部糸懲織

　

Ｃ４９．５

　　

骨盤の結合組織及び軟部組織

　

Ｃ４９‐６、

　

体幹の結合組織及び軟部糸断裁，部位不

　　　

明

　

Ｃ

　

４９．８

　　

結合組織及び軟部組織の境界部病巣

　

Ｃ４９‐９

　　

結合組織及び軟部系血織，部位不明
乳房の悪性新生物＜腫強～＞（Ｃ５０）
Ｃ５０

　　

乳房の悪性新生物＜腫蕩〉

　

Ｃ５ＱＯ

　　

乳頭部及び乳輪

　

Ｃ５０．１

　　

乳房中央部

　

Ｃ５０．２

　　

乳房上内側４分の１
‐Ｃ５０．３

　　

乳房下内側４分の１．

　

Ｃ５０‐４

　　

乳房上外側４分の１
℃５０‐５

　

‐乳房下外側４分のＩ

　

Ｃ５０．６

　　

乳腺膝腐尾部＜Ａｘｉｌｌａｒｙｔａｉｌ

　

ｏｆ

　　　　　　

ｂｒｅａｓｔ＞

　

Ｃ５０．８ 乳房の境界部病巣

　

Ｃ５０‐９ 乳房，部位不明
女性生殖器の悪性新生物＜腫癌＞（Ｃ５１‐Ｃ５８）
Ｃ５１

　　

外陰（部）の悪性新生物＜腫蕩＞

　

Ｃ５１‐０

　　

大陰唇

　

－

　

Ｃ５１‐１

　　

小陰暦

　

Ｃ５１．２

　　

陰核

　

Ｃ５１．８

　　

外陰（部）の境界部病巣

　

Ｃ５１．９

　　

外陰（部），部位不明

　　　　　

－
Ｃ５２

　　

腫の悪性新生物く腫癌＞
Ｃ５３

　　

子宮頚部の悪性新生物＜腫癌＞

　

Ｃ５３．０

　　

子宮頚内膜＜ｅｎｄｏｃｅｒｖｉｘ＞

　

Ｃ５３．１

　　

子宮頚外部＜ｅｘｏｃｅｒｖｉｘ＞

　

Ｃ５３．８

　　

子宮頚（部）の境界部病巣

　

Ｃ５３．９ 子宮頚（部），部位不明
Ｃ５４

　　

子宮体部の悪性新生物＜腫弦蕩就＞

　

Ｃ５４‐０

　　

子宮峡部

　

Ｃ５４．１

　　

子宮内膜

　

Ｃ５４．２

　　

子宮筋層

　

Ｃ５４．３

　　

子宮底

Ｃ５４．８ 子宮体部の境界部病巣
ｃ５４．９ 子宮体部，部位不明
Ｃ５５

　　

子宮の悪性新生物〈腫癌〉，部位不明
Ｃ５６

　　

卵巣の悪性新生物＜腫癖＞
Ｃ５７

　

‐その他及び部位不明の女性生殖器の悪性

　　　

新生物〈腫癌＞
Ｃ５７‘０

　　

卵管

Ｃ５７．１

　　

子宮広間膜〈籾帯＞
Ｃ５７．２

　　

子宮円索＜靭帯＞
Ｃ５７．３ 子宮傍（結合）組織

　

Ｃ５７．４ 子宮付属器，部位不明

　

Ｃ５７．７

　　

その他の明示された女性生殖器

　

Ｃ５７．８ 女性生殖器の境界部病巣

　

Ｃ５７‐９ 女性生殖器，部位不明
Ｃ５８

　　

胎盤の悪性新生物＜腫癌＞
男性生殖器の悪性新生物＜腫癌＞－（Ｃ６０一Ｃ６３）
Ｃ６０一

　　

陰茎の悪性新生物＜腫癌＞

　

Ｃ６０‐０

　　

包皮

　

Ｃ６０．１・

　

亀頭

　

Ｃ６０．２‐ 陰茎体部

　

Ｃ６０‐８

　　

陰茎の境界部病巣

　

ｃ６０．９

　　

陰茎，部位不明
Ｃ６１

　　

前立腺の悪性新生物＜腫癌＞
Ｃ６２

　　

精巣＜宰丸＞の悪性新生物＜腫癌＞

　

Ｃ６２‐０

　　

停留精巣＜率丸＞

　

Ｃ６２．１

　　

下降精巣＜率丸＞

　

Ｃ６２．９

　　

糖巣＜率丸＞，部位不明
Ｃ６３

　　

その他及び部位不明の男性生殖器の悪性

　　　

新生物＜腫癌＞

　

Ｃ６３‐０

　　

精巣上体＜副牽丸＞

　

Ｃ６３．１

　　

精索

　

Ｃ６３．２

　　

陰のう＜嚢＞

　

Ｃ６３．７

　　

その他の明示された男性生殖器

　

Ｃ６３．８ 男性生殖器の境界部病巣

　

Ｃ６３．９ 男性生殖器，部位不明
腎尿路の悪性新生物＜腫癌＞（Ｃ６４一Ｃ６８）
Ｃ６４

　　

腎孟を除く腎の悪性新生物＜腫癌＞
Ｃ６５

　　

腎孟の悪性新生物＜腫癌＞
Ｃ６６

　　

尿管の悪性新生物＜腫甥＞
Ｃ６７

　　

勝暁の悪性新生物＜腫癌＞

　

Ｃ６７．０

　　

勝跳三角
Ｃ６７．１

　　

勝統円蓋
Ｃ６７‐２

　　

勝朕側壁

　

Ｃ６７‐３

　　

勝跳前壁
Ｃ６７．４

　　

勝統後壁
Ｃ６７．５

　　

勝眺頚部
Ｃ６７‐６

　　

尿管ロ

Ｃ６７．７

　　

尿膜管
Ｃ６７‐８

　　

勝跳の境界部病巣
Ｃ６７．９

　　

勝眺，部位不明
Ｃ６８

　　

その他及び部位不明の尿路の悪性新生物

　　　

＜腫癌＞
Ｃ６８．０

　　

尿道

Ｃ６８．１

　　

尿道傍腺
Ｃ６８‐８

　　

腎尿路の境界部病巣
Ｃ６８．９

　　

尿路，部位不明



ＩＰ

眼，脳及びその他の中枢神経系の部位の悪性新生
物＜腫癌＞（Ｃ６９－Ｃ７２）
Ｃ６９

　　

眼及び付属器の悪性新生物＜腫癌＞
Ｃ６９．０

　　

結膜

　

Ｃ６９．１

　　

角膜

Ｃ６９‐２

　　

網膜

Ｃ６９．３

　　

脈絡膜
Ｃ６９．４

　　

毛様体

Ｃ６９．５ 涙腺及び涙管
Ｃ６９．６

　　

眼窟

、Ｃ６９．８

　　

眼及び付属器の境界部病巣
Ｃ６９．９

　　

眼，部位不明
Ｃ７０

　　

髄膜の悪性新生物＜腫癌＞
Ｃ７ＱＯ

　

′脳髄膜
Ｃ７０．１

　　

脊髄膜
Ｃ７０．９

　　

髄膜，部位不明
Ｃ７１

　　

脳の悪性新生物＜腫塀＞

　

Ｃ７１．０

　　

脳葉及び脳室を除く大脳

　　

，

　

Ｃ７１．１

　　

前頭葉
Ｃ７１．２

　　

側頭葉
Ｃ７１．３

　　

頭頂葉
Ｃ７１．４

　　

後頭葉

　

Ｃ７１．５

　　

脳室

　

Ｃ７１・６－

　　

小脳

　

Ｃ７１．７

　　

脳幹

Ｃ７１．８

　　

脳の境界部病巣

　

Ｃ７１．９

　　

脳，部位不明

　　

▲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′
Ｃ７２

　　

脊髄，脳神経及びその他の中枢神経系の部

　　　

位の悪総新生物＜腫癌＞
Ｃ７２‐０

　　

脊髄

Ｃ７２．１

　　

馬尾

Ｃ７２．２

　　

喚神経
Ｃ７２‐３

　　

視神経

　

Ｃ７２．４

　　

聴汗申経

　

Ｃ７２．５

　　

その他及び部位不明の脳神経
Ｃ７２‐８

　　

脳及び中枢神経系のその他の部位の

　　　　　

境界部病巣
Ｃ７２‐９

　　

．中枢神経系，部位不明
甲状腺及びその他の内分泌腺の悪性新生物＜腫
癌＞ （Ｃ７３－Ｃ７５）

Ｃ７３

　　

甲状腺の悪性新生物＜腫蕩＞
Ｃ７４

　　

副腎の悪性新生物＜腫班＞
Ｃ７４．０

　　

副腎皮質

　

Ｃ７４‐エ

　　

副腎髄質

　

．

　

Ｃ７４．９

　　

副腎，部位不明

Ｃ７５

　　

その他の内分泌腺及び関連組織の悪性新

　　　

生物＜腫蕩＞
Ｃ７５．０

　　

上皮小体＜副甲状腺＞
Ｃ７５．１

　　

下垂体

　

Ｃ７５．２

　　

頭蓋咽頭管
Ｃ７５．３

　

， 松果体

　

Ｃ７５．４ 頚動脈小体

　

Ｃ７５．５

　　

大動脈小体及びその他のバラガングリ

　　

ァ〈僻 獅〉

　

Ｃ７５．８

　　

複数の内分泌腺，部位不明

　

Ｃ７５．９ 内分泌腺，部位不明
部位不明確，続発部位及び部位不明の悪性新生物
＜腫癌＞ （Ｃ７６一Ｃ８０），

　　　

′

　　　　

′

Ｃ７６

　　

その他及び部位不明確の悪性新生物＜腫

　　

癖〉
Ｃ７６．０

　　

頭部，顔面及び頚部
Ｃ７６．１

　　

胸部＜郭＞

Ｃ７６．２

　　

腹部

Ｃ７６．３

　　

骨盤

Ｃ７６４

　　

上肢
Ｃ７６．５

　　

下肢

Ｃ７６．７

　　

その他の不明確な部位
Ｃ７６．８

　　

その他及び部位不明確の境界部病巣
Ｃ７７

　　

リンパ節の続発性及び部位不明の悪性新

　　　

生物＜腫癌＞
Ｃ７７．０

　　

頭部，顔面及び頚部リンパ節
Ｃ７７．１ 胸腔内リンパ節
Ｃ７７．２‐ 腹腔内リンパ節
Ｃ７７．３

　　

廠寓及び上肢リンパ節
Ｃ７７．４

　　

そげいく鼠径＞及び下肢リンパ節
Ｃ７７．５ 骨盤内リンパ節
Ｃ７７．８

　　

多部位のリンパ節
Ｃ７７‐９ リンパ節，部位不明
Ｃ７８

　　

呼吸器及び消化器の続発性悪性新生物＜

　　　

　　　

　　　　　　　　　　　

　
Ｃ７８‐０

　　

肺の続発性悪性新生物＜腫癌＞
Ｃ７８．１

　　

縦隔の続発性悪性新生物＜腫竣Ｆ＞
Ｃ７８．２

　　

胸膜の続発性悪性新生物＜腫癌＞．

Ｃ７８．３

　　

中耳並びにその他及び部位不明の呼

　　　　

吸器の続発性悪性新生物＜腫蕩＞・

Ｃ７８．４

　　

小腸の続発性悪性新生物＜腫癌＞
Ｃ７８．５

　　

大腸及び直腸の続発性悪性新生物〈

　　　　

　　　
ｃ７８．６

　　

後腹膜及．び腹膜の続発性悪性新生物

　　　　

く腫班＞

Ｃ７８‐７

　　

肝及び肝内胆管の続発性悪性新生物

　　　　

＜腫癌＞
Ｃ７８．８

　　

その他及び部位不明の消化器の続発

　　　　

性悪性新生物＜腫癌＞
Ｃ７９

　　

その他の部位及び部位不明の続発性悪性

　　　

新生物＜腫癌＞
Ｃ７９．０

　　

腎及び腎孟の続発性悪性新生物＜腫

　　　　

蕩＞

　　　　　　　　　

－
Ｃ７９．１

　　

勝眺並びにその他及び部位不明の尿

　　　　

路の続発性悪性新生物＜腫癌＞
Ｃ７９‐２

　　

皮膚の続発性悪性新生物＜腫癌＞
Ｃ７９．３

　　

脳及び脳髄膜の続発性悪性新生物＜

　　　　

腫癌＞
Ｃ７９．４

　　

その他及び部位不明の中枢神経系の

　　　　

続発」態悪性新生物＜腫癌＞
Ｃ７９．５

　　

骨及び骨髄の続発性悪性新生物＜腫

　　　　

癌＞

Ｃ７９‐６

　　

卵巣の続発性悪性新生物＜腫癌＞
Ｃ７９‐７

　　

副腎の続発性悪性新生物＜腫癌＞
Ｃ７９．８

　　

その他の明示された部位の続発性悪

　　　　

性新生物＜月並癌＞
Ｃ７９．９

　　

続発性悪性新生物＜腫癌＞，部位不明
Ｃ８０

　　

悪性新生物＜腫癖－＞，部位が明示されてい

　　

ないもの

Ｃ８０‐０

　　

悪性新生物＜腫蕩＞，原発部位不明と

　　　　

記載されたもの
Ｃ

　

８０．９

　　

悪性新生物＜腫癌＞，原発部位詳細不

　　

明

　　　　　

．

　　　　　　　

－
リンパ組織，造血組織及び関連組織の悪′総新生物
〈腫癌＞，原発と記載された又は推定されたもの
（Ｃ８１－Ｃ９６）

Ｃ８１・ ホジキン＜Ｈｏｄｇｋｉｎ＞リンパ腫

Ｃ８１．０

　　

結節性リンパ球優勢型ホジキン＜

　　　　

Ｈｏｄｇｋｉｎ＞リンパ腫

Ｃ８１．１

　　

結節硬化型 （古典的） ホジキン＜

　　　　　

Ｈｏｄｇｋｉｎ＞リンパ腫

Ｃ８１．２

　　

混合細胞型 （古典的） ホジキン＜

　　　　　

Ｈｏｄｇｋｉｎ＞リンパ腫

Ｃ８１．３

　　

リンパ球減少型（古典的）ホジキン＜

　　　　

Ｈｏｄｇｋｉｎ＞リンパ腫

Ｃ８１．４

　　

リンパ球豊富型（古典的）ホジキン＜

　　　　

Ｈｏｄｇｋｉｎ＞リンパ腫

Ｃ８１．７

　　

その他の （古典的） ホ ジキ ン＜

　　　　　

Ｈｏｄｇｋｉｎ＞リンパ腫

Ｃ８１．９

　　

ホジキン＜Ｈｏｄｇｋｉｎ＞リンパ腫， 詳細

　　　　

不明‐

　

－

Ｃ８２

　　

ろ＜過＞胞性リンパ腫

　

Ｃ８２‐０

　　

る＜激＞胞性リンパ腫グレードＴ

　

Ｃ８２．１

　　

ろＯ激＞胞」性リンパ腫グレード１Ｉ

　

Ｃ８２．２

　　

ろく激＞胞せ性リンパ腫グレード皿，詳

　　　　

細不明

　

Ｃ８２．３

　　

る＜漉＞胞性リンパ腫グレードｍａ

　

Ｃ８２．４

　　

ろＧ濃＞胸性リンパ腫グレードｍｂ

　

Ｃ８２．５

　　

びまん性ろ＜漉＞胞中心リンパ腫
Ｃ８２．６

　　

皮膚ろく漁＞胞中心リンパ腫
Ｃ

　

８２．７‐

　

ろ＜滅＞胞性リンパ腫のその他の型
Ｃ８２．９・

　

ろく漉＞胞性リンパ腫，詳細不明
Ｃ８３

　　

非ろ＜漉＞胞性リンパ腫

　

Ｃ８３．０

　　

小細胞型Ｂ細胞性リンパ腫
Ｃ８３．１ マントル細胞リンパ腫
Ｃ８３．３

　　

びまん性大細胞型Ｂ細胞性リンパ腫

　

Ｃ８３．５． リンパ芽球性（ぴまん性）リンパ腫

　

Ｃ８３．７ バーキット＜Ｂｕｒｋｉｔｔ＞リンパ腫

Ｃ８３‐８ その他の非ろく漁＞胞性リンパ腫
Ｃ８３．９

　　

非ろ＜漁＞胞性（びまん性）リンパ腫

　　　　　

，詳細不明
Ｃ８４

　　

成熟Ｔ／ＮＫ細胞リンパ腫

　

Ｃ８４．０

　　

菌状息肉症
Ｃ８４．１ セザリー＜Ｓｅｚａｒｙ〉病

　

Ｃ８４‐４

　　

末梢性Ｔ細胞リンパ腫，他に分類され

　　　　

ないもの

　

Ｃ８４．５

　　

その他の成熟Ｔ／唖細胞リンパ腫

　

Ｃ８４．６

　　

未分化大細胞型リンパ腫，ＡＬＫ陽性

　

Ｃ８４．７

　

， 未分化大細胞型リンパ腫，Ａ

　

ＬＫ陰性

　

Ｃ８４．８

　　

皮膚Ｔ細胞リンパ腫，詳細不明

　

Ｃ８４．９

　　

成熟Ｔ／ＮＫ細胞リンパ腫，詳細不明
Ｃ８５

　　

非ホジキン＜ｎｏｎ－Ｈｏｄｇｋｉｎ＞リンパ腫のそ

　　　

の他及び群細不明の型

　

Ｃ８５‐Ｉ

　　

Ｂ細胞性リンパ腫，詳細不明
Ｃ８５．２

　　

縦隔（胸腺）大細胞型Ｂ細胞性リンパ

　　

腫

　

Ｃ８５．７

　　

非ホジキン＜ｎｏｎ－Ｈｏｄｇｋｉｎ＞リンパ腫

　　　　　

のその他の明示された型

　

Ｃ８５‐９

　　

非ホジキン＜ｎｏｎ－Ｈｏｄｇｋｉｎ＞リンパ腫

　　　　

，詳細不明
Ｃ８６

　　

Ｔ／ＮＫ細胞リンパ腫のその他の明示された

　　　

　　

　　　　　　

　
Ｃ８６．０

　　

節外性阻／Ｔ細胞リンパ腫，鼻型
Ｃ８６．１

　　

肝牌Ｔ細胞リンパ腫
Ｃ８６．２

　　

腸症＜腸管＞型Ｔ細胞リンパ腫
Ｃ８６‐３

　　

皮下脂肪組織炎様Ｔ細胞リンパ腫
Ｃ８６‐４

　　

芽球性撒細胞リンパ腫



群

（中
Ｎ
の
紙
家
中）

　

Ｃ８６．５

　　

血管免疫芽球性Ｔ細胞リンパ腫

　

Ｃ８６‐６

　　

原発性皮膚ＣＤ３０陽性Ｔ細胞増殖
Ｃ８８ 悪性免疫増殖性疾患
－

　

Ｃ８８．０

　　

ワ

　

ル デ

　

ン

　

シ

　

ュ

　

ト

　

レ

　

ー

　

ム

　

＜

　　　　　

Ｗａｌｄｅｎｓｔｒ６ｍ＞マクログロプリン血症

　

Ｃ８８‐２ その他のＨ＜重＞鎖病

　

Ｃ８８３ 免疫増殖性小腸疾患

　

Ｃ８８４

　　

節外性粘膜関連リンパ組織辺縁帯Ｂ

　　　　　

細胞性リンパ腫［ＭＡＬＴリンパ腫］

　

Ｃ

　

８８．７

　　

その他の悪性免疫増殖性疾患

　

Ｃ８８．９

　　

悪性免疫増殖性疾患，詳細不明
Ｃ９０

　　

多発性骨髄腫及び悪性形質細胞性新生物

　　　

＜腫癌＞

　

Ｃ９０．０ 多発性骨髄腫

　

Ｃ９０‐１ 形質細胞性白血病

　

Ｃ９０．２

　　

髄外（性）形質細胞腫

　

Ｃ９０．３ 孤立性形質細胞腫
Ｃ９１

　　

リンパ性白血病

　

‐

　

Ｃ９１．０

　　

急性リンパ芽球性白血病［ＡＬＬ］

　

Ｃ９１‐Ｉ

　　

Ｂ細胞性慢性リンパ球性白血病

　

Ｃ９１．３

　　

、Ｂ細胞性前リンパ性白血病

　　　　

－

　

Ｃ９１４

　　

毛様細胞性＜ｈａｉｒｙ‐ｃｅｌｌ＞白血病

　

Ｃ９１．５

　　

成人Ｔ細胞リンパ腫／白血病［ＨＴＬＶ－１

　　　　　

関連］

　

Ｃ９１．６

　　

Ｔ細胞性前リンパ性白血病

　

Ｃ９１‐７

　　

その他のリンパ性白血病

　

Ｃ９１．８

　　

成熟 Ｂ 細胞性白血病バーキット＜

　　　　　

Ｂｕｚｋｉｔｔ＞型

　

Ｃ９１．９

　　

リンパ性白血病，詳細不明
Ｃ９２ 骨髄性白血病

　

Ｃ９２．０

　　

急ｖ性骨髄芽球性白血病［川風］

　

Ｃ９２‐１

　　

慢性骨髄性白血病［ＣＭＬ］，ＢＣＲ／ＡＢＬ陽

　　

、
性

　

Ｃ９２．２

　　

非定型慢性骨髄性白血病，ＢＣＲ／鮎Ｌ陰

　

？

　　

性

　

Ｃ９２．３

　

・骨髄性肉腫

　

Ｃ９２４

　　

急性前骨髄球性白血病［ＰＭＬ］

　

Ｃ９２‐５ 急性骨髄単球性白血病

　

Ｃ９２．６

　　

１１ｑ２３異常を伴う急性骨髄性白血病

　

Ｃ９２‐７

　　

その他の骨髄性白血病

　

Ｃ９２．８

　　

多系統異形成を伴う急性骨髄性白血

　

・

　　　

病

　

Ｃ９２．９

　　

骨髄性白血病，詳細不明
Ｃ９３

　　

単球性白血病

　

Ｃ９３．０ 急性単芽球性／単球性白血病

　

Ｃ９３‐１

　　

慢」性骨髄単球性白血病

Ｃ９３．３

Ｃ９３．７

若年性骨髄単球′性白血病
その他の単球性白血病

　

Ｃ９３．９‐

　

単球性白血病，詳細不明
Ｃ９４

　　

細胞型の明示されたその他の白血病

　

Ｃ９４．０ 急性赤白血病

　

Ｃ９４‐２ 急性巨核芽球性白血病

　

Ｃ９４‐３ 肥満細胞白血病

　

Ｃ９４．４

　　

骨髄線維症を伴う・急性汎骨髄症

　

Ｃ９４‘６

　　

骨髄異形成及び骨髄増殖性疾患，他に

　　　　　

分類されないもの

　

Ｃ９４‐７

　　

その他の明示された白血病
Ｃ９５

　

－細胞型不明の白血病

　

Ｃ９５‐０

　　

細胞型不明の急性白血病

　

Ｃ９５‐１

　　

細胞型不明の慢性白血病

　

Ｃ９５．７

　　

細胞型不明のその他の白血病

　

Ｃ９５．９ 白血病，‐詳細不明
Ｃ９６

　　

リンパ糸皿織，造血組織及び関連組織のその

　　　

他及び詳細不明の悪性新生物＜腫癌＞

　

Ｃ９６‐０

　　

多病巣性及び多臓器型（播種性）ラン

　　　　　

ゲルハンス＜Ｌａｎｇｅｒｈ即ｓ＞細胞組織

　　　　

球症［レットレル・ジーベ＜Ｌｅｔｔｅｒｅｒ‐

　　　

，

　

Ｓｉｗｅ＞病］

　　　

．

　

－

　

Ｃ９６．２ 悪性肥満細胞腫

　

Ｃ９６．４

　　

樹状細胞（補助細胞）肉腫
Ｃ９６．５

　　

多病巣性及び単÷臓器型ランゲルハ

　　　　　

ンス＜Ｌａｎｇｅｒｈａｎｓ＞細胞組織球症

Ｃ９６‐６

　　

単 局 性

　

ラ

　

ン ゲ ル ハ

　

ン ス

　

＜

　　　　　

Ｌａｎｇｅｒｈａｎｓ＞細胞組織球症

Ｃ９６．７

　　

リンパ組織，造血組織及び関連組織の

　　　　　

その他の明示された悪性新生物＜腫

　　　　

　　

　

Ｃ９６‐８ 組織球性肉腫

　

Ｃ９６．９

　　

リンパ組織，造血組織及び関連組織の
▲

　　　　

悪性新生物〈腫癌＞，詳細不明
独立した（原発性）多部位の悪性新生物＜腫癌＞
（Ｃ９７）
Ｃ９７

　　

独立した（原発性）多部位の悪性新生物＜

　　　

腫蕩＞
上皮内新生物＜腫癌＞（ＤＯ０一ＤＯ９）
ＤＯＯ

　　

口腔，食道及び胃の上皮内癌

　

ＤＯＯ．０

　　

口唇，口腔及び咽頭

　

－
・ＤＯＯ．１

　　

食道

ＤＯＯ．２

　　

胃

ＤＯＩ

　　

その他及び部位不明の消化器の上皮内癌
ＤＯＩ．０

　　

結腸

ＤＯ１‐１ 直腸Ｓ状結腸移行部

　

ＤＯＩ．２

　　

直腸

　　

，

　

ＤＯ１‐３

　　

虹門及び虹門管

　

ＤＯＩＡ その他及び培＝位不明の腸

　

ＤＯＩ．５

　　

肝，胆のう〈嚢＞及び胆管

　

ＤＯ１‐７

　　

その他の明示された消化器

　

ＤＯＩ．９ 消化器，部位不明
Ｄ０２

　　

中耳及び呼吸器系の上皮内癌

　

Ｄ０２．０

　　

喉頭

　

Ｄ０２．１

　　

気管

　

Ｄ０２．２ 気管支及び肺

　

Ｄ０２．３

　　

中耳及び呼吸器系のその他の部位

　

Ｄ０２．４・ 呼吸器系，部位不明
Ｄ０３ 上皮内黒色腫

　

Ｄ０３‐０

　

ノロ唇の上皮内黒色腫

　

Ｄ０３‐１

　　

眼験の上皮内黒色腫，眼角を含む

　

Ｄ０３．２

　　

耳及び外耳道の上皮内黒色腫

　

Ｄ０３．３

　　

その他及び部位不明．の顔面の上皮内

　　　　　

黒色腫

　

Ｄ０３．４

　　

頭皮及び頚部の上皮内黒色腫

　

Ｄ０３‐・５

　　

体幹の上皮内黒色腫

　　　　

．

　

Ｄ０３．６

　　

上肢の上皮内黒色腫，肩を含む

　

Ｄ０３．７

　　

下肢の上皮内黒色腫，股関節部を含む

　

Ｄ０３．８

　　

その他の部位の上皮内黒色腫

　

Ｄ０３．９

　　

上皮内黒色腫，部位不明
Ｄ０４ 皮膚の上皮内癌

　

Ｄ０４‐０

　

，．口唇の皮膚

　

Ｄ０４‐１

　　

眼険の皮膚，眼角を含む

　

‐

　

Ｄ０４．２

　　

耳及び外耳道の皮膚

　

ＤＰ４．３

　　

その他及び部位不明の顔面の皮膚

　

Ｄ０４．４

　　

頭皮及び頚部の皮膚

　

Ｄ０４寺

　　

体幹の皮膚

　

Ｄ０４‐６

　　

上肢の皮膚，肩を含む

　

Ｄ０４．７

　　

下肢の皮膚，股関節部を含む
Ｄ０４．８ その他の部位の皮膚
Ｄ０４．９ 皮膚，部位不明
Ｄ０５ 乳房の上皮内癌

　

Ｄ０５‐０

　　

小葉の上皮内癌

　

Ｄ０５．１

　　

乳管内の上皮内癌・

　　

～

　

Ｄ０５．７

　

．乳房のその他の上皮内癌

　

Ｄ０５．９

　　

乳房の上皮内癌，部位不明
Ｄ０６ 子宮頚（部）の上皮内癌
Ｄｏ６．ｏ

　　

子宮頚内膜＜ｅｎｄｏｃｅｒｖｉｘ＞

Ｄ０６．１

　　

子宮外頚部＜ｅｘｏｃｅｒｖｉｘ＞

Ｄ０６．７

　　

子宮頚（部）のその他の部位
Ｄ０６．９ 子宮頚（部），部位不明

Ｄ０７

　　

その他及び部位不明の生殖器の上皮内癌

　

Ｄ０７‐０ 子宮内膜

　

Ｄ０７‐１ 外陰部

　

Ｄ０７．２

　　

腫

　

Ｄ０７．３

　　

その他及び部位不明の女・性生殖器

　

Ｄｏ７４

　　

陰茎

　　　　

．

　

‐

　

Ｄ０７．５

　　

前立腺

　

Ｄ０７．６

　　

その他及び部位不明の男性生殖器
ＤＯ９

　　

その他及び部位不明の上皮内癌

　

ＤＯ９．０

　　

勝眺

　

ＤＯ９．１

　　

その他及び部位不明の腎尿路

　

ＤＯ９‐２

　　

眼

　

ＤＯ９．３

　　

甲状腺及びその他の内分泌腺

　

ＤＯ９‐７

　　

その他の明示された部位の上皮内癌

　

ＤＯ９．９ 上皮内癌，部位不明
良」性新生物＜腫癖＞（ＤＩ０一Ｐ３６）

　

，

　　

、

ＤＩＯ

　　

ロ腔及び咽頭の良性新生物＜腫癌＞
ＤＩＯ．０

　　

口唇

　

ＤＩＯ．１

　　

舌

　

ＤＩＯ．２

　　

ロ （腔） 底

　

ＤＩ０三

　　

その他及び部位不明の口腔

　

ＤＩＯ．４

　　

馬桃

　

ＤＩＯ．５

　　

中咽頭のその他の部位

　

ＤＩＯ．６

　　

鼻＜上＞咽頭

ＤＩＯ．７ 下咽頭

　

ＤＩＯ．９

　

′

　

咽頭，部位不明
ＤＩＩ

　　

大唾液腺の良性新生物＜腫癌＞
ＤＩＩ．０

　　

耳下腺

　

ＤＩＩ．７ その他の大唾液腺

　

ＤＩ１‐９

　　

大唾液腺，部位不明
Ｄ１２

　　

結腸，．直腸，虹門及び虹門管の良性新生物

　　　

＜腫癌＞
Ｄ１２‐０

　　

盲腸

　

Ｄ１２．１

　　

虫垂

　

．

　

Ｄ１２．２

　　

上行結腸

　

Ｄ１２．３

　　

横行結腸

　

Ｄ１２．４

　　

下行結腸

　

Ｄ１２‐５

　　

Ｓ状結腸
ＤＬ２‐６

　　

結腸，部位不明

　

Ｄ１２‐７

　　

直腸‐Ｓ状結腸移行部‐
Ｄ１２‐８

　　

直腸

Ｄ１２．９

　　

虹門及び虹門管
Ｄ１３

　　

消化器系のその他及び部位不明確の良性

　　　

新生物＜腫癖＞
Ｄ１３．０

　　

食道

Ｄ１３‐１

　　

胃



器

　

Ｄ１３．２

　　

十二指腸

　

Ｄ１３．３，

　

その他及び部位不明の小腸

　

Ｄ１３．４

　　

肝

　

Ｄ１３．５

　　

肝外胆管

　

Ｄ１３．６

　　

雌

　

Ｄ１３．７

　　

内分泌膝

　

Ｄ１３．９ 消化器系，部位不明確
Ｄ１４

　　

中耳及び呼吸器系の良嫌新生物＜腫癌〉

　

Ｄ１４．０

　　

中耳，鼻腔及び副鼻腔

　

Ｄ１４．１

　　

喉頭

　

Ｄ１４．２

　　

気管

　

Ｄ１４‐３ 気管支及び肺

　

Ｄ１４‐４ 呼吸器系，
．部位不明

Ｄ１５

　　

その他及び部位不明の胸腔内臓器の良性

　　　

新生物＜腫癌＞

　

Ｄ１５．０

　　

胸腺

　

Ｄ１５．１

　　

心臓

　

Ｄ１５．２

　　

縦隔

　

Ｄ１５．７

　　

その他の明示された胸腔内臓器

　

Ｄ１５．９

　　

胸腔内臓器，部位不明
Ｄ１６

　　

骨及び関節軟骨の良性新生物＜腫癌＞

　

Ｄ１６‐０

　　

肩甲骨及び上肢の長骨・

　

Ｄ１６‐１

　　

上肢の短骨

　

Ｄ１６．２

　　

下肢の長骨

　

Ｄ１６．３

　　

下肢の短骨

　

Ｄ１６４ 頭蓋骨及び顔面骨－

　

Ｄ１６．５ 下顎骨

　

Ｄ１６‐６

　　

脊柱

　

Ｄ１６．７ 肋骨，胸骨及び鎖骨

　

Ｄ１６．８ 骨盤骨，仙骨及び尾骨
◆Ｄ１６．９

　　

骨及び関節軟骨，部位不明

．Ｄ１７

　　

良′た劉旨肪腫性新生物＜腫癌＞（脂肪腫を含

　　　

む）・

　　　

，

　

Ｄ１７．０

　　

頭部，顔面及び頚部の皮膚及び皮下組

　　

織

　

Ｄ１７‐１

　　

体幹の皮膚及び皮下組織

　

Ｄ１７．２

　　

（四）肢の皮膚及び皮下組織

　

Ｄ１７‐３

　　

その他及び部位不明の皮膚及び皮下

　　　

．

　

組織

　　　　　　　　　　　

‐

　

Ｄ１７．４

　　

胸腔内臓器

　

Ｄ１７．５

　　

腹腔内臓器

　

Ｄ１７‐６

　　

精索

　

Ｄ１７‐７‐ その他の部位

　

Ｄ１７．９リ

　

良性脂肪腫性新生物＜腫癖＞，部位不
明

Ｄ１８

　

， 血管腫及びリンパ管腫，全ての部位

　

Ｄ１８．０ 血管腫，全ての部位

　

Ｄ１８．１ リンパ管腫，全ての部位
ＤＩ９・

　

中皮組織の良性新生物く腫癌＞

　

ＤＩ９．０ 胸膜の中皮組織

　

ＤＩ９．１ 腹膜の中皮組織

　

ＤＩ９．７

　　

その他の部位の中皮組織

　

ＤＩ９‐９

　　

中皮組織，部位不明
Ｄ２０

　　

後腹膜及び腹膜の軟部組織の良性新生物

　　　

〈腫蕩＞

　　　　　

．

　

Ｄ２０．０

　　

後腹膜

　

Ｄ２０．１

　　

腹膜
Ｄ２１

　　

結合組織及びその他の軟部組織のその他

　　

．

　

の良性新生物＜腫癌＞

　

、

　

Ｄ２１．０

　　

頭部，顔面及び頚部の結合組織及びそ

　　　　　

の他の軟部組織

　　　　　　　

‐

　

Ｄ２１．ユ

　　

上肢の結合組織及びその他の軟部組

　　　　　

織，肩を含む

　

Ｄ２１‐２

　　

下肢の結合組織及びその他の軟部組

　　　　　

織，股関節部を含む

　

Ｄ２１．３

　　

胸部〈郭＞の結合組織及びその他の

　　　　　

軟部組織

　

Ｄ２１‐４

　　

腹部の結合組織及びその他の軟部組

　　

織

　　　　　　　　　

－

　

Ｄ２１．５

　　

骨盤の結合組織及びその他の軟部組

　　　

織

　　　　　　　　　

．

　

Ｄ２１‐６

　　

体幹の結合組織及びその他の軟部組

　　　

．

　

織，部位不明

　

Ｄ２１‐９

　　

結合組織及びその他の軟部組織，部位

　　　　　

不明

Ｄ２２ メラニン細胞性母斑

　

Ｄ２２‐０

　　

口唇のメラニン細胞性母斑

　

Ｄ２２‐１

　　

眼険のメラニン細胞性母斑，眼角を含

　　　

む

　

Ｄ２２．２

　　

耳及び外耳道のメラニン細胞性母斑

　

Ｄ２２．３

　　

その他及び部位不明の顔面のメラニン

　　　　　

，細胞性母斑

　

Ｄ２２．４

　　

頭皮及び頚部のメラニン細胞性母斑．

　

Ｄ２２．・５

　　

体幹のメラニン細胞性母斑

　

Ｄ２２．６

　　

ノ上肢のメラニン細胞性母斑，肩を含む

　

Ｄ２２．７

　　

下肢のメラニン細胞性母斑，股関節部

　　　　　

を含む

　　　　　　　　　　

‐

　

Ｄ２２‐９ メラニン細胞性母斑，部位不明
Ｄ２３

　　

皮膚のその他の良性新生物＜腫癌＞

　

Ｄ２３．０

　　

ロ唇の皮膚

　

Ｄ２３．１

　　

眼険の皮膚，眼角を含む

Ｄ２３．２

　　

耳及び外耳道の皮膚
Ｄ２３．３

　　

その他及び部位不明の顔面の皮膚
Ｄ２３‐４

　　

頭皮及び頚部の皮膚
Ｄ２３．５

　　

体幹の皮膚
Ｄ２３，６

　　

上肢の皮膚，肩を含む
Ｄ２３．７

　　

下肢の皮膚，股関節部を含む
Ｄ２３．９ 皮膚，部位不明
Ｄ２４

　　

乳房の良性新生物＜腫癌＞
Ｄ２５

　　

子宮平滑筋腫
Ｄ２５．０

　　

粘膜下子宮平滑筋腫
Ｄ２５‐１

　　

壁内子宮平滑筋腫
ロ２５‐２

　　

嬢膜下子宮平滑筋腫
Ｄ２５．９

　　

子宮平滑筋腫，部位不明

　　

．
Ｄ２６

　　

子宮のその他の良性新生物＜腫班〉
Ｄ２６．０

　　

子宮頚（部）
Ｄ２６．１

　　

子宮体部
Ｄ２６．７

　　

子宮のその他の部位
Ｄ２６‐９

　　

子宮，部位不明，
Ｄ２７

　

▼

　

卵巣の良性新生物＜腫癌＞
Ｄ２８

　　

その他及び部位不明の女性生殖器の良性

　　　

新生物＜腫癌＞
Ｄ２８．０

　　

外陰

　

Ｄ２８．１

　　

自室

Ｄ２８‐‐２

　　

卵管及び子宮籾帯＜広間膜，円索＞
Ｄ２８‐７

　　

そ－の他の明示された女性生殖器

　

Ｄ２８．９ 女性生殖器，部位不明
Ｄ２９

　　

男性生殖器の良性新生物＜腫濠＞
Ｄ２９‐０

　　

陰茎

Ｄ２９．１

　　

前立腺
Ｄ２９．２

　　

精巣＜率丸＞

　　　　　　　

・

Ｄ２９．３

　　

精巣上体＜副率丸＞
Ｄ２９‐４
・

　

陰のう＜嚢〉

　

Ｄ２９．７ その他の男性生殖器

　

Ｄ２９‐９ 男性生殖器，部位不明
Ｄ３０

　　

腎尿路の良性新生物く腫癌＞
Ｄ３ＱＯ

　　

腎

　

Ｄ３０．１

　　

腎孟

Ｄ３０‐２

　　

尿管

Ｄ３０．３

　　

勝跳

　

Ｄ３０‐４

　　

尿道

Ｄ３０．７ その他の尿路
Ｄ３０‐９

　　

尿路，部位不明
Ｄ３１

　　

目賊ぴ付属器の良性新生物〈腫癌〉

　

Ｄ３１‐０

　　

結膜

　

Ｄ３１‐１

　　

角膜

　

Ｄ３１．２

　　

網膜 ・

Ｄ３１‐３

Ｄ３１‐４

Ｄ３１．５

Ｄ３１．６

Ｄ３１‐９

Ｄ３１．５ 涙腺及び涙管
Ｄ３１．６

　　

眼窟，部位不明
Ｄ３１‐９

　　

眼，部位不明
Ｄ３２

　　

髄膜の良性新生物＜腫癌＞
Ｄ３２．０

　　

脳髄膜
Ｄ３２‐１

　　

脊髄膜
Ｄ３２．９

　　

髄膜，部位不明
Ｄ３３

　　

脳及び中枢神経系のその他の部位の良性

　　

‐ 新生物く腫癖＞
Ｄ３３‐０

　　

脳， テント上

Ｄ３３‐１

　　

脳， テント下

Ｄ３３．２

　　

脳，部位不明
Ｄ３３．３ 脳神経
Ｄ３３４

　　

脊髄
Ｄ３３‐７

　　

中枢神経系のその他の明示された部

　　

位
Ｄ３３‐９ 中枢神経系，部位不明
Ｄ３４

　　

甲状腺の良性新生物＜腫癌＞
Ｄ３５

　　

その他及び部位不明の内分泌腺の良性新

　　　

生物＜腫癌＞
Ｄ３５．０

　　

副腎

Ｄ３５‐１

　　

上皮小体＜副甲状腺＞
Ｄ３５‐２

　　

下垂体
Ｄ３５‐３

　　

頭蕪咽頭管
Ｄ３５‐４ 松果体
Ｄ３５五 頚動脈小体
Ｄ３５‐６

　　

大動脈小体及びその他のバラガングリ

　　　　　

ア＜傍神経節＞‐．
Ｄ３５．７
ー

　

その他の明示された内分泌腺
Ｄ３５．８ 複数の内分泌腺

　

Ｄ３５．９

　　

内分泌腺，部位不明

　　

‘

　

、
Ｄ３６

　　

その他の部位及び部位不明の良性新生物

　　　

＜腫癌＞
Ｄ３６‐０

　　

リンパ節

　

Ｄ３６‐１
′・末梢神経及び自律神経系

Ｄ３６．７

　　

その他の明示された部位

　

Ｄ３６‐９・

　

部位不明の良性新生物＜腫癌＞
性状不詳又は不明の新生物く腫癖＞（Ｄ３７一Ｄ４８）
Ｄ３７

　　

ロ腔及び消化器の性状不詳又は不明の新

　　　

生物＜腫蕩＞

　

Ｄ３７．０

　　

口唇，口腔及び咽頭

　

Ｄ３７．１

　　

胃

　

Ｄ３７．２

　　

小腸

　

Ｄ３７．３・

　

虫垂

脈絡膜
毛様体



　

Ｄ３７‐４

　　

結腸

　

Ｄ３７‐５

　　

直腸

　

Ｄ３７．６

　

，肝，胆のう＜嚢〉及び胆管

　

Ｄ３７．７ その他の消化器

　

Ｄ３７．９ 消化器，部位不明
Ｄ３８

　　

中耳，呼吸器及び胸腔内臓器の性状不詳又

　　　

は不明の新生物＜腫痩＞

　

Ｄ３８‐０

　　

喉頭

　

Ｄ３８．１

　　

気管，気管支及び肺

　

Ｄ３８．２
ー胸膜

　

Ｄ３８．３

　　

縦隔

　

Ｄ３８．４

　　

胸腺

　

Ｄ３８．５ その他の呼吸器
・ Ｄ３８．６ 呼吸器，部位不明
Ｄ３９

　　

女性生殖器の性状不詳又は不明の新生物

　　　

＜腫蕩＞

　

Ｄ３９．０

　　

子宮

　

Ｄ３９‐１

　　

卵巣

　

Ｄ３９‐２

　　

胎盤

　

Ｄ３９‐７ その他の女性生殖器

　

Ｄ３９．９ 女性生殖器，部位不明

　　

ー

Ｄ４０

　　

男性生殖器の性状不詳又は不明の新生物

　　

． ＜腫蕩＞

　

Ｄ４０．０

　　

前立腺

　

Ｄ４０‐１

　　

精巣く率丸＞

　

Ｄ４０‐７ その他の男性生殖器

　

Ｄ４０．９
一 男性生殖器，部位不明

Ｄ４１

　　

腎尿路の性状不詳又は不明の新生物＜腫

　　　

　　

　

Ｄ４１．０

　　

密

　

Ｄ４ＬＩ

　　

腎孟

　

Ｄ４１．２

　　

尿管

　

Ｄ４１．３

　　

尿道

　

Ｄ４１４

　　

勝庇

　

Ｄ４１．７ その他の尿路

　

Ｄ４１．９

　　

尿路，部位不明
Ｄ４２

　　

髄膜の性状不詳又は不明の新生物＜腫

　　　

　　

　

Ｄ４２．０

　　

脳髄膜

　

Ｄ４２．１

　　

脊髄膜

　

Ｄ４２‐９

　　

髄膜，部位不明
Ｄ４３

　　

脳及び中枢神経系の性状不詳又は不明の

　　　

新生物＜腫癌＞

　

Ｄ４３．０

　　

脳， テント上

　

Ｄ４３‐１

　　

脳， テント下

　

Ｄ４３．２

　　

脳，部位不明

の

　

Ｄ４３．３

　

‐脳神経

　

Ｄ４３‐４

　　

脊髄

　

Ｄ４３．７

　　

中枢神経系のその他の部位

　

Ｄ４３．９ 中枢神経系，部位不明
Ｄ４４

　　

内分泌腺の性状不詳又は不明の新生物＜

　

麟〉

　

Ｄ４４‐０

　　

甲状腺

　

Ｄ４４．１

　　

副腎

　

Ｄ４４．２

　　

上皮小体＜副甲状腺＞

　

Ｄ４４．３

　　

下垂体

　

Ｄ４４．４

　　

頭蓋咽頭管

　

Ｄ４４．５ 松果体

　

Ｄ４４．６ 頚動脈小体

　

Ｄ４４‐７

　　

大動脈小体及びその他のバラガングリ

　　　　　

アく傍神経節＞

　

Ｄ４４．８ 複数の内分泌腺

　

Ｄ４４．９ 内分泌腺，部位不明
Ｄ４５

　　

輿正赤血球増加症＜多血症〉
Ｄ４６ 骨髄異形成症候群

　

Ｄ４６．０

　　

環状鉄芽球を伴わない不応性貧血と

　　　　

記載されたもの

　

．

　

Ｄ４６．１

　　

環状鉄芽球を伴う不応性貧血

　

Ｄ４６．２

　　

芽球過剰性不応接貧血
Ｄ４６．４

　　

不応性貧血，詳細不明
Ｄ４６．５

　　

多系統異形成を伴う不応性貧血
Ｄ４６．６

　　

．単独ｄｅｌ（５ｑ）染色体異常を伴う骨髄異

　　　　　

形成症候群
Ｄ４６．７

　　

その他の骨髄異形成症候群
Ｄ４６．９

　　

骨髄異形成症候群，詳細不明
Ｄ４７

　　

リンパ糸彫織，造血組織及び関連組織の性状

　　　

不詳又は不明のその他の新生物＜腫蕩＞
Ｄ４７．０

　　

性状不詳及び不明の組織球性及び肥

　　　　

満細胞園総癌
Ｄ４７．１ 慢性骨髄増殖性疾患
Ｄ４７２ ・ 意義不明の単クローングロプリン血症

　　　　　

（ＭＧＵＳ）

　　　　

、

Ｄ４７．３

　　

本態性（出血性）血小板血症
Ｄ４７．４

　　

骨髄線維症
Ｄ４７‐５

　

．慢性好酸球性白血病［好酸球増加症候

　　　　

群］
Ｄ４７．７

　　

リンパ糸鴎織，造血糸且織及び関連組織の

　　　

・

　

性状不詳又は不明のその他の明示さ

　　　　

れた新生物＜腫癌＞
Ｄ４７‐９

　　

リンパ組織，造血組織及び関連縄織の

　　　　

性状不詳又は不明の新生物＜腫蕩〉

　　　　

詳細不明

Ｄ４８

　　

その他及び部位不明の性状不詳又は不明

　　　

の新生物＜腫郷〉

　

Ｄ４８．０

　　

骨及び関節軟骨
Ｄ４８．１

　　

結合糸艶織及びその他の軟部組織
Ｄ４８．２ 末梢神経及び自律神経系
Ｄ４８．３ 後腹膜
Ｄ４８．４

　　

腹膜

Ｄ４８．５

　　

皮膚

Ｄ４８．６

　　

乳房

Ｄ４８．７

　　

その他の明示された部位
Ｄ４８．９

　　

性状不詳又は不明の新生物＜腫癌〕

　　　　

部位不明

　　　

第ｍ章

　

血液及び造血器の疾患並びに免疫

　　　　　　

機構の障害 （Ｄ５０一Ｄ８９）

栄養性貧血（Ｄ５０一Ｄ５３）
Ｄ５０

　　

鉄欠乏性貧血

　　　　　　　　　　

Ｄ５０‐０

　　

失血による鉄欠乏性貧血（慢性）

　

Ｄ５０．１

　　

鉄欠乏性えん＜嚇＞下障害

　

Ｄ５０．８

　　

その他の鉄欠乏性貧血．

　

Ｄ５０．９

　　

鉄欠乏性貧血，詳細不明
Ｄ５１ ビタミンＢ惚欠乏性貧血

　

Ｄ５１．０

　　

ビタミンＢ．２欠乏性貧血，内因子欠乏

　　　　

によるもの

　

Ｄ５１．１

　　

ビタミンＢ，２欠乏性貧血， タンパク＜

　　　　　

蛋白＞尿を伴う選択的ビタミンＢ，２吸

　　　

，

　

収不良によるもの

　

Ｄ５１．２ トランスコバラミン２欠乏症

　

Ｄ５１．３

　　

その他の食事性ビタミンＢ拷欠乏性貧

　　

血

　

Ｄ５１．８．

　

その他のビタミンＢ，２欠乏性貧血

　

Ｄ５１‐９

　

． ビタミンＢ，２乏性貧血，詳細不明
Ｄ５２

　　

葉酸欠乏性貧血

　

Ｄ５２．０ 食事性葉酸欠乏性貧血

　

Ｄ５２‐１ 薬物誘発性葉酸欠乏性貧血
Ｄ５２．８ その他の葉酸欠乏性貧血

　

Ｄ５２．９

　　

葉酸欠乏性貧血，詳細不明
Ｄ５３

　　

その他の栄養性貧血

　　　

‐

　

Ｄ５３‐０

　　

タンパク＜蛋白＞欠乏性貧血

　

Ｄ５３．１

　　

その他の巨赤芽球性貧血，他に分類さ

　　　　

れないもの

Ｄ５３．２ 壊血病性貧血
Ｄ５３‐８

　　

その他の明示された栄養性貧血
Ｄ５３．９

　　

栄養性貧血，詳細不明

溶血性貧血（Ｄ５５－Ｄ５９）
Ｄ５５ 酵素障害による貧血

　

Ｄ５５．０

　　

グルコース‐６‐リン＜燐＞酸脱水素

　　　　　

酵素［Ｇ６ＰＤ］欠損による貧血

　

Ｄ５５．１

　　

その他のグルタチオン代謝障害による

　　　　　

貧血

　　　　　　　　

、

　

．

　

Ｄ５５．２

　　

解糖系酵素障害による貧血

　

Ｄ５５．３

　　

ヌクレオチード代謝障害による貧血

　

Ｄ５５‐８

　　

酵素障害によるその他の貧血

　

Ｄ５５．９

　　

酵素障害による貧血，詳細不明
Ｄ５６

　　

サラセミア＜地中海貧血＞

　

Ｄ５６‐０

　　

アルファサラセミア＜地中海貧血＞

　

Ｄ５６‐１

　

，
ベータサラセミア＜地中海貧血＞

　

Ｄ５６‐２

　　

デルタ・ベータサラセミア＜地中海貧

　　　　　

血＞

　

Ｄ５６‐３

　　

サラセミア＜地中海貧血＞保因者

　

Ｄ５６．４

　　

遺伝性高胎児ヘモグロビン＜血色

　　　　　

素＞症 ［貯ＦＨ］

　

Ｄ５６‐８

　　

その他のサラセミア＜地中海貧血＞

　

Ｄ５６．９

　

▼

　

サラセミア＜地中海貧血＞，詳細不明
Ｄ５７

　　

鎌状赤血球障害

　

Ｄ５７‐０

　　

鎌状赤血球貧血，クリーゼを伴うもの

、Ｄ５７‐１

　　

鎌状赤血球貧血，クリーゼを伴わない

　　　　

もの

　

Ｄ５７．２

　　

重複ヘテロ複合型鎌状化障害

　

Ｄ５７‐３

　　

鎌状赤血球保因者

　

Ｄ５７‐８ その他の鎌状赤血球障害
Ｄ５８

　　

その他の遺伝性溶血性貧血

　

Ｄ５８．０ 遺伝性球状赤血球症

　

Ｄ５８．１ 遺伝性楕円赤血球症
Ｄ５８．２

　　

その他の異常ヘモグロビンく血色素〉

　　

症
Ｄ５８．８

　　

その他の明示された遺伝性溶血性貧

　　

血
Ｄ５８．９

　　

遺伝性溶血性貧血，詳細不明
Ｄ５９ 後天性溶血性貧血
Ｄ５９．０

　　

薬物誘発性自己免疫性溶血性貧血
Ｄ５９‐１

　　

その他の自己免疫性溶血性貧血
Ｄ５９．２

　　

薬物誘発性非自己免疫性溶血性貧血
Ｄ５９．３ 溶血性尿毒症症候群
Ｄ５９．４

　　

その他の非自己免疫性溶血性貧血
Ｄ５９．５

　　

発作性夜間ヘモグロビンく血色素＞

　　　　

尿症［マルキアファーヴァ・ミケリ＜

　　　　

Ｍａｒｃｈｉａｆａｖａ調ｉｃｈｅｌｉ＞症候群］

Ｄ５９‐６

　　

その他の外因による溶血性ヘモグロビ

　　　　

ン＜血色素〉尿症



群

の
　

Ｄ５９．８

Ｄ５９．９
その他の後天性溶血性貧血
後天性溶血性貧血，詳細不明

（
叩
Ｎ１の
紙
給
血
）

無形成性貧血及びその他の貧血（Ｄ６０－Ｄ６４）
Ｄ６０

　　

後天性赤芽球ろうく癖＞［赤芽球減少症］

　

Ｄ６０．０

　　

慢性後天性赤芽球ろう＜癖＞

　

Ｄ６０‐１

　　

一過性後天性赤芽球ろう＜務〉

　

Ｄ６０．８

　　

その他の後天性赤芽球ろう＜癖＞

　

Ｄ６０．９

　　

後天性赤芽球ろう‐＜癖＞，詳細不明
Ｄ６１ その他の無形成性貧血

　

Ｄ６１．０

　　

体質性再生不良性貧血

　

Ｄ６１．１

　　

薬物誘発性再生不良性貧血

　

Ｄ６１‐２

　　

その他の外的因子による再生不良性

　　　　

貧血

　

・

　

Ｄ６１．３

　　

特発性再生不良性貧血

　

Ｄ６１‐８

　　

その他の明示された無形成性貧血

　

Ｄ６１．９

　　

無形成性貧血，詳細不明
Ｄ６２ 急性出血後貧血
Ｄ６３＊

　　

他に分類ざれる慢性疾患における貧血

　

Ｄ６３．０＊

　　

新生物＜腫癖＞性疾患における貧血

　　　　　

（Ｃｏｏ－Ｄ４８↑）ー

　

Ｄ６３‐８＊

　　

他に分類されるその他の慢性疾患にお

　　　　　

ける貧血

Ｄ６４

　　

その他の貧血

　

Ｄ６４．０ 遺伝瓦性鉄芽球性貧血

　

Ｄ６４．１

　　

続発性鉄芽球性貧血，疾病によるもの

　

Ｄ６４‐２

　　

続発性鉄芽球性貧血，薬物及び毒素に

　　　　

よるもの

　

Ｄ６４．３

　　

その他の鉄芽球性貧血‐

　

Ｄ６４４

　　

先天性赤血球生成障害性貧血

　

Ｄ６４‐８

　　

その他の明示された貧血

　

Ｄ６４．９・ 貧血，詳細不明
凝固障害，紫斑病及びその他の出血性病態（Ｄ６５
一Ｄ６９）

Ｄ６５

　　

播種性血管内凝固症候群［脱線維素症候

　　　

群］
Ｄ６６ 遺伝性第孤因子欠乏症
Ｄ６７

　　

遺伝性第区因子欠乏症

　　

Ｄ６８ その他の凝固障害

　

Ｄ６８．０

　　

フオン

　

ウくヴ＞イルプランド＜ト＞

　　　　　

〈ｖｏｎＷｉｌｌｅｂｒａｎｄ＞病

　

Ｄ６８．１ 遺伝性第幻因子欠乏症

　

Ｄ６８．２

　　

その他の凝固因子の遭伝性欠乏症
′Ｄ６８．３

　　

循環抗凝固薬による出血性障害

　

Ｄ６８．４ 後天性凝固因子欠乏症

　

Ｄ６８．５

　　

原発性血栓形成傾向

　

Ｄ６８．６

　　

その他の血栓形成傾向

Ｄ６８‐８

　　

その他の明示された凝固障害

　

Ｄ６８‐９ 凝固障害，詳細不明
Ｄ６９

　　

紫斑病及びその他の出血性病態
Ｄ６９」０ アレルギー性紫斑病

　

Ｄ６９．１ 血小板機能異常症

　

Ｄ６９．２

　

－

　

その他の血小板非減少性紫斑病

　

Ｄ６９．３

　　

特発性血小板減少性紫斑病

　

Ｄ６９４

　　

その他の原発性血小板減少症

　

Ｄ６９．５

　　

続発性血小板減少症

　

Ｄ６９．６ 血小板減少症，詳細不明

　

Ｄ６９．８

　　

その他の明示された出血性病態

　

Ｄ６９．９ 出血性病態，詳細不明
血液及び造血器のその他の疾患（Ｄ７０－Ｄ７７）
Ｄ７０

　　

無頼粒球症
Ｄ７１

　　

多形核好中球機能障害
Ｄ７２

　　

白血球のその他の障害

　

Ｄ７２‘０

　

． 白血球の遺伝性異常

　

Ｄ７２．１‐‐好酸球増加症

　

Ｄ７２．８

　　

その他の明示された白血球の障害

　

Ｄ７２．９

　　

白血球の障害，詳細不明
Ｄ７３ 牌疾患

　

Ｄ７３．０

　　

牌機能低下症

　

Ｄ７３‐１

　

・膳機能冗進症

　

Ｄ７３‐２

　

・慢性うっ血性碑腫

　

Ｄ７３‐３

　　

月卑膿癖

　

Ｄ７３．４

　　

月卑のう＜嚢＞胞

　

Ｄ７３．５

　　

月刺梗塞

　

Ｄ７３．８ その他の脚疾患

　

Ｄ７３．９－

　

牌疾患，‐詳細不明
Ｄ７４

　

－

　

メトヘモグロビン血症

　

Ｄ７４．ｏ

　　

先天性メトヘモグロビン血症

　

Ｄ７４‐８

　　

その他のメトヘモグロビン血症

　

Ｄ７４．９

　　

メトヘモグロビン血症，詳細不明
Ｄ７５

　　

血液及び造血器のその他の疾患

　

Ｄ７５‐ｏ 家族性赤血球増加症

　

Ｄ７５．１

　　

続発性＜二次性〉赤血球増加症＜多

　　　　　

血症＞

　

Ｄ７５．８

　　

血液及び造血器のその他の明示され

　　　　

た疾患

　

Ｄ７５．９

　　

血液及び造血器の疾患，詳細不明
Ｄ７６

　　

リンパ細網組織及び細網組織球組織のそ

　　　

の他の明示された疾患

　

Ｄ７６．１

　　

血球食食性リンパ糸皿織球症

　

Ｄ７６．２

　　

血球禽食症候群，感染症に関連するも

　　　

の

　　　　　　　

Ｄ７６‐３ その他の糸皿織球症症候群

Ｄ７

　　

他に分類される疾患における血液及び造血

　　　

器のその他の障害

　　　　

′

免疫機構の障害（Ｄ８０－Ｄ８９）
Ｄ８０

　　

主として抗体欠乏を伴う免疫不全症
Ｄ８・０．０

　　

遺伝」性低ガンマグロプリン血症
Ｄ８０．１

　　

非家族性低ガンマグロプリン血症
Ｄ８０‐２

　　

選択的免疫グロプリンＡ．［工ｇＡ］ 欠乏

　　

症
Ｄ８０‐３

　　

選択的免疫グロプリンＧ［１ｇＧ］サブ

　　　　

クラス欠乏症

Ｄ８０．４

　　

選択的免疫グロプリンＭ［１ｇＭ］－欠乏

　　

症

　

Ｄ８０‐５

　　

免疫グロプリンＭ［工ｇＭ］増加を伴う

　　　　　

免疫不全症
Ｄ８０‐６

　　

正常又は高免疫グロプリン血症を伴

　　　　　

う抗体欠乏症

　

Ｄ８０．７

　　

乳児一過性低ガンマグロプリン血症

　

Ｄ８０．８

　　

主として抗体欠乏を伴うその他の免疫

　　

　　

　

Ｄ８０．９

　　

主として抗体欠乏を伴う免疫不全症正，

　　　　

詳細不明
Ｄ８１

　　

複合免疫不全症
Ｄ８１．ｏ

　　

細網系異形成を伴う重症複合免疫不

　　　　　

全症［ＳＣ工Ｄ］

　

Ｄ８１．１－

　

Ｔ細胞及びＢ細胞の減少を伴う重症複

　　　　　

合免疫不全症［ＳＣ工Ｄ］

　

Ｄ８Ｌ２．

　

Ｂ細胞数が減少又は正常な重症複合免

　　　　

疫不全症 ［ＳＣ工Ｄ］

Ｄ８１．３

　　

アデノシン・デアミネース＜脱アミノ

　　　　　

酵素＞［ｍＡ］欠乏症

　

Ｄ８１．４ ネゼロフ＜Ｎｅｚｅｌｏｆ＞症候群

　

Ｄ８１‐５

　　

プリンヌクレオシドホスホリラーゼ＜

　　　　　

リン酸化酵素＞［ＰＮＰ］欠乏症

　

Ｄ８１‐６

　　

主要組織適合遺伝子複合体クラス１

　　

、 欠乏症

　

Ｄ８１．７

　　

主要組織適合遺伝子複合体クラス□

　　　　

欠乏症

　

・

　

Ｄ８１．８

　　

その他の複合免疫不全症

　

Ｄ８１‐９

　　

複合免疫不全症，詳細不明
Ｄ８２

　　

その他の大きな欠損に関連する免疫不全症

　

Ｄ８２‐０ ウイスコ ッ ト・アル ドリツチく

　　　　　

Ｗｉｓｋｏｔｔ‐Ａ１ｄｒｉｃｈ＞症候群

　

Ｄ８２‐１

　　

ディ
ー

　

ジョージ＜ＤｉＧｅｏｒｇｅ＞症候群

　

Ｄ８２．２

　　

短肢性低身長を伴う免疫不全症

Ｄ８２．３

　　

ＥＢ＜Ｅｐｓｔｅｉｎ‐Ｂａｒｒ＞ウイルスに対す

　　　　　

る遺伝的反応異常に続発する免疫不

　　　　

全症

　　　　　　　

．
Ｄ８２‐４

　　

高免疫グロプリンＥ［１ｇＥ］症候群
Ｄ８２．８

　　

その他の明示さ．れた大きな欠損に関連

　　　　　

する免疫不全症
Ｄ８２．９

　　

大きな欠損に関連する免疫不全症，詳

　　　　

細不明

Ｄ８３ 分類不能型免疫不全症
Ｄ８３‐Ｏ

　　

Ｂ細胞の数及び機能の顕著な異常を伴

　　　　　

う分類不能型免疫不全症
Ｄ８３‐１

　　

顕著な免疫調節性Ｔ細胞障害を伴う

　　　　　

分類不能型免疫不全症
Ｄ８３．２

　　

Ｂ細胞又はＴ細胞に対する自己抗体を

　　　　　

伴う分類不能型免疫不全症正
Ｄ８３．８

　　

その他の分類不能型免疫不全症
Ｄ８３．９

　　

分類不能型免疫不全症，詳細不明
Ｄ８４ その他の免疫不全症

　

Ｄ８４．０

　

・リンパ球機能抗原－１［ＬＦＡ‐１］欠乏症
Ｄ８４‐１

　　

補体系の欠乏症
Ｄ８４‐８

　　

その他の明示された免疫不全症
Ｄ８４．９ 免疫不全症，詳細不明
Ｄ８６

　　

サルコイドーシス

　　　　　　　　　

′

Ｄ８６．ｏ

　　

肺サルコイドーシス

　

Ｄ８６‐１ リンパ節サルコイドーシス

　

Ｄ８６．２ リンパ節サルコイドーシスを伴う肺サ
′ ルコイドーシス

　

Ｄ８６．３ 皮膚サレコイ ドーシス

　

Ｄ８６．８

　　

その他及び複合部位のサルコイドーシ

　　　

ス

　　　　　　　　　　　　　　

′

　

Ｄ８６‐９

　　

サルコイドーシス，詳細不明
Ｄ８９

　　

その他の免疫機構の障害，他に分類されな

　　

いもの

　

Ｄ８９‐ｏ

　　

多クローン性高ガンマグロプリン血症

　

Ｄ８９．１

　　

クリオグロプリン血症

　

Ｄ８９‐２

　　

高ガンマグロプリン血症正，詳細不明

　

Ｄ８９．３ 免疫再構築症候群

　

Ｄ８９．８

　　

その他の明示された免疫機構の障害，

　　　　　

他に分類されないもの

　

Ｄ８９‐９

　　

免疫機構の障害，詳細不明

　　

第Ｗ牽

　

内分泌，栄養及び代謝疾患（ＥＯＯ

　　　　　　

－Ｅ９０）

甲状腺障害（Ｅｏｏ‐Ｅｏ７）
Ｅｏｏ 先天性ヨード欠乏症候群
Ｅｏｏ．ｏ

　　

先天性ヨード欠乏症候群，神経型
、



Ｏ
Ｎ

　

ＥＯＯ．１

　　

先天性ヨード欠乏症候群，粘液水腫型

　

ＥＯ０‐２

　　

先天性ヨード欠乏症候群，混合型

　

ＥＯ０‐９

　　

先天性ヨード欠乏症候群，詳細不明
ＥＯＩ

　　

ヨード欠乏による甲状腺障害及び類縁病

　

態

　　　　　　　　　　　　　　　　

－

ＥＯ１‐０

　　

ヨード欠乏によるびまん性（地方病性）

　　　　　

甲状腺腫
ＥＯＩ．１

　　

ヨード欠乏による多結節性（地方病
性）甲状腺腫

ＥＯＩ．２

　　

ヨード欠乏による（地方病性）甲状腺

（晒
Ｎ
の
毅
家
中）

　　　　

腫，詳細不明

　

ＥＯ１‐８

　　

その他のヨード欠乏による甲状腺障害

　　　　　

及び類縁病態
Ｅ０２

　　

無症候性ヨード欠乏性甲状腺機能低下症
Ｅ０３

　　

その他の甲状腺機能低下症

　

Ｅ０３．０

　　

びまん性甲状腺腫を伴う先天性甲状

　　　　　

腺機能低下症

　

Ｅ０３．１

　　

甲状腺腫を伴わない先天性甲状腺機

　　　　

能低下症

　

Ｅ０３．２

　　

薬剤及びその他の外因性物質による

　　　　　

甲状腺機能低下症

　

Ｅ０３．３ 感染後甲状腺機能低下症

　

Ｅ０３．４

　　

甲状腺萎縮（後天性）

　

Ｅ０３‐５ 粘液水腫性昏睡
Ｅ０３．８

　　

その他の明示された甲状腺機能低下

　　

症

　　　　　　　

‐

　

Ｅ０３．９

　　

甲状腺機能低下症，詳細不明
Ｅ０４

　　

その他の非中毒性甲状腺腫

　

Ｅｏ４‐ｏ

　　

非中毒性ぴまん性甲状腺腫

　

Ｅ０４．１

　　

非中毒性単発性甲状腺結節
Ｅ０４．２

　　

非中毒性多結節性甲状腺腫
Ｅ０４．８

　　

その他の明示された非中毒性甲状腺

　　

腫

　

‐
Ｅ０４‐９

　　

非中毒性甲状腺腫，詳細不明
Ｅ０５

　　

甲状腺中毒症［甲状腺機能冗進症］
Ｅ０５‐０

　　

びまん性甲状腺腫を伴う甲状腺中毒

　　

症
Ｅ０５‐１

　　

中毒性単発１性甲状腺結節を伴う甲状

　　　　

腺中毒症
Ｅ０５‐２

　　

中毒性多結節性甲状腺腫を伴う甲状

　　　　

腺中毒症〆

Ｅ０５．３

　　

異所性甲状腺組織による甲状腺中毒

　　　　　

症正

　　

・

Ｅ０５．４ 人工的甲状腺中毒症
Ｅ０５．５ 甲状腺クリーゼ又は急性発症
Ｅ０５．８

　　

その他の甲状腺中毒症

様

Ｅｏ５．９ 甲状腺中毒症，詳細不明
Ｅ０６ 甲状腺炎
Ｅ０６‐０

　　

急性甲状腺炎
Ｅ０６．１

　　

亜魚訊性甲状腺炎

　　　　　

▲

Ｅ０６．２

　　

一過性甲状腺中毒症を伴う」慢性甲状
腺炎

　

Ｅ０６．３ 自己免疫性甲状腺炎

　

Ｅ０６．４ 薬物誘発性甲状腺炎
Ｅ０６‐５

　　

その他の慢性甲状腺炎

　

Ｅ０６．９ 甲状腺炎，詳細不明
Ｅ０７ その他の甲状腺障害
Ｅ０７．０

　　

カルシトニンの分泌過剰
Ｅ０７．１

　　

甲状腺ホルモン合成障害による甲状
腺腫

　

Ｅ０７．８

　　

その他の明示された甲状腺障害

　

Ｅ０７．９ 甲状腺障害，詳細不明
糖尿病（ＥＩＯ」Ｅ１４）
下記の４桁細分類項目は項目ＥＩＯ－Ｅ１４に使用する

　　

．０ 昏睡を伴うもの

　　

．１

　

ケトアシドーシスを伴うもの

　　

‐２↑

　

腎合併症を伴うもの

　　

．３↑

　

眼合併症を伴うもの

　　

．４↑

　

神経（学的）合併症を伴うもの

　　

．５

　

末梢循環合併症を伴うもの

　　

．６

　　

その他の明示された合併症を伴うもの

　　

．７ 多発合併症を伴うもの

　　

．８

　

詳細不明の合併症を伴うもの

　　

．９

　

合併症を伴わないもの
ＥＩＯ

　　

Ｉ型〈インスリン依存性＞糖尿病＜
工ＤＤＭ〉

ＥＩ１

　　

２型＜インスリン非依存性＞糖尿病＜
ＮＩＤＤＭ〉

Ｅ１２

　　

栄養障害に関連する糖尿病
Ｅ１３

　　

その他の明示された糖尿病
Ｅ１４

　　

詳細不明の糖尿病

　　　　　　　　　

、

その他のグルコース調節及び雌内分泌障害（Ｅ１５
－ＥＩ６）

　　

．
Ｅ１５

　　

非糖尿病性低血糖性昏睡
Ｅ１６ その他の輝内分泌障害

　

Ｅ１６．０

　　

昏睡を伴わない薬物誘発性低血糖症

　

Ｅ，１６．１ その他の低血糖症

　

Ｅ１６‐２ 低血糖症正，詳細不明

　

Ｅ１６．３

　　

グルカゴン分泌増加

　

Ｅ１６．４‐ ガストリンの異常分泌

　

Ｅ１６．８

　　

その他の明示された勝内分泌障害

Ｅ１６‐９

　　

障内分泌障害，詳細不明
その他の内分泌腺障害（Ｅ２０一Ｅ３５）
Ｅ２０

　　

副．甲状腺＜上皮小体＞機能低下症
Ｅ２０．０

　　

特発性副甲状腺＜上皮小体＞機能低
下症正

Ｅ２０．１

　　

偽性副甲状腺＜上皮小体＞機能低下

　　

症
Ｅ２０．８

　　

その他の副甲状腺＜上皮小体＞機能
低下症

Ｅ２０‐９

　　

副甲状腺く上皮小体＞機能低下症，詳
細不明

Ｅ２１

　　

副甲状腺＜上皮小体＞機能冗進症及びそ
の他の副甲状腺＜上皮小体＞障害

Ｅ２１‐０

　　

原発」性副甲状腺＜上皮小体＞機能先
進症

Ｅ２１．１

　　

続発性＜二次性＞副甲状腺＜上皮小
体＞機能冗進症，他に分類されないも
の

Ｅ２１．２

　　

そ、の他の副甲状腺＜上皮小体＞機能
冗進症

　

Ｅ２１‐３

　　

副甲状腺＜上皮小体＞機能完進症，詳

　　　　

細不明

　

Ｅ２１．４

　　

その他の明示された副甲状腺＜上皮

　　　　　

小体＞障害

　

Ｅ２１．５

　　

副甲状腺＜上皮小体＞障害，詳細不明
Ｅ２２ 下垂体機能充進症

　

Ｅ２２‐０

　　

末端肥大症＜先端巨大症＞及び下垂

　　　　　

体性巨人症

　

Ｅ２２．１

　　

高プロラクチン血症

　

Ｅ２２‐２

　　

抗利尿ホルモン不適合分泌症候群＜

　　　　　　

Ｓ１ｆＵ）Ｈ＞

　

Ｅ２２．８

　　

その他の下垂体機能冗進症

　

Ｅ２２‐９ 下垂体機能充進症，詳細不明
Ｅ２３

　　

下垂体機能低下症及びその他の下垂体障

　

害

　　　　

・

　

Ｅ２３．０ 下垂体機能低下症

　

Ｅ２３‐１

　　

薬物誘発性下垂体機能低下症
Ｅ２３．２ 尿崩症
Ｅ２３．３

　　

視床下部機能障害，他に分類されない

　　　　

もの

Ｅ２３．６・ その他の下垂体障害
Ｅ２３．７ 下垂体障害，詳細不明
Ｅ２４

　

－‐‐′クッシング＜Ｃｕｓｈｉｎｇ＞症候群

Ｅ２４．０

　　

下垂体依存性クッシング＜Ｃｕｓｈｉｎｇ＞

　　

病
Ｅ２４．１

　　

ネルソン＜Ｎｅｌｓｏｎ＞症候群

Ｅ２４‐２

　　

薬物誘発性クッシング＜Ｃｕｓｈｉｎｇ＞症

　　　　

候群
Ｅ２４‐３

　　

異所性ＡばＨ＜副腎皮質刺激ホルモ
ン＞症正候群

Ｅ２４．４

　　

アルコール性偽性クツシング＜
Ｃｕｓｈｉｎｇ＞症候群

Ｅ２４‐８

　　

その他のクッシング＜Ｃｕｓｈｉｎｇ＞症候

　

　　　　

　

Ｅ２４．９

　　

クツシング＜Ｃｕｓｈｉｎｇ＞症圧候群， 詳細

　　　　　

不明

Ｅ２５

　　

副腎性器障害

　

Ｅ２５．０

　　

酵素欠損による先天性副腎一性器障害

　

Ｅ２５．８ その他の副腎性器障害

　

Ｅ２５．９

　　

副腎性器障害，詳細不明
Ｅ２６

　　

アルドステロン症

　

Ｅ２６．０ 原発性アルドステロン症

　

Ｅ２６‐１

　

、 続発性＜二次性＞アルドステロン症

　

Ｅ２６．８ その他のアルドステロン症

　

Ｅ２６９

　　

アルドステロン症，詳細不明
Ｅ２７ その他の副腎障害

　

Ｅ２７‐０ その他の副腎皮質機能冗進症

　

Ｅ２７．１

　　

原発性副腎皮質機能不全（症）

　

・

　

Ｅ２７．２

　　

アジソン＜Ａｄｄｉｓｏｎ＞クリーゼ＜発

症＞
Ｅ２７．３

　　

薬物誘発性副腎皮質機能不全（症）
Ｅ２７４

　　

その他及び詳細不明の副腎皮質機能
不全（症）

　

Ｅ２７．５

　　

副腎髄質機能元進症

　

Ｅ２７．８

　　

その他の明示された副腎障害

　

Ｅ２７．９

　　

副腎障害，詳細不明
Ｅ２８． 卵巣機能障害

　

Ｅ２８．０

　　

エストロゲン過剰 （症）

　

Ｅ２８．ユ

　　

アンドロゲン過剰 （症）

　

Ｅ２８．２

　　

多のうく嚢〉胞性卵巣症候群

　

Ｅ２８．３

　　

原発性卵巣機能不全（症）

　

Ｅ２８‐８ ・その他の卵巣機能障害
Ｅ２８‐９

　　

卵巣機能障害，詳細不明
Ｅ２９

　　

精巣＜奉丸＞機能障害
Ｅ２９．０

　　

精巣＜率丸＞機能冗進（症）
Ｅ２９．１

　　

精巣＜率丸＞機能低下（症）
Ｅ２９．８

　　

その他の緒巣＜率丸＞機能障害
Ｅ２９‐９

　　

精巣＜率丸＞機能障害，詳細不明
Ｅ３０

　　

思春期障害，他に分類されないもの
Ｅ３０‐０ 思春期遅発症
Ｅ３０‐１

　　

′思春期早発症
Ｅ３０．８ その他の思春期障害



他

Ｅ３０．９ 思春期障害，詳細不明
Ｅ３１

　　

多腺性機能障害

　

Ｅ３１．０

　　

自己免疫性多膝性内分泌不全症

　

Ｅ３１．１

　　

多腺性機能冗進（症）

　

Ｅ３１‐８ その他の多腺性機能障害

　

Ｅ３１‐９

　　

多腺性機能障害，詳細不明
Ｅ３２

　　

胸腺の疾患

　　　　　　　　

、

　

Ｅ３２．０ 胸腺の過形成遺残

　

Ｅ３２．１ 胸腺膿癌

　

Ｅ３２一８

　　

その他の胸腺の疾患

　　

．

　

Ｅ３２．９

　　

胸腺の疾患，詳細不明
Ｅ３４ その他の内分泌障害

　

Ｅ３４．０

　　

カルチノイド症候群

　　　　

－

　

Ｅ３４．１

　

‐消化管ホルモンのその他の分泌過剰′

　

Ｅ３４．２

　　

異所性ホルモン分泌，他に分類されな

　　　　

いもの

　

Ｅ３４．３

　　

低身長，他に分類されないもの
－Ｅ３４．４ 体質性高身長

　

Ｅ３４．５
・

　

アンドロゲン抵抗性症候群

　

Ｅ３４‐８

　　

その他の明示された内分泌障害

　

Ｅ３４．９ 内分泌障害，詳細不明
Ｅ３５＊

　　

他に分類される疾患における内分泌腺障害

　

Ｅ３５‐０＊

　

他に分類される疾患における甲状腺障

　　

害

　

Ｅ３５．１＊

　　

他に分類される疾患における副腎障害

　

Ｅ３５．８＊

　　

他に分類される疾患におけるその他の

　　　　　

内分泌腺障害

　　

－
栄養失調（症）（Ｅ４０一Ｅ４６）

　

．
Ｅ４０

　　

クワシオフレコノレ

　　

．

Ｅ４１

　　

栄養性消耗症＜マラスムス＞
Ｅ４２

　　

消耗症（性）クワシオルコル
Ｅ４３

　　

詳細不明の重度タンパク＜蛋白〉エネルギ

　　　

ー性栄養失調

　

併Ｅ）
Ｅ４４

　　

中等度及び軽度のタンパクく蛋白＞エネル

　　　

ギー性栄養失調（症）

　

Ｅ４４．０

　　

中等度タンパク＜蛋白〉エネルギー性

　　　　　

栄養失調（症）

　

Ｅ４４．１ ・軽度タンパク＜蛋白＞≠ネルギー性栄

　　　　　

養失調（症）
Ｅ４５

　　

タンパク＜蛋白＞エネルギル性栄養失調

　　　　

（症）に続発する発育遅延

　

Ｅ４６

　　

詳細不明のタンパク＜蛋白＞エネルギー性

　　　

栄養失調（症）
その他の栄養欠乏症（Ｅ５０－Ｅ６４）
Ｅ５０

　

ｒ ビタミンＡ欠乏症

　

Ｅ５０．０

　

・結膜乾燥症を伴うビタミンＡ欠乏症

Ｅ５ＱＩ

　　

ビトー＜Ｂｉｔｏｔ〉斑及び結膜乾燥症を

　　　　

伴うビタミンＡ欠乏症

Ｅ５０．２

　　

角膜乾燥症を伴うビタミンＡ欠乏症
Ｅ５０．３

　　

角膜潰癌形成及び乾燥症を伴うビタ

　　　　

ミンＡ欠乏症
Ｅ５０．４

　　

角膜軟化症を伴うビタミンＡ欠乏症
Ｅ５０．５

　　

夜盲を伴うビタミンＡ欠乏症
Ｅ５０．６

　　

角膜の眼球乾燥（症）性癖痕を伴うビ

　　　　　

タミンＡ欠乏症
Ｅ５０．７

　　

その他のビタミンＡ欠乏症の眼症状発

　　

現

　　　　　　　　　　　　　　　　

．
Ｅ５０．８

　　

その他のビタミンＡ欠乏症の症状発現
Ｅ５０．９

　　

ビタミンＡ欠乏症， 詳細不明

Ｅ５１

　　

チ＜サイ〉アミン欠乏症

　

・

　　　　

‐

Ｅ５Ｌ１・◆

　

脚気

Ｅ５１．２

　　

ウェルニツケ〈Ｗｅｒｎｉｃｋｅ＞脳症＜エ

　　　　　

ンセファロパチ＜シ＞－＞

　

Ｅ５１‐８

　　

その他のチ〈サイ＞アミン欠乏症の症

　　　　　

状発現
Ｅ５１‐９

　　

チくサイ＞アミン欠乏症｝

　

詳細不明

Ｅ５２

　　

ナイアシン欠乏症［ペラグラ］
Ｅ５３

　　

その他のビタミ‘ンＢ群の欠乏症

Ｅ５３‐０

　　

リボフラビン欠乏症

Ｅ５３．１

　　

ピリドキシン欠乏症

Ｅ５３．８

　　

その他の明示されたビタミンＢ群欠乏

　　

症
Ｅ５３‐９‐ ビタミンＢ欠乏症， 詳細不明

Ｅ５４ アスコルビン酸欠乏症正
Ｅ５５ ビタミンＤ欠乏症

　　　　　　　

Ｅ５５．０ くる病，活動性
Ｅ５５．９

　　

ノビタミンＤ欠乏症， 詳細不明

Ｅ５６

　　

その他のビタミン欠乏症－

　

Ｅ５６．０ ビタミンＥ欠乏症

　

Ｅ５６．１

　

ビタミンＫ欠乏症

　

Ｅ５６‐８

　　

その他のビタミン欠乏症

　

Ｅ５６‐９・ ビタミン欠乏症，詳細不明
Ｅ５８

　　

食事性カルシウム欠乏症

　　

．
Ｅ５９

　　

食事性セレン欠乏症
Ｅ６０ 食事性亜鉛欠乏症
Ｅ６１

　　

その他の栄養元素欠乏症

　

Ｅ６１‐０

　　

銅欠乏症正

　

Ｅ６１．１

　　

鉄欠乏症

　

Ｅ６１‐２ マグネシウム欠乏症

　

Ｅ６１‐３ マンガン欠乏症正

　

Ｅ６１．４ クロム欠乏症

　

Ｅ６１．５ モリブデン欠乏症

Ｅ６１．６ バナジウム欠乏症

　

Ｅ６１．７

　　

重複（性）栄養元素欠乏症

　

Ｅ６１８

　　

その他の明示された栄養元素欠乏症

Ｅ６１‐９

　　

栄養元素欠乏症，詳細不明

　

‐
Ｅ６３・ その他の栄養欠乏症

　

Ｅ６３‐０ 必須脂肪酸［ＥＦＡ］欠乏症

筋３‐１

　　

食物摂取成分の不均衡

　

Ｅ６３．８

　　

その他の明示された栄養欠乏・症

Ｅ６３．９

　　

栄養欠乏症，詳細不明－
Ｅ６４

　　

栄養失調（症）及びその他の栄養欠乏症の

　　　

続発・後遺症正

　

Ｅ６４．０

　　

タンパクく蛋白＞エネルギー性栄養失

　　　　　

調（症）の続発・後遺症

　

Ｅ６４‐１

　　

ビタミンＡ欠乏症の続発・後遺症．

　

Ｅ６４．２

　　

ビタミンＣ欠乏症の続発・後遺症

　

Ｅ６４‐３

　　

くる病の続発・後遺症

　

Ｅ６４．８

　　

その他の栄養欠乏症の続発・後遺症

　

Ｅ６４．９

　　

詳細不明の栄養欠乏症の続発・後遺症

肥満（症）及びその他の過栄養＜過剰授食＞（Ｅ６５
一Ｅ６８）

Ｅ６５‐ 限局性脂肪症＜脂肪過多症＞
Ｅ６６

　　

肥満（症）

　

Ｅ６６．０

　　

過剰カロリーによる肥満 （症）

　

Ｅ６６‐１ 薬物誘発性肥満（症正）

　

Ｅ６６．２

　　

肺胞低換気を伴う過度肥満（症）

　

Ｅ６６．８

　　

その他の肥満 （症）

　

Ｅ６６‐９ 肥満（症），詳細不明
Ｅ６７

　　

その他の過栄養＜過剰摂食＞

　

・

　

Ｅ６７‐０ ビタミンＡ過剰症

　

Ｅ６７．１

　　

高カロチン血症

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　

．

　

Ｅ６７．２

　　

ビタミンＢ６大量摂取＜ｍｅｇａｖｉｔａｍｉｎ‐

　　　　　

Ｂ６＞症候群

　

Ｅ６７‐３ ビタミンＤ過剰症

　

Ｅ６７‐８

　　

その他の明示された過栄養＜過剰摂，

　　　　

　　

　　　　　　　　　　　

　

Ｅ６８

　

，過栄養＜過剰摂食＞の統発・後遺症
代謝障害（Ｅ７０一Ｅ９０）
Ｅ７０ 芳香族アミノ酸代謝障害

　

Ｅ７０‐０

　　

古典型フェニルケトン尿症

　

Ｅ７０．・１

　　

その他の高フェニルアラニン血症

　

Ｅ７０．２

　　

チロシン代謝障害

　

Ｅ７０．３ 白皮症

　

Ｅ７０‐８

　　

その他の芳香族アミノ酸代謝障害

　

Ｅ７０．９

　　

芳香族アミノ酸代謝障害，詳細不明

Ｅ７１

　　

側鎖く分枝鎖＞アミノ酸代謝及び脂肪酸

　　　

代謝障害
Ｅ７１‐０ メープルシロップく楓糖＞尿症圧
Ｅ７１．１

　　

その他の側鎖〈分枝鎖〉アミノ酸代

　　　　

謝障害
Ｅ７１．２

　　

側鎖く分枝鎖＞アミノ酸代謝障害，詳

　　　　

細不明

Ｅ７１．３ 脂肪酸代謝障害
Ｅ７２

　　

その他のアミノ酸代謝障害

　

Ｅ７２‐０ アミノ酸転送障害

　

Ｅ７２．１

　　

含硫アミノ酸代謝障害

　

Ｅ７２．２ 尿素サイクル代謝障害

　

Ｅ７２．３

　　

リジン及びヒ◆ドロオキシリジン代謝障

　　

害

　

Ｅ７２‐４

　　

オルニチン代謝障害

　

‐

　

Ｅ７２‐５ グリシン代謝障害

　

Ｅ７２．８

　　

その他の明示されたアミノ酸代謝障害

　

Ｅ７２‐９

　　

アミノ酸代謝障害，詳細不明
Ｅ７３ 乳糖不耐症

　

Ｊ

　

Ｅ７３．０

　　

先天性ラクターゼ＜乳糖分解酵素＞

　　　　

欠損症

　

Ｅ７３‐１

　　

続発性ラクターゼ＜乳糖分解酵素＞

　　　　　

欠損症、

　

Ｅ７３．８ その他の乳糖不耐症

　

Ｅ７３．９ 乳糖不耐症，詳細不明
Ｅ７４ その他の糖質代謝障害

　

Ｅ７４．０‐ 糖原病

　

Ｅ７４‐１

　　

フルクトース＜果糖＞代謝障害

　

Ｅ７４．２

　　

ガラクトース代謝障害

　

Ｅ７４．３ その他の糖質腸吸収障害

　

Ｅ７４．４

　　

ピルベート＜ピルビン酸＞代謝及び糖

　　　　　

新生障害

　

Ｅ７４．８

　　

その他の明示された糖質代謝障害

　

Ｅ７４；９

　　

糖質代謝障害，詳細不明
Ｅ７５

　　

スフインゴリピド代謝障害及びその他の脂

　　　

質蓄積障害

　

Ｅ７５．Ｏ

　　

ＧＭ２ガングリオシドーシス＜ガングリ

　　　　　

オシド症＞

　

Ｅ７５．１

　　

その他のガングリオシドーシス＜ガン

　　　　　

グリオシド症＞

　

Ｅ７５‐２

　　

その他のスラインゴリピドーシス

　

Ｅ７５‐３

　　

スフインゴリピドーシス，－詳細不明

　

Ｅ７５．４ 神経系セロイ ドリポフスチン症圧

　

Ｅ７５．５ その他の脂質蓄積障害

　

Ｅ７５．６

　　

脂質蓄積障害，詳細不明



Ｅ７６

　　

グリコサミノグリカン代謝障害

　

Ｅ７６‐ｏ

　　

ムコ多糖（体蓄積）症，１型

　

Ｅ７６．１

　

ムコ多糖（体蓄積）症，１１型

　

Ｅ７６．２ その他のムコ．多糖（体蓄積）症

　

Ｅ７６．３

　　

ムコ多糖（体蓄積）症，詳細不明

　

Ｅ７６．８ その他のグルコサミノグリカン代謝障

　　

害

　

Ｅ７６．９

　　

グルコサミノグリカン代謝障害，詳細

，

　　　　　

不明

Ｅ７７

　　

糖タンパク＜蛋白＞代謝障害

　

Ｅ７７．０

　　

リソソーム酵素の翻訳後修飾における

　　　　

欠陥

　

Ｅ７７．１，

　

糖タンパク＜蛋白＞分解における欠陥

　

Ｅ７７．８

　　

その他の糖タンパク＜蛋白＞代謝障

　　

害

　

Ｅ７７．９

　　

糖タンパク＜蛋白＞代謝障害，詳細不

　　　

明

Ｅ７８

　　

リポタンパク＜蛋白＞代謝障害及びその他

　　　

の脂血症

　

Ｅ７８‐０

　　

純型高コレステロール血症

　

Ｅ７８↓１

　　

純型高グリセリド血症

　　　　

－

　

Ｅ７８‐２ 混合型高脂血症

　

Ｅ７８．３

　　

高カイロミクロン血症

　

Ｅ７８．４ その他の高脂血症

　

Ｅ７８‐５ 高脂血症；詳細不明

　

Ｅ７８‐６

　　

リポタンパク＜蛋白＞欠損症及び低

　　　　　

脂血症

　

Ｅ７８．８

　　

その他のりボタンパク＜蛋白＞代謝障

　　

害

　　　　　　　　　　

－

　

Ｅ７８．９

　　

リポタンパク＜蛋白＞代謝障害，詳細

　　　　

不明

Ｅ７９ プリン及びピリミジン代謝障害

　

Ｅ７９．０

　　

炎症性関節炎及び痛風結節性疾患の

　　　　　

徴候を伴わない高尿酸血症

　

Ｅ７９、１

　　

レツシュ・ナイハン＜Ｌｅｓｃｈ‐Ｎｙｈａｎ＞

　　　　

症候群

　

Ｅ７９．８

　　

その他のプリン及びビリミジン代謝障

　　

害
Ｅ７９．９

　　

プリン及びピリミジン代謝障害，詳細

　　　

・ 不明

Ｅ８０

　　

ポルフイリン及びビリルビン代謝障害
Ｅ８０．０

　　

遺伝瓦性骨髄性ポルブイリン症匠
Ｅ８０．１

　　

晩発性皮膚ポルフイリン症
Ｅ８０‐２ その他のポルフイリン症
Ｅ８０‐３

　　

カタラーゼ及びベルオキシダーゼ欠損
症

　

Ｅ８０．４ ジルベール＜Ｇｉｌｂｅｒｔ＞症候群

　

Ｅ８０‐５

　　

クリグラー・ナジャール＜Ｃｒｉｇｌｅｒ‐

　　　　　

Ｎａｊｊａｒ＞症候群

　

Ｅ８０．６

　　

その他のビリルビン代謝障害

　

Ｅ８０．７

　　

ビリルビン代謝障害，詳細不明
Ｅ８３ ミネラル＜鉱質＞代謝障害

　

Ｅ８３‐０

　　

銅代謝障害

　

Ｅ８３．１

　　

鉄代謝障害

　

Ｅ８３．２ 亜鉛代謝障害

　

Ｅ８３‐３

　　

リン代謝障害及びホスフブターゼ障害

　

Ｅ８３４ マグネシウム代謝障害

　

Ｅ８３．５ カルシウム代謝障害

　

Ｅ８３．８

　　

その他のミネラル＜鉱質＞代謝障害

　

Ｅ８３‐９

　　

ミネラル＜鉱質＞代謝障害，詳細不明
Ｅ８４

　　

のう＜嚢＞胞線維症

　

Ｅ８４．０

　　

肺の症状発現を伴うのう＜嚢〉胞線

　　　　　

維症

　

Ｅ８４１

　　

腸の症状発現を伴うのう＜嚢＞胞線

　　　　　

維症

　

Ｅ８４．８

　　

その他の症状発現を伴うのう＜嚢＞

　　　　　

胞線維症

　

Ｅ８４‐９

　　

のう＜嚢＞胞線維症，
－詳細不明

Ｅ８５

　　

アミロイドーシス＜アミロイド症＞

　

Ｅ８５．０

　　

非ニューロパチ＜シ＞－性遺伝性家

　　　　

族性アミロイ ドーシス＜アミロイ ド

　　　　

症＞

　

Ｅ８５‐１

　　

ニューロパチ＜シ＞－性遺伝耳性家族

　　　　　

性アミロイドーシス＜アミロイ‐ド症＞

　

Ｅ８５．２ 遺伝性家族性アミロイドーシス＜アミ

　　　　　

ロイド症＞，詳細不明

　

Ｅ８５．３

　　

続発性全身性アミロイドーシス＜アミ

　　　　　

ロイ ド症＞

　

・

　

Ｅ８５．４

　　

臓器＜器官＞限局性アミロイドーシ

　　　　　

ス＜アミロイド症＞．

　

Ｅ８５．８

　　

その他のアミロイドーシス＜アミロイ

　　　　　

ド症＞

　

Ｅ８５．９

　

・アミロイ．ドーシス＜アミロイ ド症〉

　　　　

詳細不明
Ｅ８６

　　

体液量減少（症）
Ｅ８７

　

◆その他の体液，電解質及び城塩基平衡障害

　

Ｅ８７．０

　　

高浸透圧及び高ナトリウム血症

　

Ｅ８７．土

　　

低浸透圧及び低ナトリウム血症

　

Ｅ８７‐２

　　

アシドーシス

　

Ｅ８７‐３

　　

アノレカローシス

Ｅ８７．４

　

・混合型酸塩基平衡障害
Ｅ８７．５

　

‐ 高カリウム＜Ｋ＞血症

　

Ｅ８７‐６

　　

低カリウム＜Ｋ＞血症

　

Ｅ８７‐７

　　

体液過負荷

　

Ｅ８７．８

　　

その他の電解質及び体液障害，他に分

　　　　

類されないもの
Ｅ８８ その他の代謝障害

　

Ｅ８８‐０

　　

血柴タンパク＜蛋白＞代謝障害，他に

－・ 分類されないもの

　

Ｅ８８‐１

　　

リポジストロフィー＜脂肪異栄養症〉

　　　　　

，‐他に分類されないもの

　

Ｅ８８．２

　　

リ′ポマトーシス＜脂肪腫症＞，他に分

　　　　

類されないもの

　

Ｅ８８．３

　　

腫班溶解症候群

　

Ｅ８８．８

　　

その他の明示された代謝障害

　

Ｅ８８．９

　　

代謝障害，詳細不明

　　　　

′

Ｅ８９

　　

治療後内分泌及び代謝障害，他に分類され

　　　

ないもの

　

Ｅ８９‐０ 治療後甲状腺機能低下症

　

Ｅ８９．１．
・治療後低インスリン血症

　

Ｅ８９．２

　　

治療後副甲状腺＜上皮小体＞機能低

　　　　　

下症

　　　　　　　　　

，
－

　

Ｅ８９．３ 治療後下垂体機能低下症

　

Ｅ８９．４

　　

治療後卵巣機能不全‐（症）

　

Ｅ８９．５

　　

治療後精巣〈率丸〉機能低下症

　

Ｅ８９．６

　　

治療後副腎皮質〔・髄質）機能低下症

　

Ｅ８９‐８

　　

その他の治療後内分泌及び代謝障害

　

Ｅ８９．９

　　

治療後内分泌及び代謝障害，詳細不明
Ｅ９０＊

　

他に分類される疾患における栄養及び代謝

　　　

障害

　　

第Ｖ章

　

精神及び行動の障害（ＦＯ０一Ｆ９９）
症状性を含む器質性精神障害（ＦＯ０一ＦＯ９）
ＦＯＯ＊

　　

アルツハイマー＜Ａ１ｚｈｅｉｍｅｒ＞病の認知症

　　　

（Ｇ３０．‐“

　

ＦＯ０，０
＊

　　

アルツハイマー＜Ａ１ｚｈｅｉｍｅｒ＞病の認

　　　　　

知症， 早発性 （Ｇ３０．０十）

　

－

　

ＦＯＯ．１＊‐アルツハイマー＜Ａ１ｚｈｅｉｍｅｒ＞病の認
▲

　　　　　

知症，晩発性（Ｇ３０．１“

　

ＦＯ０‐２
＊

　　

アルツハイマー＜Ａ１ｚｈｅｉｍｅｒ〉病の認

　　　　　

知症，非定型又は混合型（Ｇ３０．８↑）

　

ＦＯＯ．９
＊

　　

アルツハイマー＜Ａ１ｚｈｅｉｍｅｒ＞病の認

　　　　　

知症，詳細不明（Ｇ３０．９“
ＦＯＩ 血管性認知症

　

ＦＯ１‐０

　　

急性発症の血管性認知症

　

ＦＯＩ．１ 多発梗塞性認知症

　

ＦＯＩ．２

　　

皮質下血管性認知症

　

ＦＯＩ．３

　　

皮質及び皮質下混合性血管性認知症

　

ＦＯＩ．８

　　

その他の血管性認知症

　

ＦＯＩ．９

　　

血管性認知症，詳細不明
Ｆ０２＊

　

他に分類されるその他の疾患の認知症

　

Ｆ０２．０＊

　　

ピツク・＜Ｐｉｃｋ＞病の認知症（Ｇ３１．０ず）

　

Ｆ０２．１＊

　　

ク ロ イ ツ フ ェノレト・ ヤ コ ブ ＜

　　　　　

Ｃｒｅｕｔｚｆｅｌｄｔ‐Ｊａｋｏｂ＞病の認知症

　　　

．

　

（Ａ８１‘ＯＴ）

　

Ｆ０２．２＊

　　

ハンチントン＜Ｈｕｎｔｉｎｇｔｏｎ＞病の認

　　　　　

知症（ＧＩＯ“

　

Ｆ０２‐３＊

　　

パーキンソン＜Ｐａｒｋｉｎｓｏｎ〉病の認知

　　　　　

症 （Ｇ２０丁）

　

Ｆ０２．４＊

　　

ヒト免疫不全ウイルス［ＨＩＶ］病の認

　　　　　

知症（Ｂ２２．０ナ）

　

Ｆ０２．８＊

　　

他に分類されるその他の明示された疾

　　　　　

患の認知症
Ｆ０３ 詳細不明の認知症
Ｆ０４

　　

器質性健忘症候群，アルコールその他の精

　　　

神作用物質によらないもの
Ｆ０５

　　

せん妄，アルコールその他の精神作用物質

　　　

によらないもの

　

Ｆ０５．０

　　

せん妄，認知症に重ならないもの

　

Ｆ０５．１

　　

せん妄，認知症に重なったもの

　

Ｆ０５‐８ その他のせん妄

　

Ｆ０５‐９

　　

せん妄，詳細不明
Ｆ０６

　　

脳の損傷及び機能不全並びに身体疾患に

　　　

よるその他の精神障害

　

Ｆ０６‐０ 器質性幻覚症

　

Ｆ０６．１

　　

器質性緊張病性障害

　

Ｆ０６‐２

　　

器質性妄想性［統合失調症様］障害

　

Ｆ０６．３

　　

器質性気分［感情］障害

　

Ｆ０６．４ 器質性不安障害

　

Ｆ０６‐５ 器質性解離性障害

　

Ｆ０６．６

　　

器質性情緒不安定性［無力性］障害

　

Ｆ０６．７ 軽症認知障害

　

Ｆ０６．８

　　

脳の損傷及び機能不全並びに身体疾

　　　　　

患によるその他の明示された精神障害

　

Ｆ０６‐９

　　

脳の損傷及び機能不全並びに身体疾

　　　　　

患による詳細不明の精神障害

　

－

Ｆ０７

　　

脳の疾患，損傷及び機能不全による人格及

　　　

び行動の障害

　

Ｆ０７‐０ 器質性人格障害

　

Ｆ０７‐１ 脳炎後症候群

　

Ｆ０７‐２

　　

脳振とう＜饗＞後症候群

　

Ｆｏ７‐８

　　

脳の疾患，損傷及び機能不全によるそ

　　　　　

の他の器質性の人格及び行動の障害



帯

の
Ｎ

Ｆ０７．９

　　

脳の疾患，損傷及び機能不全による器

　　　　

質性の人格及び行動の障害，詳細不明
ＦＯ９

　　

詳細不明の器質性又は症状性精神障害
精神作用物質使用による精神及び行動の障害（ＦＩＯ
－ＦＩ９）

下記の４桁細分類項目は項目ＦＩ０‐ＦＩ９に使用する。

　　

．０

　

急）性中毒

　　

．１

　

有害な使用

　　

．２

　

依存症候群

　　

．３

　

離脱状態

　　

．４

　

せん妄を伴う離脱状態

　　

．５ 精神病性障害

　　

．６

　

健忘症候群

　　

‐７

　

残適性及び遅発性の精神病性障害

　　

．８

　

その他の精神及び行動の障害

　　

．９

　

詳細不明の精神及び行動の障害
ＦＩＯ．‐

　

アルコール使用＜飲酒＞による精神

　　　　

及び行動の障害

　

ＦＩＩ．‐

　

アヘンイ類使用による精神及び行動の障

　　

害

　

Ｆ１２．‐

　

大麻類使用による精神及び行動の障

　　

害

　

Ｆ１３．－

　　

鎮静薬又は催眠薬使用による精神及

　　　　　

び行動の障害

　

Ｆ１４‐‐

　

コカイン使用による精神及び行動の障

　　

害

　

Ｆ１５．‐

　

カフェインを含むその他の精神刺激薬

　　　　　

使用による精神及び行動の障害

　

Ｆ１５．‐ａ

　

カフェインによる精神及び行動の障害

　

Ｆ１５′ｂ

　　

アンフェタミンによる精神及び行動の

　　　　　

障害

　

Ｆ１５‐－ｃ

　　

その他・の精神刺激薬使用による精神

　　　　　

及び行動の障害

　

Ｆ１６‐－

　　

幻覚薬使用による精神及び行動の障

　　　　　

と拙率【

　

Ｆ１７．‐

　

タバコ使用＜喫煙＞による精神及び

　　　　

行動の障害

　

Ｆ１８‐－

　　

揮発性溶剤使用による精神及び行動

　　　　

の障害

　　　　　　

．

　

ＦＩ９．‐

　　

多剤使用及びその他の精神作用物質

　　　　　

使用による精神及び行動の障害
統合失調症，統合失調症型障害及び妄想性障害
（Ｆ２０－Ｆ２９）

Ｆ２０

　　

統合失調症

　

Ｆ２０．０ 妄想型統合失調症

　

Ｆ２０．１

　　

破瓜型統合失調症

Ｆ２０．２ 緊張型統合失調症
Ｆ２０．３

　　

型分類困難な統合失調症
Ｆ２０．４ 統合失調症後抑うつ
Ｆ２０．５

　　

残造型統合失調症
Ｆ２０．６ 単純型統合失調症
Ｆ２０．８ その他の統合失調症

　

Ｆ２０．９ 統合失調症，詳細不調明
Ｆ２１ 統合失調症型障害
Ｆ２２ 持続性妄想性障害

　

Ｆ２２．０ 妄想性障害

　

Ｆ２２‐８

　　

その他の持続性妄想性障害

　

Ｆ２２．９

　　

持続性妄想性障害，詳細不明
Ｆ２３

　　

急性一過性精神病性障害
Ｆ２３．０

　　

統合失調症症状を伴わない急性多形

　　　　　

性精神病性障害

　

Ｆ２３．１

　　

統合失調症症肥状を伴う急性多形り性精

　　　　

神病性障害

　

Ｆ２３．２

　　

急性統合失調症様精神病性障害

　

Ｆ２３‐３

　　

その他の妄想を主とする急性精神病

　　　　

‐性障害

　

Ｆ２３‐８

　　

その他の急性一過性精神病性障害

　

，

　

Ｆ２３．９

　　

急性一過性精神病性障害，詳細不明
Ｆ２４． 感応性妄想性障害
Ｆ２５ 統合失調感情障害

　

Ｆ２５．０

　　

統合失調感情障害，腺病型

　

Ｆ２５．１‐

　

統合失調感情障害，うつ病型

　

Ｆ２５．２

　　

統合失調感情障害，混合型

　

Ｆ２５．８

　　

その他の統合失調感情障害

　

Ｆ２５‐９

　　

統合失調感情障害，詳細不明
Ｆ２８

　　

その他の非器質性精神病性障害
Ｆ２９

　　

詳細不明の非器質性精神病
気分［感情］障害．（Ｆ３０－Ｆ３９）
Ｆ３０

　　

曝病エピソード

　

Ｆ３ＱＯ

　　

軽燥病

　

Ｆ３０‐１

　　

精神病症状を伴わない繰病

　

Ｆ３０．２ 精神病症状を伴う燥病

　

Ｆ３０．８＼ その他の珠病エピソード

　

Ｆ３０．９

　　

繰病エピソード，詳細不明
Ｆ３１

　　

双極性感情障害＜繰うつ病＞

　

Ｆ３１．０

　　

双極性感情障害，現在軽燥病エピソー

　　　

ド

　

Ｆ３１．１

　　

双極性感情障害，現在精神病症状を伴

　　　　　

わない繰病エピソード

　

Ｆ３１．２

　　

双極性感情障害，現在精神病症状を伴

　　　　　

う繰病エピソード

Ｆ３１．３

　　

双極性感情障害，現在軽症又は中等症

　　　　

のうつ病エピソード

Ｆ３１．４

　　

双極性感情障害，現在精神病症状を伴

　　　　

わない重症うつ病エピソード
Ｆ３１．５

　　

双極性感謄障害，現在精神病症状を伴

　　　　　

う重症うつ病エピソード

　　　　

ー

Ｆ３１．６

　　

双極性感情障害，現在混合性エピソー

　　　

ド

Ｆ３１．７

　　

双極性感情障害，現在寛解中のもの
Ｆ３１‐８

　　

その他の双極性感情障害
Ｆ３１．９

　　

双極性感情障害，詳細不明
Ｆ３２

　　

うつ病エピソード

　　

‐

　　　　

－

Ｆ３２．０ 軽症うつ病エピソード

Ｆ３２．１

　　

中等症うつ病エピソード

Ｆ３２‐２

　　

精神病症状を伴わない重症うつ病エ

　　　　　

ピソード

Ｆ３２．３

　　

精神病症状を伴う重症うつ病エピソ

　　　　

ード

Ｆ３２．８

　　

その他のうつ病エピソード

Ｆ３２．９ うつ病エピソード，詳細不明
Ｆ３３ 反復性うつ病」性障害

Ｆ３３．０

　　

反復性うつ病性障害，現在軽症エピソ

　　　　

ード

Ｆ３３．１

　　

反復性うつ病性障害，現在中等症エピ

　　　　　

ソード

Ｆ３３．２

　　

反復性うつ病性障害，現在精神病症状

　　　　

ー

　

を伴わない重症エピソード

　

Ｆ３３．３

　　

反復性うつ病性障害，現在精神病症状

　　　　　

を伴う重症エピソード
Ｆ３３．４

　　

反復性うつ病性障害，現在寛解中のも

　　　

の

　

Ｆ３３．８

　　

その他の反復性うつ病性障害

Ｆ３３‐９

　　

反復性うつ病性障害，詳細不明
Ｆ３４ 持続性気分［感情］障害

　

Ｆ３４‐０

　　

気分循環症＜Ｃｙｃｌｏｔｈｙｍｉａ＞

　

Ｆ３４‐１

　　

気分変調症＜Ｄｙｓｔｈｙｍｉａ＞

　

Ｆ３４．８

　　

その他の持続性気分［感情］障害

Ｆ３４．９

　　

持続性気分［感情］障害，詳細不明

Ｆ３８

　　

その他の気分［感情］障害

　

Ｆ３８．０

　　

その他の単発性気分［感情］障害

　

Ｆ３８．１

　　

その他の反復性気分［感情］障害

　

Ｆ３８‐８

　　

その他の明示された気分［感情］障害
Ｆ３９・ 詳細不明の気分．［感情］障害

神経症」性障害，ストレス関連障害及び身体表現性
障害（Ｆ４０－Ｆ４８）
Ｆ４０ 恐怖症性不安障害
Ｆ４０‐０

　　

広場恐怖（症）
Ｆ４０．１

　　

社会恐怖（症）・

Ｆ４０．２

　　

特定の［個別的］恐怖（症）
Ｆ４０‐８

　　

その他の恐怖症性不安障害
Ｆ４０‐９

　　

恐怖症圧性不安障害，詳細不明
Ｆ４１ その他の不安障害
Ｆ４１‐０

　　

恐慌性＜パニック＞障害［挿間Ｊ性発作

　　　　

性不安］
Ｆ４１，１ 全般性不安障害
Ｆ４１‐２

　　

混合Ｊ性不安抑うつ障害
Ｆ４１‐３

　　

その他の混合Ｊ性不安障害
Ｆ４１‐８

　　

その他の明示された不安障害
Ｆ４１．９ 不安障害，詳細不明
Ｆ４２

　　

強迫性障害＜強迫神経症＞
Ｆ４２．０

　　

主として強迫思考又は反復思考
Ｆ４２．１

　　

主として強迫行為［強迫儀式］
Ｆ４２．２

　　

混合性強迫思考及び強迫行為

　

Ｆ４２‐８ その他の強迫性障害
Ｆ４２．９

　　

強迫性障害，詳細不明
Ｆ４３

　　

重度ストレスへの反応及び適応障害

　

Ｆ４３．０ 急性ストレス反応

　

Ｆ４３．１

　　

外傷後ストレス障害

　

Ｆ４３‐２ 適応障害

　

Ｆ４３‐８

　　

その他の重度ストレス反応

　

Ｆ４３９

　　

重度ストレス反応，詳細不明
Ｆ４４

　　

解離性［転換性］障害

　

Ｆ４４‐０

　　

解離性健忘

　

Ｆ４４．１

　　

解離性遁走＜フーグ＞

　

Ｆ４４‐２

　　

解離性昏迷

　

Ｆ４４．３ トランス及び怒依障害

　

Ｆ４４‐４ 解離性運動障害
Ｆ４４．５

　　

解離性けいれん＜痩聾＞

　

Ｆ４４．６

　　

解離性無感覚及び感覚脱失

　

Ｆ隻．７

　　

混合性解離性［転換性］障害

　

Ｆ４４．８

　　

その他の解離性［転換性］障害 ‐

　

Ｆ４４‐９

　　

解離性［転換性］障害，．詳細不明
Ｆ４５ 身体表現性障害

　

Ｆ４５．０

　　

身体化障害

　

Ｆ４５．１

　　

分類困難な身体表現性障害
－Ｆ４５‐２ 心気障害

　

Ｆ４５‐３

　　

身体表現・性自律神経機能不全

　

Ｆ４５．４

　　

持続性身体表現性癖痛障害

　

Ｆ４５．８

　　

その他の身体表現性障害



　

Ｆ４５．９

　　

身体表現性障害，詳細不明
Ｆ４８

　　

その他の神経症性障害

　

Ｆ４８．０ 神経衰弱

　

Ｆ４８．１

　　

離人・現実感喪失症候群

　

Ｆ４８‐８

　　

その他の明示された神経症性障害

　

Ｆ４８．９

　

・神経症性障害，詳細不明
生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群
（Ｆ５０－Ｆ５９）

　　　　　　　　　　　

‐

Ｆ５０

　　

摂食障害

　

Ｆ５０‐０ 神経性無食欲症

　

Ｆ５０．１ 非定型神経性無食欲症

　

Ｆ５０．２ 神経性大食症

　

Ｆ５０．３ 非定型神経性大食症

　

Ｆ５０．４

　　

その他の心理的障害に関連した過食
．Ｆ５０．５

　　

その他の心理的障害に関連した唯吐

　

Ｆ５０．８

　　

その他の摂食障害

　　　　

‐

　

Ｆ５０‐９

　　

摂食障害，詳細不明
Ｆ５１

　　

非器質性睡眠障害

　

Ｆ５１．０

　　

非器質性不眠症

　

Ｆ５１‐１・

　

非器質性過眠症

　

Ｆ５１‐２

　　

非器質性睡眠・覚醒スケジュール障害

　

Ｆ５１．３

　　

睡眠時遊行症［夢遊病］

　

Ｆ５１‐４

　

・睡眠時驚樗症［夜驚症］

　

Ｆ５１‐５

　　

悪夢

　

Ｆ５１‐８

　　

その他の非器質性睡眠障害

　

Ｆ５１．９

　　

非器質性睡眠障害，詳細不明
Ｆ５２

　　

性機能不全，器質性障害又は疾病によらな
いもの

　

Ｆ５２．０ 性欲欠如又は性欲喪失

　

Ｆ５２．１

　　

性の嫌悪及び性の喜びの欠如

　

Ｆ５２‐２ 性器反応不全
Ｆ５２‐３ オルガズム機能不全

　

Ｆ５２．４ ‐ 早漏

Ｆ５２‐５

　　

非器質」性腫けい＜座＞
Ｆ５２．６

　　

非器質性性交疹痛（症）
Ｆ５２．７

　　

過剰性欲
Ｆ５２‐８

　　

その他の性機能障害で，器質性障害又

　　　　

は疾病に起因しないもの
Ｆ５２‐９

　　

器質性障害又は疾病に起因しない詳

　　　　　

細不明のＪｈｇ機能障害
Ｆ５３

　　

産じょく＜樽＞に関連した精神及び行動

　　　

の障害，他に分類されないもの

　　

Ｆ５３．０

　　

産じょく＜栂＞に関連した軽症の精

　　　　

神及び行動の障害，他に分類されない

　　　　

もの

　

Ｆ５３‐１

　　

産じょくく裾＞に関連した重症の精

　　　　　

神及び行動の障害，他に分類されない

　　　　

もの

　　　

－

　

Ｆ５３‐８

　　

産じょく＜裾＞に関連したその他の精

　　　　　

神及び行動の障害，他に分類されない

　

、

　　　

もの

　

Ｆ５３‐９

　　

産じょく＜裾＞精神障害，詳細不明
Ｆ５４

　　

他に分類される障害又は疾病に関連する心－
理的又は行動的要因

Ｆ５５

　　

依存を生じない物質の乱用
Ｆ５９・

　

生理的障害及び身体的要因に関連した詳

　　　

細不明の行動症候群
成人の人格及び行動の障害（Ｆ６０－Ｆ６９）
Ｆ６０

　　

特定の人格障害

　

Ｆ６０．０

　　

妄想性人格障害．

　

Ｆ６０．１ 統合失調症質性人格障害

　

Ｆ６０‐２

　　

非社会性人格障害

　

Ｆ６０．３ 情緒不安定性人格障害

　

Ｆ６０‐３ａ 衝動型人格障害

　

Ｆ６０．３ｂ

　

境界型人格障害

　

－

　

Ｆ６０‐３ｃ

　

その他の情緒不安定・性人格障害

　

Ｆ６０．３ｄ， 情緒不安定性人格障害，詳細不明‐

　

Ｆ６０‐４ 演技性人格障害

　

Ｆ６０．５ 強迫性人格障害

　

Ｆ６０．６

　　

不安性［回遊性］人格障害

　

Ｆ６０．７ 依存性人格障害

　

Ｆ６０‐８

　　

その他の特定の人格障害

　

Ｆ６０．９ 人格障害，詳細不明
Ｆ６１

　　

混合ィ生及びその他の人格障害
Ｆ６２

　　

持続的人格変化，脳損傷及び脳疾患によら

　　　

ないもの

　

Ｆ６２．０

　　

破局体験後の持続的人格変化

　

Ｆ６２‐１

　　

精神科疾患り患体験後の持続的人格

　　　　　

変化

　

Ｆ６２．８

　　

その他の持続的人格変化

　

Ｆ６２．９

　　

持続的人格変化，詳細不明
Ｆ６３ 習慣及び噸曳騒動の障害
Ｆ６３‐０

　　

病的賭博

　　　

‐
Ｆ６３．１

　　

病的放火 隙火癖］

　

Ｆ６３．２

　　

病的窃盗［盗癖］
Ｆ６３．３

　　

抜毛癖

　

Ｆ６３．８

　　

その他の習慣及び衝動の障害
Ｆ６３．９

　　

習慣及び衝動の障害，詳細不明
Ｆ６４ 性同一性障害
Ｆ６４．０ 性転換症
Ｆ６４．１ 両性役割服装倒錯症

　

Ｆ６４．２

　　

小児＜児童＞期の性同ー性障害

　

Ｆ６４．８

　　

その他の性同一性障害

　

Ｆ６４‐９

　

●

　

性同ー性障害，詳細不明
Ｆ６５

　　

性暗好の障害

　

Ｆ６５．０ フェテイシズム
ーＦ６５．１ フェティシズム的服装倒錯症

　

Ｆ６５‐２ 露出症

　

Ｆ６５‐３ 窃視症

　

Ｆ６５．４

　　

小児性愛

　　　　　

・

　

Ｆ６５．５

　

．サドマゾヒズム

　

Ｆ６５」６

　

・性噌好の多重障害

　

Ｆ６５‐８ その他の性噌好の障害

　

Ｆ６５．９

　　

性噌好の障害，詳細不明
Ｆ６６

　　

性発達及び方向づけに関連する心理及び

　　　

行動の障害

　　　　　　　　　　　　

、

　

Ｆ６６．０

　　

性成熟障害

　

Ｆ６６．１ 自我異和的性の方向づけ

　

Ｆ６６，２

　　

性関係障害

　

Ｆ６６‐８

　　

その他の心理的性発達障害

　

Ｆ６６．９

　　

心理的性発達障害，詳細不明
Ｆ６８

　　

その他の成人の人格及び行動の障害

　

Ｆ６８‐０

　　

心理的理由による身体症状の発展

　

Ｆ６８‐１

　

．身体的，心理的症状又は障害の意図的

　　　　　

表現又は偽装

　

嘘ヒ偽性障害］

　

Ｆ６８．８

　　

その他の明示された成人の人格及び行

　　　　　

動の障害
Ｆ６９

　　

詳細不明の成人の人格及び行動の障害
知的障害＜精神遅滞＞（Ｆ７０一Ｆ７９）
下記の４桁細分類項目は項目Ｆ７０一Ｆ７９と・ともに行
動面の機能障害の程度を特定するために用いられ
る：

　　　　

‐

　　　　　　　

．

　　　

．０

　

行動面の機能障害がないか最小限で

　　　

－

　　

あると言及されている

　　　

．１

　

手当て又は治療を要するほどの行動面

　　　　　

の機能障害

　　　　　　　　　

ー

　　　

．８

　

行動面のその他の機能障害

　　　

‐９

　

行動面の機能障害が言及されていない
Ｆ７０

　　

軽度知的障害〈・精神遅滞〉
Ｆ７１

　　

中等度知的障害＜精神遅滞＞
Ｆ７２

　　

重度知的障害＜精神遅滞〉
Ｆ７３

　　

最重度知的障害＜精神遅滞＞
Ｆ７８

　　

その他の知的障害＜精神遅滞＞
Ｆ７９

　　

詳細不明の知的障害＜精神遅滞＞・
心理的発達の障害（Ｆ８０一Ｆ８９）
Ｆ８０

　　

会話及び言語の特異的発達障害

　

Ｆ８０‐０ 特異的会話構音障害

　

Ｆ８０．１ 表出性言語障害

　

Ｆ８０．２ 受容性言語障害

　

Ｆ８０３

　　

てんかんを伴う後天性失語（症）［ラ

　　　　　

ン ドウ ・ ク レフ ナ ー ＜Ｌａｎｄａｕ‐

　　　　　

Ｋ１ｅｆｆｎｅｒ＞症候群］

　

Ｆ８０．８

　　

その他の会話及び言語の発達障害

　

Ｆ８０．９

　　

会話及び言語の発達障害，詳細不明
Ｆ８１

　　

学習能力の特異的発達障害

　

Ｆ８１．０ 特異的読字障害

　

Ｆ８ＬＩ 特異的書字障害

　

Ｆ８１‐２ 算数能力の特異的障害

　

Ｆ８１‐３ 学習能力の混合性障害

　

Ｆ８１．８

　　

その他の学習能力発達障害

　

－

　

Ｆ８１‐９

　　

学習能力発達障害，詳細不明
Ｆ８２

　　

運動機能の特異的発達障害
Ｆ８３

　　

混合性特異的発達障害
Ｆ８４ 広汎」性発達障害

　

Ｆ８４‐０

　　

，自閉症

　

Ｆ８４‐１ 非定型自閉症

　

Ｆ８４．２ レット＜Ｒｅｔｔ＞症候群

　

Ｆ８４ゞ３

　　

その他の小児く早瀬〉期崩壊・性障害

　

Ｆ８４．４

　　

知的障害〈精神遅滞〉と常同運動に関

　　　　　

連した過動性障害

　

Ｆ８４．５ アスペルガー＜Ａｓｐｅｒｇｅｒ＞症候群

　

Ｆ８４．８，‐その他の広汎性発達障害

　

Ｆ８４‐９

　　

広汎性発達障害，詳細不明
Ｆ８８

　　

その他の心理的発達障害
Ｆ８９

　　

詳細不明の心理的発達障害
小児＜児童＞期及び青年期に通常発症する行動及
び情緒の障害（Ｆ９０－Ｆ９８）
Ｆ９０

　　

多勤性障害

　

Ｆ９０．０ 活動性及び注意の障害

　

Ｆ９０．１

　　

多勤性行為障害

　

Ｆ９０．８ その他の多動性障害
Ｆ９０．９

　　

多動性障害，詳細不明
Ｆ９１

　　

行為障害

　　　　　　　

、

　

Ｆ９１．０ 家庭限局性行為障害

　

Ｆ９１．
・１

　　

非社会化型＜グループ化されない＞

　　　　

行為障害
Ｆ９Ｌ２

　　

社会化型＜グループ化された＞行為

　　　　

障害

　

Ｆ９１．３・ 反抗瀞６戦性障害
Ｆ９１‐８ その他の行為障害
Ｆ９１‐９ 行為障害，詳細不明
Ｆ９２

　　

行為及び情緒の混合性障害
Ｆ９２．０′ 抑うつ性行為障害



　

Ｆ９２‐８

　　

その他の行為及び情緒の混合性障害

　

Ｆ９２‐９

　　

行為及び情緒の混合性障害，詳細不明
Ｆ９３

　　

小児＜児童＞期に特異的に発症する情緒

　　　

障害

　

Ｆ９３‐０

　　

小児＜児童＞期の分離不安障害

　

Ｆ９３．１

　　

小早く児．童〉期の恐怖症肥性不安障害

　

Ｆ９３‐２

　　

小児＜児童＞期の社交不安障害

　

Ｆ９３．３ 同胞抗争障害

　

Ｆ９３．８

　　

その他の小児＜児童＞期の情緒障害

　

Ｆ９３．９

　　

小児＜児童＞期の情緒障害達詳細不明
Ｆ９４

　　

小児＜児童＞期及び青年期に特異的に発

　　　

症する社会的機能の障害

　

Ｆ９４．０ 選択（Ｊ性）かん＜繊＞黙

　

Ｆ９４．１

　　

小児〈児童＞期の反応性愛着障害

　

Ｆ９４．２

　　

小児＜児童＞期の脱抑制性愛着障害

　

Ｆ９４．８

　　

その他の小児＜児童＞期の社会的機

　　　　　

能の障害

　

Ｆ９４．９

　　

小児＜児童＞期の社会的機能の障害，

　　　　

詳細不明・
Ｆ９５

　　

チック障害

　

Ｆ９５．０ 一過性チック障害

　

Ｆ９５．１

　　

慢性運動性又は音声性チツク障害

　

Ｆ９５．２

　　

音声性及び多発運動性の両者を含む

　　　　　

チツク障害［、ドウ

　

ラ

　

トウーレット

　　　　　

＜ｄｅｌａＴｏｕｒｅｔｔｅ＞症候群］

　

Ｆ９５‐８ その他のチック障害

　

Ｆ９５‐９－・

　

チック障害，詳細不明
Ｆ９８

　　

小児＜児童＞期及び青年期に通常発症す

　　　

るその他の行動及び情緒の障害

　

・

　

Ｆ９８．０

　　

非器・質性遺尿（症）

　

Ｆ９８．１

　

－非器質性遺糞
‐（症）

　

Ｆ９８．２

　　

乳幼早期及び小児＜児童〉期の哨青

　　　　　

障害

　　　　　　　　　

－

　

Ｆ９８．３

　　

乳幼児期及び小児＜児童＞期の異食

　　　　　

（症）

　

Ｆ９８．４

　　

常同性運動障害

　

Ｆ９８．５ 吃音症

－

　

Ｆ９８．６

　　

早ロ＜乱雑＞言語症

　

Ｆ９８‐８

　　

小児＜児童＞期及び青年期に通常発

　　　　　

症するその他の明示された行動及び情

　　　　　

緒の障害・

　

Ｆ９８．９

　　

小児＜児童＞期及び青年期に通常発

　　　　　

症する詳細不明の行動及び情緒の障

　　　

害
詳細不明の精神障害（Ｆ９９）
Ｆ９９ 精神障害，詳細不明

　　

第Ｗ章

　

神経系の疾患（ＧＯＯ－Ｇ９９）
中枢神経系の炎症性疾患（ＧＯ０一ＧＯ９）
ＧＯＯ

　　

細菌性髄膜炎，他に分類されないもの

　

ＧＯ０‐０ インフルエンザ菌性髄膜炎

　

ＧＯＯ．１ 肺炎球菌性髄膜炎

　

ＧＯ０‐２ 連鎖球菌性髄膜炎

　

ＧＯ０‐３ ブドウ球菌性髄膜炎

　

ＧＯＯ．８

　　

その他の細菌性髄膜炎

　

ＧＯＯ．９ 細菌性髄膜炎，詳細不明
ＧＯＩ＊

　　

他に分類される細菌性疾患における髄膜炎
Ｇ０２＊

　　

他に分Ｍ類されるその他の感染症及び寄生虫

　　　

症における髄膜炎

　

Ｇ０２．０＊

　　

他に分類されるウイルス性疾患におけ

　　　　　

る髄膜炎

　

－

　

Ｇ０２．１＊

　　

輿菌症における髄膜炎

　

Ｇ０２．８＊

　　

他に分類されるその他の明示された感

　　　　　

染症及び寄生虫症における髄膜炎
Ｇ０３

　　

その他及び葛き細不明の原因による髄膜炎

　

Ｇ０３‐０

　　

非化膿性髄膜炎

　

Ｇ０３．１

　　

慢性髄膜炎

　

Ｇ０３．２

　　

良性再発性髄膜炎 ［モラレ・＜

　　　　　

ＭＯＩ１ａｒｅｔ＞髄膜炎］

　

Ｇ０３．８

　　

その他の明示された原因による髄膜炎

　

Ｇ０３．９ 髄膜炎，詳細不明
Ｇ０４，

　

脳炎，脊髄炎及び脳脊髄炎

　

Ｇ０４‐０‐

　

急性播種性脳炎

　

．

　

Ｇ０４．１

　　

熱帯性けいく癌＞性対麻庫

　

Ｇ０４．２

　　

細菌性髄膜脳炎及び髄膜脊髄炎，他に

　　　　　

分類されないもの

　

Ｇ０４．８

　　

その他の脳炎，脊髄炎及び脳脊髄炎

　

Ｇ０４．９

　

・脳炎，脊髄炎及び脳脊髄炎，詳細不明
Ｇ０５＊

　　

他に分類される疾患における脳炎，脊髄炎

　　　

及び脳脊髄炎
Ｇ０５．び．

　

他に分類される細菌性疾患；出・ける脳

　　　　　

炎，脊髄炎及び脳脊髄炎

　

Ｇ０５．１＊

　

他に分類されるウイルス性疾患におけ

　　　　　

る脳炎，脊髄炎及び脳脊髄炎

　

Ｇ０５‐２＊

　

他に分類されるその他の感染症及び寄

　　　　　

生虫症における脳炎，脊髄炎及び脳脊

　　　　　

髄炎

　

Ｇ０５．８＊・ 他に分類されるその他の疾患における

　　　　　

脳炎，脊髄炎及び脳脊髄炎
Ｇ０６

　　

頭蓋内及び脊椎管内の膿癌及び肉芽腫

　

Ｇ０６‐０

　　

頭蓋内膿癌及び肉芽腫

　

Ｇ０６‐１

　　

脊椎管内膿癌及び肉芽膿

　

Ｇ０６．２

　　

硬膜外及び穣膿下膿癌，詳細不明

Ｇ０７ヰ

　　

他に分類される疾患における頭蓋内及び脊

　　　

椎管内の膿癌及び肉芽腫
Ｇ０８

　　

頭蓋内及び脊椎管内の静脈炎及び血栓

　　　

（性）静脈炎
ＧＯ９

　　

中枢神経系の炎症性疾患の続発・後遺症
主に中枢神経系を障害する系統萎縮症（ＧＩ０一Ｇ１４）
ＧＩＯ

　　

ハンチントン＜Ｈｕｎｔｉｎｇｔｏｎ＞病

ＧＩＩ

　　

遺伝性運動失調（症）
ＧＩ１‐０

　　

先天性非進行性運動失調（症）
ＧＩ１‐１

　　

早発性小脳性運動失調（症） ー

　

ＧＩ１‐２

　　

晩発性小脳性運動失調（症）

　

ＧＩ１‐３

　　

障害 ＤＮＡ修復を伴う小脳性運動失調

　　　　　

（症）

　

ＧＩＩＡ

　　

遺伝性けい＜痩＞性対麻庫

　

ＧＩ１‐８

　　

その他の遺伝性運動失調（症）

　

ＧＩＩ．９

　　

遺伝性運動失調（症），詳細不明
Ｇ１２

　　

脊髄性ミ筋萎縮症及び関連症候群

　

Ｇ１２・０

　　

乳児型脊髄性筋萎縮症，１型［ウェル

　　　　　

ドニ ツ ヒ ・ ホ フマ ン＜Ｗｅｒｄｎｉｇ－

　　　　

Ｈｏｆｆｍａｎ＞病］

　

Ｇ１２．１

　　

その他の遺伝性脊髄性筋萎縮症

Ｇ１２．２ 運動ニューロン疾患
Ｇ１２．８

　　

その他の脊髄性筋萎縮症及び関連症

　　　　

候群

　

Ｇ１２‐９

　　

脊髄性筋萎縮症，詳細不明
Ｇ１３＊

　　

他に分類される疾患における主に中枢神経

　　　

系を障害する系統萎縮症

　

Ｇ１３．０＊

　

新生物＜腫癌〉関連ニューロミオパ

　　　　　

チ＜シ＞－及びニューロバチ＜シ＞－
Ｇ１３‐１＊

　　

新生物＜腫癌＞性疾患における主に

　　　　

中枢神経系を障害するその他の系統

　　　　　

萎縮症

　

Ｇ１３‐

　

寿ぶ液水腫における主に中枢神経系を

　　　　

障害する系統萎縮症（ＥＯＯ．１↑，Ｅ０３．－

　　　

↑）

　　　　　　　

，

　

Ｇ１３‐８１

　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　　

主に中枢神経系を障害する系統萎縮

　　

症
Ｇ１４

　　

ポリオ後症候群
錐体外路障害及び異常運動▲（Ｇ２０－Ｇ２６）
Ｇ２０

　　

パーキンソン＜Ｐａｒｋｉｎｓｏｎ〉病

Ｇ２１

　　

続発性バーキンソン＜Ｐａｒｋｉｎｓｏｎ＞症候群

　

Ｇ２１‐０

　　

悪・性症圧候群

　

Ｇ２１．１

　　

その他の薬物誘発性続発性バーキン

　　　　　

ソンくＰａｒｋｉｎｓｏｎ＞症圧候群

　

Ｇ２１２

　　

その他の外因による続発性パーキンソ

　　　　　

ン＜Ｐａｒｋｉｎｓｏｎ＞症候群

Ｇ２１．３

　　

脳炎後パーキンソン＜Ｐａｒｋｉｎｓｏｎ＞症

　　　　

候群

　

Ｇ２１．４

　　

血管性パーキンソン＜Ｐａｒｋｉｎｓｏｎ＞症

　　　　

候群
Ｇ２１．８

　　

その他の続発性バーキンソン＜

　　　　　

Ｐａｒｋｉｎｓｏｎ＞症候群

　

Ｇ２１‐９

　　

続発性パ←キンソン＜Ｐａｒｋｉｎｓｏｎ＞症

　　　　

候群，詳細不明
Ｇ２２＊

　　

他に分類される疾患におけるパーキンソン

　　　

＜Ｐａｒｋｉｎｓｏｎ＞症候群

Ｇ２３

　　

基底核のその他の変性疾患

　

Ｇ２３．０

　　

ハ ラ‐一 ホノレデ ン ・ ス パ ッ ツ ＜

　　　　　

Ｈａｌｌｅｒｖｏｒｄｅｎ－Ｓｐａｔｚ＞病

　

Ｇ２３‐１

　　

進行性核上性限筋麻庫［スティール・

　　　　　

リチャードソン・オルゼウスキー＜

　　　　　

Ｓｔｅｅｌｅ‐Ｒｉｃｈａｒｄｓｏｎ‐０ｌｓｚｅｗｓｋｉ＞病］

　

Ｇ２３．２

　　

線条体黒質変性（症）

　

Ｇ２３‐８

　　

基底核のその他の明示された変性疾

　　

患

　

Ｇ２３．９

　　

基底核の変性疾患，詳細不明
Ｇ２４ ジストニア

　

Ｇ２４．０ 薬物誘発性ジストニア

　

Ｇ２４．１

　　

特発性家族性ジストニア

　

Ｇ２４２

　　

特発性非家族性ジストニア

　

Ｇ２４‐３

　　

けいく座〉性斜頚

　

Ｇ２４‐４

　　

特発性ロ顔面ジストニア

　

Ｇ２４．５

　　

眼陰けいれん＜痩準＞

　

Ｇ２４．８ その他のジストニア

　

Ｇ２４．９

　　

ジストニア， 詳細不明

Ｇ２５

　　

その他の錐体外路障害及び異常運動

　

Ｇ２５．０

　　

本態性振戦

　

Ｇ２５．１ 薬物誘発性振戦

　

Ｇ２５，２

　　

その他の明示された型の振戦

　

Ｇ２５．３

　　

ミオクロ」ヌス

　

Ｇ２５．４ 薬物誘発性舞踏病

　

Ｇ２５．５ その他の舞踏病

　

Ｇ２５．６

　　

薬物誘発性チツク及びその他の器質

　　　　

的原因によるチック

　

Ｇ２５．８

　　

その他の明示された錐体外路障害及

　　　　　

び異常運動

　

Ｇ２５．９

　　

錐体外路障害及び異常運動，詳細不明
Ｇ２６＊

　　

他に分類される疾患における錐体外路障害

　　　

及び異常運動



神経系のその他の変性疾患（Ｇ３０一Ｇ３２）
Ｇ３０

　　

アルツハイマヤ〈Ａ１ｚｈｅｉｍｅｒ＞病

　

Ｇ３０．０

　　

早発 性 の ア ル ツハイ マ ー ＜

　　　　　

Ａ１ｚｈｅｉｍｅｒ〉病

　

Ｇ３０．１

　　

晩発 性 の ア ルーツハイ マ ー ＜

　　　　　

Ａ１ｚｈｅｉｍｅｒ＞病

　

Ｇ３０．８

　　

そ の 他 のアル ツハイ マ ー ＜

　　　　　

Ａ１ｚｈｅｉｍｅｒ＞病

　

Ｇ３０‐９

　

１アルツハイマー＜Ａ１ｚｈｅｉｍｅｒ＞病， 詳

　　　　

細不明

　

－

Ｇ３１

　　

神経系のその他の変性疾患，他に分類され

　　　

ないもの

　

Ｇ３１．０

　　

限局性脳萎縮（症）

　

Ｇ３１．１

　　

老人ｆ朝逝変性，他に分類されないもの

　

Ｇ３Ｌ２

　　

アルコールによる神経系の変性

　

Ｇ３１‐８

　　

神経系のその他の明示された変性疾

　　

患

　

Ｇ３１‐９

　

′

　

神経系の変性疾患，詳細不明
Ｇ３２＊

　

他に分類される疾患における神経系のその

　　　

他の変性障害

　

Ｇ３２．０＊

　　

他に分類される疾患における脊髄の亜

　　　　　

急性連合変性症

　

Ｇ３２．８＊

　　

他に分類される疾患における神経系の

　　　　　

その他の明示された変性障害
中枢神経系の脱髄疾患（Ｇ３５一Ｇ３７）
Ｇ３５ 多発性硬化症
Ｇ３６

　　

その他の急性播種性脱髄疾患

　

Ｇ３６．０

　　

視神経脊髄炎［デビック＜Ｄｅｖｉｃ＞病］

　

Ｇ３６‐１

　　

急性及び亜急獣性出血性白質脳炎［ハー

　　　　　

スト＜Ｈｕｒｓｔ〉］

Ｇ３６．８

　　

その他の明示された急性播種性脱髄

　　　　

疾患

　

Ｇ３６．９

　　

急性播種性脱髄疾患，詳細不明
Ｇ３７

　

‐中枢神経系のその他の脱髄疾患
Ｇ３７‐０

　　

びまん＜広汎〉性硬化症
Ｇ３７‐１

　　

脳梁の中心性脱髄
Ｇ３７‐２

　　

橋中心（部）髄鞘崩壊症

　　　

‐
Ｇ３７．３

　　

中枢神経系の脱髄疾患における急ｖ性

　　　　

横断性脊髄炎
Ｇ３７．４

　　

亜急性えく壌＞死性脊髄炎
Ｇ３７．５

　　

同心円性硬化症［バロー＜Ｂａ１６＞］
Ｇ３７‐８

　　

中枢神経系のその他の明示された脱

　　　　

髄疾患
Ｇ３７．９

　　

中枢神経系の脱髄疾患，詳細不明

挿間性及び発作性障害（Ｇ４０一Ｇ４７）
Ｇ４０

　　

てんかん

　

Ｇ４０‐０

　　

局在的に発症する発作を伴う（巣状）

　　　　　　

（部分）特発性てんかん及びてんかん

　　　　　　

（性）症候群

　

Ｇ４０．１

　　

単純部分発作を伴う（巣状）（部分）

　　　　　

症候性てんかん及びてんかん（性）症

　　　

　　

　

Ｇ４０．２

　　

複雑部分発作を伴う（巣状）（部分）

　　　　　

症候性てんかん及びてんかん（性）症

　　　　　

候群

　　　　　　　　　　

．

　

Ｇ４０．３

　　

全般性特発性てんかん及びてんかん

　　　　　

（性）症候群

　

Ｇ４０‐４

　　

その他の全般性てんかん及びてんかん

　　　　　

（性）症候群

　

Ｇ４０‐５

　　

特殊なてんかん症候群

　

Ｇ４０．６

　　

大発作三詳細不明（小発作を伴うもの

　　　　　

又は伴わないもの）

　

Ｇ４０．７

　　

小発作，詳細不明，大発作を伴わない

　　　　

もの

　

Ｇ４０．８ その他のてんかん

　

Ｇ４０．９ てんかん，詳細不明
Ｇ４１

　　

てんかん重積（状態）

　

Ｇ４１．０

　　

大発作性てんかん重積〆（状態）

　

Ｇ４１．１

　　

小発作てんかん童積（状態）

　

Ｇ４１．２

　　

複雑性部分てんかん重積（状態）

　

Ｇ４１‐８

　　

その他のてんかん重積（状態）

　

Ｇ４１．９

　

・てんかん重積（状態），詳細不明
Ｇ４３．

　

片頭痛

　

・

　

Ｇ４３．０ ・前兆＜アウラ＞を伴わない片頭痛［普

　　　　　

通型片頭痛］

　

Ｇ４３．１

　　

前兆＜アウラ＞を伴う片頭痛［古典型

　　　　

片頭痛］

　

Ｇ４３．２． 片頭痛発作重積状態
Ｇ４３．３ 合併症を伴う片頭痛

　

Ｇ４３．８ その他の片頭痛
Ｇ４３．９． 片頭痛，詳細不明
Ｇ４４ その他の豆頭痛症候群
Ｇ４４．０

　　

群発頭痛症候群
Ｇ４４．１

　　

血管性頭痛，他に分類されないもの
Ｇ４４．２

　　

緊張性頭痛
Ｇ４４‐３ 慢性外傷後頭痛
Ｇ４４．４

　　

薬物誘発性頭痛，他に分類されないもＧ４４．４

　　

薬物誘発性頭痛，他に分類されないも

　　

の

Ｇ４４‐８

　　

その他の明示された頭痛症候群

・Ｇ４５

　　

一過性脳虚血発作及び関連症候群

　

Ｇ４５．０

　　

椎骨脳底動脈症候群

　　

，

　

Ｇ

　　

４５‐１

　　

頚動脈症候群（半球性）

　

Ｇ４５．２

　　

多発性及び両側性脳（実質）外動脈症

　　　　　

候群

　

Ｇ４５‐３ 一過性黒内障

　

Ｇ４５‐４ 一過性全健忘

　

Ｇ４５‐８

　　

その他の一過性脳虚血発作及び関連

　　　　　

症候群

　

Ｇ４５．９

　　

÷過性脳虚血発作，詳細不明
Ｇ４６＊

　　

脳血管疾患における脳の血管（性）症候群

　　　

（１６０－工６７十）

　

Ｇ４６．０＊

　　

中大脳動脈症候群（１６６．０↑）

　

Ｇ４６．１＊

　　

前大脳動脈症候群（１６６．エ“

　

Ｇ４６．２＊

　　

後大脳動脈症候群（１６６．２↑）

　

Ｇ４６‐３＊

　　

脳幹卒中症候群（１６０－工６７↑）

　

Ｇ４６．４ヰ

　　

小脳卒中症候群（１６０一１６７十）

　

Ｇ４６．芋

　

純運動（性）多発性小梗塞＜ラクナ＞

　　　　　

症候群（１６０－工６７十）

　

Ｇ

　

４６．ザ

　

純感覚（性）多発性小梗塞＜ラクナ＞

　　　　　

症候群（エ６０一１６７↑）

　

Ｇ４６．７＊

　　

その他の多発性小梗塞＜ラクナ＞症

　　　　　

候群 （工６０一ェ６７十）

　

Ｇ４６．８ヰ

　　

その他の脳血管疾患における脳の血管

　　　　　

（性）症候群（１６０一工６７↑）
Ｇ４７

　　

睡眠障害

　

Ｇ４７‐０

　　

睡眠の導入及び維持の障害［不眠症］

　

Ｇ４７．１

　　

過度の傾眠［過眠症］

　

Ｇ４７．２

　　

睡眠・覚醒スケジュ←ル障害

　

Ｇ４７．３ 睡眠時無呼吸
、Ｇ４７４

　　

ナルコレプシー及びカタプレキシー

　

Ｇ４７．８ その他の睡眠障害

　

Ｇ４７．９

　

・睡眠障害，詳細不明
神経，神経根及び神経そう＜畿＞の障害（Ｇ５０－
Ｇ５９）
Ｇ５０

　　

三叉神経障害

　

Ｇ５Ｑ０

　　

三叉神経痛

　

Ｇ５０‐１ 非定型顔面痛

　

Ｇ５０．８

　　

その他の三叉神経障害

　

Ｇ５０．９

　　

三叉神経障害，詳細不明
Ｇ５１ 顔面神経障害

　

Ｇ５１．０

　　

ベル＜Ｂｅｌｌ＞麻庫

　

Ｇ５１．１

　　

膝（状）神経節炎

　

Ｇ５１．２

　　

メルカーソン＜Ｍｅｌｋｅｒｓｓｏｎ＞症候群

　

Ｇ５１．３

　　

間代性片側顔面けいれん＜癌灘＞

　

Ｇ５１‐４‐

　

顔面ミオキミア＜筋波動症〉

　

Ｇ５１‐８

　　

その他の顔面神経障害

　

Ｇ５１．９

　　

顔面神経障害，詳細不明
Ｇ５２ その他の脳神経障害

　

Ｇ５２．０

　　

喚神経障害

　

Ｇ５２．１

　　

舌咽神経障害

　

Ｇ５２．２

　　

迷走神経障害

　

Ｇ５２．３

　　

舌下神経障害

　　　　　　　　　　　

′

　

Ｇ５２‐７ 多発性の脳神経障害

　

Ｇ５２．８

　　

その他の明示された脳神経障害

　

Ｇ５２．９

　

，脳神経障害，詳細不明
Ｇ５３↑

　

他に分類される疾患における脳神経障害

　

Ｇ５３．０＊

　　

帯状癌疹後神経痛ｉ（Ｂ０２．２Ｔ）

　

Ｇ５３．１ヰ

　　

他に分類される感染症及び寄生虫症

　　　　　

における多発性脳神経劉麻速（ＡＯ０‐Ｂ９９

　　　　

　　

　

Ｇ５３‐

　　

サルコイドーシスにおける多発性脳神

　　　　　

経麻庫（Ｄ８６‐８↑）

　

Ｇ５３．３ネ

　

新生物く腫癌＞性疾患における多発

　　　　　

性脳神経麻坤（ＣＯＯ－Ｄ４８↑）

　

Ｇ５３‘８＊

　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　　

その他の脳神経障害
Ｇ５４

　　

神経根及び神経そう－＜瀦〉の障害

　

Ｇ５４．０

　　

腕神経そう＜滋＞障害

　

Ｇ５４．１

　　

腰仙神経そう＜懲＞障害

　

Ｇ５４．２

　　

頚髄神経根障害，他に分類されないも

　

．

　　　　

の

　

Ｇ５４．３

　　

胸髄神経根障害，他に分類されないも

　　　

の

　

Ｇ５４‐４

　　

腰仙髄神経根障害，他に分類されない

　　

‐

　

もの

　

Ｇ５４．５ 神経痛性筋萎縮症

　

Ｇ５４‐６

　　

疹痛を伴う幻肢症候群

　

Ｇ５４．７

　　

疹痛を伴わない幻肢症候群

　

Ｇ５４．８

　　

その他の神経根及び神経そう＜畿＞

　　　　　

の障害

　

Ｇ５４．９

　　

神経根及び神経そう＜叢＞の障害，詳

　　　　

細不明

Ｇ５５＊

　

他に分類される疾患における神経根及び神

　　　

経そう＜撒＞の圧迫

　

Ｇ５５‐０＊

　

・新生物＜腫蕩＞性疾患における神経

　　　　　

根及び神経そう＜滋＞の圧迫（ＣＯＯ－

　　　　

Ｄ４８十）

Ｇ５５．１＊

　　

椎間板障害における神経根及び神経

　　　　

そう＜滋＞の圧迫（Ｍ５０一Ｍ５１↑）
Ｇ５５．２＊

　　

脊椎症における神経根及び神経そう

　　　

，

　

く灘＞の圧迫（Ｍ４７．‐↑）



　

Ｇ５５．３＊

　　

その他の脊柱障害における神経根及

　　　　　

び神経そう〈叢＞の圧迫（Ｍ４５一Ｍ４６

　　　　　

十，Ｍ４８．‐↑，Ｍ５３一Ｍ５４↑）

　

Ｇ５５．８＊

　　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　　

神経根及び神経そう＜滋＞の圧迫
Ｇ５６

　　

上肢の単ニューロパチ＜シ＞－

　

Ｇ５６．０・ 手根管症候群

　　　　　　　　　

「

　

Ｇ５６‐１

　　

正中神経のその他の病変

　

Ｇ５６．２

　　

尺骨神経の病変

　

Ｇ５６‐３

　　

機骨神経の病変

　

Ｇ５６ゞ４ カウザルギー

　

Ｇ５６．８

　　

上肢のその他の単ニューロパチ＜シ＞

　

Ｇ５６．９

　　

上肢の単ニューロパチ＜シ＞－，詳細

　　　　

不明

　　　　　　　　　

ー

Ｇ５７

　　

下肢の単ニューロパチ＜シ＞－

　

ＧＳ７‐０

　　

坐骨神経の病変

　

Ｇ５７‐１

　　

異常感覚性 大腿 痛 ＜ｍｅｒａｌｇｉａ

　　　　　　

Ｐａｌ‐ａｅｓｔｈｅｔｉｃａ＞

　

Ｇ５７．２ 大腿神経の病変

　

Ｇ５７．３ 外側膝腐神経の病変

　

Ｇ５７．４ 内側膝鶴神経の病変

　

Ｇ５７５

　　

足根管症候群

　

Ｇ５７‐６

　　

足底神経の病変

　

Ｇ５７‐８

　　

下肢のその他の単ニューロパチ＜シ＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′

　

Ｇ５７．９

　　

下肢の単ニューロパチ＜シ＞－，詳細

　　　　　

不明

Ｇ５８

　　

その他の単ニューロパチ＜シ＞－

　

Ｇ５８．０

　　

肋間ニューロパチ＜シ＞－

　

Ｇ５８．７ 多発性単神経炎

　

Ｇ５８．８

　　

その他の明示された単ニューロパチ＜

　　　　　　

ぐシ＞ー

　

Ｇ５８‐９

　

．単ニューロパチ＜シ＞－，詳細不明
Ｇ５９＊

　

他に分類される疾患における単ニューロパ

　　　

チ＜シ＞－

　

Ｇ５９０＊

　　

糖尿病性単ニューロバチ＜シ＞－（共

　　　　　

通４桁項目．４を伴うＥＩＯ－Ｅ１４↑）

　

Ｇ５９．８＊

　　

他に分類される疾患におけるその他の

　　　　　

単ニューロパチ＜シ＞－
多発（性）ニューロパチ＜シ＞－及びその他の末

　　　　　

梢神経系の障害（Ｇ６０一Ｇ６４）

．Ｇ６０

　　

遺伝貫性及び特発性ニューロパチ＜シ＞－－

　

Ｇ６０．０

　　

遺伝瓦性運動（性）及び感覚性ニューロ

　　　　　

パチ＜シ＞－

　

Ｇ６０．１ レフサム＜Ｒｅｆｓｕｍ〉病

Ｇ６０‐２，

　

遺伝性運動失調（症）に関連するニュ

　　　　　

ーロパチ＜シ＞－

Ｇ６０．３

　　

特発性進行性ニューロパチ＜シ＞－
Ｇ６０‐８

　　

その他の遺伝貫性及び特発性ニューロ

　　　　　

ノミチくシ＞－

Ｇ

　

６０‐９

　　

遺伝性及び特発性ニューロパチ〈

　　　　

シ＞－，詳細不明
Ｇ６１

　　

炎症性多発（性）ニュ」ロパチ＜シ＞－
Ｇ６１‐０

　　

ギラン・バレーくＧｕｉｌｌａｉｎ‐Ｂａｒｒｅ＞症

　　　　

候群

　　

‐

　　　　　　　　　

．
‐

Ｇ６１‐１

　　

血清ニューロパチく‐シ＞－

　

Ｇ６１．８

　　

その他の炎症性多発（性）ニューロパ

　　　　　

チ＜シ＞－

　　

、

　

Ｇ６１．９

　　

炎症性多発（性）ニューロパチ＜－シ＞

　　　　

一，詳細不明
Ｇ６２

　　

その他の多発（性）ニューロパチ＜シ＞－
Ｇ６２‐ｏ

　　

薬物誘発性多発（性）ニューロパチ＜

　　　　

，

　

・シ＞－

Ｇ６２．１

　　

アルコール性多発（性）ニューロパチ

　　　　　　

＜．・シ＞－

Ｇ６２．２

　　

その他の瀞性物質による多発（樽 ニ

　　　　　

ュー．ロバチ＜シ＞－

　

Ｇ６２．８

　　

その他の明示された多発（Ｊ性）ニュー

　　　　　

ロバチ＜シ＞－

　

Ｇ６２．９

　　

多発（性）ニューロパチ＜シ＞－，詳

　　　　

細不明

Ｇ６３＊

　　

他に分類される疾患における多発（性）ニ

　　　

ューロバチ＜シ＞－

　

Ｇ６３．０＊

　　

他に分類さ・れる感染症及び寄生虫症

　　　　　

における多発（性）ニューロパチ＜シ＞

　

Ｇ６３‐１＊

　　　

生

　

＜腫、、＞′

　　

患における

　

発

Ｇ６３．２
＊

Ｇｆ３３‐３
＊

Ｇ６３．４＊

Ｇ６３．５
＊

新生物＜腫痩＞性疾患における多発
（′性） ニューロバチ＜シ＞－ （ＣＯＯ－

Ｄ４８十）
糖尿病性多発（性）ニューロパチ＜
シ＞－（共通４桁項目‐４を伴う

　

ＥＩ０
一Ｅ１４十）

その他の内分泌疾患及び代謝疾患に
おける多発（性）ニュ÷ロパチ〈シ＞
一 （ＥＯ０一Ｅ０７十，Ｅ１５一Ｅ１６十，Ｅ２０－

Ｅ３４Ｔ，
‐Ｅ７０一Ｅ８９十）

栄養欠乏症における多発（性）ニュー
ロバチ＜シ＞－ （Ｅ４０一Ｅ６４丁）

全身性結合組織障害における多発
（性） ニューロパチ＜シ＞－ （Ｍ３０一

Ｍ３５十）

Ｇ６３‐げ

　　

その他の筋骨格障害における多発

　　　　　

（性） ニューロパチ＜シ＞－ （ＭＯＯ－

　　

・

　　

Ｍ

　　　

２５Ｔ，Ｍ４０一Ｍ９６十）

　

Ｇ６３．８＊

　　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　

多発（性）ニューロバチ＜シ＞－
Ｇ６４

　　

末梢神経系のその他の障害
神経筋接合部及び筋の疾患（Ｇ７０一Ｇ７３）

　

．

Ｇ７０

　　

重症筋無力症及びその他の神経筋障害

　

Ｇ７０．ｏ

　　

ｒ重症筋無力症

　

Ｇ７０．１ 中毒性神経筋障害

　

Ｇ７０．２

　　

先天性及び発育途上の筋無力症

　

Ｇ７０．８

　　

その他の明示された神経筋障害

　

Ｇ７０．９

　

・神経筋障害，詳細不明
Ｇ７１ 原発性筋障害

　

Ｇ７・‐ｏ 筋ジストロフィー

　

Ｇ７１．１

　　

筋強直性障害

　

Ｇ７１‐‐２

　　

．先天性ミオパチ＜シ＞－

　

Ｇ７１．３・

　

ミトコンドリア（性）ミオバチ＜シ＞

　　　　　

一，他に分類されないもの

　

Ｇ７１．８

　　

その他の原発性筋障害

　

Ｇ７１．９

　　

原発性筋障害，詳細不明
Ｇ７２

　

‐その他のミオパチ＜シ＞－

－
‐Ｇ７２‐０

　　

薬物誘発性ミオパチ＜シ＞－

　

Ｇ７２．１

　　

アルコ」ノレ性ミオパチ＜シ＞－

　

Ｇ７２．２

　　

その他の毒性物質によるミオパチ＜

　　　　　　

・シ＞－

　

Ｇ７２．３

　　

周期性四肢麻庫

　

．

　

Ｇ７２．４

　　

炎症肥性ミオパチ＜シ＞－，他に分類さ

　　　　

れないもの

　

Ｇ７２．８

　　

その他の明示されたミオバチ＜シ＞－

　

Ｇ７２‐９ ミオパチ＜シ＞－，詳細不明
Ｇ７が

　

他に分類される疾患における神経筋接合部

　　　

及び筋の障害

　

Ｇ７３．０＊

　　

内分泌疾患における筋無力（症）症候

　

‐

　　

群

　　　　　　　　

′

　

Ｇ７３．１
＊

　　

ランパート・イー、トン＜Ｌａｍｂｅｒｔ‐

　　　　　

Ｅａｔｏｎ＞症候群 （ＣＯＯ－Ｐ４８十）

　

Ｇ７３‐２＊

　

新生物＜腫癌＞性疾患におけるその

　　　　　

他の筋無力（症）症候群（ＣＯＯ－Ｄ４８

　　　　

　　
‐Ｇ７３．３＊

　　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　　

筋無力（症）症候群

　

Ｇ７３．４＊

　　

他に分類される感染症及び寄生虫症

　　　　　

における・ミオパチ＜シ＞－

　

Ｇ７３‐５＊

　　

内分泌疾患におけるミオパチくシ＞－

　

Ｇ７３‐６＊

　　

代謝疾患におけるミオパチ〈シ＞－

Ｇ７３．７＊

　　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　　

ミオパチ＜シ＞－
脳性麻輝及びその他の麻癖性症候群’（Ｇ８０一Ｇ８３）
Ｇ８０

　　

脳性麻癖
．Ｇ８０‐０ ‐けい＜癌＞性四肢麻庫型脳性麻癖

　

Ｇ８０．１

　　

けいく座＞性両（側）’麻疹型脳」的麻痩

　

Ｇ８０．２

　　

けい＜痘＞性片麻庫型脳性麻庫

　

Ｇ８０‐３

　　

ジスキネジア性脳性麻疹

　

Ｇ８０．４

　　

（運動）失調性脳性麻揮

　

Ｇ８０．８ その他の脳性麻庫
Ｇ８０．９

　　

脳性麻庫，詳細不明
Ｇ８Ｉ

　

片麻輝

　　　　　

．

　

Ｇ８ＬＯ

　　

し＜弛＞緩性片麻癖

　

Ｇ８１‐１

　　

けい＜癌＞性片麻庫

　

Ｇ８１．９

　　

片麻揮，．詳細不明
Ｇ８２

　　

対麻庫及び四肢麻埠

　

Ｇ８２．０

　　

し＜弛＞緩性対麻痩

　

Ｇ８２．１

　　

けい＜座＞性対麻痩

　

Ｇ８２‐２

　　

対麻痩，詳細不明

　

Ｇ８２‐３ しく弛＞綾性四肢麻埠

　

Ｇ８２‐４

　　

けい＜痩＞性四肢麻癖

　

Ｇ８２‐５ 四肢麻癖，詳細不明
Ｇ８３ その他の麻癖性症候群

　

Ｇ８３．０ 上肢の両（側）麻痩

　

Ｇ８３．１ 下肢の単麻庫

　

Ｇ８３．２ 上肢の単麻庫

　

Ｇ８３．３

　　

単麻庫，詳細不明

　

Ｇ８３‐４

　　

馬尾症候群

　　

▼

　

Ｇ８３‐８

　　

その他の明示された麻庫性症候群

　

Ｇ８３‐９

　　

麻癖性症候群，詳細不明
神経系のその他の障害（Ｇ９０一Ｇ９９）
Ｇ９０ 自律神経系の障害

　

Ｇ９０．０

　　

特発性末梢性自律神経ニューロパチ
＜シ＞－

Ｇ９０‐１

　

． 家族性自律神経異常症［ライリー・デ

　　　　　

イ＜Ｒｉｌｅｙ‐Ｄａｙ＞症候群］

Ｇ９０．２

　　

ホルネル＜Ｈｏｒｎｅｒ＞症圧候群
Ｇ９０．３

　

‐多系統変性（症）
Ｇ９０．４

　

・自律神経の異常反射
Ｇ９０‐８

　　

自律神経系のその他の障害
Ｇ９０．９

　　

自律神経系の障害，詳細不明
Ｇ９１

　

‐水頭症
Ｇ９１．０ 交通性水頭症
Ｇ９１．１

　　

閉塞性水頭症－
Ｇ９１．２ 正常圧水頭症
Ｇ９１‐３

　　

外傷後水頭症，詳細不明



様

Ｇ９１．８ その他の水頭症の
Ｎ

　

Ｇ９１．９ 水頭症，詳細不明
Ｇ９２ 中毒性脳症
Ｇ９３

　　

脳のその他の障害
Ｇ９３．０

　　

脳のう＜嚢＞胞
Ｇ９３．１

　　

無酸素性脳損傷，他に分類されないも
の

Ｇ９３．２ 良性頭蓋内圧冗進症
Ｇ９３．３ ウイルス感染後疲労症候群

（
叩
Ｎ
の
紙
家
中）

Ｇ９３．４

　　

脳症＜エンセファロパチ＜シ＞－＞，
詳細不明

Ｇ９３‐５

　　

脳庄迫
Ｇ９３・６ 脳浮腫
Ｇ９３．７ ライ＜Ｒｅｙｅ＞症候群

Ｇ９３‐８

　　

脳のその他の明示された障害
Ｇ９３．９

　　

脳の障害，詳細不明
Ｇ９４＊

　　

他に分類される疾患における脳のその他の

　　

‐ 障害
Ｇ９４‐０＊

　　

他に分類される感染症及び寄生虫症
における水頭症（ＡＯ０‐Ｂ９９↑）

Ｇ９４‐１＊

　

新生物＜腫癖＞性疾患における水頭
症（ＣＯＯ－Ｄ４８十）

′Ｇ９４‐２＊

　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　

水頭症

　

Ｇ９４．８＊

　　

他に分類される疾患における脳のその

　　　　

他の明示された障害
Ｇ９５ その他の脊髄疾患
Ｇ９５．０

　　

脊髄空洞症及び延髄空洞症
Ｇ９５．１

　　

血管性ミエロパチ＜シ＞－
Ｇ９５．２ 脊髄圧迫，詳細不明

　

Ｇ９５．８

　　

その他の明示された脊髄疾患

　

Ｇ９５．９ 脊髄疾患，詳細不明
Ｇ９６

　　

中枢神経系のその他の障害

　

Ｇ９６‐０

　　

脳脊髄液漏

　

Ｇ９６‐１

　　

髄膜の障害，他に分類されないもの
Ｇ９６．８

　　

中枢神経系のその他の明示された障
害

Ｇ９６．９

　　

中枢神経系の障害，詳細不明
Ｇ９７

　　

神経系の処置後障害，他に分類されないも

　

の

　　　　　　　　　　　　

，

Ｇ９７．０

　　

脊椎穿刺からの脳脊髄液漏
Ｇ９７．１

　　

脊椎及び腰椎穿刺に対するその他の
反応

Ｇ９７．２

　　

脳室短絡術に続発する低頭蓋内圧症
＜低脳圧＞

Ｇ９７‐８

　　

神経系のその他の処置後障害

Ｇ９７．９

　　

神経系の処置後障害，詳細不明
Ｇ９８

　　

神経系のその他の障害，他に分類されない
もの

Ｇ９９＊

　　

他に分類される疾患における神経系のその

　　　

他の障害

　　

．

Ｇ９９‐０＊

　　

内分泌疾患及び代謝疾患における自
律神経ニューロパチ＜シ＞－

Ｇ９９．１＊

　　

他に分類されるその他の疾患における
自律神経系のその他の障害

Ｇ９９．２＊

　　

他に分類される疾患におけるミエロパ
チ＜シ＞－

Ｇ９９．８＊

　

他に分類される疾患における神経系の
その他の明示された障害

　　　

第Ｗ章

　

膿及び付属器の疾患、（ＨＯＯ－Ｈ５９）
眼陰，涙器及び眼翁の障害（ＨＯ０一Ｈ０６）
日００

　　

麦粒腫及びさん＜椴＞粒腫

　

ＨＯＯ．０

　　

麦粒腫及びその他の眼瞭深部の炎症

　

ＨＯ０‐１ さん＜霧＞粒腫
ＨＯＩ

　　

眼陰のその他の炎症

　

ＨＯＩ．０ 眼陰炎

　

ＨＯ１‐１

　　

眼陰の非感染性皮膚症

　

ＨＯ１‐８

　　

眼険のその他の明示された炎症

　

ＨＯＩ．９

　　

眼陰の炎症，詳細不明
Ｈ０２

　　

眼険のその他の障害

　

Ｈ０２．０

　　

眼胎内反（症）及び（眼陰）庭毛乱生
（症）

　

Ｈ０２．１

　　

眼除外反（症）

　

Ｈ０２．２

　　

兎眼

　

Ｈ０２．３

　　

眼険皮膚し＜弛＞緩症

　

Ｈ０２．４

　　

眼陰下垂

　

Ｈ０２．５

　　

眼陰機能のその他の障害

　

Ｈ０２．６

　　

眼陰偏平黄色腫＜黄色板症〉

　

Ｈ０２．７

　　

眼陰及び眼周囲のその他の変性障害

　

Ｈ０２．８

　　

眼験のその他の明示された障害

　

Ｈ０２‐９

　　

眼陰の障害，詳細不明
Ｈ０３＊

　　

他に分類される疾患における眼陰の障害

　

Ｈ０３．０＊

　

他に分類される疾患における眼険の寄
生虫症

ＬＨ０３‐ｒ

　

他に分類されるその他の感染症におけ
る眼陰の障害

Ｈ０３．８＊

　

他に分類されるその他の疾患における
眼険の障害

Ｈ０４

　

涙器の障害
Ｈ０４．０， 涙腺炎
Ｈ０４．１

　　

涙腺のその他の障害

Ｈ０４‐２

　　

流涙

　

Ｈ０４．３

　　

涙道の急′性及び詳細不明の炎症
Ｈ０４‐４‐涙道の慢性炎症
Ｈ０４．５

　　

涙道の狭窄及び不全
Ｈ０４．６

　　

涙道におけるその他の変化
Ｈ０４‐８

　　

涙器のその他の障害
Ｈ０４．９

　　

涙器の障害，詳細不明
Ｈ０５

　　

眼腐の障害
Ｈ０５‐０

　　

眼縞の急性炎症
Ｈ０５．１

　　

眼窟の慢性炎症性障害
Ｈ０５‐２ 眼球突出
Ｈ０５．３

　　

眼寓の変形
Ｈ０５．４

　　

眼球陥入＜陥凹＞

Ｈ０５‐５

　　

眼腐の穿通創後の異物残留（陳旧性）
Ｈ０５．８

　　

眼窟のその他の障害
Ｈ０５．９

　　

眼腐の障害，詳細不明
ＨＯげ

　

ノ他に分類される疾患における涙器及び眼寓

　　　

の障害
Ｈ０６．０ヰ

　　

他に分類される疾患における涙器の障

　　

害
Ｈ０６．１＊

　　

他に分類される疾患における眼嵩の寄
生虫症

Ｈ０６‐２＊

　　

甲状腺機能異常性眼球突出 （症）
（Ｅｏ５．‐↑）

Ｈ０６．３＊

　

他に分類される疾患における眼縞のそ
の他の障害

結膜の障害（ＨＩＯ－Ｈ１３）
ＨＩＯ

　　

結膜炎
ＨＩＯ．０ 粘液膿′性結膜炎
ＨＩ０‐１ 急性アトピー性結膜炎
ＨＩＯ．２ その他の急性結膜炎
ＨＩＯ．３ 急性結膜炎，詳細不明
ＨＩＯ．４

　　

慢性結膜炎
ＨＩＯ．５

　　

眼陰結膜炎
ＨＩ０‐８ その他の結膜炎
ＨＩＯ．９ 結膜炎，・詳細不明
ＨＩＩ

　　

結膜のその他の障害
ＨＩＩ．０ 塊状片
ＨＩＩ．１ 結膜変性及び沈着症
ＨＩ１‐２ 結膜癒痕
ＨＩＩ．３

　　

結膜出血

　

ＨＩＩ．４

　　

その他の結膜の血管障害及びのう＜
嚢＞胞

ｍｌ．８

　　

結膜のその他の明示された障害
ＨＩＩ．９

　　

結膜の障害，詳細不明

Ｈ１３＊

　

他に分類される疾患における結膜の障害
Ｈ１３．０＊

　　

結膜のフィラリア症＜糸状虫症＞
（Ｂ７４‐一十）

Ｈ１３．１＊

　

他に分類される感染症及び寄生虫症
における結膜炎

Ｈ１３‐２＊

　　

他に分類‐されるその他の疾患における

　　　　

結膜炎
Ｈ１３．３＊

　

，眼性類天庖踏（Ｌ１２‐一↑）
Ｈ１３．８＊

　　

他に分類される疾患における結膜のそ
の他の障害

強腹，角膜，虹彩及び毛様体の障害（Ｈ１５－Ｈ２２）
Ｈ１５

　　

強膜の障害

　

Ｈ１５．０

　　

強膜炎

　

Ｈ１５‐１

　　

上強膜炎
Ｈ１５‐８

　

・強膜のその他の障害
Ｈ１５．９

　　

強膜の障害，詳細不明
Ｈ１６ 角膜炎
Ｈ１６‐０ 角膜溝癌
Ｈ１６．１

　　

その他の表層角膜炎，結膜炎を伴わな
いもの

　

Ｈ１６．２

　　

角結膜炎

　

Ｈ１６‐３

　　

実質性及び深層角膜炎

　

Ｈ１６．４ 角膜血管新生

　

Ｈ１６．８ その他の角膜炎

　

Ｈ１６９ 角膜炎，詳細不明
Ｈ１７ 角膜癒痕及び混濁

　

Ｈ１７．０ 癒着白斑

　

Ｈ１７‐１

　　

その他の角膜中心混濁

　

Ｈ１７‐８

　　

その他の角膜癒痕及び混濁

　

Ｈ１７．９

　　

角膜癒痕及び混濁，詳細不明
Ｈ１８

　　

角膜のその他の障害

　

Ｈ１８．０

　　

角膜着色及び色素沈着

　

Ｈ１８‐１

　　

水庖」性角膜症

　

Ｈ１８．２ その他の角膜浮腫

　

Ｈ１８‐３ 角膜の膜様変化

　

Ｈ１８．４

　　

角・膜変性

　　　　　　　　

．

　

Ｈ１８．５ 遺伝性角膜ジストロフイ
Ｈ１８．６ 円錐角膜

　

Ｈ１８．７

　

・その他の角膜変形
Ｈ１８．８

　　

角膜のその他の明示された障害
Ｈ１８‐９

　　

角膜の障害，詳細不明
ＨＩザ

　

他に分類される疾患における強膜及び角膜

　　　

の障害
ＨＩ９．０＊

　　

他に分類される疾患における強膜炎及
び上強膜炎



（中
Ｎ
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紙
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）

　

ＨＩ９．１＊

　　

ヘルペスウイルス（性）角膜炎及び角

　　　　　

結膜炎 （ＢＯＯ．５↑）

　

ＨＩ９．２＊

　　

他に分類されるその他の感染症及び寄

　　　　　

生虫症における角膜炎及び角結膜炎

　

ＨＩ９．３ネ

　　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　　

角膜炎及び角結膜炎

　

ＨＩ９．８＊

　　

他に分類される疾患における強膜及び

　　　　

角膜のその他の障害
Ｈ２０

　

・虹彩毛様体炎

　

Ｈ２ＱＯ

　　

急性及び亜急性虹彩毛様体炎

　

Ｈ２０．１

　　

慢性虹彩毛様体炎

　　　　

」

　

Ｈ２０．２

　　

水晶体原性虹彩毛様体炎

　

Ｈ２０．８

　　

その他の虹彩毛様体炎

　

’

　

Ｈ２０．９‐ 虹彩毛様体炎，詳細不明
Ｈ２１

　　

虹彩及び毛様体のその他の障害

　

Ｈ

　

２１．０

　　

前房出血

　

Ｈ２１．１

　　

虹彩及び毛様体のその他の血管障害

　

Ｈ２１．２

　　

虹彩及び毛様体の変性

　

Ｈ２１‐３

　　

虹彩，毛様体及び前房ののう＜嚢＞胞

　

Ｈ２１４ 瞳孔膜

　

Ｈ２１‐５

　　

虹彩及び毛様体のその他の癒着及び

　　　　　

破壊

　

Ｈ２１‐８

　　

虹彩及び毛様体のその他の明示され

　　　　　

た障害

　　

ー

　

Ｈ２１．９

　　

虹彩及び毛様体の障害，詳細不明
′Ｈ２２＊

　　

他に分類される疾患における虹彩及び毛様

　　　

体の障害

　

Ｈ

　

２２．０＊

　

他に分類される感染症及び寄生虫症

　　　　　

における虹彩毛様体炎

　

Ｈ２２‐１＊

　　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　　

虹彩毛様体炎

　

Ｈ２２．８＊

　　

他に分類される疾患における虹彩及び

　　　　　

毛様体のその他の障害
水晶体の障害（Ｈ２５－Ｈ２８）
Ｈ２５

　　

老人性白内障
Ｈ２５‐０ 老人性初発白内障
Ｈ２５．１ 老人性核白内障
Ｈ

　

２５‐２

　　

老人性白内障， モルガニー 〈

　　　　　

Ｍｏｒｇａｇｎｉ＞型

Ｈ２５‐８ｒ

　　

その他の老人性白内障

　

老人性白内障，詳細不明
その他の白内障

　

乳児，若年及び初老期白内障

　

外傷鯨性白内障

　

併発白内障

　　

．

　

薬物誘発性白内障
の
Ｎ

　

Ｈ２５．９

Ｈ２６

　

Ｈ２６．Ｏ

　

Ｈ２６‐Ｉ

　

Ｈ２６．２

　

Ｈ２６．３

Ｈ２６４

　　

後発白内障

　

Ｈ２６‐８‐ その他の明示された白内障－

　

Ｈ２６．９ 白内障， 詳細不明

Ｈ２７

　　

水晶体のその他の障害

　

Ｈ２７．０

　

′‐ 無水晶体（眼）

　

Ｈ

　

２７－１

　　

水晶体偏位

　　　　　　　

、
‐

Ｈ

　

２７．８

　　

水晶体のその他の明示された障害

　

Ｈ

　

２７‐９・

　

水晶体の障害，詳細不明
Ｈ２８＊

　　

他に分類される疾患における白内障及び水

　　　

晶体のその他の障害

　

Ｈ

　

２８．０＊

　

糖尿病（性）白内障（共通４桁項目．３

　　　　

を伴うＥＩＯ÷Ｅ１４十）

　

Ｈ２８．１＊

　　

その他の．内分泌，栄養及び代謝疾患に

　　　　

おける白内障

　

Ｈ

　

２８．２＊

　　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　

白内障

　

Ｈ２８．ぎ

　

他に分類される疾患における水晶体の

　　　　

その他の障害

　　　　　　　　　　

、

脈絡膜及び網膜の障害（Ｈ３０－Ｈ３６）
Ｈ３０

　　

網脈絡腹の炎症

　

Ｈ３０‐０

　　

網脈絡膜の局在性炎症

　

Ｈ３０‐１

　　

網脈絡膜の散在性炎症

　

Ｈ３０‐２ 後部毛様体炎

　

Ｈ３０．８

　　

その他の網脈絡膜の炎症

　　

‐
Ｈ３０．９

　　

網脈総テ膜の炎症，．詳細不明
Ｈ３１

　　

脈絡膜のその他の障害

　

Ｈ３１．０

　　

網脈絡膜癒痕

　

Ｈ３１．１

　　

脈絡膜変性

　

Ｈ３１‐２

　　

遺伝司劉脈絡膜ジストロフイ
Ｈ３１．３

　　

脈絡膜の出血及び破裂＜断裂＞
Ｈ３１４

　　

脈総テ膜剥離

　

Ｈ３１‐８

　　

脈総テ膜のその他の明示された障害

　

Ｈ３１．９

　　

脈餅絡膜の障害，詳細不明

　　

・

Ｈ３外

　

他に分類される疾患における網脈絡膜の障

　　　

害

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′

　

Ｈ３２．・０＊

　　

他に分類される感染症及び寄生虫症

　　　　　

における網脈絡膜の炎症

　

Ｈ３２‐８＊

　

、他に分類される疾患におけるその他の

　　　　　

網脈絡膜の障害
Ｈ３３ 網膜剥離及び裂孔

　

Ｈ３３．０

　　

網膜剥離，網膜裂孔を伴うもの

　

Ｈ３３．１

　　

網膜分離症及び網膜のう＜嚢＞胞

　

Ｈ３３．２

　　

燥液性網膜剥離

　

、
．Ｈ３３‐３

　　

網膜裂孔，剥離を伴わないもの

　

Ｈ３３‐４‐ 牽引性網膜剥離

　

Ｈ３３．５

　

， その他の網膜剥離

Ｈ３４

　　

網膜血管閉塞症

　　

．

　　　

▼

Ｈ３４．０

　　

一過擦網膜動脈閉塞症
Ｈ３４．１ 網膜中心動脈閉塞症
Ｈ３４‐２

　　

その他の網膜動脈閉塞症
Ｈ３４．８・ その他の網膜血管閉塞症
Ｈ３４‐９

　　

網膜血管閉塞症，詳細不明
Ｈ３５ その他の網膜障害
Ｈ３５．０

　　

単純性網膜症及び網膜血管変化
Ｈ３５．１ 未熟児網膜症
Ｈ３５．２

　

‐その他の増殖網膜症
Ｈ３５．３

　　

黄斑及び後極の変性

　

Ｈ３５．４ 周辺網膜変性

　

Ｈ３５．５ 遺伝性網膜ジストロフイ
Ｈ３５．６ 網膜出血

　

Ｈ３５．７ 網膜層の分離
Ｈ３５．８

　　

その他の明示された網膜障害
Ｈ３５．９ 網膜障害，詳細不明
Ｈ３６＊

　

他に分類される疾患における網膜の障害
Ｈ３６．０＊

　　

糖尿病（性）網膜症（共通４桁項目．３

　　　　

を伴うＥＩ０一Ｅ１４↑）． ‐

Ｈ３６．８＊

　　

他に分類される疾患におけるその他の

　　　　

網膜障害
緑内障（Ｈ４０一Ｈ４２）
Ｈ４０

　　

緑内障

　

，

　

Ｈ４０．０ 緑内障の疑い
Ｈ４０‐１ 原発開放隅角緑内障

　

Ｈ４０．２ 原発閉塞隅角緑内障

　

１・１４０．３

　　

眼の外傷に続発する緑内障

　

Ｈ４０．・４

　　

眼の炎症に続発する緑内障

　

Ｈ４０．５

　　

その他の眼疾患に続発する緑内障

　

Ｈ４０‐６ 薬物による・続発緑内障

　

Ｈ４０‐８ その他の緑内障
Ｈ４０．９

　

‐緑内障，詳細不明
Ｈ４２＊

　

他に分類される疾患における緑内障

　

Ｈ４２．び

　　

内分泌，栄養及び代謝疾患における緑

　　　　

内障

　

Ｈ４２．８＊

　　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　

緑内障
硝子体及び眼球の障害（Ｈ４３－Ｈ４５）
Ｈ４３

　　

硝子体の障害

　　

．

　

Ｈ４３．０

　　

硝子体脱出

　

Ｈ４３．１

　　

硝子体出血

　

Ｈ４３．２ 硝子体内結晶沈着

　

Ｈ４３．３ その他の硝子体混濁

　

Ｈ４３．８

　　

硝子体のその他の障害

　

Ｈ４３．９

　　

硝子体の障害，詳細不明

Ｈ４４

　　

眼球の障害

　

Ｈ４４．０ 化膿性眼内炎
Ｈ４４‐１ その他の眼内炎
Ｈ４４．２ 変性近視
Ｈ４４．３

　　

眼球のその他の変性性障害
Ｈ４４．４ 低眼圧

　

Ｈ４４．５ 眼球の変性病態
Ｈ４４．６

　　

眼内磁性異物残留（陳旧性）
Ｈ４４．７

　　

眼内非磁性異物残留・（陳旧性）
Ｈ４４．８

　　

眼球のその他の障害

　

Ｈ４４‐９

　　

眼球の障害，詳細不明
Ｈ４５＊

　　

他に分類される疾患における硝子体及び眼

　　　

球の障害

　

Ｈ４５‐０＊

　　

他に分類される疾患における硝子体出

　

‐

　　

血

　

Ｈ４５‐１＊

　　

他に分類される疾患における眼内炎

　

Ｈ４５．８＊

　　

他に分類される疾患における硝子体及

　　　　

び眼球のその他の障害
視神経及び視（覚）路の障害（Ｈ４６一Ｈ４８）
Ｈ４６

　　

視神経炎
Ｈ４７

　　

視神経［第２脳神経］及び視（覚）路のそ

　　　

の他の障害

　

Ｈ４７．０

　　

視神経の障害，他に分類されないもの

　

Ｈ４７‐１

　　

乳頭浮腫，詳細不明

　

Ｈ４７‐２ 視神経萎縮

　

Ｈ４７↓３

　　

視神経乳頭のその他の障害

　

Ｈ４７．４

　　

視、（神経）交叉の障害

　　　

′

－

　

－Ｈ４７‐５ その他の視（覚）路の障害

　

Ｈ４７‐６ 視覚皮賃の障害

　

Ｈ４７．７

　

‐視（覚）路の障害，詳細不明
Ｈ４８＊

　

他に分類される疾患における視神経［第２

　　　

脳神経］及び視（覚）路の障害

　

Ｈ４８．０＊

　

他に分類される疾患における視神経萎

　　

縮

　

Ｈ４８‐１ヰ

　

他に分類される疾患における球後視神

　　　　

経炎

　

Ｈ４８‐８＊

　　

他に分類される疾患における視神経及

　　　　　

び視（覚）路のその他の障害
眼筋，眼球運動，調節及び屈折の障害（Ｈ４９－Ｈ５２）
Ｈ４９

　　

麻疹態斜視

　

Ｈ４９‐０

　　

第３脳神経［動眼神経］麻痩

　

Ｈ４９．１

　　

第４脳神経［滑車神経］麻庫

　

１１４９．２

　　

第６脳神経［外転神経］麻庫

　

Ｈ４９‐３

　　

全（外）眼筋麻庫

　

Ｈ４９．４ 進行性外眼筋麻痩

　

Ｈ４９‐８ その他の麻癖箆斜視



糠

他

　

Ｈ４９．９

　　

麻癖脇斜視，詳細不明

　

－
Ｈ５０ その他の斜視

　

Ｈ５０．０ 共同性内斜視

　

Ｈ５０．１ 共同性外斜視

　

Ｈ５０．２ 上下斜視

　

Ｈ５０‐３

　　

間欠く歌〉↑蜂糾視

　

Ｈ５０．４

　　

その他及び詳細不破明の斜視

　

Ｈ５０‐５

　　

斜位

　

－

　

Ｈ５０．６ 機械的斜視

　

Ｈ５０．８

　　

その他の明示された斜視

　

Ｈ５０．９ 斜視，詳細不明
Ｈ５１

　　

両目勝運動のその他の障害

　

日５１．ｏ 共同注視麻庫

　　　　　　　　　　　

Ｈ５１．１

　　

幅鞍（開散）不全及び過多

　

Ｈ５１‐２

　　

核間（眼筋）麻庫

　

Ｈ５１‐８

　　

両眼運動のその他の明示された障害

　

Ｈ５１‐９

　　

両眼運動障害，詳細不明
Ｈ５２ 屈折及び調節の障害

　

Ｈ５２‐０

　　

遠視

　

Ｈ５２‐１

　　

近視

　

Ｈ５２‐２

　　

乱視

　

Ｈ５２．３

　　

不同視及び不等像視（症）

　

Ｈ５２４

　　

老視

　

Ｈ５２．５

　　

調節の障害

　

Ｈ５２．６

　　

屈折のその他の障害

　

Ｈ５２‐７

　　

屈折の障害，詳細不明
視機能障害及び高く失明〉（Ｈ５３一Ｈ５４）
Ｈ５３

　　

視覚障害

　

、

　

Ｈ５３．０

　　

廃用性弱視

　

Ｈ５３．１ 自覚的視覚障害
．Ｈ５３．２

　　

複視

　

Ｈ５３．３

　　

両眼視のその他の障害

　

Ｈ５３．４ 視野欠損

　

Ｈ５３．５ 色覚異常

　

Ｈ５３．６

　　

夜盲

　

Ｈ５３．８ その他の視覚障害

　

Ｈ５３‐９ 視覚障害，詳細不明
Ｈ５４

　　

両眼性及び単眼性視覚障害（盲を含む）

　

Ｈ５４‐０

　　

両眼性盲
Ｈ５４‐１

　　

両眼性重度視覚障害
Ｈ５４‐２ 両眼性中度視覚障害

　

Ｈ５４．３

　　

両眼性軽度視覚障害又は視覚障害な

　　　

　

Ｈ５４．４ 単眼性盲
Ｈ５４二５

　　

単眼性重度視覚障害
Ｈ５４‐６ 単眼性中度視覚障害

　

Ｈ５４‐９

　　

（両眼性）視覚障害，詳細不明
眼及び付属器のその他の障害（Ｈ５５－Ｈ５９）
Ｈ５５

　　

眼振及びその他の不規則眼球運動
Ｈ５７

　　

眼及び付属器のその他の障害

　

Ｈ５７‐０ 瞳孔機能異常

　

Ｈ５７‐１

　　

眼痛

　

Ｈ５７．８

　　

眼及び付属器のその他の明示された障

　　　

害

　

Ｈ５７．９

　　

眼及び付属器の障害，詳細不明
Ｈ５８＊

　　

他に分類される疾患における眼及び付属器，

　　　

のその他の障害

　

Ｈ５８．０＊

　　

他に分類される疾患における瞳孔機能

　　　　

異常

　

Ｈ５８．ｒ

　

他に分類される疾患における視覚障害

　

Ｈ５８‐８＊

　

他に分類される疾患における眼及び付

　　

．

　

臓器のその他の明示された障害
Ｈ５９

　　

眼及び付属器の処置後障害，他に分類され

　　

ないもの
．Ｈ５９．０

　　

白内障手術に続発する角膜症（無水晶

　　　　　

体性水庖性角膜症）
Ｈ５９．８

　　

眼及び付属器のその他の処置後障害
Ｈ５９．９

　　

眼及び付属器の処置後障害，詳細不明

　　　

第孤章，耳及び乳様突起の疾患（Ｈ６０‐Ｈ９５）
・外耳疾患（Ｈ６０一Ｈ６２）
Ｈ６０

　　

外耳炎

　

Ｈ６０．０

　

－外耳の膿癌

　

Ｈ６０．１

　　

外耳の蜂巣炎＜蜂嵩織炎＞

　

Ｈ６０．２

　　

悪性外耳炎

　

Ｈ６０‐３

　　

その他の感染性外耳炎

　

Ｈ６０．４

　　

外耳道真珠腫（症）

　

Ｈ６０．５ 急性外耳炎，非感染性

　

Ｈ６０．８ その他の外耳炎

　

Ｈ６０．９ 外耳炎，詳細不明
Ｈ６１ その他の外耳障害

　

Ｈ６１．０ 外耳の軟骨膜炎

　

Ｈ６１．１

　　

耳介の非感染性障害

　

Ｈ６１．２ 耳垢栓塞

　

Ｈ６１．３

　　

後天性外耳道狭窄（症）

　

Ｈ６１．８

　　

その他の明示された外耳障害

　

Ｈ６１．９ 外耳障害，詳細不明
Ｈ６２＊

　　

他に分類さ．れる疾患における外耳障害

　

Ｈ６２．０＊

　　

他に分類される細菌性疾患における外

　　　　　

耳炎

　

Ｈ６２‐１＊

　　

他に分類されるウイルス′性疾患におけ

　　　　　

る外耳炎

Ｈ６２．２＊

Ｈ６２‐３
＊

日６２．４率

Ｈ６２．８＊

真菌症における外耳炎
他に分類されるその他の感染症及び寄
生虫症における外耳炎

　

‐
他に分類されるその他の疾患における
外耳炎
他に分類される疾患におけるその他の
外耳障害

中耳及び乳様突起の疾患（Ｈ６５－Ｈ７５）
Ｈ６５

　　

非化方陰性中耳炎

　

Ｈ６５．０ 急性瀞出性中耳炎

　

日６５．１

　

▼

　

その他の急性非化膿性中耳炎

　

Ｈ６５．２

　　

慢′性移出性中耳炎

　

Ｈ６５．３ 慢性粘液性中耳炎

　

Ｈ６５．４

　　

ーその他の慢性非化膿性中耳炎

　

Ｈ６５‐９

　　

非化勇欝性中耳炎，詳細不明
Ｈ６６

　　

化膿性及び詳細不明の中耳炎

　

Ｈ６６．０

　　

急ｖ性化膿・性中耳炎

　　　　　　　　

．

　

Ｈ６６．１

　　

慢性耳管鼓室化膿′性中耳炎

　

Ｈ６６．２

　　

慢性上鼓室乳突洞化膿’性中耳炎

　

Ｈ６６．３

　　

その他の慢性化膿性中耳炎

　

Ｈ６６．４

　　

化月勝性中耳炎，詳細不明

　

Ｈ６６．９ 中耳炎，詳細不明
Ｈ６ア

　

他に分類される疾患における中耳炎

　

Ｈ６７．▼０＊

　　

他に分類される細菌性疾患における中

　　　　　

耳炎

　

Ｈ６７．１＊

　　

他に分類されるウイルス′性疾患におけ

　　　　　

る中耳炎

　

Ｈ６７．８ヰ

　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　　

中耳炎
Ｈ６８

　　

耳管炎及び耳管閉塞

　

Ｈ６８．０ 耳管炎

　

Ｈ６８‐１

　　

耳管閉塞

Ｈ６９ その他の耳管障害

　

Ｈ６９‐０

　　

耳管開放（症）

　

Ｈ６９．８

　　

その他の明示された耳管障害

　

Ｈ６９‐９

　　

耳管障害，詳細不明
Ｈ７０

　　

乳（様）突（起）・炎及び関連病態

　

Ｈ７０．０‐ 急性乳（様）突（起）炎

　

Ｈ７０．１ 慢性乳（様）突（起）炎

　

Ｈ７０．２

　　

錐体尖（端）炎

　

Ｈ７０．８

　　

その他の乳（様）突（起）炎及び関連

　　　　

病態

　

Ｈ７０．９

　　

乳（様）突（起）炎，．詳細不明
Ｈ７１，

　

中耳真珠腫
Ｈ７２

　　

鼓膜穿孔
Ｈ７２．０ 中心Ｊ性鼓膜穿孔

　

Ｈ７２‐１

　　

上鼓室（鼓膜）穿孔

　

Ｈ７２‐２ その他の辺縁性鼓膜穿孔

　

Ｈ７２．８ その他の鼓膜穿孔

　

Ｈ７２‐９ 鼓膜穿孔，詳細不明
Ｈ７３

　　

鼓膜のその他の障害

　

Ｈ７３‐０

　　

急性鼓膜炎

　

Ｈ７３．１

　　

慢性鼓膜炎

　

Ｈ７３．８

　　

鼓膜のその他の明示された障害
′Ｈ７３．９

　　

鼓膜の障害，詳細不明
Ｈ７４

　　

中耳及び乳様突起のその他の障害

　

Ｈ７４．０

　　

鼓室硬化症

　

Ｈ７４‐１ 癒着」性中耳疾患

　

Ｈ７４．２ 耳小骨連鎖の離断及び変位

　

Ｈ７４．３

　　

耳小骨のその他の後天」性異常

　

Ｈ７４‐４

　　

中耳のポリープ

　

Ｈ７４．８

　　

中耳及び乳様突起のその他の明示さ

　　　　　

れた障害

　

Ｈ７４．９

　　

中耳及び乳様突起の障害，詳細不明
Ｈ７５＊

　　

他に分類される疾患；串、ける中耳及び乳様

　　　

突起のその他の障害

　

Ｈ７５．０＊

　　

他に分類される感染症及び寄生虫症

　　　　　

における乳（様）突（起）炎

　

Ｈ７５．８＊

　

他に分類される疾患における中耳及び

　　　　　

乳様突起のその他の明示された障害
内耳疾患（Ｈ８０－Ｈ８３）
Ｈ８０

　　

耳硬化症正

　

Ｈ８０．０

　　

前庭窓＜卵円窓＞を障害する非閉塞

　　　　　

′性耳硬化症

　

Ｈ８０．１

　　

前庭窓＜卵円窓＞を障害する閉鎖′性

　　　　　

耳硬化症

　

Ｈ８０．２

　　

蝦牛耳硬化症

　

Ｈ８０‐８ その他の耳硬化症

　

Ｈ８０‐９

　　

耳硬化症，詳細不明
Ｈ８１ 前庭機能障害

　

Ｈ８１．０ メニエール＜Ｍｅｎｉもｒｅ＞病

　

Ｈ８１‐１

　　

良性発作性めまい＜肢量（症）＞
Ｈ８１．２

　　

前庭神経炎
Ｈ８１３

　　

その他の末梢Ｊ性めまい＜舷量（症）〉

　

Ｈ８１．４

　　

中枢性めまい＜肢量（症），＞
Ｈ８１．８

　　

その他の前庭機能障害
Ｈ８１‐９

　　

前庭機能障害，詳細不明
Ｈ８２＊

　　

他に分類される疾患におけるめまい＜肢

　　　

量＞症候群
Ｈ８３・ その他の内耳疾患
Ｈ８３．０ 迷路炎
Ｈ８３．１

　　

迷路痩 仔Ｌ）
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Ｈ８３２

　　

迷路機能異常

　

．
Ｈ８３．３

　

・騒音による内耳障害

Ｈ８３．８

　　

その他の明示された内耳疾患

Ｈ８３．９ 内耳疾患，詳細不明
耳のその他の障害 （Ｈ９０一Ｈ９５）

　

－

Ｈ９０

　　

伝音及び感音難聴
Ｈ９０．０

　　

，両側性伝音難聴
Ｈ９０．１

　　

ー側性伝音難聴、，反対側の聴力障害を

　　　　

伴わないもの

　

Ｈ９０．２

　　

伝音難聴，詳細不明

　

Ｈ９０．３ 両側性感音難聴

　

Ｈ９０‐４

　　

ー側性感音難聴，反対側の聴力障害を

　　　　

伴わないもの

　

Ｈ９０．５

　　

感音難聴，詳細不明

　

Ｈ９０．６ 両側性混合難聴

　

Ｈ９０‐７

　　

片側性混合難聴，反対側の聴力障害を

　　　　

伴わないもの

　　　

－

　

Ｈ９０．８ 混合難聴，詳細不明
Ｈ９１

　

▼その他の難聴

　

Ｈ９１．０

　　

聴器毒性難聴

　

Ｈ９１．１ 老人性難聴

　

Ｈ９１．２

　　

突発性難聴（特発性）

　

Ｈ９１．３

　

ｒろうあ＜聾唖〉，他に分類されないも

　　　

の

　

Ｈ９１‐８－

　　

その他の明示された難聴

　

Ｈ９１．９ 難聴，詳細不明
Ｈ９２

　

‐離痛及び耳内貯留

　

Ｈ９２．０・

　

耳痛

　

Ｈ９２．１

　　

耳漏

　

Ｈ９２．２

　　

耳出血

Ｈ９３

　　

耳のその他の障害，他に分類されないもの

　

Ｈ９３．０

　　

耳の変性障害及び血管障害

　

Ｈ９３‐１

　　

耳鳴

　

Ｈ９３．２ その他の（感音性）聴覚異常

　

Ｈ９３．３ 聴神経障害

　

Ｈ９３‐８

　　

耳のその他の明示された障害

　

Ｈ９３‐９

　　

耳の障害，詳細不明
Ｈ９４＊

　

他に分類される疾患における耳のその他の

‐

　　

障害

　　　　　　　

′

　

Ｈ９４．０＊

　　

他に分類される感染症及び寄生虫症

　　　　　

における聴神経炎

　

Ｈ９４．８＊

　　

他に分類される疾患における耳のその

　　　　　

他の明示された障害
Ｈ９５

　　

耳及び乳様突起の処置後障害，他に分類さ

　　　

れないもの

　

Ｈ９５－ｏ

　　

乳突洞削開術後腔の再発性真珠腫

Ｈ９５．１

・Ｈ９５．８

Ｈ９５．・９

乳突洞削開術に続発するその他の障
害
耳及び乳様突起のその他の処置後障
害

　　

．

　　　　　　　　　

，・

　

．
耳及び乳様突起の処置後障害，詳細不
明－

　　　　　　　　　

●．

　　

第頂章

　

循環器系の疾患（１００一１９９）
魚潔性リウマチ熱 （１００一１０２）

工ｏｏ

　　

心臓併発症の記載のないリウマチ熱
工０１

　

′心臓併発症を伴うリウマチ熱

　

工ｏｌ．０ 急性リウマチ性心膜炎

　

１０１．１

　　

急性リウマチ性心内腹炎

　

１０１．２ 急性リウマチ性心筋炎

　

１０１．８

　　

その他の急性リウマチ性心疾患

　

１０１‐９

　

．‐急性リウマチ性心疾患，詳細不明
１０２

　　

リウマチ性舞踏病

　

．

　

１０２．０

　　

心臓併発症を伴うリウマチ性舞踏病

　

１０２．９

　　

心臓併発症を伴わないリウマチ性舞踏

　　

病
慢性リウマチ性心疾患（１０５‐１０９）

１０５ リウマチ性僧帽弁疾患

　

１０５．０

　　

僧帽弁狭窄｛症）

　

工０５．１

　　

リウマチ性僧幅弁閉鎖不全（症）

‐１０５．２

　　

閉鎖不全（症）－を伴う僧－幅弁狭窄（症）

　

１０５．８ その他の僧帽弁疾患

　

工０５‐９

　

◆． 僧幅弁疾患，詳細不明
工０６

　　

リウマチ性大動脈弁疾患

　

１０６‐０

　　

リウマチ性大動脈狭窄（症）

　

１０６．１

　　

リウマチ性大動脈弁閉鎖不全

　

旋回

　

ェ０６．２

　　

閉鎖不全（症）を伴うリウマチ性大動

　　　　　

脈弁狭窄（症）

‐１０６‐８

　　

その他のリウマチ性大動脈弁疾患

　

１０６．９

　　

リウマチ性大動脈弁疾患，詳細不明

工０７ リウマチ性三尖弁疾患

　

工０７‐０

　　

三尖弁狭窄（症）

　

１０７．１

　　

三尖弁閉鎖不全（症）

　

１０７．２

　　

閉鎖不全（症）を伴う三尖弁狭窄（症）

　

工０７‐８

　　

その他の三尖弁疾患

　　　　

－

　

工０７‐９

　　

三尖弁疾患，詳細不明
１０８ 連合弁膜症正

　

工０８．０

　　

僧－帽弁及び大動脈弁の合併障害

　

１０８．１

　　

僧幅弁及び三尖弁の合併障害

　

工０８‐２

　　

大動脈弁及び三尖弁の合併障害

　

１０８．３

　　

僧幅弁，大動脈弁及び三尖弁の合併障
害

　

１０８．８ その他の連合弁膜症

　

１０８‐９ 連合弁膜症，詳細不明
工０９

　　

その他のリウマチ性心疾患

　

工０９．０ リウマチ性心筋炎

　

１０９．１

　　

心内膜のリウマチ性疾患，弁膜不詳

　

１０９‐２ 慢性リウマチ性心膜炎

　

１０９．８

　　

その他の明示されたリウマチ性心疾患

　

工０９．９

　　

リウマチ性心疾患，詳細不明
高血圧性疾患（ｎｏ‐１１５）－

エ１０

　　

本態性（原発性＜一次性＞）高血圧（症）
ｎｌ 高血圧性心疾患

　

工１１．０

　　

心不全（うっ血性）を伴う高血圧性心

　　　　

疾患

　　　　　　　　　　　　　　　

・

　

１１１．９

　　

心不全〔うっ血性）を伴わない高血圧

　　　　

性心疾患
１１２ 高血圧性腎疾患

　

ｎ２‐０

　　

腎不全を伴う高血圧性腎疾患

　

１１２‐９

　　

腎不全を伴わない高血圧性腎疾患

ｎ３

　　

高血圧性心腎疾患‐

　

工１３．０

　　

心不全（うっ血性）を伴う高血圧性心

　　　　

腎疾患

　

１１３‐１

　　

腎不全を伴う高血圧性心腎疾患

　

工１３‐２

　　

心不全（うっ血性）及び腎不全の合併

　　　　　

を伴う高血圧性心腎疾患

　

１１３．９

　　

高血圧性心腎疾患，詳細不明
１１５

　　

二次性＜続発性＞高血圧（症）

　

ｎ５．０

　　

腎血管性高血圧（症）

　

工１５．１

　　

その他の腎障害による二次性＜続発

　　　　　

性＞高血圧（症）

　

１１５．２

　　

内分泌障害による一次性＜続発性＞

　　　　　

高血圧（症）

　

ｎ５．８

　　

その他の二次性＜続発性＞高血圧

　　　　　

（症）

　

１１５‐９

　　

二次性＜続発性＞高血圧（症），詳細

　　　　

不明

虚血性心疾患 （１２０一１２５）

　　　　　

－

１２０

　　

狭心症

　

工２０．０ 不安定狭心症

　

工２０．１

　　

記録されたれん＜掌＞縮を伴う狭心
．

　　　　　

症

　

工２０．８ その他の型の狭心症正

　

工２０‐９
・ 狭心症正，詳細不明

工２１

　　

急）性心筋梗塞

　

工２１．０

　　

前壁の急性貫壁性心筋梗塞

　

工２１‐１，

　

下壁の急性貫壁性心筋梗塞

　

１２１‐２

　　

その他の部位の急性貫壁性心筋梗塞

　

１２１．３

　　

急性質壁性心筋梗塞，部位不明

　

１２１４

　　

急性心内膜下心筋梗塞

　

１２１‐９

　　

急性心筋梗塞，詳細不明

　

．
１２２ 再発性心筋梗塞

　

工２２．０

　　

前壁の再発性心筋梗塞

　

１２２‐１

　　

下壁の再発性心筋梗塞

　

１２２‐８

　　

その他の部位の再発性心筋梗塞

　

工２２‐９

　　

部位不明の再発性心筋梗塞
１２３

　　

急性－心筋梗塞の続発合併症

　

１２３．ｏ

　　

急Ｕ性心筋梗塞の続発合併症としての

　　　　

心膜血腫

　

１２３．１

　　

急Ｕ性心筋梗塞の続発合併症としての

　　　　

心房中隔欠損（症）

　

１２３．２

　　

急性心筋梗塞の続発合併症としての

　　　　

心室中隅欠損（症）

　

１２３‐３

　　

急性心筋梗塞の続発合併症としての

　　　　　

心膜血腫を伴わない心、（壁）破裂

　

工２３‐４

　　

急性心筋梗塞の続発合併症としての

　　　　

騰索の断裂

　

１２３．５

　　

，ｖ

　

心

　　

塞の続発合併症としての１２３．５

　　

急性心筋梗塞の続発合併症としての

　　　　

乳頭筋の断裂
ェ２３．６

　　

急性心筋梗塞の続発合併症としての

　　　　

心房，心耳，心室の血栓症
１２３．８

　　

急性心筋梗塞のその他の続発合併症

１２４

　　

その他の急性虚血性心疾患
１２４．０

　　

冠（状）（動脈）血栓症，心筋梗塞に

　　　　

至らなかったもの

１２４．１

　　

ドレスラー＜Ｄｒｅｓｓｌｅｒ＞症候群

１２４‐８

　　

その他の型の急性虚血性心疾患
工２４．９

　　

急性虚血性心疾患，詳細不明
工２５ 慢性虚血Ｊ性心疾患

　

１２５．０

　

・アテローム＜じゆく＜粥＞状＞硬化

‐

　　　　　

性心血管疾患と記載されたもの
１２５‐１

　　

アテロームくじゆく＜粥＞状＞硬化

　　　　

性心疾患

　

１２５．２

　　

陳旧性心筋梗塞

　

工２５．３ 心室痛

　

１２５４

　　

冠（状）動脈癌

　

工２５．５

　　

虚血性心筋症

　　　　

－

　

１２５‐６

　　

無痛性＜無症候性＞心筋虚血

　

１２５．８

　　

その他の型の慢性虚血性心疾患

　

工２５．９

　　

慢性虚血性心疾患，詳細不明
肺性心疾患及び肺循環疾患（工２６一１２８）
１２６

　　

肺塞栓症

　

１２６．０

　　

急性肺性心と記載された肺墓栓症

　

．

　

１２６も９

　　

急性肺性心の記載のない蹄塞栓症
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１２７ その他の肺性心疾患

　

１２７．０

　　

原発性肺高血圧（症）

　

１２７．エ

　　

（脊柱）後毒側毒性心疾患

　

１２７．２

　　

その他の二次性＜続発性＞肺高血圧

　　　　　

（症）

　

工２７．８

　　

その他の明示された肺性心疾患

　

１２７．９

　　

肺性心疾患，詳細不明
１２８ その他の肺血管の疾患

　

工２８．０

　　

肺血管の動静脈痩

　

１２８．，１ ‐肺動脈の動脈癌

　

１２８．８

　　

肺血管のその他の明示された疾患

　

１２８．９

　

， 肺血管の疾患，詳細不明
その他の型の心疾患（工３０－工５２）
１３０

　　

急性心膝炎

　

１３０‐０

　　

急性非特異性特発性心膝炎

　

１３０．１ 感染性心膜炎

　

１３０．８ その他の型の急性心膜炎

　

１３０．９

　　

急性心膜炎，詳細不明
１３１

　　

心膜のその他の疾患

　

１３１．０ 慢性癒着性心膜炎

　

１３１．１

　

，慢性収縮性心膜炎

　

１３１．２

　　

心膜血腫，他に分類されないもの

　

ｒ３１‐３

　　

心膜移出液（非炎症性）

　

１３１．８

　　

心膜のその他の明示された疾患

　

１３１．９

　　

心膜の疾患，詳細不明
工３２＊

　　

他に分類される疾患における心膜炎

　

１３２．０＊

　

他に分類される細菌性疾患における心

　　　　　

膜炎

　

１３２．１＊

　

他に分類されるその他の感染症及び寄

　　　　　

生虫症における心膜炎

　

工３２．８＊

　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　　

心膜炎
１３３

　　

急性及び亜急性心内膜炎

　

１３３．０・

　

急性及び亜急性感染性心内膜炎

　

工３３．９ 急性心内膜炎，詳細不明
１３４

　　

非リウマチ性僧幅弁障害

　

′

　

１３４‐０

　　

僧幅弁閉鎖不全（症）

　

１３４‐エ

　　

僧幅弁逸脱（症）

　

工３４‐２

　　

非リウマチ性僧幅弁狭窄（症）

　

１３４．８

　　

その他の非リウマチ性僧幅弁障害

　

１３４‐９

　　

非リウマチ性僧帽弁障害ゞ 詳細不明
工３５．

　

非リウマチ性大動脈弁障害
１３５．０

　　

大動脈弁狭窄（症）
工３５‐１

　　

大動脈弁閉鎖不全（症）
１３５．２

　

．大動脈弁の閉鎖不全（症）を伴う狭窄

　　　　　

（症）

　

１３５．８

　　

その他の大動脈弁障害

　

工３５．９

　　

大動脈弁障害，詳細不明
１３６

　　

非リウマチ性三尖弁障害

　

工３６．０

　　

非リウマチ性三尖弁狭窄、（症）

　

１３６．１

　　

非リウマチ性三尖弁閉鎖不全（症）

　

工３６．２

　　

閉鎖不全（症）を伴う非リウマチ性三

　　　　　

尖弁狭窄（症）

　

工３６．８

　　

その他の非リウマチ性三尖弁障害

　

１３６．９

　　

非リウマチ性三尖弁障害，詳細不明
１３７ 肺動脈弁障害

　

１３７．０

　　

肺動脈弁狭窄（症）

　

工３７．Ｌ

　　

肺動脈弁閉鎖不全（症）

　

１３７‐２

　　

肺動脈弁の閉鎖不全（症）を伴う狭窄

　

「

　　　　

（症）

　

１３７‐８

　　

その他の肺動脈弁障害

　

工３７．９

　

．肺動脈弁障害，詳細不明
１３８

　

・心内膜炎，弁膜不詳
１３９＊

　

他に分類される疾患における心内膜炎及び

　　　

心弁膜障害

　

工３９．０＊

　　

他に分類される疾患における僧幅弁障

　　

害

　　　　　　　　　

工３９‐１＊

　　

他に分類される疾患における大動脈弁

　　　　　

障害

　　　　　　　　　

●▼

　

工３９．２＊

　

他に分類される疾患における三尖弁陣－

　　

答

　

工３９．３＊

　

他に分類される疾患における肺動脈弁

　　　　　

障害

　

１３９．４＊

　

・他に分類される疾患における連合弁膜

　　

症

　

１３９二が

　　

弁膜不詳の心内膜炎，他に分類される

　　　　

疾患におけるもの
１４０

　　

急性心筋炎

　

工４０．０ 感染性心筋炎

　

工４０．１ 孤立性心筋炎

　

工４０．８ その他の急性心筋炎

　

Ｔ４０‐９

　　

急性心筋炎，詳細不明

　　　

‐
ェ４１＊

　

他に分類される疾患における心筋炎

　

１４１‐０＊

　　

他に分類される細菌性疾患における心

　　　　

筋炎

　

閥１．１＊

　　

他に分類されるウイルス性疾患におけ

　　　　

る心筋炎

　　　　　　　

ー

工４工．２＊

　　

他に分類されるその他の感染症及び寄

　　　　

生虫症における心筋炎
工４１．８＊

　　

他に分類されるその他の疾患における
心筋炎

　

１４２ 心筋症

　

１４２‐０ 拡張型心筋症

　

１４２‐１

　　

閉塞性肥大型心筋症

　

工４２‐２

　　

その他の肥大型心筋症

　

１４２．３

　　

心内膜心筋（好酸球性）▼疾患

　

工４２ゞ４

　　

心内膜線維弾性症

　　　　　　

ー

　

１４２．５

　　

その他の拘束型心筋症

　

工４２‐６ アルコーノレ性心筋症

　

１４２．７

　　

薬物及びその他の外的因子による心

　　　　　

筋症

　

１４２．８ その他の心筋症

　

工４２．９ 心筋症，詳細不明
１４３＊

　　

他に分類される疾患における心筋症

　

工４３．０＊

　

他に分類される感染症及び寄生虫症

　　　　　

におけ・る心筋症

　

題３．１＊

　　

代謝疾患における心筋症

　

１４３．２＊

　

栄養性疾患における心筋症

　

工４３．８＊

　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　　

心筋症
１４４

　　

房室ブロック及び左脚ブロック

　

１４４．０

　　

房室ブロック，第１度

　

１４４１

　　

房室ブロック，第２度

　

１４４．２

　　

房室ブロック，完全

　

工４４．３

　　

その他及び詳細不明の房室ブロック

　

１４４．４

　　

左脚前枝ブロック

　

－

　

１４４．５

　　

左脚後枝ブロック

　

工４４．６

　　

その他及び詳細不明の分枝ブロック

　

１４４．７－

　　

左脚ブロック，詳細不明
１４５

　

・その他の伝導障害

　

１４５．０

　　

右脚分枝ブロック

　

工４５．１

　　

その他及び詳細不明の右脚ブロック

　

１４５‐２ 二束ブロック

　

１４５．３ 三束ブロック

　

工４５‐４

　　

非特異性心室内ブロック

　

１４５．５

　　

その他の明示された心ブロック

　

工４５‐６

　　

早期興奮症候群

　　　　　　　　

．

　

１４５．８

　　

その他の明示された伝導障害

　

工４５‐９ 伝導障害，詳細不明
１４６‐ 心停止

　

１４６．０・

　

蘇生に成功した心停止

　

１４６．１

　　

心臓性突然死＜急死＞と記載された

‐
もの‐

　　

１４６．９ 心停止，詳細不明
工４７

　　

発作性頻拍（症）

　

・

　

１４７‐０

　　

リエントリー性心室性不整脈

　

１４７．１

　　

上室（性）．頻拍（症）

　

１４７２

　　

心室（性）頻拍（症）

　

１４７．９

　　

発作性頻拍（症），詳細不明
‐１４８

　　

心房細動及び粗動

　

１４８．０ 発作性心房細動

　

１４８‐１ ・持続性心房細動

　

１４８．２ 慢性心房細動

　

１４８．３ 定型心房粗動

　

ェ４８．４‐ 非定型心房粗動

　

工４８．９

　

・心房細動及び心房粗動，詳細不明
１４９ その他の不整脈

　

１４９‐０ 心室細動及び粗動

　

１４９．１

　　

心房（性）早期脱分極

　

１４９老

　　

房室接合部早期脱分極

　

工４９．３ 心室性早期脱分極

　

１４９．４

　　

その他及び詳細不明の早期脱分極

　

工４９‐５

　　

洞不全症候群

　

１４９‐８

　　

その他の明示された不整脈

　

工４９．９ 不整脈，詳細不明
１５０

　　

心不全

　　　　　　　　　

．－

　

１５０‐０ うっ血性心不全

　

１５０．１

　　

左室不全

　

１５０．９ 心不全，詳細不明
１５１

　　

心疾患の合併症及び診断名不明確な心疾

　　　

患の記載

　

工５１．０

　　

」ｂ（臓）中隅欠損（症），後天性

　

１５１．１

　　

腔索の断裂，他に分類されないもの

　

工５１．２

　　

乳頭筋の断裂，他に分類されないもの

　

１５１．３

　　

心臓内血栓症，他に分類されないもの

　

工５１．４ 心筋炎，詳細不明

　

工５１‐５

　　

心筋変性（症）

　

１５１．６

　

．心血管疾患，詳細不明

　

１５１‐７

　　

．心（臓）拡大

　

１５１．８

　　

その他の診断名不明確な心疾患

　

１５１．９ 心疾患，詳細不明
１５２＊

　　

他に分類される疾患におけるその他の心臓

　　　

障害

　　

－

　

１５２二０＊

　

他に分類される細菌性疾患におけるそ

　　　　

の他の心臓障害

　　　　

・

　

１５２．１＊

　

他に分類されるその他の感染症及び寄

　　　　

生虫症におけるその他の心臓障害

　

工５２‐８＊

　　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　　

その他の心臓障害
脳血管疾患（１６０‐１６９）
１６ｏ

　　

くも膜下出血

　　　　　　　　　　

ー

　

１６０‐０

　　

頚動脈サイフォン及び頚動脈分岐部

　　　　

からのくも膜下出血

　　　　　　

′



工６０．１

　　

中大脳動脈からのくも膜下出血
１６０‐２

　　

前交通動脈からのくも膜下出血
１６０‐３

　　

後交通動脈からのくも膜下出血
１６０．４

　　

脳底動脈からのくも膜下出血
１６０．５

　　

椎骨動脈からのくも膜下出血
１６０．６

　　

その他の頭蓋内動脈からのくも膜下出

　　

血
１６０．７

　　

頭蓋内動脈からのくも膜下出血，詳細

　　　　

不明
（中
Ｎ
ｍ
紙
家
中
）

Ｎ

　　

．エ６０．８

　　

その他のくも膜下出血
の

　　

１６０．９ くも膜下出血，詳細不明

群

１６１

　　

脳内出血

　

ェ６１．０

　　

（大脳） 半球の脳内出血，皮質下

　

工６１．１

　　

（大脳）半球の脳内出血，皮質

　

１６１．・２

　　

（大脳）半球の脳内出血，詳細不明
工６１．３

　　

脳幹の脳内出血
１６１．４ 小脳の脳内出血
１６１．５
‐

　

脳内出血，脳室内
１６１．６

　　

脳内出血，多発限局性
１６１‐８

　

‘その他の脳内出血
１６１．９

　　

脳内出血，詳細不明
１６２

　　

その他の非外傷性頭蓋内出血

　

１６２‐０

　　

硬膜下出血（急性）（非外傷性）

　

工６２．１

　　

非外傷性硬膜外出血

　

１

　

６２‐９

　　

頭蓋内出血（非外傷性），詳細不明
１６３ 脳梗塞

　

工６３．０

　　

脳実質外動脈 伽幽底動脈，頚動脈，椎
骨動脈）の血栓症による脳梗塞

ｍ

　　

１６３．１

　　

脳実賃外動脈（脳底動脈，頚動脈，椎

灘

　　　

骨動脈）の塞栓症による脳梗塞

　　　

１６３．２

　　

脳夷質外動脈硯逝底動脈，頚動脈，椎

　　　　　　　

骨動脈）の詳細不明の閉塞又は狭窄に
国

　　　　　　　　

よる脳梗塞
工６３‐３

　　

脳動脈の血栓症による脳梗塞

　　　

工６３‐４

　　

脳動脈の塞栓症による脳梗塞
波

　　

工６３．５

　　

脳動脈の詳細不明の閉塞又は狭窄に
Ｎ

　　　　　　

よる脳梗塞

　　　　　

，
．

購

　　

１６３．６

　　

脳静脈血栓癖こょる脳梗塞 非化膿性
１６３．８ その他の脳梗塞
１６３．９ 脳梗塞，詳細不明

俵

　

１６４

　

脳卒中，脳出血又は脳梗塞と明示されない

骨▼

　　　　

もの ・

　　　　　

，

　　

１６５

　　

脳実質外動脈胡逝底動脈，頚動脈，椎骨動

　　　　　

脈）の閉塞及び狭窄，脳梗塞に至らなかっ

留 たもの

　　　

工６５．０

　　

椎骨動脈の閉塞及び狭窄

工６５．１

　　

脳底動脈の閉塞及び狭窄
１６５‐２

　　

頚動脈の閉塞及び狭窄
１６５．３

　　

多発性及び両側性の脳実質外動脈（脳

　　　　

底動脈，頚動脈，椎骨動脈）の閉塞及

　　　　　

び狭窄
エ６５．８

　　

その他の脳実質外動脈（脳底動脈，頚

　　　　　

動脈，椎骨動脈）の閉塞及び狭窄
工６５．９

　　

詳細不明の脳実質外動脈

　

弼逝底動脈，

　　　　　

頚動脈，．椎骨動脈）の閉塞及び狭窄
１６６

　　

脳動脈の閉塞及び狭窄，脳梗塞に至らなか

　

‐ ったもの

工６６‐０

　　

中大脳動脈の閉塞及び狭窄
工６６．１

　　

前大脳動脈の閉塞及び狭窄
１６６．２

　　

後大脳動脈の閉塞及び狭窄
１６６‐３

　　

小脳動脈の閉塞及び狭窄
１６６．４ｙ

　

多発性及び両側性の脳動脈の閉塞及
び狭窄

工６６．８

　　

その他の脳動脈の閉塞及び狭窄
工６６．９

　　

詳細不明の脳動脈の閉塞及び狭窄
１６７ その他の脳血管疾患
工６７，．０

　　

脳動脈壁の解離，非＜未＞破裂性
工６７．１ 脳動脈癌，非＜未＞破裂性
１６７‐２

　　

脳動脈のアテローム＜じゆく＜粥＞

状＞硬化（症）

　

１６７‐３ 進行性血管性白質脳症

　

１６７．４ 高血圧性脳症

　

１６７．５

　　

もやもや病＜ウイリス動脈輪閉塞症＞

　

１６７．６

　　

頭蓋内静脈系の非化膿性血栓症
工６７．７

　　

脳動脈炎，他に分類されないもの

　

工６７．．８

　　

その他の明示された脳血管疾患

工６７．９ 脳血管疾患，詳細不明
１６８＊

　　

他に分類される疾患における脳血管障害
工６８‐０
＊

　

脳アミロイド血管症 （Ｅ８５．－↑）

　

１６８．１＊

　

他に分類される感染症及び寄生虫症
における脳動脈炎

１６８．２＊

　　

他に分類されるその他の疾患における
脳動脈炎

工６８．８＊

　　

他に分類される疾患におけるその他の
脳血管障害

工６９

　　

脳血管疾患の続発・後遺症

　

１６９‐０

　　

くも膜下出血の続発・後遺症

　

工６９．１

　　

脳内出血の続発・後遺症

　

１６９．２

　　

その他の非外傷性頭蓋内出血の続発
・後遺症

１６９．３

　　

脳梗塞の続発・後遺症

１６９．４

　　

脳卒中の続発・後遺症，出血又は梗塞
と明示されないもの
その他及び詳細不日
続発・後遺症

１６９．８

　　

その他及び詳細不明の脳血管疾患の

１７３．９

　　

末梢血管疾患，詳細不明
１７４

　　

動脈の塞栓症及び血栓症

　

、
工７４．０

　　

腹部大動脈の塞栓症及び血栓症
１７４‐１

　　

その他及び部位不明の大動脈の塞栓
動脈，細動脈及び毛細血管の疾患（工７０一工７９）

　　　　　　　　　

症及び血栓症
１７０

　　

アテローム＜じゆく＜粥＞状＞硬化（症）

　　

１７４．２

　　

上肢の動脈の塞栓症及び血栓症

　

１７０．０

　　

大動脈のアテローム＜じゆく＜粥＞

　　　

工７４‐３

　　

，下肢の動脈の塞栓症及び血栓症

　　　　　

状＞硬化（症）

　　　　　　　　　　　　　

１７４‐４

　　

詳細不明の（四）肢の動脈の塞栓症及
工７０‐１

　　

腎動脈のアテローム＜じゆく〈粥＞

状〉硬化（症）
１７０‐２

　　

（四）肢の動脈のアテロームくじゆく

＜粥＞状〉硬化（症）
その他の動脈のアテローム
粥＞状＞硬化（症）
全身性及び詳細不明のアテ
じゆく＜粥＞状〉硬化（症）

１７０．８

　　

その他の動脈のアテローム＜じゆく＜

．１７０．９‐ 全身性及び詳細不明のアテローム＜

１７１ 大動脈痛及び解離

　

１７１．０

　　

大動脈の解離［各部位］

　

１７１‐１ 胸部大動脈癌，破裂性

　

１７１‐２

　　

胸部大動脈痛，破裂の記載がないもの

　

１７１‐３ 腹部大動脈癌，破裂性

　

１７１‐４

　　

腹部大動脈痩，破裂の記載がないもの

　

１７１．５

　　

胸腹部大動脈癌，破裂性

　

１７１．６

　　

胸腹部大動脈癌，破裂の記載がないも
の

１７１．８

　　

部位不明の大動脈癌，破裂性
１７１．９

　　

部位不明の大動脈癌，破裂の記載がな
いもの

１７２

　　

その他の動脈癌及び解離
１７２二０ 頚動脈癌及び解離
工７２．１

　　

上肢の動脈癌及び解離

，１７２‐２

　　

腎動脈癌及び解離‐
１７２．３

　　

月易骨動脈痛及び解離
１７２．４

　　

下肢の動脈癌及び解離
１７２．５

　　

その他の脳実質外動脈（脳底動脈，頚
動脈，椎骨動脈を含む）の動脈癌及び

　　　

解離
１７２．６

　　

椎骨動脈の動脈癌及び解離
１７２‐８

　　

その他の明示された動脈の動脈癌及
び解離

　

１７２．９

　　

部位不明の動脈癌及び解離
工７３

　　

その他の末梢血管疾患

　

１７３．０

　　

レイノ」＜Ｒａｙｎａｕｄ＞症候群

　

工７３．１

　　

閉塞性血栓血管炎［ビュルガー＜バー

ぴ血栓症
１７４５

　　

腸骨動脈の塞栓症及び血栓症
工７４．８

　　

その他の動脈の塞栓症及び血栓症
工７４‐９

　　

詳細不明の動脈の塞栓症及び血栓症
工７７

　　

動脈及び細動脈のその他の障害
１７７．０ 動静脈凄，後天性
１７７．１

　　

動脈の狭窄
１７７‐２

　　

動脈の破裂
１７７．３ 動脈の線維筋形成異常
１７７．４ 腹腔動脈圧迫症候群
１７７‐５ 動脈え＜壌＞死
１７７‐６ 動脈炎，詳細不明
１７７．８

　　

動脈及び細動脈のその他の明示され
た障害

１７７‐９

　　

動脈及び細動脈の障害，詳細不明
工７８ 毛細血管の疾患

　

１７８．０

　　

遺伝性出血性毛細血管拡張症
工７８．１

　　

母斑，非新生物性

　

工７８．８

　　

毛細血管のその他の疾患

　

工７８．９

　

．・毛細血管伽疾患，詳細不明
工７９＊

　　

他に分類される疾患における動脈，細動脈

　　　

及び毛細血管の障害

　

１７９．０＊

　　

他に分類される疾患における大動脈癌

　

工７９‐１＊

　　

他に分類される疾患における大動脈炎

　

１７９．

　

他に分類される疾患における末梢血管
症＜アンギオバシー＞

　

１７９．８＊

　　

他に分類される疾患における動脈，細

　　　　

動脈及び毛細血管のその他の障害
静脈，リンパ管及びリンパ節の疾患，他に分類さ
れないもの （工８０一１８９）

１８０

　　

静脈炎及び血栓（性）静脈炎

　

１８０‐０

　　

下肢の表在血管の静脈炎及び血栓
（性）静脈炎

１８０．１

　　

大腿静脈の静脈炎及び血栓（性）静脈

　　　　　　　　　　　　　　

炎

　　　　

ジャー〉＜Ｂｕｅｒｇｅｒ＞病］

　　　　　　　　

１８０２

　　

下肢のその他の深在血管の静脈炎及
１７３．８

　　

その他の明示された末梢血管疾患

　　　　　　　　　　

び血栓（性）静脈炎



　

１８０．３

　　

下肢の静脈炎及び血栓（性）静脈炎，

　　　　　

詳細不明

　

工８０．８

　　

その他の部位の静脈炎及び血栓（性）

　　　　　

静脈炎

　　　　　　　　

‐

　

１８０‐９

　　

部位不明の静脈炎及び血栓（性）静脈

　　

炎

１８１

　　

門脈血栓症
１８２

　　

その他の静脈の塞栓症及び血栓症

　

１８２．０

　　

バッド・キアリ＜Ｂｕｄｄ｛ｈｉａｒｉ＞症候

　　

群

　

１８２．１

　　

遊走性血栓（性）静脈炎

　

１８２‐２

　　

大静脈の塞栓症及び血栓症

　

１８２‐３・

　

腎静脈の塞栓症及び血栓症

　

１８２．８

　　

その他の明示された静脈の塞栓症及

　　　　　

び血栓症

　

工８２．９

　　

部位不明の静脈の塞栓症及び血栓症
１８３ 下肢の静脈癌

　

ェ８３．０

　　

横癌を伴う下肢の静脈癌

　

１８３．１

　　

炎症を伴う下肢の静脈癌

　

１８３．２

　　

潰蕩及び炎症の両者を伴う下肢の静

　　　　

脈癌
‐１８３‐９

　　

潰蕩又は炎症を伴わない下肢の静脈

　　

．一癌
１８５

　　

食道静脈癌

　

１８５．０

　　

出血を伴う食道静脈癌

　

１８５‐９

　　

出血を伴わない食道静脈癌
１８６

　　

その他の部位の静脈癌

　

１８６．０

　　

舌下静脈癌

　

工８６．１ 陰のう＜嚢＞静脈癌

　

１８６．２

　　

骨盤静脈癌

　

１８６．３

　　

外陰静脈癌

　

ェ８６‐４

　　

胃静脈癌

　

１８６．８

　　

その他の明示された部位の静脈癌
エ８７

　　

静脈のその他の障害

　

工８７‐０ 血栓後症候群

　

１８７．１ 静脈圧迫

　

工８７．２

　　

静脈機能不全（症）（慢性）（末梢）

　

１８７‐８

　　

静脈のその他の明示された障害

　

１８７‐９

　　

静脈の障害，詳細不明
１８８

　　

非特異性リンパ節炎・

　

１８８．０

　　

非特異性腸間膜リンパ節炎
１８８．１ 慢性リンパ節炎，腸間膜を除く
１８８‐８

　　

その他の非特異性リンパ節炎
工８８．９

　

▼非特異性リンパ節炎，詳細不明

１８９

　

工８９－Ｏ

　

１８９‐Ｉ

　

１８９‐８

　

工８９．９

リンパ管及びリンパ節のその他の非感染性
障害

　　

リンパ浮腫，．他に分類されないもの

　

リンパ管炎

　　

リンパ管及びリンパ節のその他の明示

　

された非感染性障害

　　

リンパ管及びリンパ節の非感染性障害

　

，詳細不明
循環器系のその他及び詳細不明の障害（１９５‐１９９）
１９５

　　

低血圧（症）

　

１９５‐０

　　

特発性低血圧（症）

　

１９５‐１

　　

起立性低血圧（症）

　

工９５．２

　　

薬物による低血圧（症）

　

工９５．８

　　

その他の低血圧（症）

　

１９５９ 低血圧（症），詳細不明
１９７

　　

循環器系の処置後障害，他に分類されない

　　　

もの

　

１９７．０

　　

心（臓）切開後症候群

　

工９７‐１

　　

心臓手術に続発するその他の機能障

　　　

害

　

１９７‐２

　　

乳房切断後リンパ浮腫症候群

　

工９７．８

　　

循環器系のその他の処置後障害，他に

　　　　　

分類、されないもの

　

１９７‐９

　　

循環器系の処置後障害，詳細不明
１９８＊

　　

他に分類される疾患における循環器系のそ

　　　

の他の障害

　

工９８‐０＊

　　

心血管梅毒

　

１９８‐１＊

　　

他に分類されるその他の感染症及び寄

　　　　　

生虫症における心血管障害

　

１９８．２＊

　　

他に分類される疾患における出血を伴

　　　　　

わない食道静脈癌

　

工９８．３＊

　　

他に分類される疾患における出血を伴

　　　　　

う食道静脈癌

　

工９８．８＊

　

他に分類される疾患における循環器系

　　　　　

のその他の明示された障害
Ｔ９９

　　

循環器系のその他及び詳細不明の障害

　　

第Ｘ章

　

呼吸器系の疾患（ＪＯ０一Ｊ９９）
急性上気道感染症（ＪＯ０一Ｊ０６）
Ｊｏｏ

　　

急性鼻咽頭炎［かぜ］＜感冒＞
ＪＯＩ 急性副鼻腔炎

　

ＪＯＬＯ 急性上顎洞炎

　

ＪＯＩ．１ 急性前頭洞炎

　

ＪＯ１‐２ 急性節骨洞く蜂巣〉炎

　

ＪＯＩ．３ 急性蝶形骨洞炎

　

ＪＯＩ．４ 急性汎副鼻腔炎

　

ＪＯＩ．８

　　

その他の急性副鼻腔炎
ＪＯＩ．９

　　

急性副鼻腔炎，詳細不明

Ｊ０２

　　

急性咽頭炎

　

Ｊ０２‐０

　　

連鎖球菌による咽頭炎

　

Ｊ０２‐８

　　

その他の明示された病原体による急性

　　　　　

咽頭炎

　

Ｊ０２．９ 急性咽頭炎，詳細不明
Ｊ０３

　　

急性馬桃炎

　

Ｊ０３．０

　　

連鎖球菌による馬桃炎

　

Ｊ０３‐８

　

．その他の明示された病原体による魚激性

　　　　　

　　　

　

Ｊ０３．９ 急性扇桃炎，詳細不明
Ｊ０４ 急性喉頭炎及び気管炎

　

１０４．０

　　

急性喉頭炎

　

Ｊ０４．１

　　

急性気管炎

　

Ｊ０４２ 急性喉頭気管炎
Ｊ０５

　　

急性閉塞性喉頭炎［クループ］及び喉頭蓋

　

炎

　

Ｊ０５．０

　　

急性閉塞性喉頭炎［クループ］

　

Ｊ０５‐１・ 急性喉頭蓋炎
Ｊ０６

　　

多部位及び部位不明の急性上気道感染症

　

Ｊ０６．０

　　

急性喉頭咽頭炎
‐Ｊ０６．８

　　

多部位のその他の急性上気道感染症

　

Ｊ０６‐９

　　

急性上気道感染症，詳細不明
インフルエンザ及び肺炎－（ＪＯ９一１１８）
ｉｏ９

　　

特定のインフルエンザウイルスが分離され

　　　

たイ▲ンフノレエンザ

ＪＩＯ

　　

その他のインフルエンザウイルスが分離さ

　　　

れたインフルエンザ

　

ＪＩ０‐０

　　

肺炎を伴うインフルエンザ，その他の

　　　　　

インフルエンザウイルスが分離された

　　

′

　　　

もの

　　

．

　

ＪＩ０‐１

　　

その他の呼吸器症状を伴うインフルエ

　　　　　

ンザ，その他のインフルエンザウイル

　

ー

　　　　

スが分離されたもの

ＪＩＯ．８

　　

その他の症状を伴うインフルエンザ，

　　　　　

その他のインフルエンザウイルスが分

　　　　

離されたもの

１１１

　　

インフルエン．ザ，インフルエンザウイルス

　　　

が分離されないもの
ＪＩ１‐０

　　

肺炎を伴うインフルエンザ，インフル

　　　　　

エンザウイルスが分離されないもの
ＪＩＩ．１

　　

その他の呼吸器症状を伴うインフルエ

　　　　

ンザ，インフルエンザウイルスが分離

　　　　

されないもの

ＪＩ１‐８

　　

その他の症状を伴うインフルエンザ，

　　　　　

インフルエンザウイルスが分離されな

　　　　

いもの

Ｊ１２

　　

ウイルス肺炎，他に分類されないもの

　

Ｊ１２‐０

　　

アデノウイルス肺炎

　

Ｊ１２．Ｉ

　　

ＲＳウイルス肺炎

　

Ｊ１２．２

　　

バラインフルエンザウイルス肺炎

　

Ｊ１２．３

　　

ヒト・メタニューモウイルス肺炎

　

Ｊ１２．８ そのｆ也のウイノレス肺炎

　

Ｊ１２．９ ウイルス肺炎，詳細不明
Ｊ１３ 肺炎連鎖球菌による肺炎
Ｊ１４ インフルエンザ菌による肺炎
Ｊ１５

　　

細菌性肺炎，他に分類されないもの

　

Ｊ１５‐０

　　

肺炎梓菌による肺炎

　

・

　

Ｊ１５‐１

　　

緑膿菌による肺炎．

　　　　　

、

　

Ｊ１５．２ ブドウ球菌による肺炎
， Ｊ１５‐３

　　

Ｂ群連鎖球菌による肺炎

　

Ｊ１５．４

　　

その他の連鎖球菌による肺炎

　

Ｊ１５５

　　

大腸菌による肺炎

　

，

　

Ｊ１５‐６

　　

その他の好気性グラム陰性菌による肺

　　

炎

　

Ｊ１５‐７ マイコプラズマ肺炎

　

Ｊ１５．８ その他の細菌性肺炎

　

Ｊ１５．９ 細菌性肺炎，詳細不明
Ｊ１６

　　

その他の感染病原体による肺炎，他に分類

　　　

されないもの

　

Ｊ１６．０ クラミジア肺炎

　

Ｊ１６．８

　　

その他の明示された感染病原体による

　　　　　

肺炎
Ｊ”＊

　　

他に分類される疾患における肺炎

　

Ｊ１７．０＊

　　

他に分類される細菌性疾患における肺

　　

炎
Ｊ１７．１＊

　　

他に分類されるウイルス性疾患におけ

　　　　

る肺炎

　

Ｊ１７．２＊

　

輿菌症における肺炎

　

Ｊ１７．３＊

　　

寄生虫症における肺炎
Ｊ１７．８＊

　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　

肺炎
ＪＩＢ 肺炎，病原体不詳
Ｊ１８．０ 気管支肺炎，詳細不明
Ｊ１８‐１

　　

大葉性肺炎，詳細不明
チ１８．２

　　

臥床＜沈下〉性肺炎，詳細不明
Ｊ１８‐８

　　

その他の肺炎，病原体不詳
Ｊ１８‐９ 肺炎，詳細不明
その他の急性下気道感染症（Ｊ２０一Ｊ２２）
Ｊ２０

　　

急性気管支炎
Ｊ２０．０

　　

マイコプラズマによる急性気管支炎
Ｊ２ＱＩ

　　

インフルエンザ滴鞍こよる急性気管支炎
Ｊ２０．２

　　

連鎖球歯による急性気管支炎



の
め

　

Ｊ２０．３・

　

コクサッキーウイルスによる急性気管

　

‐

　　　

支炎

　

Ｊ２０‐４

　　

バラインフルエンザウイルスによる急

　　

，

　

性気管支炎

　

Ｊ２０五

　　

ＲＳウイルスによる急ｖ性気管支炎

　

Ｊ２０．６

　　

ライノウイルスによる急性気管支炎

　

Ｊ２０．７

　　

エコーウイルスによる急性気管支炎

　

Ｊ２０‐８

　　

その他の明示された病原体による急性

　　　　　

気管支炎

　

Ｊ２０‐９ 急性気管支炎，詳細不明
Ｊ２１

　　

急性細気管支炎
Ｊ２１．Ｏ

　　

ＲＳウイルスによる急惚細気管支炎

　

ｉ２１‐１

　　

ヒト‐メタニューモウイルスによる急

　　　　

性細気管支炎‐
Ｊ２１．８

　　

その他の明示された病原体による急性

　　　　

細気管支炎

　

Ｊ２１．９

　

・急性細気管支炎，詳細不明
Ｊ２２

　　

詳細不明の急性下気道感染症
上気道のその他の疾患（Ｊ３０一Ｊ３９）
Ｊ３０

　　

血管運動性鼻炎及びアレルギ」性鼻炎＜

　　　

鼻アレルギー〉
Ｊ３０．０ 血管連動性鼻炎
Ｊ３０．１

　　

花粉によるアレルギー性鼻炎＜鼻アレ

　　　　　

ルギー＞
Ｊ３０．２

　　

その他の季節性アレルギー性鼻炎＜

　　　　

鼻アレルギー＞
Ｊ３０．３

　　

その他のアレルギー性鼻炎＜鼻アレル

　　　　　

ギー＞

Ｊ３０．４

　　

アレルギー性鼻炎＜鼻アレルギー）

　　　　

詳細不明
Ｊ３１

　　

慢性鼻炎， 鼻咽頭炎及び咽頭炎
Ｊ３１‐０ 慢性鼻炎
Ｊ３１．１ 慢性鼻咽頭炎
Ｊ３１‐２

　　

慢性咽頭炎

　

‐
，

Ｊ３２ 慢性副鼻腔炎
Ｊ３２．０ 慢性上顎洞炎
Ｊ３２．１ 慢性前頭洞炎
Ｊ３２．２ 慢性節骨洞＜蜂巣＞炎

．１３２．３ 慢性蝶形骨洞炎

　

Ｊ３２．４ 慢性汎副鼻腔炎
Ｊ３２‐８

　　

その他の慢性副鼻腔炎
ｉ３２．９

　　

慢性副鼻腔炎，詳細不明
Ｊ３３

　　

鼻ポリープ
Ｊ３３．０

　

‐鼻腔のポリープ

　

１３３．１

　　

副鼻腔ポリープ様変性
Ｊ３３．８

　　

副鼻腔のその他のポリープ

　

ｉ３３．９

　　

鼻ポリープ，詳細不明
Ｊ３４

　　

鼻及び副鼻腔のその他の障害

　

Ｊ３４‐０
・

　

鼻の膿癌，せつ＜フルンケル＞及びよ

　

．

　　　

う＜カルブンケル＞

　

Ｊ３４．１

　　

鼻及～び塙り鼻腔の，のうく嚢＞胞及び粘

　　　　

液のう＜嚢＞胞＜腫＞

　

Ｊ３４‐２

　　

鼻中隔毒曲症

　

Ｊ３４‐３

　　

鼻甲介の肥厚

　

Ｊ３４．８

　　

鼻及び副鼻腔のその他の明示された障

　　

害
Ｊ３５

　　

馬桃及びアデノイドの慢性疾患

　

Ｊ３５．０

　　

慢性扉桃炎

　

Ｊ３５．１

　　

罵桃肥大

　

Ｊ３５．２

　　

アデノイド肥大‘

　　　　　　　　　　

－

　

Ｊ３５‐３

　　

アデノイド肥大を伴う賄桃肥大

　

Ｊ３５‐８

　　

烏桃及びヴデノイドのその他の慢性疾

　　　　

患，

　　

‐

　

Ｊ３５‐９

　　

馬桃及びアデノイドの慢性疾患，詳細

　　　　

不明

Ｊ３６

　　

局桃周囲膿癖、
Ｊ３７

　　

慢性喉頭炎及び慢性喉頭気管炎

　

Ｊ３７．０

　　

慢性喉頭炎

　

Ｊ３７二１ 慢性喉頭気管炎
・Ｊ３８

　　

声帯及び喉頭の疾患，他に分類されないも

　　

の

　

Ｊ３８．０ 声帯及び喉頭の麻輝

　

Ｊ３８．１ ・声帯及び喉頭のポリープ

　

Ｊ３８．２

　　

声帯結節

　　　

‘

　

′

　

Ｊ３８．３

　　

声帯のその他の疾患

　

Ｊ３８．４ 喉頭浮腫

　

Ｊ３８．５

　　

喉頭けいれん＜痩轟〉

　

Ｊ３８．６ 喉頭狭窄

　

Ｊ３８．７

　　

喉頭のその他の疾患
Ｊ３９

　　

上気道のその他の疾患

　

Ｊ３９．０

　　

咽後及び副咽頭間隙膿班

　

Ｊ３９．１

　　

咽頭のその他の膿癌

　

Ｊ３９．２

　　

咽頭のその他の疾患

　

Ｊ３９‐３

　　

上気道過敏反応，部位不明

　

Ｊ３９．８

　　

上気道のその他の明示された疾患

　

Ｊ３９．９
・

　

上気道の疾患，詳細不明
慢性下気道疾患（ｉ４０一Ｊ４７）
Ｊ４０

　　

気管支炎，急性又は慢性と明示されないも

　　

の

Ｊ４１

　　

単純性慢性気管支炎及び粘液膿性慢性気

　　　

管支炎

　

Ｊ４１．０

　　

単純性慢性気管支炎

Ｊ４１．１

　　

粘液膿性慢性気管支炎
Ｊ４１．８

　　

単純性及び粘液膿性混在型慢性気管

　　　　

．支炎
Ｊ４２

　　

詳細不明の慢性気管支炎
Ｊ４３ 肺気腫
Ｊ４３‐０ マクロード＜ＭａｃＬｅｏｄ＞症候群

Ｊ４３‐１

　　

汎小莱性肺気腫
Ｊ４３‐２ 中心小葉性三肺気腫
Ｊ４３‐８ その他の肺気腫
Ｊ４３．９ 肺気腫，詳細不明
Ｊ４４

　　

その他の慢性閉塞性肺疾患
Ｊ４４‐０

　　

急性下気道感染症を伴う慢性閉塞性

　　　　

肺疾患
Ｊ４４．１

　　

急性増悪を伴う慢性閉塞性肺疾患，詳

　　　　

細不明

Ｊ４４‐８

　　

その他の明示された慢性閉塞性肺疾

　　

‐
患

Ｊ４４‐９

　　

慢性閉塾性肺疾患，詳細不明
Ｊ４５

　　

嘘息
Ｊ４５．０ アレルギー性噛息を主とする疾患
１４ １

　　

非アレルギー性端息
１４５，８ 混合型端息
Ｊ４５．９

　

・噛息，詳細不明
Ｊ４６

　　

端息発作重機状態
Ｊ４７ 気管支拡張症

　　　　　　　　

‘

　　

外的因子による肺疾患（Ｊ６０一Ｊ７０）
Ｊ６０

　　

炭坑夫じん＜塵＞肺（症）
Ｊ６１

　　

石綿＜アスベスト．＞及びその他の無機質線

　　　

維によるじん＜塵＞肺（症）
Ｊ６２

　　

珪酸を含む粉じん＜塵＞によるじん＜塵＞

　　　

肺 （症）

　　　　　　　　　　　

．

Ｊ６２‐ｏ

　　

タルク粉じん＜塵＞によるじん＜塵＞

　　　　

肺（症）
Ｊ６２．８

　　

珪酸を含むその他の粉じん＜塵＞によ

　　　　

るじん＜塵＞肺（症）
Ｊ６３

　　

その他の無機粉じん＜塵＞によるじん＜

　　　

塵＞肺（症）
Ｊ６３．０

　　

アルミニウム肺（症）
Ｊ６３．１

　　

ボーキサイト薙線維症＜肺（症）＞
Ｊ６３‐２

　　

ベリリウム肺（症）
Ｊ６３．３

　　

黒鉛線維症＜肺（症）＞
Ｊ６３．４

　

．鉄肺（症）
Ｊ６３，５

　　

錫肺（症）
Ｊ６３．８

　　

その他の明示された無機粉じん＜塵＞

　　　　

によるじん＜塵＞肺（症）
Ｊ６４

　　

詳細不明のじん＜塵〉肺（症）

Ｊ６５

　　

結核を伴うじん＜塵＞肺（症）
ーＪ６６

　　

特異的な有機粉じん＜塵＞による気道疾

　

患

　

ーＪ６６‐０

　　

綿（花）肺

　

Ｊ６６．１，

　

麻服仕立工病

　

Ｊ６６‐２

　　

ガンナビス症＜大麻肺＞

　

Ｊ６６‐８

　　

その他の特異的な有機粉じん＜塵＞

　　　

ー

　　

による気道疾患
Ｊ６７

　

．有機粉じん＜塵〉による過敏性肺臓炎

　

ｉ６７‐０ 農夫肺

　

Ｊ６７．１ さとうきび肺

　

Ｊ６７‐２

　　

鳥飼病＜・ｂｉｒｄｆａｎｃｉｅごｓｌｕｎｇ＞

　

Ｊ６７３

　　

コルク肺

　

Ｊ６７．４ 麦芽製造業者肺

　

Ｊ６７．５ きのこ作業者肺

　

Ｊ６７．６ かえで樹皮はぎ職人肺

　

Ｊ６７．７

　　

空調機肺及び加湿器肺

　

Ｊ６７．８

　　

その他の有機粉じん＜塵＞による過敏

　　　　　

性肺臓炎

　

Ｊ６７．９

　　

詳細不明の有機粉じん＜塵〉による

　　　　　

過敏性肺臓炎
Ｊ６８

　　

化学物質，ガス，フューム及び蒸気の吸入

　　　

による呼吸器病態

　

Ｊ６８．０

　　

化学物質，ガス，フュ÷ム及び蒸気に

　　　　　

よる気管支炎及び肺臓炎

　

Ｊ６８‐１

　　

化学物質，ガス，フューム及び蒸気に

　　　　　

よる肺水腫

　

Ｊ６８‐２

　　

化学物質，ガス，フューム及び蒸気に

　　　　　

よる上気道炎，他に分類されないもの

　

Ｊ６８‐３

　　

化学物質，ガス，フューム及び蒸気に

　　　　　

よるその他の急性及び亜急性呼吸器

　　　　

病態

　

Ｊ６８４

　　

化学物質，ガス，フューム及び蒸気に

　　　　　

よる慢性呼吸器病態

　

Ｊ６８．８

　　

化学物質，ガス，フューム及び蒸気に

　　　　　

よるその他の呼吸器病態

　

Ｊ６８．９

　　

化学物質，ガス，フューム及び蒸気に

　　　　　

よる詳細不明の呼吸器病態
Ｊ６９

　　

固形物及び液状物による肺臓炎

　

Ｊ６９‐０

　　

食物及び吐物による肺臓炎 ‐

　

，

　

Ｊ６９．１

　　

油及びエッセンス剤による肺臓炎

　

－

　

Ｊ６９．８

　　

その他の固体及び液体による肺臓炎
Ｊ７０

　　

その他の外的因子による呼吸器病態

　

Ｊ７０．０ 放射線による急性肺症状

　

Ｊ７０．１

　　

放射線による慢性及びその他の肺症

　　

状



Ｊ７０．２

　　

急性薬物誘発性間質性肺障害
Ｊ７０．３

　　

慢性薬物誘発性間質性肺障害
ｉ７０．４

　　

薬物誘発性間質性肺障害，詳細不明
Ｊ７０．８

　　

その他の明示された外的因子による呼
吸器病態

Ｊ７０‐９

　　

詳細不明の外的因子による呼吸器病
態

　　　　

‐
主として間賃を障害するその他の呼吸器疾患（Ｊ８０
－Ｊ８４）

１８０

　　

成人呼吸案＜促＞迫症候群＜Ｆ拭ＤＳ＞
Ｊ８１

　　

肺水腫
Ｊ８２

　　

肺好酸球症，他に分類されないもの
Ｊ８４ その他の間質性肺疾患

　

Ｊ８４‐０

　　

肺胞性及び肺胞周囲性病態
Ｊ８４‐１

　　

肺線維症を伴うその他の間質性肺疾

　　　　

患

　　　　

Ｊ８４‐８
・

　

その他の明示された間質性肺疾患

　　　　

Ｊ８４．９

　　

問質性肺疾患，詳細不明

　　　

下気道の化膿性及びえ＜壊〉死性病態（Ｊ８５一Ｊ８６）

　　　

Ｊ８５

　　

肺及び縦隔の膿癌

様

　　

Ｊ８５・０

　

肺のぇ＜壊＞痘醐ヒぴぇ〈壊〉死

　　　　

Ｊ８５‐１ 肺炎を伴う肺膿癌

　　　　

▼・Ｊ８５．２

　　

肺炎を伴わない肺臓癌

　　

・

　　　　

Ｊ８５．３

　　

縦隔膿癖
－
伽

　

Ｊ８６

　

膿胸（症）
Ｊ８６．０

　　

凄（孔）を伴う膿胸（症）

－Ｊ８６．９

　　

疲 秤Ｌ）を伴わない膿胸．（症）
胸膜のその他の疾患（Ｊ９０一Ｊ９４）
Ｊ９０

　　

胸水，他に分類されないもの

　

′
Ｊ９１＊

　　

他に分類される病態における胸水
Ｊ９２

　　

胸膜斑＜プラ・一ク＞
Ｊ９２‐０

　　

石綿＜アスベスト＞を含む胸膜斑＜
プラーク＞

Ｊ９２．９

　　

石綿〈アスベスト＞を含まない胸膜斑
＜プラーク＞

Ｊ９３

　　

気胸

Ｊ９３‐０ 緊張性自然気胸

　

Ｊ９３．１ その他の自然気胸
Ｊ９３．８ その他の気胸
Ｊ９３．９ 気胸，詳細不明
Ｊ９４ その他の胸膜病態
Ｊ９４．０

　　

乳び＜廃＞（胸膜）移出
Ｊ９４．１ 線維胸
Ｊ９４．２

　　

血胸

Ｊ９４‐８

　　

その他の明示された胸膜病態
Ｊ９４．９ 胸膜病態，詳細不明

呼吸器系のその他の疾患（Ｊ９５一Ｊ９９）
Ｊ９５

　　

処置後呼吸器障害，他に分類されないもの

　

Ｊ９５．０

　　

気管切開による機能障害

　

Ｊ９５．１

　　

胸部手術に続発する急性肺機能不全

　

Ｊ９５‐２

　　

胸部以外の手術に続発する急、性肺機

　　　　　

能不全

　

Ｊ９５‐３

　　

手術に続発する慢性肺機能不全

　

Ｊ９５４

　　

メンデルソンくＭｅｎｄｅｌｓｏｎ〉症候群

　

Ｊ９５．５

　　

処置後声門下狭．窄

　

Ｊ９５，８

　　

その他の処置後の呼吸器障害

　

．

　

Ｊ９５．９

　　

処置後の呼吸器障害，‐詳細不明
Ｊ９６

　　

呼吸不全，他に分類されないもの

　

Ｊ９６．０

　　

急性呼吸不全

　

Ｊ９６．１ 慢性呼吸不全

　

Ｊ９６．９ 呼吸不全，詳細不明
Ｊ９８ その他の呼吸器障害

　

Ｊ９８‐０

　　

気管支の疾患，他に分類されないもの

　

Ｊ９８－１ 肺虚脱

　

Ｊ９８‐２

　　

間質性気腫

　

Ｊ９８．３ 代償性も肺気腫
Ｊ９８．４

　　

肺のその他の障害
Ｊ９８．５

　　

縦隔の疾患，他に分類されないもの
Ｊ９８‐６ 横隔膜障害
Ｊ９８‐８

　　

その他の明示された呼吸器障害
ｉ９８‐９ 呼吸器障害，詳細不明
ｉ９９＊

　　

他に分類される疾患における呼吸器障害
Ｊ９９．ぴ

　

リウマチ性肺疾患（Ｍ０５．１↑）
Ｊ９９‐１＊

　　

その他のびまん＜広汎＞性結合組織
障害における呼吸器障害

Ｊ９９．８＊

　　

他に分類されるその他の疾患における
呼吸器障害

　　

第幻章

　

消化器系の疾患（ＫＯ０一Ｋ９３）
口腔，唾液腺及び顎の疾患（Ｋｏｏ－Ｋ１４）
ＫＯＯ

　　

歯の発育及び萌出の障害

　

ＫＯＯ．０ 無歯症

　

ＫＯＯ．１ 過剰歯

　

ＫＯＯ．２

　　

歯の大きさ及び形の異常

　

ＫＯＯ．３ 斑状歯

　

ＫＯＯ．４

　　

歯の形成障害

　

Ｋｏｏ‐５

　　

歯の構造の遺伝性障害，他に分類され
ないもの

ＫＯ０‐６

　　

歯の萌出障害
ＫＯＯ．７

　　

生歯症候群
ＫＯＯ．８

　　

歯のその他の発育障害
ＫＯＯ．９

　　

歯の発育障害，詳細不明

ＫＯＩ 埋伏歯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｋ０６．１

　　

歯肉腫大
ＫＯ１‐０

　　

埋伏歯＜ｅｍｂｅｄｄｅｄｔｅｅｔｈ＞

　　　　　　　　

に０６．２

　　

外傷に関連した歯肉及び無歯顎堤病ＫＯ１‐ｏ

　　

埋伏歯＜ｅｍｂｅｄｄｅｄｔｅｅｔｈ＞
ＫＯＩ．１

　　

埋伏歯＜ｉｍｐａｃｔｅｄｔｅｅｔｈ＞

Ｋ０２

　　

う＜離＞蝕

Ｋ０２．０

　　

エナメル質に限局したう＜離＞蝕
Ｋ０２．１ 象牙質う〈甑＞蝕
Ｋ０２．２ セメント質う＜顔＞蝕
Ｋ０２．３ 停止性う〈離＞低
Ｋ０２．４

　　

うく醸＞蝕による歯の破折＜
ｏｄｏｎｔｏｃｌａｓｉａ＞

　

Ｋ０２．５

　　

露髄のあろう＜顔＞蝕

　

Ｋ０２‐８ その他のう＜飼＞蝕

　

Ｋ０２．９

　　

う＜師＞蝕，詳細不明
Ｋ０３

　　

歯の硬組織のその他の疾患

．Ｋ０３‐０

　　

歯の過度唆耗症

　

Ｋ０３‐１

　　

歯の磨耗・（症）

　

Ｋ０３‐２

　　

歯の酸蝕症

　

Ｋ０３．３

　　

歯の病的吸収（症）

　

Ｋ０３．４

　　

セメン‐ト賃増殖症

　

Ｋ０３．５

　

・歯の（骨性）癒着

　

Ｋ０３．６

　　

歯の沈着物［付着物］

　

Ｋ０３．７

　

ｒ歯の硬組織の萌出後の変色

　

Ｋ０３‐８

　　

歯の硬組織のその他の明示された疾患

　

Ｋ０３‐９

　　

歯の硬組織の疾患，詳細不明
Ｋ０４

　　

歯髄及び根尖部歯周糸嚢織の疾患

　

Ｋ０４．０ 歯髄炎
Ｋ０４．１

　　

歯髄え＜嬢＞死
Ｋ０４．２

　　

歯髄の変性

　

．
Ｋ０４‐３

　　

歯髄における異常硬組織の形成
Ｋ０４‐４

　　

歯髄原発の急性根尖性歯周炎
Ｋ０４．５

　　

慢性根尖性歯周炎

　　

．
Ｋ０４．６

　　

疲（孔）を伴う根尖周囲膿癖
Ｋ０４．７

　　

疲（孔）を伴わない根尖周囲膿癖
Ｋ０４′８

　　

歯根のう＜嚢＞胞
Ｋ０４．９

　　

歯髄及び根尖周囲組織のその他及び

．詳細不明の疾患
Ｋ０５ 歯肉炎及び歯周疾患
Ｋ０５．０

　　

急性歯肉炎
Ｋ０５．１

　　

慢性歯肉炎
Ｋ０５．２

　　

急性歯周炎
Ｋ０５．３

　　

慢性歯周炎
Ｋ０ ４ 歯周症
Ｋ０５．５ その他の歯周疾患
Ｋ０５．６

　　

歯周疾患，詳細不明
Ｋ０６

　　

歯肉及び無歯顎堤のその他の障害
Ｋ０６‐０

　　

歯肉退縮

巣
Ｋ０６‐８

　　

歯肉及び無歯顎堤のその他の明示さ
れた障害

　

Ｋｏ６．９

　　

歯肉及び無歯顎堤の障害，詳細不明
Ｋ０７

　　

歯顎顔面（先天）異常［不正唆合を含む］
Ｋ０７．０

　　

▼顎の大きさの著しい異常
Ｋ０７．１

　　

顎と頭蓋底との関係の異常
Ｋ０７２

　　

上下歯列弓の位置的関係の異常
Ｋ０７．３

　　

歯の位置異常
Ｋ０７．４

　

・不正唆合，詳細不明
Ｋ０７．５

　　

歯顎顔面の機能的異常
Ｋ０７‐６

　　

顎関節障害
Ｋ０７．８‐ その他の歯顎顔面の異常
Ｋ０７．９

　　

歯顎顔面の異常，詳細不明
Ｋ０８

　　

歯及び歯の支持組織・のその他の障害
Ｋ０８．０

　　

全身的な原因による歯の脱落
Ｋ０８．１

　　

事故，抜歯又は局所の歯周疾患による
歯の喪失

Ｋ０８．２

　　

無歯顎堤の萎縮
Ｋ０８‐３

　　

残根

Ｋ０８．８

　　

歯及び歯の支持組織のその他の明示

　　　　

された障害
Ｋ０８．９

　　

歯及び歯の支持組織の障害，詳細不明
ＫＯ９

　　

口腔部のうＧ嚢＞胞，他に分類されないも
の

ＫＯ９．０

　　

発育操歯原性のう＜嚢＞胞
ＫＯ９．１

　　

口腔部の発育性（非歯原性）－のう＜
嚢＞胞

ＫＯ９．２

　

．その他の顎骨のう＜嚢＞胞
Ｋ０９‐８

　　

その他の口腔部のう＜嚢〉胞，他に分
類されないもの

　

ＫＯ９．９， 口腔部のう＜嚢＞胞，．詳細不明
ＫＩＯ

　　

顎骨のその他の疾患

　

ＫＩＯ．０

　　

顎骨の発育性障害

　

ＫＩ０‐１

　　

巨細胞肉芽腫，中心性

　

ＫＩ０‐２ 炎症′性顎骨病態

　

ＫＩ０‐３

　　

顎骨の歯槽炎

　

ＫＩＯ．８

　　

顎骨のその他の明示さ‐れた疾患

　

ＫＩＯ．９

　　

顎骨の疾患，詳細不明
ＫＩＩ 唾液腺疾患 ‐

　　　　　　

ｒ

　　　

ー

　

ＫＩＩ．０ 唾液腺萎縮

　

ＫＩ１‐１ 唾液腺肥大

　

ＫＩ１‐２ 唾液腺炎

　

ＫＩ１‐３ 唾液腺膿班



　

僻

′
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）

　

Ｋ

　

ＩＩＡ

　　

唾液腺痩

　

ＫＩ１‐５

　　

唾石症

　

ＫＩ１‐６

　　

唾液腺粘液のう＜嚢＞胞＜腫＞

　

ＫＩ１‐７ 唾液の分泌障害

　

ＫＩＩ．８ その他の唾液腺疾患
ＫＩ１‐９， 唾液腺疾患，詳細不明
Ｋ１２ 口内炎及び関連病変

　

Ｋ１２．０ 再発性ロ腔アフタ
Ｋ１２．１ その他の型のロ内炎

　

Ｋ１２．２

　　

口腔の蜂巣炎＜蜂富織炎＞及び膿癌

　

Ｋ１２‐３

　　

口腔粘膜炎，（潰癌性）
Ｋ１３

　　

ロ唇及びロ腔粘膜のその他の疾患

　

Ｋ１３．０

　　

口唇の疾患

　

Ｋ１３‐１

　　

頬粘膜及びロ唇の唆癖

　

Ｋ１３．２

　　

舌を含むロ腔上皮の白板症及びその

　　　　　

他の障害

　

Ｋ１３．３

　　

毛様白板症

　

′

　

Ｋ１３．４

　　

口腔粘膜の肉芽腫及び肉芽腫様病変

　

Ｋ１３．５ 口腔粘膜下線維症

　

Ｋ１３‐６

　

・口腔粘膜の刺激性過形成

　

Ｋ１３‐７

　

‐その他及び詳細不明のロ腔粘膜の病

　　

変

　　　　　　

－

Ｋ１４

　　

舌の疾患

　

Ｋ１４．０

　　

舌炎

　

Ｋ１４．１

　　

地図状舌

　

Ｋ１４．２ 正中菱形舌炎

　

Ｋ１４．３

　　

舌乳頭の肥大

　

Ｋ１４‐４

　　

舌乳頭の萎縮

　

Ｋ１４．５

　　

溝（状）舌

　

Ｋ１４‐６

　　

舌痛

　

Ｋ１４．８ その他の舌疾患

　

Ｋ１４．９

　　

舌疾患， 詳細不明

　　　　　　　　　

′

食道，胃及び十二指腸の疾患（Ｋ２０－Ｋ３１）
Ｋ２０

　　

食道炎

　　　

ｒ

Ｋ２１

　　

胃食道逆流症

　

Ｋ２１．０

　　

食道炎を伴う胃食道逆流症

　　

Ｋ

　

２１‐９

　　

食道炎を伴わない胃食道逆流症
Ｋ２２

　　

食道のその他の疾患

　

Ｋ２２‐０ アカラシア

　

Ｋ

　

２２．１ 食道潰蕩

　

Ｋ

　

２２．２ 食道閉塞

　

Ｋ

　

２２．３ 食道穿孔

　

Ｋ２２．４ 食道ジスキネジア

　

Ｋ

　

２２‐５ 後天性食道憩室

　

Ｋ

　

２２．６

　　

食道胃接合部裂傷出血症候群

　

Ｋ２２．７ パレット食道

Ｋ２２．８

　　

食道のその他の明示された疾患
Ｋ

　

２２．９

　　

食道の疾患，詳細不明
Ｋ２３＊

　　

他に分類される疾患における食道の障害
Ｋ２３．０＊

　　

結核性食道炎（Ａ１８‐８“
Ｋ２３．１＊

　　

シヤーガス＜Ｃｈａｇａｓ〉病における巨大

　　　　　

食道 （Ｂ５７．３テ）

Ｋ２３．８＊

　　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　

食道の障害
下記の４桁細分類項目は項目Ｋ２５一Ｋ２８に使用する

：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　

１０

　

急性，出血を伴うもの

　　

－１

　

急性，穿孔を伴うもの

　　

．２

　

急性，出血及び穿孔の両者を伴うもの
．

　　

．３
－・急性，出血又は穿孔を伴わないもの

　　

．４

　

慢性又は詳細不明，出血を伴うもの

　　

．５

　

慢性又は詳細不明，穿孔を伴うもの

　　

．６

　

慢性又は詳細不明，出血及び穿孔の両

　　　　

者を伴うもの

　　

．７

　

慢性，出血又は穿孔を伴わないもの

　　

‐９

　

急性又は慢性の別不明，出血又は穿孔

　　　　

を伴わないもの

Ｋ２５ 図潰癌
Ｋ２６ 十二指腸濃密
Ｋ２７ 部位不明の肖化性潰蕩
Ｋ２８

　　

胃空腸溝癌
Ｋ２９ 胃炎及び十二指腸炎

　

Ｋ２９．０

　　

急性出血性胃炎

　

Ｋ

　

２９．１ その他の急性胃炎

　

Ｋ

　

２９．２ アルコール性胃炎

　

Ｋ２９．３ 慢性表層性胃炎

　

Ｋ２９．４． 慢性萎縮性胃炎

　

Ｋ２９．５ 慢性胃炎，詳細不明

　

Ｋ

　

２９．６ その他の胃炎

　

脇９‐７ 胃炎，詳細不明

　

Ｋ２９．８ 十二指腸炎

　

Ｋ２９．９

　　

胃十二指腸炎’詳細不明
Ｋ３０ 機能性ディスペプシア
Ｋ３１

　　

胃及び十二指腸のその他の疾患

　

Ｋ３１．０

　　

急性胃拡張

　

Ｋ３１．１

　　

成人．の肥厚性幽門狭窄

　

Ｋ３１．２

　　

胃の砂時計状狭窄

　

Ｋ３１‐３

　　

幽門けいれん＜痩掌＞，他に分類され

　　　　

ないもの

　

Ｋ３１．４

　　

胃憩室

　

Ｋ３１．５ 十二指腸閉塞

　

Ｋ３１．６

　　

胃及び十二指腸疲

　

Ｋ３１．７

　　

胃及び十二指腸のポリープ

　

Ｋ３１‐８

　　

胃及び十二指腸のその他の明示され

　　　　　

た疾患

　　　　

、
←

　

Ｋ３１‐９

　　

胃及び十二指腸の疾患，詳細不明
虫垂の疾患（Ｋ３５一Ｋ３８）
Ｋ３５

　　

急性虫垂炎

　

Ｋ３５．２

　

．汎発性腹膜炎を伴う急性虫垂炎

　

Ｋ３５‐３

　　

限局性腹膜炎を伴う急性虫垂炎

　

Ｋ３５．８

　　

急ｖ性虫垂炎，その他及び詳細不明

　

′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ノ
Ｋ３６‐ その他の虫垂炎
Ｋ３７ 詳細不明の虫垂炎
Ｋ３８

　　

虫基のその他の疾患

　

Ｋ３８．０

　　

虫垂過形成

　

、

　

Ｋ３８．１

　　

虫垂結石

　

Ｋ３８．２

　　

虫垂憩室

　

Ｋ３８．３

　　

虫垂疲

　

Ｋ３８‐８

　　

虫垂のその他の明示された疾患

　

Ｋ３８．９

　　

虫垂の疾患，詳細不明
ヘルニア （Ｋ４０一Ｋ４６） ・
ーＫ４０

　　

そげい＜鼠径＞ヘルニア

　

Ｋ４０．０

　　

両側性そげいく鼠径＞ヘソレニア，閉塞

　　　　　

を伴い，え＜壊＞痘を伴わないもの

　

Ｋ４０．１

　　

両側性そげいく鼠径＞ヘルニア，え＜

　　　　　

壊＞痘を伴うもの

　

Ｋ４０．２

　　

両側性そげい＜風径＞ヘルニア，閉塞

　　　　　

及びえ＜壊＞症を伴わないもの

　

Ｋ４０．３

　　

ー側性又は患側不明のそげいく鼠

　　　　　

径＞ヘルニア，閉塞を伴い，え＜壊＞

　　　　　

痘を伴わないもの

　

Ｋ４０．４

　　

ー側性又は患側不明のそげい＜鼠

　　　　　

径＞ヘルニア，え＜壊＞痘を伴うもの

　

Ｋ４０‐９

　　

－側性又は患側不明のそげい＜鼠

　　　　　

径＞ヘルニア，閉塞及びえ＜壊＞痘を

　　　　　

伴わないもの

Ｋ４１ 大腿＜股＞ヘルニア

　

Ｋ４１．０
・ 両側性大腿＜股〉ヘルニア，閉塞を伴

　　　　　

い，え＜壊＞症を伴わないもの

　

′

　

Ｋ４１．１

　　

両側性大腿＜股＞ヘルニア，え＜壊＞

　　　　　

痘を伴うもの

　

Ｋ４１．２

　

・両側性大腿＜股＞ヘルニア，閉塞及び

　　　　　

え＜壊＞痘を伴わないもの

　

Ｋ４１‐３

　　

ー側性又は忠側不明の大腿く股＞ヘ

　　　　　

ルニア，閉塞を伴い，え＜壊＞痘を伴

　　　　　

わないもの

　

Ｋ４１－
・４

　　

一側性又は患側不明の大腿＜股＞ヘ

　　　　

ー

　　

ルニア， えく壊〉痘児を伴うもの

　

Ｋ４１‐９

　　

ー側性又は患側不明の大腿＜股＞ヘ

　　　　　

ルニア，閉塞及びえ＜壊＞痘を伴わな

　　　　

いもの

Ｋ４２

　　

踏ヘルニア

　

Ｋ４２‐０

　　

勝ヘルニア，閉塞を伴い，え＜壊＞症

　　　　

を伴わないもの

　

Ｋ４２‐１‐

　

勝ヘルニア，え＜壊＞痘を伴うもの

　

Ｋ４２．９

　　

膳ヘルニア，閉塞及びえ＜壊＞痘を伴

　　　　

わないもの

　　　　　

、

Ｋ４３ 腹壁ヘルニア

　　　　　　　　　　　　

ー

　

Ｋ４３．０

　　

癒痕ヘルニア，閉塞を伴い，え＜壊＞

　　　　

痘を伴わないもの

　

Ｋ４３．１

　　

癒痕ヘルニア，え＜，壌＞痘を伴うもの

　

Ｋ４３．２

　　

癖痕ヘルニア，閉塞及びえ＜壊＞痘を

　　　　

伴わないもの

　

Ｋ４３．３

　　

傍ス‐トーマヘルニア，閉塞を伴い，え

　　　　　

＜壊＞痘を伴わないもの

　　　　

、

　

Ｋ４３．４

　　

傍ストーマヘルニア，え＜壌＞痘を伴

　　　　

うもの

　

Ｋ４３．５

　

・傍ストーマヘルニア，閉塞及びえ＜

　　　　

壊＞痘を伴わないもの

　

Ｋ４３．６

　　

その他及び詳細不明の腹壁ヘルニア，

　　　　　

閉塞を伴い，え〈壊＞痘を伴わないも

．

　　　

、

　　　

の

　

Ｋ４３．７

　　

その他及び詳細不明の腹壁ヘルニア，

　　　　

え＜壊＞痕を伴うもの

　

Ｋ４３．９

　　

その他及び詳細不明の腹壁ヘルニア，

　　　　　

閉塞及びえ＜壊＞壇を伴わないもの
Ｋ４４ 横隔膜ヘルニア

　

Ｋ４４．０

　　

横隔膜ヘルニア，閉塞を伴い，え＜

　　　　

壊＞痘を伴わないもの

　

Ｋ４４．１ 横隔膜ヘルニア，え＜壊＞痘を伴うも

　　　

の

　

Ｋ４４‐９

　　

横隔膜ヘルニア，閉塞及びえ＜壊＞痘

　　　　

を伴わないもの
Ｋ４５

　　

その他の腹部ヘルニア

　

Ｋ４５．０

　　

その他の明示された腹部ヘルニア，閉

　　　　　

塞を伴い，え〈壊＞痘を伴わないもの

　

Ｋ４５‐１

　　

その他の明示された腹部ヘルニア，え

　　　　　

＜壊＞痘を伴うもの

　

Ｋ４５‐８

　

－その他の明示された腹部ヘルニア，閉

　　　　　

塞及びえ＜壊＞痘を伴わないもの
Ｋ４６

　　

詳細不明の腹部ヘルニア

　

Ｋ４６．０

　　

詳細不明の腹部ヘルニア，閉塞を伴い

　　　　　

，え＜壊＞痘を伴わないもの



の
め

　

Ｋ４６．１

　　

詳細不明の腹部ヘルニア，え＜壊〉痘

　　　　　

を伴うもの

　

Ｋ４６．９

　　

詳細不明の腹部ヘルニア，閉塞及びえ

　　　　　

＜壊＞痘を伴わないもの
非感染性腸炎及び非感染性大腸炎（Ｋ５０一Ｋ５２）
Ｋ５０

　　

クロ」ン＜Ｃｒｏｈｎ＞病［限局性腸炎］

　

Ｋ５０．０

　　

小腸のクローンくＣｒｏｈｎ〉病

　　

‐

　

Ｋ５０．１‐

　

大腸のクローン＜Ｃｒｏｈｎ〉病

　

Ｋ５０．８

　　

その他のクローン＜Ｃｒｏｈｎ〉病

　

Ｋ５０．９ クローン＜Ｃｒｏｈｎ＞病， 詳細不明

Ｋ５１・ 潰密性大腸炎

　

Ｋ５１．０

　　

流勝性（慢性）全大腸炎

　

Ｋ５１‐２

　　

潰蕩性（慢性）直腸談

　

Ｋ５１．３

　　

潰癖性、（慢性）直腸Ｓ状結腸炎

　

Ｋ５１‐４ 炎症性ポリープ

　

Ｋ５１‐５

　　

左側大腸炎

　

Ｋ５１‐８ その他の溝癖性大腸炎

　

Ｋ５１‐９

　　

溝勝性大腸炎，詳細不明
Ｋ５２

　　

その他の非感染性胃腸炎及び非感染性大

　　　

腸炎

　

Ｋ５２．０

　　

放射線による胃腸炎及び大腸炎

　

Ｋ５２．１

　　

中瀞性胃腸炎及び大腸炎

　

Ｋ５２．２

　　

アレルギー性及び食事性胃腸炎及び

　

． 大腸炎

　

Ｋ５２．３ 分類不能大腸炎

　

Ｋ５２．８

　

，その他の明示された非感染性胃腸炎

　　　　　

及び非感染性大腸炎

　

Ｋ５２．９

　　

非感染性胃腸炎及び非感染性大腸炎，

　　　　

－詳細不明
腸のその他の疾患（Ｋ５５‐Ｋ６４）
Ｋ５５

　　

腸の血行障害
Ｋ５５‐０

　　

腸の急性血行障害
Ｋ５５．１

　　

腸の慢性血行障害
Ｋ５５．２

　　

大腸の血管形成異常症

　

Ｋ５５．８

　　

腸のその他の血行障害
Ｋ５５‐９

　　

腸の血行障害，詳細不明
Ｋ５６

　　

麻輝性イレウス及び腸閉塞，ヘルニアを伴

　　

わないもの

Ｋ５６‐０

　

‐ 麻庫性イレウス

Ｋ５６‐１

　　

腸重機症
Ｋ５６．２

　　

軸捻（転）
Ｋ５６．３ 胆石性イレウス
Ｋ５６‐４

　

‐その他の腸管かん＜鉄＞頓
Ｋ５６．５

　　

閉塞を伴う腸癒着［索条物］
Ｋ５６‐６

　　

その他及び詳細不明の腸閉塞
Ｋ５６．７

　　

イレウス， 詳細不明

Ｋ５７

　　

腸の憩室性疾患

　

Ｋ５７．０，

　

穿孔及び膿癌を伴う小腸の憩室性疾

　　　

患

　

．・

　

Ｋ５７．１

　　

穿孔又は膿癌を伴わない小腸の憩室

　　　　　

性疾患

　

Ｋ５７．２

　

，穿孔及び膿癌を伴う大腸の憩、室性疾

　　　　

‐患

　

Ｋ５７‐３

　　

穿孔又は膿癖を伴わない大腸の憩室

　　　

‐ 性疾患

　

Ｋ５７．４

　　

穿孔及び膿癌を伴うノ」・腸及び大腸両

　　　　　

者の憩室性疾患

　

Ｋ５７．５

　　

穿孔又は膿蕩を伴わない小腸及び大

　　　　　

腸両者の憩室性疾患

　

Ｋ５７．・８

　　

腸の態室性疾患，部位不明，穿孔及び

　　　　　

腰濠を伴うもの

　

Ｋ５７．９

　　

腸の憩室性疾患，部位不明，穿孔又は

　　　　

膿癌を伴わないもの
Ｋ５８ 過敏性三陽症候群

　

Ｋ５８‐０

　　

下痢を伴う過敏性腸症候群

　

Ｋ５８．９

　　

下痢を伴わない過敏性腸症候群
Ｋ５９

　

－その他の腸の機能障害

　

Ｋ５９．０

　　

便秘、

　

Ｋ５９‐１ 機能性下痢

　

Ｋ５９‐２

　　

神経性腸症，他に分類されないもの
Ｘ５９．３

　　

巨大結腸，他に分類されないもの

　

Ｋ５９．４

　　

虹門けいれん＜癌灘＞

　

Ｋ５９‐８

　　

その他の明示された腸の機能障害

　

Ｋ５９．９

　　

腸の機能瞳塔，詳細不明
Ｋ６０

　　

虹門部及び埴腸部の裂（溝）及び痩（孔）

　

Ｋ６ＱＯ

　　

急性裂虹

　

Ｋ６０．１ 慢性裂虹

　

Ｋ６０．２

　　

裂虹，詳細不明

　

Ｋ６０‐３

　　

痔痩

　　　　　　　　　　

．

　

－

　

Ｋ６０‐４

　　

直腸痩

　

Ｋ６０．５

　　

虹門直腸痩
Ｋ６１

　　

虹門部及び直腸部の膿癖
Ｋ６１‐０

　　

紅門膿癖

　　

，
Ｋ６１．１

　　

直腸膿疹
Ｋ６１．２

　　

虹門直腸勝癌
Ｋ６１‐３

　　

坐骨直腸膿癌
Ｋ６１‐４

　　

（虹門）括約筋内膿癌
Ｋ６２

　　

虹門及び直腸のその他の疾患
Ｋ６２‐０

　　

虹門ポリープ

Ｋ６２．１ 直腸ポリープ
Ｋ６２‐２

　　

虹門脱く脱虹＞
Ｋ６２．３

　　

直腸脱

　

Ｋ６２‐４

　　

虹門及び直腸の狭窄

　

Ｋ６２‐５

　　

虹門及び直腸の出血

　

，

　

Ｋ６２．６

　　

虹門及び直腸の満場

　

Ｋ６２．７ 放射線直腸炎

　

Ｋ６２．８

　　

虹門及び値腸のその他の明示された疾

　　　

患

　

Ｋ６２‐９

　　

虹門及び直腸の疾患，詳細不明
Ｋ６３

　　

腸のその他の疾患，

　

Ｋ６３．０

　　

腸膿癌

　

Ｋ６３．１

　　

腸穿孔（非外傷性）

　

Ｋ６３．２

　　

腸痩 （孔）

　

Ｋ６３‐３

　　

腸潰蕩

　

Ｋ６３．４

　　

腸下垂（症）

　

Ｋ６３．５

　

、大腸＜結腸＞のポリープ

　

Ｋ６３‐８

　　

腸のその他の明示された疾患

　

Ｋ６３．９

　　

腸の疾患，詳細不明
Ｋ６４

　　

痔核及び虹門周囲静脈血栓症

　

Ｋ６４．０‐

　

第１度痔核

　

Ｋ６４．１

　　

第２度痔核

　

Ｋ６４．２

　　

第３度痔核

　

Ｋ６４．３

　　

第４度痔核

　

Ｋ６４．４ 痔核性遣残皮膚突起

　

Ｋ６４‐５

　　

虹門周囲静脈血栓症

　

Ｋ６４．８

　　

その他の明示された痔核

　

Ｋ６４．９

　　

痔核，詳細不明

　　

‐
腹膜‐の疾患（Ｋ６５一Ｋ６７）
Ｋ６５

　　

腹膜炎

　

Ｋ６５．０

　　

急性腹膜炎

　

Ｋ６５‐８ その他の腹膜炎

　

Ｋ６５‐９ 腹膜炎，詳細不明
Ｋ６６

　　

腹膜のその他の障害

　

Ｋ６６‐０ 腹膜癒着

　

Ｋ６６．１

　　

腹腔内出血
Ｋ６６．８

　　

腹膜のその他の明示された障害
Ｋ６６二９

　　

腹膜の障害，詳細不明
Ｋ６

　

他に分類される感染症における腹膜の障害
Ｋ６７．０
＊

　

クラミジア腹膜炎 （Ａ７４．８↑）
Ｋ６７．ｒ

　

淋菌性腹膜炎（Ａ５４‐８↑）
Ｋ６７‐２＊

　　

梅毒性腹膜炎（Ａ５２．７↑）
Ｋ６７‐３＊

　

結核性腹膜炎（Ａ１８．３↑）
Ｋ６７‐８＊

　　

他に分類される感染症における腹膜の

　　　　

その他の障害
肝疾患（Ｋ７０一Ｋ７７）
Ｋ７０

　

Ｋ７ＱＯ

　

Ｋ７０．１

アルコール性肝疾患

　

アルコーノ“湖旨肪肝

　

アルコール性肝炎

　

Ｋ７０．２

　　

アルコール性肝線維症及び肝硬化症

　

Ｋ７０‐３ アルコール性肝硬変

　

Ｋ７０．４

　

◆ アルコール性肝不全

　

Ｋ７０‐９ アルコール性肝疾患，詳細不明
Ｋ７１ 中毒性肝疾患

　

Ｋ７１‐０

　　

胆汁うっ滞を伴う中毒性肝疾患

　

Ｋ７１．１

　　

肝え＜壊＞死を伴う中毒性肝疾患

　

Ｋ７１‐２

　　

急性肝炎を伴う中毒性肝疾患

　

Ｋ７１．３

　　

慢性持続性肝炎を伴う‐中毒性肝疾患

　

Ｋ７１．４

　　

慢性小葉（性）肝炎を伴う中毒性肝疾

　　

患

　

Ｋ７１‐５

　　

慢性活動性肝炎を伴う中毒性肝疾患

　

Ｋ７１．６

　　

肝炎を伴う中毒性肝疾患，他に分類さ

　　　　

れないもの

　

Ｋ７Ｌ７

　　

肝線維症及び肝硬変を伴う中毒性肝

　　　　

疾患

　

Ｋ７１‐８

　　

その他の肝障害を伴う中毒性肝疾患

　

Ｋ７１‐９ 中毒性肝疾患，詳細不明
Ｋ７２

　　

肝不全，他に分類されないもの

　

Ｋ７２．０ 急性及び亜急性肝不全

　

Ｋ７２．１

　　

慢性肝不全

　

Ｋ７２‐９ 肝不全，詳細不明
Ｋ７３

　　

慢性Ｌ肝炎，他に分類されないもの
Ｋ７３．０

　　

慢性持続性肝炎，他に分類されないも

　　　

の

　

Ｋ７３‐１

　　

」′

　

ノ、

　　

′

　

Ｋ７３‐１

　　

慢性小葉（性）肝炎，．他に分類されな

　

ノ いもの

　

Ｋ７３．２

　　

慢」性活動性肝炎，他に分類されないも

　

．

　　　　　

の

　

Ｋ７３．８

　　

その他の慢性男子炎，他に分類されない

　　　　

もの

　

Ｋ７３．９

　

， 慢性肝炎，詳細不明
Ｋ７４

　　

肝線維症及び肝硬変

　

Ｋ７４．０

　　

肝線維症

　

Ｋ７４．１

　　

肝硬化症正

　

Ｋ７４‐２

　　

肝硬化症を伴う断線維症

　

Ｋ７４．３

　　

原発性胆汁性肝硬変

　

Ｋ７４．４

　　

続発性胆汁性肝硬変

　

Ｋ７４‐５

　　

胆汁性肝硬変，詳細不明

　

Ｋ７４．６

　　

その他及び詳細不明の肝硬変
Ｋ７５

　　

その他の炎症性肝疾患
Ｋ７５．０ 肝臓癌
Ｋ７５．１

　　

門脈の静脈炎

　

Ｋ７５．２

　　

非特異的反応性肝炎

　

Ｋ７５．３

　　

肉芽腫性肝炎，他に分類されないもの

　

Ｋ７５．４ 自己免疫性肝炎



Ｋ７５．８

　　

その他の明示された炎症性肝疾患
Ｋ７５‐９ 炎症性肝疾患，詳細不明
Ｋ７６， その他の肝疾患

　　　　　　　　　　

ー

Ｋ７６‐０

　　

脂肪肝＜肝の脂肪化＞，他に分類され
ないもの

Ｋ７６‐１

　　

慢性（受動性）うっ血肝
Ｋ７６．２

　　

－中心性出血性肝え＜壊＞死
Ｋ７６．３ 肝梗塞
Ｋ７６．４

　　

肝臓紫斑病
Ｋ７６．５ 肝静脈閉塞性疾患
Ｋ７６‐６

　　

門脈圧充進・（症）
Ｋ７６．７

　　

肝腎症候群
Ｋ７６‐８

　　

その他の明示された肝疾患
Ｋ７６‐９ 肝疾患，詳細不明
Ｋ７７＊

　

他に分類さ，れる疾患における肝障害
Ｋ７７‐ｏ＊

　

＼．他に分類される感染症及び寄生虫症
における肝障害

　

Ｋ７７．８＊

　　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　

肝障害

　　　　　　　　　　　　

′

胆のう＜嚢＞〆・胆管及び距の障害（Ｋ８０一Ｋ８７）
Ｋ８０

　　

胆石症

　

Ｋ８０↓０

　　

急性胆のう＜嚢＞炎を伴う胆のう＜
嚢〉結石

ｍ
讐
硯

　

ｍ
の

　

蚊．
Ｎ
骨
ト
Ｎ
懐
鴇

の
め

　

Ｋ８０‐１

　　

その他の胆のう＜嚢＞炎を伴う胆のう

　　　　　

＜嚢＞結石

　

Ｋ８０．２

　　

胆のうく醗＞炎を伴わない胆のう＜

　　　　　

嚢＞結石

　　

‐

　

Ｋ８０‐３

　　

胆管炎を伴う胆管結石

　

Ｋ８０．４

　　

胆のう＜嚢＞炎を伴う胆管結石

　

Ｋ８０．５

　　

胆管炎及び胆のう＜嚢＞炎を伴わな

　　　　　

い胆管結石

　

Ｋ８０‐８ その他の胆石症
Ｋ８１ 胆のう＜嚢＞炎

　

Ｋ８１‐０ 急性胆のう＜嚢＞炎

　

Ｋ８１．１ 慢性胆のう＜嚢＞炎

　

Ｋ８１．８

　　

その他の胆のう〈嚢＞炎

　

Ｋ８１．９ 胆のう＜嚢＞炎，詳細不明
Ｋ８２

　　

胆のう＜嚢＞のその他の疾患

　

Ｋ８２‐０

　

・胆のう＜嚢＞の閉塞

　

Ｋ８２．１ 胆のう＜嚢＞水腫

　

Ｋ８２．２ 胆のう＜饗＞の穿孔

　

Ｋ８２‐３・ 胆のう
－＜嚢＞疲（孔）

　

Ｋ８２．４

　

， 胆のう＜嚢＞のコレステロール沈着症

　

Ｋ８２‐８

　　

胆のう＜嚢〉のその他の明示された疾

　　

患

　

Ｋ８２．９・

　

胆のう＜嚢＞の疾患，詳細不明

皮膚及び皮下組織の感染症（Ｌｏｏ－Ｌｏ８）

　　　　

，

　　

Ｌ０８．９

　　

皮膚及び皮下組織の局所感染症，詳細

ＬＯＯ

　　

ブドウ球菌隆熱傷様皮膚症候群＜ｓｓｓｓ＞
ＬＯＩ

　　

膿か＜痴＞疹
ＬＯＩ．０

　　

膿か＜痴＞疹［各病原体］［各部位］

ＬＯＩＪ

　　

その他の皮膚疾患の膿かく．痴〉疹化
Ｌ０２

　　

皮膚膿癌，せつ＜フルンケル＞及びよう＜

　　　

カノレブンケノレ＞

Ｌｏ２．ｏ

　　

顔面の皮膚膿癖，せつくフルンケル＞

及びよう＜カルブンケル＞
Ｌｏ２．１

　　

頚部の皮膚膿癌，せつ＜フルンケル＞

及びようくカルブンケル＞
Ｌ０２‐２

　　

体幹の皮膚騰蕩，－せつ＜フルンケル＞
及びよう＜カルブンケル＞

Ｌ０２‐３

　　

殿部の皮膚膿癌，せつ＜フルンケル＞
及びよう＜カルブンケル＞

Ｌ０２．４

　　

（四）肢の皮膚膿癖，せつ＜フルンケ
ル＞及びよう＜カルブンケル＞

Ｌ０２‐８

　　

その他の部位の皮膚膿蕩，せつ＜フル
ンケル＞及びよう＜カルブンケル＞

Ｌ０２．９

　　

皮膚膿癌，せつ＜フルンケル＞及びよ
う＜カルブンケル＞，部位不明

不明
水癌症（ＬＩ０一Ｌ１４）
ＬＩＯ

　　

天庖療
ＬＩ０‐０ 尋常性天癌痛

　

ＬＩＯ．１ 増殖性天庖癒

　

ＬＩ０‐２ 落葉状天庖癒

　

ＬＩ０‐３

　　

ブラジル天庖癒・［ｆｏｇｏｓｅｌｖａｇｅｍ］

　

ＬＩ０‐４

　　

紅斑性天庖癒
‐ＬＩＯ．５ 薬物誘発性天庖踏

　

ＬＩＯ．８ その他の天庖病

　

ＬＩＯ．９

　　

天庖癒，詳細不明
ＬＩＩ

　　

その他のァカントリーゼ＜疎融解＞性障害

　

ＬＩＩ．０ 後天性毛包＜のう＜嚢＞＞性角化症

　

ＬＩ１‐１・

　

一過性アカントリーゼ＜蘇融解＞性

　　　　　

皮膚症［グローバー＜Ｇｒｏｖｅｒ＞病］

　

ＬＩ１‐８

　　

その他の明示されたアカントリーゼ＜

疎融解．＞性障害
ＬＩＩ．９

　　

アカントーリーゼ＜疎融解＞性障害，詳
細不明

Ｌ１２・

　

類天施療
Ｌ１２．０

　　

水庖性類夫庖癒
Ｌ１２．１

　　

癖痕性類天庖癒

Ｋ８３

　　

胆道のその他の疾患
Ｋ８３．０ 胆管炎
Ｋ８３‐１

　　

胆管閉塞
Ｋ８３‐２‐
ー胆管穿孔

Ｋ８３．
・３

　　

胆管痩（孔）

　

Ｋ８３４

　　

オディ＜ｏｄｄｉ＞括約筋れん＜雛＞縮
Ｋ８３‐５ 胆のう＜嚢〉胞

　

Ｋ８３．８

　　

胆道のその他の明示された疾患

　

Ｋ８３．９

　　

胆道の疾患，詳細不明
Ｋ８５ 急性瞳炎

　

Ｋ８５．０ 特発性急獣性瞳炎

　

Ｋ８５．１ 胆石性急鰹捧炎

　

Ｋ８５．２ アルコール性急性雌炎

　

Ｋ８５．３ 薬物性急性癖葦炎

　

Ｋ８５．８ その他の急性勝炎

　

Ｋ８５．９

　

・急性輝炎，
．詳細不明

Ｋ８６ その他の雌疾患
Ｋ８６‐０ アルコール性慢性瞳炎
Ｋ８６‐１ その他の慢性瞳炎
Ｋ８６．２

　　

雌のう〈嚢＞胞

Ｋ８６．３

　　

雌仮性のう＜嚢＞胞
Ｋ８６．８

　　

その他の明示された肺疾患
Ｋ８６‐９

　

－雌疾患，詳細不明
Ｋ８で

　　

他に分類される疾患における胆のう〈嚢＞
胆道及び肺の障害

Ｋ８７．が

　　

他に分類される疾患における胆のう＜
嚢＞及び胆道の障害

　

Ｋ８７．１＊

　　

他に分類される疾患における瞳の障害
消化器系の，その他の疾患（Ｋ９０一Ｋ９３）
Ｋ９０

　　

腸性吸収不良（症）

　

Ｋ９０．ｏ

　　

小児脂肪便症＜ｃｏｅｌｉａｃｄｉｓｅａｓｅ＞

　

Ｋ９０．１ 熱帯性スプルー

　

Ｋ９０‐２

　

、盲係蹄＜ブラインドループ＞症候群，
他に分類されないもの

Ｋ９０‐３

　　

瞳性脂肪便症
Ｋ９０‐４

　　

不耐性による吸収不良（症）｝他に分
類されないもの

Ｋ９０．８

　　

その他の腸性吸収不良（症）
Ｋ９０．９

　　

腸性吸収不良（症），詳細不明
Ｋ９１

　　

消化器系の処置後陣塙，他に分類されない

　

もの

　　　

二

　　　

・
Ｋ９１．０

　　

胃腸手術に続発する唯吐
Ｋ９１‐１

　　

胃手術後症候群

　

・
Ｋ９１．２

　　

術後吸収不良，他に分類されないもの
Ｋ９１．３

　　

術後腸閉塞

Ｋ９１．４

　　

結腸痩＜人工虹門＞及び小腸蜜の機
能障害

Ｋ９１．５

　　

胆のう＜嚢＞摘出＜除＞後症候群
Ｋ９１．８

　　

消化器系のその他の処置後障害，他に
分類されないもの

　

Ｋ９１．９‐ 消化器系の処置後障害，詳細不・明
Ｋ９２

　　

消化器系のその他の疾患

　

Ｋ９２．０，． 吐血

　

Ｋ９２‐１ メレナ

Ｋ９２‐２ 胃腸出血，詳細不明
Ｋ９２．８

　　

消化器系のその他の明示された疾患

Ｋ９２．９

　　

消化器系の疾患，詳細不明

Ｋ９３＊

　　

他に分類される疾患におけるその他の消化

　　　

器の障害
Ｋ９３‐０＊

　

腸，腹膜及び腸問膜リンパ節の結核性
障害（Ａ１８‐３↑）

Ｋ９３．１
＊

　　

シヤーガス＜Ｃｈａｇａｓ＞病における巨大

結腸（Ｂ５７．３・“

Ｋ９３．８＊

　　

他に分類される疾患におけるその他の
明示された消化器の障害

第粗章

　

皮膚及び皮下組織の疾患（ＬＯＯ－
Ｌ９９）

Ｌ０３

　　

蜂巣炎〈蜂嵩織炎＞
Ｌ０３‐０

　　

手指及び靴＜足ゆび＞の蜂巣炎＜蜂

　　　　

腐織炎＞
Ｌ０３‐１

　　

（四）肢のその他の部位の蜂巣炎＜蜂
高織炎＞

Ｌ０３‐２

　　

顔面の蜂巣炎＜蜂富織炎〉
Ｌ０３‐３

　　

体幹の蜂巣炎＜蜂腐織炎＞
Ｌ０３‐８

　　

その他の部位の蜂巣炎＜蜂腐織炎＞
Ｌ０３‐９
‐ 蜂巣炎〈蜂高織炎〉，詳細不明

Ｌ０４ 急性リンパ節炎
Ｌ０４‐０

　　

顔面，頭部及び頚部の急性リンパ節炎
Ｌ０４．１

　　

体幹の急性リンパ節炎
Ｌ０４．２

　　

上肢の急性リンパ節炎
Ｌ０４‐３

　　

下肢の急性リンパ節炎
Ｌ０４．８

　　

その他の部位の急性リンパ節炎
Ｌ０４．９ 急性リンパ節炎，部位不明
Ｌ０５

　　

毛巣のう＜嚢＞胞
Ｌ０５．０

　　

膿疹を伴う毛巣のう＜嚢＞胞
Ｌ０５．９

　　

膿晦を伴わない毛巣のうく嚢＞胞
Ｌ０８

　　

皮膚及び皮下組織のその他の局所感染症
Ｌ０８‐０ 膿皮症
Ｌ０８‐１

　　

紅色陰せん＜癖＞
Ｌ０８．８

　　

皮膚及び皮下組織のその他の・明示さ
れた局所感染症
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Ｌ１２．２

　　

小児期の慢性水庖性疾患

　

Ｌ１２．３く・後天性表皮水庖症

　

Ｌ１２‐８ その他の類天癌痛

　

Ｌ１２．９

　　

類天庖療１詳細不明
Ｌ１３ その他の水痘症

　

ノ

　

Ｌ１３．０

　　

庖疹状皮膚炎
▼

　

Ｌ１３．１

　　

角層下腿庖症

　

Ｌ１３．８

　　

その他の明示された水庖症

　

Ｌ１３．９

　　

水庖症，詳細不明
Ｌ１４＊

　　

他に分類される疾患における水痘症
皮膚炎及び湿疹（Ｌ２０二１３０）
Ｌ２０ アトピー性皮膚炎

　

Ｌ２０‐０ ベニエ＜Ｂｅｓｎｉｅｒ＞洋疹

　

Ｌ２０．８

　　

その他のアトピー性皮膚炎

　

Ｌ２０．９

　

・アトピー性皮膚炎，詳細不明
Ｌ２１

　　

脂漏性皮膚炎

　　　

‐

　

Ｌ２ＬＯ

　　

頭部脂漏

　

Ｌ２１‐１

　　

脂漏性乳児皮膚炎

　

Ｌ２１‐８ その他の脂漏性皮膚炎

　

Ｌ２１‐９

　　

脂漏・性皮膚炎，詳細不明
Ｌ２２

　　

おむつ＜ナプキン＞皮膚炎
Ｌ２３ アレルギー性接触皮膚炎

　

Ｌ２３．０

　　

金属によるアレルギー総接触皮膚炎

　

Ｌ２３．１

　　

接着剤によるアレルギー性接触皮膚

　　

炎

　

Ｌ２３‐２

　　

化粧品によるアレルギー性接触皮膚

　　

炎

　

Ｌ２３‐３

　　

医薬品の皮膚接触によるアレルギー性

　　　　

接触皮膚炎
◆Ｌ２３．４

　

′

　

染料によるアレルギー性接触皮膚炎

　

Ｌ２３．５

　　

その他の化学物質によるアレルギー性

　　　　

接触皮膚炎
Ｌ２３．６

　　

食物の皮麟勤劇こよるアレルギー性接

　　　　

触皮膚炎
Ｌ２３．７

　　

植物によるアレルギー性接触皮膚炎，

　　　　

食物を除く
・Ｌ２３‐８

　　

その他の因子によるアレルギー性接触

　　　　

皮膚炎
Ｌ２３‐９

　　

アレルギー性接触皮膚炎，原因不明
Ｌ２４ 刺激性接触皮膚炎
Ｌ２４．０

　　

洗剤による刺激′性接触皮膚炎
Ｌ２４．１

　　

油脂及びグリースによる刺激性接触

　　　　　

皮膚炎
Ｌ２４．２

　　

溶剤によ、る刺激性接触皮膚炎
Ｌ２４．３

　　

化粧品による刺激性接触皮膚炎

　

Ｌ２４．４

　　

医薬品の皮膚接触による刺激性接触

　　　　　

皮膚炎

　

Ｌ２４．５

　　

その他の化学物質による刺激・性接触

　　　　　

皮膚炎

　

Ｌ２４．６

　　

食物の皮膚接触による刺激性接触皮

　　　　　

膚炎

　

Ｌ２４．７

　　

植物による刺激性接触皮膚炎，食物を

　　　　

除く

　

Ｌ２４．８

　　

▼その他の因子による刺激性接触皮膚

　　

炎

　

Ｌ２４．９

　　

刺激性接触皮膚炎，原因不明
Ｌ２５ 詳細不明の接触皮膚炎

　

Ｌ２５．０

　　

化粧品による詳細不明の接触皮膚炎

　

Ｌ２５．１

　　

医薬品の皮膚接触による詳細不明の

　　　　　

接触皮膚炎

　

Ｌ２５．２

　　

染料による詳細不明の接触皮膚炎

　

Ｌ２５．３

　　

その他の化学物質による詳細不明の

　　　　　

接触皮膚炎

　

Ｌ２５．４

　　

食物の皮膚接触による詳細不明．の接

　　　　　

触皮膚炎

　

Ｌ２５．５

　　

植物による詳細不明の接触皮膚炎，食

　　　　

物を除く

　

Ｌ２５‐８

　　

その他の因子による詳細不明の接触

　　　　　

皮膚炎

　

Ｌ２５．９

　　

詳細不明の接触皮膚炎，原因不明
Ｌ２６ 剥脱性皮膚炎
Ｌ２７．

　

摂取物質による皮膚炎

　

Ｌ２７．０

　　

薬物及び薬剤による全身の発疹

　

Ｌ２７．１

　　

薬物及び薬剤による限局」性の発疹

　

Ｌ２７．２

　　

摂取食物による皮膚炎

　

Ｌ２７‐８

　　

その他の摂取物質による皮膚炎

　

Ｌ２７．９

　　

詳細不明の摂取物質による皮膚炎
Ｌ２８

　　

慢」性単純・性苔せん＜癖〉及び洋疹

　

Ｌ２８．０

　

ノ

　

慢」性単純性苔せん〈癖＞

　

Ｌ２８．１

　　

結節性洋疹

　

Ｌ２８‐２ その他の蜂疹
Ｌ２９ そう＜掻メ坪症

　

Ｌ２９．０

　　

虹門そう＜掻＞窪症

Ｌ２９ユ

　　

陰のう＜嚢＞そう＜掻＞座症
Ｌ２９．２

　

， 陰門そう〈掻＞岸症

　

Ｌ２９．３

　　

虹門性器そう＜掻メ洋症，詳細不明
Ｌ２９．８

　　

その他のそう＜掻＞洋症
Ｌ２９．９ そう＜掻＞洋症，詳細不明
Ｌ３０ その他の皮膚炎
Ｌ３０．０ 貨幣状皮膚炎
Ｌ３０．１

　　

異汗症＜ｄｙｓｈｉｄｒｏｓｉｓ＞ ［汗癌］

自家感作性皮膚炎
感染性皮膚炎
紅斑性間擦疹
白色ひこう＜級糠＞疹
その他の明示された皮膚炎
皮膚炎，詳細不明

Ｌ３０．２

Ｌ３０．３

Ｌ３０‐４

Ｌ３０．５

Ｌ３０‐８

Ｌ３０．９

丘疹落せつく屑＞＜りんせつ＜鱗層＞＞性障害
（Ｌ４０一Ｌ４５）

Ｌ４０

　　

乾せん＜癖＞

　

Ｌ４０．０‐

　

尋常性乾せん＜癖＞

　

Ｌ４０．１

　　

全身性膿庖性乾せん＜癖＞

　

Ｌ４０２

　　

稽留性＜連続性〉先＜肢＞端皮膚炎

　

Ｌ４０‐３

　　

掌肱＜手掌足底＞膿庖症

　

Ｌ４０．４

　　

滴状乾せん＜癖＞

　

Ｌ４０．５↑

　

関節障害性乾せん＜癖＞（Ｍ０７．０一

　　　　

Ｍ０７‐３＊，ＭＯ９‐０
＊）

　

Ｌ４０．８

　　

その他の乾せん〈癖＞
Ｌ４０．９

　　

乾せん＜癖＞，詳細不明
Ｌ４１

　　

類乾せん＜癖＞

　　

ー

Ｌ４１‐０

　　

急性痘病状苔せん＜癖＞状ひこう＜

　　　　

－

　

紙糠＞疹
Ｌ４１．１

　　

慢性苔せん＜癖＞状ひこう＜枇糠＞

　　

疹
Ｌ４１．３

　　

小局面状類乾せん＜癖＞

　

Ｌ４１‐４

　　

大局面状類乾せん〈癖＞

　

Ｌ４１．５

　　

網状類乾せん＜癖＞
Ｌ４１．８

　　

その他の類乾せん＜癖＞
Ｌ４１‐９

　　

類乾せんく癖＞，詳細不明
Ｌ４２

　　

バラ色ひこう＜粉糠＞疹

　

．
Ｌ４３

　　

馬平苔せん＜癖＞
Ｌ４３．０

　　

肥厚′性馬平苔せん＜癖＞
Ｌ４３．１

　　

水庖」性扇平苔せんく癖＞
Ｌ４３．２

　　

苔せん＜癖＞様薬物反応
Ｌ４３．３

　　

亜急性（活動性）周平苔せん＜癖＞
Ｌ４３．８

　　

その他の馬平苔せん＜癖＞
Ｌ４３．９

　　

馬平苔せん＜癖＞，詳細不明
Ｌ４４

　　

その他の丘疹落せつく暦＞＜りんせつ＜鱗

　　　

暦＞〉′性障害
Ｌ４４‐０

　　

毛孔性紅色ひこう＜紙糠＞疹
Ｌ４４．１

　　

光沢苔せん＜癖＞
Ｌ４４．２

　　

線状苔せん＜癖＞
Ｌ４４‐３

　　

念＜連‐＞珠状紅色苔せん＜癖＞
Ｌ４４．４

　　

小児丘疹性先＜肢＞端皮膚炎［ジアノ

　　　　　

ツテイ・クロステイ＜Ｇｉａｌｍｏｔｔｉ‐

　　　　

Ｃｒｏｓｔｉ＞病］

　

Ｌ４４．８

　　

その他の明示された丘疹落せつ＜層＞

　　　　　

＜り・んせつ＜鱗層＞＞性障害

　

Ｌ４４．９

　　

丘疹落せつく暦＞＜りんせつ＜鱗

　　　　　

層＞〉性障害，詳細不明
Ｌ４５＊

　　

他に分類される疾患における丘疹落せつ＜

　　　

屑＞＜りんせつく鱗層＞＞′性障害
じんま＜葦麻＞疹及び紅斑（Ｌ５０一Ｌ５４）
Ｌ５０

　　

じんまく蔀麻＞疹

　

Ｌ５０．０

　　

アレルギー性じんまく奪麻＞疹
・Ｌ５０‐１ 特発性じんま＜奪麻＞疹

　

Ｌ５０．２

　　

寒冷及び温熱によるじんま＜奪麻＞

　　

疹

　

－

　

Ｌ５０．３

　　

皮膚描記性じんまく薄麻＞疹

　

Ｌ５０‐４ 振動性じんま＜奪麻＞疹

　

Ｌ５０．５

　　

コリン作動性じんま＜奪麻＞疹

　

Ｌ５０‐６ 接触じんま＜奪麻＞疹

　

Ｌ５０‐８

　　

その他のじんまく奪麻＞疹

　

Ｌ５０‐９

　　

じんま＜奪麻＞疹，詳細不明
Ｌ５１

　　

多形紅斑

　

Ｌ５ＬＯ

　　

非水庖性多形紅斑

　

Ｌ５１‐１

　　

水庖性多形紅斑

　

Ｌ５１．２

　　

中毒性表皮え＜壊＞死剥離症［ライエ

　　　　　

ル＜ライル＞＜Ｌｙｅｌｌ〉病］

　

Ｌ５１．８ その他の多形紅斑

　

Ｌ５１．９

　　

多形紅斑，詳細不明
Ｌ５２

　　

結節性紅斑
Ｌ５３ その他の紅斑性病態

　

Ｌ５３．０ 中毒」性紅斑

　

Ｌ５３‐１ 遠心性環状紅斑

　

Ｌ５３．２

　　

輪状紅斑

　

Ｌ５３．３ その他の慢」性地図状紅斑

　

Ｌ５３．８

　　

その他の明示された紅斑性病態ノ

　

Ｌ５３．９

　　

紅班性病態，詳細不明
Ｌ５４＊

　

他に分類される疾患における紅斑▼

　

Ｌ５４‐び

　　

急性リウマチ熱における輪状紅斑（エ００

　　　　

　　
Ｌ５４．８＊

　　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　　

紅斑
皮膚及び皮下組織の放射線（非電離及び電離）に
関連する・障害（Ｌ５５－Ｌ５９）
Ｌ５５

　　

日焼け

Ｌ５５‐０ 日焼け， 第１度

Ｌ５５．１ 日焼け，第２度
Ｌ５５．２ 日焼け，第３度
Ｌ５５．・８ その他の日焼け

Ｌ５５．９ 日焼け，詳細不明
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Ｌ５６

　　

紫外線によるその他の急性皮膚変化

　

Ｌ５６．０ 薬物性光毒性反応

　

Ｌ５６‐１

　　

薬物性光アレルギー性反応
Ｌ５６．２

　　

光接触皮膚炎［ベルロック＜香水＞皮

　　　　

膚炎］
Ｌ５６．３

　　

日光じんまく尊麻＞疹

Ｌ５６．４

　　

多形日光疹

　

Ｌ５６．８

　　

紫外線によるその他の明示された急性

　　　　

皮膚変化
Ｌ５６．９

　　

紫外線による急性皮膚変化，詳細不明
Ｌ５７， 非電離放射線の慢性曝露による皮膚変化

　

Ｌ５７‐０

　　

日光角化症

Ｌ５７．１

　　

光線類細網症、

　

Ｌ５７．２

　

‐項部菱形皮膚

　

Ｌ５７．３
ｒ

　　

シバッテ＜Ｃｉｖａｔｔｅ＞の多形皮膚萎縮

　　

症

　

Ｌ５７‐４ 老人性しく弛＞緩性皮膚
Ｌ５７．５

　　

光線肉芽腫

　

Ｌ５７．８

　　

非電離性放射線の慢性曝露によるそ

　　　　

の他の皮膚変化
Ｌ５７．９

　　

非電離性放射線の慢性曝露による皮

　　　　

膚変化，詳細不明
Ｌ５８ 放射線皮膚炎

　

Ｌ５８．０ 急性放射線皮膚炎

　

Ｌ５８．１ 慢性放射線皮膚炎

　

Ｌ５８．９ 放射線皮膚炎，詳細不明
Ｌ５９

　　

皮膚及び皮下組織の放射線に関連するそ

　　　

の他の障害

　

Ｌ５９．，０

　　

温熱性＜日焼け＞紅斑［温熱性皮膚

　　　

，
炎］

　

Ｌ５９．８

　　

皮膚及び皮下組織の放射線に関連す

　　　　　

るその他の明示された障害

　

Ｌ５９．９

　　

皮膚及び皮下組織の放射線に関連す

　　　　　

る障害，詳細不明
皮膚付属器の障害（Ｌ６０－Ｌ７５）
Ｌ６０

　　

爪の障害

　　　　

－

　

Ｌ６ＱＯ

　　

かんく骸＞入爪（甲）

　

Ｌ６０‐１

　

，爪・（甲）剥離症

　

Ｌ６０．２

　　

爪（甲）鈎衝症‐

　

Ｌ６０．３

　　

爪栄養障害

　

Ｌ６０．４

　　

ボー＜Ｂｅａｕ＞線＜爪横溝症＞

　

Ｌ６０．５ 黄色爪症候群

　

Ｌ６０．８ その他の爪の障害

　

Ｌ６０．９

　　

爪の障害，詳細不明
Ｌ６２＊

　

他に分類される疾患における爪の障害

　

Ｌ６２．０＊

　

（太鼓）ばち爪強皮骨膜症（Ｍ８９．４↑）

Ｌ６２．８＊

　　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　

爪の障害
Ｌ６３ 円形脱毛症

　

Ｌ６３．０

　　

完全（頭部）脱毛症

　

Ｌ６３．１ 全身性脱毛症

　

Ｌ６３．２ 蛇行状脱毛症
Ｌ６３．８ その他の円形脱毛症

　

Ｌ６３．９ 円形脱毛症，詳細不明
Ｌ６４ 男性ホルモン性脱毛症
Ｌ６４‐０

　　

薬物誘発性男性ホルモン性脱毛症
Ｌ６４．８

　　

その他の男性ホルモン性脱毛症

　

Ｌ６４．９

　　

男性ホルモン性脱毛症，詳細不明
Ｌ６５ その他の非癒痕性脱毛症

　

Ｌ６５‐０ 休止期性脱毛

　

Ｌ６５．１ 成長期性三月脱毛

　

Ｌ６５．２

　　

、ムチン沈着性脱毛症

　

Ｌ６５．８

　　

その他の明示された非癒痕性脱毛症

　

Ｌ６５．９

　　

非癒癖性脱毛症，詳細不明
Ｌ６６

　　

癒痕性脱毛症

　

Ｌ６６‐０ 萎縮性脱毛症

　

Ｌ６６‐１

　　

毛孔性馬平苔せん〈癖＞

　

Ｌ６６．２

　　

脱毛性毛包＜のう＜嚢＞＞炎

　

Ｌ６６．３

　　

頭部膿癖性毛包＜のう＜嚢＞＞周囲
▲

　　　　　

炎

Ｌ６６．４

　　

癒痕性紅斑性網様毛包＜のう＜

　　　　

嚢＞＞炎

　　　　　　　　　　　

．

　

Ｌ６６．８ その他の癒痕性脱毛症

．Ｌ６６．９

　　

癒痕性脱毛症，詳細不明
Ｌ６７

　　

毛髪の色及び毛幹の異常

　

Ｌ６７‐０

　

・結節性裂毛症

　

Ｌ６７Ｊ

　　

毛髪の色の変化

　　

‐

　

Ｌ６７．８

　　

その他の毛髪の色及び毛幹の異常

　

Ｌ６７．９

　　

毛髪の色及び毛幹の異常，詳細不明
Ｌ６８ 多毛症

　

ｒ

　

Ｌ６８．０ 男性型多毛症

　

Ｌ６８‐１ 後天性生毛性多毛症

　

Ｌ６８．２ 限局性多毛症

　

Ｌ６８．３

　　

多毛症＜ｐｏｌｙｔｒｉｃｈｉａ＞

　

Ｌ６８．８ その他の多毛症

　

Ｌ６８‐９ 多毛症，詳細不明
Ｌ７０

　

・ざ磨くアクネ＞

　

Ｌ７０．０

　　

尋常性ざ痛くアクネ＞

　

Ｌ７０．１

　　

集鱗性ざ癒＜アクネ＞

　

Ｌ７０‐２

　　

痘踏性ざ療＜アクネ〉

　

Ｌ７０‐３

　　

熱帯性ざ糖＜アクネ＞

　

Ｌ７０．４

　　

小児ざ痛くアクネ＞

Ｌ７０．５

　　

若年性女子表皮剥離性ざ癒＜アク，

　　　　

ネ〉

Ｌ７０‐８

　　

その他のざ癒＜アクネ＞

Ｌ７０‐９

　　

ざ痛くアクネ＞， 詳細不明

Ｌ７１

　　

酒くしゆ＞さ

Ｌ７ＬＯ

　　

口囲皮膚炎
Ｌ７１‐１

　　

酒＜しゅ＞さ鼻＜鼻癌＞

Ｌ７１．８

　　

その他の酒＜しゆ＞さ
′

Ｌ７１．９

　　

酒＜しゅ＞さ， 詳細不明・

Ｌ７２

　　

皮膚及び皮下組織の毛包のう〈嚢＞胞
Ｌ７２‐０ 表皮のう＜嚢＞胞
Ｌ７２‐１

　　

毛鞘性のう＜嚢＞胞

　

・
Ｌ７２．２

　　

多発↑捌旨腺のう＜嚢＞胞（症）
Ｌ７２．８

　　

皮膚及び皮下組織のその他の毛包の

　　　　

うく嚢〉胞

Ｌ７２．９

　　

皮膚及び皮下組織の毛包のう＜嚢〉

　　　　　

胞，詳細不明
Ｌ７３ その他の毛包障害

　

Ｌ７３‐０

　　

ケ・ロイドざ痛くアクネ〉

　

Ｌ７３．１‐

　

須毛偽毛包＜のう＜嚢＞＞炎

　

Ｌ７３．２ 化膿隻性汗腺炎
Ｌ７３．８

　　

その他の明示された毛包障害
Ｌ７３．９

　　

毛包障害，詳細不明
Ｌ７４

　　

エクリン汗腺の障害

　

Ｌ７４‐０ 紅色汗疹

　

Ｌ７４‐１

　　

水晶様汗疹

　

Ｌ７４‐２

　　

深在性汗疹

　

Ｌ７４．３ 汗疹，詳細不明

　

Ｌ７４．４ 無汗症

　

Ｌ７４．８ その他のエクリン汗腺の障害
・Ｌ７４．９

　　

エクリン汗腺の障害，詳細不明－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．
Ｌ７５

　　

アポクリン汗腺の障害

　

Ｌ７５．０ 臭汗症

　

Ｌ７５‐１ 色汗症

　

Ｌ７５．２ アポクリン汗疹

　

Ｌ７５．８ その他のアポクリン汗腺の障害

　

Ｌ７５．９

　　

アポクリン汗腺の障害，－詳細不明
皮膚及び皮下組織のその他の障害（Ｌ８０－Ｌ９９）
Ｌ８０

　　

白斑

Ｌ８１ その他の色素異常症

　

Ｌ８１‐０ 炎症後色素沈着症

　

Ｌ８１．１

　　

肝斑＜しみ＞

　

Ｌ８１‐２

　　

雀卵斑＜そばかす＞

　

Ｌ８１‐３ カフェオレ斑

　

Ｌ

　

８１．４

　　

その他のメラニン色素沈着過度

　

Ｌ８１‐５

　　

白斑，他に分類されないもの

Ｌ８１‐６

　　

その他のメラニン形成減少症
Ｌ８１‐７ 色素性紫斑性皮膚症

　　　

Ｌ８１‐８

　　

その他の明示された色素異常症
Ｌ８１．９ 色素異常症，詳細不明
Ｌ８２

　　

，脂漏性角化症
Ｌ８３

　　

黒色表皮腫
Ｌ８４

　　

うおのめ＜鶏眼＞及びべんちく脱鵬＞
Ｌ８５ その他の表皮肥厚
Ｌ８５．０

　　

後天性魚りんせん＜鱗癖＞
Ｌ８５．１

　　

後天性掌蹴＜手掌足底＞角化症［角皮

　　　　

症］

Ｌ８５．２

　　

点状（壁陳＜手掌足底＞）角化症
Ｌ８５．３

　　

皮膚乾燥症＜乾皮症＞
Ｌ８５．８

　　

その他の明示された表皮肥厚
Ｌ８５．９ 表皮肥厚，詳細不明
Ｌ８６＊

　　

他に分類される疾患における角皮症
Ｌ８７

　　

経表皮性排除疾患
Ｌ８７．０

　　

輿皮貫通性毛包くのう〈嚢＞＞性・傍

　　　　

毛包＜のう＜嚢＞＞性角化症［キルレ

　　　　　

＜Ｋ貫ｌｅ＞病］

Ｌ８７．１ 反応性穿孔性勝原線維症
Ｌ８７．２

　　

蛇行性穿孔性弾力線維症
Ｌ８７．８

　　

その他の経表皮性排除疾患
Ｌ８７‐９

　　

経表皮性排除疾患，詳細不明
Ｌ８８

　　

え＜壊＞痘性膿皮症、
Ｌ８９

　　

じよく＜裾＞癒性潰癌及び圧迫領域
Ｌ８９．０

　　

ステージ１じよく＜栂＞癒性潰痩及

　　　　

び圧迫領域

　　　　

ー
Ｌ８９．１

　　

ステージ□じよく＜裾＞癒性潰癌
Ｌ８９．２・

　

ステージｍじよく＜裾＞癒性潰癖
Ｌ８９．３

　　

ステージＷじよく＜裾＞癒性横癌
Ｌ８９‐９

　　

じよく＜褐＞篇性潰癖及び圧迫領域，

　　　　

詳細不明
Ｌ９０ 皮膚の萎縮性障害

　

Ｌ９０．０

　　

硬化性萎縮性苔せん＜癖＞
Ｌ９０．１

　　

シュ ヴェニ ンガー・ブッジィ＜

　　　　　

Ｓｃｈｗｅｎｉｎｇｅｒ‐Ｂｕｚｚｉ＞の斑状皮膚萎縮

　　　　　

症圧

　

Ｌ９０．２

　　

ヤ ダ ッ ソ ン ・，
ペ リ ツ ァ リ イ ＜

　　　　　

Ｊａｄａｓｓｏｈｎ－Ｐｅｌｌｉｚｚａｒｉ〉の斑状皮膚

　　　　　

萎縮症

　

Ｌ９０．３

　　

パシーニ＜Ｐａｓｉｎｉ＞及びピエリーニ＜

　　　　　

Ｐｉｅｒｉｎｉ＞の皮膚萎縮症

　

Ｌ９０．４ 慢性萎縮性肢端皮膚炎

　

Ｌ９０．５

　　

皮膚の癒痕状態及び線維症

　

Ｌ９０‐６

　　

線状皮膚萎縮症



き

　

Ｌ９０．８

　　

皮膚のその他の萎縮性障害

　

Ｌ９０‐９

　　

皮膚の萎縮性障害，詳細不明
Ｌ９１ 皮膚の肥厚性障害

　

Ｌ９１．０

　　

肥厚性癖痕

　

Ｌ９１‐８

　　

皮膚のその他の肥厚性障害

　

Ｌ９１．９

　　

皮膚の肥厚性障害，詳細不明
Ｌ９２

　　

皮膚及び皮下組織の肉芽腫性障害

　

Ｌ９２．０

　　

環状肉芽腫

　

Ｌ９２．１

　　

リポイド類え＜壊＞死症，他に分類さ

　　　　　

れないもの

　

Ｌ９２．２

　　

顔面肉芽腫［皮膚の好酸郷衆性肉芽腫］

　

Ｌ９２‐３

　　

皮膚及び皮下組織の異物肉芽腫

　

Ｌ９２．８

　　

皮膚及び皮下組織のその他の肉芽願

　　　　　

性障害

　

Ｌ９２‐９

　　

皮膚及び皮下組織の肉芽腫性障害，詳

　　　　

細不明

Ｌ９３

　　

エリテマトーデス＜紅斑性狼晴＞

　　

′

　

Ｌ９３．０

　　

円板状エリテマトーデス＜紅斑性狼

　　　　　

癒＞＜ＤＬＥ＞

　

Ｌ９３．１

　　

亜急性皮膚エリテマトーデス＜紅斑

　　　　　

性狼海＞

　

Ｌ９３２

　　

その他の限局性エリテマトーデス＜紅

　　　　　

斑性狼糖〉
Ｌ９４

　　

その他の限局性結合組織障害

　

Ｌ９４‐０

　　

斑状強皮症［モルフェア］

　

Ｌ９４，１

　　

線状強皮症

　

Ｌ９４２

　

．・皮膚石灰沈着症

　

Ｌ９４‐３

　　

手指硬化症

　

Ｌ９４．４ ゴツトロン＜Ｇｏｔｔｒｏｎ＞丘疹

　

Ｌ９４．５

　　

血管性多形皮膚萎縮症

　　

－

　

Ｌ９４‐６

　　

アインフム＜特発性指駄離断症＞

　

Ｌ９４．８

　　

その他の明示された限局性結合組織－

　　　　

障害

　　

．

　

Ｌ９４．９

　　

限局性結合組織障害，詳細不明
Ｌ９５

　　

皮膚に限局した血管炎，他に分類されない

　　

もの

し９５．０

　　

皮斑様＜ｌｉｖｅｄｏｉｄ＞血管炎
Ｌ９５‐１ 持続ご性隆起性紅斑
Ｌ９５‐８

　　

皮膚に限局したその他の血管炎
Ｌ９５．９

　　

皮膚に限局した血管炎，詳細不明
Ｌ９７

　　

下肢の潰癌，他に分類されないもの
Ｌ９８

　　

皮膚及び皮下組織のその他の障害，他に分

　　

類されないもの
Ｌ９８．０・ 化膿性肉芽腫
Ｌ９８．１

　　

人工皮膚炎

　

Ｌ９８‐２

　　

（急性）熱性好中球性皮膚症［スイー

　　　　　

ト＜Ｓｗｅｅｔ〉症候群］

　

Ｌ９８３

　　

好酸球性蜂巣炎＜蜂腐織炎＞［ウェル

　　　　　

ズくＷｅｌｌｓ＞病］

　

Ｌ９８．４

　　

皮．膚の慢性満癖，・他に分類されないも

　　　　

の

　

Ｌ９８‐５

　　

皮膚のムチン（沈着）症

　

Ｌ９８．６

　　

皮膚及び皮下組織のその他の浸潤性

　　　　

↓

　

障害

　

．

　

Ｌ９８．８

　　

皮膚及び皮下組織のその他の明示さ

　　　　　

れた障害

　

Ｌ９８．９

　　

皮膚及び皮下組織の障害，詳細不明
Ｌ９９＊

　

他に分類される疾患における皮膚及び皮下

　　　

組織のその他の障害

　

Ｌ９９‐び

　

皮膚のアミロイドーシス＜アミロイド

　　　　　

症＞ （Ｅ８５．‐テ）

　

Ｌ９９．８＊

　　

他に分類される疾患における皮膚及び

　　　　　

皮下縄織のその他の明示された障害

　　

第 皿 章

　

筋骨格系及び結合組織の疾患

　　　　　　　

（Ｍｏｏ一Ｍ９９）

筋骨格障害の部位
障害部位を示す下記の細分類は，．第棚章に含まれ
る分類項目とともに任意に使用するために設けら
れている。
０

　

１

　

２

　

３

　

４

　

５

多部位
肩，甲帯
上腕
前腕
手
骨盤部及び大腿
下腿
足関節部及び足
その他‐
部位不明

関節障害（ＭＯ０一Ｍ２５）
感染性関節障害（ＭＯ０一Ｍ０３）
ＭＯＯ

　　

化膿性関節炎

　

ＭＯＯ．０

　　

ブドウ球菌性（多発性）関節炎

　

ＭＯＯ．１

　

肺炎球菌性（多発性）関節炎

　

ＭＯＯ．２

　　

その他の連鎖球菌性（多発性）関節炎

　

ＭＯ０‐８

　　

その他の明示された病原体による（多

　　　　　

発性）関節炎

　

ＭＯＯ．９

　　

化膿性関節炎，詳細不明

ＭＯＩ＊

　　

他に分類される感染症及び寄生虫症にお

　　　

ける関節の直接感染症

　

．ＭＯ１‐び

　　

髄膜炎菌性関節炎（Ａ３９．８↑）

　

ＭＯＩ．Ｆ

　

結核性関節炎（Ａ１８‐ＯＴ）

　

，

　

ＭＯ１‐２
＊

　　

ライム＜Ｌｙｍｅ＞病における関節炎

　　　　　

（Ａ６９．２“

　

ＭＯ１‐３＊

　

他に分類されるその他の細菌性疾患

　　　　　

における関節炎

　

ＭＯＩ．ｆ

　　

風疹性関節炎，（Ｂ０６．８“

　

ＭＯ１‐５ヰ

　　

他に分類されるその他のウイルス性疾

　　　　　

患における関節炎

　

ＭＯ１‐６＊

　

真菌症における関節炎（Ｂ３５一Ｂ４９十）

　

ＭＯＩ．８＊

　　

他に分類されるその他の感染症及び寄

　　　　　

生虫症における関節炎
Ｍ０２

　　

反応性関節障害 ‘

　　　　　　　　　　

’

　

Ｍ０２．０

　　

腸バイパスに続発する関節障害

　

Ｍ０２‐１

　

・赤痢後関節障害

　

Ｍ０２．２ 予防接種後関節障害

　

Ｍ０２．３ ライター＜Ｒｅｉｔｅｒ＞病

　

Ｍ０２．８

　　

その他の反応性関節障害

　

Ｍ０２．９

　　

反応性関節障害，詳細不明
ＭＯず

　

他に分類される疾患における感染後関節障

　　　

害及び反応性関節障害

　

Ｍ０３．０＊

　　

髄膜炎菌感染後関節炎（Ａ３９．８↑）

　

Ｍ０３‐１＊

　

梅毒における感染後関節障害

　

Ｍ０３．２＊

　　

他に分類される疾患におけるその他の

　　　　

感染後関節障害

　

Ｍ０３．６＊

　　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　

反応性関節障害
炎症性多発性関節障害（Ｍ０５一Ｍ１４）
Ｍ０５

　　

血清反応陽性関節リウマチ

　

Ｍ０５‐０

　　

フェルティ＜Ｆｅｌｔｙ＞症候群

Ｍ０５．１↑

　

リウマチ′性も肺疾患（Ｊ９９．が）
Ｍ０５‐２ リウマチ性血管炎
Ｍ０５．３↑

　

その他の臓器及び器官系の併発症を

　　　　

伴う関節リウマチ
Ｍ０５．８

　　

その他の血清反応陽性関節リウマチ
Ｍ０５．９

　　

血清反応陽性関節リウマチ，詳細不明
Ｍ０６

　　

その他の関節リウマチ
Ｍ０６．０

　　

血清反応陰性関節リ．ウマチ
Ｍ０６‐１

　　

成人発症スチル＜Ｓｔｉｌｌ＞病
Ｍ０６．２ リウマチ性滑液包炎
Ｍ０６．３ｒ リウマチ性皮下結節
Ｍ０６‐４ 炎症性多発性関節障害
Ｍ０６．８

　　

その他の明示された関節リウマチ
Ｍ０６．９ 関節リウマチ，詳細不明

Ｍ０７＊

　　

乾せんく癖〉性及び腸病（性）関節障害

　

Ｍ０７．０＊

　

遠位指＜紐＞節間関節乾せん＜癖＞

　　　　　

性関節障害（Ｌ４０．５↑）

　

Ｍ０７．１＊

　

破壊性関節炎（Ｌ４０．５↑）

　

Ｍ０７．２＊

　　

乾せん＜癖＞性脊椎炎（Ｌ４０‐５↑）

　

Ｍ０７．矛

　　

その他の乾せん＜癖＞性関節障害

　　　　　

（Ｌ４０．５十）

　

Ｍ０７‐ｆ

　

クローン＜Ｃｒｏｈｎ＞病 ［限局性腸炎］

　　　　　

における関節障害（Ｋ５０．‐↑）

　

Ｍ０７．ザ

　

潰蕩性大腸炎における関節障害

　　　　　

（Ｋ５１．－“

　

Ｍ０７‐６＊ その他の腸病（性）関節障害
Ｍ０８ 若年性関節炎

　

Ｍ０８‐０

　　

若年性関節リウマチ

　

Ｍ０８．１

　　

若年性強直性脊椎炎

　

Ｍ０８２

　　

全身性発症を伴う若年性関節炎［スチ

　　　　　

ル〈Ｓｔｉｌｌ＞病］

　

Ｍ０８．３

　　

若年性多発性関節炎（血清反応陰性）

　

Ｍ０８‐４

　　

少関節型若年性関節炎

　

Ｍ０８．８

　　

その他の若年性関節炎

　

Ｍ０８‐９

　　

若年性関節炎，詳細不明
ＭＯザ

　

他に分類される疾患における若年性関節炎

　

ＭＯ９．０＊

　　

乾せん＜癖＞における若年性関節炎

　　　　　

（Ｌ４０‐５‐↑）

　

ＭＯ９．１＊

　

クローン＜Ｃｒｏｈｎ〉病［限局性腸炎〕

　　　　　

における若年性関節炎（Ｋ５０．‐↑）

　

ＭＯ９．２＊

　

満腹性大腸炎における若年性関節炎

　　　　　

（Ｋ５１．－↑）

　

ＭＯ９．８＊

　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　　

若年性関節炎
ＭＩ０

　

‐痛風

　

ＭＩＯ．０

　　

特発性痛風

　

ＭＩＯ．１‐

　

鉛誘発性痛風
‐ＮＩＩ０‐２ 薬物誘発性痛風

　

ＭＩＯ．３ 腎機能障害による痛風

　

ＭＩ０‐４ その他の続発性痛風

　

ＭＩＯ．９ 痛風，詳細不明
ＭＩＩ

　　

その他の結晶性関節障害

　

ＭＩＩ．０

　　

ハイドロオキシアパタイト沈着症

　

ＭＩＩ．１ 家族性軟骨石灰化症

　

ＭＩＩ．２

　　

その他の軟骨石灰化症

　

ＭＩＩ．８

　　

その他の明示された結晶性関節障害

　

ＭＩＬ９

　　

結晶性関節障害，詳細不明
Ｍ１２

　　

その他の明示された関節障害

　

Ｍ１２．０

　　

リウマチ熱後慢性関節障害［ジャクー

　　　　　

＜Ｊａｃｃｏｕｄ＞病］



の
寸

　

Ｍ１２．１

　　

カシン．ベック＜Ｋａｓｃｈｉｎ－Ｂｅｃｋ〉病

　

Ｍ１２‐２

　　

繊毛結節性滑膜炎（色素性）
．Ｍ１２．３ 回帰性リウマチ

　

Ｍ１２４ 間欠性関節水腫

　

Ｍ１２．５ 外傷性関節障害
Ｍ１２．８

　　

その他の明示された関節障害，他に分

　　　　

類されないもの

Ｍ１３ その他の関節炎

　

Ｍ１３‐０ 多発性関節炎，詳細不明

　

Ｍ１３．１

　　

単（発性）関節炎，他に分類されない

　　　　

もの

　　

‐

　　　　　　　

′

　

Ｍ１３‐８

　　

その他の明示された関節炎

　

Ｍ１３．９ 関節炎，詳細不明
Ｍ１４＊

　　

他に分類されるその他の疾患における関節

　　　

障害

　

Ｍ１４‐０＊

　　

酵素欠損及びその他の遺伝性障害に

　　　　　

よる痛風性関節障害
、Ｍ１４．１＊

　　

その他の代謝障害における結晶性関

　　　　

節障害

　

Ｍ１４．

　

糖尿病性関節障害（共通４桁項目‐６

　　　　

を伴うＥＩ０一Ｅ１４十）

　

Ｍ１４．３＊

　

リポイド皮膚関節炎（Ｅ７８．８↑）

　

Ｍ１４．４＊ アミロイドーシス＜アミロイド症＞に

　　　　　

おける関節障害（Ｅ８５「↑）

　

Ｍ１４．ザ

　　

その他の内分泌，栄養及び代謝障害に

　　　　　

おける関節障害

　

Ｍ１４‐６＊

　　

神経障害性関節障害

　

◆

　

’

　

Ｍ１４‐８＊

　　

他に分類されるその他の明示された疾

　　　　　

患における関節障害
関節症（Ｍ１５一ＭＩ９）
Ｍ１５

　　

多発性関節症

　

Ｍ１５‐０

　　

原発性全身性（骨）関節症

　

Ｍ１５‐１

　　

ヘバーデン＜Ｈｅｂｅｒｄｅｎ＞結節（関節障

　　　　

害を伴うもの）

　

Ｍ１５．２

　　

ブシャール＜Ｂｏｕｃｈａｒｄ＞結節（関節障

　　　　　

害を伴うもの）

　

Ｍ１５‐３

　　

続発性多発性関節症

　

Ｍ１５４

　

，びらん性（骨）関節症

　

Ｍ１５．８

　

，その他の多発性関節症

　

皿５．９ 多発性関節症，詳細不明
Ｍ１６

　　

股関節症［股関節部の関節症］

　

Ｍ１６．０

　　

原発性股関節症，両側性

　

Ｍ１６．１

　　

その他の原発性股関節症

　

Ｍ１６．２

　　

形成不全の結果としての股関節症，両

　　　　　

側性

　

Ｍ１６‐３

　　

その他の形成不全性三股関節症

　

Ｍ１６．４ ・外傷後股関節症，両側性
Ｍ１６‐５

　　

その他の外傷後股関節症

　

Ｍ１６．６

　　

その他の続発性股関節症， 両側性

　

Ｍ１６‐７

　　

その他の続発性股関節症

　

Ｍ１６‐９ 股関節症，詳細不明
Ｍ１７

　　

膝関節症 聴きの関節症〕

　

Ｍ１７‐０．

　

原発性膝関節症，両側性

　

Ｍ１７‐１

　　

その他の原発性調薬関節症

　

Ｍ１７．２

　　

外傷後膝関節症，両側性
Ｍ１７．３

　　

その他の外傷後膝関節症

　

Ｍ１７．４

　　

その他の続発性膝関節症，両側性

　

Ｍ１７‐５

　　

その他の続発性膝関節症

　

Ｍ１７‐９

　　

膝関節症，詳細不明
Ｍ１８

　　

第１手根中手関節の関節症

　

Ｍ１８‐０

　　

第１手根中手関節の原発性関節症，両

　　　　　

側性
Ｍ１８‐１

　　

第１手根中手関節のその他の原発性

　　　　　

関節症

　

Ｍ１８．２

　　

第１手根中手関節の外傷後関節症，両

　　　　　

側性

　

Ｍ１８‐３

　　

第１手根中手関節のその他の外傷後

　　　　　

関節症

　

Ｍ１８．４‐

　

第１手根中手関節のその他の続発性

　　　　　

関節症，．両側性

　

Ｍ１８‐５

　　

第１手根中手関節のその他の続発性

　　　　　

関節症

　

Ｍ１８‐９

　　

第１手根中手関節の関節症，詳細不明
ＭＩ９ その他の関節症

　

ＭＩ９．０

　　

その他の関節の原発性関節症

　

ＭＩ９‐１

　　

その他の関節の外傷後関節症

　

ＭＩ９．２

　　

その他の続発性関節症

　

胴９．８

　　

その他の明示された関節症

　

ＭＩ９．９ 関節症，詳細不明
その他の関節障害 似２０一Ｍ２５）
Ｍ２０

　　

指及び吐＜足ゆび＞の後天性変形
、Ｍ２０．０

　　

指の変形

　

Ｍ

　

２０．１

　　

外反母紐（後天性）

　

Ｍ２０．２ 強剛母紐

　

Ｍ２０‐３

　　

母靴のその他の変形（後天性）

　

Ｍ２０‐４ その他のっち＜槌＞（状）靴＜足ゆ

　　　　　

び＞（後天性）

　

Ｍ２０‐５

　　

吐く足ゆび＞のその他の変形（後天

　　　　

性）

　　　　　　　　　

‐

　　

、

　

Ｍ２０‐６

　　

蹴＜足ゆぴ＞の後天性変形，詳細不明
Ｍ２１

　　

（四）肢のその他の後天性変形

　

Ｍ２１．０

　　

外反変形，他に分類されないもの

Ｍ２１．１

　　

内反変形，他に分類されないもの
Ｍ

　

２１．２ 屈曲変形
Ｍ２１．３

　　

下垂手又は下垂足（後天性）

Ｍ２１．４

　　

馬平足（後天性）
Ｍ２１‐５

　　

後天性わし＜鷲〉手，内反手，釣爪足

　　　　

及び内反足
Ｍ

　

２１‐６

　　

足首及び足のその他の後天性変形

Ｍ

　

２１．７

　　

（四）肢不等長（後天↑鶏
Ｍ

　

２１‐８

　　

（四）肢のその他の明示された後天性

　　　　

変形
Ｍ２１．９
‘

　

（四）肢の後天性変形，詳細不明

Ｍ２２ 膝蓋骨の障害
Ｍ

　

２２．０ 膝蓋骨の反復性脱臼
Ｍ

　

２２．１

　　

膝蓋骨の反復性亜脱臼
Ｍ２２．２

　　

膝蓋大腿障害．
Ｍ

　

２２．３

　　

膝蓋骨のその他の関節内障

　

Ｍ２２．４

　　

膝蓋軟骨軟化症

　

．
Ｍ２２．８

　　

膝蓋骨のその他の障害

　

Ｍ２２‐９

　　

膝蓋骨の障害，詳細不明
Ｍ２３ 膝内障
下記の障害部位を示す補助細分類は，Ｍ２３．－の該当

する４桁細分類項目とともに任意に使用する：

　　

０

　　

多部位

　　

１

　　

前十字靭帯又は内側半月前角

　　

２

　　

後十字靭帯又は内側半月後角

　　

３

　　

内側側副靭帯又はその他及び詳細不

　　　　　

明の内側半月

　　　　　　　　　　

、

　　

４

　　

外側側副靭帯又は外側半月前角

　　

５ 外側半月後角

　　

６

　　

その他及び詳細不明の外側半月

　　

７

　　

関節包靭帯

　　

９

　　

詳細不明の籾帯又は詳細不明の半月

　

Ｍ２３‐０ 半月のう＜嚢＞腫

　

Ｍ２３．１

　　

円板状半月 （先天性）

　

Ｍ

　

２３．２

　　

陳旧性裂傷又は損傷による半月の内

　　

障

　

Ｍ２３．３

　　

その他の関節半月の内障

　

Ｍ

　

２３．４

　　

膝（関節）内遊離体

　

Ｍ

　

２３．５

　　

膝の慢性不安定症

　

Ｍ２３‐６

　　

膝の籾帯のその他の特発性離断

　

Ｍ２３．８

　　

その他の膝内障

　　　　　　

′

　

Ｍ

　

２３．９

　　

膝内障，詳細不明
Ｍ２４

　　

その他の明示された関節内障

　

Ｍ

　

２４‐０ 関節内遊離体

　

Ｍ

　

２４．１

　　

その他の関節軟骨障害

Ｍ２４．２

　　

靭帯の障害
Ｍ２４‐３

　　

関節の病的脱臼及び亜脱臼，他に分類

　　　

・ されないもの

Ｍ

　

２４．４

　　

関節の反復性脱臼及び亜脱臼
Ｍ

　

２４．５ 関節拘縮
Ｍ

　

２４．６ 関節強直
Ｍ

　

２４．７‐

　

股臼底突出（症）
Ｍ２４．８

　　

その他の明示された関節内障，他に分

‐

　　　　

類されないもの
Ｍ２４‐９ 関節内障，詳細不明
Ｍ２５

　　

その他の関節障害，他に分類されないもの
Ｍ

　

２５．０

　　

出血性関節症

　　　　　　　

‐

Ｍ２５．１

　　

関節の癖（孔） 」

Ｍ

　

２５．２

　　

動揺関節

　

Ｍ２５．３

　　

関節のその他の不安定症

Ｍ２５４ 関節移出液貯留
Ｍ

　

２５‐５ 関節痛

　

Ｍ

　

２５．６

　　

関節硬直，他に分類されないもの

　

Ｍ

　

２５．７

　　

骨疎

Ｍ２５↓８

　　

その他の明示された関節障害

　

Ｍ２５‐９ 関節障害，詳細不明
全身性結合組織障害（Ｍ３０一Ｍ３６）
Ｍ３０

　　

結節性多発（性）動脈炎及び関連病態

　

Ｍ３０．０

　　

結節性多発（性）動脈炎

　

Ｍ３０．１

　　

肺の併発症を伴う多発（性）動脈炎［

　　　

チ ャ

　

ウ グ ・ シ ュ

　

ト ラ

　

ウ ス

　

＜

　　　　　

Ｃｈｕｒｒｓｔｒａｕｓｓ＞症候群］

　

Ｍ３０‐２

　　

若年性多発（性）動脈炎

　

Ｍ３０．３

　　

皮膚粘膜リンパ節症候群［川崎病］

　

Ｍ３０．８

　　

結節性多発（′鵠 動脈炎に関連するそ

　　　　

の他の病態
Ｍ３１

　　

その他のえ＜嬢＞死性血管障害

　

Ｍ３１．０ 過敏性血管炎

　

Ｍ３１．１

　　

血栓性微小血管障害

　

Ｍ３１‐２

　　

致死性え＜嬢〉痘性鼻炎＜特発性鼻

　　　　　

え＜壊メ痘＞

　

Ｍ３１．３

　　

ウェゲ＜ジ＞ナ」＜Ｗｅｇｅｎｅｒ＞肉芽腫

　

Ｍ３１‐４

　　

大動脈弓症候群［高安病］

　

Ｍ３１．５

　　

リウマチ性多発筋痛症を伴う巨細胞

　　　　　

性動脈炎

　

Ｍ３１‐６

　　

その他の巨細胞（性）動脈炎

　

Ｍ３１．７

　　

顕微鏡的多発（性）血管炎

　

Ｍ３１．８

　　

その他の明示されたえ＜壕＞死性血

　　

‐ 管障害

　

Ｍ３１．９

　　

え＜壌＞死性血管障害，詳細不明



Ｍ３２

　　

全身性エリテマトーデス＜紅斑性狼癒＞

　　　　

＜ＳＬＥ＞

　

Ｍ３２‐０

　　

薬物誘発性全身性エリテマトーデス

　　　　　

〈紅斑性狼癒＞＜Ｓ肥＞

　

Ｍ３２‐１↑

　

臓器又は器官系の併発症を伴う全身

　　　　　

性エリテマトーデスく紅斑性狼癒〉

　　　　　　

＜ＳＬＥ〉

　

Ｍ３２．８・

　

その他の型の全身性エリテマトーデス

　　　　　

く紅斑性狼痛〉くＳＬＥ〉

　

Ｍ３２‐９

　　

全身性エリテマトーデス＜紅斑性狼

　　　　　

癒＞＜ＳＬＥ＞， 詳細不明

Ｍ３３

　　

皮膚・（多発性）筋炎

　

Ｍ３３．０ 若年性皮膚筋炎

　

Ｍ３３‐１ その他の皮膚筋炎

　

Ｍ３３‐２ 多発性筋炎

　

Ｍ３３．９

　　

皮膚（多発性）筋炎，詳細不明
Ｍ３４ 全身性硬化症

　

Ｍ３４．０ 全身性進行性硬化症

　

Ｍ３４‐１

　　

クレスト＜ＣＲ（Ｅ）ＳＴ＞症候群

　

Ｍ３４‐２

　　

薬物及び化学物質誘発による全身性

　　　　　

硬化症

　

Ｍ３４．８

　　

その他の型の全身性硬化症

　

Ｍ３４９ 全身性硬化症，詳細不明
Ｍ３５

　　

その他の全身性結合組織疾患

　

Ｍ３５．０

　　

乾燥症候群 ［シェーグレン＜

　　　　　

Ｓｊ６ｇｒｅｎ＞症候群］

　

Ｍ３５．１ その他の重醐き症候群

　

Ｍ３５‐２ ベーチエット＜Ｂｅｈｃｅｔ＞病

　

Ｍ３５‐３ リウマチ性多発筋痛症

　

Ｍ３５‐４

　　

びまん性

　

牧チ酸球増加性）筋膜炎

　

Ｍ３５．５

　　

多巣・性線顎維性硬化症

　

．

　

Ｍ３５．６

　　

再発性＜反復性＞皮下脂肪組織炎［ウ

　　　　　

ェーバー・クリスチャン＜Ｗｅｂｅｒ

　　　　　

Ｃ故ｉｓｔｉａｎ＞病］

　

Ｍ３５．７

　　

過度＜剰＞運動性症候群・

　

Ｍ３５‐８

　　

その他の明示された全身性結合組織

　　　　

疾患

　

Ｍ３５．９

　　

全身・憾結合組織疾患，詳細不明
Ｍ３６＊

　　

他に分類される疾患における全身性結合組

　　　

織障害

　

Ｍ３６．０＊

　

新生物＜腫蕩＞性疾患における皮膚

　　　　　

（多発）筋炎（ＣＯＯ－Ｄ４８十一）

　

Ｍ３６‐１＊

　　

新生物＜腫蕩＞性疾患における関節

　　　　

症 （ＣＯＯ－Ｄ４８↑）

Ｍ３６．２＊

　

．血友病性関節障害，（Ｄ６６－Ｄ６８↑）－

　

Ｍ３６．ｒ

　　

その他の血液障害における関節障害

　　　　　

（Ｄ５０－Ｄ７６↑）

Ｍ３６，ゲ

　

他に分類される過敏反応を串、ける関節

　　　　　

障害
Ｍ３６．８＊

　　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　　

全身・接結合組織障害
脊柱障害（Ｍ４０一Ｍ５４）
下記の障害部位を示す補助細分類項目は，項目Ｍ５０
及びＭ５１を除く脊柱障害の中間分類の該当分類項
目とともに，任意に使用する。

脊柱＜脊椎＞の多部位
後頭環軸部
頚部
‐
頚胸部
胸部
胸腰部
腰部
腰仙部
仙骨部及び仙尾骨部
部位不明

変形性脊柱障害（Ｍ４０一Ｍ４３）
Ｍ４０

　　

（脊柱）後薄（症）及び（脊柱）前毒（症）

　

Ｍ４０．０

　

姿勢性◆（脊柱）後毒（症）
，．Ｍ４０．１

　　

その他の続発性－｛脊柱）後衝（症）

　

Ｍ４０．２

　　

その他及び詳細不明の（脊柱）後毒

　　　

・

　

（症）

　

Ｍ４０．３

　　

平背症候群

　

Ｍ４０．４

　

－

　

その他の（脊柱）前賓（症）

　

Ｍ４０．５

　　

（脊柱）前毒（症），詳細不明
Ｍ４１

　　

（脊柱）側蛮

　

俳≧）

　

Ｍ４１．０

　　

乳児特発性（脊柱）側毒（症） －

　

Ｍ４１．１

　　

若年性特発性（脊柱）側薄（症）

　

Ｍ４１．２

　　

その他の特発性（誉柱）側雪（症）

　

Ｍ４１．３

　　

胸郭原性（脊柱）側青（症）

　

Ｍ４１．４

　　

神経筋性（脊柱）側竃（症）

　

Ｍ４１．５

　　

その他の続発性（脊柱）側鱒（症）

　

Ｍ４１．８

　　

その他の型の（脊柱）側奪（症）

　

Ｍ４１．９

　　

（脊柱）側奄（症），詳細不明
Ｍ４２

　　

脊椎骨軟骨症正＜骨端症＞

　

Ｍ４２．０

　　

若年性脊椎骨軟骨症＜骨端症＞
Ｍ４２．１

　　

成人脊椎骨軟骨症＜骨端症＞

　

Ｍ４２．９

　　

脊椎骨軟骨症＜骨端症＞，詳細不明
Ｍ４３

　

－その他の変形性脊柱障害
Ｍ４３．０

　　

脊湘≦分離症
Ｍ４３．１ 脊椎すべり症
Ｍ４３‐２

　　

その他の脊椎（骨）癒合

　

Ｍ４３．３

　　

ミエロバチ＜シ＞－＜脊髄障害＞を′

　　　　　

伴う反復性環軸関節亜脱臼

　

Ｍ４３４

　　

その他の反復性環軸関節亜脱臼

　

Ｍ４３．５

　　

その他の反復性椎骨亜脱臼

　

Ｍ４３‐６ 斜頚

　

Ｍ４３‐８

　　

その他の明示された変形グ性脊柱障害

　

Ｍ４３：９

　　

変形性脊柱障害，詳細不明
脊椎障害（Ｍ４５一Ｍ４９）
Ｍ４５

　　

強直性脊椎炎
Ｍ４６

　　

その他の炎症性脊椎障害

　

Ｍ４６．０

　

・脊椎の腔（靭帯）付着部症

　

Ｍ４６．１

　　

仙腸骨炎，，他に分類されないもの

　

Ｍ４６．２

　　

椎骨の骨髄炎

　

Ｍ４６．３

　　

椎間板の感染症（化膿性）

　

Ｍ４６．４ 椎間板炎，詳細不明

　

Ｍ４６‐５

　

‐その他の感染性脊椎障害

　

Ｍ４６‐８

　　

その他の明示された炎症性脊椎障害

　

Ｍ４６．９ノ

　

炎症性脊椎障害，詳細不明
Ｍ４７ 脊椎症

　

Ｍ４７．ｏｆ

　

前脊髄動脈及び椎骨動脈圧迫症候群

　　　　　

（Ｇ９９．２
＊）

　

Ｍ４７．１‐

　

ミエロパチ＜シ＞－＜脊髄障害〉を

　　　　

伴うその他の脊椎症

　

Ｍ４７．２

　　

神経根障害を伴うその他の脊椎症

　

Ｍ４７．８ その他の脊椎症

　

Ｍ４７．９ 脊椎症，詳細不明
Ｍ４８ その他の脊椎障害

　

Ｍ４８‐０

　　

脊柱管狭窄（症）

　

Ｍ４８‐１

　　

強直性脊椎骨増殖（肥厚）症［フォレ

　　　　　

スチエくＦｏｒｅｓｔｉｅｒ＞病］

Ｍ４８．２

　　

疎突起接触（症）
Ｍ４８‐３

　　

外傷性脊椎障害・

Ｍ４８‐４

　　

椎骨の疲労骨折．
Ｍ４８．５

　

，圧潰脊椎，他に分類されないもの
Ｍ４８．８

　　

その他の明示された脊椎障害
Ｍ４８‐９ 脊椎障害，詳細不明
Ｍ４９＊

　　

他に分類される疾患における脊椎障害
Ｍ４９．ぴ

　　

脊湘…結核（Ａ１８．ＯＴ）
Ｍ４９．１＊

　　

ブルセラ症性脊椎炎（Ａ２３．‐↑）
Ｍ４９‐２ヰ

　

腸内細菌性脊椎炎（ＡＯ１‐Ａ０４十）
Ｍ４９‐３＊

　　

他に分類されるその他の感染症及び寄

　　　　

生虫症における脊椎障害
Ｍ４９．４＊ 神経障害性脊椎障害
Ｍ４９．５＊

　

他に分類される疾患における圧漬脊椎
Ｍ４９．８＊

　　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　

脊椎障害

その他の脊柱障害（Ｍ５０一Ｍ５４）
Ｍ５０

　　

頚部椎間板障害

　

Ｍ５０．０↑

　

頚部椎間板障害，ミエロパチくシ＞－

　　　　　

＜脊髄障害＞を伴うもの（Ｇ９９．）

　

Ｍ５０．１

　　

頚部椎間板障害，神経根障害を伴うも

　　　　

の

　

Ｍ５０．２

　　

その他の頚部椎間板ヘルニア＜変

　　　　

位〉

　　　　　

．

　

Ｍ５０．３

　　

その他の頚部椎間板変性（症）、

　

Ｍ５０．８

　　

その他の頚部椎間板障害

　

Ｍ５０‐９

　　

頚部椎間板障害，詳細不明
Ｍ５１ その他の椎間板障害

　

Ｍ５１‐ｏｆ

　

腰部及びその他の部位の椎間板障害，

　　　　　

ミエロパチ＜シ＞‐‐＜脊髄障害＞を

　　　　　

伴うもの （Ｇ９９．２
＊）

　

≠

　

Ｍ５１‐１↑

　

腰部及びその他の部位の椎間板障害，

　　　　　

神経根障害を伴うもの（Ｇ５５．１＊）

　

Ｍ５１．２

　　

．その他の明示された椎間板ヘルニア＜

　　　　　

変位＞

　

Ｍ５１．３

　　

その他の明示された椎間板変性（症）

　

Ｍ５１‐４ シュモール＜Ｓｃｈｍｏｒｌ＞結節

　

Ｍ５１．８

　　

その他の明示された椎間板障害

　

Ｍ５１－９ 椎間板障害，詳細不明
Ｍ５３

　　

その他の脊柱障害，他に分類されないもの

　

Ｍ５３‐０

　　

頚頭蓋症候群

　

Ｍ５３‐１

　　

頚腕症候群

　

Ｍ５３．，２

　　

脊椎不安定（症）

　

Ｍ５３．３

　　

仙骨尾骨障害，他に分類されないもの

　

Ｍ５３．８

　　

その他の明示された脊柱障害

　

Ｍ５３．９

　　

脊柱障害，詳細不明
Ｍ５４ 背部痛

　

Ｍ５４．０

　　

頚部及び背部を障害する皮下脂肪組

　　　　

織炎

　

Ｍ５４．１

　　

神経根障害、

　

Ｍ５４．２

　　

頚部痛

　

Ｍ５４．３

　　

坐骨神経痛

　

Ｍ５４‐４

　　

坐骨神経痛を伴う腰痛症
Ｍ５４‐５

　　

下背部痛

　　　　　

、

　

Ｍ５４‐６

　　

胸椎の痔痛
Ｍ５４．８ その他の背部痛
Ｍ５４．９ 背部痛，詳細不明
軟部組織障害（Ｍ６０一Ｍ７９）
筋障害（Ｍ６０一Ｍ６３）
Ｍ６０

　　

筋炎

Ｍ６０‐０・ 感染性筋炎
Ｍ６０．１

　　

間質性筋炎



様

の
寸

　

Ｍ６０．２

　　

軟部組織の異物肉芽腫，他に分類され

　　　　

ないもの

　

Ｍ６０．８ その他の筋炎
Ｍ６０．９

　　

筋炎ト詳細不明
Ｍ６１

　　

筋の石灰化及び骨化

　

Ｍ６１．０ 外傷性骨化性筋炎

　

Ｍ６１．１ 進行性骨化性筋炎

　

Ｍ６１．２

　　

筋の麻癖性石灰化及び骨化

　

Ｍ６１．３

　　

熱傷に伴う筋の石灰化及び骨化

　

Ｍ６１．４

　　

筋のその他の石灰化

　

Ｍ６１．５

　　

筋のその他の骨化

　

．

　

Ｍ６１．９

　　

筋の石灰化及び骨化，詳細不明
Ｍ６２ その他の筋障害

　

Ｍ６２．０ 筋離解

　

Ｍ６２．１

　　

その他の筋断裂・（非外傷性）

　

Ｍ６２‐２

　　

筋の阻血性梗塞

　

Ｍ６２‐３

　　

移動不能症候群（対麻弾性）

　

Ｍ６２．４

　　

筋拘縮

　

Ｍ６２‐５

　　

筋の消耗及び萎縮，他に分類されない

　　　　

もの

　

Ｍ６２．６

　　

筋ストレイン

　

Ｍ６２．８

　　

その他の明示された筋障害

　

Ｍ６２．９

　　

筋障害，詳細不明
Ｍ６３＊

　　

他に分類される疾患における筋障害

　

Ｍ６３‐０＊

　　

他に分類される細菌性疾患における筋

　　

炎

　

Ｍ６３．１＊

　　

他に分類される原虫及び寄生虫感染

　　　　

症における筋炎

　

Ｍ６３．２＊

　　

他に分類されるその他の感染症におけ

　　　　　

る筋炎

　

Ｍ６３‐３
＊

　　

サルコイドーシスにおける筋炎（Ｄ８６．８

　　　

　　

　　

　

　

Ｍ６３‐８＊

　　

他に分類される疾患におけるその他の

　　　　

筋障害
滑膜及び腔の障害（Ｍ６５一Ｍ６８）
Ｍ６５

　　

滑膜炎及び腔鞘炎

　

Ｍ６５．０

　　

騰鞘の膿癌

　

Ｍ６５．１

　　

その他の感染性（膳） 滑膜炎＜腔鞘

　　　　

炎＞

　

－

　

Ｍ６５‐２ 石灰（」性）腔炎

　

Ｍ６５‐３

　　

ばね＜弾発＞指

　

．

　

Ｍ６５．４

　　

桟骨茎状突起腔鞘炎［ド・ケルヴァン

　　　　　

＜ｄｅＱｕｅｒｖａｉｎ＞病］

　

Ｍ６５．８ その他の滑膜炎及び騰鞘炎

　

Ｍ６５．９

　　

滑膜炎及び腔鞘炎，詳細不明

　

、

Ｍ６６

　　

滑腹及び腔の特発性断裂

　

Ｍ６６．０

　　

膝嵩（部）のう＜嚢＞胞の破裂

　

Ｍ６６．１

　　

滑膜の断裂

　

Ｍ６６．２

　　

伸筋腔の特発性断裂

　

Ｍ６６‐３

　　

屈筋腔の特発性断裂

　

－

　

Ｍ６６．４ その他の胞の特発性断裂

　

Ｍ６６．５ 詳細不明の腔の特発性断裂
Ｍ６７

　　

滑膜及び胞のその他の障害

　

Ｍ６７．０

　　

短アキレス騰（後天性）

　

Ｍ６７‐１ その他の騰．（鞘）拘縮

　

Ｍ６７，２

　　

滑膜肥大＜肥厚＞，他に分類されない

　　　　

もの

　　

‐

　

Ｍ６７．３ 一過性滑膜炎

　

Ｍ６７．４ ガングリオン

　

Ｍ６７．８

　　

滑膜及び腔のその他の明示された障害

　

Ｍ６７．９

　　

滑膜及び腔の障害，詳細不明
Ｍ６８＊

　

，他に分類される疾患における滑膜及び鵬の

．

　　　

障害

　　　　　　　　　

・

　

Ｍ６８‐０＊

　　

他に分類される細菌性疾患における滑

　　　　　

膜炎及び腔滑膜炎

　

Ｍ６８‐８＊

　　

他に分類される疾患における滑膜及び

　　　　　

腔のその他の障害
その他の畝部斉組織障害（Ｍ７０一Ｍ７９）
Ｍ７０

　　

使用，使い過ぎ及び圧迫に関連する軟部組

　　　

織障害

　

Ｍ７０‐０

　　

手及び手首の慢性捻髪性滑膜炎

　

Ｍ７０‐１

　　

手の滑液包炎

　

Ｍ７０‐２

　　

肘頭滑液包炎

　

Ｍ７０．３

　　

肘のその他の滑液包炎

　

Ｍ７０．４

　　

膝蓋前部滑液包炎

　

Ｍ７０．５

　　

，膝のその他の滑液包炎

　

Ｍ７０‐６

　　

転子滑液包炎

　

Ｍ７０．７

　　

股関節部のその他の滑液包炎

　

Ｍ７０‐８

　　

使用，使い過ぎ及び圧迫に関連するそ

　　　　　

の他の畝部組織障害

　

Ｍ７０‐９

　　

使用，使い過ぎ及び圧迫に関連する詳

　　　　　

細不明の軟部組織障害
Ｍ７１ その他の滑液包障害

　

Ｍ７１．０

　　

滑液包の膿癌

　

Ｍ７１‐１

　

．その他の感染性滑液包炎

　

Ｍ７１‐２

　　

膝窺部滑膜のう＜嚢＞腫［ベーカー＜

　　　　　

Ｂａｋｅｒ〉のう＜嚢＞腫］

　

Ｍ７１‐３

　　

その他の瀞液のう＜嚢＞自重

　

Ｍ７１．４

　　

滑液包石灰沈着（症）

　

Ｍ７１．５

　　

その他の滑液包炎，他に分類されない

　　　　

もの

　　　　　　　　　

・

Ｍ７１．・８

　　

その他の明示された滑液包障害
Ｍ７１‐９

　　

滑液包障害，詳細不明
Ｍ７２

　　

線維芽細胞性障害
Ｍ７２．０

　　

手掌腔膜線維腫症［デュピュイトラン

　　　　　

＜Ｄｕｐｕｙｔｒｅｎ＞拘縮］

　

Ｍ７２．１ ナックノレノミッド

Ｍ７２．２

　　

足底腔膜線維腫症‐
Ｍ７２．４

　

‐偽肉腫接線維腫症
Ｍ７２．６

　　

え＜壌＞死性筋膜炎
Ｍ７２‐８ その他の線維芽細胞性障害
Ｍ７２．９

　　

線維芽細胞性障害，詳細不明
Ｍ７３＊

　　

他に分類される疾患における軟部組織障害
Ｍ７３．０＊

　　

淋菌性滑液包炎（Ａ５４．４↑）
Ｍ７３．１＊

　

梅毒性滑液包炎（Ａ５２‐７↑）
Ｍ７３．８＊

　　

他に分類される疾患におけるその他の

　　　　　

軟部組織障害
Ｍ７５

　　

肩の傷書く損傷＞
Ｍ７５．０ 癒着性肩関節包炎
Ｍ７５‐１ 回旋睦板症候群
Ｍ７５．２ 二頭筋瞳炎
Ｍ７５‐３

　　

肩の石灰（性）腔炎
Ｍ７５．４

　　

肩のインピンジメント症候群
Ｍ７５‐５

　　

肩の渦液包炎
Ｍ７５．８・その他の肩の傷害＜損傷＞

　

Ｍ７５‐９

　　

肩の傷害＜損傷＞，詳細不明
Ｍ７６

　　

下肢の膳（靭帯）付着部症，足を除く
Ｍ７６．０

　　

殿筋腔炎

　

Ｍ７６．１

　　

腰筋胞炎

　

Ｍ７６．２

　

． 腸骨稜蘇

　

Ｍ７６．３

　　

腸腔靭帯症候群

　

Ｍ７６‐４

　　

内側側副滑液包炎［ペレグリニ・スチ

　　　　　

ーダ＜Ｐｅｌｌｅｇｒｉｎｉ－Ｓｔｉｅｄａ〉病］

　

Ｍ７６‐５

　　

膝蓋骨胞炎

　　　

＼

　

Ｍ７６．‐６ アキレス腔炎

　

Ｍ７６．７

　　

勝骨胞炎

　

一

　

Ｍ７６．８

　　

下肢のその他の腔（朝帯）付着部症，

　　　　

足を除く

　　

、

　

Ｍ７６‐９

　　

下肢の腔（籾帯）付着部症，詳細不明
Ｍ７７ その他の膝（靭帯）付着部症

　

Ｍ７７．０

　　

内側上頭炎

　

Ｍ７７．１

　　

外側上願炎

　

Ｍ７７‐２ 手首の関節周囲炎

　

Ｍ７７．３ 陣骨疎

　

Ｍ７７‐４

　　

中足骨痛症圧

　

Ｍ７７‐５

　　

足のその他の腔（靭帯）付着部症

Ｍ７７．８

　　

その他の腔（籾帯）付着部症，他に分

　　　　

類されないもの
Ｍ７７．９

　　

腔（靭帯）付着部症，詳細不明
Ｍ７９

　　

その他の軟部組織障害，他に分類されない

　　

もの

Ｍ７９‐０

　　

リウマチ， 詳細不明

　

・

Ｍ７９‐１

　　

筋（肉）痛
Ｍ７９．２

　　

神経痛及び神経炎，詳細不明
Ｍ７９．３ 皮下脂肪組織炎，詳細不明
Ｍ７９４

　

▲ （膝蓋下）脂肪体の肥大＜肥厚＞
Ｍ７９．５

　　

軟部組織内の残留異物
Ｍ７９‐６

　　

（四） 肢痛

　

Ｍ７９．７

　　

線維筋痛症
Ｍ７９．８

　　

その他の明示された軟部糸戴織障害
Ｍ７９．９

　　

軟部組織障害，詳細不明
骨障害及び軟骨障害（Ｍ８０一Ｍ９４）
骨の密度及び構造の障害（Ｍ８０一Ｍ８５） 、

Ｍ８０

　　

骨粗しょう＜媛＞症＜オステオポローシ

　　　

ス＞，病的骨折を伴うもの
Ｍ８０‐０

　　

閉経後骨粗しょう＜難＞症＜オステ

　　　　

オポローシス＞，病的骨折を伴うもの

　

Ｍ８０‐１

　　

卵巣摘出（術）後骨粗しょう＜撚＞症

　　　　

＜オステオポローシス〉，病的骨折を

　　　　

伴うもの
Ｍ８０．２

　　

廃用性骨粗しょう＜揺＞症〈オステ

　　　　

オポローシス＞，病的骨折を伴うもの
Ｍ８０‐３

　　

術後吸収不良性骨粗しょう〈髭＞症

　　　　

＜オステオポローシス＞，病的骨折を

　　　　

伴うもの

　

Ｍ８０‐４

　　

薬物誘発性骨粗しょう＜懸＞症＜オ

　　　　

ステオポローシス＞，病的骨折を伴う

　　　　

もの

　

Ｍ８０‐５

　　

特発性骨粗しょう＜跳〉症＜オステ

　　　　

オポローシス＞，病的骨折を伴うもの

　

Ｍ８０．８

　　

その他の骨粗・しよう＜紙＞症＜オステ

　　　　

オポローシス＞，病的骨折を伴うもの

　

Ｍ８０‐９

　　

詳細不明の骨粗しょう＜媛＞症＜オ

　　　　

ステオポローシス＞ゞ 病的骨折を伴う

　　　　

もの

　

－

　　　　　　　　　　

．

Ｍ８１

　　

骨粗しょう＜無＞症＜オステオポローシ

　　　

ス＞，病的骨折を伴わないもの

　

Ｍ８１‐０

　　

閉経後骨粗しょう＜媛＞症＜オステ

　　　　　

オポローシス＞

　

Ｍ８１‐１

　　

卵巣摘出（術）後骨粗しょう＜緩＞症

　　　　　

〈オステオポローシス＞



　

Ｍ８Ｌ２

　　

廃用性骨粗し‐よう＜雑＞症＜オステ

　　　　　

オポローシス＞

　

Ｍ８１．３

　　

術後吸収不良性骨粗しょう＜媛＞症

　　　　　

〈オステオポローシス＞

　

Ｍ８１４

　　

薬物誘発性骨粗しょう＜鷺＞症＜オ

　　　　　

ステオポローシス＞

　

Ｍ８１．５

　　

特発性骨粗しょう〈媛＞症＜オステ

　　　　　

オポローシス＞

　

Ｍ８１．６

　　

限局性骨粗しょう＜媛＞症＜オステ
ー

　　　　　　　

オポローシス＞

　

Ｍ８１．８

　　

その他の骨粗しょう＜跳＞症＜オステ

　　　　　

オポローシス＞

　

Ｍ８１．９

　　

骨粗しょう＜媛＞症＜オステオポロー

　　　　　

シス＞，．詳細不明

Ｍ８２＊

　

他に分類される疾患における骨粗しょう＜

　　　

撚＞症＜オステオポローシス＞

　

Ｍ８２‐０＊

　　

多発性骨髄腫症における骨粗しょう

　　　　

＜媛＞症＜オステオポローシス＞

　　　　　

（Ｃ９０．ｏ“

　

Ｍ８２．ｒ

　　

内分泌障害における骨粗しょう＜

　　　　　

－媛＞症＜オステオポローシス＞ （ＥＯＯ

　　　　　

－Ｅ３４十）

　

Ｍ８２‐８＊、

　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　　

骨粗しょう＜雑＞症＜オステオボロー

　　　　　　

・シス＞

Ｍ８３ 成人骨軟化症

　

Ｍ８３．０ 産じょく＜裾＞期骨軟化症

　

Ｍ８３．１ 老人性骨軟化症

　

Ｍ８３‐２

　　

吸収不良による成人骨軟化症

　

Ｍ８３‐３

　　

栄養失調性成人骨軟化症

　

Ｍ８３４ アルミニウム骨疾患

　

Ｍ８３．５

　　

成人におけるその他の薬物誘発性骨

　　　　　

軟化症

　

Ｍ８３．８

　　

その他の成人骨軟化症

　

Ｍ８３．９

　　

成人骨軟化症，詳細不明
Ｍ８４

　　

骨の癒合障害

　

Ｍ８４‐ｏ 骨折の変形癒合

　

Ｍ８４．１

　　

骨折の骨癒合不全［偽関節］

　

Ｍ８４．２ 骨折の癒合遅延

　

Ｍ８４．３

　　

疲労骨折，他に分類されないもの

　

Ｍ８４．４

　　

病的骨折，他に分類されないもの
Ｍ８４．８

　　

骨のその他の癒合障害

　

Ｍ８４‐９

　　

骨の癒合障害，詳細不明
Ｍ８５

　　

骨の密度及び構造のその他の障害
Ｍ８５．０

　　

、線維性骨異形成（症）（単骨性）

　

Ｍ８５．１ 骨格フッ素（沈着）症

　

Ｍ８５．２

　　

頭蓋骨増殖症

　

◆

　

Ｍ８５‐３

　　

硬化性骨炎

　

Ｍ８５．４

　　

単発性骨のうく嚢〉胞＜腫＞

　

Ｍ８５．５

　　

動脈癌様骨のう＜嚢＞胞＜腫＞

　

Ｍ８５‐６

　　

その他の骨のう＜嚢＞胞＜腫＞

　

Ｍ８５．８

　　

骨の密度及び構造のその他の明示さ

　　　　　

れた障害

　

Ｍ８５．９

　　

骨の密度及び構造の障害，詳細不明
その他の骨障害 （Ｍ８６一Ｍ９０）

Ｍ８６

　　

骨髄炎

　

Ｍ８６‐０ 急性血行性骨髄炎

　

Ｍ８６‐１ その他の急性骨髄炎

　

Ｍ８６．２・

　

亜急性骨髄炎

　

Ｍ８６．３ 慢性多発性骨髄炎

　

Ｍ８６．４

　　

痩孔を伴う慢性骨髄炎

　

Ｍ８６．５

　　

その他の慢性血行性骨髄炎

　

Ｍ８６‐６ その他の慢性骨髄炎
－Ｍ８６．８ その他の骨髄炎

　

Ｍ８６．９ 骨髄炎，詳細不明
Ｍ８７

　　

骨え〈壌＞死

　

Ｍ８７‐０

　　

骨の特発性無菌〈腐＞性え〈壌＞死

　

Ｍ８７‐１ 薬物による骨え＜壊＞死

　

Ｍ８７．２

　　

既往の外傷による骨え＜壊＞死

　

Ｍ８７‐３

　　

その他の続発性骨え＜壌・＞死

　

Ｍ８７‐８ その他の骨え＜壊＞死

　

Ｍ８７‐９

　　

骨え＜壊＞死，詳細不明
Ｍ８８

　　

骨のバジェット＜ページェット＞＜

　　　

Ｐａｇｅｔ＞病［変形性骨炎］

　

Ｍ８８‐０

　　

頭蓋のバジェット＜ページェット，＞＜

　　　　

Ｐａｇｅｔ＞病

　

Ｍ８８．８

　　

その他の骨のバジェット＜ページェッ

　　　　　

ト＞＜Ｐａｇｅｔ＞病
▲Ｍ８８．９

　　

骨のバジェット＜ページェット＞＜

　　　　　

Ｐａｇｅｔ＞病， 詳細不明

Ｍ８９ その他の骨障害

　

Ｍ８９．０

　　

有痛性神経異栄養症

　

Ｍ８９．１

　　

骨端線成長停止

　

Ｍ８９．２

　　

骨の発育及び成長のその他の障害

　

Ｍ８９．３

　　

骨の肥厚＜大＞

　

Ｍ８９．４

　　

その他の肥厚＜大＞性骨関節症

　

Ｍ８９．５

　　

骨溶解（症）

　

Ｍ８９‐６

　　

急性灰白髄炎＜ポリオ＞後骨障害
Ｍ８９．８

　　

その他の明示された骨障害
Ｍ８９．９

　　

骨障害，詳細不明
Ｍ９０＊

　　

他に分類される疾患における骨障害

－Ｍ９０．０
＊

　　

骨結核 （Ａ１８．ＯＴ）

　

Ｍ９０．１＊

　　

他に分類されるその他の感染症におけ

　　　　　

る骨膜炎

　

Ｍ９０‐２＊

　　

他に分類されるその他の感染症におけ

　　　　　

る骨障害

　

Ｍ９０‐３ヰ

　　

潜函病＜減圧病＞における骨え＜

　　　　　

嬢＞死 （Ｔ７０‐３Ｔ）

　

Ｍ９０．４＊

　　

異常ヘモグロビン＜血色素＞症による

　　　　　

骨え＜壊＞死 （Ｄ５０一Ｄ６４十）

ｒ

　

Ｍ９０‐『

　　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　

骨え＜嬢＞死

　

Ｍ９０‐６＊

　

新生物＜腫癖＞性疾患における変形

　　　　　

性骨炎（ＣＯ０一Ｄ４８テ）

　

Ｍ９０．〆

　　

新生物＜腫蕩＞性疾患における骨折

　　　　　

（ＣＯ０一Ｄ４８十）

　

Ｍ９０．８＊

　　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　　

骨障害、
軟骨障害（Ｍ９１一Ｍ９４）
Ｍ９１

　　

股関節及び骨盤の若年性骨軟骨症＜骨端

　　　

症＞

　

Ｍ９１‐０

　　

，骨盤の若年性骨軟骨症＜骨端症＞

　

Ｍ９１‐１

　　

大腿骨頭の若年性骨軟骨症＜骨端

　　　　

症＞

　

－［レッグ・ベルテス＜Ｌｅｇｇ‐

　　　　

Ｐｅｒｔｈｅｓ〉病］

　

Ｍ９１．２

　　

届平股

　

．・

　

Ｍ９１．３

　　

偽性股関節痛

　

Ｍ９１‐８

　　

股関節及び骨盤のその他の若年性骨

　　　　　

軟骨症く骨端症＞

　

Ｍ９１‐９

　　

股関節及び骨盤の若年性骨軟骨症＜

　　　　

骨端症＞，詳細不明
Ｍ９２ ・その他の若年性骨軟骨症＜骨端症＞

　

Ｍ９２．０

　　

上腕骨の若年性骨軟骨症＜骨端症＞

　

Ｍ９２‐１

　　

機骨及び尺骨の若年性骨軟骨症＜骨

　　　　　

端症＞

　

Ｍ９２．２

　　

手の若年性骨軟骨症＜骨端症＞
Ｍ９２‐３

　　

上肢のその他の若年性骨軟骨症＜骨

　　　　

端症＞

　　　　　　　

，

　　　

．

　

Ｍ９２‐４・－

　

膝蓋骨の若年性骨軟骨症＜骨端症＞

　

Ｍ９２．５

　　

鰹骨及び勝骨の若年性骨軟骨症＜骨

　　　　

端症＞
Ｍ９２‐６

　　

足根骨の若年性骨軟骨症＜骨端症＞
Ｍ９２‐７

　　

中足骨の若年性骨軟骨症＜骨端症＞
Ｍ９２‐８

　　

その他の明示さ，れた若年性骨軟骨症

　　　　　

＜骨端症正＞
Ｍ９２．９

　　

若年性骨軟骨症く骨端症＞，詳細不明
Ｍ９３ その他の骨軟骨障害
Ｍ９３．０

　　

大腿骨頭すべり症（非外傷性）

　

Ｍ９３‐１

　　

成人のキーンベック＜Ｋｉｅｎｂｏｃｋ〉病

　

Ｍ９３．２

　　

離断・挫骨軟骨炎

　

Ｍ９３．８

　　

その他の明示された骨軟骨障害

　

Ｍ９３．９

　　

骨軟骨障害，詳細不明
Ｍ９４

　　

軟骨のその他の障害

　

Ｍ９４‐０

　　

肋軟骨骨結合症候群［ティーツェ＜

　　　　　

Ｔｉｅｔｚｅ＞病］

　

、

　

Ｍ９４．１

　　

再発性多発軟骨炎

　　

▲

　

Ｍ９４．２

　　

軟骨軟化症

　

Ｍ９４‐３

　　

軟骨溶解（症）

　

Ｍ９４．８

　　

軟骨のその他の明示された障害

　

‐

　

Ｍ９４‐９

　　

軟骨の障害，詳細不明
筋骨格系及び結合組織のその他の障害（Ｍ９５一Ｍ９９）
Ｍ９５

　　

筋骨格系及び結合組織のその他の後天性

　

・

　

変形

　

Ｍ９５‐０

　　

鼻の後天性変形

　

Ｍ９５．１

　　

花キャベツ‐状耳

　　

’

　

Ｍ９５‐２

　　

頭部のその他の後天性変形

　

Ｍ９５‐３ 頚部の後天性変形

　

Ｍ９５．４

　　

胸部及び肋骨の後天性変形

　

Ｍ９５‐５ 骨盤の後天性変形

　

Ｍ９５‐８

　　

筋骨格系のその他の明示された後天

　　　　

性変形

　

Ｍ９５．９

　　

筋骨格系の後天性変形，詳細不明
Ｍ９６

　　

処置後筋骨格障害，他に分類されないもの

　

Ｍ９６‐０

　　

骨癒合術後又は関節固定術後の偽関

　　

節

　

Ｍ９６．１

　　

椎弓切除後症候群，他に分類されない

　　　　

もの

Ｍ９６．２

　　

放射線照射後（脊柱）後奄（症）
Ｍ９６．３

　　

椎弓切除後（脊柱）後薄（症）
Ｍ９６‐４

　　

術後（脊柱）前毒（症）
Ｍ９６．．５

　　

放射線照射後（脊柱）側奄（症）
Ｍ９６．６

　　

整形外科的挿入物，関節プロステーシ

　

ノ

　　　　

ス又は骨プレートの使用後に続発する

　　　　

骨折
Ｍ９６‐８

　　

その他の処置後筋骨格障害
Ｍ９６‐９
・ 処置後筋骨格障害，詳細不．明

Ｍ９９

　　

生体力学的傷害＜損傷＞，他に分類されな

　　

いもの

注：病態が他に分類できる場合には，
．この分類項

目は使用すべきではない。
下記の傷害部位を示す補助細分類項目は，Ｍ９９．－
の該当する４桁細分類項目とともに任意に使用す
る。



き

０

　　

頭部
１

　　

頚部
２

　　

胸部

（故
Ｎ
の
紙
給
血）

　

３

　　

腰部

　

４

　　

仙骨部

　

５

　　

骨盤部

　　

▼

　

６

　　

下肢

　　

７

　　

．上肢

　

８

　　

胸郭‐

　

９

　　

腹部及びその他
Ｍ９９．０

　　

分節性及び身体的機能不全
Ｍ９９‐１

　　

亜脱臼（症）（椎骨）
Ｍ９９．２

　　

神経管の亜脱臼性狭窄

　

旋正）
Ｍ９９‐３

　　

神経管の骨性狭窄（症）
Ｍ９９．４

　　

神経管の結合組織性狭窄（症）
Ｍ９９５

　　

神経管の椎間板性狭窄（症）

　　　

．
Ｍ９９．６

　　

椎間孔の骨性又は亜脱臼性狭窄（症）
Ｍ９９‐７

　　

椎間孔の結合組織及び椎間板性狭窄

　　　　

（症）
Ｍ９９．８

　　

その他の生体力学的傷書く損傷＞
Ｍ９９‐９

　　

生体力学的傷害＜損傷＞，詳細不明

　　

第 雅 章

　

腎尿路生殖器系の疾患（ＮＯ０‐

　　　　　　　

Ｎ９９）

糸球体疾患（ＮＯＯ－Ｎ０８）
下記の４桁細分類項目は形態学的変化を分類し，
項目ＮＯＯ－Ｎ０７に使用する。４桁細分類項目．０－．８
は明確に確認（腎生検又は剖検による）されない
場合は通常使用しない。３桁分類項目は臨床症状
に関連したものである。

　　

．０

　

軽微糸球体変化

　　

．１

　

巣状及び分節状糸球体病変

　　

．２

　　

びまん性腹性糸球体腎炎

　　

．３

　

びまん性メサンギウム増殖性糸球体腎

　　

炎

　　

．４

　　

びまん性管内性増殖性糸球体腎炎

　　

．５

　

びまん性メサンギウム毛細管性糸球体

　　　　

腎炎

　　

．６

　　

デンスデポジット病

　　

．７

　

びまん性半月体（形成）性糸球体腎炎

　　

．８ その他

　　

．９

　

．詳細不明

ＮＯＯ 急性腎炎症候群
ＮＯＩ 急速進行性腎炎症候群
Ｎ０２

　　

反復性及び持続死性血尿
Ｎ０３ 慢性腎炎症候群

Ｎ０４ ネフローゼ症候群
Ｎ０５ 詳細不明の暇炎症候群
Ｎｏ６

　　

明示された形態学的病変を伴う単独タン

　　

パク＜蛋白＞尿
Ｎ０７

　　

遺伝瓦性腎症〈ネフロパシー＞，他に分類さ，

　　　

れないもの

　　　　　　

ー

Ｎ０８＊

　　

他に分類される疾患における糸球体障害

　

Ｎ０８．０＊

　　

他に分類される感染症及び寄生虫症

　　　　　

における糸球体障害

　

Ｎ０８．１＊

　

新生物〈腫斑〉性疾患における糸球

　　　　

体障害

　　

－

　

Ｎ０８‐２＊・、血液疾患及び免疫機構の障害におけ

　　　　　

る糸球体障害

　

Ｎ０８．ｒ

　

糖尿病（共通４桁項目‐２を伴う

　

ＥＩＯ

　　　　　

－Ｅ１４十）における糸球体障害

　

Ｎ０８．４＊・ その他の内分泌，栄養及び代謝疾患に

　　　　　

おける糸球体障害

　　　　

・

　

Ｎ０８．５＊

　　

全身性結合組織障害における糸球体

　　　　　

障害

　　　　　　　　

・

　

Ｎ０８．８＊

　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　　

糸球体障害
腎尿細管間質性疾患（ＮＩＯ－Ｎ１６）
Ｎ１ｏ

　　

急ｖ性尿細管間質性腎炎

　　

、
ＮＩＩ 慢性尿細管間質性腎炎

　

ＮＩＩ．０

　

．非閉塞性逆流性慢性腎孟胃炎

　

ＮＩＩ．１ 慢性閉塞性腎孟腎炎

　

ＮＩＩ．８

　　

その他の慢性尿細管間質性暦炎

　

ＮＩ１‐９ 慢性尿細管間質性腎炎，詳細不明
Ｎ１２

　　

尿細管間質性腎炎，急性又は慢性と明示さ

　　　

れないもの

Ｎ１３

　　

閉塞性尿路疾患及び逆流性尿路疾患

　

Ｎ１３．０

　　

尿管腎孟移行部閉塞を伴う水腎症

　

Ｎ１３．１

　　

尿管狭窄を伴う水腎症，他に分類され

　　　　

ないもの

　

Ｎ１３．２

　　

腎結石性及び尿管結石性閉塞を伴う

　　　

‐ 水密症

　

Ｎ１３．‐３

　　

その他及び詳細不明の水腎症

　

Ｎ１３．４

　　

水尿管（症）

　

Ｎ１３．５

　　

水管症を伴わない尿管の屈曲及び狭

　　　

窄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　

Ｎ１３‐６

　　

膿腎（症）

　

Ｎ１３．７

　　

膳跳尿管逆流性尿路疾患

　

Ｎ１３‐８

　　

その他の閉塞性尿路疾患及び逆流性
尿路疾患

Ｎ１３‐９

　　

閉塞性尿路疾患及び逆流性尿路疾患，

　　　　

詳細不明

Ｎ１４

　　

薬物及び重金属により誘発された尿細管

　　　

間質及び尿細管の病態
Ｎ１４‐０ 鎮痛薬＜剤＞性腎症＜ネフロバシー

　　　　

－＞

Ｎ１４‐１

　　

その他の薬物，薬剤及び生物学的製剤

　　　　

により誘発された腎症＜ネフロパシ

　　　　

ー＞

Ｎ１４‐２

　　

詳細不明の薬物，薬剤又は生物学的製

　　　　

剤により誘発された腎症＜ネフロパシ

　　　　

ー〉

　　

－
Ｎ１４‐３

　　

重金属誘発性腎症＜ネフロパシー＞
Ｎ１４二４

　　

中毒性腎症圧＜ネフロバシー〉，他に分

　　　　

類されないもの
Ｎ１５

　　

，その他の腎尿細管間質性疾患

　

Ｎ１５．０

　　

バルカン＜Ｂａｌｋａｎ＞腎症＜ネフロパシ

　　　　

ー＞

Ｎ１５‐１

　　

腎臓癖及び腎周囲膿癌
Ｎ１５．８

　　

その他の明示された腎尿細管間質性

　　　　

疾患
Ｎ１５．９

　　

腎尿細管間質性疾患，詳細不明
Ｎ１６＊

　　

他に分類される疾患における腎尿細管間質

　　　

性障害

　

Ｎ１６‐０＊

　

他に分類される感染症及び寄生虫症

　　　　　

における腎尿細管間質性障害

　

Ｎ１６．１＊

　

，新生物＜腫蕩＞性疾患における腎尿

　　　　

細管間質性障害－

　

Ｎ１６．２＊

　

血液疾患及び免疫機構の障害におけ

　　　　　

る腎尿細管間質性障害

　

Ｎ１６．３＊

　　

代謝疾患における腎尿細管間質性障

Ｎ１６‐４＊

Ｎ１６．５＊

Ｎ１６‐８
＊

代謝疾患における腎尿細管間質性障
害

　　　　　　　　　　

・
全身性結合組織障害における腎尿細
管間質性障害

　　

－
移植拒絶における腎尿細管間質性障
害（Ｔ８６．－↑）
他に分類されるその他の疾患におけ，る
腎尿細管間質性障害

腎不全 （Ｎ１７－ＮＩ９）

Ｎ１７

　　

急）性腎不全
Ｎ１７．０

　　

尿細管え＜壊＞死を伴う急性腎不全
Ｎ１７‐１，

　

急性皮震え＜壊＞死を伴う急性腎不

　　

全

　　　　　　　　　　　　　　　

－

Ｎ１７，２

　　

髄賃え＜壊＞死を伴う急性腎不全
‐Ｎ１７．８

　

・その他の急性腎不全
Ｎ１７．９ 急性腎不全，詳細不明
Ｎ１８

　　

慢性腎臓病
Ｎ１８．１ 慢性腎臓病，ステージＩ

　

Ｎ１８２ 慢性腎臓病，ステージ２

　

Ｎ１８．３

　　

慢性腎臓病，ステージ３・

　

Ｎ１８．４

　　

慢性腎臓病，ステージ４

　

ー

　

Ｎ１８．５ 慢性腎臓病，ステージ５

　

Ｎ１８．９ 慢性腎臓病」詳細不明
ＮＩ９

　

， 詳細不明の腎不全
尿路結石症（Ｎ２０－Ｎ２３）
Ｎ２０ 腎結石及び尿管結石

　

Ｎ２０．０ 腎結石

　

Ｎ２０．１

　　

尿管結石

　

Ｎ２０．２

　　

尿管結石を伴う腎結石

　

Ｎ２０‐９

　　

尿路結石，詳細不明
Ｎ２１ 下部尿路結石

　　　

・Ｎ２１．０ 謄跳結石

　

Ｎ２１‐１

　　

尿道結石

　　

．

　

Ｎ２１．８

　　

その他の下部尿路結石

　

Ｎ２１‐９

　　

下部尿路結石↓

　

詳細不明
Ｎ２２＊

　　

他に分類される疾患における尿路結石

　

Ｎ２２．０＊

　　

住血吸虫症における尿路結石（Ｂ６５‐‐

　　　　

↑）

　　　　　　　

′

　

Ｎ２２．８＊

　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　　

下部尿路結石
Ｎ２３ 詳細不明の腎仙痛
腎及び尿管のその他の障害（Ｎ２５一Ｎ２９）
Ｎ２５

　　

腎尿細管機能障害から生じた障害・

　

Ｎ２５．０

　　

腎性骨ジストロフィー＜異栄養症＞

　

Ｎ２５‐１

　　

，暦性尿崩症

　

Ｎ２５．８

　　

腎尿細管機能障害から生じたその他

　　　　

－ の障害

　

Ｎ２５‐９

　　

腎尿細管機能障害から生じた障害，詳

　　　　　

細不明

Ｎ２６ 詳細不明の萎縮腎
Ｎ２７ 原因不明の綾小腎

　

Ｎ２７．０

　　

媛小腎，一側（性）

　

Ｎ２７．１

　　

綾小腎，両側（性）

　

Ｎ２７‐９

　　

媛小腎，患側不明
Ｎ２８

　　

腎及び尿管のその他の障害，他に分類され

　　　

．ないもの

　

Ｎ２８．０

　　

腎虚血及び腎梗塞

　

Ｎ２８．１

　　

腎のうく嚢＞胞，後天性

　

Ｎ２８．８

　　

腎及び尿管のその他の明示された障害

　

Ｎ２８‐９

　

， 腎及び尿管の障害，詳細不明
Ｎ２９＊

　　

他に分類される疾患における腎及び尿管の

　　　

▼その他の障害

　

Ｎ２９．０
＊

　　

腎の晩期梅毒 （Ａ５２‐７↑）



等

　

Ｎ２９．１＊

　　

他に分類される感染症及び寄生虫症

　　　　　

における腎及び尿管のその他の障害

　

Ｎ２９‐８＊

　　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　　

腎及び尿管のその他の障害
尿路系のその他の疾患（Ｎ３０一Ｎ３９）
Ｎ３０

　　

勝眺炎

　

Ｎ３ＱＯ

　　

急性勝暁炎

　

Ｎ３０‐１

　　

問質性謄跳炎（慢性）

　

Ｎ３０．２ その他の慢性勝騰炎

　

Ｎ３０‐３

　　

（謄舷）三角部炎，

　

Ｎ３０．４ 放射線勝眺炎

　

Ｎ３０．８・ その他の勝脱炎

　

Ｎ３０．９

　　

騰跳炎，詳細不明
Ｎ３１

　　

神経因性勝眺（機能障害），他に分類され

　　　

ないもの

　

Ｎ３１‐０

　　

無抑制性神経因性勝股〔機能障害），

　　　　　

他に分類されないもの

　

Ｎ３１．１

　　

反射性神経因↑劉芽庇（機能障害），他

　　　　　

に分類されないもの

　

Ｎ３１．２

　　

，しく弛＞緩性神経因性勝眺（機能障

　　　　　

害），他に分類されないもの

　

Ｎ３１‐８

　　

そ．の他の神経因性勝枇（機能障害）

　

Ｎ３１．９

　　

神経因性膳眺（機能障害），詳細不明
Ｎ３２ その他の勝既障害

　

Ｎ３２．０

　　

勝跳頚部閉塞（症）

　

Ｎ３２‐１

　　

勝脱腸凄

　

Ｎ３２２

　　

勝眺疲，他に分類されないもの

　

Ｎ３２．３

　　

勝脱憩室

　

Ｎ３２．４．． 勝職破裂，非外傷性

　

Ｎ３２．８

　　

その他の明示された勝脱障害

　

Ｎ３２．９

　　

勝庇障害，詳細不明
Ｎ３３＊

　

他に分類される疾患における膳眺障害

　

Ｎ３３０＊

　　

結核性勝暁炎（Ａ１８．１↑）

　

Ｎ３３‐８＊

　　

他に分類されるその他の疾患における

　　　　　

勝脱障害
Ｎ３４

　　

尿道炎及び尿道症候群

　

Ｎ３４．０

　

‐尿道膿癌

　

Ｎ３４‐１

　　

非特異性尿道炎

　

Ｎ３４．２ その他の尿道炎

　

Ｎ３４‐３ 尿道症候群，詳細不明
Ｎ３５ 尿道狭窄
、Ｎ３５‐０ 外傷後尿道狭窄

　

Ｎ３５．１

　　

感染後尿道狭窄，他に分類されないも

　　　

の

Ｎ３５．８ その他の尿道狭窄
Ｎ３５‐９・ 尿道狭窄，詳細不明

Ｎ３６

　　

尿道のその他の障害

　

Ｎ３６．０ 尿道疲

　

Ｎ３６．１ 尿道憩室

　

Ｎ３６．２ 尿道小丘

　

Ｎ３６．３

　　

尿道粘膜脱

　

Ｎ３６．８

　　

尿道のその他の明示された障害

　

Ｎ３６．９

　　

尿道の障害，詳細不明
Ｎ３７＊

　　

他に分類される疾患における尿道の障害

　

Ｎ３７．が

　

他に分類される疾患における尿道炎

　

Ｎ３７．８＊

　　

他に分類される疾患におけるその他の

　　　　　

尿道の障害
Ｎ３９

　　

尿路系のその他の障害

　

Ｎ３９．０

　　

尿路感染症，部位不明

　

Ｎ３９‐１

　　

持続性タンパク＜蛋白＞尿，詳細不明

　

Ｎ３９．２

　　

起立・性タンパク＜蛋白＞尿，詳細不明

　

Ｎ３９‐３ 緊張挫く腹圧性＞尿失禁

　

Ｎ３９．４

　　

その他の明示された尿失禁

　

Ｎ３９‐８

　　

尿路系のその他の明示された障害

　

Ｎ３９‐９

　　

尿路系の障害，詳細不明，
男性生殖器の疾患（Ｎ４０一Ｎ５１）

　　　　　　

‐

Ｎ４０

　　

前立腺肥大（症）
Ｎ４１ 前立腺の炎症性疾患

　

Ｎ４１．０

　　

急性前立腺炎

　

Ｎ４１．１ 慢性前立腺炎

　

Ｎ４１‐２ 前立腺膿癌

　

Ｎ４１．３ 前立腺謄跳炎

　

Ｎ４１‐８

　　

前立腺のその他の炎症」性疾患

　

Ｎ４１．９

　　

前立腺の炎症性疾患，詳細不明
Ｎ４２

　　

前立腺のその他の障害

　

Ｎ４２．０

　　

前立腺結石

　　　

‐

　

Ｎ４２．１

　　

前立腺のうっ血及び出血

　　

．

　

Ｎ４２．２ 前立腺の萎縮

　

Ｎ４２‐３ 前立腺の異形成

　

Ｎ４２．８

　　

前立腺のその他の明示された障害

　

Ｎ４２．９

　　

前立腺の障害，詳細不明
Ｎ４３

　　

精巣＜率丸＞水癌及び精液癌

　

Ｎ４３．０

　　

被のう＜嚢＞精巣＜率丸＞水癌

　

Ｎ４３．１ 感染性糖巣＜率丸＞水癌

　

Ｎ４３２ その他の精巣＜率丸＞水癌

　

Ｎ４３‐３

　　

精巣＜率丸＞水滴，詳細不明

　

Ｎ４３．４ 精液癌
Ｎ４４

　

、精巣＜率丸＞捻転

Ｎ４５

　　

精巣＜率丸＞炎及び精巣上体＜副率丸＞

　　

‐炎

　

Ｎ４５‐０

　　

膿癌を伴う精巣＜率丸＞炎，糖巣上体

　　　

、，＜割率丸＞炎及び精巣上体精巣＜副

　　　　　

率丸率丸＞炎

　

Ｎ４５‐９

　　

膿癖を伴わない精巣＜率丸＞炎，精巣
◆

　　　

．

　

上体＜副率丸＞炎及び精巣上体精巣

　　　　　

＜副率丸撃丸〉炎
Ｎ４６

　　

男性不妊（症）
Ｎ４７

　　

過長包皮，包茎及びかん＜骸＞頓包茎
Ｎ４８

　　

陰茎のその他の障害

　

Ｎ４８．０

　　

陰茎の白斑症＜ロイコプラキー＞

　

Ｎ４８‐１

　　

亀頭包皮炎

　

Ｎ４８‐２

　　

陰茎のその他の炎症性障害

　

Ｎ４８．３ 持続性陰茎勃起症

　

Ｎ４８．４

　　

器質的原因によるインポテンス＜（性

　　　　　

交） 不能症＞

　　　　　　　　　

ー

　

Ｎ４８．５

　　

陰茎の潰癌

　

Ｎ４８．６ 形成性陰茎硬化症

　

Ｎ４８‐８

　　

陰茎のその他の明示された障害

　

Ｎ４８．９

　　

陰茎の障害，詳細不明
Ｎ４９

　　

男性生殖器の炎症性障害，他に分類されな

　　　

いもの

　

Ｎ４９．０

　　

精のう＜嚢〉の炎症性障害

　

Ｎ４９．１

　

，精索，精巣＜翠丸＞鞘膜及び精管の炎

　　　　　

症性障害

　

Ｎ４９．２

　

’陰のう＜費＞の炎症性障害

　

Ｎ４９．８

　　

その他の明示された男性生殖器の炎

　　　　

症性障害

　

Ｎ４９．９

　　

部位不明の男性生殖器の炎症性障害
Ｎ５０

　　

男性生殖器のその他の障害

　

Ｎ５０．０

　　

精巣＜率丸＞の萎縮

　

Ｎ５０．１ 男性生殖器の血管障害
Ｎ５０‐８

　　

男性生殖器のその他の明示された障

　　

害
Ｎ５０．９

　　

男性生殖器の障害，詳細不明
Ｎ５１＊

　　

他に分類される疾患における男性生殖器の

　　　

障害

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　

Ｎ５１‐０＊

　

他に分類される疾患における前立腺の

　　　　　

障害

　

、

　

Ｎ５１．１＊

　

他に分類される疾患における糖巣＜率

　　　　　

丸＞及び精巣上体＜副率丸＞の障害

　

Ｎ５１．２＊

　

他に分類される疾患における亀頭炎
Ｎ５１‐８＊

　　

他に分類される疾患における男性生殖

　　　　

器のその他の障害
乳房の障害（Ｎ６０‐Ｎ６４）
Ｎ６０

　　

良性乳房異形成（症）

　

Ｎ６０．０ 乳房の弧立のう＜嚢〉胞

　

Ｎ６０．１

　　

びまん性のう＜嚢＞胞性乳腺症

　

Ｎ６０‐２ 乳房の線維腺症

　

Ｎ６０．３ 乳房の線維性硬化症

　

Ｎ６０．４

　　

乳管拡張症

　

Ｎ６０．８

　　

その他の良性乳房異形成（症）

　

Ｎ６０．９

　　

良′性乳房異形成（症），詳細不明
Ｎ６１ 乳房の炎症性障害
Ｎ６２ 乳房肥大
Ｎ６３

　　

乳房の詳細不明の塊＜ｌｕｍｐ＞
Ｎ６４

　　

乳房のその他の障害

　

Ｎ６４．０

　　

乳頭の亀裂及び痩

　

Ｎ６４．１

　　

乳房の脂肪え＜壊＞死

　

Ｎ６４２ 乳房萎縮

　

Ｎ６４．３

　　

分娩に関連しない乳汁漏出（症）

　

Ｎ６４４

　　

乳房痛

　　

．

　

Ｎ６４．５

　　

乳房のその他の徴候及び症状

　

Ｎ６４．８

　　

乳房のその他の明示された障害

　

Ｎ６４．９

　　

乳房の障害，詳細不明
女性骨男盤臓器の炎症性疾患（Ｎ７０一Ｎ７７）
Ｎ７０ 卵管炎及び卵巣炎

　

Ｎ７０‐０

　　

愈潔性卵管炎及び卵巣炎

　

Ｎ７０‐１ 慢性卵管炎及び卵巣炎

　

Ｎ７０‐９

　　

卵管炎及び卵巣炎，詳細不明
Ｎ７１

　　

子宮・の炎症性疾患，子宮頚（部）を除く

　

Ｎ７１‐０

　　

子宮の急性炎症性疾患

　

Ｎ７１．１

　　

子宮の慢性炎症性疾患

　

Ｎ７１．９

　　

子宮の炎症性疾患，詳細不明
Ｎ７２ 子宮頚（部）の炎症性疾患
Ｎ７３

　　

その他の女性骨盤炎症性疾患

　

Ｎ７３．０

　　

急性子宮傍（結合）組織炎及び骨盤蜂

　　　　　

巣炎＜蜂窟織炎＞

　

Ｎ７３．１

　　

慢性子宮傍（結合）組織炎及び骨盤蜂

　　　　　

巣炎＜蜂腐織炎＞
Ｎ７３．２

　　

詳細不明の子宮傍（結合），組織炎及び

　　　　

骨盤蜂巣炎＜蜂鶴織炎＞
Ｎ７３‐３ 女性急性骨盤腹膜炎
Ｎ７３．４ 女性慢性骨盤腹膜炎
Ｎ７３．５

　　

女性骨盤腹膜炎，詳細不明
Ｎ７３‐６ 女性骨盤腹膜癒着
Ｎ７３‐８

　　

その他の明示された女性骨盤炎症性

　　　　

疾患

Ｎ７３‐９

　　

女性骨盤炎症性疾患，詳細不明
Ｎ７４＊

　　

他に分類される疾患における女性骨盤炎症

　　　

性障害
Ｎ７４．ｏ＊

　　

子宮頚（部）の結核感染症（Ａ１８．１↑）
Ｎ７４．１＊

　　

結核性女性骨盤炎症↑空疾患（Ａ１８．ＩＤ



Ｎ７４．２＊

　

梅毒性女性骨盤炎症性疾患（Ａ５１．４↑

，Ａ５２‐７十）

Ｎ７４．３＊

　　

淋歯性女性骨盤炎症性疾患（Ａ５４．２“
Ｎ７４．４＊

　　

クラミジア性女性骨盤炎症性疾患
（Ａ５６．１“

Ｎ７４．８＊

　　

他に分類されるその他の疾患における
女性骨盤炎症性障害

Ｎて５

　　

バルトリン＜Ｂａｒｔｈｏｌｉｎ＞腺の疾患

Ｎ７５．０

　　

バルトリン＜Ｂａｒｔｈｏｌｉｎ〉腺のう＜
嚢〉胞

Ｎ７５．１

　　

バルトリン＜Ｂｚ辻ｔｈｏｌｉｎ＞腺膿豪

Ｎ７５‐８

　　

バルトリン＜Ｂａｒｔｈｏｌｉｎ＞腺のその他

の疾患
Ｎ７５．９

　　

バルトリン＜Ｂａｒｔｈｏｌｉｎ＞腺の疾患，
詳細不明

Ｎ７６

　　

腹及び外陰のその他の炎症

　

Ｎ７６．０ 急性睦炎
Ｎ７６‐１

　　

亜急性及〆び慢性自室炎
Ｎ７６‐２

　　

急性外陰炎
Ｎ７６．３

　　

亜急性及び慢性外陰炎
Ｎ７６‐４

　　

外陰膿疹
Ｎ７６．５ 瞳潰癖
Ｎ７６‐６

　　

外陰潰蕩
Ｎ７６．８

　　

腫及び外陰のその他の明示された炎症
Ｎ７

　

他に分類される疾患における外陰瞳の潰壊

　　　

形成及び炎症
Ｎ７７．び

　

他に分類される感染症及び寄生虫症

様

における外陰の潰斑形成
Ｎ７７‐１＊

　　

他に分類される感染症及び寄生虫症
における瞳炎，外陰炎及び外陰腹炎

Ｎ７７‐８＊

　　

他に分類されるその他の疾患における
外陰瞳の潰癌形成及び炎症

女性生殖器の非炎症肥性障害（Ｎ８０－Ｎ９８）
Ｎ８０

　　

子宮内膜症
Ｎ８０．０ 子宮の子宮内膜症
Ｎ８０．１ 卵巣の子宮内膜症
Ｎ８０．２ 卵管の子宮内膜症
Ｎ８０．３ 骨盤腹膜の子宮内膜症

の
せ

Ｎ８０‐４

　　

直腸腹中隔及び瞳の子宮内膜症
Ｎ８０．５

　　

腸の子宮内膜症
Ｎ８０．６

　　

皮膚痴痕における子宮内膜症
Ｎ８０．８ その他の子宮内膜症
Ｎ８０‐９ 子宮内膜症，詳細不明
Ｎ８１

　　

女性性器脱
Ｎ８１．０

　　

女性尿道癌
Ｎ８１．１ 勝跳癌

Ｎ８１．２

　　

不（完）全子宮瞳脱
Ｎ８１．３ 完全子宮瞳脱
Ｎ８１．４ 子宮瞳脱，詳細不明
Ｎ８１．５

　　

瞳（小）腸癌
Ｎ８１．６ 直腸癌
Ｎ８１‐８

　

ｒ その他の女性性器脱
Ｎ８１‐９

　

・女性性器脱，詳細不明
Ｎ８２ 女性性器を含む痩
Ｎ８２．０

　　

勝跳腫痩
Ｎ８２．１

　　

その他の女性尿路性器疲
Ｎ８２．２‐ 小腸瞳疲
Ｎ８２‐３ 大腸臆痩
Ｎ８２．４

　　

その他の女性腸性器疲
Ｎ８２‐５ 女性性器皮膚疲
Ｎ８２‐８ その他の女性性器痩
Ｎ８２．９ 女性性器痩，詳細不明
Ｎ８３

　　

卵巣，卵管及び子宮広間膜の非炎症性障害
Ｎ８３．０ 卵巣の卵胞のう〈嚢＞胞
Ｎ８３．１ 黄体のう＜嚢＞胞
Ｎ８３．２

　　

その他及び詳細不明の卵巣のう＜
嚢＞胞

Ｎ８３‐３

　　

卵巣及び卵管の後天性萎縮
Ｎ８３‐４

　　

卵巣及び卵管の脱及びヘルニア
Ｎ８３．５

　

． 卵巣，卵巣茎及び卵管の捻転
Ｎ８３．６

　　

卵管留血症
Ｎ８３．７ 子宮広間膜内血腫
Ｎ８３‐８

　　

卵巣，卵管及び広間膜のその他の非炎
症性障害

Ｎ８３．９

　　

卵巣，卵管及び子宮広間膜の非炎症性
障害，詳細不明

Ｎ８４ｒ 女性性器のポリープ
Ｎ８４‐０ 子宮体て部）ポリープ
Ｎ８４．１ 子宮頚（部）ポリープ
Ｎ８４．２

　　

瞳ポリープ

Ｎ８４‐３

　

・外陰ポリープ
Ｎ８４‐８

　　

，女性性器のその他の部位のポリープ
Ｎ８４‐９

　

．女性性器のポリープ，詳細不明
Ｎ８５

　　

子宮のその他の非炎症性障害，子宮頚（部）

　　

を除く

　

Ｎ８５．０

　　

子宮内膜腺様のう＜嚢＞胞・性増殖症

　

Ｎ８５‐１ 子宮内膜腺腫性増殖症

　

Ｎ８５．２ 子宮肥大
Ｎ８５‐３ 子宮復古＜退縮＞不全
Ｎ８５４ 子宮の位置異常
Ｎ８５．５．

　

子宮内反 （症）、
Ｎ８５．６

　　

子宮内癒着（症）

Ｎ８５．７

　

′

　

子宮留血症

　　　　　　　　　　　　　　　

Ｎ９０．９

　　

外陰及び会陰の非炎症性障害，詳細不
Ｎ８５．８

　　

子宮のその他の明示された非炎症性 明

　　　　　

障害

Ｎ８５．９

　　

子宮の非炎症性障害，詳細不明
Ｎ８６

　　

子宮頚（部）のびらん及び外反（症）
Ｎ８７

　　

子宮頚（部），の異形成
Ｎ８７．０ 軽度子宮頚（部）の異形成
Ｎ８７．１

　　

中等度子宮頚・（部）異形成
Ｎ８７．２

　　

高度子宮類（部）の異形成，他に分類
されないもの

Ｎ８７‐９

　　

－子宮頚（部）の異形成，詳細不明
Ｎ８８

　　

子宮頚（部）のその他の非炎症性障害 ‐
Ｎ８８‐０

　　

子宮頚（部）白斑症＜ロイコプラキ．
－〉

Ｎ８８‐１

　　

子宮頚（部）陳旧性裂傷
Ｎ８８．２ 子宮頚（部）．の狭窄
Ｎ８８‐３

　　

（子宮）頚管無力症
Ｎ８８．４

　　

子宮頚（部）の肥大性延長（症）
Ｎ８８．８

　　

子宮頚（部）のその他の明示された非

　　　　　

炎症性障害

　

・

Ｎ８８‐９

　　

子宮頚（部）の非炎症性障害，詳細不

　

．

　

－ 明

Ｎ８９

　　

腹のその他の非炎症性障害

　

Ｎ８９．０ 軽度瞳異形成

　

Ｎ８９．１ 中等度瞳異形成

　

Ｎ８９．２

　　

高度瞳異形成，他に分類されないもの

　

Ｎ８９．３

　　

瞳異形成，詳細不明

　

Ｎ８９‐４

　　

瞳の白斑症＜ロイコプラキー＞

　

Ｎ８９‐５

　　

腫の狭窄及び閉鎖

　

Ｎ８９‐６ 処女膜輪狭小

　

Ｎ８９．７

　　

瞳留血症

　

Ｎ８９．８

　　

瞳のその他の明示された非炎症性障

　　

害

　

Ｎ８９．９

　　

瞳の非炎症性障害，詳細不明
Ｎ９０

　　

外陰及び会陰のその他の非炎症性隣諮害

　

Ｎ９Ｑ０

　

・軽度外陰異形成

　

Ｎ９０，１ 中等度外陰異形成

　

Ｎ９０．２

　　

高度外陰異形成，他に分類さ‐れないも

　　　

の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　

Ｎ９０‐３

　　

外陰異形成，詳細不明

　

Ｎ９０．４

　　

外陰の白斑症〈ロイコプラキー＞

　

Ｎ９０．５

　　

外陰萎縮

　

Ｎ９０．６

　　

外陰肥大

　

Ｎ９０．７

　　

外陰のう＜嚢〉胞

　

Ｎ９０．８

　　

外陰及び会陰のその他の明示された非
炎症肥性障害

Ｎ９１

　　

無月経，過少月経及び希発月経
Ｎ９１．０ 原発・性無月経
Ｎ９１．１ 続発性無月経
Ｎ９１‐２ 無月経，詳細不明
Ｎ９１‐３ 原発性希発月経
Ｎ９１４ 続発性希発月経
Ｎ９１．５

　　

希発月経，詳細不明
Ｎ９２

　　

過多月経，頻発月経及び月経不順
Ｎ９２．０

　　

規則的周期を伴う過多月経及び頻発
月経崖

Ｎ９２．１

　　

不規則周期を伴う過多月経及び頻発
月経

Ｎ９２‐２

　　

，思春期過多月経
Ｎ９２．３ 排卵出血

　

Ｎ９２．４

　　

閉経前過多出血
Ｎ９２．５

　　

その他の明示された月経不順
Ｎ９２．６ 月経不順，詳細不明
Ｎ９３

　　

子宮及び瞳のその他の異常出血

　

Ｎ９３‐０ 性交後及て封慨粒触（′性）出血

　

Ｎ９３‐８

　　

子宮及び瞳のその他の明示された異常
出血

Ｎ９３．９

　　

子宮及び睦の異常出血，詳細不明
Ｎ９４

　

，女性生殖器及び月経周期に関連する痔病

　　　

及びその他の病態

　

Ｎ９４．０・

　

中間痛＜排卵痛＞

　

Ｎ９４．１

　　

性交疹痛（症）

　

Ｎ９４．２

　　

腫けいく座＞

Ｎ９４．３

　　

月経前（緊張）症候群

　

Ｎ９４．４

　　

原発性月経困難症正

　

Ｎ９４５ 続発」性月経困難症

　

Ｎ９４．６ 月経困難症，詳細不明

　

Ｎ９４．８

　　

女性生殖器及び月経周期に関連する
その他の明示された病態

‐Ｎ９４‐９

　　

女性生殖器及び月経周期に関連する
詳細不明の病態

Ｎ９５

　　

閉経期及びその他の閉経周辺期障害

　

Ｎ９５．０

　　

閉経後出血

　　

′

Ｎ９５‐１

　　

閉経期及び女性更年期状態

　

Ｎ９５．２

　　

閉経後萎縮性庭炎

　　

Ｎ９５．３

　　

人工的閉経に関連する状態

　　

，

　

Ｎ９５‐８

　　

その他の明示された閉経期及び閉経
周辺期障害

Ｎ９５‐９

　　

閉経期及び閉経周辺期障害，詳細不明
Ｎ９６ 習慣流産



　

０
め
Ｎ９７

　　

女性不妊症

　

Ｎ９７‐０

　　

無排卵に関連する女性不妊症

　

Ｎ９７．１

　　

卵管に原因する女性不妊症

　

Ｎ９７．２

　　

子宮に原因する女性不妊症

　

Ｎ９７．３

　　

子宮頚（部）に原因する女性不妊症

　

Ｎ９７‐４

　　

男性側要因に関連する女性不妊症

　

Ｎ９７．８

　　

その他の原因の女性不妊症

　

Ｎ９７‐９ 女性不妊症，詳細不明
Ｎ９８

　　

人工授精に関連する合併症

　

Ｎ９８．０

　　

人工授精に関連する感染症

　

Ｎ９８．１ 卵巣の過剰刺激

　

Ｎ９８‐２

　　

体外受精後受精卵の移植操作の合併

　　

症
Ｎ９８．３

　　

膝移植における魅の移植操作の合併

　　

症

　

Ｎ９８．８

　　

人工授精に関連するその他の合併症

　

Ｎ９８．９

　　

人工授精に関連する合併症，詳細不明
腎尿路生殖器系のその他の障害｛Ｎ９９）
Ｎ９９

　　

階尿路生殖器系の処置後障害，他に分類さ

　　

れないもの

Ｎ９９．０ 処置後腎不全

．Ｎ９９．１ 処置後尿道狭窄
Ｎ９９‐２

　　

（手）術後腹癒着
Ｎ９９．３

　　

子宮切除後進（壁）脱
Ｎ９９．４

　　

処置後骨盤腹膜癒着
Ｎ９９五

　　

尿路の外部ストマの機能不全
Ｎ９９‐８

　　

腎尿路生殖器系のその他の処置後障

　　

害
Ｎ９９‐９

　　

腎尿路生殖器系の処置後障害，詳細不

　　

明

　　

第 湘章

　

妊娠，分娩及び産じょく＜裾＞
（ｏｏｏ一０９９）

流産に終わった妊娠（０００一００８）
０００

　　

子宮外妊娠

　

０００．０ 腹腔＜腹膜＞妊娠

　

０００‐１ 卵管妊娠

　

０００２ 卵巣妊娠

　

０００．８ その他の子宮外妊娠
ｏｏｏ．９ 子宮外妊娠，詳細不明
００１

　　

胞状奇胎
００１．０ 古典的胞状奇胎
００１．１ 部分胞状奇胎
００１．９

　　

胞状奇胎，詳細不明
００２

　　

受胎のその他の異常生成物
００２．０

　　

枯死卵及び非胞状奇胎

　

００２．１・ 稽留流産

　

００２．８

　　

受胎のその他の明示された異常生成

　　

物

　

００２‐９

　　

受胎の異常生成物，詳細不明
下記の４桁細分類項目は，項目００３一００６に使用す
る：

注：不全流産は流産に続発した受胎生成物の残留
を含む。

　　　

．０

　

不全流産，生殖器及び骨盤内感染症を

　　　　　

合併するもの

　　　

．１

　

▼不全流産，遅延出血又は多量出血を合

　　　　　

併するもの

　　　

‐２

　

不全流産，塞栓症を合併するもの

　　　

．３

　

不全流産‘その他及び詳細不明の合併

　　　　

症を伴うもの

　　　

．４

　

不全流産，合併症を伴わないもの

　　　

．５

　

完全流産又は詳細不明の流産，生殖器

　　　　　

及び骨盤内感染症を合併するもの

　　

．６

　

完全流産又は詳細不明の流産，遅延出

　　　　　

血又は多量出血を合併するもの

　　

．７

　

完全流産又は詳細不明の流産，塞栓症

　　　　　

を合併するもの

　　

．８

　

完全流産又は詳細不明の流産，その他

　　　　　

及び詳細不明の合併症を伴うもの

　　

‐９

　

完全流産又は詳細不明の流産，合併症

　　　　

を伴わないもの

００３ 自然流産
ｏ０４ 医学的人工流産
００５ その他の流産
００６ 詳細不明の流産
００７

　　

不成功に終わった人工流産
００７．０

　　

不成功に終わった医学的人工流産，性

　　　　　

器及び骨盤内感染症を合併するもの
００７．１

　　

不成功に終わった医学的人工流産，遅

　　　　

延出血又は多量出血を合併するもの
００７．２

　　

不成功に終わった医学的人工流産，塞

　　　　　

栓症を合併するもの
００７‐３

　　

不成功に終わった医学的人工流産，そ

　　　　

の他及び詳細不明の合併症を伴うも

　　　

の

００７‐４

　　

不成功に終わった医学的人工流産，合

　　　　

併症を伴わないもの
００７５

　　

その他及び詳細不明の不成功に終わ

　　　　

った人工流産，性器及び骨盤内感染症

　　　　

を合併するもの

　

００７．６

　　

その他及び詳細不明の不成功に終わ

　　　　　

った人工流産，遅延出血又は多量出血

　　　　　

を合併するもの

　

００７‐７

　　

その他及び詳細不明の不成功に終わ

　　　　　

った人工流産，塞栓症を合併するもの

　

００７．８

　　

その他及び詳細不明の不成功に終わ

　　　　　

った人工流産，その他及び塙Ｅ細不明の

　　　　　

合併症を伴うもの

　

００７‐９

　　

そ，の他及び詳細不明の不成功に終わ

　　　　　

った人工流産，合併症を伴わないもの
００８

　　

流産，子宮外妊娠及び胞状奇胎妊娠に続発

　　　

する合併症

　

００８‐０

　　

流産，子宮外妊娠及び胞状奇胎妊娠に

　　　　　

続発する生殖器及び骨盤内感染症

　

００８．１

　　

流産，子宮外妊娠及び胞状奇胎妊娠に

　　　　　

続発する遅延出血文‘は多量出血

　

００８．２

　　

流産，子宮外妊娠及び胞状奇胎妊娠に

　　　　　

続発する塞栓症
・００８‐３

　　

流産，子宮外妊娠及び胞状奇胎妊娠に

　　　　

続発するショック

　

００８．４

　　

流産，子宮外妊娠及び胞状奇胎妊娠に

　　　

－ 続発する腎不全

　

００８．５

　　

流産，子宮外女納辰及び胞状奇胎妊娠に

　　　　　

続発する代謝障害，

　

００８‐６

　　

流産，子宮外妊娠及び胞状奇胎妊娠に

　　　　　

続発する骨盤臓器及び組織の傷害

　

００８‐７

　　

流産，子宮外妊娠及び胞状奇胎妊娠に

　　　　　

続発するその他の静脈合併症

　

００８．８

　　

流産，子宮外妊娠及び胞状奇胎妊娠に

　　　　　

続発するその他の合併症

　

００８‐９

　　

流産，子宮外妊娠及び胞状奇胎妊娠に

　　　　　

続発する合併症，詳細不明
妊娠，分娩及び産じょく＜裾＞における浮腫，タ
ンパク＜蛋白＞尿及び高血圧性障害（０１０一０１６）
０１０

　　

妊娠，分娩及び産じょく＜栂＞に合併する

　　　

既存の高血圧（症）

　

０１０．０

　　

妊娠，分娩及び産じょく＜栂＞に合併

　　　　　

する既存の本態性高血圧（症）
０１０．１

　　

妊娠，分娩及び産じょく＜栂＞に合併

　　　　

する既存の高血圧性心疾患
０１０．２

　　

妊娠，分娩及び産じょく＜裾＞に合併

　　　　　

する既存の高血圧性腎疾患
０１０．３

　　

妊娠，分娩及び産じょく＜裾＞に合併

　　　　

する既存の高血圧性心腎疾患
０１０．４

　　

妊娠，分娩及び産じょく＜栂＞に合併

　　　　

する既存の二次性高血庄（症）

　

０１０．９

　　

妊娠，分娩及び産じょく＜裾＞に合併

　　　　　

する詳細不明の既存の高血圧（症）
０１１

　　

慢性高血圧（症）に加重した子かん＜痛＞

　　　

前症

　　

’

０１２

　　

高血圧（症）を伴わない妊娠浮腫及び妊娠

　　　

タンパク＜蛋白＞尿

　

０１２‐０ 妊娠浮腫

　

０１２．１ 妊娠タンパク＜蛋白＞尿

　

０１２．２

　　

タンパク＜蛋白＞尿を伴う妊娠浮腫
０１３

　　

妊娠高血圧（症）
０１４

　　

千かん＜痛＞前症

　

０１４‐０

　　

軽症から中等症の子かん＜痛＞前症

　

０１４．１ 重症子かん＜癌＞前症

　

０１４．２ Ｈ

　　

ＥＬＬＰ症候群

　

０１４‐９

　　

子かん＜癌〉前症，詳細不明
０１５‐

　

子かん＜痛＞

　

０１５．０

　　

妊娠子かん＜痛＞

　

０１５．１

　　

分娩子かん＜癌＞

　

０１５‐２

　　

産じょく＜裾＞子かん＜痛＞

＼

　

０１５．９

　　

子かん＜痢＞，発生時期不明
０１６

　　

詳細不明の母体の高血圧（症）
主として妊娠に関連するその他の母体障害（０２０
‐０２９）

０２０

　　

妊娠早期の出血

　

０２０．０

　　

切迫流産

　

０２０．８

　　

妊娠早期のその他の出血．

　

０２０．９

　　

妊娠早期の出血，詳細不明
０２１ 過度の妊娠嘘吐

　

０２１．０ 軽度妊娠悪阻

　

０２１‐１

　　

代謝障害を伴う妊娠悪阻

　

０２１．２ 後期妊娠唖吐

　

０２１．８

　　

妊娠に合併するその他の嘘吐

　

０２Ｌ９ 妊娠暇吐，詳細不明
０２２

　　

妊娠中の静脈絵←併症及び痔核

　

０２２．０

　　

妊娠中の下肢の静脈癌

　

０２２．１

　　

妊娠中の性器の静脈痛

　

０２２．２

　　

妊娠中の浅く表＞在性血栓（性）静脈

　　　　

炎
‐

　

０２２．３ 妊娠中の深在静脈血栓症

　

０２２．４

　　

妊娠中の痔核 ‐

　

０２２．５

　　

妊娠中の脳静脈血栓症
０２２．８

　　

妊娠中のその他の静脈合併症
０２２．９

　　

妊娠中の静脈絵併症，詳細不明
０２３

　　

妊娠中の腎尿路性器感染症

　

－

０２３．０

　　

妊娠中の腎感染症

　

．
０２３．１ 妊娠中の膳暁感染症



器

　

０２３．２ 妊娠中の尿道感染症
０２３．３

　　

妊娠中のその他の部位の尿路感染症

　

０２３．４

　　

妊娠中の詳細不明の尿路感染症

　

０２３．５ 妊娠中の性器感染症
０２３．９

　　

妊娠中のその他及び詳細不明の腎尿

　　　　　

路性器感染症
０２４ 妊娠中の糖尿病
０２４‐０

　　

既存の１型＜インスリン依存性＞糖

　　　　

尿病

　

０２４．１

　　

既存の２型＜インス．リン非依存性＞

　　　　　

糖尿病

　

０２４．２

　　

既存の栄養失調（症）に関連する糖尿

　　

病

　

０２４．３

　　

既存の糖尿病，詳細不明

　

０２４．４

　　

妊娠中に発生した糖尿病

　

ｏ２４．９

　　

妊娠中の糖尿病，詳細不明
０２５‐

　

妊娠中の栄養失調（症）
０２６

　　

主として妊娠に関連するその他の病態の母

　　　

体ケア

　

０２６．０

　　

妊娠中の過度の体重増加

　

０２６．１

　　

妊娠中の体重増加不良

　

０２６．２ 習慣流産の妊娠ケア

　

０２６．３・

　

妊娠中の遭残した子宮内避妊器具

　

０２６．４ 妊娠ヘルペス

　

０２６‐５

　　

母体の低血圧症候群

　

０２６．６

　　

妊娠，分娩及び産じょく＜得＞におけ

　　　　　

る肝障害－

　

０２６．７

　　

妊娠，分娩及び産じょく＜梅＞におけ

　　　　　

る恥骨結合の離開

　

０２６‐８

　　

その他の明示された妊娠に関連する病

　　

態

　

０２６．９

　　

妊娠に関連する病態，詳細不明
０２８

　　

母体の分娩前スクリーニングにおける異常

　　　

所．見

　　　　　　

・

　

０２８．０

　　

血液学的異常所見，母体の分娩前スク

　　　　

リーニングにおけるもの

　

０２８‐１

　　

生化学的異常所見，母体の分娩前スク

　　　　　

リーニングにおけるも．の

　

０２８．２

　　

細胞学的異常所見，母体の分娩前スク

　　　　　

リーニングにおけるもの

　

０２８‐３

　　

超音波的‐異常所見，母体の分娩前スク

　　　　

リーニングにおけるもの

　

０２８４

　　

放射線医学的異常所見，母体の分娩前

　　　　　

スクリーニングにおけるもの

　

０２８．５

　　

染色体又じ畿遺伝性異常所見，母体の分

　　　　　

娩前スクリーニングにおけるもの

０２８．８

　　

その他の異常所見，母体の分娩前スク

　　　　

リーニングにおけるもの

０２８．９

　　

母体の分娩前スクリーニングにおける

　　　　

異常所見，詳細不明
０２９ 妊娠中の麻酔合併症

　

０２９．０

　　

妊娠中の麻酔による肺合併症

　

０２９．１

　　

妊娠中の麻酔による心臓合併症

　

０２９‐２

　　

妊娠中の麻酔による中枢神経系合併

　　

症

　

０２９．３

　　

妊娠中の局所麻酔に対する中毒反応

　

０２９．４．

　

妊娠中の脊髄又は硬膜外麻酔誘発性

　　　

‐ 頭痛

　

０２９．５

　　

妊娠中の脊髄又は硬膜外麻酔による

　　　　　

その他の合併症

　

０２９．６

　

，妊娠中の挿管不成功又は挿管困難

　

０２９‐８

　　

妊娠中の麻酔によるその他の合併症′

　

０２９‐９

　　

妊娠中の麻酔合併症，詳細不明
胎児及び羊膜腔に関連する母体ケア並びに予想さ

れる分娩の諸問題（０３０一０４８）

０３０

　　

多胎妊娠

　　

，

　

．

　

０３０．０ 双胎妊娠

　

０３０‐１

　　

三胎妊娠

　

０３０‐２

　　

四胎妊娠

　

０３０．８ その他の多胎妊娠

　

０３０．９

　　

多胎妊娠，詳細不明

０３１．

　

多胎妊娠に特異的な合併症

　

０３１．０

　

‐紙様（胎）児

　

０３１．１

　　

ー胎以上の流産後の妊娠継続

　

０３１．２

　　

ー胎以上の子宮内死亡後の妊娠継続

　

０３１．８

　　

多胎妊娠に特異的なその他の合併症
０３２

　　

既知の胎位異常又はその疑いのための母体

　　

ケア

０３２．Ｏ

０３２‐１

０３２．２

０３２．３

０３２．４

０３２．５

０３２‐６

０３２‐８

０３２．９，

不安定胎位のための母体ケア
骨盤位のための母体ケア
横位及び斜位のための母体ケア
顔位，額位及び順位のための母体ケア
正期における高在児頭のための母体ケ
ア

　　

▲

　　　

ノ

　　　　　　

．

ー胎以上の胎位異常を伴う多胎妊娠

のための母体ケア
複合胎位のための母体ケア

その他の胎位異常のための母体ケア′

胎位異常のための母体ケア，詳細不明

０３３

　　

既知の胎児骨盤不均衡又はその疑いのた

　　　

めの母体ケア
０３３‐０

　　

母体の骨盤骨の変形による胎児骨盤

　　　　

不均衡のための母体ケア
０３３‐１

　　

全狭骨盤による胎児骨盤不均衡のた

　　　　

めの母体ケア

０３３‐２

　　

骨盤入ロ狭窄による胎児骨盤不均衡

　　　　

のための母体ケア

０３３．３

　　

骨盤出ロ狭窄による胎児骨盤不均衡

　　　　

のための母体ケア
０３３‐４

　　

母体側及び胎児側の複合した原因に

　　　　　

よる胎児骨盤不均衡のための母体ケア
０３３．５

　　

巨大児による胎児骨盤不均衡のため

　　　　

の母体ケア

０３３．６

　　

胎児の水頭症による胎児骨盤不均衡

　　　　

のための母体ケア
０３３．７

　　

その他の胎児の奇形による胎児骨盤

　　　

，

　

不均衡のための母体ケア
０３３．８

　　

その他の原因による胎児骨盤不均衡

　　　　　

のための母体ケア

　

０３３‐９

　　

胎児骨盤不均衡のための母体ケア，詳

　　　　

細不明

０３４

　　

既知の母体骨盤臓器の異常又はその疑い

　　　

のための母体ケア

　

０３４．０

　　

子宮の先天奇形のための母体ケア

　　　

０３４．１

　　

子宮体腫癌＜癌＞のための母体ケア

　

０３４．２

　　

既往手術による子宮癒痕による母体

　　　　　

ケア

　

０３４．３

　　

（子宮）頚管無力症のための母体ケア

　

０３４．４

　　

子宮類（部）のその他の異常のための

　　　　

母体ケア

　

０３４．５

　　

妊娠子宮のその他の異常のための母体

　　　　

ケア

　　

，

　　　　　

．

　

０３４．６

　　

庭異常のための母体ケア

　

０３４．７

　　

外陰及び会陰の異常のための母体ケア

　

０３４．８

　　

骨盤臓綿器のその他の異常のための母体

　　　　

ケア

　

０３４‐９

　　

骨盤臓器の異常のための母体ケア，詳

　　　　

細不明

０３５

　　

既知の胎児異常及び傷害又はその疑いの

　　　

ための母体ケア

　　　　　　　　

、

　

０３５．０

　　

胎児の中枢神経系の奇形（の疑い）の

　　　　　

ための母体ケア

　

０３５．１

　　

胎児の染色体異常（の疑い）のための

　　　　　

母体ケア

　

０３５‐２

　　

胎児の遺伝性疾患（の疑い）のための
母体ケア

０３５．３

　　

母体のウイルス性疾患による胎児傷害

　　　　　

（の疑い）のための母体ケア
０３５．４

　　

アルコールによる胎児傷害（の疑い）

　　　　　

のための母体ケア

０３５．５

　　

薬物による胎児傷害（の疑い）のため

　　　　　

の母体ケア
０３５．６

　　

放射線による胎児傷害（の疑い）のた

　　　　　

めの母体ケア
０３５．７

　　

その他の医学的処置による胎児傷害

　　　　　

（の疑い）のための母体ケア
０３５．８

　　

その他の胎児異常及び傷害（の疑い）

　　　　　

のための母体ケア

０３５．９

　　

胎児異常及び傷害（の疑い）のための

　　　　

母体ケア，．詳細不明
０３６

　　

その他の既知の胎児側の問題又はその疑い

　　　

のための母体ケア

　

０３６．Ｏ

　　

Ｒｈ因子同種免疫のための母体ケア
０３６．１

　　

その他の同種免疫のための母体ケア
０３６．２

　　

胎児水腫のための母体ケア
０３６‐３

　　

胎児低酸素症の徴候のための母体ケ

　　　

ア

０３６．４

　　

子宮内胎児死亡のた‐めの母体ケア
０３６．５

　　

胎児発育不良のための母体ケア
０３６．６

　　

胎児発育過度のため，の母体ケア
０３６．７

　　

腹腔＜腹膜＞妊娠における生存胎児

　　　　

のための母体ケア

　

０３６‐８

　　

その他の明示された胎児側の問題のた

　　　　

めの母体ケア
０３６．９

　　

胎児側の問題のための母体ケア，詳細

　　　　

不明

　　　　　　

，
０４０

　　

羊水過多症
０４１

　　

羊水及び羊膜のその他の障害

　

０４１．０

　　

羊水過少症

　

０４１．１

　　

羊膜腔及び羊膜の感染症

　

０４１．８ ‐ 羊水及び羊膜のその他の明示された障

　　

害

　

０４１．９

　　

羊水及び羊膜の障害，詳細不明
０４２ 前期破水

　

０４２‐０

　　

前期破水，分娩開始が２４時間未満の

　　　　

もの

　

０４２．１

　　

前期破水，′分娩開始が２４時間以後の

　　　　

もの

　　　　　　　

・

　

０４２．２

　　

前期破水，治療による分娩遷延

　

０４２．９

　

▲前期破水，詳細不明
０４３ 胎盤障害

　

０４３．０ 胎盤輸血症候群



（
強
Ｎ
の
斌
給
血
）

　

０４３．１

　　

胎盤の奇形

　

０４３．２ 病的な癒着胎盤

　

０４３‐８ その他の胎盤障害

　

０４３‐９ 胎盤障害，詳細不明
０４４

　　

前置胎盤

　

、

　

０４４‐０

　　

出血を伴わないと明示された前置胎盤

　

０４４‐１

　　

出血を伴う前贋胎盤
０４５

　　

（常位）胎盤早期剥離

　

ｏ４５．０

　　

凝固障害を伴う（常位）胎盤早期剥離

　

０４５‐８

　　

その他の（常位）胎盤早期剥離

　

ｏ４５．９

　　

（常位）胎盤早期剥離，詳細不明
０４６

　　

分娩前出血，他に分類されないもの

　

０４６．０

　　

凝固障害を伴う分娩前出血

　

０４６．８ その他の分娩前出血

　

０４６．９

　　

分娩前出血，詳細不明
０４７ 偽陣痛

　

０４７‐０

　　

妊娠満３７週未満の偽陣痛

　

０４７．１

　　

妊娠満３７週以後の偽陣痛

　

０４７．９

　　

偽陣痛，詳細不明
０４８ 遷延妊娠
分娩の合併症・（０６０一０７５）
０６０ 切迫早産及び早産

　

０６０‐０ 切迫早産

　

ｏ６ＱＩ

　　

早産

　　　　　　

′

　

０６０２ 切迫早産後の正期産
．０６０．３

　　

．陣痛発来前の早産
０６１ 分娩誘発の不成功

　

ｏ６１．０

　　

医学的適応による分娩誘発の不成功．

　

０６１‐１

　

器械的分娩誘発の不成功

　

０６１‐８

　

・その他の分娩誘発の不成功

　

０６１．９

　　

分娩誘発の不成功，詳細不明
０６２

　　

娩出力の異常
０６２‐０ 原発・鰯微弱陣痛
０６２．１ 続発性微弱陣痛
０６２２ その他の微弱陣痛
０６２．３ 急速分娩
０６２．４

　　

高緊張性，非協調性及び持続性子宮収

め
Ｎ

縮
‐０６２．８

　　

娩出力のその他′の異常
０６２．９

　　

娩出力の異常，詳細不明
０６３ 遷延分娩

　

０６３．０

　　

第１期遷延（分娩）
０６３．１

　　

第２期遷延（分娩）
‐０６３．２

　　

双胎，三胎などの第２児の遷延分娩
０６３‐９ 遷延分娩，詳細不明

０６４

　　

胎位異常及び胎向異常による分娩停止

　

ｏ６４‐０

　　

児頭の回旋不全による分娩停止
０６４．１

　　

骨盤位による分娩停止
０６４．２

　　

顔位による分娩停止

　

０６４‐３

　　

額位による分娩停止
０６４．４

　　

肩甲位による分娩停止
０６４．５

　　

複合胎位異常による分娩停止
０６４‐８

　　

－その他の胎位異常及び胎向異常によ
る分娩停止

０６４‐９・ 胎位異常及び胎向異常による分娩停
止，詳細不明

０６５

　　

母体の骨盤異常による分娩停止
０６５．０

　　

骨盤変形による分娩停止
０６５．１

　　

全狭骨盤による分娩停止

　　　　　

－
０６５．２

　　

骨盤入口狭窄による分娩停止
０６５．３

　　

骨盤出ロ及び中在部狭窄による分娩
停止

０６５．４

　　

胎児骨盤不均衡による分娩停止，詳細

　　　　

不明

　

０６５‐５

　　

母体骨盤臓器の異常による分娩停止
‐０６５．８

　　

その他の母体の骨盤異常による分娩

　　　　

停止
０６５．９

　　

母体の骨盤異常による分娩停止，詳細

　　　　　

不明

０６６ その他の分娩停止
０６６．０，

　

肩甲難産による分娩停止
０６６．・１

　　

双胎懸鈎による分娩停止
０６６‐２

　　

巨大児による分娩停止
０６６．３

　　

胎児のその他の異常による分娩停止
０６６．４

　　

試験分娩の不成功，詳細不明
０６６‐５

　　

吸引分娩及び鈷子分娩の不成功，詳細
不明

０６６．８

　　

その他の明示された分娩停止

　

０６６．９ 分娩停止，詳細不明
０６７

　　

分娩時出血を合併する分娩，他に分類され

　　

ないもの

０６７‐０

　　

凝固障害を伴う分娩時出血
０６７．８ その他の分娩時出血
０６７．９

　　

分娩時出血，詳細不明

　

′

０６８

　　

胎児ストレス［仮死＜ジストレス＞］を合
併する分娩

０６８．０

　　

胎児心拍数異常を合併する分娩
０６８‐１

　　

羊水内胎便を合併する分娩
０６８．２

　　

羊水内胎便を伴う胎児′心拍数異常を
合併する分娩

０６８‐３

　　

胎児ストレスの生化学的異常所見を
合併する分娩

０６８．８

　　

胎児ストレスのその他の所見を合併す
る分娩

０６８‐９

　　

胎児ストレスを合併する分娩，詳細不
明

０６９

　　

謄帯合併症を合併する分娩
０６９‐０

　　

膳帯の脱垂を合併する分娩

　

，
０６９．１

　　

圧迫を伴う膳帯頚部巻絡を合併する

　　　　

分娩
０６９‐２

　　

その他の踏帯巻絡を合併する分娩，膳
帯圧迫を伴うもの

　

０６９．３

　　

過短制縛帯を合併する分娩

　

０６９．４

　　

前置血管を合併する分娩

　

０６９．５

　

‐膳帯血管損傷を合併する分娩

　

０６９‐８

　　

その他の踏帯合併症を合併する分娩
０６９．９

　　

膳帯合併症を合併する分娩，詳細不明
０７０

　

．分娩における会陰裂傷＜ｌａｃｅｒａｔｉｏｎ〉

　

０７０．０

　　

分娩における第１度会陰裂傷＜
ｌａＣｅｒａｔｉｏｎ〉

０７０．１

　　

分娩における第２度会陰裂傷＜
ｌａｃｅｒａｔｉｏｎ＞

０７０‐２

　　

分娩における第３度会陰裂傷＜
ｌａｃｅｒａｔｉｏｎ＞

０７０．３

　　

分娩における第４度会陰裂傷＜
ｌａｃｅｒａｔｉｏｎ＞

０７０‐９ 分 娩 に お け

　

る 会 陰 裂 傷 く
ｌａｃｅｒａｔｉｏｎ＞， 詳細不明

．０７１ その他の産科的外傷

　

０７１‐０ 分娩開始前の子宮破裂

　

０７１‐１ 分娩における子宮破裂

　

０７１．２

　　

分娩後の子宮内反（症）

　

０７１．３

　　

子．宮頚 （部） の産科的裂傷＜
ｌａｃｅｒａｔｉｏｎ＞

０７１．４

　　

産 科的 高位瞳 （壁） 裂傷 ＜
ｌａｃｅｒａｔｉｏｎ＞

　

０７１．５

　　

骨盤臓器のその他の産科的損傷
０７１‐６

　　

骨盤関節及び靭帯の産科的傷害

　

０７１．７ 骨盤の産科的血腫
０７１．８

　　

その他の明示された産科的外傷
０７１．９

　

， 産科的外傷，詳細不明
０７２

　　

分娩後出血
０７２．０

　　

第３期出血

０７２．１

　　

その他の分娩直後出血
０７２．２

　　

遷延及び二次性分娩後出血
０７２．３ 分娩後凝固障害

０７３

　　

胎盤残留及び卵膜残留，出血を伴わないも

　　

の

　

０７３‐０

　　

出血を伴わない胎盤残留

　

０７３‐１

　　

胎盤及び卵膜の一部残留，出血を伴わ

　　　　

ないもの

　　

ー

０７４ 分娩における麻酔合併症

　

０７４‐０

　　

分娩における麻酔によるえん＜味＞下

　　　　　

＜誤えん＜隊＞＞性肺臓炎

　

０７４．１

　　

分娩における麻酔のその他の肺合併症

　

０７４２

　　

分娩における麻酔の」、心臓合併症

　

０７４．３

　　

分娩における麻酔の中枢神経系合併

　　

症

　

０７４．４

　　

分娩における局所麻酔に対する中毒

　　　　

反応

　

０７４‐５

　　

分娩における脊髄麻酔及び硬膜外麻

　　　　　

酔誘発性頭痛

　

０７４．６

　

，分娩における脊髄麻酔及び硬膜外麻

　　　　　

酔のその他の合併症

　

０７４．７

　　

分娩における挿管不成功又は挿管困

　　

難

　

０７４‐８

　　

分娩におけるその他の麻酔合併症

　

０７４．９

　　

分娩における麻酔合併症，詳細不明
０７５

　　

分娩のその他の合併症ゞ 他に分類されない

　　

もの

　

０７５．０

　　

分娩における母体窮迫＜ジストレス＞

　

０７５，１

　　

分娩中又は分娩に統発するショック

　

０７５‐２

　　

分娩における発熱，他に分類されない

　　　　

もの

　

０７５．３

　　

分娩におけるその他の感染症

　

０７５‐４

　　

産科手術及び処置のその他の合併症

　

０７５．５ 人工破膜後の遷延分娩

　

ｏ７５‐６

　　

自然破水又は詳細不明の破水後の遷

　　　　

延分娩

　

０７５．７ 既往帝王切開後の経睦分娩
０７５．８

　　

分娩のその他の明示された合併症
０７５．９

　　

分娩の合併症，詳細不明
分娩（０８０一０８４）
０８０

　　

単胎自然分娩
０８０．０ 自然頭位分娩
０８０．１ 自然骨盤位分娩
‐０８０‐８ その他の単胎自然分娩
０８０．９

　　

－単胎自然分娩，詳細不明
０８１

　　

鈷子分娩及び吸引分娩による単胎分娩
０８１．０

　　

低位錨子分娩‐
０８１‐１ 中位鉛子分娩
０８１．２

　　

回旋を伴う中位鮒子分娩



　

０８１．３

　　

その他及び詳細不明の鈷子分娩

　

０８１．４ 吸引分娩

　

０８１．５

　　

鈷子分娩及び吸引分娩の組み合せに

　　　　　

よる分娩

０８２ 帝王切開による単胎分娩

　

ｏ８２．ｏ 選択的帝王切開による分娩

　

０８２．１ 緊急帝王切開による分娩

　

０８２．２

　　

帝王切開子宮切除術による分娩

　

０８２．８．

　

帝王切開によるその他の単胎分娩

　

０８２‐９

　　

帝王切開による分娩，詳細不明
０８３

　　

その他の介助単胎分娩

　

０８３．０

　　

骨盤位牽出

　

０８３‐１

　　

その他の介助骨盤位分娩

　

０８３．２ その他の用手分娩

　

０８３‐３

　　

腹腔＜腹膜＞妊娠における生存可能

　　　　　

児の分娩
０８３‐４

　　

分娩のための破壊劉貯

　

０８３．８

　　

その他の明示された介助単胎分娩

　

０８３．９

　　

介助単胎分娩，詳細不明
０８４

　　

多胎分娩

　

０８４．０

　　

多胎分娩，全児自然分娩

　

０８４．１

　　

多胎分娩，全児錨子分娩及び吸引分娩

　

０８４‐２

　　

多胎分娩，全児帝王切開

　

０８４．８ その他の多胎分娩
、０８４‐９

　　

多胎分娩，詳細不明
主として産じょく＜裾＞に関連する合併症（０８５
一０９２）

０８５・ 産じょく＜裾＞性敗血症
０８６

　　

その他の産じょく＜裾＞性感染症

　

０８６．０ 産科的…綿槍りの感染症

　

０８６．１

　　

分娩に統発する性器のその他の感染

　　

症

　

０８６‐２

　　

分娩に続発する腎尿路感染症

　

０８６．３

　　

分娩に続発するその他の腎尿路性器

　　　　

感染症

　

０８６‐４

　　

分娩に続発する原因不明の発熱

　

０８６．８

　　

その他の明示された産じょく＜裾＞性

　　　　　

感染症
０８７

　　

産じょく＜樽＞における静脈合併症及び痔、

　

核

　

０８７．０

　　

産じょく－＜栂＞における浅＜表＞在

　　　　　

性血栓（性）静脈炎

　

０８７‐１

　　

産じょく＜栂＞における深在静脈血

　　　　　

栓症

　

０８７‐２

　　

産じょく＜祷＞における痔核

０８７．３

　　

産じょく＜裾＞における脳静脈血栓

　　

症

　

０８７．８

　　

産じょく＜裾＞におけるその他の静脈

　　　　　

合併症

　

０８７．９

　　

産じょく＜樋＞における静脈合併症，

　　　　　

詳細不明・

　

‐

０８８

　　

産科的塞栓症

　　　

－

　

０８８．０ 産科的空気塞栓症

　

０８８‐１

　　

羊水塞栓症

　

０８８．２

　　

産科的凝血〈血栓＞塞栓症

　

０８８．３

　　

産科的膿血性及び敗血症性塞栓症

　

０８８‐８

　　

その他の産科的塞栓症
０８９

　　

産じょく＜栂＞における麻酔合併症

　

０８９‐０

　　

産じょく＜裾＞における肺の麻酔合併

　　

症

　

０８９．１

　　

産じょく＜裾＞における心臓の麻酔合

　　　　　

併症

　　　　　　　　　　　

、

　

０８９．２

　　

産じょく＜得＞における中枢神経系

　　　　　

の麻酔合併症

　

０８９‐３

　　

産じょく＜裾＞における局所麻酔に対

　　　　　

する中毒反応

　

０８９．４

　　

産じょく＜裾＞における脊髄麻酔及

　　　　　

び硬膜外麻酔誘発性頭痛

　

０８９．５

　　

産じょく＜循＞における脊髄麻酔及

　　　　　

び硬膜外麻酔のその他の合併症

　

０８９．６

　　

産じょく＜梅＞における挿管不成功

　　　　　

又は挿管困難

　

０８９．８

　

・産じょく＜裾＞におけるその他の麻酔

　　　　　

合併症

　　　　　　　　　

′

　

０８９．９

　　

産じょく＜裾＞における麻酔合併症，

　　　　　

詳細不明

０９０

　　

産じょく＜裾＞の合併症，他に分類されな

　　

いもの

　

０９０．０ 帝王切開創の離開

　

０９０．１ 産科的会陰創の離開

　

０９０．２ 産科的創傷の血腫

　

０９０．３

　　

産じょく＜裾＞における心筋症

　

０９０‐４ 分娩後急性腎不全

　

０９０‐５ 分娩後甲状腺炎

　

０９０‐８

　　

産じょく＜裾＞のその他の合併症，他

　

．

　　　　

に分類されないもの

　

０９０．９

　　

産じょく＜裾＞の合併症，詳細不明
０９１

　　

分娩に関連する乳房の感染症

　

０９１．０

　　

分娩に関連する乳頭の感染症

　

０９１．１

　　

分娩に関連する乳房の膿癌

　

．

　

０９１‐２

　　

分娩に関連する非化膿性乳腺炎

０９２

　　

分娩に関連する乳房及び授乳のその他の障

　

害
０９２．Ｏ

０９２‐１

０９２‐２

０９２．３

０９２‐４

０９２．５

０９２‐６

０９２．７

分娩に関連する陥没乳頭
分娩に関連する乳頭亀裂
分娩に関連するその他及び詳細不明
の乳房障害
乳汁分泌欠如

　

甑Ｅ）
乳汁分泌過少（症）
乳汁分泌抑制
乳汁漏出症
その他及び詳細不明の乳汁分泌障害

その他の産科的病態，他に分類されない
・もの（０９４

一０９９）

０９４

　　

妊娠，分娩及び産じょく＜裾＞の合併症の

　　　

続発・後遺症
０９５ 原因不明の産科的死亡
０９６

　　

分娩満４２日以後１年未満に発生したあら

　　　

ゆる産科的原因による母体死亡

　

０９６‐０

　　

直接産科的原因による死亡

　

０９６‐１

　　

間接産科的原因による死亡
′

　

０９６．９

　　

詳細不明の産科的原因による死亡
０９７

　　

産科的原因の続発・後遺症による死亡

　

０９７‐０

　　

直接産科的原因の続発・後遺症による

　　　　　

死亡

　

０９７‐１

　　

間接産科的原因の続発・後遺症による

　

‐

　　　　

死亡

　　

、

　

０９７．９

　　

産科的原因の続発・後遺症による死亡

　　　

ー

　　

， 詳細不明

０９８

　　

他に分類されるが妊娠，分娩及び産じょく

　　　

＜裾＞に合併する母体の感染症及び寄生

　　　

虫症

　

０９８．０

　

．妊娠，分娩及び産じょく＜樋＞に合併

　　　　　

する結核

　

０９８．１

　　

妊娠，分娩及び産じょく＜裾＞に合併

　　　　　

する梅毒

　

０９８．２

　　

妊娠，分娩及び産じょく＜裾＞に合併

　　　　　

する淋疾

　　　　　　　　　

－

　

０９８．３

　　

妊娠，分娩及び産じょく＜裾＞に合併

　　　　　

する主として性的伝播様式をとるその

　　　　　

他の感染症′

　

０９８．４

　　

妊娠，分娩及び産じょく＜裾＞に合併

　　　　　

するウイルス性肝炎

　

０９８．５

　　

妊娠，分娩及び産じょく＜樽＞に合併

　　　　　

するその他のウイルス性疾患

　

０９８．６

　　

妊娠，分娩及び産じょく＜裾＞に合併

　　　　　

する原虫疾患

０９８．７

　　

妊娠，分娩及び産じょく＜裾＞に合併

　　　　

するヒト免疫不全ウイルス［ＨＩＶ］病
０９８．８

　　

妊娠，分娩及び産じょく＜裾＞に合併

　　　　

するその他の母体の感染症及び寄生

　　　　

虫症

０９８‐９

　　

妊娠，分娩及び産じょく＜栂＞に合併

　　　　

する詳細不明の母体の感染症及び寄

　　　　

生虫症

０９９

　　

他に分類されるが妊娠，分娩及び産じょく

　　　

＜裾＞に合併するその他の母体疾患

　

０９９‐０

　　

妊娠，分娩及び産じょく＜裾＞に合併

　　　　

する貧血

　

０９９．１・

　

妊娠，分娩及び産じょく＜裾＞に合併

　

′

　　　　

する血液及び造血器のその他の疾患

　　　　　

並びに免疫機構の障害

　

０９９‐２

　　

妊娠，分娩及び産じょく＜裾＞に合併

　　　　　

する内分泌疾患，栄養疾患及び代謝疾

　　

患

　　　　　　　　

－

　

０９９‐３

　　

妊娠，分娩及び産じょく＜裾＞に合併

　　　　　

する精神の障害及び神経系の疾患

　

０９９．４

　　

妊娠，分娩及び産じょく＜梶．＞に合併

　　　　　

する循環器系の疾患

　

０９９．５

　　

妊娠，分娩及び産じょく＜裾＞に合併

　　　　

する呼吸器系の疾患

　

０９９．６

　　

妊娠，分娩及び産じょく〈裾〉に合併

　　　　

する消化器系の疾患、

　

０９９．７

　　

妊娠，．分娩及び産じょくく裾＞に合併

　　　　　

する皮膚及び皮下組織の疾患

　

０９９．８

　　

妊娠，分娩及び産じょく＜裾＞に合併

　　　　　

するその他の明示された疾患及び病態

　　

第 Ｗ１章

　

周産期に発生した病態（ＰＯ０一

　　　　　　　

Ｐ９６）

母体側要因並びに妊娠及び分娩の合併症により影

響を受けた胎児及び新生児（ＰＯ０一Ｐ０４）

ＰＯＯ

　　

現在の妊娠とは無関係の場合もありうる母

　　　

体の病態により影響を受けた胎児及び新生

　

児

　

ＰＯＯ．０

　　

、

　

の富血圧」

　

ぬにより影

　

を柊

ＰＯＯ．Ｉ

ＰＯＯ．２

母体の高血圧性障害により影響を受

けた胎児及び噺生児
母体の腎及び尿路疾患により影響を
受けた胎児及び新生児
母体の感染症及び寄生虫症により影
響を受けた胎児及び新生児



ｍ
選
備

　

ｍ
の
ー

　

殴
Ｎ
購
ト
Ｎ
懲
掛

（中
Ｎ
の
紙
家
中
）

　

ＰＯＯ．３

　　

その他の母体の循環器系疾患及び呼

　　　　　

吸器系疾患により影響を受けた胎児

　　　　　

及び新生児

　

ＰＯＯ．４

　　

母体の栄養障害により影響を受けた

　　　　　

胎児及び新生児

　

ＰＯＯ．５

　　

母体の損傷により影響を受けた胎児

　　　　　

及び新生児

　

Ｐｏｏ‐６

　　

母体に対する外科的処置により影響

　　　　　

を受けた胎児及び新生児

　

ＰＯＯ．７

　　

母体に対するその他の医学的処置に

　　　　　

より影響を受けた胎児及び新生児，他

　　　　　

に分類されないもの

　

ＰＯＯ．８

　　

その他の母体の病態により影響を受け

　　　　　

た胎児及び新生児

　　　　　

′

　

ＰＯＯ．９

　　

詳細不明の母体の病態により影響を

　　　　　

受けた胎児及び新生児

　　　　　

－
ＰＯＩ

　　

母体の妊娠合併症により影響を受け，た胎

　　　

児及び新生児

　

ＰＯＩ．０

　　

無力頚管により影響を受けた胎児及

　　　　　

び新生児

　

ＰＯ１‐１

　　

前期破水により．影響を受けた胎児及

　　　　　

び新生児

　

ＰＯＩ．２

　　

羊水過少症により影響を受けた胎児

　　　　　

及び新生児

　

ＰＯＩ．３

　　

羊水過多症により影響を受けた胎児

　　　　　

及び新生児

　

ＰＯ１‐４

　　

子宮外妊娠により影響を受けた胎児

　　　　　

及び新生児

　

ＰＯＬ５

　　

多胎妊娠により影響を受けた胎児及

　　　　　

び新生児

　

ＰＯＩ．６

　　

母体死亡により影響を受けた胎児及

　　　　　

び新生児

　

ＰＯＩ．７

　　

分娩開始前の胎位異常により影響を

　　　　　

受けた胎児及び新生児

　

ＰＯＩ．８

　　

その他の母体の妊娠合併症により影

　　　　　

響を受けた胎児及び新生児

　

Ｐｏｌ．
・９

　　

母体の妊娠合併症により影響を受け

　

‐

　　　

た胎児及び新生児，詳細不明
Ｐ０２

　　

胎盤，膳帯及び卵膜の合併症により影響を

　　　

受けた胎児及び新生児
Ｐ０２．０

　　

前置胎盤により影響を受けた胎児及

　　　　

び新生児
Ｐ０２‐１

　　

その他の様式の胎盤剥離及び出血に

　　　　　

より影響を受けた胎児及び新生児

　

Ｐ０２．２

　　

その他及び詳細不明の胎盤の形態及

　　　　　

び機能の異常により影響を受けた胡台児

　　　　

・及び新生児

　

Ｐｏ２．３

　　

胎盤輸血症候群により影響を受けた

　　　　　

胎児及び新生児

　

Ｐｏ２．４

　　

謄帯脱出により影響を受けた胎児及

　　　　　

び新生児

　

Ｐ０２‐５

　　

暦帯のその他の圧迫により影響を受け

　　　

“

　　

た胎児及び噺生児

　

Ｐ０２．６

　　

膳帯のその他及び詳細不明の病態に

　　　　　

より影響を受けた胎児及び新生児

　

Ｐ０２‐７

　　

繊毛羊膜炎により影響を受けた胎児

　　　　　

及び新生児

　

Ｐ０２‐８

　　

卵膜のその他の異常により影響を受け

　　　　　

た胎児及び新生児

　

Ｐ０２．９

　　

卵膜の異常により影響を受けた胎児

　　　　　

及び新生児，詳細不明
Ｐ０３

　　

その他の分娩合併症により影響を受けた胎

　　　

児及び新生児

　

Ｐ０３．０

　　

骨盤位分娩及び牽出により影響を受

　　　　　

けた胎児及び新生児

　

Ｐ０３．１

　　

分娩中のその他の胎位異常，胎向異常

　　　　　

及び胎児骨盤不均衡により影響を受

　　　　　

けた胎児及び新生児

　

Ｐ０３．２

　　

鮒子分娩により影響を受けた胎児及

　　　　　

び新生児

　

Ｐｏ３‐３

　　

吸引分娩により影響を受けた胎児及

　　　　　

び新生児

　

Ｐ０３．４

　　

帝王切開分娩により影響を受けた胎

　　　　　

児及び新生児

　

Ｐ０３．５

　　

急産により影響を受けた胎児及び新

　　　

一

　

生児

　

Ｐ０３．６

　　

異常子宮収縮により影響を受けた胎

　　　　　

児及び新生児

　

Ｐ０３．８

　　

その他の明示された分娩合併症により
．

　　　　　

影響を受けた胎児及び新生児
Ｐ０３．９

　　

分娩合併症により影響を受けた胎児

　　　　

及び新生児，詳細不明
Ｐ０４

　　

胎盤又は母乳を介して有害な影響を受け

　　　

た胎児及び新生児
Ｐｏ４．０

　　

妊娠及び分娩における母体の麻酔及

　　　　

び鎮痛治療により影響を受けた胎児

　　　　　

及び新生児
Ｐ０４．１

　　

その他の母体への投薬により影響を受

　　　　

けた胎児及び新生児

Ｐ０４‐２

Ｐ０４．３

Ｐ０４．４

Ｐ０４．５

Ｐ０４．６

Ｐ０４．８

Ｐ０４．９

母体のタバコ使用＜喫煙＞により影
響を受けた胎児及び新生児
母体のアルコール使用＜飲酒＞によ
り影響を受けた胎児及び新生児
母体の唯癖性薬物使用により影響を
受けた胎児及び新生児
母体の栄養性化学物質の使用により
影響を受けた胎児及び新生児
母体の環境化学物質の曝露により影
響を受けた胎児及び新生児
母体のその他の有害な影響を受けた胎
児及び新生児
母体の有害な影響を受けた胎児及び
新生児，詳細不明

　　

，
妊娠期間及び胎児発育に関連する障害（Ｐ０５－Ｐ０８）
Ｐ０５

　　

胎児発育遅延＜成長遅滞＞及び胎児栄養

　　　

失調（症）

　

Ｐｏ５‐０

　　

妊娠期間に比較して低体重

　

Ｐ０５．１

　　

妊娠期間に比較して低体重・低身長

　

Ｐ０５２

　　

妊娠期間に比較して低体重又は低身

　　　　　

長の記載のない胎児栄養失調て症）

　

Ｐ０５．９

　　

胎児の発育遅延＜成長遅滞＞，詳細不

　　　

明

　　　　　　　　　　　　　　　　　

．
Ｐ０７

　　

妊娠期間短縮及び低出産体重に関連する

　　

．障害，他に分類されないもの

　

Ｐ０７‐０

　　

超低出産体重（児）

　

Ｐ０７‐１

　　

その他の低出産体重 夢己）

　

Ｐ０７．ｌａ

　

その他の低出産体重（児）のうち，出

　　　　　

産体重１０００グラム‐１４９９グラムの児

　

Ｐ０７．ｌｂ

　

その他の低出産体重（児）のうち，出

　　　　　

産体重１５００グラム‐２４９９グラムの児

　

Ｐ０７‐２

　　

超未熟（児）

　

Ｐ０７．３ その他の早産児
Ｐ０８

　　

遷延妊娠及び高出産体重に関連する障害

　

Ｐ０８．ｏ

　

・超巨大児

　

Ｐ０８．１

　　

妊娠期間に比較して過体重のその他

　　　　

の児

　　　　　　　　　　　　　　

－

　

Ｐ０８．２

　　

過期産児，妊娠期間に比較して過体重

　　　　

でないもの

出産外傷（ＰＩＯ－Ｐ１５）
ＰＩＯ

　　

出 産 損 傷 に

　

よ

　

る 頭 蓋 内 裂 傷 ＜

　　　

ｌａｃｅｒａｔｉｏｎ＞及び出血

ＰＩＯ．０

　

‐出産損傷による硬膜下出血
ＰＩＯ．１

　　

出産損傷による脳出血
ＰＩ０‐２

　　

出産損傷による脳室内出血
ＰＩＯ．３

　　

出産損傷によるくも膜下出血

　

ＰＩＯ．４

　　

出産損傷による（小脳）テント裂傷＜

　　　　　

断裂＞＜ｔｅａｒ＞

　

ＰＩＯ．８

　　

出産損傷によるその他の頭蓋内裂傷

　　　　　

＜ｌａｃｅｒａｔｉｏｎ＞及び出血

　

Ｐ１ｏ．９

　　

出産損傷による詳細不明の頭蓋内裂

　　　　　

傷くｌａｃｅｒａｔｉｏｎ＞及び出血

ＰＩＩ

　　

中枢神経系のその他の出産損傷

　

ＰＩＩ．０

　　

出産損傷による脳浮腫

　

ＰＩＩ．１，

　

出産損傷によるその他の明示された朝歯

　　　　　

傷害

　

ＰＩＩ．２

　　

出産損傷による詳細不明の脳傷害

　

ＰＩＩ．３ 顔面神経の出産損傷

　

ＰＩ１‐４

　　

その他の脳神経の出産損傷

　

ＰＩＩ．５

　　

脊椎及び脊髄の出産損傷

　

ＰＩＩ．９

　　

中枢神経系の出産損傷，詳細不明
Ｐ１２

　　

頭皮の出産損傷

　　　　

－

　

Ｐ１２．０

　　

出産損傷による頭血腫

　

Ｐ１２．１

　　

出産損傷による後頭部まげ状隆起

　

Ｐ１２‐２

　　

出産損傷による幅状腔膜下出血

　

Ｐ１２．３

　　

出産損傷による頭皮の皮下出血

　

Ｐ１２４

　　

モニタリングによる新生児頭皮の損傷

　

Ｐ１２．８

　　

頭皮のその他の出産損傷

　

Ｐ１２．９

　　

頭皮の出産損傷，詳細不明
Ｐ１３ 骨格の出産損傷

　

Ｐ１３‐０

　　

出産損傷による頭蓋骨折

　

Ｐ１３．１

　　

頭蓋のその他の出産損傷

　

Ｐ１３‐２ 大腿骨の出産損傷

　

Ｐ１３．３ その他の長誉骨の出産損傷

　

Ｐ１３‐４

　　

出産損傷による鎖骨の骨折、．

　

Ｐ１３．８

　　

その他の部位の骨格の出産損傷

　

Ｐ１３．９

　　

骨格の出産損傷，詳細不明
Ｐ１４

　　

末梢神経系の出産損傷．

　

Ｐ１４‐０

　　

出産損傷によるエルプ＜Ｅｒｂ＞麻庫
Ｐ１４．１

　　

出産損傷によるクルンプケ＜

　　　　　

Ｋユ皿ｐｋｅ＞麻輝

　

Ｐ１４．２

　　

出産損傷による横隔神経麻癖

　

Ｐ１４‐３

　　

その他の上腕神経そう＜滋＞の出産

　　　　

損傷
Ｐ１４‐８

　　

末梢神経系のその他の部位の出産損

　　

傷

　　

．
Ｐ１４‐９

　　

末梢神経系の出産損傷，詳細不明
Ｐ１５ その他の出産損傷
Ｐ１５．０

　　

肝の出産損傷
Ｐ１５．１

　　

牌の出産損傷
Ｐ１５．２

　　

出産損傷による胸鎖乳突筋損傷
Ｐ１５．３

　　

眼の出産損傷



群

（
叩
Ｎ
回
紙
次
中）

め
め

Ｐ１５．４ 顔面の出産損傷

　

Ｐ１５‐５

　　

外性器の出産損傷
Ｐ１５‐６

　　

出産損傷による皮下脂肪え＜壊＞死
Ｐ１５．８

　　

その他の明示された出産損傷
Ｐ１５．９ 出産損傷，詳細不明
周産期に特異的な呼吸障害及び心血管障害（Ｐ２０
－Ｐ２９）

Ｐ２０ 子宮内低酸素症
Ｐ２０‐０

　　

分娩開始前に初めて気付かれた子宮

　　　　

内低酸素症
Ｐ２０．１

　　

分娩中に初めて気付かれた子宮内低

　　　　

酸素症

　

Ｐ２０．９

　　

子宮内低酸素症，詳細不明
Ｐ２１ 出生時仮死

　

Ｐ２１．０ 重度出生時仮死

　

Ｐ２１‐１

　　

軽度及び中等度出生時仮死

　

Ｐ２１．９ 出生時仮死，詳細不明
Ｐ２２

　　

新生児の呼吸鯛〈促＞迫

　

Ｐ２２‐０

　　

新生児呼吸窮＜促〉迫症候群＜

　　　　　　

１即）Ｓ〉

　　　　　　　　　　　　　

▼

　

Ｐ２２‐１

　

・新生児一過性頻呼吸

　

Ｐ２２．８

　

‐新生児のその他の呼吸窮＜促＞迫

，Ｐ２２．９

　　

新生児の呼吸繁く促＞追，詳細不明
Ｐ２３ 先天性も肺炎

　

Ｐ２３．０ ウイルスによる先天性肺炎

　

Ｐ２３．１

　　

クラミジアによる先天性ｉ肺炎

　

Ｐ２３．２

　　

ブドウ球菌による先天性肺炎

　

ｐ２３‐３

　　

Ｂ群連鎖球菌による先天性り肺炎

　

Ｐ２３．４

　　

大腸菌による先天性り肺炎

　

Ｐ２３‐５

　　

緑勝歯による先天性三肺炎

　

Ｐ２３６

　　

その他の細菌による先天性肺炎

　

Ｐ２３‐８

　　

その他の病原体による先天性肺炎

　

Ｐ２３‐９ 先天性肺炎，詳細不明
Ｐ２４ 新生児吸引症候群

　

Ｐ２４．０ 新生児の胎便吸引

　

Ｐ２４．１

　　

新生児の羊水及び粘液の吸引

　

Ｐ２４２ 新生児の血液吸引

　

Ｐ２４‐３

　　

新生児の乳汁及び吐出食物の吸引

　

Ｐ２４．８

　　

その他の新生児吸引症候群

　

Ｐ２４．９

　　

新生児吸引症候群，詳細不明
Ｐ２５

　　

周産期に発生した間質性気腫及び関連病

　

態

　

Ｐ２５．０

　　

周産期に発生した間質性気腫

　

Ｐ２５．１

　　

周産期に発生した気胸

　

Ｐ２５‐２

　　

周産期に発生した気縦隔症

　

Ｐ２５‐３

　　

周藤期に発生した気心膜（症）．

　

Ｐ２５‐８

　　

周産期に発生した間質性気腫に関連

　　　　

するその他の病態
Ｐ２６

　

・周産期に発生した肺出血

　

Ｐ２６‐０

　　

周産期に発生した気管気管支出血′

　

Ｐ２６．１

　　

周産期に発生した大量肺出血

　

Ｐ２６．８

　　

周産期に発生したその他の肺出血

　

Ｐ２６．９

　　

周産期に発生した詳細不明の肺出血
Ｐ２７

　　

周産期に発生した慢性呼吸器疾患

　

Ｐ２７．０

　　

ウイルソン・ミキテイ ＜Ｗｉｌｓｏｎ－

　　　　

Ｍｉｋｉｔｙ＞症候群

　

Ｐ２７‐１

　　

周産期に発生した気管支肺異形成，

　　　　　

（症）

　

Ｐ２７‐８

　　

周産期に発生したその他の慢性呼吸

　　　　　

器疾患

　

‐

　

Ｐ２７‐９

　　

周産期に発生した詳細不明の慢性呼

　　　　　

吸器疾患
Ｐ２８‐

　

周産期に発‘生したその他の呼吸器病態

　

Ｐ２８‐０ 新生児原発性無気肺

　

Ｐ２８．１

　　

その他及び群細不明の新生児無気肺

　

Ｐ２８．２

　　

新生児のチアノーゼ発作

　

Ｐ２８．３

　　

新生児原発性睡眠時無呼吸

　

Ｐ２８．４

　　

新生児のその他の無呼吸

　

Ｐ２８お

　　

新生児の呼吸不全

　　　　

‐

　

Ｐ２８‘８

　　

新生児のその他の明示された呼吸器

　　　　

病態

　

Ｐ２８．９

　　

新生児の呼吸器病態，詳細不明
Ｐ２９

　　

周産期に発生した心血管障害

　

‐

　

Ｐ２９．０ 新生児心不全

　

Ｐ２９．１ 新生児心調律障害

　

Ｐ２９．２‐

　

新生児高血圧（症）

　

Ｐ２９二３

　　

胎児循環持続＜遣残＞

　

Ｐ２９．４

　　

新生児の一過性心筋虚血

　

Ｐ２９．８

　　

周産期に発生したその他の心血管障

　

・

　　

害

　

Ｐ２９‐９

　　

周産期に発生した心血管障害，詳細不

　　　

明

周産期に特異的な感染症（Ｐ３５－Ｐ３９）
Ｐ３５ 先天性ウイルス性疾患

　

Ｐ３５．０ 先天性風疹症候群

　

Ｐ３５．１

　　

先天性サイトメガロウイルス感染症

　

－

　

Ｐ３５‐２

　　

先天性ヘルペスウイルス［単純ヘルペ

　　　　　

ス］感染症

　

Ｐ３５．３ 先天性ウイルス性肝炎

　

Ｐ３５．８

　　

その他の先天性ウイルス性疾患

　

Ｐ３５．９

　　

先天性ウイルス性疾患，詳細不明

Ｐ３６

　　

新生児の細菌性敗血症

　

Ｐ３６．Ｏ

　　

Ｂ群連鎖球菌による新生児の敗血症
Ｐ３６．１

　　

その他及び詳細不明の連鎖球菌によ

　　　　　

る新生児の敗血症

　

Ｐ３６．２

　　

黄色ブドウ球菌による新生児の敗血

　　　

症・

　

Ｐ３６‐３

　　

その他及び増羊細不明のブドウ球菌によ

　　　　　

る新生児の敗血症

　

Ｐ３６．４

　　

大腸菌による新生児の敗血症

　

Ｐ３６．５

　　

嫌気性菌による新生児の敗血症

　

Ｐ３６．８

　　

新生児のその他の細菌性敗血症

　

Ｐ３６．９

　　

新生児の細菌性敗血症，詳細不明
Ｐ３７

　　

その他の先天性感染症及び寄生虫症

　

Ｐ３７．０ 先天性結核

　

Ｐ３７．１ 先天性トキソプラズマ症

　　

Ｙ

　

Ｐ３７．２

　　

新生児（播種性）リステリア症

　

Ｐ３７‐３ 先天性熱帯熱マラリア

　

Ｐ３７．４

　　

その他の先天性マラリア

　

Ｐ３７．５ 新生児カンジダ症

　

Ｐ３７．８

　　

その他の明示された先天性感染症及

　　　　　

び寄生虫症

　

Ｐ３７．９

　　

先天性感染症又は寄生虫症，詳細不明
Ｐ３８

　　

軽度出血を伴う又は伴わない新生児の脳

　

炎

　　　　　　

珍

Ｐ３９

　　

周産期に特異的なその他の感染症

　

Ｐ３９．０ 新生児感染性乳腺炎

　

Ｐ３９．１

　　

新生児結膜炎及び涙のうく嚢＞炎

　

Ｐ３９．２

　

・胎児の羊水内感染症，他に分類されな

　　　　

いもの‐

　　　　　　　　

・

　　

ー

　

Ｐ３９‐３ 新生児尿路感染症

　

Ｐ３９‐４ 新生児皮膚感染症

　

Ｐ３９‐８‐

　

周産期に特異的なその他の明示され

　　　　　

た感染症

　

Ｐ３９‐９

　　

周産期に特異的な感染症，詳細不明
胎児及び新生児の出血性障害及び血液障害（Ｐ５０
一Ｐ６１）

Ｐ５０

　　

胎児失血

　

Ｐ５０‐０

　　

前道血管からの胎児失血

　

Ｐ５０．１

　　

膳帯破裂からの胎児失血

　

Ｐ５０．２ 胎盤からの胎児失血

　

Ｐ５０．３

　　

双胎の対児への失血

　

Ｐ５０‐４ 母体循環への失血

　

Ｐ５０．５

　　

双胎の対児の膳帯断端からの胎児失
ｒ

　　　　　

血

　

Ｐ５０．８ その他の胎児失血

　

Ｐ５０‐９ 胎児失血，ノ詳細不明

Ｐ５１ 新生児の脳出血

　

Ｐ５１．０ 新生児の大量脳出血

Ｐ５１‐８

　　

新生児のその他の勝出血
Ｐ５１．９

　　

新生児の脳出血，詳細不明
Ｐ５２

　　

胎児及び新生児の頭蓋内非外傷性出血

　

Ｐ５２‐０

　　

胎児及び新生児の脳室内（非外傷性）

　　　　

出血，第１度
Ｐ５２．１

　　

胎児及び新生児の脳室内（非外傷性）

　　　　

出血，第２度

　

Ｐ５２‐２

　　

胎児及び新生児の脳室内（非外傷性）

　　　　

出血， 第３度

　　　　　　　

、

　

Ｐ５２．３

　　

胎児及び新生児の詳細不明の脳室内

　　　　　

（非外傷性）出血

　

Ｐ５２．４

　　

胎児及び新生児の脳内（非外傷性）出

　　

血

　　　　　　

．

　

Ｐ５２‐５

　　

胎児及び新生児のくも膜下（非外傷

　　　　

性）出血

　

Ｐ５２‐６

　　

胎児及び新生児の小脳（非外傷性）及

　　　　

び後頭蓋腐出血

　

Ｐ５２．８

　　

胎児及び新生児のその他の頭蓋内（非

　　　　　

外傷」性γ出血

　

Ｐ５２．９

　　

胎児及び新生児の頭蓋内（非外傷性）

　　　　

・出血，詳細不明
Ｐ５３

　　

胎児及び新生児の出血性疾患
Ｐ５４

　　

そ・の他の新生児出血

　

Ｐ５４．０ 新生児吐血

　

ｐ５４．１ 新生児メレナ

　

Ｐ５４．２ 新生児直腸出血

　

Ｐ５４‐３

　　

その他の新生児胃腸出血

　

Ｐ５４‐４ 新生児副腎出血

　

Ｐ５４‐５ 新生児皮膚出血

　

Ｐ５４‐６

　　

新生児腫出血－

　

Ｐ５４．８

　　

その他の明示された新生児出血

　

Ｐ５４．９ 新生児出血，詳細不明
Ｐ５５

　　

胎児及び新生児の溶血性疾患

　

Ｐ５５‐０

　　

胎児及び新生児の鋤同種免疫

　

Ｐ５５．１

　　

胎児及び新生児のＡＢＯ同種免疫

　

Ｐ５５．８

　　

胎児及び新生児のその他の溶血」性疾

　　

患

　

Ｐ５５．９

　　

胎児及び新生児の溶血性疾患，詳細不

　　

明

　　　　　　　　　　　　　　

「

Ｐ５６，

　

溶血性疾患による胎児水腫

　

Ｐ５６．０

　　

同種免疫による胎児水腫

　

Ｐ５６．９

　　

その他及び詳細不明の溶血性疾患に

　　　　　

よる胎児水腫

　　　　　　　

≠



①
ぬ
Ｐ５７，－

　

核黄痘

　

Ｐ５７．，０

　　

同種免疫による核黄痘

　

Ｐ５７‐８

　　

その他の明示された核黄痘

　

Ｐ５７．９

　　

核黄痘，詳細不明
Ｐ５８

　　

その他の多量の溶血による新生児黄痘

　

Ｐ５８‐０

　　

皮下出血による新生児黄痘

　

Ｐ５８‐１ 出血による新生児黄痘

　

Ｐ５８．２ 感染症による新生児黄痘

　

Ｐ５８．３

　　

赤血球増加症＜多血症＞による新生

　　　　　

児黄痘

　

Ｐ５８‐４

　　

母体から移行した又は新．生児‘こ投与

　　　　　

された薬物又は毒素による新生児黄

　　　

痘

　

Ｐ５８‐五 母体血液のえん＜藤＞下による新生

　　　　

児黄痘

　

・

　

ー

　

Ｐ５８‐８

　　

その他の明示された多量の溶血による

　　　　　

新生児黄痘

　

Ｐ５８．９

　　

多量の溶血による新生児黄痘，詳細不

　　

明

Ｐ５９

　　

その他及び詳細不明の原因による新生児

　　　

黄痘

　

Ｐ５９．０

　　

早産に関連する新生児黄痘

　

Ｐ５９‐１ ・濃縮胆汁症候群

－Ｐ５９．２

　　

そ．の他及び詳細不明の肝細胞傷害に

　　　　　

よる新生児黄痘

　

Ｐ５９‐３

　　

母乳の抱合抑制因子による新生児黄

　　

痘

　　　　

．

　

Ｐ５９．８

　　

その他の明示された原因による新生児

　

　

　　　

　　

　

　

　　　　

　
Ｐ５９．９ 新生児黄痘，詳細不明
Ｐ６０

　　

胎児及び新生児の播種」性血管内凝固
Ｐ６１ その他の周産期の血液障害
Ｐ６１．０

　　

一過」嫌新生児血小板減少症
Ｐ６１．１

　　

新生児赤血球増加症〈多血症＞
Ｐ６１‐２ 未熟児の貧血
Ｐ６１．３

　　

胎児失血による先天性貧血
Ｐ６１．４

　　

その他の先天性貧血，他に分類されな

　　　　

い
‐
もの

Ｐ６１‐５

　　

一過性新生児好中球減少症 ‐
Ｐ６１．６

　　

その他の一過性新生児血液凝固障害
Ｐ６１．８

　　

その他の明示された周産期の血液障

　　　

害

Ｐ６１．９

　　

周産期の血液障害，詳細不明

胎児及び新生児に特異的な÷過性の内分泌障害及
び代謝障害（Ｐ７０‐Ｐ７４）
Ｐ７０

　　

胎児及び新生児に特異的な一過性糖質代

　　　

謝障害

　

Ｐ７０‐０

　　

妊娠性糖尿病母体の児の症候群

　

Ｐ７０‐１

　　

糖尿病母体から出産した児の症候群

　

Ｐ７０．２ 新生児糖尿病

　

Ｐ７０．３

　　

医原性新生児低血糖

　

Ｐ７０．４

　　

その他の新生児低血糖

　

Ｐ７０．８

　　

胎児及び新生児のその他の＊過性糖

　　　　　

質代謝障害

　

Ｐ７０．９

　　

胎児及び新生児の一過性糖質代謝障

　　　　　

害， 詳細不明

　　　　　　　　　　

ー

Ｐ７１

　　

カルシウム及びマグネシウム代謝の÷過性、

　　　

新生児障害－

　

Ｐ７１．０

　　

新生児における牛乳低カルシウム血症

　

ｐ７１．１

　　

その他の新生児低カルシウム血症

　

Ｐ７１．２

　　

新生児低マグネシウム血症，

　

Ｐ７１‐３

　　

カルシウム又はマグネシウム欠乏症を

　　　　　

伴わない新生児テタニー

　

Ｐ７１４

　　

一過性新生児上皮小体＜副甲状腺＞

　　　　　

機能低下症

　

Ｐ７１．８

　　

カルシウム及びマグネシウム代謝のそ

　　　　　

の他の一過性新生児障害

　

Ｐ７１．９

　　

カルシウム及びマグネシウム代謝の一

　　　　　

過性新生児障害，詳細不明
．Ｐ７２

　　

その他の÷過」嫌新生児内分泌障害

　

ｐ７２．ｏ

　　

新生児甲状腺腫，他に分類されないも

　　　　

の

　

Ｐ７２．１

　　

一過性新生児甲状腺機能光進症

　

Ｐ７２．２

　　

その他の一過性新生児甲状腺機能障

　　　　　

害，他に分類されないもの

　

Ｐ７２．８

　　

そ－の他の明示された一過性新生児内

　　　　　

分泌障害

　

Ｐ７２．９

　　

一過性新生児内分泌障害，詳細不明

、Ｐ７４

　　

その他の一過性新生児電解質障害及び代

　　　

謝障害

　　　　　　　　　

．

　

Ｐ７４‐０

　　

新生児の遅発代謝性アシドーシス

　

Ｐ７４．１ 新生児脱水症
－

　

Ｐ７４．２

　　

新生児のナトリウム平衡障害

　

Ｐ７４‐３

　　

新生児のカリウム平衡障害

　

Ｐ７４．４

　　

新生児のその他の一過性電解質障害

　

Ｐ７４‐５ 新生児一過性チロジン血症

　

Ｐ７４．８

　　

新生児のその他の一過性代謝障害

　

Ｐ７４．９

　　

新生児の一過性代謝障害，詳細不明

胎児及び新生児の消化器系障害（Ｐ７５‐Ｐ７８）
Ｐ７５＊

　

・のう＜嚢＞胞線維症における胎便〈メコニ

　　　

ウム〉イレウス （Ｅ８４．１↑）

Ｐ７６‐

　

新生児のその他の腸閉塞
＼

　

Ｐ７６．０

　　

胎便栓症候群

　

Ｐ７６．１ 新生児一過性イレウス

　

Ｐ７６．２ 濃縮乳による腸閉塞

　

Ｐ７６‐８

　　

新生児のその他の明示された腸閉塞

　

Ｐ７６．９

　　

新生児の腸閉塞，詳細不明
Ｐ７７

　　

胎児及び新生児のえ＜壌＞死性陽炎
Ｐ７８

　　

その他の周産期の消化器系障害

　

．

　

Ｐ７８．０

　　

周産期の腸穿孔

　

Ｐ７８‐１

　　

その他の新生児腹膜炎

　

Ｐ７８．２ 母体血液のえん＜嚇＞下による新生

　　　　　

児吐血及びメレナ

　

Ｐ７８．３

　　

新生児非感染性下痢症

　

Ｐ７８．８

　　

その他の明示された周産期の消化器

　　　　

系障害

　

Ｐ７８．９

　　

周産期の消化器系障害，詳細不明
胎児及び新生児の外皮及び体温調節に関連する病
態（Ｐ８０－Ｐ８３）
Ｐ８０

　　

新生児低体温

　

Ｐ８０．０ 寒冷傷害症候群

　

Ｐ８０．８

　　

その他の新生児低体温

　

－

　

Ｐ８０．９ 新生児低体温，詳細不明
Ｐ８１

　　

新生児のその他の体温調節機能障害
Ｐ８１β

　　

新生児の環境による高体温
Ｐ８１．８

　　

新生児のその他の明示された体温調

　　　　

節機能障害・

　　

一
Ｐ８１．９

　　

新生児の体温調節機能障害，詳細不明
Ｐ８３

　　

胎児及び新生児に特異的な外皮のその他

　　　

の病態
Ｐ８３．０ 新生児皮膚硬化症
Ｐ８３．１ 新生児中毒骸紅班
Ｐ８３．２

　

′

　

溶血性疾患によらない胎児水腫
Ｐ８３、３

　　

胎児及び新生児に特異的なその他及

　　　　　

び壕β細不明の浮腫
Ｐ８３．４

　　

新生児の乳房腫脹

　

・

Ｐ８３．５

　　

先天・性精巣＜率丸＞水癌
Ｐ８３‐６ 新生児の踏ポリープ
Ｐ８３‐８

　　

胎児及び新生児に特異的な外皮のそ

　　　　

の他の明示された病態
Ｐ８３．９

　　

胎児及び新生児に特異的な外皮の病

　　　　

態，詳細不明．

周産期に発生したその他の障害（Ｐ９０一Ｐ９６）

　

▼
Ｐ９０

　　

新生児のけいれん＜痩壁＞
Ｐ９１

　　

新生児の脳のその他の機能障害

　

Ｐ９１．０ 新生児脳虚血

　

Ｐ９１‐１

　　

新生児の後天性脳室周囲のう＜嚢＞

　

・

　　　

胞

　

Ｐ９１．２ 新生児の脳白質軟化症

　

Ｐ９１‐３

　　

新生児の脳における易刺激性

　

Ｐ９１．４ 新生児の脳機能抑制

　

Ｐ９１．５ 新生児昏睡

　

Ｐ９１．６

　　

新生児の低酸素性虚血性脳症

　

Ｐ９１‐８

　　

新生児の脳のその他の明示された機能

　　　　

障害

　　

，

　　　　　　　　　

．

　

Ｐ９１．９

　　

新生児の脳の機能障害，詳細不明
Ｐ９２ 新生児の哨乳上の問題

　

Ｐ９２．０ 新生児唯吐

　

Ｐ９２‐１

　　

新生児胃・食道逆流及び反すう

　

Ｐ９２．２ 新生児の緩慢嘘乳

　

Ｐ９２．３ 新生児の哨乳不足

　

Ｐ９２．４ 新生児の晴乳過剰

　

Ｐ９２．５

　　

新生児の母体乳房からの哨乳困難

　

Ｐ９２‐８

　　

新生児のその他の哨乳上の問題

　

Ｐ９２‐９

　　

新生児の哨乳上の問題，詳細不明
Ｐ９３

　　

胎児及び新生児に投与された薬物による反

　　　

応及び中毒
Ｐ９４ 新生児の筋緊張障害

　

Ｐ９４．０

　　

一過・総新生児重症筋無力症

　

Ｐ９４．１ 先天性筋緊張冗進

　

Ｐ９４．２ 先天性筋緊張低下

　

Ｐ９４．８

　　

新生児のその他の筋緊張障害

　

Ｐ９４．９

　　

新生児の筋緊，張障害－

　

詳細不明
Ｐ９５ 原因不明の胎児死亡
Ｐ９６

　　

周産期に発生したその他の病態

　

Ｐ９６．０ 先天性腎不全
Ｐ９６‐１

　　

母体の噌癖性薬物使用による新生児

　　　　

離脱症状
Ｐ９６．２

　　

新生児における治療的な薬物使用に

　　　　　

よる離脱症状
Ｐ９６‐３ 新生児頭蓋縫合開大
Ｐ９６‐４

　　

妊娠中絶，胎児及び新生児に影響を与

　　　　

える場拾
Ｐ９６．５

　　

子宮内処置の合併症，他に分類されな

　　　　

いもの

Ｐ９６．８

　　

周産期に発生したその他の明示された

　　　　

病態
Ｐ９６．９

　　

周産期に発生した病態，詳細不明



他

第 皿 章

　

先天奇形，・変形及び染色体異常
（ＱＯＯ－‐Ｑ９９）

（叩
Ｎ
の
紙
家
中）

神経系の先天奇形（ＱＯＯ－Ｑ０７）

ＱＯＯ

　　

無脳症及び類似先天奇形

　

ＱＯ０‐０ 無脳症

　

ＱＯ０‐１

　　

頭蓋脊椎披＜破＞裂

　

ＱＯ０‐２

　　

後頭孔脳脱出（症）
ＱＯ１

　

・脳癌

　

ＱＯＬＯ

　　

前頭部脳癌

　

ＱＯ１‐１

　　

鼻前頭部脳癌

　

ＱＯ１‐２

　　

後頭部脳癌

　

，

　

ＱＯＩ．８ その他の部位の脳痛

　

ＱＯＩ．９

　　

脳癒，詳細不明
Ｑ０２ 小頭症

Ｑ０３ 先天性水頭症

　

Ｑ０３．０

　　

中脳水道の奇形

　

Ｑｏ３．１

　　

マジャンディー＜Ｍａｇｅｎｄｉｅ＞孔及び

　　　　　

ルシュカ＜Ｌｕｓｃｈｋａ＞孔の閉鎖

　

Ｑ０３．８

　　

その他の先天至惣ｋ頭症

　

Ｑ０３‐９ 先天性水頭症，詳細不明
Ｑ０４

　　

脳のその他の先天奇形

　

Ｑ０４．０

　　

脳梁の先天奇形

　

Ｑ０４‐１

　　

無嘆と脳 （症）

　

Ｑ０４．２

　　

全前脳（胞）症
‐Ｑ０４‐３

　

二

　

脳のその他の減形成

　

Ｑ０４４

　　

中隔視神経形成異常（症）

　

Ｑ０４‐５

　　

巨脳症

　

Ｑ０４‐６ 先天性脳のう＜嚢＞胞

　

Ｑ０４．８

　　

脳のその他の明示された先天奇形‐

　

Ｑ０４．９

　　

脳の先天奇形，詳細不明
Ｑ０５

　

‐二分脊椎＜脊椎披＜破＞裂＞

　

Ｑ０５．０

　　

頚部二分脊椎＜脊椎披＜破＞裂＞，水

　　　　　

頭症を伴うもの

　

Ｑ０５‐１

　　

胸部二分脊椎＜脊椎披＜破＞裂＞，水

　　　　　

頭症を伴うもの

　

Ｑ０５‐２

　　

腰部二分脊椎＜脊椎披＜破＞裂＞，水

　　　　　

頭症を伴うもの

　

Ｑ０５‐３

　　

仙骨部二分脊椎＜脊椎披＜破＞裂）

　　　　　

水頭症を伴うもの・

　

Ｑ０５‐４

　　

詳細不明の二分脊椎＜脊椎披＜破＞

　　　　　

裂＞，水頭症を伴うもの

　

Ｑ０５．５

　　

頚部二分脊椎＜脊椎披＜破＞裂〉，水

　　　　　

頭症を伴わないもの

　

Ｑ０５．６

　　

胸部二分脊椎＜脊椎披＜破＞裂＞，水

　　　　　

頭症を伴わないもの

　

Ｑ０５．７

　　

腰部二分脊椎＜脊椎披＜破＞裂＞，水

　　　　　

頭症を伴わないもの

　

Ｑ０５．８

　　

仙骨部二分脊椎く脊椎披＜破＞裂）

　　　　

’ 水頭症を伴わないもの

　

Ｑ０５．９

　　

二分脊椎＜脊椎披＜破＞裂＞，詳細不

　　　　　

．明

Ｑ０６

　　

脊髄のその他の先天奇形

　

Ｑ０６．０

　　

無脊髄 （症）

　　　　

－

　

Ｑ０６．１

　　

脊髄の低形成＜形成不全＞及び異形

　　　　　

成＜形成異常〉

　

Ｑ０６‐２

　　

割髄症正＜分裂脊髄（症）＞＜脊髄（正

　　　　　

中）離開＞

　

Ｑ０６‐３

　　

その他の先天（性）馬尾奇形
－

　

Ｑ０６．４

　

、 水脊髄（症）

　

Ｑ０６．８

　　

脊髄のその他の明示さ．れた先天奇形

　

Ｑ０６．９

　　

脊髄の先天奇形，詳細不明
Ｑ０７

　　

神経系のその他の先天奇形

　

Ｑ０７．０

　　

ア ー ノ ル ド・ キ ア リ ＜Ａｒｎｏｌｄ‐

　　　　　

Ｃｈｉａｒｉ＞症候群

　

Ｑ０７．８

　　

神経系のその他の明示された先天奇

　　　

形

　　　　　　　　

－

　

Ｑ０７．９

　　

神経系の先天奇形，詳細不明
眼，耳，顔面及び頚部の先天奇形（ＱＩ０‐Ｑ１８）
′ＱＩＯ

　　

眼険，涙器及び眼腐の先天奇形

　

ＱＩＯ．０ 先天（性）眼陰下垂

　

ＱＩＯ．１

　　

先天（性）眼除外反（症）

　

ＱＩＯ．２

　　

先天（性）眼胎内反（症）

　

ＱＩ０‐３

　　

眼験のその他の先天奇形

　

ＱＩＯ．４

　　

涙器の欠損及び無発生
．ＱＩ０‐５

　　

涙管の先天（性）狭窄

　

ＱＩ０‐６

　　

涙器のその他の先天奇形

　

ＱＩＯ．７

　　

眼腐の先天奇形
ＱＩＩ

　　

無眼球（症），小眼球（症）及び巨大眼球

　　　　

（症）

　

ＱＩＩ．０

　　

のう＜嚢＞胞（状）眼球

　　

・

　

ＱＩ１１

　　

その他の無眼球（症）

　

ＱＩ１‐２

　　

小眼球 （症）

　

ＱＩＩ．３

　　

巨大眼球（症）
Ｑ１２

　　

先天（性）水晶体奇形

　

Ｑ１２‐０ 先天（性）白内障

　

Ｑ１２．１ 先天（性）水晶体偏位

　

Ｑ１２．２

　　

水晶体欠損く水晶体ゴロボーマ＞

　

Ｑ１２．３

　　

先天（性）無水晶体（眼）

　

Ｑ１２４

　　

球状水晶体（症）

　

Ｑ１２．８

　　

その他の先天（性）水晶体奇形

　

Ｑ１２．
‐９．

　

先天（性）水晶体奇形，詳細不明－

Ｑ１３

　　

前眼部の先天奇形
Ｑ１３．０

　　

虹彩欠損＜虹彩ゴロボーマ＞
Ｑ１３．１

　　

無虹彩

　　　　　　　

．

　

Ｑ１３．２

　　

虹彩のその他の先天奇形

　

Ｑ１３．３ 先天（性）角膜混濁

　

Ｑ１３‐４

　　

その他の先天（性）角膜奇形

　

Ｑ１３‐５ 青色強膜

　

Ｑ１３‐８

　　

前眼部のその他のー先天奇形，

　

Ｑ１３‐９

　　

前眼部の先天奇形，詳細不明
Ｑ１４ 眼球後極部の先天奇形

　

Ｑ１４．０
・ 硝子体の先天奇形

　

Ｑ１４．１ 網膜の先天奇形

　

Ｑ１４‐２
・ 視神経乳頭の先天奇形

Ｑ１４．３

　　

脈耀ト膜の先天奇形

　

Ｑ１４．８

　　

眼球後極部のその他の先天奇形

．Ｑ１４９

　　

眼球後極部の先天奇形，詳細不明
Ｑ１５

　

ー

　

眼のその他の先天奇形

　

Ｑ１５．０ 先天（性）緑内障

　

Ｑ１５‐８

　　

眼のその他の明示された先天奇形

　

Ｑ１５‐９

　　

眼の先天奇形，詳細不明
Ｑ１６

　　

聴覚障害の原因となる耳の先天奇締り

　

Ｑ１６．０ 先天性耳介欠損

　

Ｑ１６．１

　　

外耳道の先天（性）欠損，閉鎖及び狭

　　

窄

　

Ｑ１６‐２

　　

耳管欠損

　

‐

　

Ｑ１６．３ 耳小骨の先天奇形

　

Ｑ１６‐４

　　

中耳のその他の先天奇形

　

Ｑ１６．５ 内耳の先天奇形

　

Ｑ１６．９

　　

聴覚障害の原因となる耳の先天奇形，

　　　　　

詳細不明
Ｑ１７

　　

耳のその他の先天奇形

　

Ｑ１７‐０

　　

副耳（介）

　

Ｑ１７．１

　　

巨＜大＞耳，（症）

　

Ｑ１７．２

　　

小耳 （症）

　

Ｑ１７．３ その他の耳の変形

　

Ｑ１７．４

　　

耳の位置異常

　

Ｑ１７‐５ 饗立耳

　

Ｑ１７‐８

　　

耳のその他の明示された先天奇形多

　

Ｑ１７．９

　　

耳の先天奇形，詳細不明
Ｑ１８

　

・顔面及び頚部のその他の先天奇形

　

Ｑ１８‐０

　　

鯉溝＜裂＞の洞，癌及びのう＜嚢＞胞

　

Ｑ１８．１

　　

前耳介洞及び前耳介のう＜嚢＞胞

．Ｑ１８．２ その他の鯉溝＜裂＞奇形７

　

Ｑ１８．３

　　

頚の翼状異常

　

Ｑ１８．４

　　

巨ロ （症）

　

Ｑ１８‐５

　　

小口 （症）

Ｑ１８．６

　　

（巨）大（口）唇（症）

　

Ｑ１８．７

　　

小（口）唇（症）

　

Ｑ１８．８

　　

顔面及び頚部のその他の明示された先

　　　　　

天奇形

　

Ｑ１８‐９

　　

顔面及び頚部の先天奇形，詳細不明
循環器系の先天奇形（Ｑ２０一Ｑ２８）
Ｑ２０

　　

心臓の房室及び結合部の先天奇形ク

　

Ｑ２０．０

　　

総動脈幹（症）

　

Ｑ２０．１

　　

両大血管右室起始（症）

　

Ｑ２０‐２

　　

両大血管左室起始（症）

　

Ｑ２０．３

　　

（心）室大血管結合不一致

　

Ｑ２０．４

　　

両心室結合

　

Ｑ２０．５

　　

房室結合不一致

　

Ｑ２０．６

　　

心耳相同

　

Ｑ２０．８

　　

心臓の房室及び結合部のその他の先

　　　　　

天奇形多

　

Ｑ２０‐９

　　

心臓の房室及び結合部の先天奇形，詳

　　　　

細不明

Ｑ２１

　　

Ｊｂ（臓）中隅の先天奇形

　

Ｑ２１．０

　　

心室中隔欠損（症）

　

Ｑ２１．１

　　

心房中隔欠損（症）

　

Ｑ２１．２

　　

房室中隔欠損（症）

　

Ｑ２１‐３

　　

ファロー四徴 （症）

　

Ｑ２１．４

　　

大動脈肺動脈中隅欠損（症）

　

Ｑ２１‐８‐

　

」ｂ（臓）中隔のその他の先天奇形
Ｑ２１‐９

　

，．」ｂ（臓）中隔の先天奇形，詳細不明

Ｑ２２

　　

肺動脈弁及び三尖弁の先天奇形ク

　

Ｑ２２‐０

　　

肺動脈弁閉鎖（症）

　

Ｑ２２‐１．

　

先天性肺動脈弁狭窄（症）

　

Ｑ２２‐２

　　

先天性肺動脈弁閉鎖不全（症）

　

Ｑ２２．３

　　

肺動脈弁のその他の先天奇形

　

Ｑ２２．４

　　

先天性三尖弁狭窄（症）

　

Ｑ２２．５

　　

エプスタイン＜Ｅｂｓｔｅｉｎ〉奇形〈異

　　　　

常＞

　　　

－

　

Ｑ２２．６

　　

右心低形成＜形成不全＞症候群

　

Ｑ２２‐８

　　

三尖弁のその他の先天奇形

　

Ｑ２２‐９

　　

三尖弁の先天奇形，詳細不明
Ｑ２３

　　

大動脈弁及び僧幅弁の先天奇形

　

Ｑ２３‐０

　　

大動脈弁の先天性狭窄，（症）

　

Ｑ２３．１

　　

大動脈弁の先天性閉鎖不全（症）

　

Ｑ２３‐２

　　

先天性僧幅弁狭窄（症）．

　

Ｑ２３．３

　

‘先天性僧中国弁閉鎖不全（症）

　

Ｑ２３．４

　　

左心低形成＜形成不全＞症候群

　

Ｑ２３．８

　　

大動脈弁及び僧帽弁のその他の先天

　　　　　

奇形



群

ｍ
腰
姫

の
め

　

Ｑ２３‐９

　　

大動脈弁及び僧帽弁の先天奇形，詳細

　　　　　

不明

Ｑ２４

　　

心臓のその他の先天奇形

　

Ｑ２４‐０

　　

右胸心＜右心症＞

　

Ｑ２４．１

　　

左胸心＜左心症＞

　

Ｑ２４．２

　　

三心房心

　

Ｑ２４‐３

　　

肺動脈漏斗部狭窄（症）

　

Ｑ２４‐４

　　

先天性大動脈弁下狭窄（症）

　

Ｑ２４．５

　　

冠（状）血管の奇形

　

Ｑ２４‐６

　

′ 先天性心ブロック

　

Ｑ２４．８

　　

心臓のその他の明示された先天奇形

　

Ｑ２４．９， 心臓の先天奇形，詳細不明
Ｑ２５ 大型動脈の先天奇形

　

Ｑ２５．０

　　

動脈管開存（症）

　

Ｑ２５．１

　　

大動脈鮪宿窄（症）

　

Ｑ２５．２

　　

大動脈弁閉鎖（症）

　

Ｑ２５．３

　　

大動脈狭窄（症）

　

Ｑ２５．４
・

　

大動脈のその他の先天奇形

　

Ｑ２５寺

　　

肺動脈閉鎖（症）

　

Ｑ２５‐６

　　

肺動脈狭窄（症）

　

Ｑ２５．７

　　

肺動脈のその他の先天奇形

　

Ｑ２５．８

　　

大型動脈のその他の先天奇形

　

Ｑ２５．９

　　

大型動脈の先天奇形，詳細不明．
Ｑ２６ 大型静脈の先天奇形

　

Ｑ２６‐０

　　

大静脈の先天性狭窄（症）

　

Ｑ２６．１ 左上大静脈鑓ヒ残

　

Ｑ２６‐２

　　

総＜全＞肺静脈還流＜結合＞異常

　　　　　

（症）

　

Ｑ２６．３

　　

部分肺静脈還流＜結合＞異常（症）

　

Ｑ２６．４

　　

肺静脈還流＜結合＞異常・（症），．詳細

　　　　

不明

　

Ｑ２６‐５

　　

門脈還流＜結合＞異常（症）

　

Ｑ２６．６

　　

門脈・肝動脈疲

　

Ｑ２６‐８

　　

大型静脈のその他の先天奇形

　

Ｑ２６．９

　　

大型静脈の先天奇形，詳細不明
Ｑ２７

　　

末梢血管系のその他の先天奇形

　

Ｑ２７．０

　　

踏動脈の先天性欠損及び低形成＜形

　　　　

成不全＞

　

Ｑ２７．１

　　

先天性腎動脈狭窄（症）

　

Ｑ２７‐２

　　

腎動脈のその他の先天寄形

　

Ｑ２７‐３ 末梢性動静脈奇形

　

Ｑ２７．４ 先天性静脈拡張症
Ｑ２７．８

　　

末梢血管系のその他の明示された先

　　　　　

天奇形
Ｑ２７．９

　　

末梢血管系の先天奇形，詳細不明

Ｑ２８

　　

循環器系のその他の先天奇形

　

Ｑ２８‐０

　　

脳実質外血管の動静脈奇形

　

Ｑ２８．１

　　

脳実質外血管のその他の奇形

　

Ｑ２８．２ 脳血管の勤静脈奇形

　

Ｑ２８．３

　　

脳血管のその他の奇形

　

Ｑ２８．８

　　

循環器系のその他の明示された先天

　　　　　

奇形

　

Ｑ２８．９

　　

循環器系の先天奇形，詳細不明
呼吸器系の先天奇形（Ｑ３０一Ｑ３４）
Ｑ３０

　　

鼻の先天奇形

　

Ｑ３０‐０

　　

後鼻孔閉鎖（症）

　

Ｑ３０．１

　　

鼻の無発生及び未発達

　

Ｑ３０．２

　　

裂溝性鼻，切痕性鼻及び鼻裂

　

Ｑ３０．３ 先天性穿孔性鼻中隔

　

Ｑ３０‐８

　

． 鼻のその他の先天奇形

　

Ｑ３０‐９

　　

鼻の先天奇形り，詳細不明
Ｑ３１ 喉頭の先天奇形ン

　

Ｑ３１．０ 喉頭横隔膜症

　

Ｑ３１．１

　　

先天性声門下狭窄（症）

　

Ｑ３１．２，

　

喉頭低形成＜形成不全＞

　

Ｑ３１‐３ 喉頭のう＜震＞胞

　

Ｑ３１．５ 先天性喉頭軟化症

　

Ｑ３１．８

　　

喉頭のその他の先天奇形

　

Ｑ３１．９

　　

喉頭の先天奇形，詳細不明
Ｑ３２

　　

気管及び気管支の先天奇形

　

．

　

Ｑ３２．０

　　

先天性気管軟化（症）

　

Ｑ３２‐１

　　

気管のその他の先天奇形

　

Ｑ３２．２

　　

先天性気管支軟化（症）

　

Ｑ３２‐３

　　

気管支の先天性狭窄（症）

　

Ｑ３２．４

　　

気管支のその他の先天奇形
Ｑ３３

　　

肺の先天奇形

　

Ｑ３３．０

　

・先天性のう＜嚢〉胞肺

　

Ｑ３３．１

　　

肺の副葉

　

Ｑ３３．２

　　

肺分画症

　

Ｑ３３．３

　　

肺の無発生

　

Ｑ３３．４ 先天性気管支拡張症

　

Ｑ３３‐５

　　

肺の異所組織

　

Ｑ３３．６

　　

肺の低形成＜形成不全＞及び異形成

　　　　　

＜形成異常＞

　

Ｑ３３．８

　　

肺のその他の先天奇形

　

Ｑ３３．９

　　

肺の先天奇形ソ，詳細不明
Ｑ３４

　　

呼吸器系のその他の先天奇形

　

Ｑ３４．０

　　

胸膜の異常

　

Ｑ３４．１ 先天樵縦隅のう＜嚢＞胞
Ｑ３４．８

　　

呼吸器系のその他の明示された先天

　　　　　

奇形７

　

Ｑ３４．９

　　

呼吸器系の先天奇形，詳細不明
暦製及び口蓋裂（Ｑ３５一Ｑ３７）
Ｑ３５

　　

口蓋裂

　

Ｑ３５‐１

　　

硬口蓋裂

　

Ｑ３５．３

　

‐軟口蓋製

　

Ｑ３５‐５

　　

軟口蓋裂を伴う硬口蓋裂

．Ｑ３５．７

　

、 二分ロ蓋垂〈口蓋垂裂＞

　

Ｑ３５‐９ 詳細不明の口蓋裂
Ｑ３６

　　

唇裂

　

Ｑ３６．０

　　

唇裂，両側性

　

Ｑ３６．１

　　

唇裂， 正中部

　

Ｑ３６．９

　　

唇裂，ー側性
Ｑ３７

　　

唇裂を伴う口蓋裂

　

Ｑ３７．０

　　

硬口蓋裂，両側性唇裂を伴うもの
Ｑ３７．１

　　

硬口蓋裂，片側性唇裂を伴うもの
Ｑ３７．２

　　

軟口蓋裂，両側性唇裂を伴うもの

　

Ｑ３７‐３

　　

軟口蓋裂，片側性暦裂を伴うもの
Ｑ３７４

　　

硬及び軟口蓋裂，両側性唇裂を伴うも

　　　

の

　

Ｑ３７‘５

　　　　　　

十

　　　

－押

　　　

ー′

　　

菱リ

　

・ー

Ｑ３７．８

Ｑ３７．９

硬及び軟口蓋裂，片側性唇裂を伴うも
の

詳細不明の口蓋裂，両側性唇裂を伴う
もの

詳細不明の口蓋裂，片側性唇裂を伴う
もの

　　　　

ー

消化器系のその他の先天奇形（Ｑ３８一Ｑ４５）
Ｑ３８

　　

舌，ロ（腔）及び咽頭のその他の先天奇形

　

Ｑ３８‐０

　　

口唇の先天奇形，他に分類されないも

　　　

の

　

Ｑ３８．１

　　

舌小帯短縮（症）

　

Ｑ３８‐２

　　

巨（大）舌（症）

　

Ｑ３８．３

　　

舌のその他の先天奇形

　

Ｑ３８．４

　　

唾液腺及び唾液腺管の先天奇形

　

Ｑ３８‐５

　　

口蓋の先天奇形，他に分類されないも

　　　

の

　

Ｑ３８‐６

　　

ロ（腔）、のその他の先天奇形
Ｑ３８．７

　　

咽頭のう＜嚢＞

　

Ｑ３８‐８

　

・・咽頭のその他の先天奇形
Ｑ３９ 食道の先天奇形
Ｑ３９‐０

　　

食道閉鎖，痩を伴わないもの
Ｑ３９．１

　　

食道閉鎖，気管食道疲を伴うもの
Ｑ３９．２

　　

先天性気管食道痩，食道閉鎖を伴わな

　　　　

いもの

Ｑ３９．３ 先天性食道狭窄
Ｑ３９‐４ 食道ひだ
Ｑ３９．５ 先天性食道拡張

　

Ｑ３９．６ 食道憩室

　

Ｑ３９‐８

　　

食道のその他の先天奇形

　

Ｑ３９．９

　　

食道の先天奇形，詳細不明
Ｑ４０

　　

上部消化管のその他の先天奇形

　

Ｑ４０‐０ 先天性肥厚性幽門狭窄

　

Ｑ４０．１ 先天性食道裂孔ヘルニア

　

Ｑ４０‐２

　　

胃のその他の明示された先天奇形

　

Ｑ４０．３

　　

胃の先天奇形，詳細不明

　

Ｑ４０．８

　　

上部消化管のその他の明示された先

　　　　　

天奇形ヲ

　

Ｑ４０」９

　　

上部消化管の先天奇形多，詳細不明
Ｑ４１

　　

小腸の先天（性）欠損，閉鎖及び狭窄

　

Ｑ４１．０

　　

十二指腸の先天（性）欠損，閉鎖及び

　　　　　

狭窄

　

Ｑ４１．１

　　

空腸の先天（性）欠損，閉鎖及び狭窄

　

Ｑ４１．２

　　

回腸の先天（性）欠損，閉鎖及び狭窄

　

Ｑ４１．８

　　

小腸のその他の明示された部位の先天

　　　　　

（性）欠損，閉鎖及び鞍窄

　

Ｑ４１．９

　　

小腸の先天｛性）欠損，閉鎖及び狭窄

　　　　　

，部位不明
Ｑ４２

　　

大腸の先天（性）欠損，閉鎖及び狭窄

　

Ｑ４２．０

　　

直腸の先天（性）欠損，閉鎖及び狭窄

　　　　

，疲を伴うもの
Ｑ４２．１

　　

直腸の先天（愉 欠損，閉鎖及び狭窄

　　　　

，疲を伴わないもの
Ｑ４２．２

　　

虹門の先天（性）欠損，閉鎖及び狭窄

　　　　

，癌を伴うもの
Ｑ４２．３

　　

虹門の先天（燭 欠損，閉鎖及び狭窄

　　　　

ゞ痩を伴わないもの

　

Ｑ４２‐８

　　　　　

の

　

の

　

の

　　

けの

　

－－

　

Ｑ４２‐８

　　

大腸のその他の部位の先天（性）欠損

　　　　　

，閉鎖及び狭窄

　

Ｑ４２‐９

　　

大腸の先天（性）欠損，閉鎖及び狭窄

　　　　　

，部位不明
Ｑ４３

　　

腸のその他の先天奇形
Ｑ４３．０ メツケル〈Ｍｅｃｋｅｌ＞憩室

　

Ｑ４３．１

　　

ヒルシュスブルング＜Ｈｉｒｓｃｈｓｐｒｕｎｇ＞

　　

病
Ｑ４３‐２

　　

結腸のその他の先天性機能障害
Ｑ４３‐３

　　

腸管固定の先天奇形

　

－
Ｑ４３．３ａ

　

腸回転異常（症）・及び総腸問膜症
Ｑ４３‐３ｂ

　

その他の腸管固定の先天奇形
Ｑ４３．４

　　

重複腸（管）＜腸重複症＞
Ｑ４３‐５

　　

異所性虹門＜虹門転位＞
Ｑ４３‐６‐ 直腸及び虹門の先天性凄
Ｑ４３‐７

　　

総排世腔遺残
Ｑ４３‐８

　　

腸のその他の明示された先天奇形

　

－
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Ｑ４３．９

　　

腸の先天奇形，詳細不明
Ｑ４４

　　

胆のう＜綴＞，胆管及び肝の先天奇形
Ｑ４４．０

　　

胆のう＜嚢＞の無発生，無形成及び低

　　　　　

形成＜形成不全＞

　

Ｑ４４‐１

　

・胆のう＜嚢＞のその他の先天奇形
Ｑ４４‐２

　　

胆道＜管〉閉鎖（症）

　

Ｑ４４‐３

　　

胆管の先天（性）狭窄
Ｑ４４４

　　

先天性胆道拡張症＜総胆管のう＜

　　　　

嚢＞胞＞

　　　　　

、

Ｑ４４．５

　　

胆管のその他の先天奇形

　

Ｑ４４．６

　　

肝のう＜嚢＞胞性疾患

　

Ｑ４４．７

　　

肝のその他の先天奇形
Ｑ４５

　　

消化器系のその他の先天奇形

　

Ｑ４５．０

　　

瞬の無発生，無形成及び低形成＜形成

　　　　

不全〉

　

Ｑ４５．１

　

．輸状＜環状＞雌

　

Ｑ４５．２ 先天性ョ畔のう＜嚢＞胞

　

Ｑ４５．３

　　

雁及び障管のその他の先天奇形

　

Ｑ４５．８

　　

消化器系のその他の明示された先天

　　　　　

奇形

　

Ｑ４５．９

　　

消化器系の先天奇形，詳細不明
生殖器の先天奇形（Ｑ５０一Ｑ５６）
Ｑ５０

　　

卵巣，卵管及び広間膜の先天奇形

　

Ｑ５０．０

　　

卵巣の先天（性）欠損

　

Ｑ５０．１ 卵巣のう＜嚢＞胞，周生＜産＞期のも

　　　

の

　

Ｑ５０．２ 先天性卵巣捻転

　

Ｑ５０．３

　　

卵巣のその他の先天奇形７

　

Ｑ５０．４ 卵管の胎芽性のう＜嚢＞胞

　

Ｑ５０‐５ 広間膜の胎芽性のう＜裏＞胞
－Ｑ５０．６

　　

卵管及び広間膜のその他の先天奇形
Ｑ５１

　　

子宮及び子宮頚（部）の先天奇形

　

Ｑ５１．０

　　

子宮の無発生及び無形成

　　　　　

・

　

Ｑ５１．１

　　

重複子宮頚（部）及び重複瞳を伴う重

　　　　

複子宮

　

Ｑ５１．２ その他の重複子宮

　

Ｑ５１．３

　　

双角子宮

　

Ｑ５１４

　

．単角子宮

　

Ｑ５１‐５

　　

子宮頚（部）・の無発生及び無形成

　

Ｑ５１．６ 子宮頚（部）の胎芽性のうく嚢＞胞

　

Ｑ５１．７

　　

子宮，と消化管及び尿路との間の先天－

　　　　　

性疲孔‐

　

Ｑ５１．８

　　

子宮及び子宮頚（部）のその他の先天

　　　　　

奇形

　

Ｑ５１‐９

　　

子宮及び子宮頚（部）の先天奇形，詳

　　　　

細不明

Ｑ５２

　　

女性性器のその他の先天奇形

　

Ｑ５２‐０

　　

瞳の先天（性）欠損

　

Ｑ５２．１ 重複瞳

　

Ｑ５２．２ 先天性直腸腫痩

　

Ｑ５２．３ 処女膜閉鎖

　　　　　　　　　

ー

　

Ｑ５２．４

　　

自室のその他の先天奇形

　

Ｑ５２．５

　　

陰唇癒合

　

Ｑ５２‐６

　　

陰核の先天奇形

　

Ｑ５２．７

　　

外陰のその他の先天奇形・．

　

Ｑ５２．８

　　

女性性器のその他の明示された先天

　　　　　

奇形．

　

Ｑ５２．９

　　

女性性器の先天奇形，詳細不明
Ｑ５３

　　

停留精巣＜宰丸＞

　

Ｑ５３０

　　

異所性精巣＜率丸＞

　

Ｑ５３．１

　　

停留精巣＜‐率丸＞，一側性

　

Ｑ５３．２． 停留精巣＜率丸＞，両側性

　

Ｑ５３‐９

　

‐停留精巣＜肇丸＞，患側不明
Ｑ５４ 尿道下裂

　

Ｑ５４．０ 尿道下裂，亀頭部

　

Ｑ５４‐１ 尿道下裂，陰茎部

　

Ｑ５４．２

　　

尿道下裂，陰茎陰のう＜嚢＞部

　

Ｑ５４．３ 尿道下裂，会陰部
．Ｑ５４‐４ 先天（性）

′尿道索

　

Ｑ５４．８ その他の尿道下裂

　

Ｑ５４．９ 尿道下裂，詳細不明
Ｑ５５

　　

男性生殖器のその他の先天奇形

　

Ｑ５５‐０

　　

精巣＜率丸＞の欠損及び無形成

　

Ｑ５５．１
′

　

精巣＜宰丸＞及び陰のう＜嚢＞の低

　　　　　

形成＜形成不全〉

　

Ｑ５５．２

　　

精巣＜率丸＞及び陰のう＜嚢＞のそ

　　　　　

の他の先天奇形

　

Ｑ５５．３

　　

精管閉鎖

　

Ｑ５５．４

　　

精管，精巣上体＜副率丸＞，精のう〈

　　　　　

嚢＞及び前立腺のその他の先天奇形

　

Ｑ５５．５

　　

陰茎の先天（性）欠損及び無形成

　

Ｑ５５‐６

　　

陰茎のその他の先天奇形

　

Ｑ５５．８

　　

，男性生殖器のその他の明示された先

　　　　

′ 天奇形

　

Ｑ５５．９・

　

男性生殖器の先天奇形，詳細不明
Ｑ５６

　　

性不確定及び仮性半陰陽

　　

‐

　　　　

－

　

Ｑ５６．０

　　

半陰陽，他に分類されないもの

　

Ｑ５６．１

　　

男性仮性半陰陽，他に分類されないも

　　　

の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、▼

　

Ｑ５６，２

　　

女性仮性半陰陽，他に分類されないも

　　　

の

　

Ｑ５６．３

　　

仮性半陰陽，詳細不明

　

Ｑ５６．４

　　

性不確定，詳細不明
腎尿路系の先天奇形（Ｑ６０－Ｑ６４）
Ｑ６０

　　

腎の無発生及びその他の減形成

　

Ｑ６０．０

　　

腎無発生，一側性

　

Ｑ６０．１‐

　

腎無発生，両側性

　

Ｑ６０．２

　　

腎無発生，患側不明

　

Ｑ６０．３

　　

腎低形成＜形成不全＞，一側性

　

Ｑ６０４

　　

腎低形成＜形成不全＞，両側性

　

Ｑ６０寺

　　

腎低形成＜形成不全＞，患側不明

　

Ｑ６０‐６

　　

ポッター＜Ｐｏｔｔｅｒ＞症候群

Ｑ６１

　　

のう＜裏＞胞性腎疾患

　　　　　　　　　

－

　

Ｑ６１．０ 先天性単一腎のう＜嚢＞胞

　

Ｑ６１．１ 多発性のう＜嚢＞胞腎，常染色体劣性

　

Ｑ６１．２ 多発性のう〈嚢＞胞腎，常染色体優性

　

Ｑ６１‐３ 多発性のう＜嚢＞胞腎，病型不明

　

Ｑ６１４

　　

腎異形成＜形成異常＞

　

Ｑ６１．５

　　

髄質のう＜嚢＞胞腎

　

Ｑ６１．８ その他ののう＜嚢＞胞性腎疾患

　

Ｑ６１．９

　　

のう＜嚢〉胞性腎疾患，詳細不明
Ｑ６２

　　

腎孟の先天性閉塞性欠損及び尿管の先天

　　　

奇形

　　　　　

‐

　

Ｑ６２．０ 先天性水密症

　

Ｑ６２．１

　　

尿管の閉鎖及び狭窄

　

Ｑ６２．２

　　

先天性巨大尿管（症）

，Ｑ６２．３

　　

腎煮及び尿管のその他の閉塞性欠損

　

Ｑ６２４

　　

尿管の無発生

　

Ｑ６２‐５

　　

重鰯き尿管

　

Ｑ６２．６

　

尿管の位置異常

　

Ｑ６２．７． 先天性勝眺尿管腎逆流

　

Ｑ６２．８

　　

尿管のその他の先天奇形
Ｑ６３，

　

腎のその他の先天奇形

　

，

，Ｑ６３‐０

　　

過剰腎
・Ｑ６３‐１

　　

分薬腎，融合腎及び馬蹄腎

　

Ｑ６３‐２

　　

変位暦＜異所性腎＞

　

Ｑ６３‐３

　　

過形成腎及び巨大腎

　

Ｑ６３．８

　　

暦のその他の明示された先天奇形

　

Ｑ６３．９

　　

腎の先天奇形，詳細不明
Ｑ６４

　　

尿路系のその他の先天奇形

　

Ｑ６４．０ 尿道上裂

　

Ｑ６４．１

　　

膳眺外反（症）

　

Ｑ６４‐２ 先天性後部尿道弁

　

Ｑ６４‐３

　　

尿道及び勝眺頚部のその他の閉鎖及

　　　　　

び狭窄

　

Ｑ６４．４

　　

尿膜管の奇形

　

Ｑ６４．５

　　

勝眺及び尿道の先天・（性）欠損

　

Ｑ６４．６ 先天性勝脱憩室

　

Ｑ６４‐７

　　

騰耽及び尿道のその他の先天奇形

　

Ｑ６４‘８

　　

尿路系のその他の明示さ．れた先天奇

　　　　　

形多

　

Ｑ６４‐９
・

　

尿路系の先天奇形，詳細不明
筋骨格系の先天奇形及び変形（Ｑ６５一Ｑ７９）
Ｑ６５

　　

股関節部の先天（性）変形

　

Ｑ６５．０

　　

先天性股関節脱臼＜先天股脱＞，一側

　　

性
－

　

Ｑ６５．１

　　

先天性股関節脱臼＜先天股脱＞，両側

　　

性

　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

　

Ｑ６５．２

　　

先天性股関節脱臼＜先天股脱＞，患側

　　　　

不明

　　　　　　　

、

　

Ｑ６５‐３

　　

先天性股関節亜脱臼，一側性

　

ノ

　

Ｑ６５．４・

　

先天性股関節亜脱臼，両側性

　

Ｑ６５．５

　　

先天性股関節亜脱臼，
．患側不明

　

Ｑ６５．６ 不安定股関節

　

Ｑ６５‐８

　　

股関節部のその他の先天（性）変形

　

Ｑ６５．９

　　

股関節の先天（性）変形，詳細不明
Ｑ６６

　　

足の先天（性）－変形
．Ｑ６６．０

　　

内反尖足

　

Ｑ６６‐１

　　

内反瞳足

　

Ｑ６６‐２

　　

内反中足

　

Ｑ６６‐３

　　

足のその他の先天（性）内反変形

　

Ｑ６６．４

　　

外反瞳足

　

Ｑ６６．５

　　

，先天性廉平足

　

Ｑ６６．６

　　

足のその他の先天（性）外反変形

、Ｑ６６．７

　　

凹足

　

Ｑ６６‐８

　　

足のその他の先天（性）変形

　

Ｑ６６‐９

　　

足の先天（性）変形，詳細不明
Ｑ６７

　　

頭部，顔面，脊柱及び胸部の先天（性）筋

　　　

骨格変形

　　　　　　　　　

′

　

Ｑ６７．０

　　

顔面非対称

　

Ｑ６７．１

　　

顔面圧縮＜圧迫顔面＞

　

Ｑ６７‐２

　　

長頭（症）

　

Ｑ６７．３

　　

斜頭（義）（症）

　

Ｑ６７．４

　　

頭蓋，顔面及び顎のその他の先天（性）

　　　　

変形

　　　　　　

▲

　

Ｑ６７．５

　　

脊柱の先天（性）変形

　

Ｑ６７．６ 漏斗胸

　

Ｑ６７．７

　　

鳩胸

　

Ｑ６７．８

　　

胸のその他の先天（性）変形
Ｑ６８

　　

その他の先天（性）筋骨格変形・

　

Ｑ６８‐０

　　

胸鎖乳突筋の先天（性）変形

　

Ｑ６８．１

　　

手の先天（性）変形

　

Ｑ６８．２

　　

膝の先天（性）変形

　

Ｑ６８‐３

　　

大腿骨の先天（性）賓曲
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Ｑ６８４

　　

膿骨及び緋骨の先天（性）蛮曲

　

Ｑ６８．５

　　

脚の長管骨の先天（性）竃曲，詳細不

　　　

明

　

Ｑ６８‐８

　　

その他の明示された先天（性）筋骨格

　　　　　

変形

Ｑ６９

　　

多指＜紐＞（症）

　

Ｑ６９‐０

　　

副 （手）・指

　

Ｑ６９‐１ 副母指

　

Ｑ６９．２

　　

副祉

　

Ｑ６９‐９

　

， 多指く蹴＞（症），詳細不明
Ｑ７０

　　

合指＜祉＞（症）

　

Ｑ７０．０

　　

癒合指

　

Ｑ７０．１

　　

みずかき＜翼状＞指

　

Ｑ７０．２ 癒合鮭

　

Ｑ７０３

　　

みずかき＜翼状＞蹴

　

Ｑ７０‐４

　　

多合指＜此＞（症）

　

Ｑ７０．９

　　

合指く職〉（症），詳細不明
Ｑ７１ 上肢の減形成

　

Ｑ７１．０

　　

上肢の先天（性）完全欠損

　

Ｑ７１‐１

　　

上腕及び前腕の先天（性）欠損，手の

　　　　

存在するもの

　

Ｑ７１．２

　　

前腕及び手の先天（一性）合併欠損．

　

Ｑ７１‐３

　　

手及び指の先天（性）欠損

　　

ー

　

Ｑ７１．４

　　

梯骨の縦線＜軸＞型欠損

　

Ｑ７１‐５

　　

尺骨の縦線＜軸＞型欠損

　

Ｑ７１‐６

　　

裂手

　

Ｑ７１．８

　　

上肢のその他の減形成

　

Ｑ７１．９

　　

上肢の減形成，詳細不明
Ｑ７２ 下肢の減形成

　

Ｑ７２‐０

　　

下肢の先天（性）完全欠損

　

Ｑ７２．１

　　

大腿及び下腿の先天（性）欠損，足の

　　　　

存在するもの

　

Ｑ７２‐２

　　

下腿及び足の先天（性）合併欠損

　

－

　

Ｑ７２‐３

　　

足及び紐＜足ゆび＞の先天（」性）欠損

　

Ｑ７２．４ 大腿骨の縦線＜軸〉型欠損

　

Ｑ７２‐５

　　

鰹骨の縦線＜軸＞型欠損

　

Ｑ７２．６

　　

勝骨の縦線＜軸＞型欠損
Ｑ７２．７

　　

裂足

Ｑ７２．８

　　

下肢のその他の減形成
Ｑ７２．９

　　

下肢の減形成，詳細不明
Ｑ７３ 詳細不明の（四）肢の減形成
Ｑ７３．０

　　

詳細不明の（四）肢の先天（性〕欠損
Ｑ７３．１

　　

フオコメリー＜あざらし肢症＞，詳細

　　　　

不明の （四） 肢

Ｑ７３‐８，

　

詳細不明の（四）肢のその他の減形成

Ｑ７４

　　

（四）肢のその他の先天奇形

　

Ｑ７４．０

　　

上肢のその他の先天奇形，肩甲帯を含

　　　

む

　

Ｑ７４．１

　　

膝の先天奇形

　

Ｑ７４．２

　　

下肢のその他の先天奇形，骨盤帯を含

　　　

む

　　　　　　　　

、

　

Ｑ７４．３

　　

先天性多発性関節拘縮（症）

　

Ｑ７４．８

　　

（四）肢のその他の明示された先天奇

　　　

形

　

Ｑ７４．９

　　

（四）肢の詳細不明の先天奇形
Ｑ７５

　　

頭蓋及び顔面骨のその他の先天奇形

　

Ｑ７５．０

　　

頭蓋骨（早期）癒合症

　

Ｑ７５．１

　　

頭蓋顔面異骨症＜頭蓋顔面骨形成不

　　　　　

全症＞

　

Ｑ７５‐２

　　

両眼開＜幅＞離＜眼間開難＞

　

Ｑ７５．３

　　

巨頭（蓋）症＜大頭（蓋）症＞

　

Ｑ７５‐４

　　

下顎顔面異骨症＜下顎顔面骨形成不

　　　　　

全症＞

　

Ｑ７５‐５

　　

眼下顎異骨症〈眼下顎骨形成不全

　　　　

症＞

　

Ｑ７５．８

　　

頭蓋及び顔面骨のその他の明示され

　　　　　

た先天奇形

　

Ｑ７５．９

　　

頭蓋及び顔面骨の先天奇形，詳細不明
Ｑ７６

　　

脊柱及び骨性胸郭の先天奇形

　

Ｑ７６．０

　　

潜在性二分脊椎＜脊椎披〈破〉裂〉

　

Ｑ７６‐１

　　

クリッパ〉レ・フェーノしくＫ１ｉｐｐｅｌ‐

　　　　　

Ｆｅｉｌ＞症候群

　

Ｑ７６‐２ 先天性脊椎すべり症

　

Ｑ７６．３

　　

先天性骨奇形による先天性（脊柱）側

　　　　　

湾（症）

　

Ｑ７６．４

　　

脊柱のその他の先天奇形，（脊柱）側

　　　　　

毒（症）に関連しないもの

　

Ｑ７６‐５‐

　

頚肋

　

Ｑ７６．６

　　

肋骨のその他の先天奇形

　

Ｑ７６．７

　　

胸骨の先天奇形

　

Ｑ７６．８

　　

骨性胸郭のその他の先天奇形

　

Ｑ７６．９

　　

骨性胸郭の先天奇形，詳細不明
Ｒ７７

　　

骨軟骨異形成＜形成異常＞（症），長管骨

　　　

及び脊椎の成長障害を伴うもの

　

Ｑ７７．０

　　

軟骨無発生（症）

　

Ｑ７７．１ 致死性小人症

　

Ｑ７７‐２

　　

短肋骨症候群

　

Ｑ７７‐３

　　

点状軟骨異形成＜形成異常＞（症）

　

Ｑ７７４

　　

軟骨無形成（症）

　

Ｑ７７．５

　　

ダイアストロフィー性骨異形成＜形成

　　　　　

異常〉（症）

　

Ｑ７７．６

　　

軟骨外魅葉性異形成＜形成異常＞

　　　　　　

伍≧）

　

Ｑ７７．７

　　

脊椎骨端骨異形成＜形成異常＞

　

｛症）

　

Ｑ７７‐８

　　

その他の骨軟骨異形成＜形成異常＞

　　　　　　

（症），長管骨及び脊椎の成長障害を

　　　　

伴うもの

　

Ｑ７ ９

　　

骨軟骨異形成＜形成異常＞（症），長

　　　　　

管骨及び脊椎の成長障害を伴うもの，

　　　　　

詳細不明
Ｑ７８

　　

その他の骨軟骨異形成＜形成異常＞（症）

　

Ｑ７８．０

　　

骨形成不全（症）

　

Ｑ７８‐１

　　

多骨性線維性骨異形成＜形成異常〉

　　　　　

（症）

　

Ｑ７８．２

　　

大理石骨病

　　　　

、

　

Ｑ７８‐３

　　

進行性骨幹異形成＜形成異常＞（症）

　

Ｑ７８．４

　　

内軟骨腫症

　

」

　

Ｑ７８‐５‐

　

骨幹端異形成＜形成異常〉（症）

　

Ｑ７８．６ 多発性先天性外骨（腫）症

　

Ｑ７８．８

　　

その他の明示された骨軟骨異形成＜

　　　　　

形成異常＞（症）

　

Ｑ７８．９

　　

骨軟骨異形成＜形成異常＞（症），詳

　　　　　

細不明

Ｑ７９

　　

筋骨格系の先天奇形，他に分類されないも

　　

の

　

Ｑ７９‐０ 先天性横隔膜ヘルニア

　

Ｑ７９．１

　　

横隔膜のその他の先天奇形

　

Ｑ７９‐２

　　

勝帯ヘルニア

　

Ｑ７９．３

　

ｒ腹壁破裂（症）

　

Ｑ７９．４

　　

プルンベリー＜ｐｒｕｎｅｂｅｌｌｙ＞症候群

　

Ｑ７９．５

　　

腹壁のその他の先天奇形

　

Ｑ７９．６

　　

エ ー ラ ス ・ ダ ンロ ス ＜Ｅｈｌｅｒｓ‐

　　　　　

Ｄａｎｌｏｓ＞症候群

　

Ｑ７９．８

　　

筋骨格系のその他の先天奇形

　

Ｑ７９．９

　　

筋骨格系の先天奇形，詳細不明
その他の先天奇形（Ｑ８０－Ｑ８９）
Ｑ８０

　　

先天Ｊ総魚りんせん〈鱗癖〉

　

Ｑ８０．０

　　

尋常性魚りんせん＜鱗癖＞

　

Ｑ８０．Ｉ

　　

Ｘ連鎖」Ｅ生魚りんせん＜鱗癖＞

　

Ｑ８０．２

　　

葉状魚りんせん〈鱗癖＞

　

Ｑ８０．３ 先天性水痘性魚りんせん＜鱗癖＞様

　　　　

紅皮症

　

Ｑ８０．４ 道化師（様）胎児

　

Ｑ８０‐８

　　

その他の先天・塗魚りんせん＜鱗癖＞

　

Ｑ８０．９

　　

先天性魚りんせん＜鱗際＞，詳細不明
Ｑ８１

　　

表皮水庖症・

　

Ｑ８１‐０ 単純性表皮水庖症

Ｑ８１‐Ｉ

Ｑ８１．２

致死型表皮水癌症
栄養障害型表皮水庖症

・Ｑ８Ｌ８ その他の表皮水庖症

　

Ｑ８１．９ 表皮水庖症，詳細不明
Ｑ８２

　　

皮膚のその他の先天奇形

　

Ｑ８２．０ 遺伝性リンパ浮腫

　

Ｑ８２．１

　

・色素性乾皮症

　

Ｑ８２‐２

　　

肥満細胞症

　

Ｑ８２．３

　　

色素失調症

　

Ｑ８２．４

　　

外膝葉性異形成＜形成異常〉（症）（無

　　　　　

（発）汗（症）性）

　

Ｑ８２．５

　

、 先天性非腫班〈非新生物〉性母斑

　

Ｑ８２‐８

　　

皮膚のその他の明示された先天奇形フ

　

Ｑ８２‐９

　　

皮膚の先天奇形，詳細不明
Ｑ８３ 乳房の先天奇形

　

Ｑ８３．０

　　

無乳頭（症）を伴う乳房の先天（性）

　　　　　

欠損

　

Ｑ８３．１

　　

副乳房

　

Ｑ８３．２

　　

無乳頭 （症）

　　　　　　　　　　　

＼

　

Ｑ８３．３

　　

副乳頭

　

‐

　　　　　　　　　

ー

　

Ｑ８３‐８

　　

乳房のその他の先天奇形多

　

Ｑ８３．９

　　

乳房の先天奇形，詳細不明
Ｑ８４

　　

外皮のその他の先天奇形多

　

Ｑ８４．０

　　

先天性脱毛（症）

　

Ｑ８４．１

　　

毛髪の先天性形態学的障害－他に分類

　　　　　

されないもの

　

Ｑ８４‐２

　　

毛髪のその他の先天奇形り

　

Ｑ８４．３

　　

無爪（症）

　

Ｑ８４．４

　　

先天性爪（甲）白斑（症）

　

Ｑ８４‐５

　　

巨爪及び肥厚爪

　

Ｑ８４‐６

　

・爪のその他の先天奇形

　

Ｑ８４‐８

　　

外皮のその他の明示された先天奇形

　

Ｑ８４．９

　　

外皮の先天奇形，．詳細不明、
Ｑ８５

　　

母斑症，他に分類されないもの

　

Ｑ８５‐０

　　

神経線維腫症，（非悪Ｊ性）

　

Ｑ８５．１ 結節性硬化症

　

Ｑ８５．８

　　

その他の母斑症圧，他に分類されないも

　　　

の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　

Ｑ８５．９

　　

母斑症，詳細不明
Ｑ８６

　　

既知の外因による先天奇形症候群，他に分

　　　　

類されないもの

　

Ｑ８６．ｏ

　

ｒ

　

胎児アルコール症候群（異形性）

　

Ｑ８６．１

　　

胎児ヒダントイン症候群

　

Ｑ８６．２

　　

ワーフアリンによる形態異常

　

Ｑ８６．８

　　

既知の外因によるその他の先天奇形

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

症候群
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Ｑ８７

　

・多系統に及ぶその他の明示された先天奇形

　　　

症候群

　

Ｑ８７．０

　　

先天奇形症候群，主として顔貌異常を

　　　　

伴うもの

　

Ｑ８７‐１

　　

先天奇形症候群，主として低身長を伴

　　　　

うもの

　　　

Ｊ

　

Ｑ８７‐２‐． 先天奇形症正候群，主として（四）肢の

　　　　

障害されたもの

　

Ｑ８７‐３

　　

早期過（剰）成長を含む先天奇形症候

　　

群

　

Ｑ８７４

　　

マルファン＜Ｍａｒｆａｎ＞症候群

　

Ｑ８７５

　　

その他の骨格変化を伴うその他の先天

　　　　　

奇形症候群

　

Ｑ８７．８

　　

その他の明示された先天奇形症候群，

　　　　　

他に分類されないもの
Ｑ８９

　　

その他の先天奇形，他に分類されないもの

　

Ｑ８９‐０

　

・牌の先天奇形

　

Ｑ８９‐１

　　

副腎の先天奇形

　

Ｑ８９．２

　　

その他の内分泌腺の先天奇形

　

Ｑ８９．３ 内臓逆位

　

Ｑ８９．４

　　

結合く二重＞体＜結合双体＞

　

Ｑ８９．７

　　

多発先天奇形，他に分類されないもの

　

Ｑ８９．８

　　

その他の明示された先天奇形

　

Ｑ８９．・９

　

・先天奇形，詳細不明
染色体異常，他に分類されないもの（Ｑ９０－Ｑ９９）
Ｑ９０

　　

ダウン＜Ｄｏｗｎ＞症候群

　

Ｑ９０‐０

　　

２１ トリソミー，成熟＜減数＞分裂時

　　　　

の不分離によるもの

　

Ｑ９０‐１

　　

２１ トリソミー，モザイク （有糸分裂
‐

　　　　　

時の不分離による）

　

Ｑ９０．２

　　

２１トリソミー， 転座

　

Ｑ９０．９

　　

ダウン＜Ｄｏｗｎ＞症候群， 詳細不明

Ｑ９１

　　

エドワーズ＜Ｅｄｗａｒｄｓ＞症候群及びバトー

　　　

＜ｐａｔａｕ＞症候群

　　　　

‐

　

Ｑ９１．０

　　

１８ トリソーミー，成熟＜減数＞分裂時

　　　　　

の不分離によるもの

　

Ｑ９１．１

　

１８ トリソミー，モザイク１（有糸分裂

　　　　　

時の不分離によ‐る）

　

Ｑ９１．２

　

．１８トリソミー， 転座

　

Ｑ９１．３

　　

エドワーズ＜Ｅｄｗａｒｄｓ＞症候群， 詳細

　　　　

不明′

　

Ｑ９１．４

　　

１３トリソミー，成熟〈減数＞分裂時

　　　　　

の不分離によるもの

　

Ｑ９１．５

　　

１３ トリソミー，モザイク（有糸分裂

　　　　

時の不分離による）

　

Ｑ９１．６

　　

１３トリソミー， 転座

　

Ｑ９１．７

　　

パトー＜Ｐａｔａｕ〉症候群，詳細不明
Ｑ９２

　　

常染色体のその他のトリソミー及び部分ト

　　　

リソミー，他に分類されないもの

　

Ｑ９２．０

　

． 染色体トリソミー，成熟＜減数＞分裂

　　　　

時の不分離によるもの

　

Ｑ９２‐１

　　

染色体トリソ・ミー，モザイク（有糸分

　　　　　

裂時の不分離による）
Ｑ９２‐２， 大部分トリソミー

　

Ｑ９２．３ 小部分トリソミー

　

Ｑ９２４

　　

重複，有糸分裂前中期のみにみられる

．

　　　　

もの

　

Ｑ９２．５

　　

重複，その他の複雑な再配列を伴うも

　　　

の

　

Ｑ９２．６ 過剰マーカー染色体

　

Ｑ９２‐７

　　

三倍性及び倍数性

　

Ｑ９２．８

　　

常染色体のその他の明示されたトリソ

　　　　　

ミー及び部分トリソミー

　

Ｑ９２．９

　　

常染色体のトリソミー及び部分トリソ

　　　　　

ミー，詳細不明
Ｑ９３

　　

常染色体のモノソミー及び欠失，他に分類

　　　

されないもの

　

Ｑ９３．０

　　

染色体モノソミー，成熟＜減数＞分裂

　　　　　

時の不分離によるもの

　

Ｑ９３‐１‐染色体モノソミー，モザイク（有糸分

　　　　　

裂時の不分離による）

　

Ｑ９３‐２ 環状染色体又は二動原体染色体を伴

　　　　　

う染色体

　

Ｑ９３‐３

　　

４番短腕欠失

　

Ｑ９３‐４

　　

５番短副腕欠失

　

Ｑ９３‐５

　

，その他の染色体部分欠失

　

Ｑ９３‐６

　　

有糸分裂前中期のみにみられる欠失

　

Ｑ９３‐７

　　

その他の複ｉ雑な再配列を伴う欠失

　

Ｑ９３．８

　　

常染色体のその他の欠失

　

Ｑ９３．９

　　

常染色体欠失，詳細不明
Ｑ９５

　　

均衡型再配列及びマーカー（染色体），他

　　　

に分類されないもの

　

Ｑ９５．０

　　

均衡型転座及び挿入，正常個体におけ

　　　　

るもの

　　　　　　　　　　　

・

　

Ｑ９５．１－

　

染色体逆位，正常個体におけるもの

　

Ｑ９５．‐２

　　

常染色体性均衡型再配列，異常個体に

　　　　

おけるもの

　

Ｑ９５．３

　　

性／常染色体均衡型再配列，異常個体

　　　　　

におけるもの

　

Ｑ９５‐４

　　

マーカーヘテロクロマチンを伴う個体

　

Ｑ９５‐５

　　

常染色体のぜい＜脆＞弱部位を伴う

　　　　

個体

　　　　　　　　　　　

．

Ｑ９５．８

　　

その他の均衡型再配列及びマーカー

　　　　　

（染色体）
Ｑ９５．９

　　

均衡型再配列及びマーカー（染色体）

　　　　

， 詳細不明

Ｑ９６

　　

ターナー＜Ｔｕｒｎｅｒ＞症候群
Ｑ９６．ｏ・

　

核型４５，Ｘ

　　　　　　　　

．
Ｑ９６‐１

　　

核型４６，Ｘｉｓｏ（Ｘ少
Ｑ９６↓２

　　

核型４６，Ｘ，‐性染色体異常を伴うもの

　　　　　

，ｉｓｏ‐（Ｘのを除く

Ｑ９６‐３

　

‐モザイク，４５，Ｘ／４６，ＸＸ又はＸＹ

Ｑ９６．４

　　

モザイク，４５，Ｘ／性染色体異常を伴う

　　　　

その他の細胞系
Ｑ９６‐８

　　

ターナー＜Ｔｕｒｎｅｒ＞症候群のその他

　　　　

の変異型
Ｑ９６．９

　　

ターナー＜Ｔｕｒｎｅｒ＞症候群，詳細不明

Ｑ９７

　　

その他の性染色体異常，女性表現型，他に

　　　

分類されないもの
Ｑ９７．０

　　

核型 ４７，力α＜ト・リブロ

　

Ｘ〉く）唖 女

　　　　

性＞

Ｑ９７．１

　　

４本以上のＸ染色体を持つ女性

　

Ｑ９７．２

　　

モザイク，種々のＸ‐染色体数を持つ細

　　　　

胞系

　

Ｑ９７．３

　　

４６，雅核型を持つ女性＜ＸＹ女性＞

－Ｑ９７．８

　　

その他の明示された性染色体異常，女

　　　　　

性表現型

　

Ｑ９７．９

　　

性染色体異常，女性表現型，詳細不明

Ｑ９８

　　

その他の性染色体異常，男性表現型，他に

　　　

分類されないもの

　

Ｑ９８．０

　　

クラインフェノレター＜Ｋ１ｉｎｅｆｅｌｔｅｒ・＞

　　　

症候群，核型４７，皿

　

Ｑ９８．１

　　

クラインフェノレター＜Ｋ１ｉｎｅｆｅｌｔｅｒ〉

　　　　

症候群，３本以上のＸ染色体を持つ男

　　

性

　

Ｑ９８．２

　　

クラインフエルター＜Ｋ１ｉｎｅｆｅｌｔｅｒ＞

　　　　

症候群，４６，ＸＸ核型を持つ男性
Ｑ９８．３

　

ノ

　

４６，ＸＸ核型を持つその他の男性＜ＸＸ

Ｑ９８．４

Ｑ９８．
′５

Ｑ９８」６

Ｑ９８．７

Ｑ９８‐８
‐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、
Ｑ９８‐９

男性＞

　　　　　　　　　

▲

クラインフェノレター＜Ｋ１ｉｎｅｆｅｌｔｅｒ＞

症候群，詳細不明
核型・４７，ＸＹＹ＜〆離男性＞
性染色体構造異常を持つ男性
性染色体モザイ・クを持つ男性
その他の明示された性染色体異常，男
性表現型
性染色体異常，男性表現型，詳細不明

循環器系及び呼吸器系に関する症正状及び徴候（ＲＯ０
一ＲＯ９）

ＲＯＯ

　　

心拍の異常
ＲＯＯ．０

　　

頻脈，詳細不明
ＲＯＯ．１▲

　

徐脈，詳細不明
ＲＯＯ．２

　　

動樺

ＲＯＯ．８

　　

その他及び瑠に細不明の心拍の異常
ＲＯＩ

　　

心雑音及びその他の心音
ＲＯ１‐０

　　

良性及び無害性心雑音

　

“

ＲＯ１‐１
・

　

心雑音，詳細不明
ＲＯ１‐２

　　

その他の心音◆

Ｒ０２

　　

え＜壊＞痘，他に分類されないもの
Ｒ０３

　　

血圧測定における異常で診断されていない

　　

もの

　　

．′

　　　　　　　　　

．
Ｒ０３．０

　　

高血圧（症）と診断されない血圧上昇

　　　　

記録
Ｒ０３．１

　　

非特異的な血圧低下
Ｒ０４

　　

気道からの出血
Ｒ０４．０ 鼻出血
Ｒ０４．１ 咽喉部＜のど＞出血

Ｒ０４．２， ．略血

　　

．

　

Ｒ０４‐８

　　

気道のその他の部位からの出血．

　

Ｒ０４‐９

　　

気道からの出血，詳細不明
Ｒｏ５

　　

咳

　　　

ー

Ｒ０６

　　

呼吸の異常

　

Ｒ０６‐０ 呼吸困難

　

Ｒ０６．１

　　

瑞嶋＜Ｓｔｒｉｄｏｒ＞

　

Ｒ０６．２

　　

端鳴くＷｈｅｅｚｉｎｇ＞

　

Ｒ０６‐３ 周期性呼吸

　

Ｒ０６‐４ 過呼吸

　

Ｒ０６５ ロ呼吸

　

Ｒ０６．６

　　

しゃっくり＜吃逆＞

　

Ｒ０６．７

　　

くしやみ

　　　　　　

▼

　

Ｒ０６‐８

　　

その他及び詳細不明の呼吸の異常

Ｑ９９

　　

その他の染色体異常，他に分類されないも

　　

の

Ｑ９９．Ｏ

Ｑ９９．１

Ｑ９９．２

Ｑ９９．８

Ｑ９９．９

キメラ４６，ＸＸ／４６，ＸＹ

４６，ＸＸの真性半陰陽
ぜいく脆＞弱Ｘ染色体
その他の明示された染色体異常
染色体異常，詳細不明

症状，徴候及び異常臨床所見・
異常検査所見で他に分類されな
いもの （ＲＯＯ－Ｒ９９）



Ｒ０７ 咽喉痛及び胸痛

　

Ｒ０７‐０ 咽喉痛

　

Ｒ０７．１ 呼吸時の胸痛

　

Ｒ０７．２・

　

前胸部痛
Ｒ０７．３ その他の胸痛
Ｒ０７４

　　

胸痛，詳細不明
ＲＯ９一

　

循環器系及び呼吸器系に関するその他の

　　　

症状及び徴候

　

ＲＯ９‐０

　　

窒息

　

ＲＯ９‐１ 胸膜炎

　

ＲＯ９‐２ 呼吸停止

　

ＲＯ９．３

　　

略療異常

　

ＲＯ９‐８

　　

循環器系及び呼吸器系に関するその

　　　　

他の明示された症状及び徴候
消化器系及び腹部に関する症状及び徴候（ＲＩ０一
ＲＩ９）

ＲＩＯ

　　

腹痛及び骨盤痛

　

ＲＩＯ．０

　　

急性腹症正
ＲＩＯ．１

　　

上腹部に限局した痔痛
ＲＩ０‐２二 骨盤痛及び会陰痛

群

　

Ｒ，ｏ‐３

　

下腹部のその他の部位；こ限局した痔
痛

　

ＲＩ０‐４

　　

その他及び詳細不明の腹痛
ＲＩＩ 悪心及び唖吐
Ｒ１２ 胸やけ
Ｒ１３

　　

えん〈嚇〉下障害
Ｒ１４

　　

鼓腸及び関連病態
Ｒ１５ 便失禁
Ｒ１６

　　

肝腫大及び牌腫，他に分類されないもの

　

Ｒ１６．０

　　

肝腫大，他に分類されないもの

　

Ｒ１６．１

　　

牌腫，他に分類されないもの
Ｒ１６老

　　

牌腫を伴う肝腫大，他に分類されない
もの

Ｒ１７ 詳細不明の黄痘
Ｒ１８

　　

腹水
ＲＩ９

　　

消化器系及び腹部に関するその他の症状

　　　

及び徴候
ＲＩ９‐０

　　

腹腔内及び骨盤内腫脹，腫癌＜ｍａｓｓ＞
及び塊＜ｌｕｍｐ＞

ＲＩ９．１

　　

腸音異常
ＲＩ９．２

　　

ぜん＜嬬＞動可視
ＲＩ９‐３

　　

筋性防御＜筋防衛＞
ＲＩ９４ 排便習慣の変化
ＲＩ９．５ その他の異常便
ＲＩ９．６

　　

口臭

ＲＩ９．８

　　

消化器系及び腹部に関するその他の
明示された症状及び徴候

皮膚及び皮下組織に関する症状及び徴候（Ｒ２０一
Ｒ２３）

　　　　　　　　

‐
Ｒ２０

　　

皮膚感覚障害

　

Ｒ２０‐‐０

　　

皮膚の知覚＜感覚＞脱失

　

Ｒ２０．１

　

、皮膚の知覚〈感覚＞低下

　

Ｒ２０．２

　　

皮膚の知覚＜感覚＞異常（症）

　

Ｒ

　

２０．３ 知覚＜感覚＞過敏

　

Ｒ２０‐８

　　

その他及び詳細不明の皮膚感覚障害
Ｒ２１

　　

発疹及びその他の非特異性皮疹
Ｒ２２

　　

皮膚及び皮下組織の限局性腫脹，腫癌＜
ｍａｓｓ＞及び塊＜ｌｕｍｐ＞

Ｒ２２‐０

　　

限局性腫脹，腫痛くｍａｓｓ＞及び塊＜
ｌｕｍｐ＞，頭部

Ｒ２２．１

　　

限局性腫脹，腫癌＜ｍａｓｓ＞及び塊＜
ｌｕｍｐ＞， 頚部

　

Ｒ

　

２２‐２，

　

限局性腫脹，腫痛くｍａｓｓ＞及び塊く

　　　　　

ｌｕｍｐ＞， 体幹

　

Ｒ２２．３

　　

限局性腫脹，腫痛くｍａｓｓ＞及び塊＜

　　　　　

ｌｕｍｐ＞， 上肢

　

Ｒ

　

２２．４

　　

限局性腫脹，腫痛くｍａｓｓ＞及び塊く

　　　　　

ｌｕｍｐ＞， 下肢

　

Ｒ２２．７

　

‐限局性腫脹，腫痛くｍａｓｓ＞及び塊く

　　　　　

ｌｉｍｐ〉， 多部位

　

Ｒ

　

２２．９

　　

限局性腫脹，腫癌＜ｍａｓｓ＞及び塊く
．

　　　　　

ｌｕｍｐ＞， 部位不明

Ｒ２３ その他の皮膚変化

　

Ｒ２３‐０

　　

チアノーゼ～

　

Ｒ２３．１

　

，蒼白

　

Ｒ２３．２

　　

顔面紅潮

　

Ｒ２３‐３ 特発性斑状出血

　

Ｒ

　

２３．４・ 皮膚組織の変化

　

Ｒ２３．８

　　

その他及び詳細不明の皮膚変化
神経系及び筋骨格系に関する症状及び徴候（Ｒ２５
－Ｒ２９） ・

　

ー
Ｒ２５ 異常不随意運動

　

Ｒ

　

２５．０ 異常頭部運動

　

Ｒ２５」工

　

振戦，詳細不明

　

Ｒ２５．２

　　

（有痛性）けいれん＜痩麟＞

　

Ｒ

　

２５．３

　　

線維束性れん＜撃＞縮
Ｒ２５．８

　

、 その他及び詳細不明の異常不随意運
動

Ｒ２６ 歩行及び移動の異常
Ｒ２６．０

　　

失調性歩行
Ｒ

　

２６．１

　　

麻淳性歩行

Ｒ２６．２

　　

歩行困難，他に分類されないもの
Ｒ２６．３ 不動状態
Ｒ２６．８

　

‐歩行及び移動のその他及び詳細不明
の異常

Ｒ２７

　　

その他の協調運動障害
Ｒ

　

２７．０ 運動失調（症），詳細不明
Ｒ２７．８

　　

その他及び詳細不明の協調運動障害
Ｒ２９

　　

神経系及び筋骨格系に関するその他の症

　　　

状及び鮎徴候

　　　

－

　

Ｒ２９．０

　　

テタニー

Ｒ

　

２９」１

　　

髄腹症くメニンギスムス＞

　　　　

－
Ｒ２９．２

　　

異常反射
Ｒ２９‐３

　　

姿勢異常
Ｒ

　

２９．４ 股関節部クリック

Ｒ

　

２９‐６

　　

転倒傾向，他に分類されないもの
Ｒ

　

２９．８

　　

神経系及び筋骨格系に関するその他
及び群細不明の症状及び徴候

腎尿路系に関する症状及び徴候（Ｒ３０一Ｒ３９）
Ｒ３０

　　

排尿に関連する痔痛

　

Ｒ３ＱＯ 排尿困難

　

Ｒ３０．１

　

，謄暁しぶりく勝職テネスムス〉

　

Ｒ３０．９ 排尿痛，詳細不明
Ｒ３１ 詳細不明の血尿
Ｒ３２ 詳細不明の尿失禁
Ｒ３３

　　

尿閉

Ｒ３４

　

′

　

無尿及び乏尿く尿量減少＞
Ｒ３５

　　

多尿

Ｒ３６

　　

尿道分泌物
Ｒ３９

　　

尿路系に関するその他の症状及び徴候
Ｒ３９．０ 尿浸潤
Ｒ３９．１ その他の排尿困難
Ｒ３９‐２

　　

腎外性尿毒症
Ｒ３９．８

　　

尿路系に関するその他及び詳細不明
の症状及び徴候．

認識，知覚，情緒状態及び行動に関する症状及び
徴候 （Ｒ４０一Ｒ４６）

　　　　

．
Ｒ４０

　　

傾眠，昏迷及び昏睡

　

Ｒ４０．０ ．傾眠

　

Ｒ４０．１

　　

昏迷

　

Ｒ４０．２ 昏睡，詳細不明
Ｒ４１

　　

認知機能及び自覚に関するその他の症状

　　　

及び徴候

　

Ｒ４１．０

　　

失見当（織），詳細不明

　

Ｒ４１．１

　　

前向性健忘
Ｒ４１．２

　　

逆向性健忘
Ｒ４１‐３ その他の健忘

Ｒ４１‐８

　　

認知機能及び自覚に関するその他及
び詳細不明の症状及び徴候

Ｒ４２

　　

めまい＜肢量＞感及びよろめき感
Ｒ４３

　　

喚覚障害及び味覚障害
Ｒ４３．０

　　

無喚覚（症）
Ｒ４３．１

　　

喚覚錯誤く錯喚（覚）（症）＞
Ｒ４３．２

　　

味覚錯誤＜錯味（症）＞

　

‐
Ｒ４３．８

　　

喚覚及び味覚のその他及び詳細不明
の障害

Ｒ４４

　　

一般感覚及び知覚に関するその他の症状

　　　

及び徴候

　

Ｒ４４‐０

　　

幻聴

Ｒ４４．１

　　

幻視

Ｒ４４‐２ その他の幻覚
Ｒ４４‐３

　

・幻覚，詳細不明

　

・

Ｒ４４．８

　　

一般感覚及び知覚に関するその他及
び寧鎌田不明の症状及び徴候

Ｒ４５

　　

情緒状態に関する症状及び徴候
Ｒ４５‐０ 神経過敏
Ｒ４５．１

　　

情緒不安及び激越

　

，
Ｒ４５‐２

　　

落ち込み

Ｒ４５．３

　　

無気力及び感情鈍麻＜アパシー＞
Ｒ４５．４

　　

易刺激性＜易恐性＞及び塊ミリ
Ｒ４５．５

　　

敵意

Ｒ４５‐６ 暴力行為
Ｒ４５‐７
‘

　

情緒性ショック及びストレスの（持続）
状態，．詳細不明

Ｒ４５．８

　　

情緒状態に関するその他の症状及び

　　　　　

徴候
Ｒ４６

　　

外観及び行動に関する症状及び徴候
Ｒ４６．０

　　

個人衛生の著しいレベル低下
Ｒ４６．１

　　

奇異な外観
Ｒ４６‐２

　　

奇妙な行動及び不可解な行動
Ｒ４６．３ 活動過剰
Ｒ４６．４

　　

行動緩慢及び反応性低下
Ｒ４６‐５

　　

さい＜精＞疑性及び著明な逃避性
Ｒ４６．６

　　

ストレスの多いできごとへの過度の関
心及び没頭

Ｒ４６‐７

　　

異常に多弁で説明が詳しすぎるため，

　　　

相談や面接の理由が判然としない状

　　

態
Ｒ４６．８

　　

外観及び行動に関するその他の症状
及び徴候

言語及び音声に関する症状及び徴候（Ｒ４７一Ｒ４９）
Ｒ４７・ 言語の障害，他に分類されないもの
Ｒ４７．０

　　

不全失語（症）及び失語（症）



群

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の
め

　

Ｒ４７．１

　　

構音障害及び失椿語（症）

　

Ｒ４７．８

　　

その他及び詳細不明の言語の障害

　

．
Ｒ４８

　　

読字障害及びその他の表象機能の障害，他

　　　

に分類されないもの

　

Ｒ４８．０

　　

読字障害及び失読（症）

　

Ｒ４８‐１

　　

失認 （症）

　

Ｒ４８．２

　

・ 失行 （症）

　

Ｒ４８‐８

　　

その他及び詳細不明の表象機能の障

　　　

害

Ｒ４９

　　

音声の障害

　

Ｒ４９‐０

　　

発声障害＜発声困難＞

　

Ｒ４９‐１

　　

失声＜発声不能＞（症）

　

′

　

Ｒ４９．２

　　

高鼻音及び低鼻音

　

Ｒ４９．８

　　

その他及び詳細不明の音声の障害
全身症状及び徴候（Ｒ５０－Ｒ６９）
Ｒ５０

　　

その他の原因による熱及び不明熱

　

Ｒ５０．２ 薬剤性の発熱

　

Ｒ５０．８

　　

その他の明示された発熱
・Ｒ５０．９ 発熱，詳細不明
Ｒ５１

　　

頭痛
Ｒ５２

　　

疹痛，他に分類されないもの

　

Ｒ５２．０ 急性疹痛

　

Ｒ５２．１ 慢性難治性痔痛

　

Ｒ５２．２ その他の慢性痔痛

　

Ｒ５２．９

　

・疹痛，詳細不明
Ｒ５３ 倦怠（感）及びｈ疲労
Ｒ５４

　　

老衰
Ｒ５５ 失神及び虚脱
Ｒ５６

　　

けいれん＜痩墜＞，他に分類されないもの
．

　

Ｒ５６．０

　　

熱性けいれん＜痘準＞

　

Ｒ５６．８

　　

その他及び詳細不明のけいれん＜窪

　　　　

鞭＞

Ｒ５７

　

・ショック，他に分類されないもの

　

Ｒ５７．０

　　

心原性ショック

　

Ｒ５７‐１

　　

循環血液量減少性ショック

　

Ｒ５７．２ 敗血症性ショック

　

Ｒ５７‐８ その他のショック

　

Ｒ５７．９ ショック， 詳細不明

Ｒ５８

　　

出血，他に分類されないもの、
Ｒ５９ リンパ節腫大

　

Ｒ５９．０

　　

限局性リンパ節腫大

　

Ｒ５９．１ 全身性リンパ節腫大

　

Ｒ５９．９ リンパ節自重大，詳細不明
Ｒ６０

　　

浮腫，他に分類されないもの

　

Ｒ６０．０

　　

限局性浮腫

　

Ｒ６０．１ 全身性浮腫

Ｒ６０．９ 浮腫，詳細不明
Ｒ６１

　　

発汗過多＜多汗〉（症）

　

Ｒ６１．０

　　

限局性発汗過多〈多汗＞●（症）

　

Ｒ６１．１

　　

全身性発汗過多〈多汗＞（症）
Ｒ６Ｌ９

　　

発汗過多く多汗＞（症），詳細不明
Ｒ６２ 身体標準発育不足

　

Ｒ６２．０ 標準発達遅延

　

Ｒ６２．８

　　

その他の身体標、準発育不足

　

Ｒ６２‐９

　　

身体標準発育不足，詳細不明
Ｒ６３

　　

食物及び水分摂取に関する症状及び徴候

　

Ｒ６３．０ 食欲不振

　

Ｒ６３．１

　　

多飲 （症）

　

Ｒ６３‐２

　　

多食 （症）

Ｒ６３．３

　　

栄養補給の困難及び不適当な管理

　

Ｒ６３．４ 異常体重減少

　

Ｒ６３．５ 異常体重増加

　

Ｒ６３‐６

　　

セルフネグレクトによる食物及び水分

　　　　

の摂取不足

　　　　　　

′

Ｒ６３‐８

　　

食物及び水分摂取に関するその他の

　　　　

症状及び徴候
Ｒ６４ 悪液質
Ｒ６５

　　

全身性炎症反応症候群［ＳＩＲＳ］

　

・
Ｒ６５．０

　　

感染症が原因の全身性炎症反応症候

　　　　

群，臓器不全を伴わないもの
Ｒ６５．１

　　

感染症が原因の全身性炎症反応症候

　　　　

群，臓器不全を伴うもの

　

Ｒ６５．２

　　

感染症が原因でない全身性炎症反応

　　　　

症候群，臓器不全を伴わないもの

　

ノ

　

Ｒ６５．３

　　

感染症が原因で・ない全身性炎症反応

　　　　

症候群，臓器不全を伴うもの

　

Ｒ６５．９

　　

全身性炎症匝反応症候群，詳細不明
Ｒ６８

　　

その他の全身症状及び徴候

　　　　　　

．
Ｒ６８．０

　　

低体温，外界の低温状態に関連しない

　　　　

もの

　　

，

　　　　　　　　

．

　

Ｒ６８．１ 乳児特有の非特異的症状

　

Ｒ６８．２

　　

口内乾燥， 詳細不明

　

Ｒ６８．３

　　

（太鼓）ばち指

　

Ｒ６８‐８

　　

その他の明示された全身症状及び徴

　　

候
Ｒ６９

　　

原因不明及び詳細不明の疾病
血液検査の異常所見，診断名の記載がないも・の
（Ｒ７０一Ｒ７９）

Ｒ７０

　　

赤血球沈降速度促進及び血嫌粘（欄）度の

　　　

異常

　

Ｒ７００ 赤血球沈降速度促進

　

Ｒ７０‐１

　　

血票粘（縄）度異常

Ｒ７１

　　

赤血球の異常

　

・
Ｒ７２

　　

白血球の異常，他に分類されないもの
Ｒ７３ 血糖ィ直上昇
Ｒ７３．０ ブドウ糖負荷試験異常
Ｒ７３‐９ 高血糖，詳細不明
Ｒ７４ 血清酵素値異常
Ｒ７４．０ トランスアミナーゼ

ー（値）及び乳酸脱

　　　　　

水薬酵素［ＩＤＨ］て値）の上昇
Ｒ７４．８

　

・その他の血清酵素の異常値
Ｒ７４．９

　　

詳細不明の血清酵素の異常値
Ｒ７５

　　

ヒト免疫不全ウイルス［ＨＩＶ］の検査陽性
Ｒ７６

　　

血清のその他の免疫学的異常所見
Ｒ７６‐０

　　

抗体価上昇
Ｒ７６．１ ツベルクリン検査の異常反応
Ｒ７６．２ 梅毒血清反応偽陽性
Ｒ７６．８

　　

血清のその他の明示された免疫学的

　　　　

異常所見

　

Ｒ７６．９

　　

血清の免疫学的異常所見，詳細不明
Ｒ７７

　　

血梁タンパク〈蛋白＞のその他の異常
Ｒ７７．０ アルブミンの異常
Ｒ７７．１ グロプリンの異常

Ｒ７７．２ アルファフェトプロテインの異常

Ｒ７７．８

　　

血票タンパク＜蛋白＞●のその他の明示

　　　　

された異常
Ｒ７７．９‐

　

血繋タンパク＜蛋白＞の異常，詳細不

　　　

明

Ｒ７８・

　

正常ではコ血中から検出されない薬物及びそ

　　　

の他の物質の検出
Ｒ７８．０

　　

血中のアルコールの検出

　

Ｒ７８．１

　　

血中のアヘン薬物の検出
Ｒ７８．２

　　

血中のコカインの検出

Ｒ７８‐３

　　

血中の幻覚剤の検出
Ｒ７８‐４′

　

血中の暗癖傾向のあるその他の薬物

　　　　

の検出

　

Ｒ７８↓５

　　

血中の向精神薬の検出
Ｒ７８．６

　　

血中のステロイ ド物質の検出

Ｒ７８‐７

　　

血中の重金属の異常値
Ｒ７８‐８

　　

その他の明示された物質の検出，正常

　　　　

では血中から検出されないもの
Ｒ７８‐９

　　

詳細不明の物質の検出，正常では血中

　　　　

から検出されないもの

Ｒ７９

　　

その他の血液化学的異常所見

　

Ｒ７９‐０

　　

血中ミネラル＜鉱質＞異常値

　

Ｒ７９．８

　　

その他の明示された血液化学的異常

　　　　

所見

　

Ｒ７９．９

　　

血液化学的異常所見，詳細不明

尿検査の異常所見，診断名の記載がないもの（Ｒ８０
一Ｒ８２）

Ｒ８０ 単独タンパク＜蛋白＞尿
Ｒ８１

　　

尿糖

　　　　　　

▲

Ｒ８２

　　

尿のその他の異常所見
Ｒ８２．０

　　

乳びく廉〉尿
Ｒ８２．１ ミオグロビン尿

Ｒ８２．２

　　

－胆汁色素尿
Ｒ８２．３

　　

ヘモグロビン＜血色素＞尿症
Ｒ８２‐４ アセトン尿

　

Ｒ８２．５

　　

薬物，医薬品及び生物学的製剤の尿中

　　　　

値の上昇
Ｒ８２‐６

　　

薬用を主としない物質の尿中値の異

　　

常
Ｒ８２‐７

　　

尿の微生物学的検査における異常所

　　

見

Ｒ８２‐８

　　

尿の細胞学的及び組織学的検査にお

　　　　　

ける異常所見
Ｒ８２‐９

　　

尿のその他及び詳細不明の異常所見
その他の伽液，検体＜材料＞及び組織の検査の異
常所見，診断名の記載がないもの（Ｒ８３－Ｒ８９）
下記の４桁細分類項目は項目Ｒ８３しＲ８９に使用する

　　

‐０ 酵素の異常値

　　

‐１

　

ホルモンの異常値・

　

，

　　

．２

　　

その他の薬物，医薬品及び生物学的製

　　　　

剤の異常値

　　

‐３

　

薬用を主としない物質の異常値

　　

．４ 免疫学的異常所見

　　

‐５ 微生物学的異常所見

　　

‐６ 細胞学的異常所見

　　

．７‐組織学的異常所見

　

＼

　　

‐８

　

その他の異常所見

　　

．９ 詳細不明の異常所見
Ｒ８３

　　

脳脊髄液に関する異常所見
Ｒ８４

　

呼吸器及び胸部＜郭〉からの長鉢〈材

Ｒ８５

Ｒ８６

Ｒ８７

Ｒ８９

料＞の異常所見
消化器及び腹腔からの検体＜材料〉の異
常所見
男性生殖器からの検体＜材料＞の異常所
見

　

女性生殖器からの検体＜材料＞の異常所

－見
その他の臓器，器官系及び細織からの検体
＜材料＞の異常所見



（中
Ｎ
ｍ
紙
家
中
）

画像診断及び機能検査における異常所見，診断名
－の記載がないもの （Ｒ９０－Ｒ９４）

Ｒ９０

　　

中枢神経系の画像診断における異常所見

　

Ｒ９ＱＯ

　　

頭蓋内占拠性病変

　

Ｒ９０．８

　　

中枢神経系の画像診断におけるその

　　　　　

他の異常所見
Ｒ９１

　　

肺の画像診断における異常所見
Ｒ９２

　　

乳房の画像診断における異常所見
Ｒ９３

　　

その他の身体構造の画像診断における異常

　　　

所見

　

Ｒ９３．０

　　

頭蓋及び頚部の画像診断における異

　　　　　

常所見，他に分類されないもの

　

Ｒ９３．１

　　

心臓及び冠循環の画像診断における

　　　　　

異常所見

　

Ｒ９３‐２

　　

肝及び胆道の画像診断における異常

　　　　　

所見

　　

．
－

　

Ｒ９３‐３

　　

消化管のその他の部位の画像診断に

　　　　

－おける異常所見

　

Ｒ９３．４

　　

泌尿器の画像診断における異常所見

　

Ｒ９３．５

　　

後腹膜を含むその他の腹部の画像診

　　　　　

断における異常所見

　

Ｒ９３‐６

　　

（四）肢の画像診断における異常所見

　

Ｒ９３‐７

　　

筋骨格系のその他の部位の画像診断

　　　　　

における異常所見

　

Ｒ９３‐８

　　

その他の明示された身体構造の画像

　　　　　

診断における異常所見
Ｒ９４ 機能検査の異常所見

　

Ｒ９４‐０

　　

中枢神経系の機能検査における異常

　　　　　

所見

　

Ｒ９４．１

　　

末梢神経系及び特殊感覚の機能検査

　　　　　

における異常所見

　

Ｒ９４‐２ 肺機能検査の異常所見

　

Ｒ９４‐３

　　

心血管機能検査の異常所見

　

Ｒ９４．４

　　

腎機能検査の異常所見．

　

Ｒ９４‐５

　　

肝機能検査の異常所見

　　

－

　

Ｒ９４‐６

　　

甲状腺機能検査の異常所見

　

Ｒ９４．７

　　

その他の内分泌棚給８検査の異常所見

　

Ｒ９４．８

　　

その他の臓器及び器官系の機能検査

　　　　　

における異常所見
診断名不明確及び原因不明の死亡（Ｒ９５一Ｒ９の
Ｒ９５・ 乳幼児突然死症候群

　

Ｒ９５．０

　　

乳幼児突然死症候群，剖検の記載があ

　　　　

るもの

　　　　

‐

　

Ｒ９５．９

　　

乳幼児突然死症候群，剖検の記載がな

　　　　

いもの

Ｒ９６

　

， その他の突然死〈急死＞，原因不明

　

Ｒ９６‐０

　　

即死

　

Ｒ９６．１

　　

発症後２４時間未満の死亡で他に説明

　　　　

がないもの

Ｒ９８ 立会者のいない死亡
Ｒ９９

　　

その他の診断名不明確及び原因不明の死

　　

亡

　　

第服毒

　

損傷，中毒及びその他の外因の影

　　　　　　　

響 （ＳＯ０「Ｔ９８）

頭部損傷（ＳＯＯ－ＳＯ９）
ＳＯＯ

　　

頭部の表在損傷

　

ＳＯＯ．０

　　

頭皮の表在損傷

　

ＳＯ０‐１

　　

眼険及び眼球周囲部の挫傷

　

ＳＯＯ．２

　　

眼陰及び眼球周囲部のその他の表在

　　　　

損傷

　

‐

　　　　　　　　　

ｒ

　

ｓｏｏ‐３

　

、 鼻の表在損傷

　

ＳＯ０‐４

　　

耳の表在損傷

　

ＳＯＯ．５ 口唇及びロ腔の表在損傷

　

ＳＯ０‐７

　　

頭部の多発性表在損傷

　

ＳＯ０‐８

　　

頭部のその他の部位の表在損傷

　

ＳＯＯ．９

　　

頭部の表在損傷，部位不明
ＳＯ１‐頭部の開放創

　

ＳＯ１‐０

　　

頭皮の開放剣

　

ＳＯＩ．１

　　

眼験及び眼球周囲部の開放創

　

ＳＯＩ．２

　　

鼻の開放剣

　

ＳＯ１‐３

　　

耳の開放創

　

ＳＯＩ．４

　　

頬部及び側頭下顎部の開放創

　

ＳＯＩ．５

　　

口唇及び口腔の開放創

　

ＳＯＩ．７

　　

頭部の多発性開放創

　　

，

　

ＳＯＩ．８

　　

頭部のその他の部位の開放創

　

ＳＯ１‐９

　　

頭部の開放創，部位不明
Ｓ０２

　　

頭蓋骨及び顔面骨の骨折
下記の細分類項日は，骨折及び開放卸ｊを分類する
ための複合コーディングが不可能又は不必要な場
合に，必要に応じて選択できるよう設定されてい
る；閉鎖性又は開放性の記載のない骨折は閉鎖性
に分類する。

閉鎖性

　

１

　　

開放性
Ｓ０２‐０

　　

頭蓋鶴隆部骨折
Ｓ０２．１

　　

頭蓋底骨折
Ｓ０２‐２ 鼻骨骨折
Ｓ０２‐３

　　

眼窟底部骨折
Ｓ０２‐４

　

～頬骨及び上顎骨骨折
Ｓ０２‐５

　　

歯の破折

　

Ｓ０２．６

　　

下顎骨骨折

　

Ｓ０２．７

　　

頭蓋骨及び顔面骨を含む多発骨折
・Ｓ０２：８

　　

その他の頭蓋骨及び顔面骨の骨折

　

Ｓ０２‐９，

　

頭蓋骨及び顔面骨の骨折，．部位不明
Ｓ０３

　　

頭部の関節及び靭帯の脱臼，捻挫及びスト

　　　

レイン

　　　　　

．

　

Ｓ０３．０

　　

顎の脱臼

　

Ｓ０３．１

　　

鼻中隔軟骨の脱臼

　

Ｓ０３．２

　　

歯の脱臼

　　　　　　　　　　

、

　

Ｓ０３‐３

　　

頭部のその他及び部位不明の脱臼

　

Ｓ０３．４

　　

顎の捻挫及びストレイン

　

Ｓ０３．５

　　

頭部のその他及び部位不明の関節及

　　　　　

び靭帯の捻挫及びストレイン
Ｓ０４ 脳神経損傷

　

Ｓ０４．０ 視神経及び親路の損傷

　

Ｓ０４‐１

　　

動眼神経損傷

　

Ｓ０４．２ 滑車神経損傷

　

Ｓ０４．３ 三叉神経損傷

　

Ｓ０４．４

　　

外転神経損傷

　

Ｓ０４‐５ 顔面神経損傷

　

Ｓ０４．６ 聴神経損傷

　

Ｓ０４．７

　　

副神経損傷

　

Ｓ０４．８ その他の脳神経損傷

　

Ｓ０４‐９ 詳細不明の脳神経損傷
Ｓ０５ 眼球及び眼窟の損傷

　

Ｓ０５．０

　　

結膜損傷及び角膜擦過傷，異物の記載

　　　　

がないもの

　

Ｓ０５‐１

　　

眼球及び眼窟組織の挫傷

　

・

　

Ｓ０５‐２

　　

眼球の裂傷＜ｌａｃｅｒａｔｉｏｎ〉及び破裂，

　　　　

眼球内組織の脱出又は喪失を伴．うも

　　　

の

　

Ｓ０５．３

　　

眼球の裂傷＜ｌａｃｅｒａｔｉｏｎ－＞，眼球内組

　　　　

織の脱出及び喪失を伴わないもの

　

Ｓ０５４

　　

眼窟の穿通創，異物を伴うもの又は伴

　　　　

わないもの

　

Ｓ０５．５

　　

眼球の穿通創，異物を伴うもの

　

Ｓ０５．６

　　

眼球の穿通倉ーｉ，異物を伴わないもの
Ｓ０５．７

　　

眼球の裂離

　

Ｓ０５‐８

　　

眼球及び眼高のその他の損傷
Ｓ０５‐９

　　

眼球及び眼寓の損傷，詳細不明
Ｓ０６

　　

頭蓋内損傷
下記の細分類項日は，頭蓋内損傷及び開放創を分
類するための複合コーディングが不可能又は不必
要な場合に，必要に応じて選択できるよう設定さ
れている：

　　

０

　　

頭蓋内に達する開放創を伴わないもの

　　

１

　　

頭蓋内に達する開放創を伴うもの

　

Ｓ０６‐０

　　

振とうく湯〉（症）

　

Ｓ０６‐１ 外傷性脳浮腫

　

Ｓ０６‐２

　　

びまん性脳損傷

　

Ｓ０６．３ 局所性月商損傷

　

Ｓ０６．４

　　

硬膜外出血

　

Ｓ０６．５

　

・外傷性硬膜下出血

　

Ｓ０６．６ 外傷性くも膜下出血

　

Ｓ０６：７

　　

持続性昏睡を伴う頭蓋内損傷

　

Ｓ０６．８ その他の頭蓋内損傷

　

Ｓ０６．９

　　

頭蓋内損傷，詳細不明
Ｓ０７ 頭部の挫減損傷

　

Ｓ０７．０ 顔面の挫滅損傷

　

Ｓ０７．１

　　

頭蓋の挫滅損傷

　

Ｓ０７．８

　

， 頭部のその他の部位の挫滅損傷

　

Ｓ０７．９

　　

頭部の挫滅損傷，部位不明
Ｓ０８ 頭部の外傷性切断

　

Ｓ０８．０

　　

頭皮の裂離

　

Ｓ０８‐１

　　

耳の外傷性切断

　　

．

　

Ｓ０８．８

　　

頭部のその他の部位の外傷性切断

　

Ｓ０８．９

　　

頭部の部位不明‐の外傷性切断
ＳＯ９

　　

頭部のその他及び詳細不明の損傷

　

ＳＯ９‐０

　　

頭部の血管損傷，他に分類されないも

　　　

の

　

ＳＯ９‐１

　　

頭部の筋及び腔の損傷

　

ＳＯ９．２ 鼓膜の外傷性破裂

　

ＳＯ９．７ 頭部の多発性損傷

　

ＳＯ９．８

　　

頭部のその他の明示された損傷
ＳＯ９．９

　　

頭部の詳細不明の損傷
頚部損傷・（ＳＩＯ－ＳＩ９）
ＳＩＯ

　　

頚部の表在損傷

　

Ｓｉｏ‐０

　　

咽喉部＜のど＞の挫傷
ＳＩＯ．１‐

　

咽喉部＜のど＞のその他及び詳細不

　　　　

明の表在損傷
ＳＩＯ．７

　　

頚部の多発性表在損傷
ＳＩＯ．８

　　

頚部のその他の部位の表在損傷
ＳＩＯ．９

　　

、頚部の表在損傷，部位不明
ＳＩ１・ 頚部の開放創
ＳＩＩ．０

　　

喉頭及び気管を含む開放創・
ＳＩ１‐１ 甲状腺を含む開放創
ＳＩ１‐２

　　

咽頭及び頚部食道を含む開放創
ＳＩ１‐７

　　

頚部の多発性開放創
ＳＩＩ．８

　　

頚部のその他の部位の開放創
ＳＩＩ．９

　　

頚部の開放創，部位不明
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Ｓ１２

　　

頚部の骨折

　　　　　

－
下記の細分類項目は，骨折及び開放創を分類する
ための複合コーディングが不可能又は不必要な場
合に，必要に応じて選択できるよう設定されてい
る－；閉鎖性又は開放性の記載のない骨折は閉鎖性
に分類する。

　　

０

　　

閉鎖性

　　

１

　　

開放性
－Ｓ１２．０

　　

第１頚椎骨折

　

Ｓ１２．１

　　

第２頚椎骨折

　

Ｓ１２‐２

　　

その他の明示された頚椎骨折

　

Ｓ１２‐７

　　

頚椎の多発骨折

　

Ｓ１２‐８

　　

頚部のその他の部位の骨折

　　

、

　

Ｓ１２．９

　　

頚部の骨折，部位不明
Ｓ１３

　　

頚部の関節及び靭帯の脱臼，捻挫及びスト

　　　

レイン

　

Ｓ１３．０ 頚部椎間板の外傷性断裂

　

Ｓ１３．１

　　

頚椎の脱臼

　

Ｓ１３．２

　　

頚部のその他及び部位不明の脱臼

　

Ｓ１３．３ 頚部の多発性脱臼

　

Ｓ１３．４

　　

頚椎の捻挫及びス．トレイン

　

Ｓ１３．５

　　

甲状腺部の捻挫及びストレイン

　

Ｓ１３．６

　　

頚部のその他及び部位不明の関節及

　　　　　

び靭帯の捻挫及びストレイン
ｓ１４

　　

頚部の神経及び脊髄の損傷

　

Ｓ１４．０

　　

頚髄の振とう＜墜＞（症）及び浮腫

　

Ｓ１４．１

　

‐頚髄のその他及び詳細不明の損傷

　

Ｓ１４．２

　　

頚椎の神経根損傷

　

Ｓ１４．３

　　

腕神経そう＜懲〉損傷

　

Ｓ１４‐４

　　

頚部の末梢神経損傷

　

－

　

Ｓ１４．５ 頚部交感神経損傷

　

Ｓ１４‐６

　　

頚部のその他及び詳細不明の神経損

　　

傷
Ｓ１５

　　

頚部の血管損傷

　

Ｓ１５．０

　　

頚動脈損傷

　

Ｓ１５．１

　　

椎骨動脈損傷

　

◆

　

Ｓ１５．２

　　

外頚静脈損傷

　

Ｓ１５‐３

　　

内頚静脈損傷 ・

　

Ｓ１ ７

　　

頚部の多発性血管損傷

　

Ｓ１５．８ 頚部のそ，の他の血管損傷

　

Ｓ１５‐９‐

　

頚部の詳細不明の血管損傷
Ｓ１６

　　

頚部の筋及び腿の損傷
Ｓ１７

　　

頚部の挫減損傷

　　　　

、

　

Ｓ１７．０

　　

喉頭及び気管の挫滅損傷

　

Ｓ１ ８，

　

頚部のその他の部位の挫滅損傷

　

Ｓ１７‐９

　　

頚部の挫減損傷，部位不明

Ｓ１８ 頚部の外傷性切断
ＳＩ９

　　

頚部のその他及び詳細不明の損傷

　

ＳＩ９‐７ 頚部の多発性損傷

　

ＳＩ９．８

　

．頚部のその他の明示された損傷

　

ＳＩ９．９

　　

，頚部の詳細不明の損傷
胸部〈郭＞損傷（Ｓ２０一Ｓ２９）
Ｓ２０

　　

胸部＜郭＞の表在損傷

　

Ｓ２０．０

　　

乳房の挫傷

　

Ｓ２０．１

　　

乳房のその他及び詳細不明の表在損

　　

傷

　　　　　　　　

‐

　

Ｓ２０‐２ 胸部＜郭＞の挫傷

　

Ｓ２０．３

　　

胸部く郭＞前壁のその他の表在損傷

　

Ｓ２０．４
・

　

胸部＜郭＞後壁のその他の表在損傷

　

Ｓ２０．７

　　

胸部＜郭＞の多発性表在損傷

－

　

Ｓ２０．８

　　

胸部＜郭＞のその他及び部位不明の

　　　　

表在損傷
‐

Ｓ２１

　　

胸部ぐ郭〉の開放創

　

Ｓ２１．０

　　

乳房の開放創

　　　　

‐

　

Ｓ２１．１

　　

胸部＜郭＞前壁の開放創

　

Ｓ２１．２ 胸部＜郭＞後壁の開放創

　

Ｓ２１．７

　　

胸壁の多発性開放創

　

Ｓ２１．８

　　

胸部＜郭＞のその他の部位の開放創

　

Ｓ２１．９

　　

胸部＜郭＞の開放剣，部位不明
Ｓ２２

　　

肋骨，胸骨及び胸椎骨折
下記の細分類項目は，骨折及び開放創を分類する
ための複合コーディングが不可能又は不必要な場
合に，必要に応じて選択できるよう設定されてい
る；閉鎖性又は開放性の記載のない骨折は閉鎖性
に分類する。

閉鎖性

　　

１

　　

開放性
Ｓ２２．０

　　

胸椎骨折
Ｓ２２．１

　　

胸椎の多発骨折
Ｓ２２‐２

　

・胸骨骨折
Ｓ２２．・３ 肋骨骨折
Ｓ２２４

　　

多発性肋骨骨折

　　

▼

Ｓ２２．５ 動揺胸郭
Ｓ２２‐８

　　

骨性胸郭のその他の部位の骨折
Ｓ２２‐９

　　

骨性胸郭の骨折，部位不明－
Ｓ２３

　　

胸部＜郭＞の関節及び靭帯の脱臼，捻挫及

　　　

びストレイン

Ｓ２３．０ 胸部椎間板の外傷性断裂
Ｓ２３．１

　　

胸椎の脱臼
Ｓ２３．２

　　

胸部＜郭＞のその他及び部位不明の

　　　　

脱臼

Ｓ２３‐３

　　

胸椎の捻挫及びストレイン

　

Ｓ２３．４

　　

肋骨及び胸骨の捻挫及びストレイン

　

Ｓ２３５

　　

胸部＜郭＞のその他及び部位不明の

　　　　　

捻挫及びストレイン，
ｓ２４

　　

胸部＜郭＞の神経及び脊髄の損傷

　

Ｓ２４‐０

　

′

　

胸髄の振とうく撮＞（症）及び浮腫

　

Ｓ２４‐１

　　

胸髄のその他及び詳細不明の損傷

　

Ｓ２４２

　　

胸椎の神経根損傷

　

ｓ２４‐３

　　

胸部＜郭＞の末梢神経損傷

　

Ｓ２４‐４ 胸部交感神経損傷

　

Ｓ２４．５

　　

胸部〈郭＞のその他の神経損傷

　

Ｓ２４．６

　　

胸部＜郭＞の詳細不明の神経損傷
Ｓ２５ 胸部＜郭＞の血管損傷

　

Ｓ２５．０ 胸部大動脈損傷

　

Ｓ２５．１

　　

腕頭動脈又は鎖骨下動脈の損傷

　

Ｓ２５．２

　　

上大静脈損傷

　

Ｓ２５．３

　　

腕頭静脈又は鎖骨下静脈の損傷

　

Ｓ２５．４

　　

肺血管損傷

　

Ｓ２５‐５

　　

肋間血管損傷

　

Ｓ２５．７

　　

胸部＜郭＞の多発性血管損傷

　

Ｓ２５．８

　　

胸部＜郭＞のその他の血管損傷

　

Ｓ２５．９

　　

胸部＜郭＞の詳細不明の血管損傷
Ｓ２６ 心臓損傷
下記の細分類項目は，複合コーディングが不可能
又は不必要な場合に，必要に応じて選択できるよ
う設定されている：

　　　

０

　　

胸腔に達する開放創を伴わないもの

　　　

１

　　

胸腔に達する開放創を伴うもの

　

Ｓ２６‐０

　　

心膜血腫を伴う心臓損傷

　

Ｓ２６．８

　　

心臓のその他の損傷

　

Ｓ２６‐９ 心臓損傷，詳細不明

　　　　　

ノ

Ｓ２７

　　

その他及び詳細不明の胸腔内臓器の損傷
下記の細分類項目は，複合コーディングが不可能
又は不必要な場合に，必要に応じて選択できるよ
う設定されている：

　　　　　

、

　

０

　　

胸腔に達する開放創を伴わないもの

　

１

　　

胸腔に達する開放創を伴うもの
Ｓ２７．０ 外傷性気胸
Ｓ２７．１ 外傷性血胸
Ｓ２７‐２ 外傷性血気胸
Ｓ２７．３

　　

その他の肺損傷

　　　　　

、
Ｓ２７．４

　　

気管支損傷
Ｓ２７．５ 胸部＜郭＞の気管損傷
Ｓ２７．６ 胸膜損傷
Ｓ２７．７

　　

胸腔内臓器の多発性損傷

　　

．
Ｓ２７．８

　　

その他の明示された胸腔内臓器の損

　　

傷

Ｓ２７．９

　　

詳細不明の胸腔内臓器の損傷
Ｓ２８

　　

胸部＜郭＞の挫滅損傷及び外傷性切断
Ｓ２８‐０ 胸部挫滅
Ｓ２８‐１ 胸部＜郭＞の外傷性切断
Ｓ２９

　　

胸部〈郭〉のその他及び詳細不明の損傷
Ｓ２９‐０

　　

胸部＜郭＞の筋及び腔の損傷
Ｓ２９．７ 胸部＜郭＞の多発性損傷
Ｓ２９．８

　　

胸部＜郭＞のその他の明示された損

　　

傷
Ｓ２９‐９

　　

胸部＜郭＞の詳細不明の損傷
腹部，下背部，腰椎及び骨盤部の損傷（Ｓ３０一Ｓ３９）
Ｓ３０

　　

腹部，下背部及び骨盤部の表在損傷
Ｓ３０．０

　　

下背部及び骨盤部の挫傷
Ｓ３０．１

　　

腹壁の挫傷

　

Ｓ３０‐２

　　

外性器の挫傷
Ｓ３０．７

　　

腹部，下背部及び骨盤部の多発性表在

　　　　

損傷
Ｓ３０‐８

　　

腹部，下背部及び骨盤部のその他の表

　　　　

在損傷
Ｓ３０‐９

　　

腹部，下背部及び骨盤部の表在損傷，

　　　　

部位不明
Ｓ３１

　　

腹部，下背部及び骨盤部の開放創
Ｓ３１‐０

　　

下背部及び骨盤部の開放創
Ｓ３１．１

　　

腹壁の開放創

　　　　　

～
Ｓ３１．２

　　

陰茎の開放創
Ｓ３１．３

　　

陰のう＜嚢＞及び精巣＜畢丸＞の開

　　　　

放創

　

Ｓ３１‐４

　　

瞳及び外陰の開放創

　

Ｓ３１．５

　　

その他及び詳細不明の外性器の開放

　　

創

　　　　　　　　　　　　　　　　

．

Ｓ３１‐７

　　

腹部，下背部及び骨盤部の多発性開放

　　

創

　

Ｓ３１．８

　　

腹部のその他及び部位不明の開放創
Ｓ３２

　　

腰椎及び骨盤の骨折

　

‐

　　　

ー
下記の細分類項目は，骨折及び開放創を分類する
ための複合コーディングが不可能又は不必要な場
合に，必要に応じて選択できるよう設定されてい
る；閉鎖性又は開放性の記載のない骨折は閉鎖性
に分類する。

　

ｌ

Ｓ３２．Ｏ

Ｓ３２‐１

Ｓ３２．２

Ｓ３２．３

Ｓ３２．４

閉鎖性
開放性
腰椎骨折
仙骨骨折
尾骨骨折
腸骨骨折
鹿骨臼骨折



器 Ｓ３２．５

　　

恥骨骨折
Ｓ３２．７

　　

腰椎及び骨盤の多発骨折

　

Ｓ３２．８

　　

腰椎及び骨盤のその他及び部位不明

　　　　　

の骨折
Ｓ３３

　　

腰椎及び骨盤の関節及び靭帯の脱臼，捻挫

　　　

及びストレイン

　

Ｓ３３．０ 腰部椎間板の外傷性断裂

　

Ｓ３３．１ 腰椎脱臼

　

Ｓ３３‐２

　　

仙腸関節及び仙尾関節の脱臼

　

Ｓ３３．３

　　

腰椎及び骨盤のその他及び部位不明
・ の脱臼

　

Ｓ３３．４

　　

恥骨結合の外傷性離開

　

Ｓ３３．５

　　

腰椎の捻挫及びストレイン

　

Ｓ３３．６

　　

仙腸関節の捻挫及びストレイン

　

Ｓ３３．７

　　

腰椎及び骨盤のその他及び部位不明

　　　　　

の捻挫及びストレイン
Ｓ３４

　　

腹部，下背部及び骨盤部の神経及び脊髄の

　　　

損傷

　

Ｓ３４‐０

　　

腰髄の振とう＜醤＞（症）及び浮腫

　

Ｓ３４．１

　　

腰髄のその他の損傷

　

Ｓ３４．２

　

・腰椎及び仙椎の神経根損傷

　

Ｓ３４‐３

　　

馬尾損傷

　

Ｓ３４４

　　

腰仙神経そう＜滋〉損傷

　

Ｓ３４．５

　　

腰部，仙骨部及び骨盤部の交感神経損

　

　　　　

　

　　　

　　

　　　　　　　

　
－

　

Ｓ３４．６

　　

腹部，下背部及び骨盤部の末梢神経損

　　

傷

　　　　　　　　　　

，

　

Ｓ３４．８

　

‐腹部，下背部及び骨盤部のその他及び

　　　　

詳細不明の神経損傷
ｓ３５

　　

腹部，下背部及び骨盤部の血管損傷

　

Ｓ３５．０ 腹部大動脈損傷

　

Ｓ３５‐１

　　

下大静脈損傷

　

Ｓ３５．２ 腹腔動脈又は腸間膜動脈の損傷

　

Ｓ３５．３

　　

門脈又は牌静脈の損傷

　

Ｓ３５‐４

　　

腎血管損傷

　

Ｓ３５；５

　　

腸骨部の血管損傷

　

ｓ３５．７

　　

腹部，下背部及び骨盤部の多発性血管

　　　　

損傷・

　

′

　

Ｓ３５．８

　　

腹部，下背部及び骨盤部のその他の血

　　　　　

管損傷

　

Ｓ３５．９

　　

腹部，下背部及び骨盤部の詳細不明の

　　　　

血管損傷
Ｓ３６

　

‐腹腔内臓器の損傷
下記の細分類項即弐，複合コーディングが不可能
又は不必要な場合に，必要に応じて選択できるよ
う設定されている：

　

０

　　

腹腔に達する開放創を伴わないもの

　　

１

　　

腹腔に達する開放創を伴うもの
Ｓ３６．０ 牌損傷
Ｓ３６．１

　　

肝又は胆のう＜嚢＞の損傷
Ｓ３６‐２

　

・瞳損傷
Ｓ３６．３ 胃損傷
Ｓ３６‐４・ 小腸損傷
Ｓ３６．５ 大腸損傷
Ｓ３６．６， 、直腸損傷
Ｓ３６‐７

　　

腹腔内臓器の多発性損傷
Ｓ３６．８

　　

その他の腹腔内臓器の損傷
Ｓ３６‐９

　　

詳細不明の腹腔内臓器の損傷
Ｓ３７

　　

腎尿路生殖器及び骨盤臓器の損傷
下記の細分類項目は，複合コーディングが不可能
又は不必要な場合に，必要に応じて選択できるよ
う設定されている：

　　

０

　　

骨盤腔に達する開放創を伴わないもの

　　

１

　　

骨盤膳に達する開放剣を伴うもの
Ｓ３７．０ 腎損傷
Ｓ３７．１

　　

尿管損傷
Ｓ３７．２

　　

勝庇損傷
Ｓ３７．３ 尿道損傷
Ｓ３７．４ 卵巣損傷
Ｓ３７．５

　　

卵管損傷

　

，
Ｓ３７．６

　　

子宮損傷
Ｓ３７‐７ 骨盤臓器の多発性損傷
Ｓ３７‐８

　　

その他の骨盤臓器の損傷
Ｓ３７．９

　　

詳細不明の骨盤臓器の損傷
Ｓ３８

　　

腹部，下背部及び骨盤部の挫減損傷及び外

　　

傷性切断
Ｓ３８．０

　　

外性器の挫減損傷
Ｓ３８．１

　　

腹部，下背部及び骨盤部のその他及び
部位不明の挫減損傷

Ｓ３８．２

　　

外性器の外傷性切断
Ｓ３８．３

　　

腹部，下背部及び骨盤部のその他及び
部位不明の外傷性切断

ｓ３９， 腹部，下背部及び骨盤部のその他及び増羊細

　　

不明の損傷
Ｓ３９．０

　　

腹部，下背部及び骨盤部の筋及び腔の

　　　　

損傷
Ｓ３９‐６

　　

骨盤臓器を含む腹腔内臓器の損傷＋

Ｓ３９．７

　　

腹部，下背部及び骨盤部のその他の多
発性損傷

Ｓ３９．８

　　

腹部，下背部及び骨盤部のその他の明・
示された損傷

Ｓ３９．９

　　

腹部，下背部及び骨盤部の詳細不明の

　　　　

損傷
肩及び上腕の損傷（Ｓ４０－Ｓ４９）
Ｓ４０

　　

層及び上腕の表在損傷
Ｓ４０．０

　　

肩及び上腕の挫傷
Ｓ４０．７

　　

肩及び上腕の多発性表在損傷

　

Ｓ４０‐８

　　

肩及び上腕のその他の表在損傷

　

Ｓ４０‐９

　　

肩及び上腕の表在損傷，詳細不明
Ｓ４１

　　

肩及び上腕の開放創

　

Ｓ４１．０

　　

肩の開放剣

　

Ｓ４１‐１ 上腕の開放創

　

Ｓ４１．７

　　

肩及び上腕の多発性開放創
Ｓ４１．８

　　

肩甲＜上肢＞帯のその他及び部位不
明の開放填り

Ｓ４２

　　

周及び上腕の骨折
下記の細分類項目は，骨折及び開放創を分類する‐
ための複合コーディングが不可能又は不必要な場
合に，必要に応じて選択できるよう設定されてい
る；閉鎖性又は開放性の記載のない骨折は閉鎖性
に分類する。

　　

０

　　

閉鎖性
、

　

１・

　

開放性

　

Ｓ４２．０

　　

鎖骨骨折

　

Ｓ４２．１

　　

肩甲骨骨折

　

Ｓ４２．２ 上腕骨近位端骨折

　

Ｓ４２．３ 上腕骨骨幹部骨折

　

Ｓ４２４ 上腕骨遠位端骨折

　

Ｓ４２．７

　

，鎖骨，肩甲骨及び上腕骨の多発！骨折
Ｓ４２．８

　　

肩及び上腕のその他の部位の骨折
Ｓ４２．９

　　

肩甲＜上肢＞帯の骨折，部位不明
Ｓ４３

　　

肩甲＜上肢＞帯の関節及び靭帯の脱臼，捻

　　　

挫及びストレイン
Ｓ４３．０

　　

肩関節脱臼
Ｓ４３．１

　　

肩鎖関節脱臼
Ｓ４３．２

　　

胸鎖関節脱臼

　　　

‐
Ｓ４３．３

　　

肩甲＜上肢＞帯のその他及び部位不
明の脱臼

Ｓ４３‐４

　　

肩関節の捻挫及びスト．レイン
Ｓ４３．５

　　

肩鎖関節の捻挫及びストレイン
Ｓ４３．６

　　

胸鎖関節の捻挫及びス．トレイン

　　

．
Ｓ４３．７

　　

肩甲＜上肢＞帯のその他及び部位不
明の捻挫及びストレイン

Ｓ４４

　　

肩及び上腕の神経損傷
Ｓ４４‐０ 上腕の尺骨神経損傷
Ｓ４４．１

　　

上腕の正中神経損傷
Ｓ４４２ 上腕の機骨神経損傷

　

Ｓ４４．３

　　

膝窟神経損傷

　

Ｓ４４‐４

　

・筋皮神経損傷

　

Ｓ４４‐５

　　

肩及び上腕の皮膚知覚神経損傷

　

Ｓ４４↓７

　　

肩及び上腕の多発性神経損傷

　

Ｓ４４．８

　　

肩及び上腕のその他の神経損傷

　

Ｓ４４．９

　　

肩及び上腕の詳細不明の神経損傷
Ｓ４５

　　

肩及び上腕の血管損傷
Ｓ４５‐０

　

， 膝窟動脈損傷

　

Ｓ４５．１

　　

上腕動脈損傷・
Ｓ４５‐２

　　

膝窟静脈又は上腕静脈の損傷
Ｓ４５．３

　　

肩及び上腕の表在静脈損傷
Ｓ４５．７

　　

肩及び上腕の多発性血管損傷
Ｓ４５‐８

　　

肩及び上腕のその他の血管損傷
Ｓ４５‐９

　　

肩及び上腕の詳細不明の血管損傷
Ｓ４６

　　

肩及び上腕の筋及び騰の損傷，．
Ｓ４６‐０

　　

肩（回旋筋）腔板の筋及び腔の損傷
Ｓ４６‐１

　　

上腕二頭筋長頭部の筋及び腔の損傷
Ｓ４６．２

　　

上腕二頭筋のその他の部位の筋及び
騰の損傷

Ｓ４６‐３

　　

上腕三頭筋の筋及び腔の損傷
Ｓ４６‐７

　　

肩及び上腕の筋及び胞の多発性損傷
Ｓ４６．８

　　

肩及び上腕のその他の筋及び腿の損

　　

傷
Ｓ４６．９・

　

肩及び上腕の詳細不明の筋及び腔の
損傷

　　　

Ｓ４７

　　

肩及び上腕の挫減損傷
Ｓ４８

　　

肩及び上腕の外傷性切断

　

Ｓ４８．０

　　

肩関節部の外傷性切断

　

Ｓ４８‐１

　　

肩と肘の間の外傷性切断

　

Ｓ４８．９

　　

肩及び上腕の外傷性切断，部位不明
Ｓ４９

　　

肩及び上腕のその他及び増鎌田不明の損傷

　

Ｓ４９‐７

　　

肩及び上腕の多発性損傷

　

Ｓ４９．８

　　

肩及び上腕のその他の明示された損傷

　

Ｓ４９．９

　　

肩及び上腕の詳細不明の損傷
肘及び前腕．の損傷（Ｓ５０－Ｓ５９）
Ｓ５０

　

‐前腕の表在損傷
Ｓ５ＱＯ

　　

肘の挫傷

　　

－
Ｓ５０‐１

　　

前腕のその他及び部位不明の挫傷
Ｓ５０．７

　　

前腕の多発性表在損傷
Ｓ５０‐８

　　

前腕のその他の表在損傷
Ｓ５０．９

　　

前腕の表在損傷，詳細不明
ｓ５１

　　

前腕の開放創
Ｓ５ＬＯ

　　

肘の開放創

　

Ｓ５１‐７

　　

前腕の多発性開放創
Ｓ５１‐８

　　

前腕のその他の部位の開放創
Ｓ５１．９

　　

前腕の開放創，部位不明



帯

Ｓ５２

　　

前腕の骨折
下記の細分類項目は，骨折及び開放創を分類する
ための複合コーディングが不可能又は不必要な場
合に，必要に応じて選択できるよう設定されてい
る；閉鎖性又は開方披性の記載のない骨折は閉鎖性
に分類する。

　　

０

　　

閉鎖性

　　

１

　　

開放性

　

Ｓ５２‐０

　　

尺骨近位端骨折

　

ｓ５２．１

　　

機骨近位端骨折

　

Ｓ５２．２

　　

尺骨骨幹部骨折

　

Ｓ５２．３

　　

機骨骨幹部骨折

　

Ｓ５２４

　　

尺骨及び機骨の両骨幹部の骨折

　

Ｓ５２二５

　　

椀骨遠位端骨折

　

Ｓ５２‐６

　　

尺骨及び梯骨の両選位端の骨折

　

Ｓ５２．７

　　

前腕の多発骨折

　

Ｓ５２‐８

　　

前腕のその他の部位の骨折

　

Ｓ５２．９

　　

前腕の骨折，部位不明
Ｓ５３

　　

肘の関節及び靭帯の脱臼，捻挫及びストレ

　　

イン

　　　　　　　　

？

　

Ｓ５３‐０

　　

椀骨頭の脱臼
Ｓ５３．１

　　

肘の脱臼，詳細不明

　

Ｓ５３．２ 外側側副靭帯の外傷性断裂

　

Ｓ５３，３ 内側側副靭帯の外傷性断裂

　

ｓ５３．４

　　

肘の捻挫及びストレイン
Ｓ５４

　　

前腕の神経損傷

　

ｓ５４．０

　　

前腕の尺骨神経損傷

　

Ｓ５４．１

　　

前腕の正中神経損傷

　

Ｓ５４．２

　　

前腕の機骨神経損傷

　

Ｓ５４‐３

　　

前腕の皮膚知覚神経損傷

　

Ｓ５４．７

　　

前腕の多発性神経損傷

　

Ｓ５４．８

　　

前腕のその他の神経損傷

　

Ｓ５４．９

　　

前腕の詳細不明の神経損傷
Ｓ５５

　　

前腕の血管損傷

　

Ｓ５５．０

　　

前腕の尺骨動脈損傷

　

Ｓ５５．１

　　

前腕の榛骨動脈損傷

　

Ｓ５５．２

　　

前腕の静脈損傷

　

Ｓ５５．７

　　

前腕の多発性血管損傷

　

Ｓ５５．８

　　

前腕のその他の血管損傷

　

Ｓ５５‐９

　　

前腕の詳細不明の血管損傷
Ｓ５６・ 前腕の筋及び腔の損傷

　

Ｓ５６‐０

　　

前腕の母指の届筋及び腔の損傷、

　

Ｓ５６．１

　　

前腕のその他の指の屈筋及び腔の損

　　

傷

　　　　　

．

　　　　　　　　

， ・

　

Ｓ５６．２

　　

前腕のその他の屈筋及び縫の損傷

Ｓ５６．３

　　

前腕の母指の伸筋又は外転筋及び腔

　　　　　

の損傷

　

Ｓ５６‐４

　　

前腕のその他の指の伸筋及び腔の損

　　

傷

　　　　　

‐

　

Ｓ５６．５

　　

前腕のその他の伸筋及び腔の損傷

　

Ｓ５６‐７

　　

前腕の筋及び騰の多発性損傷

　

Ｓ５６‐８

　　

前腕のその他及び寧Ｅ細不明の筋及び

　　　　

腔の損傷
Ｓ５７

　　

前腕の挫滅損傷

　

Ｓ５７．０

　　

肘の挫減損傷

　

Ｓ５７．８

　　

前腕のその他の部位の挫減損傷

　

Ｓ５７．９

　　

前腕の挫減損傷，部位不明
Ｓ５８

　　

前腕の外傷性切断

　

Ｓ５８‐０

　　

肘の外傷性切断

．Ｓ５８．１

　　

肘と手首の間の外傷性切断

　

ｓ５８‐，９

　　

前腕の外傷性切断，部位不明
Ｓ５９

　　

前腕のその他及び詳細不明の損傷

　

Ｓ５９ｉ７

　　

前腕の多発性損傷

　

Ｓ５９‐８

　　

前腕のその他の明示された損傷

　

Ｓ５９．９

　　

前腕の詳細不明の損傷
手首及び手の損傷（Ｓ６０一Ｓ６９）
Ｓ６０ 手首及び手の表在損傷

　

Ｓ６０‐０

　　

爪の傷害を伴わない指の挫傷

　

Ｓ６０．１

　　

爪の傷害を伴う指の挫傷

　

Ｓ６０２

　　

手首及び手のその他の部位の挫傷

　

Ｓ６０．７

　　

手首及び手の多発性表在損傷

　

Ｓ６０．８

　　

手首及び手のその他の表在損傷

　

Ｓ６０．９

　　

手首及び手の表在損傷；詳細不明

　　　　　　　　　

　
Ｓ６１ 手首及び手の開放創

　

Ｓ６１‐０

　　

爪の傷害を伴わない指の開放創

　

ｓ６１‐１ ‐爪の傷害を伴う指の開放創

　

Ｓ６１．７

　　

手首及び手の多発性開放創

　

Ｓ６１．８

　　

手首及び手のその他の部位の開放創

　

Ｓ６１．９

　　

手首及び手の開放創，部位不明
Ｓ６２ 手首及び手の骨折
下記の細分類項目は，骨折及び開放創を分類する
ための複合コーディングが不可能又は不必要な場
合に，必要に応じて選択できるよう設定されてい
る；閉鎖性又は開放性の記載のない骨折は閉鎖性
に分類する。

Ｓ６２．Ｏ

Ｓ６２‐Ｉ

Ｓ６２‐２

Ｓ６２．３

閉鎖性
開放性▲
手の舟状骨骨折
その他の手根骨骨折
第１中手骨骨折
その他の中手骨骨折

Ｓ６３．２

　　

指の多発性ｉ脱臼

　

Ｓ６３．３

　

・手首及び手根の籾帯の外傷性断裂
Ｓ６３‐４

　　

中手指節関節及び指節間関節の靭帯

　　　　　

の外傷性断裂

　

Ｓ６３．５

　　

手首の捻挫及びストレイン

　

Ｓ６３．６

　　

指の捻挫及びストレイン

　

Ｓ６３．７

　　

手のその他及び部位不明の捻、挫及び

　　　　

ス ドレイン

Ｓ６４

　　

手首及び手の神経損傷

　　　

‐

　

Ｓ６４．０ 手首及び手の尺骨神経損傷

　

Ｓ６４．１

　　

手首及び手の正中神経損傷

　

Ｓ６４．２ 手首及び手の榛骨神経損傷

　

Ｓ６４．３

　　

母指の指神経損傷

　

Ｓ６４．４，

　

その他の指の指神経損傷

　　

／

　

Ｓ６４．７

　　

手首及び手の多発性神経損傷

　

Ｓ６４‐８

　　

手首及び手のその他の神経損傷

　

Ｓ６４．９

　　

手首及び手の詳細不明の神経損傷
Ｓ６５ 手首及び手の血管損傷

　

Ｓ６５．０ 手首及び手の尺骨動脈損傷

　

Ｓ６５‐１ 手首及び手の椀骨動脈損傷

　

Ｓ６５‐２

　　

浅掌動静脈損傷

　

Ｓ６５‐３

　　

深掌動静脈損傷

　

Ｓ６５‐４

　　

母指の血管損傷

　

Ｓ６５．５ その他の指の血管損傷

　

Ｓ６５．７

　　

手首及び手の多発性血管損傷

　

Ｓ６５．８

　　

手首及び手のその他の血管損傷

　

Ｓ６５．９

　　

手首及び手の詳細不明の血管損傷
Ｓ６６

　　

手首及び手の筋及び腔の損傷

　

Ｓ６６‐０ 手首及び手の母指の長屈筋及び胞の

　　　　　

損傷

　

Ｓ６６．１

　　

手首及び手のその他の指の屈筋及び

　　　　　

腔の損傷

　

Ｓ６６．２ 手首及び手の母指の伸筋及び腔の損

　　

傷

　　　

・

　

Ｓ６６‐３

　　

手首及び手のその他の指の伸筋及び

　　　　

腔の損傷

Ｓ６２．４ 中手骨の多発骨折
Ｓ６２．５

　　

母指の骨折
Ｓ６２．６ その他の指の骨折
ｓ６２．７

　　

指の多発骨折
Ｓ６２．８

　　

手首及び手のその他及、び部位不明の

　　　　

骨折
Ｓ６３

　　

手首及び手の関節及び靭帯の脱臼，捻挫及

　　　

びやストレイ，ン

Ｓ６３．Ｏ

Ｓ６３二１

手首の脱臼
指の脱臼

Ｓ６６．４

　　

手首及び手の母指の内転筋及び騰の

　　　　

損傷

　　　　　　　　

・

Ｓ６６．５

　

． 手首及び手のその他の指の内転筋及

　　　　

び騰の損傷
Ｓ６６．６

　　

手首及び手の届筋及び腔の多発性損
・

　　

傷
Ｓ６６‐７

　　

手首及び手の伸筋及び腔の多発・性損

　　

傷
Ｓ６６．８

　　

手首及び手のその他の筋及び腔の損

　　

傷
Ｓ６６．９

　　

手首及び手の詳細不明の筋及び騰の

　　　　

損傷
Ｓ６７ 手首及．び手の挫減損傷
Ｓ６７．０

　　

母指及びその他の指の挫滅損傷
Ｓ６７．８

　　

手首及び手のその他及び部位不明の

　　　　

挫滅損傷
Ｓ６８ 手首及び手の外傷性切断

　

Ｓ６８．０

　　

母指の外傷性切断（完全）（部分的）
Ｓ６８．１

　　

その他の単指の外傷性切断（完全）（部

　　　　

分的）

　　　　

－
Ｓ６８．２

　

， 複数の指のみの外傷性切断（完全）（部

　　　　

分的）
Ｓ６８‐・３

　　

手首及び手のその他の部分の切断を

　　　　　

伴う指（部分）の複合性外傷性切断

　

Ｓ６８．４ 手首の外傷性切断
Ｓ６８．８

　　

手首及び手のその他の部位の外傷性

　　　　

切断

　　

Ｓ６８．９

　　

手首及び手の外傷性切断，部位不明
Ｓ６９

　　

手首及び手のその他及び詳細不明の損傷

　

Ｓ６９．７ 手首及び手の多発性損傷

　

Ｓ６９．８

　　

手首及び手のその他の明示された損傷

　

Ｓ６９．９

　　

手首及び手の詳細不明の損傷

　　

・

股関節部及び大腿の損傷（Ｓ７０一Ｓ７９）
Ｓ７０

　　

股関節部及び大腿の表在損傷

　

Ｓ７０．０ 股関節部の挫傷

　

Ｓ７ＱＩ

　　

大腿の挫傷

　

Ｓ７０‐７

　　

股関節部及び大腿の多発性表在損傷

　

Ｓ７０‐８

　　

股関節部及び大腿のその他の表在損

　　

傷

　　　　　　　　　

，

　

Ｓ７０．９

　　

股関節部及び大腿の表在損傷，詳細不

　　

明

Ｓ７１

　　

股関節部及び大腿の開放創

　

Ｓ７１‐０ 股関節部の開放剣

　

Ｓ７１．１ 大腿の開放創

　

ｓ７１．７

　　

股関節部及び大腿の多発性開放創

　

，



様

　

ｓ７１‐８

　　

骨盤＜下肢＞帯のその他及び部位不

　　　　　

明の開放煎り

Ｓ７２ 大腿骨骨折
下記の細分類項目は，骨折及び開放創を分類する
ための複合コーディングが不可能又は不必要な場
合に，必要に応じて選択できるよう設定されてい
る；閉鎖性又は開放性の記載のない骨折は閉鎖性
に分類する。

　　　

０

　　

閉鎖性

　　　

１

　

・開放性

　

Ｓ７２．０ 大腿骨頚部骨折

　

Ｓ７２‐１

　　

転子貫通骨折

　

Ｓ７２．２

　　

転子下骨折

　

Ｓ７２‐３ 大腿骨骨幹部骨折

　

Ｓ７２．４ 大腿骨遠位端骨折

　

Ｓ７２．７ 大腿骨の多発骨折

　

Ｓ７２‐８

　

、大腿骨のその他の部位の骨折．

　

Ｓ７２．９ 大腿骨骨折，部位不明
Ｓ７３

　　

股関節部の関節及び靭帯の脱臼，捻挫及び

　　　

ストレイン

　

Ｓ７３‐０

　

一股関節脱臼

　　

′

　

Ｓ７３．１

　　

股関節部の捻挫及びストレイン
Ｓ７４

　　

股関節部及び大腿の神経損傷

　

Ｓ７４．０

　　

股関節部及び大腿の坐骨神経損傷

　

Ｓ７４．１

　　

股関節部及び大腿の大腿神経損傷

　

Ｓ７４．２

　　

股関節部及び大腿の皮膚知覚神経損

　　

傷

　

Ｓ７４．７

　　

股関節部及び大腿の多発性神経損傷

　

ｓ７４．８

　　

股関節部及び大腿のその他の神経損

　　

傷

　

Ｓ７４．９

　　

股関節部及び大腿の詳細不明の神経

　　　　

損傷
Ｓ７５

　　

股関節部及び大腿の血管損傷

　

Ｓ７５‐０ 大腿動脈損傷

　

Ｓ７５．１

　　

股関節部及び大腿の大腿静脈損傷

　

Ｓ７５．２

　　

股関節部及び大腿の大伏在静脈損傷

　

Ｓ７５．７

　　

股関節部及び大腿の多発性血管損傷
Ｓ７５．８

　　

股関節部及び大腿のその他の血管損

　　

傷

　

Ｓ７５．９

　　

股関節部及び大腿の詳細不明の血管

　　　　　

損傷
Ｓ７６

　　

股関節部及び大腿の筋及び胞の損傷
Ｓ７６．０

　　

股関節部の筋及び騰の損傷
Ｓ７６．１

　　

大腿四頭筋及び騰の損傷
Ｓ７６．２

　　

大腿の内転筋及び縫の損傷
Ｓ７６．３．

　

大腿の後部筋群の筋及び健の損傷

　

Ｓ７６４

　　

大腿のその他及び詳細不明の筋及び

　　　　　

腔の損傷

　

Ｓ７６．７

　　

股関節部又は大腿の筋及び腔の多発

　　　　　

性損傷
Ｓ７７

　　

股関節部及び大腿の挫減損傷
ーＳ７７．０ 股関節部の挫減損傷

　

Ｓ７７．１ 大腿の挫減損傷

　

Ｓ７７‐２

　　

大腿の挫滅損傷を伴う股関節部の挫

　　

　　
Ｓ７８

　　

股関節部及び大腿の外傷性切断

　

Ｓ７８‐０ 股関節の外傷性切断

　

Ｓ７８．１

　

‐股関節部と膝の間の外傷性切断

　

Ｓ７８．９

　　

股関節部及び大腿の外傷性切断，部位

　　　　

不明

Ｓ７９

　　

股関節部及び大腿のその他及び詳細不明

、 の損傷

．Ｓ７９．７

　　

股関節部及び大腿の多発性損傷

　

Ｓ７９．８

　　

股関節部及び大腿のその他の明示さ

　　　　　

れた損傷

　

Ｓ７９．９
‘

　

股関節部及び大腿の詳細不明の損傷
膝及び下腿の損傷（Ｓ８０－Ｓ８９）
Ｓ８０ 下腿の表在損傷

　

Ｓ８０．０

　　

膝の挫傷

　

Ｓ８０．１

　　

下腿のその他及び部位不明の挫傷

　

Ｓ８０‐７

　　

下腿の多発性表在損傷

　

Ｓ８０．８

　　

下腿のその他の表在損傷

　

Ｓ８０．９

　　

下腿の表在損傷，詳細不明
Ｓ８１

　

・下腿の開放創

　

Ｓ８１．０

　　

膝の開放創

　

Ｓ８１．７

　　

下腿の多発性開放創

　

Ｓ８１‐８

　　

下腿のその他の部位の開放創

　

Ｓ８１‐９‐

　

下腿の開放創，．部位不明
Ｓ８２

　　

下腿の骨折，足首を含む
下記の細分類項日は，骨折及び開放創を分類する
ための複合コーディングが不可能又は不必要な場
合に，必要に応じて選択できるよう設定されていー
る；閉鎖′性又は開放性の記載のない骨折は閉鎖性
に分類する。

・

　

ｌ

Ｓ８２．０

Ｓ８２．１

Ｓ８２‐２

Ｓ８２．３

Ｓ８２．４

Ｓ８２‐‐５

閉鎖性
開放性
膝蓋骨骨折
腔骨近位端骨折
鰹骨骨幹部骨折
腔骨遠位端骨折
隊骨のみの骨折
内果骨折

　

Ｓ８２．６

　　

外果骨折

　

Ｓ８２‐７ 下腿の多発骨折

　

Ｓ８２‐８

　　

下腿のその他の部位の骨折

　

Ｓ８２．９

　　

下腿の骨折，部位不明
Ｓ８３

　　

膝の関節及び靭帯の脱臼，捻挫及びストレ

　　　

イン

　

Ｓ８３．０ 膝蓋骨の脱臼

　

Ｓ８３．１

　　

膝の脱臼

　

Ｓ８３．２

　　

半月裂傷＜断裂＞＜Ｔｅａｒ＞，新鮮損傷

　

Ｓ８３．３

　　

膝関節軟骨の裂傷＜断裂＞＜Ｔｅａｒ＞，

　　　　　

新鮮損傷

　

Ｓ８３‐４

　　

膝の（内側）｛外側）側副靭帯の捻挫

　　　　

▼及びストレイン

　

Ｓ８３．５

　　

膝の（前）（後）十字籾帯の捻挫及び

　　　　　

ストレイン

　

Ｓ８３．６

　　

膝のその他及び部位不明の捻挫及び

　　　　　

ストレイン

　

Ｓ８３．７

　　

膝の組織の多発性損傷
Ｓ８４ 下腿の神経損傷

　

Ｓ８４．０ 下腿の腿骨神経損傷

　

Ｓ８４．１・ 下腿の緋骨神経損傷

　

Ｓ８４．２

　　

下腿の皮膚知覚神経損傷

，Ｓ８４‐７

　　

下腿の多発性神経損傷

　

Ｓ８４８

　

‐下腿のその他の神経損傷

　

Ｓ８４‐９

　　

下腿の詳細不明の神経損傷
Ｓ８５ 下腿の血管損傷

　

Ｓ８５．０

　　

膝腐動脈損傷

　

Ｓ８５．１

　　

（前）（後）腿骨動脈損傷

　

Ｓ８５‐２

　　

勝骨動脈損傷

　

Ｓ８５．３

　　

下腿の大伏在静脈損傷

　

Ｓ８５．４

　　

下腿の小伏在静脈損傷

　

Ｓ８５‐５

　　

膝高静脈損傷１

　

Ｓ８５‐‐７

　　

下腿の多発性血管損傷

　　

－

　

Ｓ８５‐８

　　

下腿のその他の血管損傷

　

Ｓ８５．９

　　

下腿の詳細不明の血管損傷
Ｓ８６

　　

下腿の筋及び腔の損傷

　

Ｓ８６．０ アキレス腿損傷

　

Ｓ８６‐１

　

’下腿の後筋群のその他の筋及び腔の

　　　　

損傷

　

Ｓ８６．２

　　

下腿の前筋群の筋及び腔の損傷

　

Ｓ８６．３

　　

下腿の跡骨筋群の筋及び腔の損傷

　

Ｓ８６．７

　　

下腿の筋及び騰の多発性損傷

　

Ｓ８６‐８

　　

下腿のその他の筋及び鍵の損傷
Ｓ８６．９

　

，下腿の詳細不明の筋及び腔の損傷
Ｓ８７ 下腿の挫滅損傷
Ｓ８７．０

　　

膝の挫滅損傷

　

Ｓ８７．８

　　

下腿のその他及び部位不明の挫滅損

　　

傷
Ｓ８８ 下腿の外傷性切断

　

Ｓ８８．０

　　

膝の外傷性切断

　　

▲

　

Ｓ８８．１

　　

膝と足首の間の外傷性切断

　

Ｓ８８．９

　　

下腿の外傷性切断，部位不明
Ｓ８９

　　

下腿のその他及び詳細不明の損傷

　

Ｓ８９．７ 下腿の多発性損傷

　

Ｓ８９．８

　　

下腿のその他の明示された損傷

　

Ｓ８９．９

　　

下腿の詳細不明の損傷
足首及び足の損傷（Ｓ９０－Ｓ９９）
Ｓ９０

　　

足首及び足の表在損傷

　　

、

　

Ｓ９０．０

　　

足首の挫傷

　

Ｓ９０．１

　　

爪の傷害を伴わない蹴＜足ゆび＞の挫

　　

傷 ‐・

　　　　　

一

　

Ｓ９０‐２

　　

爪の傷害を伴う紐＜足ゆび＞の挫傷

　

Ｓ９０‐３

　　

足のその他及び部位不明の挫傷

　

Ｓ９０．７

　　

足首及び足の多発性表在損傷

　

Ｓ９０．８

　　

足首及び足のその他の表在損傷

　

Ｓ９０．９

　　

足首及び足の表在損傷，詳細不明
Ｓ９１ 足首及び足の開放創

　

Ｓ９１‐０ 足首の開放創

　　　　　　　

Ｓ９１‐１

　　

爪の傷害を伴わない紐＜足ゆぴ＞の開

　　　

　　

　

Ｓ９１．２

　　

爪の傷害を伴う聡く足ゆぴ＞の開放

　　　　

　　　

　

Ｓ９１．３

　　

足のその他の部位の開放創

　

Ｓ９１．７

　　

足首及び足の多発性開放創
Ｓ９２

　　

足の骨折，足首を除く
下記の細分類項目は，骨折及び開放創を分類する
ための複合コーディングが不可能又は不必要な場
合に，必要に応じて選択できるよう設定されてい
る；閉鎖性又は開放性の記載のない骨折は閉鎖性
に分類する。

閉鎖性
開放性

　

，
瞳骨骨折
距骨骨折
その他の足根骨の骨折
中足骨骨折
母鮭の骨折

　　

－

その他の蹴＜足ゆび＞の骨折
足の多発骨折
足の骨折，詳細不明

Ｓ９２．Ｏ

Ｓ９２．Ｉ

Ｓ９２．２

Ｓ９２．３

Ｓ９２．４

Ｓ９２－５

Ｓ９２‐７

Ｓ９２．９



の
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Ｓ９３

　　

足首及び足の関節及び靭帯の脱臼，捻挫及

　　　

びストレイン

Ｓ９３．０

　　

足首の脱臼

Ｓ９３‐１
－

　

紐＜足ゆぴ＞の脱臼

Ｓ９３．２ 足首及び足の朝帯の断裂
Ｓ９３‐３

　　

足のその他及び部位不明の脱臼
Ｓ９３．４

　　

足首の捻挫及びストレイン
Ｓ９３‐５

　　

魁＜足ゆび＞の捻挫及びストレイン
Ｓ９３．６

　　

足のその他及び部位不明の捻挫及び

　　　　

ストレイン

Ｓ９４ 足首及び足の神経損傷
Ｓ９４．０ 外側足底神経損傷
Ｓ９４‐１ 内側足底神経損傷
Ｓ９４．２ 足首及び足の深勝骨神経損傷

　

Ｓ９４．３

　　

足首及び足の皮膚知覚神経損傷
Ｓ９４．７、

　

足首及び足の多発性神経損傷

　

Ｓ９４．８

　　

足首及び足のその他の神経損傷
Ｓ９４．９

　　

足首及び足の詳細不明の神経損傷
Ｓ９５ 足首及び足の血管損傷
Ｓ９５．０

　　

足背動脈損傷
Ｓ９５．１

　　

足底動脈損傷

　

Ｓ９５‐２

　　

足背静脈損傷

　

Ｓ９５．７

　　

足首及び足の多発性血管損傷

　　

′

Ｓ９５‐８

　　

足首及び足のその他の血管損傷
Ｓ９５．９

　　

足首及び足の詳細不明の血管損傷
Ｓ９６

　　

足首及び足の筋及び膿の損傷
Ｓ９６．０

　　

足首及び足の長靴届筋の筋及び腔の

　　　　

損傷
Ｓ９６．１

　　

足首及び足の長靴伸筋の筋及び腔の

　　　　

損傷

　　　　　　　　　　　　　

，

　

Ｓ９６．２

　　

足首及び足の内転筋及び腔の損傷

　

Ｓ９６．７

　　

足首及び足の筋及び腔の多発性損傷

．Ｓ９６．８

　　

足首及び足のその他の筋及び腔の損

　　

傷
Ｓ９６、９′

　　

足首及び足の詳細不明の筋及び腔の

　　　　

損傷
Ｓ９７ 足首及び足の挫減損傷
Ｓ９７．０ 足首の挫減損傷

　

Ｓ９７．１

　　

紙＜足ゆび＞の挫減損傷
Ｓ９７．８，

　

足首及び足のその他の部位の挫滅損

　　

傷
Ｓ９８ 足首及び足の外傷性切断

　

Ｓ９８．０ 足首の外傷性切断
Ｓ９８．１ 単聡＜足ゆぴ＞の外傷性切断
Ｓ９８．２

　　

２鮭＜足ゆび＞以上の外傷性切断
Ｓ９８．３

　　

足のその他の部位の外傷性切断

　

ｓ９８．４

　　

足の外傷性切断，部位不明
Ｓ９９

　　

足首及び足のその他及び詳細不明の損傷

　

Ｓ９９．７ 足首及び足の多発性損傷

　

Ｓ９９．８

　　

足首及び足のその他の明示された損傷

　

Ｓ９９‐９

　　

足首及び足の詳細不明の損傷
多部位の損傷（ＴＯ０‐Ｔ０７）
ＴＯＯ

　　

多部位の表在損傷

　　　　　　

′

　

ＴＯＯ．０

　　

頭部の表在損傷，頚部の表在損傷を伴

　　　　

うもの

　

ＴＯ０‐１

　　

胸部＜郭＞の表在損傷，腹部，下背部

　　　　　

及び骨盤部の表在損傷を伴うもの

　

ＴＯ０‐２

　　

上肢の多部位の表在損傷

　

ＴＯ０‐３

　　

下肢の多部位の表在損傷

　

Ｔｏｏ‐６

　　

上肢の多部位の表在損傷，下肢の表在

　　　　　

損傷を伴うもの

　

ＴＯ０‐８

　　

その他の複合部位の表在損傷

　

ＴＯ０‐９

　　

多発性表在損傷，詳細不明
ＴＯＩ

　　

多部位の開放創

　　　

．

　

ＴＯ１‐０

　　

頭部の開放創，頚部の開放倉りを伴うも

　　　

の

　

ＴＯＩ．１

　　

胸部＜郭＞の開放創，腹部，下背部及

　　　　　

び骨盤部の開放創を伴うもの

　

ＴＯＩ．２

　　

上肢の多部位の開放創

　

ＴＯＩ．３

　　

下肢の多部位の開放創

　

ＴＯＩ．６

　　

上肢の多部位の開放創，下肢の開放創

　　　　

を伴うもの

　

ＴＯＩ．８

　　

その他の複合部位の開放創

　

ＴＯＩ．９

　

ー多発性開放創，．詳細不明
Ｔ０２

　　

多部位の骨折
下記の細分類項目は，骨折及び開放創を分類する
ための複合コーディングが不可能又は不必要な場
合に，必要に応じて選択できるよう設定されてい
る；閉鎖性又は開放性の記載のない骨折は閉鎖性
に分類する。

閉鎖性

Ｔ０２．Ｏ

Ｔ０２．Ｉ

Ｔ０２．２

Ｔ０２．３

Ｔ０２．４

Ｔ０２‐５

Ｔ０２．６

開放性

　　　　　　　　　　

′

頭部の骨折，頚部の骨折を伴うもの
胸部＜郭＞の骨折，下背部及び骨盤部
の骨折を伴うもの
－側上肢の多部位の骨折
－側下肢の多部位の骨折
両側上肢の多部位の骨折
両側下肢の多部位の骨折
上肢の多部位の骨折，下肢の骨折を伴
うもの

Ｔ０２．７

　

－

　

胸部く郭＞の骨折，下背部及び（四）

　　　

‐

　

肢を含む骨盤部の骨折を伴うもの

　

Ｔ０２；８

　　

その他の複合部位の骨折
Ｔ０２．９・

　

多発骨折，．詳細不明

　　

－

Ｔ０３

　　

多部位の脱臼，捻挫及びストレイン

．Ｔ０３．０

　　

頭部の脱臼，捻挫及びストレイン，頚

　　　　

部の同様の損傷を伴う′もの
Ｔ０３．１

　　

胸部＜郭＞の脱臼，捻挫及びストレイ

　　　　　

ン，下背部及び骨盤部の同様の損傷を

　　　　

伴うもの

　

Ｔ０３．２

　　

上肢の多部位の脱臼，捻挫及びストレ

　　　　

イン

　

Ｔ０３‐３

　　

下肢の多部位の脱臼，捻挫及びストレ

　　　　

イン

　　　　

▼

　

Ｔ０３‐４

　

，上肢の多部位の脱臼，捻挫及びストレ

　　　　

イン，下肢の同様の損傷を伴うもの
Ｔ０３‐８

　　

その他の複合部位の脱臼，捻挫及びス

　　　　　

トレイン

Ｔ０３‐９

　　

多発性の脱臼，捻挫及びストレインキ

　　　　

詳細不明

　　　　　

ｆ

Ｔ０４

　　

多部位の挫減損傷
Ｔ０４．０

　

‐頭部の挫減損傷，頚部の挫滅損傷を伴

　　　　

うもの

Ｔ０４．ｔ

　　

胸部＜郡＞の挫滅損傷，腹部，下背部

　　　　

及び骨盤部の挫滅損傷を伴うもの
Ｔ０４‐２

　　

上肢の多部位の挫滅損傷
Ｔ０４‐３

　　

下肢の多部位の挫減損傷
Ｔ０４‐４

　　

上肢の多部位の挫減損傷，下肢の挫滅

　　　　

損傷を伴うも・の
Ｔ０４．７

　　

胸部＜郭＞の挫滅損傷，腹部，下背部

　　　　

及び（四）肢を含む骨盤部の挫減損傷

　　　　

を伴うもの
Ｔ０４．８

　　

その他の複合部位の挫減損傷
Ｔ０４．９

　　

多発性挫滅損傷，詳細不明
Ｔ０５

　　

多部位の外傷性切断

　

Ｔ０５．０

　

・両手の外傷性切断

　

Ｔ０５．１

　　

ー側の手及び他側の腕［各部位，手を

　　　　　

除く］の外傷性切断

　

Ｔ０５．２

　　

両腕［各部位］の外傷ィ性切断

　

Ｔ０５．３ 両足の外傷性切断
０５．４

　　

ー側の足及び他側の脚［各部位，足を

　　　　　

除く］の外傷性切断

　

Ｔ０５．５

　　

両脚［各部位］の外傷性切断

　

Ｔ０５‐６

　　

上肢及び下肢の複合［各部位］の外傷

　　　

． 性切断
，Ｔ０５‐８

　　

その他の複合部位の外傷性切断

Ｔ０５．９

　　

多発性外傷性切断，詳細不明
Ｔ０６

　　

多部位のその他の損傷，他に分類されない

　　

もの

Ｔ０６‐０

　　

脳及び脳神経の損傷，頚部の神経及び

　　　　

脊髄の損傷を伴うもの
Ｔ０６‐１

　　

その他の多部位の神経及び脊髄の損

　　

傷
Ｔ０６‐２

　　

多部位の神経損傷
Ｔ０６．３

　　

多部位の血管損傷
Ｔ０６‐４

　　

多部位の筋及び腔の損傷

　

Ｔ０６‐５

　　

胸腔内臓器損傷ゞ 腹腔内臓器及び骨盤

　　　　

臓器の損傷を伴うもの
Ｔ０６．８

　　

多部位のその他の明示された損傷
Ｔ０７ 詳細不明の多発性損傷
部位不明の体幹もしくは（四）肢の損傷又は部位
不明の損傷 （Ｔ０８－Ｔ１４）

Ｔ０８ 脊椎骨折，部位不明
下記の細分類項目は，骨折及び開放創を分類する
ための複合コーディングが不可能又は不必要な場
合に，必要に応じて選択できる．よう設定されてい
る；閉鎖性又は開放性の記載のない骨折は閉鎖性
に分類する。

　　

０

　　

閉鎖性

　

． １

　　

開放性
ＴＯ９

　　

脊椎及び体幹のその他の損傷，部位不明
ＴＯ９．０

　　

体幹の表在損傷，部位不明
ＴＯ９‐１

　　

体幹の開放創，部位不明
ＴＯ９．２

　　

体幹の詳細不明の関節及び靭帯の脱

　　　　　

臼，捻挫及びストレイン
ＴＯ９．３ 脊髄損傷，部位不明
ＴＯ９‐４

　　

体幹の詳細不明の神経，脊髄神経根及

　　　　　

び神経そう＜鵜＞の損傷
ＴＯ９」５

　　

体幹の詳細不明の筋及び胞の損傷

　

ＴＯ９．６

　　

◆体幹の外傷性切断，部位不明

　

ＴＯ９．８

　　

体幹のその他の明示された損傷，部位

　　　　

不明

　　　　　

‐

　

ＴＯ９．９

　　

体幹の詳細不明の損傷，部位不明
ＴＩＯ

　　

上肢の骨折，部位不明
下記の細分類項目は，骨折及び開放創を分類する
ための複合コーディングが不可能又は不必要な場
合に，必要に応じて選択できるよう設定されてい
る；閉鎖性又は開放性の記載のない骨折は閉鎖」性
に分類する。

　　

０

　　

閉鎖性
開放性



群

ＴＩＩ

　　

上肢のその他の損傷，部位不明

　

ＴＩＩ．０

　　

上肢の表在損傷，部位不明

　

ＴＩ１‐１

　　

上肢の開放創，部位不明

　

ＴＩ１‐２

　　

上肢の詳細不明の関節及び朝帯の脱

　　　　　

臼，捻挫及びストレイン，部位不明

　

ＴＩ１３

　　

上肢の詳細不明の神経損傷，部位不明

　

ＴＩＩ．４

　　

上肢の詳細不明の血管損傷，部位不明

　

ＴＩ１‐５

　　

上肢の詳細不明の筋及び腔の損傷，部

　　　　　

イ立不明

　

ＴＩＩ．６

　　

上肢の外傷性切断，部位不明

　

ＴＩＩ．８

　　

上肢のその他の明示された損傷，部位

　　　　　

不明

　

ＴＩＩ．９

　　

上肢の詳細不明の損傷，部位不明
Ｔ１２

　　

下肢の骨折，部位不明
下記の細分類項目は，骨折及び開放噴ーｉを分類する
ための複合コーディングが不可能又は不必要な場
合に，必要に応じて選択できるよう設定されてい
る；閉鎖性又は開放性の記載のない骨折は閉鎖性
に分類する。

　　　

０

　　

閉鎖性

　　

１

　　

開放性
Ｔ１３

　　

下肢のその他の損傷，部位不明

　

Ｔ１３‐０

　　

下肢の表在損傷，部位不明

　

Ｔ１３．１

　　

下肢の開放創，部位不明

　

‐

　

Ｔ１３‐２

　　

下肢の詳細不明の関節及び徴ｉ帯の脱

　　　　　

臼，捻挫及びストレイン，部位不明

　

Ｔ１３．３

　　

下肢の詳細不明の神経損傷，部位不明

　

Ｔ１３‐４

　　

下肢の詳細不明の血管損傷，部位不明

　

Ｔ１３．５

　　

下肢の詳細不明の筋及び騰の損傷，部

　　　　

位不明

　

Ｔ１３．６

　　

下肢の外傷性切断，部位不明

　

Ｔ１３‐８

　　

下肢のその他の明示された損傷，部位

　　　　

不明

　

Ｔ１３．９

　　

下肢の詳細不明の損傷，部位不明
Ｔ１４ 部位不明の損傷

　

Ｔ１４．０ 部位不明の表在損傷

　

Ｔ１４．１ 部位不明の開放創

　

Ｔ１４‐２

　　

部位不明の骨折

　　　　　

，
‐下記の細分類項目－は，骨折及び開放創を分類する
ための複合コーディングが不可能又は不必要な場
合に，必要に応じて選択できるよう設定されてい
る；閉鎖性又は開放性の記載のない骨折は閉鎖性
に分類する。

閉鎖性

　　

１

　　

開放性
Ｔ１４‐３

　　

部位不明の脱臼，捻挫及びストレイン

　

Ｔ１４．４ 部位不明の神経損傷

　

Ｔ１４．５ 部位不明の血管損傷

　

Ｔｉ４‐６

　　

部位不明の筋及び胞の損傷

　

Ｔ１４．７

　　

部位不明の挫減損傷及び外傷性切断

　

Ｔ１４‐８

　　

部位不明のその他の損傷

　

Ｔ１４．９ 損傷，詳細不明
自然開口部からの異物侵入の作用（Ｔ１５一ＴＩ９）
Ｔ１５

　　

外眼における異物

　

Ｔ１５．０

　　

角膜内異物

　

Ｔ１５．１ 結膜のう＜嚢＞内異物

　

Ｔ１５．８

　　

外眼のその他の部位及び多部位にお

　　　　　

ける異物

　

Ｔ１５．９

　　

外眼における異物，部位不明
Ｔ１６

　　

耳内異物
Ｔ１７

　　

気道内異物

　

Ｔ１７．０

　　

副鼻腔内異物

　

Ｔ１７．１

　　

鼻腔内異物

　

Ｔ１７．２

　　

咽頭内異物

　

Ｔ１７．３

　　

喉頭内異物

　

Ｔ１７‐４ 気管内異物

　

Ｔ１７．５ 気管支内異物

　

Ｔ１７‐８

　　

気道のその他の部位及び多部位にお

　　　　　

ける異物

　

Ｔ１７．９

　　

気道内異物，部位不明
Ｔ１８ 消化管内異物

　

Ｔ１８‐０

　　

口腔内異物

　

Ｔ１８．１ 食道内異物
Ｔ１８．２

　　

胃内異物

Ｔ１８‐３ 小腸内異物
Ｔ１８．４ 大腸内異物

　　　　　　

・

　　　　

ノ

　

Ｔ１８．５

　　

虹門及び直腸内異物
Ｔ１８‐８

　　

消化管のその他の部位及び多部位に

　　　　

おける異物

Ｔ１８．９

　　

消化管内異物，部位不明
ＴＩ９

　　

尿路性器内異物
ＴＩ９‐０

　　

尿道内異物

ＴＩ９．１

　　

勝眺内異物
ＴＩ９．２

　　

外陰及び腫内異物
ＴＩ９．３

　　

子宮内異物［各部位］
ＴＩ９．８

　　

尿路性器のその他の部位及び多部位

　　　　

における異物

ＴＩ９．９

　　

尿路性器内異物，部位不明

熱傷及び腐食（Ｔ２０－Ｔ３２）
体表面の熱傷及び腐食，明示された部位（Ｔ２０－
Ｔ２５）

　　

．
Ｔ２０

　　

頭部及び頚部の熱傷及び腐食

　

Ｔ２０．０

　　

頭部及び頚部の程度不明の熱傷

　

．Ｔ２０‐１

　　

頭部及び頚部の第１度熱傷

　

Ｔ２０．２

　　

頭部及び頚部の第２度熱傷

　

Ｔ２０．３

　　

頭部及び頚部の第３度熱傷

　

Ｔ２０４

　　

頭部及び頚部の程度不明の腐食

　

Ｔ２０．５

　　

頭部及び頚部の第１度腐食

　

Ｔ２０．６

　　

頭部及び頚部の第２度腐食

　

Ｔ２０．７

　　

頭部及び頚部の第３度腐食
Ｔ２１

　　

体幹の熱傷及び腐食

　

Ｔ２１．０

　　

体幹の程度不明の熱傷

　

Ｔ２１．１

　　

体幹の第１度熱傷

　

Ｔ２１．２

　　

体幹の第２度熱傷

　

Ｔ２１．３

　　

体幹の第３度熱傷

　

Ｔ２１．４

　　

体幹の程度不明の腐食

　

Ｔ２１‐５

　　

体幹の第１度腐食

　

Ｔ２１．６

　　

体幹の第２度腐食

　

Ｔ２１‐７

　　

体幹の第３度腐食
Ｔ２２

　　

肩及び上肢の熱傷及び腐食，手首及び手を

　　

除く

　　　　　　　

Ｔ２２‐０

　　

肩及び上肢の程度不明の熱傷，手首及

　　　　　

び手を除く

　

Ｔ２２．１

　　

肩及び上肢の第１度熱傷，手首及び手

　　　　

を除く

　

Ｔ２２‐２

　　

肩及び上肢の第２度熱傷，手首及び手

　　　　

を除く

　

Ｔ２２．３

　

・肩及び上肢の第３度熱傷，手首及び手

　　　　

を除く

　

Ｔ２２４

　　

肩及び上肢の程度不明の腐食，手首及

　

〆

　　　　

ぴ手を除く

　

．

　

Ｔ２２．５

　　

肩及び上肢の第１度腐食，手首及び手

　　　　

を除く

▼Ｔ２２．６

　　

肩及び上肢の第２度腐食，手首及び手

　　　　

を除く

Ｔ２２‐７

　　

肩及び上肢の第３度腐食，手首及び手′

　　　　

を除く
Ｔ２３ 手首及び手の熱傷及び腐食
Ｔ２３．０

　　

手首及び手の程度不明の熱傷‐
Ｔ２３‐１ 手首及び手の第１度熱傷
Ｔ２３．２ 手首及び手の第２度熱傷
Ｔ２３．３ 手首及び手の第３度熱傷
Ｔ２３４

　　

手首及び手の程度不明の腐食
Ｔ２３‐５ 手首及び手の第１度腐食

　

Ｔ２３．６ 手首及び手の第２度腐食

　

Ｔ２３↓７ 手首及び手の第３度腐食
Ｔ２４

　　

股関節部及び下肢の熱傷及び腐食，足首及

　　　

び足を除く

　

Ｔ２４‐０

　　

股関節部及び下肢の程度不明の熱傷，

　　　　　

足首及び足を除く

　

Ｔ２４‐１

　　

股関節部及び下肢の第１度熱傷，足首

　　　　　

及び足を除く

　

Ｔ２４．２

　　

股関節部及び下肢の第２度熱傷，足首

　　　　　

及び足を除く

　

Ｔ２４．３

　　

股関節部及び下肢の第３度熱傷，足首

　　　　　

及び足を除く

　

Ｔ２４．４

　　

股関節部及び下肢の程度不明の腐食，

　　　　　

足首及び足を除く

　

Ｔ２４‐５

　　

股関節部及び下肢の第１度腐食，足首

　　　　　

及び足を除く

　

Ｔ２４‐６

　　

股関節部及び下肢の第２度腐食，足首

　　　　

及び足を除く

　

Ｔ２４‐７

　　

股関節部及び下肢の第３度腐食，足首

　　　　　

及び足を除く
Ｔ２５ 足首及び足の熱傷及び腐食

　

Ｔ２５‐０

　

‐足首及び足の程度不明の熱傷

　

Ｔ２５．１ 足首及び足の第１度熱傷

　

Ｔ２５．２ 足首及び足の第２度熱傷

　

Ｔ２５．３ 足首及び足の第３度熱傷

　

Ｔ２５．４

　　

足首及び足の程度不明の腐食

　

Ｔ２５．５ 足首及び足の第１度腐食

　

Ｔ２５．６

　　

足首及び足の第２度腐食

　　

▼

　

Ｔ２５‐７ 足首及び足の第３度腐食
眼及び内臓に限局Ｊする熱傷及び腐食（Ｔ２６一Ｔ２８）
Ｔ２６

　　

眼及び付属器に限局する熱傷及び腐食

　

Ｔ２６‐０

　　

眼険及び眼球周囲の熱傷

　

Ｔ２６．１

　　

角膜及び結膜のう＜嚢＞の熱傷

　

Ｔ２６‐２

　　

眼球破裂及び破壊を伴う熱傷

　

・

　

Ｔ２６．３

　　

眼及び付属器のその他の部位の熱傷

　

Ｔ２６４

　　

眼及び付属器の熱傷，部位不明

　

Ｔ２６５

　　

眼験及び眼球周囲の腐食

　

Ｔ２６‐６

　　

角膜及び堺結膜のう＜饗＞の腐食

　

Ｔ２６．７

　　

眼球破裂及び破壊を伴う腐食

　

Ｔ２６．８

　　

眼及び付属器のその他の部位の腐食

　

Ｔ２６．９

　　

眼及び付属器の腐食，部位不明
Ｔ２７

　　

気道の熱傷及び腐食

　

Ｔ２７．０ 喉頭及び気管の熱傷
Ｔ２７．１

　　

喉頭及び気管の熱傷，肺の熱傷を伴う

　　　　

もの

Ｔ２７．２

　　

気道のその他の部位の熱傷



、

　　

′
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ｍ

Ｔ２７．３

　　

気道の熱傷，部位不明
Ｔ２７．４ 喉頭及び気管の腐食
Ｔ２７５

　　

喉頭及び気管の腐食，肺の腐食を伴う

　　　　

もの

Ｔ２７．６

　　

気道のその他の部位の腐食
Ｔ２７‐７

　　

気道の腐食，
ｒ部位不明

Ｔ２８

　　

その他の内臓の熱傷及び腐食
Ｔ２８．０ 口腔及び咽頭の熱傷
Ｔ２８．１

　　

食道の熱傷
Ｔ２８．２

　　

消化管のその他の部位の熱傷
Ｔ２８．３

　　

内部腎尿路生殖器の熱傷
Ｔ２８．４

　　

その他及び詳細不明の内臓の熱傷
Ｔ２８．・５ 口腔及び咽頭の腐食
Ｔ２８．６

　　

食道の腐食
Ｔ２８．７

　　

消化管のその他の部位の腐食
Ｔ２８‐８

　　

内部腎尿路生殖器の腐食
Ｔ２８．９

　　

その他及び詳細不明の内臓の腐食
多部位及び部位不明の熱傷及び腐食（Ｔ２９一Ｔ３２）
Ｔ２９

　　

多部位の熱傷及び腐食”

Ｔ２９．０

　　

多部位の熱傷，程度不明
Ｔ２９‐１

　　

多部位の熱傷，第１度以下と記載され

　　　　

たもの

　　　　

「

Ｔ２９．２

　　

多部位の熱傷，第２度以下と記載され

　　　　

たもの

Ｔ２９．３

　　

多部位の熱傷，少なくと
◆も１か所が第

　　　　　

３度と記載されたもの
Ｔ２９‐４

　　

多部位の腐食，程度不明
Ｔ２９．５

　　

多部位の腐食，第１度以下と記載され

　　　　

たもの

Ｔ２９‐６

　　

多部位め腐食，第２度以下と記載され

　　　　

たもの

Ｔ２９．７

　　

多部位の腐食，．少なくとも１か所が第

　　　　　

３度と記載されたもの

　

．
Ｔ３０

　　

熱傷及び腐食，部位不明
Ｔ３０‐０′ 部位不明の熱傷，程度不明
Ｔ３ＱＩ

　　

第１度熱傷， 部位不明
Ｔ３０‐２

　

、第２度熱傷，部位不明
Ｔ３０‐３

　　

第３度熱傷，部位不明
Ｔ３０４

　　

部位不明の腐食，程度不明
Ｔ３０‐５

　

・第１度腐食，部位不明
Ｔ３０．６

　　

第２度腐食，部位不明
Ｔ３０．７

　

‘第３度腐食，部位不明
Ｔ３１

　　

傷害された体表面積による熱傷分類
Ｔ３１‐０・

　

体表面積ｉｏ％未満の熱、傷
Ｔ３１‐１

　　

体表面糟１０‐１９％の熱傷
Ｔ３１．２

　　

体表面積２０‐２９％の熱傷

体表面積３０‐３９％の熱傷
体表面積４０‐４９％の熱傷
体表面積５０‐５９％の熱傷‐

体表面積６０‐６９％の熱傷
体表面積７０‐７９％の熱傷

Ｔ３１．３

Ｔ３１．４

Ｔ３１．５

Ｔ３１．６

Ｔ３１．７

Ｔ３１．８

Ｔ３１．９

　

Ｔ３１．８

　　

体表面積８０‐８９％の熱傷，

　

Ｔ３１．９

　　

体表面積９０％以土の熱傷
Ｔ３２

　　

傷害された体表面積による腐食分類

　

Ｔ３２．０

　　

体表面積１０％未満の腐食

　

Ｔ３２．１

　

・体表面積１０一１９％の腐食

　

Ｔ３２．２‐

　

体表面積２０‐２９％の腐食

　

Ｔ３２．３

　　

体表面積３０一３９％の腐食

　

Ｔ３２‐４

　　

体表面積４０‐４９％の腐食

　

Ｔ３２．５

　　

体表面積５０‐５９％の腐食

．Ｔ３２．６

　　

体表面穣６０‐６９％の腐食

　

‐

　

Ｔ３２．７

　　

体表面積７０‐７９％の腐食

　

Ｔ３２．８

　　

体表面積８０‐８９％の腐食

　

Ｔ３２．９

　

．体表面積９０％以上の腐食
凍傷（Ｔ３３一Ｔ３５）
Ｔ３３

　　

表在性凍傷

　

Ｔ３３．０ 頭部の表在性凍傷

　

Ｔ３３．１ 頚部の表在性凍傷

　

Ｔ３３．２ 胸部く郭＞の表在性凍傷

　

Ｔ３３．３

　　

腹壁，ｒ下背部及び骨盤部の表在性凍傷

　

Ｔ３３．４

　　

腕の表在性凍傷

　

Ｔ３３．５ 手首及び手の表在性凍傷

　

Ｔ３３．６

　　

股関節部及び大腿の表在性凍傷

　

Ｔ３３．７

　　

膝及び下腿の表在性凍傷

　

Ｔ３３‐８ 足首及び足の表在性凍傷

　

Ｔ３３‐９

　　

その他及び部位不明の表在性凍傷
Ｔ３４

　　

糸濫織え＜壊＞死を伴う凍傷

　

Ｔ３４‐０

　　

頭部の組織え＜壌＞死を伴う凍傷

　

Ｔ３４‐１

　　

頚部の組織え＜壊＞死を伴う凍傷

　

Ｔ３４．２

　

・胸部＜郭＞の組織え＜壊＞死を伴う

　　　　　

凍傷

　

Ｔ３４‐３

　　

腹壁， 下背部及び骨盤部の組織え＜

　　　　　

壊＞死を伴う凍傷

　

Ｔ３４‐４

　　

腕の糸嚢織え＜嬢＞死を伴う凍傷

　

Ｔ３４」５

　　

手首及び手の組織え＜壊＞死を伴う

　　　　　

凍傷 ・

　

，

　　　　　　　　

◆

　

Ｔ３４．６

　　

股関節部及び大腿の組織え＜壌＞死

　　　　　

を伴う凍傷

　

Ｔ３４．７

　　

膝及び下腿の組織え＜壌＞死を伴う

　　　　　

凍傷

　

Ｔ３４‐８

　　

足首及び足の組織え＜壊＞死を伴う
凍傷

　

Ｔ３４‐９

　　

その他及び部位不明の組織え＜壊＞

　　　　

死を伴う凍傷
Ｔ３５

　　

多部位の凍傷及び詳細不明の凍傷

　

Ｔ３５‐０

　　

多部位の表在性凍傷

　

Ｔ３５‐１

　

－多部位の組織え＜壊＞死を伴う凍傷

　

Ｔ３５‐２

　

‐頭部及び頚部の詳細不明の凍傷

　

Ｔ３５‐３

　　

胸部＜郭＞，腹部，下背部及び骨盤部

　　　　　

の詳細不明の凍傷

　

Ｔ３５‐４

　　

上肢の詳細不明の凍傷

　

Ｔ３５‐５

　　

下肢の詳細不明の凍傷

　

Ｔ３５‐６

　　

多部位の詳細不明の凍傷

　

Ｔ３５‐７

　　

詳細不明の凍傷，部位不明
薬物，薬剤及び生物学的製剤による中毒（Ｔ３６一
Ｔ５０） ‐
Ｔ３６ 全身性抗生物質によ．る中毒

　

Ｔ３６．０

　　

′ペニシリン系ｒ

　

Ｔ３６．１

　　

セファロスポリン系及びその他のベー

　　　　　

タラクタ，ム系抗生物質

　

Ｔ３６‐２

　　

クロラムフエニコーノレ系

　

Ｔ３６．３ マクロライド系

　

Ｔ３６．４ テトラサイクリン系

Ｔ３６‐５

　　

アミノグリコシド系

　

Ｔ３６‐６

　　

リファマイシン系

　

Ｔ３６‐７ 全身性抗真菌性抗生物質

　

Ｔ３６‐８

　　

その他の全身性抗生物質

　

Ｔ３６‐９ 全身性抗生物質，詳細不明
Ｔ３７

　　

その他の全身性抗感染薬及び抗寄生虫薬

　　　

による中毒

　

Ｔ３７．０ サルファ剤

　

Ｔ３７．１

　　

抗ミコバクテリア薬

　

Ｔ３７．２

　　

抗マラリア薬及びその他の血液寄生性

　　　　　

原虫類に作用する薬物

　

Ｔ３７．３ その他の抗原虫薬

　

Ｔ３７．４ 駆虫薬

　

Ｔ３７．５

　　

抗ウイルス薬

　

Ｔ３７．８

　　

その他の明示された全身性抗感染薬

　　　　　

及び抗寄生虫薬

　

Ｔ３７．９

　　

全身性抗感染薬及び抗寄生虫薬，詳細

　　　　　

不明

Ｔ３８

　　

ホルモン類，その合成代替薬及び捨抗薬に

　　　

よる中毒，，他に分類されないもの

　

Ｔ３８．０

　　

グルコ＜糖質＞コルラコイド類及びそ

　　　　　

の合成類似薬

　

Ｔ３８．１

　　

甲状腺ホルモン類及びその代替薬
Ｔ３８．２

　　

抗甲状腺薬

　

ｒ

Ｔ３８．３

　　

インスリン及び経口血糖降下薬［抗糖

　　　　

尿病薬］
Ｔ３８．４

　　

経口避妊薬
Ｔ３８．５

　　

その他の卵胞ホルモン類及び黄体ホル

　　　　

モン類

　　　　　　

－
．

Ｔ３８．６

　　

抗性腺刺激ホルモン類，抗卵胞ホルモ

　　　　　

ン類，抗男性ホルモン類，他に分類さ

　　　　

れないもの

Ｔ３８．７

　

・男性ホルモンイ類及びタンパク＜蛋白＞

　　　　　

同化作用薬

　

Ｔ３８．８

　　

その他及び詳細不明のホルモン類及び

　　　　　

その合成代替薬
Ｔ３８．９

　　

その他及び零細不明のホルモン桔抗薬
Ｔ３９

　　

非オビオイド系鎮痛薬，解熱薬及び抗リウ

　　　

マチ薬による中毒
Ｔ３９．０ サリチル酸誘導体
Ｔ３９．１

　　

４－アミノフェノール誘導体
Ｔ３９．２ ビラゾロン誘導体
Ｔ３９．３

　　

その他の非ステロイド系抗炎症薬［

　　　　

ＮＳＡＩＤ］

Ｔ３９．４

　　

抗リウマチ薬，他に分類されないもの
Ｔ３９．８

　　

その他の非オビオイド系鎮痛薬及び解

　　　　

熱薬，他に分類されないもの

　

Ｔ３９．９

　　

非オビオイド系鎮痛薬，解熱薬及び抗

　　　　　

リウマチ薬，・詳細不明
Ｔ４０

　　

麻薬及び精神変容薬［幻覚発現薬］による

　　

中毒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｔ４０．０

　　

アヘン．

　

Ｔ４０．１

　　

ヘロイン

Ｔ４０．２

　　

その他のオビオイド類＜アヘン関連麻

　　　　

薬＞

　

Ｔ４０．３

　　

メタドン

　

Ｔ４０．４ その他の合成麻薬

　

Ｔ４０．５ コカイン

　

Ｔ４０．６

　　

その他及び覇鎌田不明の麻薬

　

Ｔ４０．７

　　

大麻（誘導体）
Ｔ４０．８

　　

リゼルギド［ＬＳＤ］

　

Ｔ４０‐９

　　

その他及び詳細不明の精神変容薬［幻

　　　　

覚発現薬］
Ｔ４１

　　

麻酔薬及び治療用ガス類による中毒

　

Ｔ４１．０

　　

吸入麻酔薬

　

Ｔ４１．１

　　

静脈麻酔薬

　

Ｔ４１．２

　　

その他及び詳細不明の全身麻酔薬

　

Ｔ４１．３
・

　

局所麻酔薬

　

Ｔ４１．４ 麻酔薬，詳細不明

　

Ｔ４１．５ 治療用ガス類



ドー

審

Ｔ４２

　　

抗てんかん薬，鎮静・催眠薬及び抗パーキ

　　　

ンソン病薬による中毒

　

Ｔ４２‐０

　　

ヒダントイン誘導体

　

Ｔ４２．１ イミノスチルベン類

　

Ｔ４２．２

　　

コハク酸イミド類及びオキサゾリジン

　　　　　

ジオン類

　

Ｔ４２．３ バルビツレート

　

Ｔ４２．４

　

‐ペンゾジアゼピン類

　

Ｔ４２‐５

　　

抗てんかん薬の合剤，他に分類されな

　　　　

いもの

　

Ｔ４２‐６

　　

その他の抗てんかん薬及び鎮静・催眠

　　

・ ・薬

　

Ｔ４２‐７

　　

抗てんかん薬及び鎮静・催眠薬，詳細

　　　　

不明

　　

一

　

Ｔ４２．８

　　

抗パーキンソン病薬及びその他の中枢

　　　　　

性筋しく弛＞緩薬
Ｔ４３

　　

向精降申薬による中毒，他に分類されないも

　　

の

　

Ｔ４３．０

　　

三環系及び四環系抗うつ薬

　

Ｔ４３．１

　　

モノアミンオキシダーゼ阻害性抗うつ

　　

薬

　

Ｔ４３‐２

　　

その他及び帯鎌田不明の抗うつ薬′

　

Ｔ４３．３

　　

フェノチアジン系抗精神病薬及び神経

　　　　

抑制薬

　

－

　　　

′

　

Ｔ４３４

　　

プチロフェノン系及びチオキサンテン

　　　　　

系神経抑制薬

　

Ｔ４３．５

　　

その他及び詳細不明の抗精神病薬及

　　　　

び神経抑制薬
Ｔ４３．６

　　

乱用される可能性のある興奮薬
Ｔ４３．８．

　

その他の向精神薬，他に分類されない

　　　　

もの

Ｔ４３．９ 向精神薬，詳細不明
Ｔ４４

　　

主として自律神経系に作用する薬物による

　

．
中毒

　　　　

．

　　　

＼

　　　　　　　　　

・
Ｔ４４‐０

　

′

　

コリンエステラーゼ阻害薬

Ｔ４４．１

　　

その他の副交感神経興奮薬［コリン作

　　　　

動薬］
Ｔ４４．２

　　

神経節遮断薬，他に分類されないもの
Ｔ４４．３

　　

その他の副交感神経遮断薬［抗コリン

　　　　　

及び抗ムスカリン作動薬］及び鎮けい

　　　　

く痩＞薬，他に分類されないもの
Ｔ４４‐４

　　

アルファアドレナリン受容体作動性を

　　　　

主とする薬，他に分類されないもの
Ｔ４４．５

　　

ベータアドレナリン受容体作動性を主

　　　　

とする薬，他に分類されないもの

　

Ｔ４４．６

　　

アルファアドレナリン受容体桔抗薬，

　　　　　

他に分類されないもの

　

Ｔ４４．７

　　

ベータアドレナリン受容体桔抗薬，他

　　　　　

に分類されないもの

　

Ｔ４４．８

　　

中枢作動性及びアドレナリン作動性

　　　　　

神経遮断薬，他に分類されないもの

　

Ｔ４４．９

　　

主として自律神経系に作用するその他

　　　　　

及び詳細不明の薬物
Ｔ４５

　　

主として全身及び血液に作用する薬物によ

　　

，‘

　

る中毒，他に分類されないもの

　

．

　

Ｔ４５‐０

　　

抗アレルギー薬及び制吐薬

　

Ｔ４５．１

　　

抗腫回勝薬及び免疫抑制薬
＼Ｔ４５．２

　　

ビタミン類，′他に分類されないもの

　

Ｔ４５．３

　　

酵素類，他に分類されないもの

　

Ｔ４５．４ 鉄剤及びその化合物

　

Ｔ４５．５

　　

抗血液凝固薬

　

Ｔ４５‐６

　　

血栓溶解薬

　

Ｔ４５‐７

　　

血液凝固薬，ビタミンＫ及びその他の

　　　　　

血液凝固薬

　

Ｔ４５‐８

　　

主として全身及び血液に作用するその

　　　　　

他の薬物

　　

．

　

Ｔ４５．９、－

　

主として全身及び血液に作用する薬

　　　

・

　

物，詳細不明
Ｔ４６

　　

主として心血管系に作用する薬物による中

　

毒

　

Ｔ４６‐０

　　

強心配糖体及び類似作用薬

　

Ｔ４６‐１ カルシウム桔抗薬

　

Ｔ４６．２

　　

その他の抗不整脈薬，他に分類されな

　　　　

いもの

　

Ｔ４６‐３

　　

冠血管拡張薬，他に分類されないもの

　

Ｔ４６‐４

　　

アンギオテンシン変換酵素阻害薬

　

Ｔ４６‐５

　　

その他の血圧降下薬，他に分類されな

　　　　

いもの

　

Ｔ４６．６

　　

抗脂血薬及び動脈硬化治療薬・

　

Ｔ４６．７ 末梢血管拡張薬

　

Ｔ４６．８

　　

静脈痛治療薬，硬化薬を含む

　

Ｔ４６．９

　　

主として心血管系に作用するその他及

　　　　　

び詳細不明の薬物
Ｔ４７

　　

主として消化器系に作用する薬物による中

　

毒

　　　　　　　　　　

‐
Ｔ４７．０

　　

ヒスータミンＨ２受容体捨抗薬

　　　

－
Ｔ４７‐１

　　

その他の制酸薬及び胃液分泌抑制薬
Ｔ４７‐２ 刺激」嬢緩下薬
Ｔ４７．３

　　

塩類及び浸透‐圧性緩下薬
Ｔ４７．４ その他の緩下薬
Ｔ４７．５ 消化薬

　

Ｔ４７．６ 止しや薬

　

Ｔ４７‐７ 催吐薬

　

Ｔ４７．８

　　

主として消化器系に作用するその他の

　　　　　

薬物

　

．

　

Ｔ４７．９

　　

主として消化器系に作用する薬物，詳

　　　　　

細不明

Ｔ４８

　　

主として平滑筋，骨格筋及び呼吸器系に作

　　　

用する薬物による中毒

　

Ｔ４８．０

　　

子宮収縮薬

　

Ｔ４８．１

　　

骨格筋しく弛〉緩薬［神経筋遮断薬］

　

Ｔ４８‐２

　　

主として筋肉に作用するその他及び詳

　　　　　

細不明の薬物

　

Ｔ４８．３

　　

二銭咳薬

　

Ｔ４８．４ 去療薬

　

Ｔ４８‐５

　　

抗感冒薬

　

Ｔ４８．６

　　

抗端息薬，他に分類されないもの

　

Ｔ４８‐７

　　

主として呼吸器系に作用するその他及

　　　　　

び壕瀬田不明の薬物
Ｔ４９

　　

主として皮膚及び粘膜に作用する局所用

　　　

薬物，眼科用薬，耳鼻咽喉科用薬及び歯科

　　　

用薬による中毒

　

Ｔ４９‐０

　　

局所に適用する抗輿薗薬，抗感染薬及

　　　　　

び抗炎症薬，他に分類されないもの

　

Ｔ４９．１ 止洋薬

　

Ｔ４９‐２

　　

局所に適用する収れん＜敷＞薬及び

　　　　　

界面活性剤

　

Ｔ４９．３

　

－

　

皮膚軟化薬，粘滑薬及び保護薬

　

・

　

Ｔ４９４

　　

角質溶解剤，角質形成薬並びにその他

　　　　　

の毛髪治療薬及び製剤

　　　　　

‐

　

Ｔ４９．５ 眼科用薬及び製剤

　

Ｔ４９．６ 耳鼻咽喉科用薬及び製剤

　

Ｔ４９‐７ 歯科用薬，局所用

　

Ｔ４９．８ その他の局所用薬

　

Ｔ４９．９

　　

局所用薬，詳細不明
Ｔ５０． 利尿薬，その他及び零細不明の薬物，薬剤

　　　

及び生物学的製剤による中毒

　

Ｔ５０．０ ミネラル＜鉱質＞コルチコイド類及び

　　　　　

その捨抗薬

　

Ｔ５０．１

　　

ループ ［ｈｉｇｈ‐ｃｅｉｌｉｎｇ］ 利尿薬

Ｔ５０．２

　　

炭酸脱水酵素阻害薬，ペンゾチアジア

　　　　　

ジン誘導体及びその他の利尿薬
，Ｔ５０‐３

　　

電解質，カロリー及び水分平衡薬
Ｔ５０．４

　　

尿酸代謝に作用する薬物
Ｔ５０．５

　　

食欲減退薬
Ｔ５０‐６ 解毒薬及びキレート剤，他に分類され

　　　　

ないもの

　

Ｔ５０．７

　　

覚せし蜘り及びオビオイドくアヘン関連

　　　　　

麻薬＞受容体桔抗薬

　

Ｔ５０．８ 診断用薬

　

Ｔ５０‐９

　　

その他及び詳細不明の薬物，薬剤及び

　　　

ｔ
生物学的製剤

薬用を主としない物質の毒作用（Ｔ５１‐Ｔ６５）
Ｔ５１

　

ｒアルコールの毒作用

　

Ｔ５１．０

　　

エ‐タノーノレ

　

Ｔ５１．１ メタノーノレ

　

Ｔ５１．２

　　

２」プロパノーソレ

　

Ｔ５１．３ フーゼル油

　

Ｔ５１．８

　　

その他のアルコール類

　

Ｔ５１．９ アルコール，詳細不明
Ｔ５２ 有機溶剤の毒作用

　

Ｔ５２．０ 石油製品

　

Ｔ５２．１

　　

ミ^ンゼ、ン

　

Ｔ５２．２ ベンゼンの同族体

　

Ｔ５２．３ グリコール類

　

Ｔ５２．４ ケトン類

　

Ｔ５２．８ その他の有機溶剤

　

Ｔ５２．９ 有機溶剤，詳細不明
Ｔ５３

　　

脂肪族及び芳香族炭化水素のハロゲン誘

　　　

導体の毒作用

　

Ｔ５３．０

　　

四塩化炭素

　

Ｔ５３‐１ クロロホノレム

　

Ｔ５３．２ トリクロロエチレン

　

Ｔ５３．３ テト，ラクロロエチレン

　

Ｔ５３４ ジクロロメタン

　

Ｔ５３．５

　　

クロロフルオロカーボン類

　

．Ｔ５３．６

　　

脂肪族炭化水素のその他のハロゲ 誘

　　　　

導体

　　　　　　　　　　

・

　

Ｔ５３．７

　　

芳香族炭化水素のその他のハロゲン誘

　　　　

導体

　

Ｔ５３‐９

　　

脂肪族及び芳香族炭化水素のハロゲ

　　　　　

ン誘導体，詳細不明
Ｔ５４ 腐食性物質の毒作用

　

Ｔ５４．０

　　

フェノ，一ル及びフェノール同族体

　

Ｔ５４‐１

　　

その他の腐食性有機化合物

　

Ｔ５４．２

　　

腐食性の酸類及び酸類似物質

　

Ｔ５４．３

　　

腐食性のアルカリ類及びアルカリ類似

　　　　

物質

　

Ｔ５４．９ 腐食性物質，詳細不明
Ｔ５５

　　

石鹸及び洗浄剤の毒作用
Ｔ５６ 金属の毒作用

　

Ｔ５６．０

　　

鉛及びその化合物

　

Ｔ５６．１ 水銀及びその化合物
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ト

Ｔ５６．２

　　

クロム及びその化合物

　

．・

Ｔ５６．３ カドミウム及びその化合物
Ｔ５６．４，

　

銅及びその化合物
Ｔ５６．５ 亜鉛及びその化合物
Ｔ５６．６

　　

錫及びその化合物
Ｔ５６‐７ ベリリウム及びその化合物

　

Ｔ５６．８ その他の金属

Ｔ５６．９

　

・金属，詳細不明
Ｔ５７

　　

その他の無機物質の毒作用
Ｔ５７．０

　　

枇索及びその化合物
Ｔ５７‐・１

　　

燐及びその化合物
Ｔ５７．２ マンガン及びその化合物
Ｔ５７．３ シアン化水素
Ｔ５７．８

　

．その他の明示された無機物質
Ｔ５７．９ 無機物質，詳細不明
Ｔ５８ 一酸化炭素の薄作用
Ｔ５９

　　

その他の気体，フューム及び蒸気の毒作用
Ｔ５９．０ 窒素酸化物
Ｔ５９ユ

　　

ニ酸化イオウ

　

Ｔ５９‐２

　　

ホノレムアルデヒド

　

Ｔ５９．３ 催涙性の気体
Ｔ５９４ 塩素ガス
Ｔ５９‐５

　　

フッ素ガス及びフッ化水素
Ｔ５９．６ 硫化水素
Ｔ５９．７・ 二酸化炭素
Ｔ５９．８

　　

その他の明示された気体，フューム及

　　　　　

び蒸気

　

Ｔ５９．９

　　

気体，フューム及び蒸気，詳細不明
Ｔ６０ 農薬の毒作用

　

Ｔ６０．０

　　

有機燐及びカルバメート殺虫剤

　

Ｔ６０．１ ハロゲン系殺虫剤
Ｔ６０‐２ その他の殺虫剤

　

Ｔ６０‐３ 除草剤及び防徹剤
Ｔ６０４ 殺鼠剤

　

Ｔ６０．８ その他の農薬

　

Ｔ６０．９ 農薬，詳細不明
Ｔ６１

　　

海産食品として摂取された有害物質の毒

　　　

作用

　

Ｔ６１．０

　　

シグワテラ＜Ｃｉｇｕａｔｅｒａ＞魚中毒

　

Ｔ６１．１

　　

スコシブロイド＜Ｓｃｏｍｂｒｏｉｄ＞魚中毒

　

Ｔ６１‐２ その他の魚介類中毒

　

Ｔ６１．８

　　

その他の海産食品の毒作用
．Ｔ６１‐９

　　

詳細不明の海産食品の毒作用
Ｔ６２

　　

食物として摂取されたその他の有害物質に

　　

‐ よる寡作用
Ｔ６２．０ 摂取されたきのこ

　

Ｔ６２．１ 摂取された果実

　

Ｔ６２．２

　　

その他の摂取された植物（一部）

　

Ｔ６２．８

　　

食物として摂取されたその他の明示さ

　　　　　

れた有害物質

　

Ｔ６２．９

　　

食物として摂取された有害物質，詳細

　　　

－

　　

不明

Ｔ６３

　　

有毒動物との接触による毒作用

　

Ｔ６３．０ ヘビ毒

　

Ｔ６３．１ その他の腿虫類の毒

　

Ｔ６３．２ サソリ毒

　

Ｔ６３‐３ クモ毒

．Ｔ６３．４

　　

その他の節足動物の毒

　

Ｔ６３‐５

　　

魚類との接触による毒作用

　

Ｔ６３．６

　　

その他の海生動物との接触による毒作

　　

用

　

Ｔ６３‐８

　　

その他の有毒動物との接触による毒作

　　

用

　

Ｔ６３．９

　　

詳細不明の有毒動物との接触による

　　　　　

寮作用
Ｔ６４

　　

アフラトキシン及びその他の賓菌毒素＜マ

　　

．イコトキシン＞による食物汚染物質の壷作

　

用
Ｔ６５

　　

その他及び零細不明の物質の毒作用

　

Ｔ６５．０ シアン化物

　

Ｔ６５．１ ストリキニーネ及びその塩類

　

Ｔ６５．２

　

‐タバコ及びニコチン

　

Ｔ６５．３

　　

ベンゼン及びその同族体のニトロ誘導

　　　　　

体及びアミノ誘導体

　

Ｔ６５．４ 二硫化炭素

　

Ｔ６５．５

　　

ニトログリセリン及びその他の硝酸エ

　　　　　

ステノレ

　

Ｔ６５‐６

　　

塗料及び染料，他に分類されないもの

　

Ｔ６５．８

　　

その他の明示された物質の毒作用

　

Ｔ６５‐９

　　

詳細不明の物質の毒作用
外因のその他及び詳細不明の作用（Ｔ６６－Ｔ７８）
Ｔ６６

　　

放射線の作用，詳細不明．
Ｔ６７

　　

熱及び光線の作用

　

Ｔ６７．０ 熱射病及び日射病

　

Ｔ６７．１

　　

熱性失神

　

Ｔ６７‐２

　　

熱、（性）けいれん＜癌墜＞

　

Ｔ６７．３ 日射病，無汗性

　

Ｔ６７．４

　　

塩分喪失による日射病

　

Ｔ６７．５ 日射病，詳細不明
・Ｔ６７．６ 熱疲労，÷ｉ母性

　

Ｔ６７‐７

　　

熱性浮腫

‐Ｔ６７‐８

　　

熟汲ぴ光線のその他の作用

Ｔ６７．９

　　

熱及び光線の作用，詳細不明
Ｔ６８

　　

低体温（症）
Ｔ６９

　　

低温のその他の作用

　

Ｔ６９．０ 浸水した手及び足
Ｔ６９．１

　　

凍療＜しもやけ＞

　

Ｔ６９．８

　　

低温のその他の明示された作用

　

Ｔ６９‐９

　　

低温の作用，．詳細不明
Ｔ７０ 気圧又は水圧の作用
Ｔ７０．０

　　

耳気圧外傷
Ｔ７０‐１

　　

副鼻腔の気圧性外傷

　

Ｔ７０．２

　　

高所のその他及び詳細不明の作用

　

Ｔ７０‐３

　　

潜函病＜減圧病＞

　

Ｔ７０‐４ 高水圧の作用

　

Ｔ７０．８

　　

気圧及び水圧のその他の作用

　

Ｔ７０．９

　　

気圧及び水圧の作用，詳細不明
Ｔ７１

　　

窒息

Ｔ７３

　　

その他の欠乏・消耗の作用

　

Ｔ７３．０

　　

飢餓の作用

　

Ｔ７３‐１

　　

ロ渇の作用

　　

．

　

Ｔ７３．２

　　

曝露（不良環境）による消耗

　

Ｔ７３．３、 働き過ぎによる消耗

　

Ｔ７３．８

　　

欠乏・消耗のその他の作用

　

Ｔ７３‐９

　　

欠乏孝肖耗の作用，詳細不明
Ｔ７４

　　

虐待症候群

　

Ｔ７４‐０ 怠慢又は遺棄

　

Ｔ７４．１ 身体的虐待

　

Ｔ７４‐２ 性的虐待

　

Ｔ７４‐３

　　

心理的虐待‐

　

Ｔ７４‐８

　　

その他の虐待症候群

　　

．

　

Ｔ７４．９ 虐待症候群，詳細不明
Ｔ７５ その他の外因の作用

　

Ｔ７５．０

　　

雷撃の作用

　

Ｔ７５．１

　　

溺死及び死に至らない溺水

　

Ｔ７５‐２

　　

振動の作用

　

Ｔ７５．３

　　

動揺病

　　　　　

－

　

Ｔ７５‐４

　　

電流の作用

　

Ｔ７５．８

　　

外因のその他の明示された作用
Ｔ７８

　　

有害作用，他に分類されないもの

　

Ｔ７８．０

　　

有害食物反応によるアナフィラキシー

　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

　　　　

ショック

　

Ｔ７８．１

　　

その他の有害食物反応，他に分類され

　　　　

ないもの

　　　

‐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　

Ｔ７８．２ アナフィラキシーショック，詳細不明

　

Ｔ７８．３ 血管神経浮腫

　

Ｔ７８．４

　

′アレルギー，詳細不明

　

Ｔ７８‐８

　　

その他の有害作用，他に分類されない

　　　　

もの

　　　　　　　　　　　　

‐

　

Ｔ７８‘９ 有害作用，詳細不明
外傷の早期合併症（Ｔ７９）
Ｔ７９

　　

外傷の早期合併症，他に分類されないもの

　

Ｔ７９．０

　　

空気塞栓症（外傷性）
Ｔ７９‐１．

　

脂肪塞栓症（外傷性）

　

Ｔ７９‐２

　　

外傷性続発性出血及び再発性出血

　

Ｔ７９‐３

　　

外傷後の剣傷感染症，他に分類されな

　　　　

いもの

Ｔ７９‐４ 外傷性ショック

　

Ｔ７９．５ 外傷性無尿

　

Ｔ７９‐６

　　

筋の外傷性阻血

　

Ｔ７９．７ 外傷性皮下気腫

　

Ｔ７９‐８

　　

外傷のその他の早期合併症

　

Ｔ７９．９
・

　

外傷の詳細不明の早期合併症
外科的及び内科的ケアの合併症，他に分類されな
いもの （Ｔ８０－Ｔ８８）

Ｔ８０

　　

輸液，輸血及び治療用注射に続発する合併
症

Ｔ８０．０

　　

輪液，輸血及び治療用注射に続発する

　　　　

空気塞栓症

　　　　

ー
Ｔ８０．１

　　

輪液，輸血及び治療用注射に続発する

　　　　

血管合併症

　　

．
Ｔ８０．２

　　

輪液，輸血及び治療用注射に続発する

　　　　

感染症
Ｔ８０．３

　　

Ａ

　　

ＢＯ不適合反応
Ｔ８０．４

　　

Ｒ

　　

ｈ不適合反応
Ｔ８０‐５

　　

血清によるアナフィラキシーショック

Ｔ８０‐６ その他の血清反応
Ｔ８０‐８

　　

輪液，輸血及び治療用注射に続発する

　　　　

その他の合併症
Ｔ８０．９

　　

輪液，輸血及び治療用注射に続発する

　　　　

詳細不明の合併症
Ｔ８１

　　

処置の合併症，他に分類されないもの
Ｔ８１．０

　　

処置に合併する出血及び血腫，他に分

　　　　

類されないもの
Ｔ８１‐１

　　

処置中の又はその結果によるショック

　　　　　

，他に分類されないもの
Ｔ８１．２

　　

処置中の不慮の穿刺及び裂傷＜

　　　　　

ｌａｃｅｒａｔｉｏｎ＞，他に分類されないもの
Ｔ８１．３

　　

手術創の離開，他に分類されないもの
Ｔ８１．４

　

▲処置に続発する感染症，他に分類され

　　　　

ないもの

　

Ｔ８１．５

　　

処置後に体腔又は手術槍＝に不注意に

　　　　

残された異物



審

　

Ｔ８１‐６

　　

処置中に不注意に残された異物によ

　　　　　

る急性反応

　

Ｔ８１．７

　　

処置に続発する血管合併症，他に分類

　　　　　

されないもの

　　　　　　　　　　　

ー

　

Ｔ８１．８

　　

処置のその他の合併症，他に分類され

　　　　　

ないもの

　

Ｔ８１‐９

　　

処置の詳細不明の合併症
Ｔ８２

　　

心臓及び血管のプロステーシス，挿入物及

　　　

び移植片の合併症

　

Ｔ８２‐０

　　

人工心臓弁の機械的合併症

　

Ｔ８２‐１

　　

心臓電子器具の機械的合併症

　

Ｔ８２．２

　　

冠（状）動脈バイパス＜副行路＞及び

　

－

　　　　

弁移植片の機械的合併症

　

Ｔ８２．３

　　

その他の血管移植片の機械的合併症

　

Ｔ８２．４

　　

血管透析カテーテルの機械的合併症

　

Ｔ８２‐５

　　

その他の心臓及び血管の人工器具及

　　　　　

び挿入物の機械的合併症

　

Ｔ８２．６

　　

人工心臓弁による感染症及び炎症性

　　　　　

反応

　

Ｔ８２．７

　　

その他の心臓及び血管の人工器具，挿

　　　　　

入物及び移植片による感染症及び炎

　　　　

症性反応

　

Ｔ８２‐８

　　

心臓及び血管のプロステーシス，挿入－

　　　　

物及び移植片のその他の明示された合

　　　　

併症
Ｔ８２．９

　　

心臓及び血管のプロステーシス，挿入

　　　　

物及び移植片の詳細不明の合併症
Ｔ８３

　　

尿路性器プロステーシス，挿入物及び移植

　　　

片の合併症
Ｔ８３‐０

　　

尿路（留置）カテーテルの機械的合併

　　

症
Ｔ８３．１

　　

その他の尿路の人工器具及び挿入物

　　　　

の機械的合併症
Ｔ８３‐２

　　

尿路の移植片の機械的合併症
Ｔ８３‐３

　　

子宮内避妊器具の機械的合併症
Ｔ８３．４

　　

性器のその他のプロステーシス，挿入

　　　　

物及び移植片の機械的合併症
Ｔ８３．５

　　

尿路系プロステーシス，挿入物及び移

　　　　

植片による感染症正及び炎症性反応

　　

－
Ｔ８３．６

　　

性器プロステーシス，挿入物及び移植

　　　　

片による感染症及び炎症性反応
Ｔ８３，８

　　

尿路性器プロステーシス，挿入物及び

　　　　

移植片のその他の合併症′

　

・‐
Ｔ８３．９

　　

尿路性器プロステーシス，挿入物及び

　　　　

移植片の詳細不明の合併症

Ｔ８４

　　

体内整形外科的プロステーシス，挿入物及

　　　

び移植片の合併症

　

Ｔ８４‐０

　　

体内関節プロステーシスの機械的合

　　　　　

併症

　

Ｔ８４‐１

　　

（四）肢骨の内固定材の機械的合併症

　

Ｔ８４‐２

　　

その他の骨の内固定材の機械的合併

　　　　　

症正

　

Ｔ８４．３

　　

その他の骨の人工器具－，挿入物及び移

　　　　　

植片の機械的合併症

　

Ｔ８４‐４

　　

その他の整形外科的体内器具，挿入物

　　　　　

及び移植片の機械的合併症

　

Ｔ８４．５

　　

体内関節プロステーシスによる感染症

　　　　　

及び炎症性反応

　

Ｔ８４．６‘

　　

内固定材［各部位］による感染症及び

　　　　　

炎症性反応

　

Ｔ８４‐７

　　

その他の体内整形外科的プロステー

　　　　

シス，挿入物及び移植片による感染症

　　　

ノ 及び炎症性反応

　

Ｔ８４．８

　　

体内整形外科的プロステーシス，挿入

　　　　

物及び移植片のその他の合併症
Ｔ８４．９

　　

体内整形外科的プロステーシス，挿入

　　　　

物及び移植片の詳細不明の合併症
Ｔ８５

　　

その他の体内プロステーシス，挿入物及び

　　　

移植片の合併症
Ｔ８５．０

　　

脳室頭蓋内（交通性）シャントの機械

　　　　　

的合併症
Ｔ８５‐１

　　

植え込み式神経系電気刺激装置の機

　　　　

械的合併症
Ｔ８５．２

　　

眼内レンズの機械的合併症
Ｔ８５‐３

　　

その他の眼球プロステーシス，挿入物

　　　　

及び移植片の機械的合併症
Ｔ８５．４

　　

乳房プロステーシス及び挿入物の機械

　　　　　

的合併症
Ｔ８５．５

　　

胃腸プロステーシス，挿入物及び移植

　　　　

片による機械的合併症
Ｔ８５‐６

　　

その他の明示された体内プロステーシ

　　　　

ス，挿入物及び移植片の機械的合併症
Ｔ８５‐７

　　

その他の体内プロステーシス，挿入物

　　　　

及び移植片による感染症及び炎症・性

　　　　

反応
Ｔ８５．８

　　

体内プロステーシス，挿入物及び移植

　　　　

片のその他の合併症，他に分類されな

　　　　

いもの

　　　

‐
Ｔ８５．９

　　

体内プロステーシス，挿入物及び移植

　　　　

片の詳細不明の合併症

Ｔ８６

　　

移植臓器及び組織の不全及び拒絶反応

　

Ｔ８６‐０ 骨髄移植の拒絶反応

　

Ｔ８６．１

　　

腎移植不全及び拒絶反応

　

Ｔ８６．２

　　

心臓移植不全及び拒絶反応

　

Ｔ８６．３

　　

心肺移植不全及び拒絶反応

　

Ｔ８６．４

　　

肝移植不全及び拒絶反応

　

Ｔ８６．・８

　　

その他の移植臓器及び組織の不全及

　　　　　

び拒絶反応

　

Ｔ８６‐９

　　

詳細不明の移植臓器及び組織の不全

　　　　　

及び拒絶反応
Ｔ８７

　　

再接着及び切断に特有の合併症

　

Ｔ８７．ｏ

　　

再接着上肢（一部）・の合併症

　

Ｔ８７．１

　　

再接着下肢（一部）の合併症

　

Ｔ８７‐２

　　

その他の再接着部分の合併症

　

Ｔ８７．３ 切断端の神経腫

　

Ｔ８７．４ 切断端の感染症

　

Ｔ８７‐５

　　

切断端のえ＜壊＞死・

　

Ｔ８７．６

　　

切断端のその他及び詳細不明の合併

　　　　　

症正

　　　　　　　　

▲

Ｔ８８

　　

外科的及び内科的ケアのその他の合併症，

　　　

他に分類されないもの

　

Ｔ８８．ｏ

　　

予防接種に続発する感染症

　

Ｔ８８‐１

　　

予防接種に続発するその他の合併症，

　　　　　

他に分類されないもの

　

Ｔ８８‐２ 麻酔によるショック

　

Ｔ８８．３

　

／麻酔による悪性高熱＜体温＞（症）

　

Ｔ８８．４

　　

挿管の不成功又は困難

　

Ｔ８８．５

　　

麻酔のその他の合併症

　

Ｔ８８．６

　　

適正に投与された正しい薬物及び薬

　　　　　

剤の有害作用によるアナフィラキシー

　　　　　　

・ショック

　

Ｔ８８．７

　　

薬物及び薬剤の詳細不明の有害作用

　

Ｔ８８．８

　　

外科的及び内科的ケアのその他の明

　　　　　

示された合併症，他に分類されないも

　　　

の

　

Ｔ８８‐９

　　

外科的及び内科的ケアの合併症，詳細

　　

，

　

不明

　　　　　　　　　　　　　　　　

、
損傷，中毒及びその他の外因による影響の続発・
後遺症 （Ｔ９０一Ｔ９８）

　

．
Ｔ９０

　　

頭部損傷の続発・後遺症肥

　　　

ノ
Ｔ９０．０

　　

頭部の表在損傷の続発・後遺症庇
Ｔ９０．１

　　

頭部の開放創の続発・後遺症
Ｔ９０．２

　　

頭蓋及び顔面骨骨折の続発・後遺症庇
Ｔ９０．３

　　

脳神経損傷の続発・後遺症
Ｔ９０‐４

　　

眼及び眼窟の損傷の続発・後遺症
Ｔ９０．５

　　

頭蓋内損傷の続発・後遺症

　

Ｔ９０．８

　　

頭部のその他の明示された損傷の続発

　

Ｌ

　　　　

ｒ・後遺症

　

Ｔ９０．９

　　

頭部の詳細不明の損傷の続発・後遺症
Ｔ９１

　　

頚部及び体幹損傷の続発・後遺症

　

．

　

Ｔ９１．０

　　

頚部及び体幹の表在損傷及び開放剣

　　　　　

の続発・後遺症

　

Ｔ９１．１

　　

脊椎骨折の続発・後遺症

　

Ｔ９１．２

　　

．胸部＜郭＞及び骨盤部のその他の骨

　　　　　

折の続発・後遺症

　

Ｔ９１．３

　　

脊髄損傷の続発・後遺症

　

Ｔ９１．４

　　

胸腔内臓器損傷の続発・後遺症

　

Ｔ９１‐５

　　

腹腔内及び骨盤盤臓器の損傷の続発・後

　　　　　

遺症

　

Ｔ９１．８

　　

頚部又は体幹のその他の明示された損

　　　　　

傷の続発・後遺症

　

Ｔ９１．９

　　

頚部及び体幹の詳細不明の損傷の続

　　　　

発．後遺症

　　　　　

‘

　　　　　　　

Ｔ９２

　　

上肢の損傷の続発・後遺症

　

Ｔ９２‐０

　　

上肢の開放剣の続発・後遺症

　

Ｔ９２‐１

　　

腕の骨折の続発・後遺症

　

・

　

Ｔ９２．２

　　

手首及び手の骨折の続発・後遺症

　

Ｔ９２．３

　　

上肢の脱臼，捻挫及びストレインの続

　　　　

・発・後遺症

　

Ｔ９２．４

　　

上肢の神経損傷の続発・後遺症

　

Ｔ９２．５

　　

上肢の筋及び騰の損傷の続発」後遺症

　

Ｔ９２‐６

　　

上肢の挫減損傷及び外傷性切断の続

　　　　

発・後遺症

　

Ｔ９２‐８

　　

上肢のその他の明示された損傷の続発

　　　　　

後遺症
Ｔ９２．９

　　

上肢の詳細不明の損傷の続発・後遺症
Ｔ９３

　　

下肢の損傷の続発・後遺症
Ｔ９３．０

　　

下肢の開放創の続発・後遺症
Ｔ９３．１

　　

大腿骨骨折の続発・後遺症
Ｔ９３．２

　　

下肢のその他の骨折の続発・後遺症
Ｔ９３‐３

　　

下肢の脱臼，捻挫及びストレインの続

　　　　

発・後遺症
Ｔ９３‐４

　　

下肢の神経損傷の続発・後遺症
Ｔ９３．５

　　

下肢の筋及び腔の損傷の続発・後遺症
Ｔ９３．６

　　

下肢の挫減損傷及び外傷性切断の続

　　　　

」発．後遺症
Ｔ９３‐８

　　

下肢のその他の明示された損傷の続発

　　　　　

・後遺症

　　　　　　　　

一

Ｔ９３‐９

　　

下肢の詳細不明の損傷の続発‘後遺症
Ｔ９４

　　

多部位及び部位不明の損傷の続発・後遺症
Ｔ９４．０

　　

多部位の損傷の続発・後遺症



の
ト

Ｔ９４‐１

　　

損傷の続発・後遺症，部位の明示され

　　　　

ないもの

Ｔ９５

　　

熱傷，腐食及び凍傷の続発・後遺症
Ｔ９５．０

　　

頭部及び頚部の熱傷，腐食及び凍傷の

　　　　　

続発・後遺症．

　

▲
Ｔ９５．１

　　

体幹の熱傷，腐食及び凍傷の続発・後

　　　　　

遺症、

　

Ｔ９５．２

　　

上肢の熱傷，腐食及び凍傷の続発・後

　　　　　

遺症

　

Ｔ９５．・３

　　

下肢の熱傷，腐食及び凍傷の続発・後

　　

，

　

道症
Ｔ９５‐４

　　

傷害された体表面積によってのみ分類

　　　　　

される熱傷及び腐食の続発・後遺症
Ｔ９５‐８

　　

その他の明示された熱傷，腐食及び凍

　　　　　

傷の続発・後遺症

　

Ｔ９５．９

　　

詳細不明の熱傷，腐食及び凍傷の続発

　　　　　

・後遺症
Ｔ９６

　　

薬物，′薬剤及び生物学的製剤による中毒の

　　　

続発・後遺症
Ｔ９７

　

・薬用を主としない物質の寿作用の続発・後

　　　

遺症

　　　　　　　

一
Ｔ９８

　　

外因のその他及び詳細不明の作用の続発

　　　

・後遺症
Ｔ９８．０

　　

自然開ロ部からの異物侵入の作用の

　　　　　

続発．後遺症

　　　　　　

′

Ｔ９８．１

　　

外因のその他及び詳細不明の作用の

　　　　　

続発・後遺症

　

Ｔ９８．２

　　

外傷の早期合併症の続発・後遺症

　

Ｔ９８．３

　　

外科的及び内科的ケアの合併症の続

　　　　

発・後遺症，他に分類されないもの

　　

第獣章

　

傷病及び死亡の外因（ＶＯ１一Ｙ９８）
発生場所コード
下記の分類項は，適当な場合は，外因の発生した
場所を表示するために，ＩＣＤ項目ＷＯＯ－Ｙ３４に加え
て，別個の分類として使用するために設置された
ものである：
０

　

１

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

　

７

　

８

家（庭）

　　　　　　　　

－

居住施設
学校，施設及び公共の地域
スポーツ施設及び競技施設
街路及びハイウェイ
商業及びサービス施設
工業用地域及び建築現場
農場
その他の明示された場所
詳細不明の場所

活動コード
下記の分類項は，事件発生時の受傷者の活動を示
すためにＶＯＩ－Ｙ３４の項鰍こ加えて，別個の分類と
して使用するために設置されたものである。この
補助分類は，ＷＯ０一Ｙ３４に分類される事件の発生場
所を示すために勧告された分類項目●と混同したり

，または代わりに使用してはならない。

　　

０

　　

スポーツ活動中

　　

１

　　

余暇活動中

　　

２

　　

収入を得るための活動中

　　

３

　　

その他の種類の労働中

　　

４

　　

休憩，睡眠，食事又は日常のその他の

　　　　

生活活動中

　　

８

　　

その他の明示された活動中

　　

９ 詳細不明の活動中
不慮、の事故（ＶＯＩ－Ｘ５９）
交通事故（ＶＯ１‐Ｖ９９）
交通事故により受傷した歩行者（ＶＯＩ－ＶＯ９）
下記の４桁細分類項目は項目ＶＯ１‐ＶＯ鞍こ使用する
：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｒ

　　

‐０

　

路上外交通事故

　　

．１

　

路上交通事故

　　

‐９

　

路上交通事故か路上外交通事故か不

　　　

‐明

ＶＯＩ

　　

自転車との衝突により受傷した歩行者
Ｖ０２

　　

二輪又は三輪のモーター車両との衝突に

　　　

より受傷した歩行者
Ｖ０３

　　

乗用車，軽トラック又はバンとの衝突によ

　　　

り受傷した歩行者
Ｖ０４

　　

大型輸送車両又はバスとの衝突により受傷

　　　

した歩行者
Ｖ０５

　　

鉄道列車又は鉄道車両との衝突により受

　　　

傷した歩行者
Ｖ０６

　　

その他の非モ ター車両との衝突により受

　　　

傷した歩行者
ＶＯ９‐

　

その他及び詳細不明の交通事故により受

　　　

傷した歩行者
ＶＯ９．０

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　

が関与した路上外交通事故により受

　　　　

傷した歩行者
ＶＯ９．１

　　

詳細不明の路上外交通事故により受

　　　　　

傷した歩行者
ＶＯ９‐２

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　　

が関与した路上交通事故により受傷

　　　　　

した歩行者

ＶＯ９‐３

　　

詳細不明の路上交通事故により受傷

　　　　　

した歩行者
ＶＯ９．９

　　

詳細不明の交通事故により受傷した

　　　　　

歩行者
交通事故により受傷した自転車乗員（ＶＩＯ－ＶＩ９）
下記の４桁細分類項目は項目ＶＩ０一Ｖ１８に使用する

：

　

，

　　　　　　　　　　　　　

．

　　

．０

　

路上外交通事故により受傷した運転

　　

者

　　

～

　　

．１・路上外交通事故により受優した同乗

　　

者

　　　

－

　　

．２

　

路上外交通事故により受傷した詳細

　　　　

不明の乗員

　　

．３ 乗降中に受傷した者

　　

‐４

　

路上交通事故により受傷した運転者

　　

．５

　

路上交通事故により受傷した同乗者

　　

．９

　

路上交通事故により受傷した詳細不

　　　　　

明の乗員

ＶＩＯ

　　

歩行者又は動物との衝突により受傷した自

　　　

転車乗員
ＶＩＩ

　　

他の自転車との衝突により受傷した自転車

　　　

乗員
Ｖ１２

　　

二輪又は三輪のモーター車両との衝突に

　　　

より受傷した自転車乗員
Ｖ１３

　　

乗用車，軽トラック又はバンとの衝突によ

　　　

り受傷した自転車乗員
Ｖ１４

　　

大型輸送車両又はバスとの衝突により受傷

　　　

した自転車乗員
Ｖ１５

　

．鉄道列車又は鉄道車両との衝突により受

　　　

傷した自転車乗員
Ｖ１６

　　

その他の非モ」ター車両との衝突により受

　　　

傷した自転車乗員
Ｖ１７

　　

固定又は静止した物体との衝突により受傷

　　　

した自転車乗員
Ｖ１８

　　

衝突以外の交通事故により受傷した自転

－ 車乗員
ＶＩ９

　　

その他及び詳細不明の交通事故により受

　　　

傷した自転車乗員

　

ＶＩ９．０

　　

その他及び詳細不明のモーター車両
‐

　　　　

との路上外交通事故により受傷した

　　　　　

自転車運転者

　

ＶＩ９‐１

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　　

との路上外交通事故により受傷した

　　　　　

自転車同乗者

ＶＩ９．３

ＶＩ９‐４

ＶＩ９．５

ＶＩ９．６

‐ＶＩ９‐８

ＶＩ９．９

ＶＩ９．２ その他及び詳細不明のモーター車両
との路上外交通事故により受傷した
詳細不明の自転車乗員
詳細不明の路上外交通事故により受
傷した自転車乗員
その他及び詳細不明のモーター車両
との路上交通事故により受傷した自
転車運転者

　

‐
その他及び詳細不明のモーター車両
との路上交通事故により受傷した自
転車同乗者
その他及び詳細不明のモーター車両
との路上交通事故により受傷した詳
細不明の自転車乗員
その他の明示された交通事故により受
傷した自転車乗員
詳細不明の路上交通事故により受傷
した自転車乗員

交通事故により受傷したオートバイ乗員（Ｖ２０一
Ｖ２９）．
下記の４桁細分類項目は項目Ｖ２０一Ｖ２８に使用する

Ｖ２０

Ｖ２１

Ｖ２２

Ｖ２３

Ｖ２４

Ｖ２５

‐０

　　

路上外交通事故により受像した運転

　

者

‐１

　

路上外交通事故により受傷した同乗

　

者

　　　　　　　　　　　

・

．２

　

路上外交通事故により受傷した詳細

　　

不明の乗員

．３ 乗降中に受傷した者

．４

　

路上交通事故により受傷した運転者

．５

　　

路上交通事故により受傷した同乗者・

．９

　

路上交通事故により受傷した詳細不

　　

明の乗員
歩行者又は動物との衝突により受傷したオ
ートバイ乗員
自転車との衝突により受傷したオートノＶ
乗員
二輪又は三輪のモーター車両との衝突に
より受傷したオートバイ乗員
乗用車，軽トラック又はバンとの衝突によ
り受傷したオートバイ乗員
大型輸送車両又はバスとの衝突により受傷
したオートバイ乗員

　

′
鉄道列車又は鉄道車両との衝突により受
傷したオートバイ乗員

　　

－



審

Ｖ２６

　　

その他の非モーター車両との衝突により受

　　　

傷したオートバイ乗員
Ｖ２７

　　

固定又は静止した物体との衝突により受傷

　　　

したオートバイ乗員
Ｖ２８

　　

衝突以外の交通事故により受傷したオー

　　　

トバイ乗員
Ｖ２９

　　

その他及び詳細不明の交通事故により受

　　　

傷したオートバイ乗員

　

Ｖ２９‐０

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　　

との路上外交通事故により受傷した

　　　　　

オートバイ運転者

　　　　　　

．

　

Ｖ２９‐１

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　　

との路上外交通事故により受傷した

　　　　　

オートバイ同乗者

　

Ｖ２９名

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　　

との路上外交通事故により受傷した

　　　　　

詳細不明のオートバイ乗員

　

Ｖ２９．３

　　

詳細不明の路上外交通事故により受

　　　　　

傷したオートバイ乗員

　

Ｖ２９‘４

　　

その他及び詳細不明のモータ『車両

　　　　　

との路上交通事故により受傷したオ÷

　　　　　

トバイ運転者

　　　　

ー

　

Ｖ２９‐５

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　　

との路上交通事故により受傷したオー

　　　　　

トバイ同乗者

　　　　　　　

、

　

Ｖ２９．６

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　　

との路上交通事故により受傷した詳

　　　　

‐細不明のオートバイ乗員

　

′

　

Ｖ２９．８

　　

その他の明示された交通事故により受

　　　

′

　　

傷したオートバイ乗員

　

，
Ｖ２９．９

　　

詳細不明の路上交通事故により受傷

　　　　

したオートバイ乗員
交通事故により受傷したオート三輪車乗員（Ｖ３０
－Ｖ３９）

下記の４桁細分類項目は項目Ｖ３０－Ｖ３８に使用する
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　

　

　　

．０

　

路上外交通事故により受傷した運転

　　

者

　　

．１

　

路上外交通事故により受傷した同乗
・

　　　

者 ー

　　

．２

　　

路上外交通事故により受傷じた車両

　　　　

の外側に乗っていた者

　　

．３

　

路上外交通事故により受傷した詳細

　　　　

不明の乗員

　　

．４ 乗降中に受傷した者

　　

．５

　

路上交通事故により受傷した運転者

　　　

．６

　

路上交通事故により受傷した同乗者

　　

．７

　

路上交通事故により受傷した車両の

　　　　　

外側に乗っていた者

　　　

‐

　　

‐９

　

路上交通事故により受傷した詳細不

　　　　　

明の乗員

Ｖ３０

　　

歩行者又は動物との衝突により受傷したオ

　　　

ート三輪車乗員 －

Ｖ３１

　　

自転車との衝突により受傷したオ÷ト三輪

　　　

車乗員
Ｖ３２

　　

二輪又は三輪のモーター車両との衝突に

　　　

より受傷したオート三輪車乗員
Ｖ３３

　　

乗用車，軽トラック又はバンとの衝突によ

　　　

り受傷したオート三輪車乗員
Ｖ３４

　　

大型輸送車両又はバスとの衝突により受像

　　　

したオート三輪車乗員
Ｖ３５

　　

鉄道列車又は鉄道車両との衝突により受

　　　

傷したオート三輪車乗員
Ｖ３６

　　

その他の非モーター車両との衝突により受

　　　

傷したオート三輪車乗員
Ｖ３７

　　

固定又は静止した物体と噺衝突により受傷

　　　

したオート三輪車乗員
Ｖ３８

　　

衝突以外の交通事故により受傷したオー

　　　

ト三輪車乗員
Ｖ３９′

　

その他及び詳細不明の交通事故により受

　　　

傷したオート三輪車乗員
Ｖ３９．０

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　　

との路上外交通事故により受傷した

　　　　　

オート三輪車運転者
Ｖ３９．１

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　　

との路上外交通事故により受傷した

　　　　

オート三輪車同乗者

－Ｖ３９．２

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　　

との路上外交通事故により受傷した

　　　　

詳細不明のオート三輪車乗員
Ｖ３９．３

　　

詳細不明の路上外交通事故により受

　　　　

傷したオート三輪車乗員
Ｖ３９．４

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　　

との路上交通事故により受傷したオ÷

　　　　　

ト三輪車運転者
Ｖ３９．５

　　　　

の

　　　

び０コ‘

　

・日

　

のモ－

　

－Ｖ３９．５

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　

との路上交通事故により受傷したオ÷

　　　　

ト三輪車同乗者
Ｖ３９．６

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　

との路上交通事故によ‐り受像した詳

　　　

細不明のオート三輪車乗員

　

Ｖ３９．８

　　

その他の明示された交通事故により受

　　　　　

傷したオート三輪車乗員

　

Ｖ３９．９

　　

詳細不明の路上交通事故により受傷

　　　　　

したオート三輪車乗員
交通事故により受傷した乗用車乗員（Ｖ４０－Ｖ４９）
下記の４桁細分類項目は項目Ｖ４０‐Ｖ４８に使用する
：

　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　

‐０

　　

路上外交通事故により受傷した運転

　　

者

　　

‐１

　

路上外交通事故により受傷した同乗

　　

者

　　　　　　　　　　　　　

．

　　　

．２

　

路上外交通事故により受傷した車両

　　　　　

の外側に乗っていた者

　　

‐３

　

路上外交通事故により受傷した詳細

　　　　　

不明の乗員

　　

．４ 乗降中に受傷した者

　　　

．５

　

路上交通事故により受傷した運転者

　　　

‐６

　

路上交通事故により受像した同乗者

　　

．７

　

路上交通事故により受傷した車両の

　　　　　

外側に乗っていた者

　　

．９

　

路上交通事故により受傷した詳細不

　　　　　

明の乗員

Ｖ４０

　　

歩行者又は動物との衝突により受傷した乗

　　　

用車乗員

　　　　　　　　

‐

Ｖ４１

　　

自転車との衝突により受傷した乗用車乗

　

　

　　

　

　　　　　

　
Ｖ４２

　　

二輪又は三輪のモーター車両との衝突に

　　　

より受傷した乗用車乗員
Ｖ４３

　　

乗用車，軽トラツク又はバンとの衝突によ

　　　

り受傷した乗用車乗員
Ｖ４４

　　

大型輸送車両又はバスとの衝突により受傷

　　　

した乗用車乗員

　　　　　　　　　　　　

Ｖ４５

　　

鉄道列車又は鉄道車両との衝突により受

　　　

傷した乗用車乗員
Ｖ４６

　　

その他の非モーター車両との衝突により受

　　　

傷した乗用車乗員
Ｖ４７

　　

固定又は静止した物体との衝突により受傷

　　　

した乗用車乗員
Ｖ４８

　　

衝突以外の交通事故により受傷した乗用

　　　

車乗員

　　

，

　　　　　　　　　

．
Ｖ４９

　　

その他及び詳細不明の交通事故により受

　　　

傷した乗用車乗員・

　

Ｖ４９．０

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　

、との路上外交通事故により受傷した

　　　　　

乗用車運転者

　

Ｖ４９．１

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　

′

　　　

，

　

との路上外交通事故により受傷した

　　　　　

乗用車同乗者

　

Ｖ４９．２

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　　

との，路上外交通事故により受傷した

　　　　　

詳細不明の乗用車乗員

　

Ｖ４９‐３

　　

詳細不明の路上外交通事故により受

　　　　　

傷した乗用車乗員

　

Ｖ４９‐４

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　　

との路上交通事故により受傷した乗

　　　　　

用車運転者

　

Ｖ４９‐５

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　　

との路上交通事故により受傷した乗

　　　　　

用車同乗者

　

Ｖ４９‐６

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　　

との路上交通事故により受傷した詳

　　　　　

細不明の乗用車乗員

　

Ｖ４９．８

　　

その他の明示された交通事故により受

　　　　　

傷した乗用車乗員

　

Ｖ４９．９‐

　

詳細不明の路上交通事故により受傷

　　　　　

した乗用車乗員
交通事故により受傷した軽トラック乗員又はバン
乗員

　

Ｗ５０一Ｖ５９）
下記の４桁細分類項目は項目Ｖ５０一Ｖ５８に使用する

．０

　

路上外交通事故により受傷した運転

　

者

．１

　

路上外交通事故により受傷した同乗

　

者

．２

　

路上外交通事故により受傷した車両

　　

の外側に乗っていた者

‐３

　

路上外交通事故により受傷した詳細

　　

不明の乗員

．４ 乗降中に受傷した者

．５

　

路上交通事故により受傷した運転者

‐６

　

路上交通事故により受傷した同乗者

．７

　

路上交通事故により受傷‐した車両の

　　

外側に乗っていた者

‐９

　　

路上交通事故、により受傷した詳細不

　　

明の乗員
歩行者又は動物との衝突により受傷した軽
トラック乗員又はバン乗員
自転車との衝突により受傷した軽トラック
乗員又はバン乗員
二輪又は三輪のモーター車両との衝突に
より受傷した軽トラック乗員又はバン乗員

Ｖ５０

Ｖ５１

Ｖ５２



（
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ぬ
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ト

Ｖ５３

　　

乗用車，軽トラ
・ック又はバンとの衝突によ

　　　

′り受傷した軽トラック乗員又はバン乗員
Ｖ５４

　　

大型輸送車両又はパスとの衝突により受傷

　　　

した軽トラック乗員又はバン乗員
Ｖ５５

　

‐鉄道列車又は鉄道車両との衝突により・受

　　　

傷した軽トラ．ツク乗員又はバン乗員
Ｖ５６

　　

その他の非モーター車両との衝突により受

　　　

傷した軽トラック乗員又はバン乗員
Ｖ５７

　　

固定又は静止した物体との衝突により受傷

　　　

した軽トラック乗員又はバン乗員
Ｖ５８

　　

衝突以外の交通事故により受傷した軽ト

　　　

ラック乗員又はバン乗員
Ｖ５９

　　

その他及び詳細不明の交通事故により受

　　　

傷した軽トラック乗員又はバン乗員

　

Ｖ５９‐０

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　　

との路上外交通事故により受傷した

　　　　　

軽トラック運転者又はバン運転者

　

Ｖ５９．１

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　　

との路上外交通事故により受傷した

　　　　　

軽トラック同乗者又はバン同乗者

　

Ｖ５９‐２・

　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　　

との路上外交通事故により受傷した

　　　　

詳細不明の軽トラック乗員又は詳細

　　　　　

不明のバン乗員

　

Ｖ５９．３

　　

詳細不明の路上外交通事故により受

　　　　　

傷した軽トラック案員又はバン乗員

　

Ｖ５９．４

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　　

との路上交通事故により受傷した軽

　　　　　

トラック運転者又はバン運転者

　

Ｖ５９．５

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　　

との路上交通事故により受傷した軽

　　　　　

トラック同乗・者又はバン同乗者

　

Ｖ５９‐６

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　　

との路上交通事故により受傷した詳

　　　　

細不明の軽トラック乗員又は詳細不

　　　　　

明のバン乗員

　

Ｖ５９‐８

　　

その他の明示された交通事故により受

　　　　　

傷した軽トラック乗員又はバン乗員

　

Ｖ５９．９

　　

詳細不明の路上交通事故により受傷

　　　　　

した軽トラシク乗員又はバン乗員
交通事故により受傷した大型輸送車両乗員（Ｖ６０
一Ｖ６９）

下記の４桁細分類項目，は項日Ｖ６０一Ｖ６８に使用する
：

　　　　　

，

　　　

．

　　

．０

　

路上外交通事故により受傷した運転

　　

者

　　　　　　　　　　　　　　

◆

　　

．１

　

路上外交通事故により受傷した同乗

　　

者

　　

．２

　

路上外交通事故により受傷した車両

　　　　　

の外側に乗っていた者

　　

．３

　

路上外交通事故により受傷した詳細

　　　　

不明の乗員

　　

‐４

　

乗降中に受傷した者

　　　　　

‐

　　

．５

　

路上交通事故により受傷した運転者

　　

‐６

　

路上交通事故により受傷した同乗者

　　

‐７

　

路上交通事故により受傷した車両の

　　　

‐

　

外側に乗っていた者

　　

‐９

　

路上交通事故により受傷した詳細不

　　　　　

明の乗員．

Ｖ６０・

　

歩行者又は動物との衝突により受傷した大

　　　

型輸送車両乗員
Ｖ６１

　　

自転車との衝突により受傷した大型輸送

　　　

車両乗員
Ｖ６２

　　

二輪又は三輪のモータ÷車両との衝突に

　　

一より受傷した大型輸送車両乗員
Ｖ６３

　　

乗用車，軽トラック又はバンとの衝突によ

　　　

り受傷した大型輸送車両乗員

　　　　

‐
Ｖ６４

　　

大型輸送車両又はバスとの衝突により受傷

　　　

した大型輸送車両乗員
Ｖ６５

　　

鉄道列車又は鉄道車両との衝突により受

　

．

　

傷した大型輸送車両乗員
Ｖ６６

　　

その他の非モーター車両との衝突により受

　　　

傷した大型輸送車両乗員
Ｖ６７

　　

固定又は静止した物体との衝突により受傷

　　　

した大型輸送車両乗員
Ｖ６８

　　

衝突以外の交通事故により受傷した大型

　　　

輸送車両乗員
Ｖ６９

　　

その他及び詳細不明の交通事故により受

　　　

傷した大型輸送車両乗員
Ｖ６９‐０

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　　

との路上外交通事故により受傷した

　　　　　

大型輸送車両運転者

　

Ｖ６９．１

　　

その他及び詳細不明のモ←ター車両

　　　　　

との路上外交通事故により受傷した

　　　　　

大型輸送車両同乗者

　

Ｖ６９．２

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　　

との路上外交通事故により受傷した

　　　　　

詳細不明．の大型輸送車両乗員

　

Ｖ６９．３

　　

詳細不明の路上外交通事故により受

　　　　　

傷した大浬型輸送車両乗員

Ｖ６９．５

Ｖ６９．６

Ｖ６９‐８

Ｖ６９．９

Ｖ６９．４ その他及び難細不明のモーター車両
との路上交通事故により受傷した大
型輸送車両運転者
その他及び詳細不明のモーター車両
との路上交通事故により受傷した大
型輸送車両同乗者

　　

‐

その他及び詳細不明のモ←夕」車両
との路上交通事故により受傷した詳
細不明の大型輸送車両乗員
その他の明示された交通事故により受
傷した大型輸送車両乗員
詳細不明の路上交通事故により受傷
した大型輸送車両乗員

交通事故により受傷したバス乗員（Ｖ７０－Ｖ７９）
下記の４桁細分類項目は項目Ｖ７０－Ｖ７８に使用する

Ｖ７０

Ｖ７１

Ｖ７２

Ｖ７３

Ｖ７４

Ｖ７５

Ｖ７６

．０

　

◆路上外交通事故により受傷した運転

　

者

．１

　

路上外交通事故により受像した同乗

　　

者＜乗客＞

　　　　　

‐

．２

　

路上外交通事故により受像した車両

　　

の外側に乗っていた者

‐３

　

路上外交通事故により受傷した詳細

　　

不明の乗員

‐４ 乗降中に受傷した者

‐５

　　

路上交通事故により受傷した運転者

‐６ 路上交通事故によ・り受傷した同乗者

　　

＜乗客＞

．７

　

路上交通事故により受傷した車両の

　　

外側に乗っていた者

‐９

　

路上交通事故により受傷した詳細不

　　

明の乗員
歩行者又は動物との衝突により受傷したバ
ス乗員 ・

　　

一

　

ー
・自転車との衝突により受傷したバス乗員
二輪又は三輪のモーター車両との衝突に
より，受傷したバス乗員
乗用車，軽トラック又はバンとの衝突によ
り受傷したバス乗員
大型輸送車両又はバスとの衝突により受傷
したバス乗員
鉄道列車又は鉄道車両との衝突により受
傷したバス乗員
その他の非モーター車両との衝突により受
傷したバス乗員

Ｖ７７

　　

固定又は静止した物体との衝突により受傷

　　　

したバス乗員
Ｖ７８

　　

衝突以外の交通事故により受傷したバス乗

　

員
Ｖ７９

　　

その他及び詳細不明の交通事故により受

　　　

傷したバス乗員
Ｖ７９．０

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　

との路上外交通事故により受傷した

　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▲

　　　　　

バス運転者
Ｖ７９．１

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　

との路上外交通事故により受傷した

　　　　　

バス同乗者＜乗客＞
Ｖ７９．２

　

・その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　

との路上外交通事故により受傷した

　　　　

詳細不明のバス乗員
Ｖ７９‐３

　　

詳細不明の路上外交通事故により受

　　　　

傷したバス乗員
Ｖ７９．４

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　　

との路上交通事故により受傷したバス

　　　　

運転者

　　　　

．

　　　　　　　　　

．
Ｖ７９‐‐５

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　　

との路上交通事故により受傷したバス

　　　　　

同乗者＜乗客＞
Ｖ７９．６

　　

その他及び詳細不明のモーター車両

　　　　　

との路上交通事故により受傷した詳

　　　　

細不明のバス乗員
Ｖ７９．８

　　

その他の明示された交通事故により受

　　　　

傷したバス乗員
ｙ７９．９

　　

詳細不明の路上交通事故により受傷

　　　　　

したバス乗員
その他の陸上交通事故・（Ｖ８０－Ｖ８９）
Ｖ８０．

　

交通事故により受傷した動物牽引車乗員

　　　

又は動物に乗った者
Ｖ８０．０・

　

衝突以外の事故における動物又は動

　　　　

一物牽引車からの落下又は投げ出され

　　　　

により受傷した動物牽引車乗員又は

　　　　

動物に乗った者

　

Ｖ８０．１

　　

歩行者又は動物との衝突により受傷

　　　　　

した動物牽引車乗員・又は動物に乗っ

　　　　

た者

　　　　　

－

　

Ｖ８０‐２

　　

自転車との衝突により受傷した動物

　　　　　

牽引車乗員又は動物に乗った者

　

ｖ８０．３

　　

二輪又は三輪のモーター車両との衝

　　　　

突により受傷した動物牽引車乗員又

　　　　　

は動物に乗った者



ｍ
繕
備

　

ｍ
の
ー

　

贋，
Ｎ
貼
ト
Ｎ
後
帯

　

Ｖ８０．４

　　

乗用車，軽トラック，バン，大型輸送

　　　　　

車両又はバスとの衝突により受傷した

　　　　　

動物牽引車乗員又は動物に乗った者

　

Ｖ８０．５

　　

その他の明示されたモ」ター車両との

　　　　

－

　

衝突により受傷した動物牽引車乗員

　　　　

又は動物に乗った者．

　

Ｖ８０．６

　　

鉄道列車又は鉄道車両との衝突によ

　　　　　

り受傷した動物牽引車乗員又は動物

　　　　　

に乗った者

　

Ｖ８０．７

　　

その他の非モ÷ター車両との衝突によ

　　　　　

り受傷した動物牽引車乗員又は動物

　　　　　

に乗った者

　

Ｖ８０．８

　　

固定又は静止した物体との衝突によ

　　　　　

り受傷した動物牽引車乗員又は動物

　　　

－

　

に乗った者

　

Ｖ８０．９．

　

その他及び詳細不明の交通事故によ

　　　　　

り受傷した動物牽引車乗員又は動物

　　　　

に乗った者
Ｖ８１

　　

交通事故により受傷した鉄道列車乗員又

　　　

は鉄道車両乗員

　

Ｖ８１．０

　　

モーター車両との路上外交通事故に

　　　　　

より受傷した鉄道列車乗員又は鉄道

　　　　　

車両乗員

　

Ｖ８１‐１

　　

モーター車両との路上交通事故によ

　　　　　

り受傷した鉄道列車乗員又は鉄道車

　　　　

両乗員

　　　　　

、

　

Ｖ８１．２

　　

鉄道車両間の衝突又は衝撃により受

　　　　

傷した鉄道列車乗員又は鉄道車両乗

　　

員

　

Ｖ８１‐３

　　

その他の物体との衝突により受傷した

　　　　　

鉄道列車乗員又は鉄道車両乗員
Ｖ８１．４

　　

鉄道列車又は鉄道車両の乗降中に受

　　　　

傷した者
Ｖ８１‐５

　　

鉄道列車又は鉄道車両上での転倒に

　　　　

より受傷した鉄道列車乗員又は鉄道

　　　　

車両乗員

　　　　　　　　　　

・

Ｖ８１．６

　　

鉄道列車又は鉄道車両からの転落に

　　　　　

より受傷した鉄道列車乗員又は鉄道

　　　　　

車両乗員

　　　　　

ー

Ｖ８１．７

　　

衝突が先行しない脱線により受傷した

　　　　　

鉄道列車乗員又は鉄道車両乗員
Ｖ８１．８

　　

その他の明示された鉄道事故により受

　　　　　

傷した鉄道列車乗員又は鉄道車両栗
．

　　　　　

員

Ｖ８１．９

　　

詳細不明の鉄道事故により受傷した

　　　

一

　

鉄道列車乗員又は鉄道車両乗員

Ｖ８２

　　

交通事故により受傷した市街電車乗員

　

Ｖ８２‐０

　　

モーター車両との路上外交通事故に

　　　　　

より受傷した市街電車乗員

　

Ｖ８２．１

　　

モーター車両との路上交通事故によ

　　　　　

り受傷した市街電車乗員

　

Ｖ８２．２

　　

市街電車間の衝突又は衝撃により受

　　　　　

傷した市街電車乗員

　

Ｖ８２．３

　　

その他の物体との衝突により受傷した

　　　　　

市街電車乗員

　

Ｖ８２‐４

　　

市街電車の乗降中に受傷した者

　

Ｖ８２．５

　　

市街電車上での転倒により受傷した

　　　　　

市街電車乗員

　

Ｖ８２．６

　　

市街電車からの転落により受傷した市

　　　　　

街電車乗員

　

Ｖ８２‐７

　　

衝突が先行しない脱線により受傷した

　　　　　

市街電車乗員

　

Ｖ８２．８

　　

その他の明示された交通事故により受

　　　　　

傷した市街電車乗員

　

．

　

Ｖ８２．９

　　

詳細不明の路上交通事故により受傷

　　　　　

した市街電車乗員
Ｖ８３

　　

主として工業用地内で使用される特殊車

　　　

両の乗員で，交通事故により受傷した者

　

Ｖ８３．０

　　

工業用特殊車両の運転者で，路上交通

　　　　　

事故により受傷した者

　

◆

　

Ｖ８３．１

　　

工業用特殊車両の同乗者で，路上交通

　　　　　

事故により受傷した者

　

Ｖ８３．２

　　

工業用特殊車両の外側に乗っていた

　　　　　

者で，路上交通事故により受優した者

　

Ｖ８３‐３

　　

工業用特殊車両の詳細不明の乗員で，

　　　　　

路上交通事故により受傷した者

　

Ｖ８３．４

　　

土業用特殊車両の乗降中に受傷‐した

　　　　

者

　　　　　　

．
‐

　

Ｖ８３．５

　　

工業用特殊車両の運転者で，路上外交

　　　　

通事故により受傷した者

　

Ｖ８３．６

　　

工業用特殊車両の同乗者で，路上外交

　　　　

通事故により受傷した者

　

Ｖ８３．７

　　

工業用特殊車両の外側に乗っていた

　　　　　

者で，路上外交通事故により受傷した

　　

者

　　　　　　　　　　　

．

　

Ｖ８３．９

　　

工業用特殊車両の詳細不明の乗員で，

　　　　　

路上外交通事故により受傷した者
Ｖ８４

　　

主として農業用に使用される特殊車両の乗

　　　

員で，交通事故により受傷した者
Ｖ８４．０

　　

農業用特殊車両の、璽輔医者で，路上交通

　　　　

事故により受傷した者

　

Ｖ８４．１

　　

農業用特殊車両の同乗者で，路上交通

　　　　　

事故により受優した者

　

Ｖ８４．２

　　

農業用特殊車両の外側に乗っていた

　　　　　

者で，路上交通事故により受傷した者

　

Ｖ８４．３

　　

農業用特殊車両の詳細不明の乗員で，

　　　　　

路上交通事故により受傷した者

　

－

　

Ｖ８生４

　　

農業用特殊車両の乗降中に受傷した

　　

者

　

Ｖ８４．５

　　

農業用特殊車両の運転者で，路上外交

　　　　　

通事故により受傷した者

　

Ｖ８４．６

　　

農業用特殊車両の同乗者で，路上外交

　　　　　

通事故により受傷した者

　

Ｖ８４‐７

　　

農業用特殊車両の外側に乗っていた

　　　　

者で，路上外交通事故により受傷した

　

　

　　

　

　　　　　　　　　

　

　

Ｖ８４．９

　　

農業用特殊車両の詳細不明の乗員で，

　　　　

路上外交通事故により受傷した者
Ｖ８５

　　

建設用特殊車両の乗員で，交通事故により

　　　

受傷した者

　

Ｖ８５‐０

　　

建設用特殊車両の運転者で，路上交通

　　　　

事故により受傷した者

　

Ｖ８５‐１

　　

建設用特殊車両の同乗者で，路上交通

　　　　

‐事故により受傷した者
Ｖ８５‐２

　　

建設用特殊車両の外側に乗っていた

　　　　　

者で，路上交通事故により受傷しだ者
Ｖ８５．３

　　

建設用特殊車両の詳細不明の乗員で，

　　　　

路上交通事故により受傷した者
Ｖ８５‐４

　　

建設用特殊車両の乗降中に受傷した

　　

者
Ｖ８５．５

　　

建設用特殊車両の運転者で，路上外交

　　　　　

通事故により受・擬した者
Ｖ８５．６

　　

建設用特殊車両の同乗者で，路上外交

　　　　　

通事故により受傷した者

駆ぁ．７

　　

建設用特殊車両の外側に乗っていた

　　　　　

者で，路上外交通事故により受傷した

　　

者
Ｖ８５．９

　　

建設用特殊車両の詳細不明の乗員で，

　　　　

路上外交通事故により受傷した者
Ｖ８６

　　

本来道路外＜オフロード＞で使用するため

　　　

に設計された特殊全地形用又ばその他のモ

　　　

ーター車両の乗員で，交通事故により受傷

　　　

した者

Ｖ８６．０

　　

全地形用又はその他の道路外＜オフ

　　　　　

ロード＞用モーター車両の運転者で，

　　　　

路上交通事故により受傷した者

　

Ｖ８６．１

　　

全地形用又はその他の道路外＜オフ

　　　　　

ロード＞用モーター車両の同乗者で，

　　　　　

．路上交通事故により受傷した者

　

Ｖ８６．２

　　

全地形用又はその他の道路外＜オフ

　　　　　

ロード＞用モーター車両の外側に乗

　　　　　

っていた者で，路上交通事故に，より受

　　　　

傷した者－

　　　　　　　　　　　

、

　

Ｖ８６．３

　　

全地形用又はその他の道路外＜オフ

　　　　

ロード＞用モーター車両の詳細不明

　　　　　

の乗員で，路上交通事故により受像し

　　　　

た者

　

Ｖ８６‐４

　　

全地形用又はその他の道路外＜オフ

　　　　

ロード＞用モーター車両の乗降中に

　　　　

受傷した者
Ｖ８６‐５

　　

全地形用又はその他の道路外＜オフ

　　　　　

ロード＞用モーター車両の運転者で，

　　　　

路上外交通事故により受傷した者－
Ｖ８６．６

　　

全地形用又はその他の道路外＜オフ

　　　　　

ロード＞用モーター車両の同乗者で，

　　　　

路上外交通事故により受傷した者
Ｖ８６．７

　　

全地形用又はその他の道路外〈オフ

　　　　　

ロード＞用モーター車両の外側に乗

　　　　　

っていた者で，路上外交通事故により

　　　　

受傷した者

　　　　　　　

ー

Ｖ８６．９

　　

全地形用又はその他の道路外＜オフ

　　　　　

ロード＞用モーター車両の詳細不明

　　　　

の乗員で，路上外交通事故により受傷

　　　　

した者

Ｖ８７

　　

事故の形態が明示され，受傷者の輸送形態

　　　

が不明の路上交通事故
Ｖ８７．０

　　

乗用車と二輪又は三輪のモーター車

　　　　　

両との衝突（路上交通事故）により受
傷した者

Ｖ８７．２

Ｖ８７‐３

Ｖ８７．４‘

Ｖ８７．５

Ｖ８７‐１ その他のモーター車両と二輪又は三
輪のモーター車両との衝突（路上交通
事故）により受傷した者
乗用車と軽トラック又はバンとの衝突
′（路上交通事故）により受傷した者
乗用車とバスとの衝突（路上交通事
故）により受傷した者
乗用車と大型輸送車両との衝突（路上
交通事故）により受傷した者
大型輸送車両とバスとの衝突（路上交
通事故）により受傷した者

　　　

－



器

（
中
Ｎ
ｍ
紙
家
中
）

の
ト

　

Ｖ８７．６

　　

鉄道列車又は鉄道車両と乗用車との

　　　　　

衝突（路上交通事故）により受傷した

　　

者

　　　　　　　

－

　

Ｖ８７．７

　　

その他の明示されたモーター車両間の

　　　　　

衝突〔路上交通事故）により受傷した

，

　　　　

者

　

Ｖ８７．８

　　

モーター車両が関与・したその他の明示

　　　　　

された衝突以外の交通事故（路上交通

　　　　　

事故）により受傷した者

　

Ｖ８７．９

　　

非モーター車両が関与したその他の明

　　　　　

示された（衝突）（非衝突）交通事故

　　　　　

（路上交通事故）により受傷した者
Ｖ８８・ 事故の形態が‐明示され，受傷者の輸送罷り態

　　　

が不明の路上外交通事故

　

Ｖ８８．０

　

． 乗用車と二輪又は三輪のモータ÷車

　　　　　

両との衝突により受傷した者，路上外

　　　　　

交通事故

　

Ｖ８８．１

　　

その他のモーター車両と二輪又は三

　　　　　

輪のモ÷ター車両との衝突により受傷

　　　　　

した者，路上外交通事故

　

Ｖ８８．２

　　

乗用車と軽トラック又はバンとの衝突

　　　　　

により受傷した者，路上外交通事故

　

Ｖ８８．３

　　

乗用車とバスとの衝突により受傷した

　　　　　

者，路上外交通事故

　

Ｖ８８４

　　

乗用・車と大型輸送車両と，の衝突によ

　　　　　

り－受傷した者，路上外交通事故

　

Ｖ８８‐５

　　

大型輸送車両とバスとの衝突により受

　　　　　

傷した者，路上外交通事故

　

Ｖ８８‐６

　　

鉄道列車又は鉄道車両と乗用車との

　　　　　

衝突により受傷した者，路上外交通事

　

‐

　　　

故

　　　　　　　

′

　　　　　　　

′

　

Ｖ８８．７

　　

その他の明示されたモーター車両間の

　　　　　

衝突により受傷した者，路上外交通事

　　

故

　

Ｖ８８．８

　　

モーター車両が関与したその他の明示

　　　　　

された衝突以外の交通‐事故により受

　　　　　

傷した者，路上外交通事故

　

Ｖ８８．９

　　

非モーター一車両が関与したその他の明

　　　　　

示された（衝突）（非衝突）交通事故

　　　　

‐により受傷した者，路上外交通事故
Ｖ８９

　　

車両（駆動形態を問わない）事故，車両の

　　　

型式不明

　　　　　　

ｆ

　

Ｖ８９．０

　　

詳細不明のモーター車両事故により

　　　　　

受傷した者，路上外交通事故

　

Ｖ８９‐１

　　

詳細不明の非モーター車両事故によ

　　　　　

り受傷した者，′路上外交通事故

Ｖ８９‐２

Ｖ８９‐３

Ｖ８９Ｊ９

詳細不明のモーター車両事故により
受傷した者，路上交通事故
詳細不明の非モ」ター車両事故によ
り受傷した者，路上交通事故
詳細不明の車両事故により受傷した
者

　　　　　　　　

′

水上交通事故（Ｖ９０一Ｖ９４）
下記の４桁細分類項目は項目Ｖ９０一Ｖ９４に使用する

‐０

　

商船

‐１

　

客船

　　

．２

　　

漁船

　

」

　　

．３

　　

その他の動力船

　　

．４

　

帆船

　　　

．５

　　

カヌー又キまカヤック

　　

‐６‐

　

ゴムボート（無動力）

　　

‐７

　

水上スキー

　　

．８

　　

その他の無動力船

　

，

　

．９ 詳細不明の船舶
Ｖ９０

　　

溺死又は湯水を生じた船舶事故
Ｖ９１

　　

その他の損傷を生じた船舶事故

　

－
Ｖ９２

　　

船舶事故を伴わない，水上交通機関の関係

　　　

した溺死及び溺水
Ｖ９３

　　

船舶事故を伴わない船舶上の事故で，溺死

　　

．

　

及び湯水を生じないもの
Ｖ９４

　　

その他及び堰き細不明の水上交通事故
航空及び宇宙交通事故（Ｖ９５－Ｖ９７）

　　　　　

Ｖ９５

　　

乗員が受傷した動力航空機事故

　

Ｖ９５‐０

　　

乗員が受傷したヘリコプター事故

　

Ｖ９５‐１

　　

乗員が受傷した超軽量，軽量又は動力

　　　

－ 付きグライダー事故

　

Ｖ９５．２‐ 乗員が受傷したその他の自家用固定

　　　　　

翼航空機事故

　

Ｖ９５．３

　　

乗員が受傷した商業用固定翼航空機

　　　　　

事故

　　　　　　

‘

　

Ｖ９５．４

　　

乗員が受傷した宇宙船事故

　

◆

　

Ｖ９５．８

　　

乗員が受傷したその他の航空機事故

　

Ｖ９５‐９

　　

乗員が受傷した詳細不明の航空機事

　　　

　

　　

　

　　　

　
Ｖ９６

　　

乗員が受傷した無動力航空機事故

　

Ｖ９６‐０ 乗員が受傷した気球事故

　

Ｖ９６．１

　　

乗員が受傷したハンググライダー事故

　

Ｖ９６．２

　　

乗員が受傷したグライダー（無動力）

　　　　　

事故

　

Ｖ９６．８

　　

乗員が受傷したその他の無動力航空

　　　　　

機事故

Ｖ９６．９

　　

乗員が受傷した詳細不明の無動力航

　　　　　

空機事故
Ｖ９７

　　

その他の明示された航空交通事故
Ｖ９７．０

　　

その他の明示された航空交通事故に

　　　　　

より受傷した航空機乗員
Ｖ９７‐１

　

、航空機の乗降中に受優した者
Ｖ９７．２

　　

航空交通事故により受傷したパラシュ

　　　　

ート降下者
Ｖ９７．３

　　

航空交通事故により受傷した地上の

　　

者
Ｖ９７．８

　　

その他の航空交通事故，他に分類され

　　　　

ないもの

その他及び詳細不明の交通事故（Ｖ９８一Ｖ９９）
Ｖ９８

　　

その他の明示された交通事故
Ｖ９９ 詳細不明の交通事故
不慮の損傷のその他の外因（ＷＯ０一Ｘ５９）
転倒・転落・墜落（Ｗｏｏ‐ＷＩ９）
ＷＯＯ

　　

氷及び雪による同一平面上での転倒
ＷＯＩ

　　

スリップ，つまづき及びよろめきによる同

　　　

一平面上での転倒
Ｗ０２

　　

アイススケート，スキー，ロ．一ラースケー

　　　

ト又はスケートボードによる転倒
Ｗ０３

　　

他人との衝突又は他人に押されることによ

　　　

る同一平面上でのその他の転倒
Ｗ０４

　　

他人によって運ばれているとき又は支えら

　　　

れているときの転倒・転落
Ｗ０５ 車椅子からの転落
Ｗ０６ ベッドからの転落
Ｗ０７

　　

椅子からの転落

　

－

Ｗ０８

　　

その他の家具からの転落
ＷＯ９ 運動場設備からの転落
ＷＩＯ

　　

階段及びステップからの転落及びその上で

　　　

の転倒

　　　　　　　　　　

‐

ＷＩＩ

　　

はしごからの転落又はその上での転倒
Ｗ１２

　　

足場からの転落又はその上での転倒
Ｗ１３

　　

建物又は建造物からの転落
Ｗ１４ 樹木からの転落
Ｗ１５

　　

がけからの転落
Ｗ１６

　　

湯死又は湯水以外の損傷を生じた水中へ

　　　

の潜水又は飛込み
Ｗ１７ その他の転落
Ｗ１８

　　

同一平面上でのその他の転鞭リ
ＷＩ９

　　

詳細不明の転落

　

．
生物によらない機械的な力への曝露（Ｗ２０一Ｗ４９）
Ｗ２０

　　

投げられ，投げ出され又は落下する物体に‐

　　　

よる打撲

３４

３５

３６

３７

Ｗ

　

Ｗ

　

Ｗ

　

Ｗ

３０

３１
繊
維

Ｗ

　

Ｗ

　

Ｗ

　

Ｗ

４

　　　　

５

　

６

　

７

　

８

　

９

　

　

　
　
　
　
　
　

Ｗ２１

Ｗ２２

Ｗ２３

Ｗ３８

スポーツ用具との衝突又ば打撲
その他の物体との，衝突又は打撲
物体内又は物体間への捕捉，圧挫，圧入又
は挟まれ

　　　　　

．

持ち上げ装置及び伝達装置との接触，他に
分類されないもの
鋭いガラスとの接触
ナイフ，刀剣又は短剣との接触
無動力手工具との接触
動力芝刈り機との接触
その他の動力手工具及び家庭用機械との
接触
農業用機械との接触
その他及び詳細不明の機械との接触
拳銃の発射
ライフル，ショットガン及び大型銃器の発
射
その他及び詳細不明の銃器の発射
ボイラーの爆発及び破裂
ガスシリンダ『の爆発及び破裂
加圧されたタイヤ，パイプ又はホースの爆
発及び破裂
その他の明示された切口圧された装置の爆発
及び破裂、
花火の発射
その他の物質の爆発
高圧ジェットへの曝露
騒音への曝露
振動への曝露
目又は自然の孔ロからの異物侵入
皮膚からの異物侵入
皮下注射針との接触
その他及び詳細不明の生物によらない機械
的な力への曝露

生物による機械的な力への曝露（Ｗ５０－Ｗ６４）
Ｗ５０

　　

他人による叩かれ，打撲，蹴られ，ねじら

　　　

れ，咳まれ又はひっかかれ
Ｗ５１ 他人との衝突
Ｗ５２

　　

群衆又は人の殺到による衝突，押され又は

　　　

踏まれ

　　　　　　　　　　　

，
Ｗ５３

　　

ネズミによる咳傷－
Ｗ５４

　　

犬による唆傷又は打撲
Ｗ５５

　　

その他の哨乳類による唆傷又は打撲
Ｗ５６

　　

海生動物との接触
Ｗ５７

　　

無毒昆虫及びその他の無毒節足動物によ

　　　

る唆傷又は刺傷



群

○
の
Ｗ５８

　　

ワニによる唆傷又は打撲
Ｗ５９

　　

その他の腿虫類による暁傷又は挫滅
Ｗ６０

　　

植物のとげ及び鋭い葉との接触
Ｗ６４

　　

その他及び詳細不明の生物による機械的

　　

；な力への曝露

　　

‐
不慮の溺死及び溺水（Ｗ６５一Ｗ７４）
Ｗ６５

　　

浴槽内での溺死及び溺水
Ｗ６６

　　

浴槽への転落による溺死及び湖水
Ｗ６７

　　

水泳プール内での溺死及び溺水
Ｗ６８

　　

水泳プールへの転落による溺死及び湯水
Ｗ６９

　　

自然の水域内での溺死及び溺水
Ｗ７０

　　

自然の水域への転落による溺死及び溺水
Ｗ７３

　　

その他の明示された溺死及び溺水
Ｗ７４

　　

詳細不明の溺死及び溺水
その他の不慮の窒息 （Ｗ７５一Ｗ８４）

　　　

．
Ｗ７５

　　

ベッド内での不慮の窒息及び絞首
Ｗ７６

　　

その他の不慮の首つり及び絞首
Ｗ７７

　　

落盤，落下する土砂及びその他の物体によ

　　　

る窒息
Ｗ７８

　　

胃内容物の誤えん＜嚇＞＜吸引＞
Ｗ７９

　　

気道閉塞を生じた食物の誤えん＜嚇＞＜

　　　

吸引〉

Ｗ８０

　　

気道閉塞を生じたその他の物体の誤えん＜

　　　

嚇＞＜吸引＞

Ｗ８１

　　

低酸素環境への閉じ込め
Ｗ８３

　　

その他の明示された窒息
Ｗ８４ 詳細不明の窒息
電流，放射線並びに極端な気温及び気圧への曝露
（Ｗ８５－Ｗ９９）

Ｗ８５

　　

送電線への曝露
Ｗ８６、

　

その他の明示された電流への曝露
Ｗ８７

　　

詳細不明の電流への曝露
Ｗ８８ 電離放射線への曝露
Ｗ８９

　　

人工の可視光線及び紫外線への曝露－
Ｗ９０

　　

その他の非電容醐断線への曝露
Ｗ９１

　　

詳細不明の放射線への曝露
Ｗ９２

　　

人主′の過度の高温への曝露
Ｗ９３

　　

人工の過度の低温への曝露
Ｗ９４

　　

高圧，低圧及び気圧の変化への曝露
Ｗ９９

　　

その他及び詳細不明の人工の環境要因へ

　　　

の曝露
煙，火及び火炎への曝露（ＸＯ０一ＸＯ９）
ＸＯＯ

　　

建物又は建造物内の管理されていない火へ

　　　

の曝露

　　　　　　　　　　　　　　

▼

ＸＯＩ

　　

建物又は建造物外の管理されていない火へ

　　　

の曝露

Ｘ０２

　　

建物又は建造物内の管理された火への曝

　

露
Ｘ０３

　　

建物又は建造物外の管理された火への曝

　　

露
Ｘ０４

　　

高可燃性物質の発火への曝露
Ｘ０５

　　

夜着の発火又は溶解への曝露
Ｘ０６

　　

その他の着衣及び衣服の発火又は溶解べ

　　　

の曝露
Ｘ０８

　　

その他の明示された煙，火及び火炎への曝

　

露
ＸＯ９

　　

詳細不明の煙，火及び火炎への曝露
熱及び高温物質との接触（ＸＩ０‐ＸＩ９）
ＸＩＯ

　　

高温の飲物，食物，油脂及び食用油との接
′

　　

触
ＸＩＩ

　　

蛇口からの熱湯との接触、 ‐
Ｘ１２

　　

その他の高温液体との接触、

Ｘ１３

　　

スチーム及び高温蒸気との接触
Ｘ１４

　　

高温の空気及びガスとの接触
Ｘ１５

　　

高温の家庭用具との接触
Ｘ１６

　　

高温の暖房器具，ラジエーター及びパイプ

　　　

との接触

　　　　　　　　　

－

Ｘ１７

　　

高温のエンジン，機械及び器具との接触
Ｘ１８

　　

その他の高温金属との接触
ＸＩ９

　　

その他及び詳細不明の熱及び高温物質と

，

　　　

の接触

　　　　　　　　　　　　　　　　

．
有毒動植物との接触〔Ｘ２０一Ｘ２９）
Ｘ２０

　　

毒ヘビ及び毒トカゲとの接触
Ｘ２１ 毒グモとの接触
Ｘ２２ サソリとの接触
Ｘ２３

　　

スズメバチ，ジガバチ及びミツバチとの接

　　　

　　

Ｘ２４

　　

ムカデ及び有毒ヤスデ（熱帯）との接触
Ｘ２５

　　

その他の有毒節足動物との接触
Ｘ２６

　

‐有毒海生動植物との接触
Ｘ２７

　　

その他の明示された有毒動物との接触
Ｘ２８

　　

その他の明示された有毒植物との接触
Ｘ２９

　　

詳細不明の有毒動植物との接触
自然の力への曝露 （Ｘ３０一Ｘ３９）

　　　　　　

‐
Ｘ３０

　　

自然の過度の高温への曝露
Ｘ３１

　　

自然の過度の低温への曝露
Ｘ３２ 日光への曝露
Ｘ３３ 落雷による受傷者
Ｘ３４ 地震による受傷者

　

Ｘ３４．０

　　

地震による地殻変動の受傷者

　

ｘ３４．１ 津波による受傷者

　

Ｘ３４．８

　　

地震によるその他●の明示されたｏ影響の

　　　　　

受傷者

　

Ｘ３４．９

　　

地震による詳細不明の影響の受傷者
Ｘ３５

　　

火山の噴火による受傷者
Ｘ３６

　　

なだれ，地すべり及びその他の地面の運動

　　　

による受傷者
Ｘ３７ 暴風雨による受傷者
ｘ３８

　　

洪水による受傷者

　　　　　　　　　　

・
Ｘ３９

　　

その他及び詳細不明－の自然の力への曝露
有害物質による不慮の中毒及び有害物質への曝露
（Ｘ４０一Ｘ４９）

Ｘ４０

　　

非オビオイド系鎮痛薬，解熱薬及び抗リウ

　　　

マチ薬による不慮の中毒及び曝露
Ｘ４１

　　

抗てんかん薬，鎮静・催眠薬，パーキンソ

　　　

ン病治療薬及び向精神薬による不慮の中

　　　

毒及び曝露，他に分類されないもの
Ｘ４２

　　

麻薬及び精神変容薬［幻覚発現薬］による

　　　

不慮の中毒及び曝露，他に分類されないも

　　

の

Ｘ４３

　　

自律神経系に作用するその他の薬物による

　　　

不慮の中毒及び曝露
Ｘ４４

　　

その他及び塙鎌田不明の薬物，薬剤及び生物

　　　

学的製鋼による不慮の中毒及び曝露
Ｘ４５

　　

アルコ」ルによる不慮の中毒及び曝露
Ｘ４６

　　

有機溶剤及びハロゲン化炭化水素類及び

　　　

これらの蒸気による不慮の中毒及び曝露
Ｘ４７

　

‐その他のガス及び蒸気による不慮の中毒及

　　　

び曝露
Ｘ４８

　　

農薬による不慮の中毒及び曝露
Ｘ４９

　　

その他及び詳細不明の化学物質及び有害

　　　

物質による不慮の中毒及び曝露
無理ながんばり，旅行及び欠乏状態（Ｘ５０‐Ｘ５７）′
Ｘ５０

　　

無理ながんばり及び激しい運動又は反復性

　　　

の運動
Ｘ５１

　　

旅行及び移動
Ｘ５２ 無重力環境への長期滞在
Ｘ５３

　　

食糧の不足
Ｘ５４

　　

水の不足
Ｘ５７ 詳細不明の欠乏状態
その他及び詳細不明の要因への不慮の曝露（Ｘ５８
一Ｘ５９）

Ｘ５８

　　

その他の明示された要因への曝露
Ｘ５９

　　

詳細不明の要因への曝露
Ｘ５９‐０ 詳細不明の骨折

　

Ｘ５９．９

　　

その他及び詳細不明の損傷

故意の自傷及び自殺（Ｘ６０一Ｘ８４）
Ｘ６０

　　

非オビオイド系鎮痛薬，解熱薬及び抗リウ

　　　

マチ薬による中毒及び曝露にもとづく目傷

　　　

及び自殺
Ｘ６１

　　

抗てんかん薬，鎮静・催眠薬，パーキンソ

　　　

ン病治療薬及び向精神薬による中毒及び

　　　

曝露にもとづく自傷及び自殺，他に分類さ

　　　

れないもの
Ｘ６２

　　

麻薬及び精神変容薬［幻覚発現薬“こよる

　　　

中毒及び曝露にもとづく自傷及び自殺，他

　　　

に分類されないもの

　

．
Ｘ６３

　　

自律神経系に作用するその他の薬物による

　　　

中毒及び曝露にもとづく自傷及び自殺
Ｘ６４

　　

その他及び詳細不明の薬物，薬剤及び生物

　　　

学的製剤による中毒及び曝露にもとづく目

　　　

傷及び自殺
Ｘ６５

　　

アルコールによる中毒及び曝露にもとづく

　　　

自傷及び自殺
Ｘ６６

　　

有機溶剤及びハロゲン化炭化水素類及び

　　

、それらの蒸気による－中毒及び曝露にもとづ

　　　

く自傷及び自殺
Ｘ６７

　　

その他のガス及び蒸気による中毒及び曝露

　　　

にもとづく自傷及び自殺
Ｘ６８

　　

農薬による中毒及び曝露にもとづく目傷及

　　

び自殺

　　　　　　

、
Ｘ６９

　　

その他及び詳細不明の化学物質及び有害

　　　

物質による中毒及び曝露にもとづく自傷及

　　

び自殺
Ｘ７０

　　

総首，絞首及び窒息による故意の自傷及び

　　

自殺

　　　　

‐
Ｘ７１

　　

溺死及び溺水による故意の自傷及び自殺
Ｘ７２

　　

拳銃の発射による故意の自傷及び自殺
Ｘ７３

　　

ライフル，散弾銃及び大型銃器の発射によ

　　　

る故意の自傷及び自殺

　　　　　　　　　

ー
Ｘ７４

　　

その他及び鞘鎌田不明の銃端きの発射による故

　　　

意の自傷及び自殺
Ｘ７５

　　

爆発物による故意の自傷及び自殺
Ｘ７６

　　

煙，火及び火炎による故意の自傷及び自殺
Ｘ７７

　　

ス，チーム，高温蒸気及び高温物体による故

　　　

意の自傷及び自殺
Ｘ７８

　　

鋭利な物体による故意の自傷及び自殺
Ｘ７９

　　

鈍器による故意の自傷及び自殺
Ｘ８０

　　

高所からの飛び降りによる故意の自傷及び

　　

自殺
Ｘ８１

　　

移動中の物体の前への飛び込み又は横臥

　　　

による故意の自傷及び自殺



　
の

Ｘ８２

　　

モ」ター車両の衝突による故意の目傷及

　　

び自殺

　　

．

Ｘ８３

　　

その他の明示された手段による故意の目傷

　　　

及び自殺
Ｘ８４

　　

詳細不明の手段による故意の白傷及び目
　

　　　

　

　　　　　　　　　

　

加害にもとづく傷害及び死亡（Ｘ８５」ＹＯ９）
Ｘ８５

　　

薬物，薬剤及び生物学的製剤による加害に

　　　

もとづく傷害及び死亡
Ｘ８６

　　

腐食性物質による加害にもとづく傷害及び′

　　

．死亡．

　　　　　

・

　　

ー

Ｘ８７

　　

農薬による加害にもとづく傷害及び死亡
Ｘ８８

　　

ガス及び城気による加害にもとづく傷害及

　　　

び死亡
Ｘ８９

　　

その他の明示された化学物質及び有害物

　　　

質による加害にもとづく傷害及び死亡
Ｘ９０

　　

詳細不明の化学物質又は有害物質による

　　　

加害にもとづく傷害及び死亡
Ｘ９１‐

　

総首，絞首及び窒息による加害にもとづく

　　　

傷害及び死亡
Ｘ９２

　　

溺水による加害にもとづく傷害及び死亡
Ｘ９３

　　

拳銃の発射による加害にもとづく傷害及び

　　

死亡

　　　　　　　

．

　　　　　　　

・

Ｘ９４

　　

ライ‐フル，散弾銃及び大型銃器の発射によ

　　　

る加害にもとづく傷害及び死亡
Ｘ９５

　　

その他及び詳細不明の銃器の発射による加

　　　

害にもとづく傷害及び死亡
Ｘ９６

　　

爆発物による加害にもとづく傷害及び死亡
Ｘ９７

　　

煙，火及び火炎による加害にもとづく傷害

　　　

及び死亡．

　　　　　　　　　　　　　　　　

－

Ｘ９８

　　

スチーム，高温蒸気及び高温物体による加

　　　

害にもとづく傷害及び死亡
Ｘ９９

　　

鋭利な物体による加害にもとづく傷害及び

　　　

死亡

ＹＯＯ

　　

鈍器による加害にもとづく傷害及び死亡
ＹＯＩ

　　

高所からの突き落としによる加害にもとづ

　　　

く傷害及び死亡
Ｙ０２

　　

移動中の物体の前への押し出し又は置き去

　　　

りによる加害にもとづく傷害及び死亡
Ｙ０３

　　

モーター車両の衝突による加害にもとづく

　　　

傷害及び死亡

　　　　　　　

ー
Ｙ０４・

　

暴力による加害にもとづぐ傷害及び死亡
Ｙ０５

　　

暴力による性的加害にもとづく傷害及び死

　　

亡．
￥０６

　　

遺棄又は放置

　

Ｙｏ６．０

　　

配偶者又はパートナーによるもの

Ｙ０６／１

　　

親によるもの

　

Ｙ０６‐２

　　

知人又は友人によるもの

　

Ｙ０６８

　　

その他の明示された者によるもの

　

Ｙ０６‐９ 詳細不明の者によるもの

ＹＯ了 その他の虐待

　

Ｙ０７‐０

　　

配偶者又はパートナーによるもの

　

Ｙ０７‐１

　

、親によるもの

Ｙ０７‐２

　　

知人又は友人によるもの

　

．
Ｙ０７．３ 公的機関によるもの

　

Ｙ０７‐８

　　

その他の明‐示された者によるもの
▼Ｙ０７．９ 詳細不明の者によるもの
Ｙ０８

　　

その他の明示された手段による加害にもと

　　　

づく傷害及び死亡
ＹＯ９

　　

詳細不明の手段による加害にもとづく傷害

　　　

及び死亡
不慮か故意か決定されない事件（ＹＩＯ－Ｙ３４） ・
ＹＩＯ

　　

非オビオイド系鎮痛薬，解熱薬及び抗リウ

　　　

マチ薬による中毒及び曝露，不慮か故意か

　　　

決定されないもの
ＹＩＩ

　　

他に分類されない抗てんかん薬‐，鎮静・催

　　　

眠薬，パーキンソン病治療薬及び向精神薬

　　　

による中毒及び曝露，不慮か故意か決定さ

　　　

れないもの

Ｙ１２

　　

他に分類されない麻薬及び精神変容薬［幻

　　　

覚発現薬］による中毒及び曝露一不慮か故

　　　

意か決定されないもの
Ｙ１３

　　

自律神経系に作用するその他の薬物による

　　　

‐中毒及び曝露，不慮か故意か決定されない

　　

もの

Ｙ１４

　　

その他及び詳細不明の薬物，薬剤及び生物

　　　

学的製剤による中毒及び曝露，不慮か故意

　　　

か決定されないもの
Ｙ１５

　　

アルコールによる中毒及び曝露，不慮か故

　　　

意か決定されないもの

　　

、
Ｙ１６

　　

有機溶剤及びハロゲン化炭化水素類及び

　　　

それらの蒸気による中毒及び曝露，不慮か

　　　

故意か決定されないもの
Ｙ１７．

　

その他のガス及び蒸気による中毒及び曝露

　　　

，不慮、か故意か決定されないもの
Ｙ１８

　　

農薬による中毒及び曝露，不慮か故意か決

　　

．定されないもの ‐
′

ＹＩ９

　　

その他及び詳細不明の化学物質及び有害

　　　

物質による中毒及び曝露，不慮か故意か決

　　　

定されないもの
Ｙ２０

　

．総首，絞首及び窒息，不慮か故意か決定さ

　　

，れないもの

Ｙ２１

Ｙ２２

Ｙ２３

Ｙ２４

Ｙ２５

Ｙ２６

Ｙ２７

Ｙ２８

Ｙ２９

Ｙ３０

Ｙ３１

Ｙ３２

Ｙ３３

Ｙ３４

溺死及び湯水，不慮か故意か決定されない
もの
拳銃の発射，不慮か故意か決定されないも
の

ライフル，散弾銃及び大型銃器の発射，不
慮か故意か決定されないもの
その他及び離細不明の銃器の発射，不慮か
故意か決定されないもの
爆発物との接触，不慮か故意か決定されな
いもの

　　　　　　　　　　　

・

煙，火及び火炎への曝露テ不慮か故意か決
定されないもの

　

／

スチーム，高温蒸気及び高温物体との接触

，不慮か故意か決定されないもの
鋭利な物体との接触，不慮か故意か決定さ
れないもの
鈍器との接触，不慮か故意か決定されない
もの

　　　　　　　　　　　　　　

．

高所からの転落，飛び降り又は押され，不
慮か故意か決定されないもの
移動中の物体の前又は中への転落，横臥又
は走り込み，不慮か故意か決定されないも
の

モーター車両の衝突，不慮か故意か決定さ
れないもの
その他の明示された事件，不慮か故意か決
定されないもの
詳細不明の事件，不慮か故意か決定されな
いも‐の

法的介入及び戦争行為（Ｙ３５一Ｙ３６）
Ｙ３５

　　

法的介入

　

、
・Ｙ３５．０ 銃器による法的介入

　

Ｙ３５．１ 爆発物による法的介入
Ｙ３５．２ ガスによる法的介入
Ｙ３５」３ 鈍器によ・る法的介入
Ｙ３５．４

　　

鋭利な物体による法的介入

　

Ｙ３５．５ 合法的処刑

　

Ｙ３５．６

　　

その他の明示された手段による法的介

　　　

入

　

Ｙ３５．７

　　

法的介入，詳細不明の手段
Ｙ３６， 戦争行為

　

Ｙ３６‐０

　　

海兵器の爆発を伴う戦争行為

　

Ｙ３６‐１

　　

航空機破壊を伴う戦争行為

　

Ｙ３６‐２

　　

その他の爆発及び破片を伴う戦争行
為

Ｙ３６．３

　　

火事，火災及び高温物質を伴う戦争行

　　

為

Ｙ３６．４

　　

銃器及びその他の通常の戦闘を伴う

　　　　

戦争行為
－Ｙ３６．５

　　

核兵器を伴う戦争行為
Ｙ３６．６

　

・生物学的兵器を伴う戦争行為
Ｙ３６．７

　　

化学兵器及びその他の非通常戦闘を

　　　　

伴う戦争行為
Ｙ３６．８

　　

停戦後に生じた戦争行為
Ｙ３６‐９ 戦争行為，詳細不明
内科的及び外科的ケアの合併症（Ｙ４０一Ｙ８４）
治療上の使用により有害作用を引き起こした薬物

，薬剤及び生物学的製剤（Ｙ４０一Ｙ５９）
Ｙ４０

　　

全身性抗生物質
Ｙ４０．０

　

， ペニシリン系

Ｙ４０．１

　　

セファロスポリン系及びその他のベー

　　　　

タラクタム系抗生物質

　

Ｙ４０．２ クロラムフエニコール系

　

Ｙ４０‐３ マクロライド系

Ｙ４０．４ テトラサイクリン系

　

Ｙ４０‐５

　　

アミノグ．リコシド系

Ｙ４０‐６

　　

リファマイシン系

Ｙ４０‐７ 全身性抗輿菌性抗生物質

　

Ｙ４０．８

　　

その他の全身性抗生物質
Ｙ４０．９ 全身性抗生物質，詳細不明
Ｙ４１

　　

その他の全身性抗感染薬及び抗寄生虫薬

　

Ｙ４１．０ サルファ剤

　

Ｙ４１．１

　　

抗ミコバクテリア薬

　

Ｙ４１．２

　　

抗マラリア薬及びその他の血液寄生性

　　　　

原虫類に作用する薬物

　

Ｙ４１．３ その他の抗原虫薬

　

Ｙ４１４ 駆虫薬

　

Ｙ４１‘５

　　

抗ウイルス薬

　

Ｙ４１．８

　

、 その他の明示された全身性抗感染薬

　　　　　

及び抗寄生虫薬

　

Ｙ４１．９

　　

全身性抗感染薬及び抗寄生虫薬，詳細

　　　　

不明

Ｙ４２

　　

ホルモン類及びその合成代替薬及ｔ所鮪抗薬

　　　

，他に分類されないもの‐

　

Ｙ４２‐０

　　

グルコ＜糖質＞コルチコイド類及びそ

　　　　　

の合成類似薬

　

Ｙ４２．１

　　

甲状腺ホルモン及びその代替薬

　

Ｙ４２．２

　　

抗甲状腺薬

　

Ｙ４２‐３

　　

インスリン及び経－口血糖降下薬［抗糖

　　　　

尿病薬］

　

Ｙ４２４

　　

経口避妊薬



窯

他

　

Ｙ４２．５

　　

その他の卵胞ホルモメ類及び黄体ホル

　　　　　

モン類

　

Ｙ４２．６

　　

抗性腺刺激ホルモン類，抗卵胞ホルモ

　　　　　

ン類及び抗男性ホルモン類，他に分類

　　　　　

されないもの

　

Ｙ４２‘７

　　

男性ホルモメ類及びタンパク＜蛋白＞

　

、

　　　　　

同化作用薬

　

Ｙ４２‐８

　　

その他及び詳細不明のホルモンイ類及び

　　　　　

その合成代替薬

　

Ｙ４２‐９

　　

その他及び詳細不明のホルモメ桔抗薬
Ｙ４３

　　

主として全身に作用する薬物

　

Ｙ４３．０

　　

抗アレルギー薬及び制吐薬

　

Ｙ４３．１

　　

抗腫癖性代謝搾剤抗薬－

　

Ｙ４３．２

　　

抗腫癖性天然物

　

Ｙ４３．３ その他の抗腫癌薬

　

Ｙ４３．４▼

　

‐免疫抑制薬

　

Ｙ４３．５

　　

酸性化及びアルカリ化剤

　

Ｙ４３‐６

　　

酵素類，他に分類されないもの

　

Ｙ４３‐８

　　

主として全身に作用するその他の薬物

　　　　

，他に分類されないもの

　

Ｙ４３．９

　　

主として全身に作用する薬物，詳細不

　　　　　

明

　　　　　　

．

　　　　　

▲．

Ｙ４４

　　

主として血液成分に作用する薬物

　

Ｙ４４‐０

　　

鉄製剤及びその他の抗ヘモグロビン＜

　　　　　

血色素＞減少性貧血製剤

　

Ｙ４４．１

　　

ビタミンＢ，２，葉酸及びその他の抗赤

　　　　　

芽球性貧血製剤

　　

、

　

Ｙ４４‐２

　　

抗血液凝固薬
Ｙ４４‐３

　　

抗血液凝固薬捨航薬，ビタミンＫ及び

　　　　　

その他の血液凝固薬
Ｙ４４．４

　　

抗血栓薬［血小板凝集阻害薬］
Ｙ４４‐５ 血栓溶解薬

　　　　　　　　　　

ー

Ｙ４４．６

　　

血液及び血液分画製剤
Ｙ４４‐７

　　

血薬代替物

　

Ｙ４４．９

　　

血液成分に作用するその他及び詳細

　　　　

不明の薬物
Ｙ４５

　　

鎮痛薬，解熱薬及び抗炎症薬
Ｙ４５‐０

　　

オビオイドぎ順＜アヘン関連麻薬＞及び

　　　　

関連鎮痛薬

　　　　　

▲

Ｙ４５．１ サリチル酸類
Ｙ４５．２ プロピオン酸誘導体
Ｙ４５．３

　　

その他の非ステロイド系抗炎症薬［

　　　　　

ＮＳＡ工Ｄ］

Ｙ４５．４

　

‐ 抗リウマチ薬

　

Ｙ４５‐５

　　

４‐アミノフェノール誘導体
．Ｙ４５‐８

　　

その他の鎮痛薬及び解熱薬

　

Ｙ４５．９

　　

鎮痛薬，解熱薬及び抗炎症薬，詳細不

　　

明

　　　　　　　　　　　　　　　

ノ
Ｙ４６

　　

抗てんかん薬及びパーキンソン病治療薬

　

Ｙ４６．０

　　

コハク酸イミド類

　

Ｙ４６．Ｌ

　　

オキサゾリジンジオン類

　

Ｙ４６‐２

　　

ヒダントイン誘導体

　

Ｙ４６．３

　　

デオキシバルビツレート

　

Ｙ４６．４

　　

イミノスチルベン類

　

Ｙ４６．５ バルブロ酸

　

Ｙ４６．６

　　

その他及び零細不明の抗てんかん薬

　

Ｙ４６．７ パーキンソン病治療薬

　

Ｙ４６．８

　　

鎮けい＜痩＞薬

Ｙ４７

　　

鎮静薬，催眠薬及び抗不安薬

　

Ｙ４７．０

　　

バルビツレート，他に分類されないも

　　　

の

　

Ｙ４７．１ ペンゾジアゼピン類

　

Ｙ４７．２

　　

クロラール誘導体

　

Ｙ４７‐３ バラアノレデ
、ヒド

　

Ｙ４７．４

　　

臭素化合物

　

Ｙ４７．５

　　

鎮静薬と催眠薬の混合物，他に分類さ

　　　　

れないもの

　

Ｙ４７．８

　　

その他の鎮静薬，催眠薬及び抗不安薬

　

Ｙ４７‐９

　　

鎮静薬，催眠薬及び抗不安薬，詳細不

　　

明

Ｙ４８

　　

麻酔薬及び治療用ガス類

　

Ｙ４８．０

　　

吸入麻酔薬

　

Ｙ４８‐１

　　

静注麻酔薬

　

Ｙ４８．２

　　

その他及び塙≧細不明の全身麻酔薬

　

Ｙ４８．３

　　

局所麻酔薬

　

Ｙ４８‐４ 麻酔薬，詳細不明

　

Ｙ４８二５‐ 治療用ガ．ス類
Ｙ４９

　　

向精神薬，他に分類されないもの
Ｙ４９．０

　　

三環系及び四環系抗うつ薬
Ｙ４９．１

　　

モノアミンオキシダーゼ阻害性抗うつ

　　

薬
Ｙ４９‐２

　　

その他及び詳細不明の抗うつ薬

　

‐
Ｙ４９．３

　　

フェノチアジン系抗精神病薬及び神経

　　　　

、抑制薬
Ｙ４９．４

　　

プチロフェノン系及びチオキサンテン

　　　　　

系神経抑制薬
Ｙ４９寺

　　

その他の抗精神病薬及び神経抑制薬
Ｙ４９‐６

　　

精神変容薬［幻覚発現薬］
Ｙ４９．７‐

　

乱用される可能性がある興奮薬
Ｙ４９．８

　　

その他の向精神薬，他に分類されない

　　　

もの
．

　

・

　

－

Ｙ４９．９ 向精神薬，詳細不明

Ｙ５０

　　

中枢神経系興奮薬，他に分類されないもの

　

Ｙ５０‐０

　　

興奮薬〈蘇生薬＞

　

Ｙ５０．１

　　

オビオイド受容体捨抗薬

　

Ｙ５０‐２ メチルキサンチン類，他に分類されな

　　　　

いもの

　

Ｙ５０．８

　　

その他の中枢神経系興奮薬

　

Ｙ５０．９ 中枢神経系興奮薬，詳細不明
Ｙ５１

　　

主として自律神経系に作用する薬物

　

Ｙ５１０

　　

コリンエステラーゼ阻害薬

　

Ｙ５１．１

　　

その他の副交感神経興奮薬［コリン作

　　　　　

動薬］

　　　

・

　　　　　　

′

　

Ｙ５１．２

　　

神経節遮断薬，他に分類されないもの

　

Ｙ５１．３

　　

その他の副交感神経遮断薬［抗コ，リン

　　　　　

及び抗ムスカリン作動薬］及び鎮けい

　　　　　

く癌＞薬，他に分類されないもの

　

Ｙ５１‐４

　　

アルファアドレナリン受容体作動薬，

　　　　　

他に分類されないもの

　

Ｙ５１．５

　　

ベータアドレナリン受容体作動薬，他

　　　　　

に分類されないもの

　

Ｙ５１‐６

　　

アルファアドレナリン受容体捨抗薬，

　　　　　

他に分類されないもの－

　

Ｙ５１．７

　　

ベータアドレナリン受容体桔抗薬，他

　　　　　

に分類されないもの

　

Ｙ５１．８
．
，

　

中枢作動性及びアドレナリン作動性

　

‐

　　

１

　

神経遮断薬，他に分類されないもの．

　

Ｙ５１‐９

　　

主として自律神経系に作用するその他

　　　　

及び詳細不明の薬効
Ｙ５２

　　

主として心血管系に作用する薬物

　

Ｙ５２‐０

　　

強心配糖体及び類似作用薬

　

Ｙ５２．１．

　

カルシウムチャンネル遮断薬

　　　

、

　

Ｙ５２．２

　　

その他の抗不整脈薬，他に分類されな

　　　　

いもの

　

Ｙ５２‐３

　　

冠血管拡張薬，他に分類されないもの
Ｙ５２．４

　　

アンギオテンシン変換酵素阻害薬
Ｙ５２寺

　　

その他の抗高血圧薬，他に分類されな

　　　　

いもの

　

Ｙ５２．６

　　

高脂血症治療薬及び動脈硬化治療薬
Ｙ５２．７ 末梢血管拡張薬
Ｙ５２．８

　　

静脈癒治療薬，硬化薬を含む
Ｙ５２‐９

　　

主として心血管系に作用するその他及

　　　　　

び詳細不明の薬物
Ｙ５３

　　

主として消化器系に作用する薬物
Ｙ５３‐０

　　

ヒスタミンＨａ受容体桔抗薬
Ｙ５３．１

　　

その他の制酸薬及び胃液分泌抑制薬
Ｙ５３．２ 刺激性緩下薬
Ｙ５３．３

　　

塩類及び浸透圧性緩下薬

　　

・

　

Ｙ５３．４ その他の緩下薬

　

Ｙ５３‐５ 消化薬

　

Ｙ５３．６

　　

止しゃ薬

　　

－

　

Ｙ５３．７

　　

催吐薬

　

Ｙ５３‐８

　　

主として消化器系に作用するその他の

　　　　　

薬物

　

Ｙ５３．９

　　

主として消化器系に作用する薬物，詳

　　　　

細不明
Ｙ５４

　　

主として水分調節，ミネラル＜鉱質＞及び

　　　

尿酸代謝に作用する薬物

　

Ｙ５４‐０ ミネラル＜鉱質＞コルチコイド類

　

Ｙ５４．１ ミネラル＜鉱質＞コルチコイド桔抗薬

　　　　　

［アルドステロン桔抗薬］

　

Ｙ５４‐２

　　

炭酸脱水酵素阻害薬

　

、

　　　　

′

　

Ｙ５４‐３

　　

ペンゾチアジアジン誘導体

　

Ｙ５４．４

　　

ループ ［ｈｉｇｈ～ｃｅｉｌｉｎｇ］ 利尿薬

　

Ｙ５４．５

　　

その他の利尿薬

　　

－

　

Ｙ５４‐６

　　

電解質，カロリー及び水分の平衡薬

　

Ｙ５４．７

　　

石灰化に作用する薬物

　

Ｙ５４‐８

　　

尿酸代謝に作用する薬物

　

Ｙ５４．９

　　

ミネラル＜鉱質＞塩類，他に分類され

　　　　

ないもの

Ｙ５５

　　

主として平滑筋，骨格筋及び呼吸器系に作

　　　

用する薬物
Ｙ５５‐０

　　

子宮収縮薬
Ｙ５５．１

　　

骨格筋しく弛＞緩薬［神経筋遮断薬］
Ｙ５５．２

　　

主として筋肉に作用するその他及び群‐

　　　　

細不明の薬物
Ｙ５５．３

　　

鎖咳薬
Ｙ５５４

　　

去疲薬
Ｙ５５．５

　　

抗感冒薬
Ｙ５５．６

　　

抗職息、薬，他に分類されないもの
Ｙ５５‐
▲７

　　

主として呼吸器系に作用するその他及

　　　　

び詳細不明の薬物
Ｙ５６

　　

主として皮膚及び粘膜に作用する局所用

　　　

薬物，眼科用薬，耳鼻咽喉科用薬及び歯科

　　

用薬
Ｙ５６．０

　　

局所に適用する抗真菌薬，抗感染薬及

　　　　

び抗炎症薬，他に分類されないもの
Ｙ５６．１ 止座薬
Ｙ５６．２

　　

局所に適用する収れん＜敷＞薬及び

　　　　

界面活性剤
Ｙ５６．３ 皮膚軟化薬，粘滑薬及び保護薬
Ｙ５６‐４

　　

角質溶解薬，角質形成薬及びその他の
・ 毛髪治療薬及び製剤
Ｙ５６．５ 眼科用薬及び製剤



窯

の
①

　

Ｙ５６．６ 耳鼻咽喉科用薬及び製剤

　

Ｙ５６‐７ 歯科用薬，局所用

　

Ｙ５６‐８ その他の局所用薬物

　

Ｙ５６．９

　

， 局所用薬物，詳細不明
Ｙ５７

　　

その他及び詳細不明の薬物及び薬剤

　

Ｙ５７．０

　　

食欲抑制薬［食欲低下薬］

　

Ｙ５７‐１

　　

脂肪作用薬

　

Ｙ５７‐２

　　

解毒薬及びキ・レート剤，他に分類され

　　　　

ないもの

　

Ｙ５７．３

　　

嫌酒薬

　

Ｙ５７‐４ 医薬品添加物

　

Ｙ５７‐５

　

，Ｘ線造影剤
・Ｙ５７‐６ その他の診断薬

　

Ｙ５７．７

　　

ビタミン類， 他に分類されないもの

　

Ｙ５７‐８

　　

その他の薬物及び薬剤

　

Ｙ５７‐９

　　

薬物又は薬剤，詳細不明
Ｙ５８ 細菌ワクチン

　

Ｙ５８‐Ｏ

　　

ＢＣＧワクチン

　

Ｙ５８１

　　

腸チフス及びパラチフスワクチン

　

Ｙ５８‐２ コレラワクチン

　

Ｙ５８．３ ペストワクチン

　

Ｙ５８．４ 破傷風ワクチン

　

Ｙ５８．５ ジフテリアワクチン

　

Ｙ５８．６

　

、． 百日咳ワクチン，百日咳歯コンポーネ

　　　　　

ントとの混合物を含む

　

Ｙ５８‐８

　　

混合細菌ワクチン，百日咳歯コンポ－

　　　　　

ネントとの混合物を除く

　

Ｙ５８．９

　　

その他及び離細不明の細菌ワクチン
Ｙ５９

　　

その他及び葛≧細不明のワクチン及び生物学

　　　

的製剤

　

Ｙ５９‐０ ウイルスワクチン

　

Ｙ５９．１ リケッチアワクチン

　

Ｙ５９．２

　　

原虫ワクチン

　

Ｙ５９‐３ 免疫グロプリン

　

Ｙ５９‐８

　　

その他の明示されたワクチン及び生物

　　　　　

学的製剤

　

Ｙ５９９

　　

ワクチン又は生物学的製剤，詳細不明
外科的及び内科的ケア時における患者に対する医
療事故 （Ｙ６０一Ｙ６９）

Ｙ６０

　　

外科的及び内科的ケア時における意図しな

　　　

い切断，穿刺，穿孔又は出血

　

Ｙ６０‐０

　　

外科手術時におけるもの

　

Ｙ６０．１

　　

輸液又は輸血時におけるもの

　

Ｙ６０．２

　　

腎透祈又はその他の潅流時におけるも

　　　　　　

の

　

Ｙ６０．３

　　

注射又はワクチン街接種時におけるもの

Ｙ６０．４

　

‐内視鏡検査時におけるもの
Ｙ６０‐５

　　

′も（臓）カテーテル法実施時における

　　　　

もの

Ｙ６０．６

　　

吸引，穿刺及びその他のカテーテル法

　　　　　

実施時におけるもの

Ｙ６０‐７

　　

洗腸時におけるもの

　　

．

Ｙ６０．８

　　

その他の外科的及び内科的ケア時に

　　　　

おけるもの

　　　　　　　　　　　　　

、

Ｙ６０．９

　　

詳細不明の外科的及び内科的ケア時

　　　　

におけるもの

　

・

Ｙ６１

　

・外科的及び内科的ケア時における不慮の体

　　　　　

内残留異物
Ｙ６１．０

　　

外科手術時におけるもの
Ｙ６１．１

　　

輸液又は輸血時におけるもの
Ｙ６１．２

　　

腎透析又はその他の潅流時におけるも

　　　

の

Ｙ６１．３

　　

注射又はワクチメ接種時におけるもの
Ｙ６１．４

　　

内視鏡検査時におけるもの
Ｙ６１．５

　　

心（臓）カテーテル法実施時における

　　　　

もの

Ｙ６１．６

　　

吸引，穿刺及びその他のカテーテル法

　　　　

実施時におけるもの
Ｙ６１．７

　　

カテーテル又０灘莫塞物の除去時におけ

　　　　

るもの

Ｙ６１．８

　　

その他の外科的及び内科的ケア時に

　　　　

おけるもの

Ｙ６１．９

　　

詳細不明の外科的及び内科的ケア時

　　　　

におけるもの

Ｙ６２

　　

外科的及び内科的ケア時における無菌的

　　　

処理の失敗

　

Ｙ６２．０

　　

外科手術時におけるもの
Ｙ６２‐１

　　

輸液又は輸血時におけるもの
Ｙ６２．２

　　

腎透析又はその他の潅流時におけるも

　　　

の

　

Ｙ６２．３

　　

注射又はワクチメ接種時におけるもの
Ｙ６２．４

　　

内視鏡検査時におけるもの

　

Ｙ６２‐５

　　

心（臓）カテーテル法実施時における

　　　　

もの

　　　

▼

　　　　　　　　　　　　

－
Ｙ６２‐６

　　

吸引，穿刺及びその他のカテーテル法

　　　　　

実施時におけるもの

　

Ｙ６２．８

　　

その他の外科的及び内科的ケア時に

　　　　

おけるもの

Ｙ６２．９

　　

詳細不明の外科的及び内科的ケア時

　　　　

におけるもの

Ｙ６３

　　

外科的及び内科的ケア時における投与量

　　　

の誤り

　　　　　　　　　　　　

－

Ｙ６３‐０

　　

輸血又は輸液時における血液又はそ

　　　

－

　　

の他の液体の過剰
Ｙ６３．１

　　

輪液時に使用された液体の不正確な

　　　　

希釈
Ｙ６３．２

　　

放射線治療時における過剰照射
Ｙ６３．３

　　

内科的ケア時における不注意による患

　　　　

者の放射線被爆
Ｙ６３．４

　　

電気ショック又はインスリンショック

　　　　

療法における量の誤り
Ｙ６３．５

　　

局所への貼用及びバックにおける温度

　　　　

不適

　　　　

－

Ｙ６３．６

　　

必要な薬物，薬剤又は生物学的製剤の

　　　　

無投与
Ｙ６３．８

　　

その他の外科的及び内科的ケア時に

　　　　

おける投与量の誤り
Ｙ６３．９

　

‐詳細不明の外科的及び内科的ケア時

　　　　

における投与量の誤り
Ｙ６４

　　

汚染された医薬品又は生物学的製剤
Ｙ６４．０

　　

汚染された医薬品又は生物学的製剤，

　　　　

、輸血又は輸液されたもの
Ｙ６４‐１

　

，汚染された医薬品又は生物学的製剤，

　　　　

・注射又は予防接種に使用されたもの
Ｙ６４‐８

　　

その他の手段で投与された汚染された

　　　

．

　

医薬品又は生物学的製剤
Ｙ６４‐９

　　

詳細不明の手段で投与された汚染さ
れた医薬品又は生物学的製剤

Ｙ６５

　　

外科的及び内科的ケア時におけるその他の

　　　

事故
Ｙ６５．０

　　

輸血に使用された不適合血液
Ｙ６５．１

　　

輸液に使用された不適切な液体
Ｙ６５．２

　　

外科手術における縫合又は結紫の失

　　

敗
Ｙ６５‐３

　　

麻酔処置における気管チューブの誤装

　　

着
Ｙ６５．４

　　

その他のチューブ又は装置の着脱の失
、

　　　　　

敗

Ｙ６５‐５

　　

不適正な手術の実施‐
Ｙ６５．８

　　

外科的及び内科的ケア時におけるその

　　　　

他の明示された事故
Ｙ６６

　　

外科的及び内科的ケアの非実施
Ｙ６９，

　

．外科的及び内科的ケア時における詳細不

　　　

明の事故

治療及び診断に用いて副反応を起こした医療用器
具 （Ｙ７０一Ｙ８２）

下記の４桁細分類項目は項目Ｙ７０‐Ｙ８２に使用する
：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　

．０

　

診断及びモニター用器具

　　　

．１

　

治療（外科手術以外）及びリハビリテ

　　　　　

ーション器具

　　

．２

　　

プロステーシス及びその他の挿入物，

　　　　　

材料及び付属器具

　　　

．３

　

外科用機械，材料及び器具（縫合を含

　　　　　

む）

　　

‐８

　

その他の器具，他に分類されないもの
Ｙ７０

　　

副反応を起こした麻酔科用器具
Ｙ７１

　　

副反応を起こした循環器科用器具
Ｙ７２

　　

副反応を起こした耳鼻咽喉科用器具
Ｙ７３

　　

副反応を起こした胃腸科用及び泌尿器科

　　　

用器具

　

‐
Ｙ７４

　　

副反応を起こした一般的な病院用及び個

　　　

人用器具
Ｙ７５

　　

副反応を起こした神経科用器具
Ｙ７６

　　

副反応を起こ・した産婦人科用器具
Ｙ７７

　　

副反応を起こした眼科用器具

　

′
Ｙ７８

　　

副反応を起こした放射線科用器具
Ｙ７９

　　

副反応を起こした整形外科用器具
Ｙ８０

　　

副反応を起こした身体医学くｐｈｙｓｉｃａｌ

　　　

ｍｅｄｉｃｉｎｅ＞用器具

Ｙ８１

　　

副反応を起こした一般外科用及び形成外

　　　

科用器具

　　　　　　　　

．
Ｙ８２

　　

副反応を起こしたその他及び零細不明の医

　　　

療用器具

　　　

、
‐患者の異常反応又は後発合併症を生じた外科的及
びその他の医学的処置で，処置時には事故の記載
がないもの （Ｙ８３－Ｙ８４）

Ｙ８３

　　

患者の異常反応又は後発合併症を生じた

　　　

外科手術及びその他の外科的処置で，処置

　　　

時には事故の記載がないもの

　

Ｙ８３．０

　　

器官全体の移植を伴う外科手術

　

Ｙ８３‐１

　　

人工体内器具の植込みを伴う外科手

　

．

　　

術

　　　　　　

・

　　　　　　　　　

．

　

Ｙ８３．２

　　

吻合，バイパス又は移植を伴う外科手

　　　

術

　

Ｙ８３．３

　　

外部ストマ形成を伴う外科手術

　

Ｙ８３‐４ その他の再建手術

　

Ｙ８３．５

　　

（四） 肢切断

Ｙ８３．６

　　

その他の器官（一部）（全部）、の除去
Ｙ８３．８ その他の外科的処置



群

他

（中
Ｎ
の
紙
家
中
）

　

Ｙ８３‐９ 外科的処置，詳細不明
Ｙ８４

　　

患者の異常反応又は後発合併症を生じた

　　　

その他の医学的処置で，処置時には事故の

　　　

記載がないもの

　

Ｙ８４．Ｏ

　　

Ｊｂ（臓） カテーテル法

　　

－

　

Ｙ８４．１

　　

腎透析

　

Ｙ８４‐２

　　

放射線医学的処置及び放射線治療

　

Ｙ８４．３ ショック療法

　

Ｙ８４１４

　　

体液の吸引

　　

－

　

Ｙ８４．５

　　

胃又は十二指腸ゾンデの挿入

　

Ｙ８４．６

　　

尿路カテーテル法

　

Ｙ８４．７

　　

採血

　

Ｙ８４‐８ その他－の医学的処置

　

Ｙ８４．９ 医学的処置，詳細不明
傷病及び死亡の外因の続発・後遺症（Ｙ８５－Ｙ８９）
Ｙ８５

　　

交通事故の続発・後遺症

　

Ｙ８５‐０

　　

モーター車両事故の続発・後遺症

　

Ｙ８５．９

　　

その他及び詳細不明の交通事故の続

　　　　　

発・後遺症－

Ｙ８６

　　

その他の不慮の事故の続発・後遺症
Ｙ８７

　　

故意の白傷，加害にもとづく傷害及び不慮

　　　

か故意か決定されない事件の続発・後遺症

　

Ｙ８７．０

　　

故意の白傷の続発・後遺症

　

Ｙ８７‐１

　　

加害にもとづく傷害の続発・後遺症

　

Ｙ８７．２

　　

不慮か故意か決定されない事件の続

　　　

．

　

発．・後遺症
Ｙ８８

　　

外因としての外科的及び内科的ケアの続発

　　　

・後遺症

　

Ｙ８８．０

　　

薬物，薬剤及び生物学的製剤の治療上

　　　　　

の使用により生じた有害作用の続発

　　　　　

・後遣症

　

Ｙ８８．１

　　

外科的又は内科的ケア時における患

　　　　

者に対する医療事故の続発・後遺症
Ｙ８８．２

　　

診断及び治療に用いて生じた医療器

　　　　　

具による有害作用の続発・後遺症
Ｙ８８．３

　　

患者の異常反応又は後発合併症を生

　　　　　

じた外科的及び内科的処置の続発・後．

　　　　

遣症，処置時には事故の記載がないも

　　

－

　

の

Ｙ８９

　　

その他の外因の続発・後遺症正
Ｙ８９．０

　　

法的介入の続発・後遺症
Ｙ８９．１

　　

戦争行為の続発・後遺症
Ｙ８９．９

　　

詳細不明の外因の続発・後遺症

他に分類される傷病及び死亡の原因に関係する補
助的因子（Ｙ９０－Ｙ９８）
Ｙ９０

　　

血中アルコール濃度によるアルコ」ルの関

　　　

与の証明

　

Ｙ９０．０

　　

血中アルコール濃度２０ｍｇ／ｌｏｏｍｌ未満

　

Ｙ９０‐１

　　

血中アルコール濃度２０一３９ｍｇ／ｌｏｏｍＩ

　

Ｙ９０．２

　　

血中アルコール濃度４０一５９ｍｇ／ｌｏｏｍＩ

　

Ｙ９０．３

　　

血中アルコール濃度６０一７９ｍｇ／ｌｏｏｍＩ

　

Ｙ９０．４

　　

血中アルコール濃度８０一９９ｍｇ／ｌｏｏｍＩ

　

Ｙ９０．５

　　

血中アルコール濃度 １００‐１１９ｍｇ／

　　　　　　

ｌｏｏｍ１

　

Ｙ９０．６

　　

血中アルコール濃度 １２０一１９９ｍｇ／

　　　　　　

１ｏｏｍ１，
Ｙ９０．７

　　

血中アルコール濃度 ２００一２３９ｍｇ／

　　　　　　

ｌｏｏｍ１

　

Ｙ９０‐８

　　

血中アルコール濃度２４０ｍｇ／ｌｏｏｍｌ以

　　　　　　

」と

Ｙ９０．９

　　

血中にアルコールが存在するが，濃度

　　　　　

は不明

Ｙ９１

　　

中毒の程度によるアルコールの関与の証明
Ｙ９１．ｏ

　

・軽度のアルコール中毒
Ｙ９１．１

　　

中等度のアルコール中毒
Ｙ９１‐２

　　

高度のアルコール中毒
Ｙ９１．３

　　

極度のアルコール中毒
Ｙ９１．９

　　

アルコールの関与，他に記載のないも

　　　

の

％
％
９７

９８

Ｙ

　

Ｙ

　

Ｙ

　

Ｙ

病院内の環境等に関連した病態
職業に関連した病態．
環境汚染に関連した病態
生活様式に関連した病態

　　

第 醐章

　

健康状態に影響を及ぼす要因及

　　　　　　

び保健サービスの利用 （ＺＯ０一

　　　　　　

Ｚ９９）

検査及び珍査のための保健サービスの利用者（Ｚｏｏ
－Ｚ１３）

ＺＯＯ

　　

愁訴がない又は診断名の記載がない者の一

　　

般検査及び珍査
Ｚｏｏ．ｏ 一般医学的検査
Ｚｏｏ．１

　

・定型的くル←チン＞小児１健康診断
Ｚｏｏ．２

　　

小児の急速成長期の検査
Ｚｏｏ．３

　　

青年期の発育＜発達＞状態の検査
Ｚｏｏ．４

　　

一般精神医学的検査，他に分類されな

　　　　

いもの

Ｚｏｏ．５

　　

臓器及び組織の提供の可能性がある

　　　　

者の検査

　

Ｚｏｏ‐６

　　

臨床研究計画における対照者の検査

　

Ｚｏｏ．８ その他の一般検査
Ｚｏｌ

　　

愁訴がない又は診断名の記載がない者のそ

　　　

の他の特殊検査及び診査

　

Ｚｏｌ．ｏ

　　

眼及び視力検査

　

Ｚｏｌ‐１

　　

耳及び聴力検査

　

ＺＯＩ．２

　　

歯科的検査

　

ＺＯＩ．３ 血圧検査

　

Ｚｏｌ達

　　

婦人科的検査（一般）（定型的＜ルー

　　　　

チン＞）

　

ＺＯＩ．５，

　

診断目的の皮膚テスト及び感作テスト

　

－ＺＯＩ．６

　　

放射線診断，他に分類されないもの

　

Ｚｏｌ．７ 臨床検査

　

Ｚｏｌ．８・

　

その他の明示された特殊検査

　

Ｚｏｌ‐９ 特殊検査，詳細不明
Ｚ０２ 管理目的の検査

　　　　　　　　　　

ー

　

Ｚｏ２．ｏ、

　

教育施設への入学のための検査

　

Ｚｏ２．，１ 就職前の検査

　

Ｚｏ２．２

　　

居住施設への入所のための検査

　

Ｚｏ２．３

　　

軍隊への入隊のための検査

　

Ｚｏ２４ 運転免許のための検査

　

Ｚｏ２．５ スポーツ参加のための検査

　

Ｚｏ２．６ 保険日的の検査

　

Ｚ０２．７ 診断書の発行

　

Ｚｏ２．８

　　

管理目的のその他の検査

　

Ｚｏ２．９

　　

管理目的の検査，詳細不明
Ｚｏ３

　　

疾病及び病態の疑いに対する医学的観察

　　　

及び評価

　　　　　　

．

　

Ｚｏ３．ｏ

　　

結核の疑いに対する観察

　

Ｚｏ３‐１・

　

悪性新生物＜瞳癌＞の疑いに対する

　　　　

観察

　

Ｚｏ３．２

　　

精神及び行動の障害の疑いに対する

　　　　

観察

　　　

．

　　　　　

‐

　

Ｚｏ３．３

　　

神経系の障害の疑いに対する観察

　

Ｚｏ３．４

　　

心筋梗塞の疑いに対する観察
．Ｚｏ３．５

　　

その他の循環器系の疾患の疑いに対

　　　　

する観察
Ｚｏ３．６

　　

摂取物質の毒作用の疑いに対する観

　

‐

　　

． 察

　

Ｚｏ３‐８

　　

その他の疾病及び病態の疑いに対する

　　　　

観察

　　

， ‐

　

．
Ｚｏ３．９

　　

疾病又は病態の疑いに対する観察，詳

　　

． 細不明
Ｚｏ４

　　

その他の理由による検査及び観察
Ｚｏ４‐０

　　

血中アルコール及び血中薬物のテスト
Ｚｏ４．１

　　

交通事故後における検査及び観察

　

Ｚｏ４．２

　　

就業中の事故＜労働災害＞後におけ

　　

る検織 雌察

　

Ｚ０４．３

　　

その他の事故後における検査及び観察

　

Ｚｏ４．４

　　

強姦及び婦女暴行の申し立て後にお

　　　　　

ける検査及び観察

　

Ｚｏ４．５

　　

その他の故意の損傷後における検査及

　　　　　

び観察

　　　　　　　　　　　　　

～

　

Ｚ０４．６

　　

当局の要請による一般精神医学的検

　　

査

　

Ｚｏ４‐８

　　

その他の明示された理由による検査及

　　

　　

　

Ｚ０４．９

　　

理由不明の検査及び観察
Ｚｏ８

　

′悪性新生物＜腫癌＞治療後の経過観察＜

　　　

フオローアップ＞検査

　

Ｚ０８‐０

　　

悪性新生物＜腫凝＞の術後の経過観

　　　　

察＜フオローアップ＞検査

　

Ｚ０８．１

　　

悪性新生物＜腫癌＞の放射線治療後

　　　　

の経過観察＜フォローアップ＞検査

　

Ｚｏ８．２

　　

悪性新生物＜腫癖＞の化学療法後の

　　　　　

経過観察＜フオローアップ＞検査

　

Ｚ０８‐７

　　

悪性新生物＜腫癌＞の複合治療後の

　　　　　

経過観察＜フォローアップ〉検査

　

Ｚ０８．８

　　

悪性新生物＜腫癌＞のその他の治療

　　　　

後の経過観察＜フォローアップ＞検

　　　　

査

　　

．

　　

一「

Ｚｏ８．９

　　

悪性新生物＜腫癌＞の詳細不明の治

　　　　

療後の経過観察＜フォローアップ＞

　　　　

検査
Ｚｏ９

　　

悪性新生物＜腫癌＞以外の病態の治療後

　　　

の経過観察＜フォローアップ＞検査
Ｚｏ９‐０

　　

その他の病態の術後の経過観察＜フ

　　　　

ォローアップ＞検査
Ｚｏ９．１

　　

その他の病態の放射線治療後の経過

　　　　

観察〈フォローアップ＞検査
Ｚｏ９‐２

　　

その他の病態の化学療法後の経過観

　　　　

察〈フォローアップ＞検査
ＺＯ９．３

　　

精神療法後の経過観察くフォローア

　　　　　

ップ〉検査
ＺＯ９．４

　　

骨折治療後の経過観察＜フォローア

　　　　

ップ＞検査
Ｚｏ９．７

　　

その他の病態の複合治療後の経過観

　　　　

察くフォローアップ＞検査
・Ｚｏ９．８

　　

その他の病態のその他の治療後の経過

　　　　

観察〈フォローアップ＞検査
Ｚｏ９‐９

　　

その他の病態の詳細不明の治療後の

　　　　

経過観察＜フォローアップ＞検査



ＺＩＯ

　　

特定集団の定型的＜ルーチン＞一般健康

　　

診断

　

ＺＩＯ．０ 職場健診
ＺＩＯ．１

　　

施設入所者の定型的＜ルーチン＞－

　　　　

般健康診断

　

ＺＩＯ．２

　　

軍隊の定型的＜ルーチン＞一般健康

　　　　

診断

　

ＺＩＯ．３

　

・スポーツチ÷ムの定型的＜ル÷チン＞

　　　　　

一般健康診断

　

ＺＩ０‐８

　　

その他の特定集団の定型的＜ルーチ

　　　　　

ン＞一般健康診断
ＺＩＩ

　　

感染症及び寄生虫症の特殊スクリーニン

　　　

グ検査
ＺＩＩ．０

　　

腸管感染症の特殊スクリーニング検

　　

査

ＺＩ１‐１

　　

呼吸器結核の特殊スクリーニング検

　　

査

　　　　　　　　　　　　

，

　

ＺＩ１‐２

　　

その他の細菌性疾患の特殊スクリー

　　　　　

ニング検査

　

ＺＩＩ．３

　　

主として性的伝播様式をとる感染症

　　　　　

の特殊スクリーニング検査

　

ＺＩＩ．４

　　

ヒト免疫不全ウイルス［Ｈ工Ｖ］の特殊

　　　　　

スクリーニング検査．

　

ＺＩＩ．５

　　

その他のウイルス性疾患の特殊スクリ

　　　　　

ーニング検査

　

ＺＩ１‐６

　　

その他の原虫疾患及びぜん＜嬬＞虫

　　　　　

症の特殊スクリーニング検査

　

ＺＩ１‐８

　　

その他の感染症及び寄生虫症の特殊

　　　　　

スクリーニング検査

　

ＺＩ１‐９

　　

感染症及び寄生虫症の特殊スクリー

　　　　　

ニング検査，詳細不明
Ｚ１２

　　

新生物＜腫班＞の特殊スクリーニング検
▼

　

ノ 査

　

Ｚ１２．０

　　

胃の新生物＜腫蕩＞の特殊スクリー

　　　　

ニング検査

　

Ｚ１２．１

　　

腸管の新生物＜腫癌＞の特殊スクリ

　　　　

ーニング検査

　

Ｚ１２．２

　　

呼吸器の新生物＜腫癌＞の特殊スク

　　　　　

リーニング検査

　

Ｚ１２．３

　　

乳房の新生物＜腫癌＞の特殊スクリ

　　　　

ーニング検査

　

Ｚ１２４

　　

子宮頚（部）の新生物＜腫癖＞の特殊

　　　　

スクリーニング検査

　

Ｚ１２‐５

　　

前立腺の新生物＜腫蕩＞の特殊スク

　　　　　

リーニング検査

Ｚ１２．６

　　

勝暁の新生物＜腫癌＞の特殊スクリ

　　　　

ーニング検査
Ｚ１２．８

　　

その他の部位の新生物＜腫癌＞の特

　　　　

殊スクリーニング検査
Ｚ１２‐９

　　

新生物＜腫癌＞の特殊スクリーニン

　　　　　

グ検査，詳細不明
Ｚ１３

　　

その他の疾患及び瞬軍書の特殊スクリーニン

　　　

グ検査
Ｚ１３．０

　　

血液及び造血器の疾患並びに免疫機

　　　　　

構の障害の特殊スクリーニング検査
Ｚ１３．１

　　

糖尿病の特殊スクリーニング検査

Ｚ１３．２

　　

栄養障害の特殊スクリーニング検査
Ｚ１３‐３

　　

精神及び行動の障害の特殊ス、ク・リー

　　　　

ニング検査
Ｚ１３‐４

　　

小早期の発育＜発達〉障害の特殊ス

　　　　

クリーニング検査
Ｚ１３，５

　　

＝駁ぴ耳の障害の特殊スクリーニング

　　　　

検査

　　　　　　　　　　　　　　

◆

Ｚ１３．６

　　

心血管障害の特殊スクリーニング検

　　

査

　

Ｚ１３‐７

　　

先天奇形，変形及び染色体異常の特殊

　　　　

スクリーニング検査

一Ｚ１３‐８

　　

その他の明示された疾患及び障害の特

　　　　

殊スク．リーニング検査

　　

－

　

Ｚ１３．９

　　

特殊スクリーニング検査，詳細不明
伝染病に関連す－る健康障害をきたす恐れのある者
（Ｚ２０一ｚ２９）

　　　　　

，
Ｚ２０

　　

伝染病の感染源との接触及び病原体への

　　　

曝露

　

Ｚ２０．０

　

‐腸管感染症の感染源との接触及び病

　　　　

原体への曝露

　　

．

　

Ｚ２０‐１

　　

結核の感染源との接触及び病原体へ

　　　　　

の曝露

　

Ｚ２０．２

　　

主として性的伝播様式をとる感染症

　　　　　

の感染源との接触及び病原体への曝

　　

露

　

Ｚ２０．３

　　

狂犬病の感染源との接触及び病原体

　　　　　

への曝露

、Ｚ２０‐４

　　

風疹の感染源、との接触及び病原体へ

　　　　

の曝露

　

Ｚ２０‐５

　　

ウイルス性肝炎の感染源、との接触及

　　　　　

び病原体への曝露

　

’

　

Ｚ２０．６

　　

ヒト免疫不全ウイルス［Ｈ工Ｖ］との接

　　　　　

触及び曝露

Ｚ２０．７

　　

シラミ症，ダニ症及びその他の寄生虫

　　　　

症の感染源との接触及び病原体への

　　　　

曝露
Ｚ２０．８

　　

その他の伝染病の感染源との接触及

　　　　　

び病原体への曝露
Ｚ２０‐９

　　

詳細不明の伝染病の感染源との接触

　　　　

及び病原体への曝露
Ｚ２１ ・無症候性ヒト免疫不全ウイルス［ＨＩＶ］感

　　　

染状態
Ｚ２２

　　

感染症のキャリア＜病原体保有者＞
Ｚ２２．０

　　

腸チフスのキャリア＜病原体保有者＞
Ｚ２２．１

　　

その他の腸管感染症のキャリ．ア＜病原

　　　　　

体保有者＞
Ｚ２２．２

　　

ジフテリアのキャリア＜病原体保有

　　　　

者＞

Ｚ２２．３

　　

その他の明示された細菌性疾患のキャ

　　　　　

リア＜病原体保有者＞
Ｚ２２．４

　　

主として性的伝播様式をとる感染症

　　　　　

のキャリア＜病原体保有者＞
Ｚ２２．５

　　

ウイルス性肝炎のキャリア＜病原体保

　　　　

有者＞
Ｚ２２．６

　　

ヒトＴリンパ球ウイルス１型［ＨＴＬＶ‐１］

　　　　　

感染症のキャリア＜病原体保有者＞
Ｚ２２．８

　　

その他の感染症のキャリア＜病原体保

　　　　

．有者＞
Ｚ２２．９

　　

感染症のキャリア＜病原体保有者〉

　　　　

詳細不明
Ｚ２３

　　

単独の細菌性疾患に対する予防接種の必

　　　

要性
．

　　　　　　　　　　　　　　　　

‐

　

Ｚ２３．０

　　

コレラのみに対する予防接種の必要性
Ｚ２３‐１

　　

腸チフス・パラチフスのみに対する予

　　　　　

防接種［Ｔ郷］の必要性

　

Ｚ２３．２

　　

結核に対する予防接種‐［ＢＣＧ］の必要

　　

性

　

Ｚ２３．３

　　

ペストに対する予防接種の必要性
Ｚ２３‐４

　　

野兎病＜ツラレミア〉に対する予防接

　　　　

種の必要性
Ｚ２３‐５

　　

破傷風のみに対する予防接種の必要

　　

性

　　　　　　　　　　　

・

　　　　

▼

　

Ｚ２３．６

　　

ジフテリアのみに対する予防接種の必

　　　　　

要性
Ｚ２３．７

　　

百日咳のみに対する予防接種の必要

　　

性

　　　　　　

▲

　

Ｚ２３．８

　　

その他の単独の細菌性疾患に対する

　　　　　

予防接種の必要性

Ｚ２４

　　

単独のウイルス性疾患に対する予防接種の

　　　

必要性
Ｚ２４．０

　　

灰白髄炎＜ポリオ＞に対する予防接

　　　　

種の必要性
Ｚ２４．１

　　

節足動物媒介ウイルス脳炎に対する

　　　　

予防接種の必要性
Ｚ２４．２

　　

狂犬病に対する予防接種の必要性
Ｚ２４．３

　　

黄熟に対する予防接種の必要性
Ｚ２４．４

　　

麻疹のみに対する予防接種の必要性
Ｚ２４．５

　　

風疹のみに対する予防接種の必要性
Ｚ２４．６

　　

ウイルス性肝炎に対する予防接種の必

　

′

　　　　

要性
Ｚ２５

　　

その他の単独のウイルス性疾患に対する予

　　　

防接種の必要性
Ｚ２５．０

　　

ムンブスのみに対する予防接種の必要
′

　

－

　　　

性

Ｚ２５．１

　　

インフルエンザに対する予防接種の必

　　　　

要性
Ｚ２５‐８

　　

その他の明示された単独のウイルス性

　　　　

疾患に対する予防接種の必要性
Ｚ２６

　　

その他の単独の感染症に対する予防接種

　　　

の必要性
Ｚ２６‐０

　　

リｒシュマニア症に対する予防接種の
‐

　　　　

必要性

　　

－

Ｚ２６．８

　　

その他の明示された単独の感染症に対

　　　　

する予防接種の必要性
Ｚ２６．９

　　

詳細不明の感染症に対する予防接種

　　　　　

の必要性
Ｚ２７

　　

感染症の混合予防接種の必要性

　

Ｚ２７‘０

　　

コレラと腸チフス・パラチフスに対す

　　　　　

る予防接種［ｃｈｏｌｅｒａ十ＴＡＢ］の必要性
Ｚ２７．１

　　

ジフテリア・破傷風・百日咳に対する

　　　　

混合予防接種［ＤＴＰ］の必要性

　

Ｚ２７．２

　　

ジフテリア・破傷風・百日咳と腸チフ

　　　　　

ス・パラチフスに対する予防接種［ＤＴＰ

　　　　　

十ＴＡＢ］ の必要性

　

Ｚ２７．３

　　

ジフテリア・破傷風・百日咳と灰白髄

　　　　　

炎＜ポリオ＞に対する予防接種［ＤＴＰ

　　　　

十ｐｏｌｉｏ］ の必要性

　

Ｚ２７．４

　　

麻疹・ムンプス・風疹に対する予防接

　　　　　

種［脚眠］の必要性

　

Ｚ２７‐８

　　

感染症のその他の混合予防接種の必

　　　　　

要性

　

Ｚ２７．９

　　

感

　

症のぎ細不明の混合予防

　

種の感染症の詳細不明の混合予防接種の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

必要性



Ｚ２８

　　

未施行の予防接種

　　　　　　　　　　

′

　

Ｚ２８．０

　　

禁忌により未施行の予防接種

　

Ｚ２８．１

　　

信条又は集団圧力にもとづく患者の

　　　　　

意志により未施行の予防接種

　

Ｚ２８．２

　　

その他及び詳細不明の理由にもとづく

　　　　　

患者の意志により未施行の予防接種
１Ｚ２８．８

　　

その他の理由により未施行の予防接

　　

種

　

Ｚ２８．９

　

▼

　

未施行の予防接種，理由不明
Ｚ２９

　　

その他の予防処置の必要性

　

Ｚ２９．０ ‐ 隔離

　

Ｚ２９．１ 予防（的）免疫療法
・Ｚ２９‐２

　　

その他の予防的化学療法

　

Ｚ２９‐８

　　

その他の明示された予防処置

　

Ｚ２９．９

　　

予防処置，詳細不明

　　　

‐
生殖に関連する環境下での保健サービスの利用者

　

（Ｚ３０ Ｚ３９）

Ｚ３０

　　

避妊管理

　

Ｚ３０‐０

　　

避妊に関する一般カウンセリング及び

　　　　

指導

　

Ｚ３０．１

　　

（子宮内）避妊器具の挿入

　

Ｚ３０．２ 不妊手術

　

ｚ３０．３

　　

月経操作

　　　　　　　

Ｚ３０４

　

▼

　

避妊薬のサーベイランス

　

Ｚ３０．５

　　

（子宮内）避妊器具のサ÷ベイランス

　

Ｚ３０‐８ その他の避妊管理

　

Ｚ３０．９ 避妊管理，詳細不明
Ｚ３１

　　

．妊娠促進管理

　

Ｚ３１‐０

　　

既往の避妊手術後の卵管形成（術）又

　　　　　

は精管形成（術）

　

Ｚ３１．１

　　

人工授精

　

Ｚ３１．２ 試験管内受精

　

Ｚ３１．３ その他の受精介助法

　

Ｚ３１．４ 妊娠促進の診査及びテスト

　

Ｚ３１．５ 遺伝カウンセリング

　

Ｚ３１‐６

　　

妊娠促進に関する一般カウンセリング
． 及び指導

　

Ｚ３１‐８

　　

その他の妊娠促進管理

　

Ｚ３１．９

　　

妊娠促進管理，詳細不明
Ｚ３２

　　

妊娠の検査

　

Ｚ３２‐０

　　

妊娠，（まだ）確認されていないもの

　

Ｚ３２．１ 確認された妊娠
Ｚ３３ 妊娠中の女性
Ｚ３４ 正常妊娠の管理

　

Ｚ３４‐０ 正常初回妊娠の管理

　

Ｚ３４．８

　　

その他の正常妊娠の管理

　

Ｚ３４．９

　　

正常妊娠の管理，詳細不明
Ｚ３５ ハイリスク妊娠の管理

　

Ｚ３５．０

　　

不妊歴のある妊娠の管理

　

．

　

Ｚ３５．１

　　

流産歴のある妊娠の管理

　

Ｚ３５．２

　　

その他の妊娠・分娩に不利な産科歴の

　　　　　

ある妊娠の管理

　

Ｚ３５．３

　　

不十分な出産前ケア歴のある妊娠の

　　　　

管理

　　　　　　　　　　　　　　　

．

　

Ｚ３５．４

　　

頻回経産婦の妊娠の管理

　

Ｚ３５‐５

　　

高年初妊婦の管理

　

Ｚ３５．６ 若年初妊婦の管理

　

Ｚ３５‐７

　　

社会問題によるハイリスク妊娠の管理

　

Ｚ３５．８

　　

その他のハイリスク妊娠の管理

　　　

Ｚ３５．９

　　

ハイリスク妊娠の管理，詳細不明
Ｚ３６

　　

分娩前スクリーニング

　

Ｚ３６‐０

　　

染色体異常の分娩前スクリーニング

　

Ｚ３６‐１ アルファフェトプロテイン＜ＡＦＰ＞値

　　　　　

上昇のための分娩前スクリーニング

　

Ｚ３６．２

　　

羊水穿刺によるその他の分娩前スクリ

　　　　

ーニング

　

Ｚ３６．３

　　

超音波及びその他の物理学的方法に

　　　　　

よる奇形の分娩前スクリーニング

　

Ｚ３６．４

　　

超音波及びその他の物理学的方法に

　　　　　

よる胎児発育遅滞＜成長遅延＞の分

　　　　　

娩前スクリーニング

　

Ｚ３６５

　　

同種免疫の分娩前スクリーニング

　

Ｚ３６‐８

　　

その他の分娩前スクリーニング

　

Ｚ３６．９

　　

分娩前スクリーニング，詳細不明
Ｚ３７

　　

分娩の結果

　

Ｚ３７‐０

　

， 単胎出生

　

Ｚ３７．１ 単胎死産

　

Ｚ３７‐２

　

′

　

双胎，両者出生

　

Ｚ３７‐３

　　

双胎，，出生及び死産

　

Ｚ３７．４

　　

双胎，両者死産

　

Ｚ３７．５

　　

その他の多胎出産，すべて出生
Ｚ３７．６

　　

その他の多胎出産，一部出生

　

Ｚ３７．７

　　

その他の多胎出産，すべて死産
Ｚ３７‐９

　　

分娩の結果，詳細不明
Ｚ３８

　

．出生児，出生の場所による
Ｚ３８．０

　　

単胎児，院内出生
Ｚ３８．１

　　

単胎児，院外出生
Ｚ３８‐２

　　

単胎児，出生の場所不明
Ｚ３８‐３

　　

双胎児，院内出生
Ｚ３８．４

　　

双胎児，院外出生
Ｚ３８‐５

　　

双胎児，出生の場所不明
Ｚ３８．６

　　

その他の多胎児，院内出生

　

Ｚ３８．７

　　

その他の多胎児，院外出生

　

Ｚ３８．８

　　

その他の多胎児，出生の場所不明
Ｚ３９

　　

分娩後のケア及び検査

　

Ｚ３９‐ｏ

　　

分娩直後のケア及び検査

　

Ｚ３９．１

　　

授乳婦のケア及び検査

　

Ｚ３９‐２

　　

分娩後の定型的〈ルーチン＞経過観

　　　　

察＜フォローアップ＞

特定の処置及び保健ケアのための保健サービスの
利用者（Ｚ４０一Ｚ５４）
Ｚ４０

　　

予防的手術

　

Ｚ４０．０

　　

悪性新生物＜腫癌〉に関連する危険

　　　　　

因子のための予防的手術

　　　

Ｚ４０．８

　

，
．その他の予防的手術

　

Ｚ４０．９ 予防的手術，詳細不明
Ｚ４１

　　

健康状態改善以外を日的とする処置

　

Ｚ４１．０ 毛髪移植

　

Ｚ４１．１

　　

美容上の理由による形成手術

　

Ｚ４１．２

　　

定型的＜ルーチン＞及び儀式的な包

　　　　

皮切除・（術）

　

Ｚ４１‐３

　　

耳介穿孔＜ピアス＞

　

Ｚ４１．８

　　

健康状態改善以外を目的とするその

　　　　

他の処置

　

Ｚ４１．９

　　

健康状態改善以外を目的とする処置，

　　　　

詳細不明
Ｚ４２

　　

形成手術後の経過観察＜フォローアッ

　　　

プ＞ケア

　

Ｚ４２．０

　　

頭部及び頚部の形成手術後の経過観

　　　　

察＜フォローアップ＞ケア

　

Ｚ４２．１

　　

乳房の形成手術後の経過観察＜フォ

　　　　　

ローアップ＞ケア

　

Ｚ４２．２

　　

その他の体幹部位の形成手術後の経

　　　　

過観察＜フォローアップ＞ケア

　

Ｚ４２．３

　

， 上肢の形成手術後の経過観察＜フォ

　　　　

ローアップ＞ケア

　

Ｚ４２．４

　　

下肢の形成手術後の経過観察＜フォ

　　　　　

ローアップ＞ケア

Ｚ４２．８

　　

その他の部位の形成手術後の経過観

　　　　

察＜フオローアップ＞ケア

Ｚ４２．９

　

． 形成手術後の経過観察＜フォローア

　　　　　

ップ＞ケア，詳細不明
Ｚ４３

　　

人工開口部に対する手当て
Ｚ４３‐０

　　

気管切開に対する手当て
Ｚ４３．１

　　

胃癌造設に対する手当て
Ｚ４３」２

　　

回腸痩造設に対する手当て
Ｚ４３．３

　　

結腸蜜造設に対する手当て

　

Ｚ４３．４

　　

消化管のその他の人工開口部に対す

　　　　

る手当て

　

Ｚ４３．５

　　

勝耽媛造設に対する手当て

　

Ｚ４３．６

　　

尿路のその他の人工開ロ部に対する

　　　　

手当て

　

Ｚ４３，７

　　

人工腫に対する手当て

　

Ｚ４３．８

　　

その他の人工開口部に対する手当て

　

Ｚ４３．９

　　

詳細不明の人工開口部に対する手当

　　　

て

Ｚ４４

　　

外部プロステーシスの装着及び綴整

　

Ｚ４４．０

　　

義手（全部）（一部）の装着及び調整

　

Ｚ４４‐１

　　

義足（全部）（ｒ部）の装着及び調整

　

Ｚ４４．２

　　

義眼の装着及び惰調整

　　

ノ

　

Ｚ４４．３

　　

乳房外部プロステーシスの装着及び舘調

　　

整

　

Ｚ４４．８

　　

その他の外部プロステーシスの装着及

　　　　　

び調整

　

Ｚ４４．９

　　

詳細不明の外部プロステーシスの装着

　　　　　

及び調整
Ｚ４５

　　

移植された器具の調整及び管理

　

Ｚ４５‐０

　　

心臓デバイスの調整及び管理

　

Ｚ４５．１

　　

輪液注入ポンプの調整及び管理

　

Ｚ４５．２

　　

血管アクセス器具の調整及び管理

　

Ｚ４５．３

　　

移植された聴覚器具の調整及び管理

　

Ｚ４５．８

　　

その他の移植された器具の調整及び管

　　　

理

　　　　　　　　　　

，

　

Ｚ４５．９

　　

詳細不明の移植された器具の調整及

　　　　

び管理
Ｚ４６

　　

その他の器具の装着及び堀整
Ｚ４６．０

　　

眼鏡及びコンタクトレンズの装着及び

　　　　

調整
Ｚ４６．１－

　

補聴器の装着及び溺整
・Ｚ４６．２

　　

神経系及び特定感覚器に関連するそ

　　　　

の他の器具の装着及び調整

　　

・
Ｚ４６．３

　　

義歯の装着及び暢調整
Ｚ４６．４

　　

歯列矯正具の装着及び調整

　　

Ｚ４６．５

　　

回腸痩造設及びその他の自身器具の装

　　　　

着及び調整
Ｚ４６．６

　　

尿路器具の装着及び覇整
Ｚ４６．７

　

， 整形外科用器具の装着及び調整
Ｚ４６‐８

　　

その他の明示された器具の装着及び調

　　

整
Ｚ４６．９

　

・詳細不明の器具の装着及び調整



群

Ｚ４７

　　

その他の整形外科的経過観察くフォロー

　　　

アップ＞ケア

Ｚ４７‐０

　　

骨折プレート及びその他の内固定器

　　　　

具の除去に関する経過観察＜フォロ

　　　　

ーアップ＞ケア

Ｚ４７．８

　

▲

　

その他の明示された整形外科的経過

　　　　

観察〈フォローアップ＞ケア

．Ｚ４７．９

　　

整形外科的経過観察＜フオロ÷アッ

　　　　　

プ＞ケア，詳細不明
Ｚ４８

　　

その他の外科的経過観察＜フォローアッ

　　　

プ＞ケア

Ｚ４８‐０

　　

手術包帯及び縫合に対する手当て
Ｚ４８．８

　　

その他の明示された外科的経過観察

　　　　

＜フォローアップ＞ケア

Ｚ４８９

　　

外科的経過観察＜フォローアップ＞

　　　　

ケア，詳細不明
Ｚ４９

　　

透析に関連するケア

　

Ｚ４９．０

　　

透析のための準備ケア
Ｚ４９‐１

　

体外透析

　

▼

Ｚ４９．２

　　

その他の透析

　　　　　　　

‐

Ｚ５０

　　

リハビリテーション処置に関連するケア
Ｚ５０．０ 心臓リハビリテ「ション
Ｚ５０‐１ その他の理学療法

　

Ｚ５０‐２

　　

アルコール中毒症リハビリテーション
ｚ５０‐３

　　

薬物中毒症リハビリテーション

　

Ｚ５０‐４

　　

精神療法，他に分類されないもの
Ｚ５０‐５ 言語療法
Ｚ５０‐６

　　

視能訓練
Ｚ５０．７

　　

作業療法及び職業的リハビリテーシ

　　　　　

ョン，他に分類されないもの

　

Ｚ５０‐８

　　

その他のリハビリテーション処置に関

　　　　

連するケア
Ｚ５０；９ リハビリテーション処置に関連するケ

　　　　

ア， 詳細不明

Ｚ５１ その他の医学的ケア

　

Ｚ５１．０ 放射線治療施行中

　

Ｚ５１．１

　　

新生物く腫班＞の化学療法施行中
Ｚ５１．２

　　

その他の化学療法

　　　　　　

‐

　

Ｚ５１．３

　　

輸血（診断名の記載がないもの）

　

Ｚ５１．４

　　

後続治療のための準備ケア，他に分類

　　　　

‐されないもの

Ｚ５１．５ 緩和ケア
Ｚ５１‐６

　　

アレルゲンに対する脱感作
Ｚ５１‐８

　　

その他の明示された医学的ケア
Ｚ５１．９ 医学的ケア，詳細不明

Ｚ５２

　

‐臓器及び組織の提供者＜ドナー＞
Ｚ５２‐０

　　

血液提供者＜ドナー＞
Ｚ５２．１

　　

皮膚提供舶者〈ドナー〉
Ｚ５２．２・

　

骨提供者＜ドナー＞
Ｚ５２；３

　　

骨髄提供者＜ドナー＞

　

Ｚ５２‐４

　　

腎提針共者＜ドナー＞

Ｚ５２．５

　　

角膜提供者＜ドナー＞
Ｚ５２‐６

　　

肝臓提供者＜ドナー＞
Ｚ５２‐７

　　

心臓提供者＜ドナー＞
Ｚ５２‐８

　　

その他の臓器及び組織の提供者＜ド

　　　　

ナー〉

Ｚ５２‐９

　　

詳細不明の臓器又は組織の提供者〈
′

　　　　　　

ドナー＞

Ｚ５３

　　

特定の処置のための保健サービスの利用者

　　　

；末施行
Ｚ５３．０ 禁忌により末施行の処置
Ｚ５３．ｉ

　　

信条又は集団圧力にもとづく患者の

　　　　　

意志により未施行の処置
Ｚ５３．２

　　

その他及び詳細不明の理由にもとづく

　　　　　

患者の意志により未施行の処置
Ｚ５３．８

　　

その他の理由により末施行の処置

　

Ｚ５３．９

　　

末施行の処置，理由不明
Ｚ５４・ 回復期
Ｚ５４．０ 手柄Ｆ後の回復期

　

Ｚ５４．１ 放射線治療後の回復期
Ｚ５４．２ 化学療法後の回復期

　

Ｚ５４．３ 精神療法後の回復期

　

Ｚ５４．４

　　

骨折治療後の回復期

　

・

　

Ｚ５４．７

　

・複合治療後の回復期
Ｚ５４．８

　　

その他の治療後の回復期
Ｚ５４．９

　　

詳細不明の治療後の回復期
社会経済的環境及び社会心理的環境に関連する健
康障害をきたす恐れのある者‐（Ｚ５５－Ｚ６５）
Ｚ５５

　　

教育及び識字に関連する問題
Ｚ５５．０ 文盲及び低識字レベル
Ｚ５５．１ 就学不能
Ｚ５５‐２

　　

試験不合格
Ｚ５５‐３

　　

学力の不足

Ｚ５５．４

　　

教育適応障害及び教師や級友との不

　　

和
Ｚ５５‐８

　　

教育及び識字に関連するその他の問

　　

題
Ｚ５５．９

　　

教育及び識字に関連する問題，詳細不

　　

明

Ｚ５６

　　

雇用及び失業に関連する問題
Ｚ５６．０ 失業，詳細不明
Ｚ５６」１

　　

転職

Ｚ５６．２ 失職不安
Ｚ５６．３

　　

ストレスの多い作業計画

Ｚ５６．４

　　

上司及び同僚との不和
Ｚ５６．５

　　

不快な業務
Ｚ５６‐６

　　

業務に関連するその他の身体的及び

　　　　

精神的過労
Ｚ５６．７

　　

雇用に関連するその他及び詳細不明

　　　　

の問題

Ｚ５７ 危険因子への職業的曝露
Ｚ５７．０ 騒音への職業的曝露
Ｚ５７‐１ 職業的放射線被曝
Ｚ５７．２ 粉じんへの職業的曝露
Ｚ５７‐３

　　

その他の空気汚染物質への職業的曝

　　　

露、
Ｚ５７．４

　　

農業における毒性物質への職業的曝．

　

．
露

　

‐

Ｚ５７‐５

　　

その他の産業における毒性物質べの職

　　　　

業的曝露
Ｚ５７．６

　　

極端な温度への職業的曝露
Ｚ５７．７ 振動への職業的曝露
Ｚ５７．８

　　

その他の危険因子への職業的曝露，
Ｚ５７．９

　　

詳細不明の危険因子への職業的曝露
Ｚ５８

　　

物理的環境に関連する問題
Ｚ５８．０ 騒音への曝露
Ｚ５８．１ 空気汚染への曝露
Ｚ５８．２ 水質汚染への曝露
Ｚ５８．３ 土壌汚染への曝露
Ｚ５８．４ 放射線被曝
Ｚ５８‐５

　　

その他の汚染への曝露
Ｚ５８．６

　　

不適切な飲料水の供給
Ｚ５８‐７ タバコの煙への暴露
Ｚ５８．８

　　

物理的環境に関連するその他の問題
Ｚ５８．９

　　

物理的環境に関連する問題，詳細不明．
Ｚ５９‐ 住居及び経済的環境に関連する問題
Ｚ５９．０

　　

ホームレス＜路上生活者＞
Ｚ５９‐１

　　

不適正住居
Ｚ５９．２

　　

隣人，同居人及び家主との不和
Ｚ５９．３

　　

居住施設における生活に関連する問

　　

題
Ｚ５９‐４・ 適正な食物の不足
Ｚ５９．５

　　

極度の貧困
Ｚ５９．６ 低所得
Ｚ５９‐７

　　

不十分な社会保険及び社会福祉

Ｚ５９．８

　　

住居及び経済的環境に関連するその

　　　　

他の問題
Ｚ５９‐９

　　

住居及び経済環境に関連する問題，詳

　　　　

細不明

Ｚ６０

　　

社会的環境に関連する問題
Ｚ６０‐０

　　

ライフサイクル移行期における適応の

　　　　

問題
Ｚ６０‐１ 非定型的養育関係
Ｚ６０．２

　　

独居

Ｚ６０．３ 社会同化困難
Ｚ６０‐４

　　

社会的排斥及び社会的拒絶
Ｚ６０‐５

　　

好ましくない差別及び迫害の標的と受

　　　　　

けとられる状態、
Ｚ６０‐８

　　

社会的環境に関連するその他の問題
Ｚ６０‐９

　　

社会的環境に関連する問題，詳細不明
Ｚ６１

　　

小児期における否定的な生活体験に関連

　　　

する問題
Ｚ６１．０

　　

小早期における愛情関係の喪失
Ｚ６１‐１

　　

小早期における家庭からの別離
Ｚ６１．２

　　

小を期における家族関係の変化
Ｚ６１‐３

　　

小児期の自尊心喪失を引き起こす事

　　

件
Ｚ６１‐４‐

　

家族による子供に対する性的虐待の

　　　　　

申し立てに関連する問題
Ｚ６１．５

　　

家族以外の者による子供に対する性

　　　　

的虐待の申し立てに関連する問題
Ｚ６１．６

　　

子供に対する身体的虐待の申し立て

　　　　

に関連する問題
Ｚ６１．７

　　

小児期における個人的な恐怖体験
Ｚ６１．８

　　

小児期におけるその他の否定的な生活

　

．

　　　

体験

　　　　　　　　　　　

‐

Ｚ６１．９

　　

小児期における否定的な生活体験，詳

　　　　

細不明

Ｚ６２

　　

養育に関連するその他の問題
Ｚ６２．０

　　

親の不適正な監督及び管理
Ｚ６２．１

　　

親の過保護
Ｚ６２．２ 施設養育
Ｚ６２．３

　　

子供に対する敵意及び子供を敵意の

　　　　

身代わりとすること

　

Ｚ６２４

　　

子供に対する情緒的軽視
Ｚ６２‐５

　　

養育の怠慢に関連するその他の問題
Ｚ６２．６

　　

親の不適正な圧迫及び養育のその他

　　　　

の質的な異常
Ｚ６２．８

　　

養育に関連するその他の明示された問

　　

題

　

Ｚ６２．．９

　　

養育に関連する問題，詳細不明



審

（
叩
Ｎ
の
紙
給
血）

の
め
Ｚ６３

　　

家族に関連するその他の問題，家族環境を

　　　

含む

　　　　　　

・

　

Ｚ６３．０

　　

配偶者又；》く一トナーとの関係におけ

　　　　　

る問題

　

Ｚ６３．１

　　

両親及び義理の家族との関係におけ

　　　　　

る問題

　

Ｚ６３．２ 不適切な家族の援助

　

Ｚ６３‐３

　　

家族の構成員の不在

　

Ｚ６３‐４ 家族の矢綜及び死亡

　

Ｚ６３．５

　　

離別及び離婚による家族の崩壊

　

Ｚ６３．６

　　

家庭におけるケアの必要な扶養親族

　

Ｚ６３．７

　　

家族や家庭に影響するその他のストレ

　　　　　

スの多い生活体験

　

Ｚ６３‐８

　　

家族に関連するその他の明示された問

　　

題

　

Ｚ６３．９

　

．家族に関連する問題，詳細不明
Ｚ６４

　　

社会心理的環境に関連する問題

　

Ｚ６４．０

　

‐望まない妊娠に関連する問題

　

Ｚ６４」１

　　

経産婦に関連する問題

　

Ｚ６４．２・

　

危険及び有害と知られている身体的，

　　　　　

栄養的及び化学的関与＜介入＞を求

　　　　

‐ めたり，受け入れたりすること

　

Ｚ６４．３

　　

危険及び有害と知られている行動的

　　　　　

及び心理的関与＜介入＞を求めたり，

　　　　　

受け入れたりすること

　

Ｚ６４．４

　　

カウンセラーとの不和

　　

，、

Ｚ６５

　　

その他の社会心理的環境に関連する問題

　

Ｚ６５．０

　　

収監を伴わない民事及び刑事訴訟の

　　　　　

有罪決定

　

Ｚ６５．１

　　

収監及びその他の拘禁

　

Ｚ６５．２

　　

刑務所からの釈放に関連する問題

　

Ｚ６５．３

　　

その他の法的環境に関連する問題

　

Ｚ６５．４

　　

犯罪及びテロリズムの被害者

　

Ｚ６５．５

　　

災害，戦争及びその他の－敵安搾行為との

　　　　　

遭遇

　

Ｚ６５‐８

　　

社会心理的環境に関連するその他の

　　　　

明示された問題

　

Ｚ６５．９

　　

社会心理的環境に関連する問題，詳細

　　　　

不明

その他の環境下での保健サービスの利用者（Ｚ７０
一Ｚ７６）

Ｚ７０

　　

性的態度，性的行動及び性の方向づけに関

　　　

連するカウンセリング

Ｚ７０‐０

　　

性的態度に関連するカウンセリ▲ング
Ｚ７０‐１

　　

性的行動及び性の方向づけに関連す

　　　　

る患者へのカウンセリング

　

Ｚ７０．２

　　

性的行動及び性の方向づけに関連す

　　　　　

る第三者へのカウンセリング‐

　

Ｚ７０．３

　　

性的態度，性的行動及び性の方向づけ

　　　　　

の複合に関連するカウンセリング

　

Ｚ７０．８

　　

その他の性カウンセリング

　

Ｚ７０．９

　　

性カウンセリング， 詳細不明

Ｚ７１

　　

その他のカウンセリング及び医学的助言に

　　　

ついての保健サービスの利用者，他に分類

　　　

されないもの

　

Ｚ７１．０

　　

他人のための相談者

　

Ｚ７１．１ 病気ではないが病訴を持つ者

　

Ｚ７１．２

　　

診査所見の説明を求める相談者

　

Ｚ７１‐３

　　

食事カウンセリング及びサーベイラン

　　　

ス

　

Ｚ７１．４

　　

アルコール乱用カウンセリング及びサ

　　　　　

ーベイランス

　

Ｚ７１．５

　　

薬物乱用カウンセリング及びサーミイ

　　　　　

ランス

　

Ｚ７１．６

　　

タバコ乱用カウンセリング

　

Ｚ７１‐７

　　

ヒト免疫不全ウイルス ［ＨＩＶ］ カウン

　　　　

セリング

　

Ｚ７１．８

　　

その他の明示されたカウンセリング

　

Ｚ７１．９

　　

カウンセリング， 詳細不明・

Ｚ７２

　　

．ライフスタイル＜生活様式＞に関連する問

　　　

題

　　

・、

　　　

，

　　　　　　　　　　

′

　

Ｚ７２．０

　　

タバコ使用＜喫煙＞

　

Ｚ７２．１

　　

アルコール使用＜飲酒＞

　

Ｚ７２．２

　　

薬物使用
Ｚ７２．３

　　

運動不足

　

Ｚ７２．４

　　

不適正な食事及び食習慣
Ｚ７２．５ リスクの高い性行動

　

Ｚ７２‐６

　　

賭博及び賭
Ｚ７２‐８

　　

ライフスタイル＜生活様式＞に関連す

　　　　

るその他の問題

　　　

＼

Ｚ７２．９

　　

‐ライフスタイル＜生活様式＞に関連す

　　　　　

る問題，詳細不明
Ｚ７３

　　

生活管理困難に関連する問題
Ｚ７３．０

　　

燃えつき（状態）
Ｚ７３．１ 人格的素質の強調
Ｚ７３‐２ 休養及び余暇の不足
Ｚ７３‐３

　　

ストレス， 他に分類されないもの

Ｚ７３．４

　　

世渡り下手，他に分類されないもの
Ｚ７３．５

　　

社会的不協調，他に分類されないもの
Ｚ７３．６

　　

能力低下による活動の制限
Ｚ７３‐８

　　

生活管理困難に関連するその他の問

　　

題

　　　　

・

　

Ｚ７３．９

　　

生活管理困難に関連する問題，詳細不

　　　

明

Ｚ７４

　　

介護者依存に関連する問題

　

Ｚ７４．０

　

ー

　

移動困難による援助の必要性

　

Ｚ７４．１・

　

個人介護の援助の必要性

　

Ｚ７４．２

　　

家庭における援助の必要があるが，介

　　　

▼

　　

護を行う世帯員がいない場合

　

Ｚ７４．３ 継続的管理の必要性

　

Ｚ７４‐８

　　

介護者依存に関連するその他の問題

　

‐Ｚ７４．９

　　

介護者依存に関連する問題，詳細不明
Ｚ７５

　　

一医療施設及びその他の保健ケアに関連する

　　　

問題

　

Ｚ７５．０

　　

在宅医療サービスが受けられない状態

　

Ｚ７５．１

　　

適切な施設への入所待機者

　

Ｚ７５．２

　　

診査及び治療のためのその他の待機中

　

Ｚ７５．３

　　

保健施設への入所及び堺Ｕ用の困難

　

Ｚ７５‐４

　　

その他の援助機関への入所及び利用

　　　　

の困難‐

　

Ｚ７５．５ 休日交替ケア

　

Ｚ７５．８

　　

医療施設及びその他の保健ケアに関

　　　　

連するその他の問題

　

Ｚ７５．９

　　

医療施設及びその他の保健ケアに関

　　　　

連する問題，詳細不明
Ｚ７６ｙ

　

その他の環境下での保健サービスの利用者

　

Ｚ７６．０ 処方謎の反復発行

　

Ｚ７６．１

　　

捨て子の健康管理及びケア

　

Ｚ７６．２

　　

その他の健康な乳児及び小児の健康

　　　　

管理及びケア
Ｚ７６‐３ 病人に付添う健康者

　

Ｚ７６‐４．

　

保健ケア施設のその他の宿泊者
Ｚ７６．５

　　

仮病［意識的に装う］
Ｚ７６‐８

　　

その他の明示された環境下における保

　　　　

健サービスの利用者
Ｚ７６‐９

　　

詳細不明の環境下における保健サー

　　　　

ビスの利用者

家族歴，既往歴及び健康状態に影響を及ぼす特定
の状態に関連する健康障害をきたす恐れのある者
（Ｚ８０一・ｚ９９）

Ｚ８０

　　

悪性新生物＜腫癌＞の家族歴
Ｚ８０．０

　　

消化器の悪性新生物＜腫癌＞の家族

　

－

　　

歴 －
－

Ｚ８０‐１

　　

気管，気管支及び肺の悪性新生物＜腫

　　　　

癌＞の家族歴
Ｚ８０．２

　　

その他の呼吸器及び胸腔内臓器の悪

　　　　

性新生物＜腫癌＞の家族此暦
Ｚ８０．３

　　

乳房の悪性新生物＜腫癌＞の家族歴

　

Ｚ８０．４

　　

生殖器の悪性新生物＜腫癌＞の家族

　　　

歴

　

Ｚ８０．５

　　

腎尿路の悪性新生物＜腫癌〉の家族

　　　

歴

　

Ｚ８０．６ 白血病の家族歴

　

Ｚ８０．７

　　

リンパ組織，造血組織及び関連組織の

　

‐

　　　

その他の悪性新生物＜腫癌＞の家族

，

　　　　

歴

　　　　

．

　

Ｚ８０．８

　　

その他の臓器又は器官系の悪性新生

　　　　　

物＜腫燐＞の家族歴

　

Ｚ８０．９

　　

悪性新生物＜腫癌＞の家族歴， 詳細

　　　　

不明

Ｚ８１

　　

精神及び行動の障害の家族歴

　

Ｚ８１‐０

　　

知的障害〈精神遅滞〉の家族歴
、Ｚ８１．１ アルコール乱用の家族歴

　

Ｚ８１２

　

・タバコ乱用の家族歴

　

Ｚ８１．３

　　

その他の精神作用物質乱用の家族歴

　

Ｚ８１．４

　　

その他の物質乱用の家族歴

　

Ｚ８１．８

　　

その他の精神及び行動の障害の家族

　　

歴
Ｚ８２

　　

能力低下及び能力低下をもたらす慢′性疾

　　　

患の家族歴

　　

▲

　

Ｚ８２‐０

　　

てんかん及びその他の神経系疾患の家

　　　　　

族歴

　　　　　　　　　　

‐

　　　

ノ

Ｚ８２‐１

　　

盲＜失明＞及び戦力障害の家族歴

　

Ｚ８２．２

　　

ろう＜盟＞及び難聴の家族歴

　

Ｚ８２．３ 脳卒中の家族歴
Ｚ８２．４

　　

虚血性心疾患及びその他の循環器系

　　　　

疾患の家族歴

　

Ｚ８２．５

　

、 喉息及びその他の慢性下気道疾患の

　　　　

家族歴
Ｚ８２‐６

　　

関節炎並びに筋骨格系及び結合組織

　　　　　

のその他の疾患の家族歴
Ｚ８２．７

　　

先天奇形，変形及び染色体異常の家族

　　

歴
Ｚ８２‐８

　　

その他の能力低下及び能力低下をも

　　　　

たらすその他の慢性疾患の家族歴；他

　　　　　

に分類されないもの
Ｚ８３

　　

その他の特定の障害の家族歴
Ｚ８３．０

　　

ヒト免疫不全ウイルス［ＨＩＶ］病の家

　　　　　

族歴

　　　　　　　　　　

、
Ｚ８３‐１

　　

その他の感染症及び寄生虫症の家族

　　

歴
Ｚ８３．２

　　

血液及び造血器の疾患並びに免疫機

　　　　

構の障害の家族歴
Ｚ８３．３ 糖尿病の家族歴



の
め

Ｚ８３．４

　　

その他の内分泌，栄養及び代謝疾患の

　　　　

家族歴
Ｚ８３．５

　　

眼及び耳の障害の家族歴
Ｚ８３‐６

　　

呼吸器系の疾患の家族歴

　

．
Ｚ８３．７

　　

消化器系の疾患の家族歴
Ｚ８４

　　

その他の病態の家族歴
Ｚ８４．０

　　

皮膚及び皮下組織の疾患の家族歴
Ｚ８４．１

　　

腎及び尿管の障害の家族歴
Ｚ８４．２

　　

腎尿路生殖器系のその他の疾患の家

　　　　

族歴
Ｚ８４‐３・ 血族結婚の家族歴

　

＼

Ｚ８４．８

　　

その他の明示された病態の家族歴
Ｚ８５ 悪性新生物＜腫班〉の既往歴
Ｚ８５．０

　　

消化器の悪性新生物く腫癌＞の既往

　　

歴

　

Ｚ８５．１

　　

気管，気管支及び肺の感性新生物＜腫

　　　　

癌＞の既往歴

　

Ｚ８５．２

　

， その他の呼吸器及び胸腔内臓器の悪

　　　　

性新生物＜腫癌＞の既往歴

　

Ｚ８５．３

　　

乳房の悪性新生物＜腫癌＞の既往歴

　

Ｚ８５‐４

　　

生殖器の悪性新生物＜腫癖＞の既往

　　

歴
Ｚ８５‐５

　　

腎尿路の悪性新生物＜腫癌＞の既往

　　

歴

　　

，

　

Ｚ８５．６

　

‐白血病の既往歴

　

Ｚ８５．７

　　

リンパ組織，造血組織及び関連組織の

　　　　

その他の悪性新生物〈腫癌〉の既往

　　

歴

　

Ｚ８５‐８

　　

その他の臓器及び器官系の悪性新生

　　　　

▼物く腫癌＞の既往歴

　

Ｚ８５‐９

　　

悪性新生物く腫癌＞の既往歴，詳細不

．

　　　　　　

明

Ｚ８６

　　

その他の疾患の既往歴

　

Ｚ８６．０

　　

その他の新生物＜腫癌＞の既往歴
．Ｚ８６．１

　　

感染症及び寄生虫症の既往歴

　

Ｚ８６．２

　　

血液及び造血器の疾患並びに免疫機

　　　　

構の障害の既往歴

　

Ｚ８６‐３

　　

内分泌，栄養及び代謝疾患の既往歴

　

Ｚ８６・４

　　

精神作用物質乱用の既往歴

　

Ｚ８６．５

　　

その他の精神及び行動の障害の既往

　　　

歴

　

Ｚ８６．６

　　

神経系及び感覚器の疾患の既往歴

　

Ｚ８６．７

　　

循環器系の疾患の既往歴
Ｚ８７

　　

その他の疾患及び病態の既往歴

　

Ｚ８７．０

　　

呼吸器系の疾患の既往歴

　

Ｚ８７．１、． 消化器系の疾患の既往歴

Ｚ８７．２

　　

皮膚及び皮下糸醍織の疾患の既往歴
Ｚ８７‐３

　

・筋骨格系及び結合組織の疾患の既往

　　

歴
Ｚ８７．４

　　

腎尿路生殖器系の疾患の既往歴
Ｚ８７五

　　

妊娠，分娩及び産じょく＜樋＞の合併

　　　　　

症の既往歴

　　　　　

ノ
Ｚ８７．６

　　

周産期に発生した病態の既往歴
Ｚ８７‐７

　　

先天奇形，変形及び染色体異常の既往

　　

歴
Ｚ８７．８

　　

その他の明示された病態の既往歴
Ｚ８８

　　

薬物，薬剤及び生物学的製剤のアレルギ」

　　　

の既往歴
Ｚ８８‐０ ペニシリンアレルギーの既往歴
Ｚ８８．１

　　

その他の抗生物質アレルギーの既往歴
Ｚ８８‐２ サルファ剤アレルギーの既往歴
Ｚ８８．３

　　

その他の抗感染薬アレルギーの既往歴
Ｚ８８４ 麻酔薬アレルギーの既往歴
Ｚ８８．５ 麻薬アレルギーの既往歴

　

Ｚ８８．６ 鎮痛薬アレルギーの既往歴
Ｚ８８．７

　　

血清及びワクチンのアレルギ」の既往

　　

歴

　

Ｚ８８‐８

　　

その他の薬物，薬剤及び生物学的製剤

　　　　　

のアレルギーの既往歴

　

Ｚ８８．９

　　

詳細不明の薬物，薬剤及び生物学的製

　　　　

剤のアレルギーの既往歴
Ｚ８９

　　

（四）肢の後天性欠損，

　

．

　

Ｚ８９．０

　　

指の後天性欠損［母指を含む］，一側

　　

性

　　　　　　

－

　　　　　　　

－

　

Ｚ８９．１

　　

手及び手首の後天性欠損

　

Ｚ８９‐２

　　

手首より近位の上肢の後天性欠損

　

Ｚ８９．３

　　

両側上肢［各部位］の後天性欠損

　

Ｚ８９‐４

　　

足及び足首の後天性欠損

　

Ｚ８９．５

　　

膝又は膝より遠位の脚の後天性欠損

　

Ｚ８９．６

　　

膝より近位の脚の後天性欠損

　

Ｚ８９．７

　

◆

　

両側下肢［各部位，靴＜足ゅぴ＞のみ

　　　　　

を除く］の後天性欠損

　

Ｚ８９‐８

　　

上肢及び下肢［各部位］の後天性欠損

　

Ｚ８９‐９

　　

（四）肢の後天性欠損，
．部位不明

Ｚ９０

　　

臓器の後天性欠損，他に分類されないもの

　

Ｚ９０‐０

　　

頭部及び頚部の一部の後天性欠損

　

－

　

Ｚ９０‐１ 乳房の後天性欠損

　

Ｚ９０．２

　　

肺［・の一部］の後天性欠損

　

Ｚ９０．３

　　

胃の一部の後天性欠損

　

Ｚ９０‐４

　　

消化管のその他の部位の後天性欠損

　

Ｚ９０寺

　　

腎の後天性欠損

　

Ｚ９０．６

　　

尿路のその他の部位の後天性欠損

　

Ｚ９０‐７

　　

生殖器の後天性欠損

　　

．

　

Ｚ９０．８

　　

その他の臓器の後天性欠損
Ｚ９１

　　

危険因子の既往歴，他に分類されないもの

　

Ｚ９１．０

　　

アレルギーの既往歴，薬物及び生物学

　　　　

的製剤以外のもの
Ｚ９１‐１

　　

医療及び指示への不従順の既往歴

　

Ｚ９１‐２

　　

個人衛生不十分の既往歴

　

Ｚ９１‐３
・

　

不健康な睡眠・覚醒スケジュールの既

　　　　

往歴

　

Ｚ９１‐４

　　

心理的外傷の既往歴，他に分類されな

　　　　

いもの

　

Ｚ９１．５

　　

目傷の既往歴

　

Ｚ９１‐６

　　

そ－の他の身体的外傷の既往歴
Ｚ９１‐８

　　

その他の明示された危険因子の既往

　　　　

歴，他に分類されないもの
Ｚ９２ 医療の既往歴

　

Ｚ９２．０ 避妊の既往歴
－

　

Ｚ９２．１

　　

抗凝固薬の長期使用（現在継続中も含

　　　　　

む）の既往歴

　

Ｚ９２．２，

　

その他の医薬品の長期使用（現在継続

　　　　　

中も含む）の既往歴

　

Ｚ９２．３

　　

放射線被曝の既往歴

　　　　

．

　

Ｚ９２‐４

　　

大手術の既往歴，他に分類されないも

　　　

の

　　　　　　　　　

′

　　

・

　

，

　

Ｚ９２‐５ リハビリテーション療法の既往歴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

Ｚ９２‐６

　　

新生物＜腫蕩・＞性疾患に対する化学

　　　　　

療法の既往歴

　

Ｚ９２．８

　　

その他の医療の既往歴

　

Ｚ９２．９

　　

医療の既往歴，詳細不明
Ｚ９３ 人工的開口状態

　

Ｚ９３．０ 気管開ロ状態

　

Ｚ９３‐１ 胃癌造設状態

　

Ｚ９３．２

　　

回腸痩造設状態

　

Ｚ９３‐３ 人工虹門造設状態

　

Ｚ９３．４

　　

消化管のその他の人工的開口状態

　

Ｚ９３．５

　　

膳耽痩造設状態

　

Ｚ９３．６

　

・尿路のその他の人工的開口状態

　

Ｚ９３．８

　　

その他の人工的開ロ状態

　

Ｚ９３．９‐

　

人工的開ロ状態，部位不明
Ｚ９４

　　

臓器及び組織の移植後の状態

　

Ｚ９４‐０ 腎移植後の状態

　

Ｚ９４．１ 心臓移植後の状態

　

Ｚ９４．２

　　

肺移植後の状態

　

Ｚ９４．３ 心肺移植後の状態

　

Ｚ９４．４ 肝移植後の状態

　

Ｚ９４．５ 皮膚移植後の状態

Ｚ９４．６

Ｚ９４‐７

骨移植後の状態
角膜移植後の状態

　

Ｚ９４．８

　　

その他の臓器及び組織の移植後の状

　　　

態

　　　　　　　

．

　

Ｚ９４．９

　　

臓器及び組織の移植後の状態，詳細不

　　　

明

　　　　　

．

Ｚ９５

　　

心臓及び血管の挿入物及び移植片の存在

　

Ｚ９５‐０

　　

心臓の電気的デバイスの存在

　

Ｚ９５．１

　　

大動脈・冠動脈バイパス移植片の存在

　

Ｚ９５．２ 人工心臓弁の存在

　

Ｚ９５．３

　

・異種心臓弁の存在

　

Ｚ９５．４

　　

その他の心臓弁置換状態

　

Ｚ９５．５

　　

冠動脈血管形成挿入物及び移植片の

　　　　

存在

　

Ｚ９５‐８

　　

その他の心臓及び血管の挿入物及び

　　　　　

移植片の存在

　

Ｚ９５‐９

　

．心臓及び血管の挿入物及び移植片の

　　　　　

存在，詳細不明
Ｚ９６

　　

その他の機能性の挿入物の存在

　

Ｚ９６．０

　　

泌尿生殖器の挿入物の存在

　

Ｚ９６．１

　　

眼内レンズの存在

　

Ｚ９６．２

　　

耳鼻科学的挿入物の存在

　

Ｚ９６．３ 人工喉頭の存在

　

Ｚ９６‐４ 内分泌腺挿入物の存字在

　

Ｚ９６．５

　　

歯根及び顎（骨）インプラントの存在

　

Ｚ９６．６

　　

整形外科的関節挿入物の存在

　

Ｚ９６．７

　　

その他の骨及び腔の挿入物の存在

　

Ｚ９６．８

　　

その他の明′示された機能性の挿入物

　　　　　

の存在

　　　　　　　　　　　

ー

　

Ｚ９６．９

　　

機能性の挿入物の存在，詳細不明
Ｚ９７

　　

その他の器具の存在

　　

－

　

Ｚ９７‐０

　　

義眼の存在

　

Ｚ９７‐１

　　

義肢の存在（全部）（÷部）

　

Ｚ９７．２

　　

義歯の存在（全部床）（局部（床））

　

Ｚ９７．３

　　

眼鏡及びコンタクトレンズの存在

　

Ｚ９７．４
‐ 外部補聴器の存在

　

・

　

ー

　

Ｚ９７．５

　　

（子宮内）避妊器具の存在

　

Ｚ９７８

　　

その他の明示された器具の存在
Ｚ９８

　

・その他の術後状態

　

Ｚ９８．０

　　

腸バイパス及び吻合状態

　

Ｚ９８．１ 関節固定状態

　

Ｚ９８．２

　　

脳脊髄液ドレナージ器具の存在

　

Ｚ９８８

　　

その他の明示された術後状態
Ｚ９９

　　

機能支持機器及び器具への依存，他に分類

　　　

されないもの

　

Ｚ９９‐０

　　

吸引器依存



（
叩
Ｎ
の
紙
家
中
）

○
の

　

Ｚ９９．１ 人工呼吸器依存

　

Ｚ９９．２

　　

腎透析依存

　

Ｚ９９‐３ 車椅子依存

　

Ｚ９９．４ 人工心臓依存

　

Ｚ９９．８

　

・その他の機能支持機器及び器具への

　　　

‐

　

依存

　

Ｚ９９‐９

　　

詳細不明の機能支持機器及び器具へ

　　　　

の依存

　　

第醐１章

　

特殊目的用コード（ＵＯ０‐Ｕ９９）
原因不明の新たな疾患又はエマージェンシーコー
ドの暫定分類（ＵＯ０一Ｕ４９）
Ｕ０４

　　

重症急性呼吸器症候群［ＳＡＲＳ｝

．ＵＱ４‐９

　　

重症急性呼吸器症候群［ＳＡＲＳ］，詳細

　　　　

不明

Ｕ０６

　　

エマージェンシーコードＵ０６

　　

▲

　

Ｕｏ６‐ｏ エマージェンシーコードＵ０６．Ｏ

　

Ｕ０６．１ エマージェンシーコードＵ０６‐Ｉ

　

Ｕ０６．２・ エマージェンシーコードＵ０６．２

　

Ｕｏ６．３

　　

エマー・ジェンシーコードＵ０６．３

　

Ｕ０６‐４ エマージェンシーコードＵ０６．４

　

Ｕ０６．５ エマージェンシーコードＵ０６．５

　

Ｕ０６‐６ エマージェンシーコードＵ０６．６

　

Ｕ０６．７ エマージェンシーｒコ」ドＵ０６．７

　

Ｕ０６．８

　　

エマージェンシーコードＵ０６‐８．・

　

Ｕ０６‐９ エマージェンシーコードＵ０６．９

Ｕ０７ エマージェンシーコードＵ０７

　

Ｕｏ７．ｏ エマージェンシーゴー・ドＵ０７‐Ｏ

　

Ｕ０７‐１ エマージェンシーコードＵ０７．Ｉ

　

Ｕｏ７．２ エマージェンシーコードＵ０７．２

　

Ｕｏ７．３ エマージェンシーコードＵ０７‐３

　

Ｕ０７４ エマージェンシーコードＵ０７‐４

　

Ｕ０７‐５ エマージェンシーコードＵ０７．５

　

Ｕ０７．６ エマージェンシーコードＵ０７．６

　

Ｕ０７‐７ エマージェンシーコードＵ０７．７

　

Ｕｏ７‐８

　　

エマージェンシ÷コードＵ０７．８

　

Ｕｏ７‐９ エマージェンシーコードＵ０７．９

抗菌薬及び坑腫癌薬への耐性（Ｕ８２‐Ｕ８５）
Ｕ８２

　　

ベータラクタム抗生物質への耐性
Ｕ８２．０ ペニシリンへの耐性
Ｕ８２．１

　　

メチシリンヘの耐性
Ｕ８２．２

　　

基質特異性拡張型ベータラクタマー

　　　　　

ゼ （ＥＳＢＬ） 耐性

Ｕ８２．８

　　

その他のベータラクタム耐性
Ｕ８２．９

　　

ベータラクタム耐性，詳細不明

Ｕ８３

　　

その他の抗生物質への耐性

　

Ｕ８３‐０ バンコマイシンへの耐性

　

Ｕ８３．１

　　

その他のバンコマイシン関連抗生物質

　　　　　

への耐性

　

Ｕ８３‐２

　　

キノロンヘの耐性

　

Ｕ８３‐７

　　

多剤抗生物質への耐性

　

Ｕ８３．８

　　

その他の明示された単剤抗生物質へ

　　　　

． の簾サ」性

　

Ｕ８３．９

　　

詳細不明の抗生物質への耐性
Ｕ８４

　　

その他の抗菌薬への耐性

　

Ｕ８４．０

　　

抗寄生虫薬への耐性

　

Ｕ８４．１

　　

抗真菌薬への耐性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

Ｕ８４．２

　　

抗ウイルス薬への耐性
Ｕ８４‐３

　　

抗結核薬への耐性
Ｕ８４．７

　　

多剤抗菌薬への耐性
Ｕ８４．８

　　

その他の明示された抗菌薬への耐性
Ｕ８４‐９

　　

詳細不明の抗菌薬への耐性
Ｕ８５

　　

抗腫癌薬への耐性
備考

　

１

　

同一の疾病を二重に分類している場拾，基

　

礎疾患としての分類項目には十印を’症状発現

　　

（臓器）の分類項日には＊印を使用している。

　

２

　

（

　

）書きの用語は，統計調査の結果を表

　

示するに当たり，省略することができる。

　

３

　

＜

　

＞書きの用語又は当該用語の直前の用

　

語は，統計調査の結果を表示するに当たり，い

　

ずれかを省略することができる。

　

４

　

［

　

］書きの用語は，その直前の用語の同

　

義語であって，統計調査の結果を表示するに当

　

たり， 省略することができる。

（２）

　

疾病分類表
疾病分類表（大分類）

　　　　

分類名
ａ １００ 感染症及び寄生虫症

ａ‐０１０１

　

腸管感染症
ａ‐０１０２

　

結核

ａ‐０１０３

　

皮膚及び粘膜の病変を伴うウイルス性疾患
ａ－０１０４ 輿菌症

ａ‐０１０５

　

その他の感染症及び寄生虫症

　

．
ａ‐０２００

　

新生物＜腫癌＞

　　　

（悪性新生物＜腫癌＞）‐
ａ‐０２０１

　

胃の悪性新生物＜腫癌＞
ａ‐０２０２

　

結腸及び直腸の悪性新生物＜腫痩＞

ａ‐０２０３

　

気管，気管支及び肺の悪性新生物＜腫癌＞

ａ‐０２０４

　

その他の悪性新生物＜腫癌＞
ａ‐０２０５

　

良性新生物＜腫嬢Ｆ＞及びその他の新生物＜腫

　　　

　　

ａ‐０３００

　

血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害
ａ‐ｏ３０１

　

貧血

　　　　　　　　　　

、

ａ－０３０２

　

その他の血液及び造血器の疾患並びに免疫機．

　　　

構の障害

ａ‐０４００

　

内分泌，栄養及び代謝疾患

ａ…０４０１ 甲状腺障害

ａ‐０４０２ 糖尿病

ａ‐０４０３

　

脂賃異常症
か０４０４

　

その他の内分泌，栄養及び代謝疾患
ａ‐０５００ 精神及び行動の障害
ａ‐０５０１

　

統合失調症，‐統合失調症型障害及び妄想ｖ性障

　　

害

ａ‐ｏ５０２

　

気分［感情］障害（繰うつ病を含む）
ａ‐０５０３

　

神経症肥性障害，ストレス関連障害及び身体表

　　　

孫兇性障害

ａ‐０５０４

　

その他の精神及び行動の障害
ａ‐０６００ 神経系の疾患

ａ‐０７００

　

自民及び付属器の疾患
ａ－０７０１ 白内障

ａ‐０７０２

　

その他の眼及び付属器の疾患

ａ‐０８００

　

耳及び辱Ｌ様突起の疾患

ａー０８０１ 外耳疾患

ａ‐０８０２ 中耳炎

ａ‐０８０３

　

その他の中耳及び乳様突起の疾患
ａ‐０８０４ 内耳疾患

ａ－０８０５ その他の耳疾患

基本分類コード
ＡＯＯ－Ｂ９９

ＡＯＯ－ＡＯ９

Ａ１５－ＡＩ９

ＢＯＯ－ＢＯ９

　　

，

Ｂ３５－Ｂ４９

ＡＯ０一Ｂ９９の残り

ＣＯＯ－Ｄ４８

（ＣＯ０一Ｃ９７）

Ｃ１６

Ｃ１８一Ｃ２０

Ｃ３３－Ｃ３４

ＣＯ０「Ｃ１５，Ｃ１７，Ｃ２１一Ｃ３２，Ｃ３７－Ｃ９７

ＤＯＯ－Ｄ４８

Ｄ５０－Ｄ８９

Ｄ５０一Ｄ６４

Ｄ６５－－Ｄ８９

ＥＯＯ－－Ｅ９Ｏ

ＥＯＯ－Ｅ０７

ＥＩＯ－Ｂ１４

Ｅ７８

Ｅ１５－Ｅ７７，Ｅ７９－－Ｅ９Ｏ

ＦＯＯ－Ｆ９９

Ｆ２０一Ｆ２９

Ｆ３０一Ｆ３９

Ｆ４０一Ｆ４８

ＦＯＯ－ＦＩ９，Ｆ５０一Ｆ９９

ＧＯ０一Ｇ９９

ＨＯＯ－Ｈ５９

Ｈ２５－Ｈ２６

ＨＯ０一Ｈ２２，Ｈ２７一Ｈ５９

Ｈ６０一Ｈ９５

Ｈ６０一Ｈ６２

Ｈ６５－Ｈ６７

Ｈ６８一Ｈ７５

Ｈ８０一Ｈ８３

Ｈ９０一Ｈ９５



器

他

の

ａ‐０９００

ａ‐０９０１

循環器系の疾患
高血圧性疾患
（心疾患（高血圧性のものを除く））

ａ‐０９０２

ａ－０９０３

（
叩
Ｎ
の
紙
大
酔）

ａム０９０４

ａ‐０９０５

ａ‐０９０６

ａ－１０００

虚血性心疾患
その他の心疾患

（脳血管疾患）

脳梗塞
その他の脳血管疾患

その他の循環器系の疾患
呼吸器系の疾患
急性上気道感染症ａ‐１００１

　

冠－‐

　

気旭，．
ａ‐１００２・肺炎

ａ‐１００３

　

急性気管支炎及び急性細気管支炎

ａ‐１００４

　

気管支炎及び慢性閉塞性肺疾患

ａ－１００５

　

端息

　

．

ａ一１００６

　

その他の呼吸器系の疾患

ａ‐１１００ 消化器系の疾患

ａ」１１０１

　

う蝕

ａ‐１１０２ 歯肉炎及び歯周疾患

ａ－１１０３

　

その他の歯及び歯の支持組織の障害

ａ‐１１０４

　

胃潰癌及び十二指腸溝癖

ａ‐１１０５ 胃炎及び十二指腸炎

ａー１１０６ 肝疾患

ａ‐１１０７

　

その他の消化器系の疾患

ａ‐１２００

　

皮膚及び皮下組織の疾患

ａ－１３００

　

筋骨格系及び結合組織の疾患

ａ‐１３０１ 炎症性多発性関節障害

ａ－１３０２

　

脊柱障害

ａ‐１３０３

　

骨の密度及び構造の障害

ａ‐１３０４

　

その他の筋骨格系及び結合組織の疾患

ａ‐１４００

　

腎尿路生殖器系の疾患

ａ‐１４０１

　

糸球体疾患，腎尿細管間質性疾患及び腎不全

ａ－１４０２

　

乳房及び女性生殖器の疾患

ａ‐１４０３

　

その他の腎尿路生殖器系の疾患

ａ‐１５００

　

妊娠，分娩及び産じょく

ａ‐１５０１

　

流産

ａ‐１５０２ 妊娠高血圧症候群

ａ‐１５０３

　

単胎自然分娩

　　　　　

，

　　

ー

ａ‐１５０４

　

その他の妊娠，分娩及び産じょく

　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・
ａ‐１６００

　

周産期に発生した病態

ａ‐１７００

　

先天奇形，変形及び染色体異常

１００－‐１９９

１１０一１１５

（工０１一１０２．０，１０５一１０９，１２０－エ２５，
工２７，１３０一１５２）

工２０－ェ２５

Ｇｇ圭
一肌。’工０５一・０９，１２７，工３０‐

（エ６０一工６９）

１６３，ェ６９．３

Ｇ琶ｇ１ 鴛
４‐１６８，１６９‐０一６９‐２，

工００，ェ０２．９，１２６，１２８，１７０一工９９

ＪＯＯ－Ｊ９９

ＪＯＯ－Ｊ０６

Ｊ１２一Ｊ１８－

Ｊ‐２０－－Ｊ２１

Ｊ４０一Ｊ４４

Ｊ４５一Ｊ４６

ＪＯ０一Ｊ９９の残り

ＫＯ０一Ｋ９３

Ｋ０２‐

Ｋ０５

ＫＯ０一ＫＯ１，

　

Ｋ０３一Ｋ０４，

　

Ｋ０６一Ｋ０８

Ｋ２５一Ｋ２７

　　　　

．

　

‐
Ｋ２９

　　　　　

．
Ｋ７０一Ｋ７７

ＫＯ０一Ｋ９３の残り

ＬＯＯ－Ｌ９９

ＭＯ０一Ｍ９９

Ｍ０５一Ｍ１４

Ｍ４０一Ｍ５４

Ｍ８０一Ｍ８５

ＭＯ０一Ｍ９９の残り

ＮＯＯ－Ｎ９９

ＮＯＯ－ＮＩ９

Ｎ６０－Ｎ９８，Ｎ９９．２ーＮ９９．３

ＮＯＯ－Ｎ９９の残り

０００一０９９

０００一００８

０１０一０１６

０８０

０２０一０７５，０８１一０９９

ＰＯＯ－Ｐ９６

ＱＯＯ－Ｑ９９

ａ‐１８００

　

症状，徴候及び異常臨床所見・異常検査所見

　　　

で他に分類されないもの

ａ－１９００

　

損傷，中毒及びその他の外因の影響

ａー１９０１

　

骨折

ａ‐１９０２

　

その他の損傷ｒ中毒及びその他の外因の影響

ａ‐２１００

　

健康状態に影響を及ぼす要因及び保健サービ

　　　

スの利用

ａ‐２１０１

　

正常妊娠及び産じょくの管理並びに家族計画

ａ‐２１０２

　

歯の補てつ
ａ‐２１０３

　

その他の健康状態に影響を及ぼす要因及び保

　　

．

　

健サービスの利用
ａ‐２２００ 特殊目的用コード

　

Ｌ

ａ‐２２１０

　

重症急性呼吸器症候群［Ｓ瓶Ｓ］

ａ‐２２２０

　

その他の特殊目的用コード

疾病分類表（中分類）

　　　　

分類名
ｂ‐０１００ 感染症及び寄生虫症
ｂ‐０１０１

　

腸管感染症
ｂ－０１０２

　

結核

ｂ‐０１０３

　

主として性的伝播様式をとる感染症
ｂ‐０１０４

　

皮膚及び粘膜の病変を伴うウイルス性疾患
－ｂ‐０１０５ ウイルス性肝炎
ｂ‐０１０６

　

その他の・ウイルス性疾患
ｂ‐０１０７ 輿菌症
ｂ‐０１０８

　

感染症及び寄生虫症の続発・後遺症
ｂ－０１０９

　

その他の感染症及び寄生虫症
ｂ‐０２００

　

新生物＜腫癌＞

　

ノ

ｂ‐０２０１

　

胃の悪性新生物＜腫癌〉
ｂ‐０２０２

　

結腸の悪性新生物＜腫瑚＞
ｂ‐０２０３

　

直腸Ｓ状結腸移行部及び直腸の悪性新生物く

　　

臓〉
ｂ‐０２０４

　

肝及び肝内胆管の悪性新生物＜腫蕩＞
ｂ－０２０５

　

気管，気管支及び肺の悪性新生物＜腫癌＞
ｂ‐０２０６

　

乳房の悪性新生物く腫癌＞
ｂ‐０２０７

　

子宮の悪性新生物＜腫癌＞
ｂ‐０２０８ 悪性リンパ腫
ｂ‐０２０９ 白血病

ｂ‐０２１０

　

その他の悪性新生物＜腫癌＞
ｂ↑０２１１

　

良性新生物＜腫蕩＞及びその他の新生物＜腫

　　　

　　

ｂ－０３００

　

血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害
ｂ‐０３０１

　

貧血

ＲＯＯ－Ｒ９９

ＳＯＯ－Ｔ９８

Ｓ０２，Ｓ１２，Ｓ２２，Ｓ３２，Ｓ４２，Ｓ５２，Ｓ６２，
Ｓ７２，Ｓ８２，Ｓ９２，Ｔ０２，’Ｔ０８，ＴＩ０，Ｔ１２，
Ｔ１４．２

ＳＯ０一Ｔ９８の残り

ＺＯＯ－Ｚ９９

Ｚ３０－Ｚ３９

Ｚ４６．３

ＺＯ０一Ｚ９９の残り

ＵＯＯ－Ｕ９９

Ｕ０４

ＵＯＯ－Ｕ９９の残…り

基本分類コード
ＡＯＯ－Ｂ９９

ＡＯＯ－ＡＯ９

Ａ１５一ＡＩ９

Ａ５０一Ａ６４

ＢＯＯ－ＢＯ９

Ｂ１５一ＢＩ９

Ａ８０一Ａ９９，Ｂ２０ｍＢ３４

Ｂ３５一Ｂ４９

Ｂ９０一′Ｂ９４

ＡＯ０一Ｂ９９の残り

ＣＯ０一Ｄ４８

Ｃ１６

Ｃ１８

ＣＩ９一Ｃ２０

Ｃ２２

Ｃ３３一Ｃ３４

Ｃ５０

Ｃ５３一Ｃ５５

Ｃ８１－Ｃ８６

Ｃ９１－－Ｃ９５

ＣＯ０一Ｃ９７・の残り

ＤＯＯ－Ｄ４８

Ｄ５０一Ｄ８９

Ｄ５０－Ｄ６４

大分類コード
ａ一０１００

ａ‐０１０１

ａ－０１０２

ａ‐０１０５

ａ‐０‐１０３

ａ‐０１０５

ａ－０１０５

ａ‐０１０４

ａ‐０１０５

ａ‐０１０５

ａ‐０２００

ａ‐０２０１

ａ‐０２０２

ａ‐０２０２

ａ‐０２０４

ａ－０２０３

ａ‐０２０４

ａ－０２０４

ａ‐０２０４

ａ‐０２０４

ａ‐０２０４

ａ‐０２０５

ａ‐０３００

ａ－０３０１



ｂ－０４００

ｂ‐０４０１

ｂ‐０４０２

ｂ‐０４０３

ｂ‐０４０４

ｂ‐０５００

ｂ‐０５０１

ｂ‐０５０２

ｂ－０５０３

ｂ‐０５０４

ｂ‐０５０５

ｂ‐０５０６

ｂ‐０５０７

ｂ‐０６００

ｂ－０６０１

ｂ‐０６０２

ｂ‐０６０３

ｂ‐０３０２ その他の血液及び造血器の疾患並びに免疫機
構の障害
内分泌，栄養及び代謝疾患
甲状腺障害
糖尿病、

脂質異常症
その他の内分泌，栄養及び代謝疾患
精神及び行動の障害
血管性及び詳細不明の認知症
精神作用物質使用による精神及び行動の障害
統合失調症，統合失調症型障害及び妄想性障
害
気分・［感情］障害（燥うつ病を含む）
神経症性障害，ストレス関連障害及び身体表
現性障害
知的障害＜精神遅滞＞
その他の精神及び行動の障害
神経系の疾患
パーキンソン病
アルツハイマー病
てんかん

ｍ
警
備

　

皿
の
ー

　

蚊
Ｎ
購
ト
Ｎ
俵
帯

ｂ‐０６０４

　

脳性麻癖及びその他の麻痩性症候群
ｂ－０６０５ 自律神経系の障害
ｂ‐０６０６

　

その他の神経系の疾患
ｂ‐０７００

　

眼及び付属器の疾患
ｂ‐０７０１ 結膜炎
ｂ‐０７０２ 白内障

ｂ‐０７０３ 屈折及び調節の障害
ｂ‐０７０４

　

その他の眼及び付属器の疾患
ｂ‐０８００

　

耳及び乳様突起の疾患

　

－
ｂ‐０８０１

　

外耳炎

　　　　　

′

ｂ－０８０２ その他の外耳疾患
ｂ－０８０３， 中耳炎

ｂ‐０８０４

　

．その他の中耳及び呼Ｌ様突起の疾患
ｂ‐０８０５

　

メニエール病・

ｂ‐０８０６ その他の内耳疾患

ｂ‐０８０７ その他の耳疾患
ｂ‐０９００ 循環器系の疾患
ｂ‐０９０１ 高血圧性疾患
ｂ‐０９０２

　

虚血性心疾患
ｂ‐０９０３ その他の心疾患

ｂ‐０９０４

ｂ‐０９０５

ｂ－０９０６

くも膜下出血
脳内出血
脳梗塞

Ｄ６５一Ｄ８９

ＥＯＯ－Ｅ９０

ＥＯＯ－Ｅ０７

ＥＩＯ－Ｅ１４

Ｅ７８

Ｅ１５一Ｅ７７，Ｅ７９－Ｅ９Ｏ

ＦＯ０一Ｆ９９

ＦＯ１，Ｆ０３

ＦＩＯ－ＦＩ９

Ｆ２０一Ｆ２９

Ｆ３０‐－Ｆ３９

Ｆ４０－Ｆ４８

Ｆ７０一Ｆ７９

ＦＯＯ－Ｆ９９の残り

ＧＯ０一Ｇ９９

Ｇ２０

Ｇ３０

Ｇ４０一Ｇ４１

Ｇ８０一Ｇ８３

Ｇ９０

ＧＯ０一Ｇ９９の残り

ＨＯＯ－Ｈ５９

ＨＩＯ

Ｈ２５一Ｈ２６

Ｈ５２

ＨＯ０‐Ｈ５９の残り

Ｈ６０－Ｈ９５

Ｈ６０

Ｈ６１一Ｈ６２

Ｈ６５一Ｈ６７

Ｈ６８－Ｈ７５

Ｈ８１．Ｏ

Ｈ８０，Ｈ８１．１ーＨ８３

Ｈ９０一Ｈ９５

１００十１９９

工１０－エー５

１２０一１２５

Ｇ躍 都一０５一・０９，
工６０，１６９．Ｏ

１６１，１６９．１

１６３，１６９．３

ａ‐０３０２

ａ－０４００

ａ－０４０１

ａ‐０４０２

ａ÷０４０３

ａ‐０４０４

ａ‐０５００

ａ‐０５０４

ａ‐０５０４

ａ－０５０１

ａ‐０５０２

ａ‐０５０３

ａ÷０５０４

ａ‐０５０４

ａ－０６００

ａ－０６００

ａ‐０６００

ａ‐０６００

ａ－０６００

ａ‐０６００

ａ－０６００

ａ－０７００

ａ‐０７０２

ａ－０７０１

ａ‐０７０２

ａ‐０７０２

ａ→〕８００

ａ‐０８０１

ａ－０８０１

ａ‐０８０２

ａ‐０８０３

ａ‐０８０４

ａ－０８０４

ａ‐０８０５

ａ÷０９００

ａ－０′９０１

ａ÷０９０２

ａ‐０９０３

ａ「）９０５

ａ‐０９０５

ａ－０９０４

ｂ‐０９０７

ｂ‐０９０８

ｂ‐０９０９

ｂ‐０９１１

ｂ‐０９１２

ｂ‐１０００

ｂ‐１００１

ｂ－１００２

ｂ‐１００３

ｂ‐１００４

脳動脈硬化（症）
その他の脳血管疾患

動脈硬化

　

媛≧）
低血圧（症）
その他の循環器系の疾患
呼吸器系の疾患
急性鼻咽頭炎［かぜ］＜感冒＞
急性咽頭炎及び急性馬桃炎
その他の急鰹三上気道感染症
肺炎

　　　　　　　　

ｒ

　　　　

－
ｂ「１００５ 急性気管支炎及び急性細気管支炎
ｂ－１００６ アレルギー性鼻炎
ｂ‐１００７ 慢性副鼻腔炎
ｂ‐１００８

　

急性又は慢性と明示されない気管支炎
ｂ‐１００９ 慢性閉塞１生肺疾患
ｂ－１０１０

　

端息

ｂ‐ｌｏｌｌ

　

その他の呼吸器系の疾患
ｂ‐１１００ 消化器系の疾患
ｂ‐１１０１

　

う蝕

ｂ‐１１０２ 歯肉炎及び歯周疾患
ｂ‐１１０３

　

その他の歯及び歯の支持組織の障害

ｂ－１１０４

　

胃溝癌及び十二指腸潰蕩
ｂ」１１０５ 胃炎及び十二指腸炎
ｂ‐１１０６

　

痔核

ｂ‐１１０７ アルコール性肝疾患
ｂ‐１１０８

　

慢性肝炎（アルコール性のものを除く）
ｂ‐１１０９

　

肝硬変－（アルコール性のものを除く）
ｂ‐１１１０

　

その他の肝疾患

　　　　

▼

ｂ‐１１１１

ｂ‐１１１２

ｂ‐１１１３

ｂ‐１２００

ｂ－１２０１

ｂ‐１２０２

ｂ－１２０３

ｂ‐１３００

ｂ－１３０１

ｂ‐１３０２

ｂ‐１３０３

ｂ‐１３０４

ｂ‐１３０５

胆石症及び胆のう炎
雌疾患
その他の消化器系の疾患◆
皮膚及び皮下組織の疾患
皮膚及び皮下細織の感染症
皮膚炎及び湿疹
その他の皮膚及び皮下組織の疾患
筋骨格系及び結合組織の疾患
炎症肥性多発性関節障害
関節症
脊椎障害（脊椎症を含む）
椎間板障害

　

、
頚腕症候群

１６７．２ ａ‐０９０５

ａ「０９０５１６２，１６４一１６７．１，
工６７．３－１６８，‐１６９．２，
１６９．４一１６９‐８

１７０

１９５

１００－１９９の残り

ＪＯＯ－－Ｊ９９

ＪＯＯ

Ｊｏ２－‐Ｊｏ３▼

ＪＯ１，Ｊｏ４－‐Ｊｏ６

Ｊ１２－Ｊ１８

Ｊ２０一Ｊ２１

Ｊ３０

Ｊ３２

Ｊ４０

Ｊ４１－－Ｊ４４

Ｊ４５－－Ｊ４６

ＪＯＯ」Ｊ９９の残り
・Ｋｏｏ一Ｋ９３

Ｋ０２

Ｋｏ５

儒 醐 ｒ０３一Ｋｏ４，

Ｋ２５一Ｋ２７

Ｋ２９

Ｋ６４

Ｋ７０

　　

・

Ｋ７３

Ｋ７４．３一Ｋ７４．６

Ｋ８０一Ｋ８１

Ｋ８５一Ｋ８６

ＫＯ０一Ｋ９３の残り

ＬＯＯ－Ｌ９９

ＬＯＯ－Ｌｏ８

Ｌ２０－Ｌ３０

ＬＩＯ－Ｌ１４，Ｌ４０一Ｌ９９

Ｍｏｏ一Ｍ９９

Ｍｏ５一Ｍ１４

Ｍ１５－ＭＩ９

Ｍ４５一Ｍ４９

Ｍ５０一Ｍ５１

Ｍ５３．１

ａ‐０９０６

ａ‐０９０６

ａ‐０９０６

ａ一１０００

ａ－１００１

ａ－１００１

ａ－１００１

ａ‐１００２

ａ‐ｌｏｏ３

ａ‐１００６

ａ‐１００６

ａ‐１００４

ａ‐ｌｏ０４

ａ‐１００５

ａ‐１００６

ａ‐１１００

ａ－１１０１

ａ‐１１０２

ａ‐１１０３

ａ‐１１０４

ａ‐１１０５

ａ－１１０７

ａ‐１１０６

ａ‐１１０６

ａ－１１０６

ａ－１１０６

ａ－１１０７

ａ一１１０７

ａ－１１０７

ａ‐１２００

ａ－１２００

ａ－１２００

ａ－１２００

ａ‐１３００

ａ‐１３０１

ａ‐１３０４

ａ－１３０２

ａ‐１３０２

ａ‐１３０２



羅

他

ｂ‐１３０６

ｂ‐１３０７

－ｂ‐１３０８

ｂ‐１‐３０９

ｂ‐１３１０

ｂ‐１４００

ｂ‐１４０１

ｂ‐１４０２

ｂ‐１４０３

ｂ－１４０４

ｂ‐１４０５

ｂ‐１４０６

ｂ‐１４０７

腰痛症及び坐骨神経痛

その他の脊柱障害

肩の傷害＜損傷＞
骨の密度及び構造の障害
その他の筋骨格系及び結合糸激職の疾患

腎尿路生殖器系の疾患

　

一
糸球体疾患及び腎尿細管間質性疾患

腎不全

尿路結石症
その他の腎尿路系の疾患

　　

－

前立腺肥大（症）
その他の男性生殖器の疾患

月経障害及び閉経周辺期障害

Ｍ５４．３一Ｍ５４．５

Ｍ４０一Ｍ４３，Ｍ５３．０，
Ｍ５３．２一Ｍ５３．９，Ｍ５４‐０一

Ｍ５４‐２，Ｍ５４‐６一Ｍ５４‐９

Ｍ７５

Ｍ８０一Ｍ８５‐

ＭＯ０一Ｍ９９の残り

ＮＯＯ－Ｎ９９

ＮＯ０一Ｎ１６

Ｎ１７一ＮＩ９

Ｎ２０－Ｎ２３

Ｎ４０

Ｎ４１一Ｎ５１

｛豊三蜜もぎ
９４．ｏ，

Ｎ６０一Ｎ９０，Ｎ９３，Ｎ９４．１

ーＮ９４．２，Ｎ９６一Ｎ９８，
Ｎ９９‐２ーＮ９９．３

０００一０９９

０００－‐００８

０１０－０１６

０８０

０２０－０７５，０８１－０９９

ＰＯＯ－－Ｐ９６

Ｐ０５－Ｐ０８

ＰＯＯ－Ｐ０４，ＰＩ０一Ｐ９６

ＱＯＯ－Ｑ９９

Ｑ２０－Ｑ２４

ＱＯＯ－Ｑ１８，Ｑ２５÷ｒＱ９９

ＲＯＯ－Ｒ９９

ＳＯＯ－Ｔ９８

Ｓ０２，Ｓ１２，Ｓ２２，Ｓ３２，
Ｓ４２，Ｓ５２，Ｓ６２，Ｓ７２～

Ｓ８２，Ｓ９２，Ｔ０２，Ｔ０８，
ＴＩ０，Ｔ１２，Ｔ１４‐２

｛書写，
ｓ２６一Ｓ２７，Ｓ３６一 調。２

Ｔ２０一Ｔ３２

Ｔ３６」Ｔ６５

ＳＯ０一Ｔ９８の残り

ａ‐１９０２

ａ‐１９０２

８÷１９０２

ａ‐１３０２

ａ－１３０２

ａ－１３０４

ａ‐１３０３

ａ－１３０４

ａ‐１４００

ａ－１４０１

ａ‐１４０１

ａ‐１４０３

ａ‐１４０３

ａ‐１４０３

ａ－１４０３

ａ－１４０２

ａ‐１４０２

ａ‐１５００

ａ‐１５０１

ａ－１５０２

ａ‐１５０３

ａ－１５０４

ａ－１６００

ａ－１６００

ａ‐１６００

ａ一１７００

ａ‐１７００

ａ一１７００

ａ‐１８００

ａ－１９００

ａ－１９０１

ｂ‐２１００

　

健康状態に影響を及ぼす要因及び保健サービ

　　　

スの利用／

ｂ－２１０１

　

検査及び診査のための保健サービスの利用者
ｂ‐２１０２ 予防接種
ｂ‐２１０３

　

正常妊娠及び産じょくの管理並びに家族計画
ｂ‐２１０４

　

歯の補てつ
ｂ‐２１０５

　

特定の処置（歯の補てつを除く）及び保健ケ

　　　

アのための保健サービスの利用者
ｂ‐２１０６

　

その他の理由による保健サービスの利用者

ｂ‐２２００ 特殊目的用コード
ｂ‐２２１０

　

重症急性呼吸器症候群［Ｓ瓶Ｓ］
ｂ‐２２２０

　

その他の特殊目的用コード ・

疾病分類表（小分類）
分類名

ｃ‐０１００ 感染症及び寄生虫症

ｃ‐０１０１

　

原因の明示された腸管感染症

ｃ－０１０２

　

感染症と推定される下痢及び胃腸炎

ｃ」０１０３ 呼吸器結核

ｃ‐０１０４ その他の結核
ｃ‐０１０５ 百日咳

ｃ‐０１０６ 敗血症

ｃ－０１０７ その他の細菌性疾患

ｃ‐０１０８

　

梅毒

ｃ－０１０９

　

淋菌感染症

ｃ－０１１０

　

主として性的伝播様式をとるその他の感染症

ｃ‐０１１１ ヘルペスウイルス感染症

ｃ‐０１１２

　

水痘

ｃ‐０１１３ 帯状癌疹

ｃ－０１１４

　

麻疹

ｃ‐０１１５

　

風疹

ｃ‐０１１６

　

皮膚及び難膜の病変を伴うその他のウイルス

　　　

性疾患

ｃ‐０１１７

　

Ｂ型ウイルス性肝炎

ｃ－０１１８

ｃ‐０１１９

ｃ‐０１２０

ｃ－０１２１

ｃ‐０１２２

ｃ‐０１２３

ｃ‐０１２４

ｃ－０１２５

Ｃ型ウイルス性肝炎
その他のウイルス性肝炎
ヒト免疫不全ウイルス［Ｈ工Ｖ］病
ムンブス
その他のウイルス性疾患

皮膚糸状菌症
カンジダ症
その他の真菌症

ＺＯ０一Ｚ９９

ＺＯＯ－Ｚ１３

Ｚ２３一Ｚ２７

Ｚ３０一Ｚ３９

Ｚ４６．３

Ｚ４０一Ｚ４６‐２，Ｚ４６．４ー

Ｚ５４

　　

・

ＺＯＯ－Ｚ９９の残り

ＵＯ０一Ｕ９９

Ｕ０４

ＵＯ０一Ｕ９９の残り

　

基本分類コード
ＡＯＯ－Ｂ９９

ＡＯＯ－Ａ０８

ＡＯ９

Ａ１５一Ａ１６

Ａ１７一ＡＩ９

Ａ３７

Ａ４０一Ａ４１

塩基：含蓄’Ａ３８－Ａ３９，

Ａ５０一Ａ５３

Ａ５４

Ａ５５一Ａ６４

ＢＯＯ

ＢＯＩ

Ｂ０２

Ｂ０５

Ｂ０６

Ｂ０３一Ｂ０４，Ｂ０７一ＢＯ９

ａ－２１００

ａ‐２１０３

ａ‐２１０３

ａ‐２１０１

ａ‐２１０２

ａ－２１０３

ａ‐２１０３

ａ‐２２００

ａ‐２２１０

ａ－２２２０

中分類コード
ｂ‐０１００

ｂ－０１０１

ｂ－０１０１

ｂ－０１０２

ｂ‐０１０２

ｂ‐０１０９

ｂ‐０１０９

ｂ‐０１０９

ｂ‐０１０３

ｂ－０１０３

ｂ‐０１０３

ｂ‐０１０４

ｂ÷０１０４

ｂ‐０１０４

ｂ‐０１０４

ｂ‐０１０４

ｂ－０１０４

ｂ‐１４０８

　

乳房及びその他の女性生殖器の疾患

ｂ‐１５００

ｂ‐１５０１

ｂ‐１５０２

ｂ－１５０３

ｂ‐１５０４

ｂ‐１６００

ｂ‐１６０１

ｂ‐１６０２

ｂ‐１７００

ｂ‐１７０１

ｂ－１７０２

妊娠，分娩及び産じょく
流産

妊娠高血圧症候群
単胎自然分娩

　　　　　　　　　　　　

ー

その他の妊娠，分娩及び産じょく
周産期に発生した病態
妊娠及び胎児発育に関連する障害

その他の周藤期に発生した病態

先天奇形，変形及び染色体異常

心臓の先天奇形
その他の先天奇形，変形及び染色体異常

ｂ‐１８００

　

症状，徴候及び異常臨床所見・異常検査所見

　　　

で他に分類されないもの
ｂ‐１９００

　

損傷，中毒及びその他の外因の影響
ｂ－１９０１

　

骨折

ｂ‐１９０２

　

頭蓋内損傷及び内臓の損傷

ｂ‐１９０３

　

熱傷及び腐食
ｂ‐１９０４

　

中毒

ｂ‐１９０５

　

その他の損傷及びその他の外因の影響

信三琶；
Ｂ１７‐０，Ｂ１８‐ｏ－

　

ｂ一〇１０５

Ｂ１７‘１，Ｂ１８．２

Ｂ１５－ＢＩ９の残り

　

Ｂ２０一Ｂ２４

　

Ｂ２６

教８ＱーＡ９９，Ｂ２５，Ｂ２７【′

　

Ｂ３４

Ｂ３５

Ｂ３７

Ｂ３６， 民；８ーＢ４９

ｂ‐０１０５

ｂ‐０１０５

ｂ‐０１０６

ｂ‐０１０６

ｂ‐０１０６

ｂ‐０１０７

ｂ‐０１０７

ｂ‐０１０７



ｃ－０１２６

　

結核の続発・後遺症
ｃ‐０１２７

　

その他の感染症及び寄生虫症の続発・後遺症
ｃ‐０１２８

　

その他の感染症及び寄生虫症正
ｃ‐０２００

　

新生物＜腫癌＞
ｃ‐０２０１

　

口唇，口腔及び咽頭の悪性新生物＜腫癌＞
ｃ‐０２０２

　

食道の悪性新生物＜腫癌＞
ｃ‐０２０３

　

胃の悪性新生物＜腫蕩＞
ｃ‐０２０４

　

結腸の悪性新生物＜自重癖＞
ｃ‐０２０５

　

直腸Ｓ状結腸移行部及び直腸の悪性新生物＜

　

，

　

腫癌＞
ｃ‐０２０６

　

虹門及び虹門管の悪性新生物＜腫癌＞
ｃ‐０２０７

　

肝及び肝内胆管の悪性新生物＜腫癌＞
ｃ‐０２０８

　

胆のう及びその他の胆道の悪性新生物＜腫

　　　

　　

ｃ‐０２０９

　

雁の悪性新生物＜腫癌＞
ｃ‐０２１０

　

その他の消化器の悪性新生物＜腫癌＞
ｃ‐０２１１

　

喉頭の悪′嫌新生物〈腫癌＞
ｃ－０２１２

　

気管，気管支及び肺の悪性新生物＜腫癌＞
ｃ‐０２１３

　

その他の呼吸器及び胸腔内臓器の悪性新生物

　　　

　　　　

　　　　　　　　　　　　

　

ｃ‐０２１４

　

骨及び関節軟骨の悪性新生物＜腫癌〉
ｃ－ｏ２１５ 皮膚の悪性黒色腫
ｃ‐０２１６

　

その他の皮膚の悪性新生物＜腫癌＞
ｃ‐０２１７

　

中皮及び軟部組織の悪性新生物＜腫癌〉
ｃ‐０２１８

　

乳房の悪性新生物＜腫癌＞
ｃ‐０２１９

　

子宮頚（部）の悪性新生物＜腫癌＞
ｃ‐０２２０

　

子宮体（部）の悪性新生物＜腫癌＞
ｃ－ｏ２２１

　

子宮の部位不明の悪性新生物＜腫癌＞
ｃ‐０２２２

　

卵巣の悪性新生物＜腫強～＞
ｃ‐０２２３

　

その他の女性生殖器の悪性新生物＜腫班＞
ｃ‐０２２４

　

前立腺の悪性新生物＜腫癌＞

　　　　　　　

－
ｃ‐０２２５

　

その他の男性生殖器の悪性新生物＜腫癌＞
ｃ‐０２２６

　

腎及び腎孟の悪性新生物＜腫癌〉
ｃ‐０２２７

　

勝斑の悪性新生物＜腫癖＞
ｃ－０２２８

　

その他の尿路の悪性新生物＜腫癌＞
ｃ‐０２２９

　

目尻及び付属器の悪性新生物＜腫癌＞
ｃ‐０２３０

　

中枢神経系の悪鯵新生物＜腫癌＞

甲状腺の悪性新生物＜腫班＞
ホジキンリンパ自重

．Ｂ９０

Ｂ９１一Ｂ９４

ＡＯ０‐Ｂ９９の残り

ＣＯＯ－Ｄ４８

　　

ｒ

ＣＯＯ－Ｃ１４

Ｃ１５

Ｃ１６

Ｃ１８

ＣＩ９ーＣ２０

Ｃ２１

Ｃ２２

Ｃ２３一Ｃ２４

Ｃ２５

Ｃ１７，Ｃ２６

Ｃ３２

Ｃ３３一Ｃ３４

Ｃ３０－Ｃ３１，Ｃ３７一Ｃ３９

Ｃ４０一Ｃ４１

Ｃ４３

Ｃ４４

Ｃ４５一‐Ｃ４９

Ｃ５０

Ｃ５３

Ｃ５４

Ｃ５５

Ｃ５６

Ｃ５１一Ｃ５２，Ｃ５７一Ｃ５８

Ｃ６１

　

．

Ｃ６０，Ｃ６２一Ｃ６３

Ｃ６４一Ｃ６５

　　　　

′

Ｃ６７

、Ｃ６６，Ｃ６８

Ｃ６９

｛≦；ｇｉＣ
７２’Ｃ７５．１ー

Ｃ７３

Ｃ８１

Ｃ８２－‐Ｃ８６

Ｃ９１一Ｃ９５

Ｃ８８一Ｃ９０，Ｃ９６

ＣＯ０一Ｃ９７の残り

ｂ‐０１０８

ｂ‐０１０８

ｂ‐０１０９

ｂ‐０２００

ｂ－０２１０

ｂ‐０２１０

ｂ‐０２０１

ｂ‐０２０２

ｂ÷０２０３

ｂ‐０２１０

ｂ‐０２０４

ｂ一０２１０

ｂ‐０２１０

ｂ－０２１０

ｂ－０２１０

ｂ‐０２０５

ｂ‐０２１０

ｂ‐０２１０

ｂ‐０２１０

ｂ‐０２１０

ｂ－０２１０

ｂ‐０２０６

ｂ－０２０７

ｂ‐０２０７

ｂ‐０２０７

ｂ‐０２１０

ｂ‐０２１０

ｂ‐０２１０

ｂ‐０２１０

ｂ‐０２１０

ｂ‐０２１０

ｂ‐０２１０

ｂ－０２１０

ｂ一０２１０

ｂ‐０２１０

ｂ‐０２０８

ｂ‐０２０８

ｂ‐０２０９

ｂ－０２１０

ｂ‐０２１０

子宮頚（部）の上皮内癌
その他の上皮内新生物＜腫蕩〉
皮膚の良性新生物＜腫癌＞

ｃ‐０２３７

ｃ－０２３８

ｃ‐０２３９

ｃ－０２３１

ｃ‐０２３２

ｃ‐０２３３

ｃ‐０２３４

ｃ‐０２３５

ｃ‐０２３３

　

非ホジキンリンパ腫

ｃ‐０２３４ 白血病

ｃ‐０２３５

　

その他のリンパ糸皿織，造血組織及び関連糸獅織

　　　

の悪性新生物＜自動鴇＞

　

．

　　　

・
ｃ‐０２３６

　

その他の悪性新生物＜腫癌＞

ｃ‐０２４０・乳房の良性新生物＜腫寝＞
ｃ‐０２４１ 子宮平滑筋腫
ｃ－０２４２

　

卵巣の良性新生物＜腫癌＞
ｃ‐０２４３

　

腎尿路の良性新生物＜腫癌＞

　

，．
ｃ‐０２４４

　

中枢神経系のその他の新生物＜腫癌＞

ｃ‐０２４５

　

その他の新生物＜腫癖＞
ｃ‐０３００

　

血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害
ｃ‐０３０１

　

鉄欠乏性貧血
ｃ‐０３０２

　

その他の貧血・

ｃ‐０３０３

　

出血性の病態並びにその他の血液及び造血器

　　　　

の疾患

ｃ‐０３０４ 免疫機構の障害
ｃ‐０４００

　

内分泌，栄養及び代謝疾患
ｃ‐０４０１ 甲状腺中毒症
じ‐０４０２ 甲状腺炎
ｃ‐０４０３ その他の甲状腺障害
ｃ‐０４０４

　

１型糖尿病
ｃ‐０４０５

　

２型糖尿病
ｃ‐０４０６ その他の糖尿病
ｃ－０４０７ 卵巣機能障害
ｃ‐０４０８

　

栄養失調（症）及びビタミン欠乏症
ｃ‐０４０９

　

肥満 （症）

　　

・

ｃ－０４１０

　

脂質異常症
ｃ－０４１１

　

体液量減少（症）
ｃ‐０４１２

　

その他の内分泌，栄養及び代謝疾患．
ｃ‐０５００ 精神及び行動の障害
ｃ‐０５０１

　

血管性及び群細不明の認知症
ｃ‐０５０２

　

アルコール使用＜飲酒＞による精神及び行動

　　　

の障害

　　　　　　　　　　　　　　　

・
ｃ‐０５０３

　

その他の精神作用物質使用による精神及び行

　　　

動の障害
ｃ‐０５０４

　

統合失調症，統合失調症型障害及び竣想性障

　　

害
ｃ‐０５０５

　

気分［感情］障害（騨うつ病を含む）
ｃ‐０５０６

　

神経症性障害，ストレス関連障害及び身体表

　　　

現性障害
ｃ‐０５０７

　

知的障害〈精神遅滞〉
ｃ‐０５０８

　

その他の精神及び行動の障害
ｃ‐０６００ 神経系の疾患
ｃ－０６０１ 髄膜炎

Ｄ０６

　　

・

ＤＯＯ－Ｄ０５，Ｄ０７一ＤＯ９

Ｄ２２一Ｄ２３

Ｄ２４

Ｄ２５

Ｄ２７

Ｄ３０

Ｄ３２－Ｄ３３，Ｄ３５‐２ー

Ｄ３５．４，Ｄ４２」Ｄ４３，
Ｄ４４．３－Ｄ４４．５

ＤＯ０一Ｄ４８の残り

‐Ｄ５０－－Ｄ８９

Ｄ５０

Ｄ５１一Ｄ６４

Ｄ６５一Ｄ７７

Ｄ８０一Ｄ８９

ＥＯＯ－Ｅ９０

Ｅ０５

Ｅ０６

ＥＯＯ－Ｅ０４，Ｅ０７

ＥＩ０

　　

‐

ＥＩＩ

Ｂ１２一Ｅ１４

Ｅ２８

Ｅ４０一Ｅ４６，Ｅ５０一Ｅ５６

Ｅ６６

Ｅ７８

Ｅ８６

ＥＯＯ－Ｅ９０の残り

ＦＯＯ－Ｆ９９

ＦＯ１，Ｆ０３

ＦＩＯ

ＦＩ１一ＦＩ９

Ｆ２０－Ｆ２９

Ｆ３０一Ｆ３９

Ｆ４０一Ｆ４８

Ｆ７０‐Ｅア９

ＦＯ０一Ｆ９９の残り

ＧＯ０一Ｇ９９

ＧＯ０一Ｇ０３

ｂ‐０２１１

ｂ‐０２１１

ｂ‐０２１１

ｂ‐０２１１

ｂ‐０２１１

ｂ－０２１１

ｂ‐０２１１

ｂ‐０２１１

ｂ‐０２１１

ｂ‐０３００

ｂ‐０３０１

ｂ‐０３０１

ｂ‐０３０２

ｂ‐０３０２

ｂ－０４００

ｂ‐０４０１

ｂ‐０４０１

ｂ－０４０１

ｂ÷０４０２

ｂ－０４０２

ｂ‐０４０２

ｂ‐０４０４

ｂ‐０４０４

ｂ‐０４０４

ｂ‐０４０３

ｂ‐０４０４

ｂ‐‐０４０４

ｂ－０５００

ｂ‐０５０１

ｂ‐０５０２

ｂ‐０５０２

ｂ‐０５０３

ｂ－０５０４

ｂ－０５０５

ｂ－０５０６

ｂ－０５０７

ｂ‐０６００

ｂ‐０６０６
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ｃ‐０６０２ 中枢神経系の炎症性疾患

ｃ‐０６０３

　

脊髄性筋萎縮症及び関連症候群
ｃ‐０６０４ パーキンソン病

ｃー０６０５ アルツハイマー病

ｃ‐０６０６ 多発性硬化症

ｃ‐０６０７ てんかん

ｃ‐０６０８

　

．片頭痛及びその他の頭痛症候群

ｃ－０６０９

　

一過性脳虚血発作及び関連症候群

ｃ‐０６１０ 睡眠障害

ｃ‐０６１１

　

神経，神経根及び神経そうの障害

ｃ‐０６１２

　

脳性麻癖及びその他の麻輝性症候群

ｃ‐０６１３ 自律神経系の障害

ｃ‐０６１４

　

その他の神経系の疾患

ｃ‐０７００・眼及び付属器の疾患

ｃ‐０７０１

　

麦粒腫及びさん粒腫

ｃ‐０７０２

　

涙器の障害

ｃ‐０７０３ 結膜炎
ｃ‐０７０４ 角膜炎

ｃ‐０７０５ 白内障

ｃ‐０７０６ 網膜剥離及び裂孔

ｃ‐０７０７ 網膜血管閉塞症
ｃ‐０７０８ 緑内障

ｃ‐０７０９ 余編児

ｃ‐０７１０ 屈折及び調節の障害

ｃ‐０７１１

　

両眼性及び単眼性視覚障害（盲を含む）

ｃ－０７１２

　

その他の眼及び付属器の疾患

ｃ‐０８００

　

耳及び乳様突起の疾患

ｃ－０８０１ 外耳炎

ｃ‐０８０２ 耳垢栓塞

ｃ‐０８０３ その他の外耳疾患

ｃ‐０８０４・中耳炎

ｃ‐０８０５‐ 耳管炎

ｃ‐０８０６

ｃ‐０８０７

ｃ‐０８０８

ｃ‐０８０９

ｃ‐０８１０

ｃ‐０８１１

ｃ‐０８１２

ｃ‐０８１３

ｃ‐０９００

ｃ‐０９０１

ｃ‐０９０２

耳管閉塞
中耳真珠腫
その他の中耳及び呼Ｌ様突起の疾患
メニエール病
中枢性めまい
その他の内耳疾患

難聴
その他の耳疾患
循環器系の疾患
本態性（原発性）高血圧（症）
高血圧性心疾患

Ｇ０４一ＧＯ９

Ｇ１２

　　　　　

．
Ｇ２０

Ｇ３０

　　　　　

‐

Ｇ３５

Ｇ４０一Ｇ４１

Ｃ４３一Ｇ４４

Ｇ４５

Ｇ４７‐
Ｇ５０一Ｇ６４

Ｇ８０一Ｇ８３

Ｇ９０

ＧＯ０一Ｇ９９の残きり

ＨＯＯ－Ｈ５９

Ｈｏｏ

Ｈ０４

Ｈ１ｏ

Ｈ１６

Ｈ２５－Ｈ２６

Ｈ３３

Ｈ３４

Ｈ４０－－Ｈ４２

Ｈ４９－Ｈ５０

Ｈ５２

Ｈ５４

１１００一Ｈ５９の残り

Ｈ６０－－Ｈ９５

Ｈ６０

Ｈ６１．２

巴 ｒ
ｌ◆１，日６１‐３

Ｈ６５一Ｈ６７

Ｈ６８‐Ｏ

Ｈ６８．Ｉ

Ｈ７１

Ｈ６９－Ｈ７０，Ｈ７２一Ｈ７５

Ｈ８１．Ｏ

Ｈ８１‐４

Ｈ９０－Ｈ９Ｉ

Ｈ９２－－Ｈ９５

１００－１９９

１１０

１１１

ｂ‐０６０６

ｂ－０６０６

ｂ‐０６０１

ｂ－ｏもｏ２

ｂ－０６０６

ｂ‐０６０３

ｂ‐０６０６

ｂ－０６０６

ｂ‐０６０６

ｂ‐０６０６

ｂ‐０６０４

ｂ‐０６０５

ｂ‐０６０６

ｂ‐０７００

ｂ‐０７０４

ｂ－０７０４

ｂ‐０７０１

ｂ‐０７０４

ｂ‐０７０２

ｂ‐０７０４

ｂ‐０７０４

ｂ‐０７０４

ｂ‐０７０４

ｂ‐０７０３

ｂ‐０７０４

ｂ‐０７０４

ｂ‐０８００

ｂ÷０８０１

ｂ‐０８０２

ｂ‐０８０２

ｂ÷０８０３

ｂ－０８０４

ｂ‐０８０４

ｂ‐０８０４

ｂ‐０８０４

ｂ－０８０５

ｂ‐０８０６

ｂ－０８０６

ｂ－０８０７

ｂ－０８０７

ｂ‐０９００

ｂ‐０９０１

ｂ‐０９０１

ｃ‐０９０３‐高血圧性腎疾患

ｃ‐０９０４ 高血圧性心腎疾患

ｃ‐０９０５ 二次性高血圧症

ｃ‐０９０６ 狭心症

ｃ‐０９０７ 急性心筋梗塞

ｃ‐０９０８ 冠動脈硬化症

ｃ‐０９０９

　

陳旧性心筋梗塞

ｃ‐０９１０ その他の虚血性心疾患

ｃ‐０９１ｌ

ｃ‐０９１２

ｃ－０９１３

ｃ－０９１４

ｃ‐０９１５

ｃ‐０９１６

ｃ‐０９１７

ｃ‐０９１８

ｃ‐０９１９

ｃ‐０９２０

ｃ‐０９２１

慢性リウマチ性心疾患
慢性非リウマチ性心内膜疾患
心筋症
不整脈及び伝導障害
心不全
その他の心疾患

くも膜下出血
脳内出血
脳梗塞
脳動脈硬化（症）
その他の脳血管疾患

１１２

１１３

１１５

工２０

工２１一‐工２２

工２５．０－１２５．１

工２５．２

｛琵琶ず４，エ２５．３－

エ０５一１０９

　

、

１３４－‐１３９

１４２一１４３

１４４－１４９

１５０

１０１一１０２．０，１２７，工３０

－工３３，工４０－工４１，工５１

－‐エ５２

１６０，１６９．０

工６１，工６９．１

工６３，工６９．３

工６７．２

１６２，１６４－‐１６７．１，
丁６７．３一ｔ６８，１６９‐２，
１６９．４－エ６９．８

エ２６

工７０

１７１

１７３．Ｏ

工７４

工７２，１７７【－１７９

工８０－１８２

１８３

１８５

１９５

１００一１９９の死妄り

ＪＯＯ－－Ｊ９９

Ｊ００

Ｊｏｌ

　

ノ

Ｊ０２－Ｊ０３

ｉ０４

Ｊ０５－Ｊ０６

ＪＯ９÷ｒＪＩＩ

Ｊ１２－Ｊ１８

Ｊ２０

　　

．

ｂ‐０９０１

ｂ－０９０１

ｂ‐０９０１

ｂ‐０９０２

ｂ‐０９０２

ｂ‐０９０２

ｂ‐０９０２

ｂ‐０９０２

ｂ‐０９０３

ｂ‐０９０３

ｂ‐０９０３

ｂ‐０９０３

ｂ－０９０３

ｂ‐０９０３

ｂ‐０９０４

ｂ‐０９０５

ｂ‐０９０６

ｂ‐０９０７

ｂ‐０９０８

ｂ‐０９１２

ｂ‐０９０９

ｂ‐０９１２

ｂ‐０９１２

ｂ‐０９１２

ｂコｏ９１２

ｂ「０９１２

ｂ‐０９１２

ｂ‐０９１２

ｂ－０９１１

ｂ‐０９１２

ｂ－１０００

ｂ‐１００１

ｂ‐１００３

ｂ‐１００２

ｂ－１００３

ｂ‐１００３

ｂ－ｌｏｌｌ

ｂ‐１００４

ｂ▼１００５

ｃ‐ｏ９２２

　

肺塞栓症

ｃ‐ｏ９２３ 動脈硬化
ｃ‐ｏ９２４

　　　　　

・
動脈硬化（症）
大動脈癌及び解離

ｃ‐０９２５

　

レイノー症候群

ｃ‐ｏ９２６

　

動脈の塞栓症及び血栓症

　　　　　　　　

－
ｃ‐０９２７

　

その他の動脈，細動脈及び毛細血管の疾患

ｃ‐ｏ９２８

　

静脈炎，血栓（性）静脈炎並びに静脈の塞栓

　　　

症及び血栓症

ｃ‐０９２９ 下肢の静脈癌

ｃ‐０９３１

　

食道静脈癌

ｃ‐ｏ９３２

　

低血圧（症）

ｃ‐ｏ９３３‐その他の循環器系の疾患

ｃ－１０００ 呼吸器系の疾患

ｃ‐１００１

　

急性鼻咽頭炎［かぜ］く感冒＞

ｃ‐１００２ 急性副鼻腔炎

ｃ‐１００３

　

急性咽頭炎及び急性馬桃炎

ｃ‐１００４ 急性喉頭炎及び気管炎

ｃ‐１００５

　

その他の急性上気道感染症

ｃ‐１００６ インフルエンザ

ｃ‐１００７

　

肺炎

ｃ‐１００８

　

食認性気管支炎



聯

ｃ‐１００９

　

急性細気管支炎－
ｃ－１０１０

　

アレルギ」性鼻炎
ご‐ｌｏｌｌ

　

慢性副鼻腔炎
ｃ‐１０１２

　

その他の鼻及び副鼻腔の疾患
ｃ‐１０１３

　

馬桃及びアデノイドの慢性疾患
ｃ－１０１４

　

その他の上気道の疾患
ｃ‐１０１５

　

急性又は慢性と明示されない気管支炎
ｃ‐１０１６ 慢性閉塞性肺疾患
Ｃ一１０１７

　

鴫息

ｃ－１０１８ 気管支拡張症
ｃ－１０１９

　

じん肺 （症）

ｃ－１０２０

　

間質性肺疾患
ｃ‐１０２１

　

気胸

ｃｌ０２２

　

その他の呼吸器系の疾患
ｃ‐１１００ 消化器系の疾患
ｃ‐１１０１

　

う蝕

ｃ‐１１０２ 歯肉炎及び歯周疾患
ｃ－１１０３

　

その他の歯及び歯の支持組織の障害

ｃ‐１１０４ 口内炎及び関連疾患
ｃ‐１１０５

　

その他の口腔，唾液腺及び顎の疾患
ｃ‐１１０６ 胃漬癌

ｃ‐１１０７ 十二指腸溝癖

ｃ‐１１０８ 部位不明の消化性潰蕩
ｃ‐１１０９ 胃炎及び十二指腸炎
ｃ‐１１１０

　

その他の食道，胃及び十二指腸の疾患

Ｃ‐１１１１

ｃ－１１１２

ｃ‐１１１３

ｃ‐１１１４

ｃ‐１１１５

ｃ－１１１６

ｃ‐１１１７

ｃ‐１１１８

ｃ‐１１１９

ｃ‐１１２０

ｃ－１１２１

虫垂の疾患
鼠径ヘルニア
その他のヘルニア
クローン病

満蕩性大腸炎、
腸閉塞
過敏性腸症候群
便秘
裂虹及び痔疲
痔核
その他の胃腸の疾患

ｃ‐１１２２・腹膜の疾患

ｃ‐１１２３ アルコール性肝疾患
ｃ‐１１２４

　

慢性肝炎（アルコール性のものを除く）
ｃ‐１１２５

　

肝硬変（アルコール性のものを除く）
ｃ‐１１２６

　

その他の肝疾患

Ｊ２１

Ｊ３０

Ｊ３２

Ｊ３１，Ｊ３３－‐Ｊ
‐３４

Ｊ３５

Ｊ３６－－Ｊ３９

Ｊ４０

Ｊ４１－Ｊ４４

Ｊ４５一Ｊ４６

Ｊ４７

Ｊ６０一Ｊ‐６５
、Ｊ８０－，Ｊ８４

Ｊ９３

ＪＯ０一Ｊ９９の残り

ＫＯ０一Ｋ９３

Ｋ０２

Ｋ０５

Ｅ８８：萎ｇｒ０３一Ｋ０４，
Ｋ１２

ＫＯ９一ＫＩ１，Ｋ１３一Ｋ１４

Ｋ２５

Ｋ２６

Ｋ２７

Ｋ２９

Ｇｇド３’Ｋ２８，Ｋ３ｏ－

Ｋ３５一Ｋ３８

Ｋ４０

Ｋ４１一Ｋ４６

Ｋ５０

Ｋ５１

Ｋ５６

Ｋ５８

　

十

Ｋ５９．Ｏ

Ｋ６０

Ｋ６４

ｂ‐１００５

ｂ‐１００６

ｂ‐１００７

ｂ‐ｌｏｌｌ

ｂ‐ｌｏｌｌ

ｂ‐ｌｏｌｌ

ｂ‐１００８

ｂ‐１００９

ｂ‐１０１０

ｂ‐ｌｏｌｌ

ｂ‐ｌｏｌｌ

ｂ‐ｌｏｌｌ

ｂ」ｌｏｌｌ

ｂ－ｌｏｌｌ

ｂ－１１００

ｂ‐１１０１

ｂ－１１０２

ｂ‐１１０３

ｂ‐１１１３

ｂ‐１１１３

ｂ‐１１０４

ｂ‐１１０４

ｂ‐１１０４

ｂ－１１０５

ｂ‐１１１３・

ｂ‐１１１３

ｂ‐１１１３

ｂ‐１１１３

ｂ‐１１１３

ｂ－‐１１１３

ｂ‐１１１３

ｂ‐１１１３

ｂ－１１１３

ｂ‐１１１３

ｂ‐１１０６

ｂ－１１１３

ｂ‐１１１３

ｂ‐１１０７

ｂ‐１１０８

ｂ－１１０９

ｂ‐１１１０

ｃ‐１１２７

　

胆石症
ｃ－１１２８

　

．胆のう炎

ｃ‐１１２９

　

急性瞳炎

ｃ‐１１３０

　

慢性ｉ瞳炎

　

－
ｃ‐１１３１ その他の瞳疾患
ｃ－１１３２

　

その他の消化器系の疾患
ｃ‐１２００

　

皮膚及び皮下組織の疾患
ｃ‐１２０１

　

皮・膚及び皮下組織の感染症
ｃ‐１２０２ アトピー性皮膚炎
ｃ‐１２０３ 接触皮膚炎

　　　　　

ｃ‐１２０４

　

その他の皮膚炎及び湿疹

ｃ‐１２０５

　

乾せん及びその他の丘疹落せつ性障害
ｃ‐１２０６ じんま疹

ｃ－１２０７

　

爪の障害

ｃ‐１２０８

　

脱毛症

　　

・

　

＼

ｃ‐１２０９

　

ざ癒＜アクネ＞

ｃ‐１２１０

　

色素異常症

ｃ‐１２１１ うおのめ及びべんち
ｃ‐１２１２

　

その他の皮膚及び皮下組織の疾患
ｃ‐１３００

　

筋骨格系及び結合糸血織の疾患
ｃ‐１３０１・ 関節リウマチ

ｃ－１３０２

　

痛風

ｃ‐１３０３

　

その他の炎症性多発性関節障害
ｃ‐１３０４ 関節症

ｃ‐１３０５ 四肢の後天性変形
ｃ‐１３０６ 膝内障

ｃ‐１３０７ 関節痛

ｃ‐１３０８ その他の関節障害

ｃ‐１３０９

　

全身性エリテマトーデス＜ｓＬＥ＞
ｃ‐１３１０

　

乾燥症候群［シェーグレン症候群］
ｃ‐１３１１

　

ベーチェツト病，
ｃ‐１３１２

　

その他の全身性結合組織障害

ｃ‐１３１３

　

脊椎障害（脊椎症を含む）
ｃ‐１３１４．椎間板障害
ｃ‐１３１５

　

頚腕症候群

ｃ‐１３１６

　

腰痛症及び坐骨神経痛
ｃ‐１３１７ その他の背部痛

ｃ‐１３１８ その他の脊柱障害

ｃ‐１３１９

　

軟部系濫織障害
ｃ‐１３２０

　

肩の傷害＜損傷＞
ｃ－１３２１ 骨粗しょう症

Ｋ８０

Ｋ８１

Ｋ８５

Ｋ８６．ｏ一Ｋ８６．Ｉ

Ｋ８６．２一Ｋ８６．９

Ｋ８２一Ｋ８３，Ｋ８７一Ｋ９３

Ｌｏｏ一Ｌ９９

Ｌｏｏ－Ｌｏ８

Ｌ２０

Ｌ２１一Ｌ２５

Ｌ２６一Ｌ３０

Ｌ４０一Ｌ４５

Ｌ５０

Ｌ６０一Ｌ６２

Ｌ６３一Ｌ６５

Ｌ７０

Ｌ８０一Ｌ８１

Ｌ８４

Ｌｏｏ－Ｌ９９の残り

Ｍｏｏ－－Ｍ９９

Ｍｏ５一Ｍｏ６

ＭＩ０

　　　

、
Ｍ０７－－Ｍｏ９，ＭＩＩ－－Ｍ１４

Ｍ１５－‐ＭＩ９

Ｍ２０一Ｍ２１

Ｍ２３

Ｍ２５．５

Ｍ３２

Ｍ３５．ｏ

Ｍ３５．２

｛整１ｇずみｒｌ編纂４’
Ｍ４５・一Ｍ４９

Ｍ５０一Ｍ５１

Ｍ５３．１

Ｍ５４．３「Ｍ５４‐５

Ｍ５４．６一Ｍ５４‐９

Ｍ４０一Ｍ４３，Ｍ５３‐ｏ，
Ｍ５３．２一Ｍ５３‐９，Ｍ５４．ｏ

一Ｍ５４．２

Ｍ６０一Ｍ７３，Ｍ７６一Ｍ７９

Ｍ７５

Ｍ８０一Ｍ８２

ｂ‐１１１１

ｂ‐１１１１

ｂ‐１１１２

ｂ－１１１２

ｂ‐１１１２

ｂ－１１１３

ｂ‐１２００

ｂ‐１２０１

ｂ‐１２０２

ｂ－１２０２

ｂ‐１２０２

ｂ‐１２０３

ｂ‐１２０３

ｂ‐１２０３

ｂ‐１２０３

ｂ‐１２０３

ｂ‐１２０３

ｂ‐１２０３

ｂ－１２０３

ｂ‐１３００

ｂ‐１３０１

ｂ－１３０１

ｂ‐１３０１

ｂ‐１３０２

ｂ－１３１０

ｂ‐１３１０

ｂ‐１３１０

ｂ－１３１０

ｂ－１３１０

ｂ‐１３１０

ｂ‐１３１０

ｂ－１３１０

ｂ－１３０３

ｂ－１３０４

ｂ‐１３０５

ｂ‐１３０６

ｂ‐１３０７

ｂ－１３０７

ｂ‐１３１０

ｂ‐１３０８

ｂ‐１３０９

Ｋ６５一Ｋ６７

Ｋ７０

Ｋ７３」

Ｋ７４．３一Ｋ７４‐６



器

ｃ‐１３２２

　

その他の骨の密度及び構造の障害

ｃ‐１３２３ 骨髄炎

ｃ÷１３２４

　

若年性骨軟骨症＜骨端症＞

ｃ‐１３２５

　

その他の筋骨格系及び結合組織の疾患

ｃ‐１４００

　

腎尿路生殖器系の疾患

ｃ‐１４０１

　

急性及び急速進行性腎炎症候群

ｃ‐１４０２ ネフローゼ症候群

ｃ‐１４０３ その他の糸球体疾患

ｃ－１４０４

　

腎尿細管間質性疾患

ｃ‐１４０５

　

慢性腎臓病

ｃ－１４０６ その他の腎不全

ｃ‐１４０７

　

尿路結石症

ｃ‐１４０８ 勝眺炎

ｃ‐１４０９ その他の腎尿路系の疾患

ｃ一４１０

　

前立腺肥大（症）

ｃ‐１４１１

　

その他の男性生殖器の疾患
じ‐１４１２

　

乳房の障害

ｃ－１４１３ 卵管炎及び卵巣炎

ｃ‐１４１４ 子宮頚（部）の炎症性疾患

ｃ－１４１５

　

その他の女性骨盤臓器の炎症性疾患

ｃ－１４１６

　

子宮内膜症

　　　　　　　

－

ｃ‐１４１７

　

女性性器脱

ｃ‐１４１８

　

卵巣，卵管及び子宮広間膜の非炎症性障害
ｃ‐１４１９ 月経障害

ｃ‐１４２０

　

閉経期及びその他の閉経周辺期障害

ｃ‐１４２１

　

女性不妊症

ｃ‐１４２２

　

′その他の女性生殖器の疾患

ｃ‐１５００

　

妊娠，分娩及び産じょく

ｃ－１５０１ 自然流産

ｃ‐１５０２ 医学的人工流産

ｃ－１５０３ その他の流産

ｃ‐１５０４

　

妊娠高血圧症候群

　　

‐

ｃ‐１５０５

　

妊娠早期の出血（切迫流産を含む）」

ｃ‐１５０６

　

前髭胎盤，胎盤早期剥離及び分娩前出血

ｃ－１５０７

　

その他の胎児及び羊膜腔に関連する母体のケ

　　　

ア並びに予想される分娩の諸問題

ｃ‐１５０８ 早産

　　　　　　　　　　　　　

ｃ‐１５０９

　

分娩後出血

ｃ‐１５１０

　

単胎自然分娩

Ｍ８３一Ｍ８５

Ｍ８６

Ｍ９１一Ｍ９２

Ｍ８７一Ｍ９０，Ｍ９３一Ｍ９９

ＮＯＯ－Ｎ９９

ＮＯ０一ＮＯＩ

Ｎ０４

　　　　

‐

Ｎ０２一Ｎ０３，Ｎ０５一Ｎ０８

ＮＩＯ－Ｎ１６

Ｎ１８

Ｎ１７，ＮＩ９

Ｎ２０一Ｎ２３

Ｎ３０

Ｎ２５一Ｎ２９，Ｎ３１一Ｎ３９，
Ｎ９９．０－Ｎ９９．１，Ｎ９９．４

ーＮ９９．９
－Ｎ４０

Ｎ４１一Ｎ５１

Ｎ６０」Ｎ６４

Ｎ７０

Ｎ７２

Ｎ７１，Ｎ７３一Ｎ７７

Ｎ８０

Ｎ８１

Ｎ８３

｛豊三ぜ喜ぼ１４‐０，
Ｎ９５

Ｎ９７

Ｎ８２，Ｎ８４－Ｎ９０，Ｎ９３，
Ｎ９４‐１ーＮ９４．２，Ｎ９６，
Ｎ９８，Ｎ９９‐２ーＮ９９．‐３

０００－０９９

００３

００４

０００一００２，００５一００８

０１０一０１６

０２０

０４４一０４６

０３０一０４３，０４７－０４８

０６０

０７２

０８０

ｂ‐１３０９

ｂ‐１３１０

ｂ‐１３１０

ｂ‐１３１０

ｂ‐１４００

ｂ‐１４０１

ｂ－１４０１

ｂ‐１４０１

ｂ‐１４０１

ｂ‐１４０２

ｂ‐１４０２

ｂ‐１４０３

ｂ‐１４０４

ｂ‐１４０４

ｂ‐１４０５

ｂ－１４０６

ｂ‐１４０８

ｂ－１４０８

ｂ‐１４０８

ｂ‐１４０８

ｂ－１４０８

ｂ‐１４０８

ｂ－１４０８

ｂ－１４０７

ｂ‐１４０７

ｂ‐１４０８

ｂ‐１４０８

ｂ‐１５００

ｂ－１５０１

ｂ‐１５０１

ｂ‐１５０１

ｂ‐１５０２

ｂ‐１５０４

ｂ－１５０４

ｂ‐１５０４

ｂ‐１５０４

ｂ‐１５０４

ｂ‐１５０３

ｃ‐１５１１′その他の妊娠及び分娩の障害及び合併症

ｃ‐１５１２

　

主として産じょくに関連する合併症及びその

　　　

他の産科的病態，他に分類されないもの

ｃ‐１６００

　

周産期に発生した病態

ｃ‐１６０１

　

妊娠期間及び胎児発育に関連する障害

ｃ－１６０２ 出産外傷

ｃ‐１６０３

　

周産期に特異的な呼吸障害及び心血管障害

ｃ‐１６０４

　

周産期に特異的な感染症

ｃ‐１６０５

　

胎児及び噺生児の出血性障害及び血液障害

ｃ‐１６０６

　

その他の周産期に発生した病態

ｃ－１７００

　

先天奇形，変形及び染色体異常

ｃ‐１７０１

　

二分脊椎＜脊椎披裂＞．

ｃ‐１７０２

　

その他の神経系の先天奇形

　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・
ｃ‐１７０３ 心臓の先天奇形

ｃ・１７０４

　

その他の循環器系の先天奇形‐

ｃ‐１７０５

　

唇裂及びロ蓋裂

ｃ‐１７０６

　

小腸の先天欠損，閉鎖及び狭窄

ｃ‐１７０７

　

その他の消化器系の先天奇形

ｃ‐１７０８

　

停留精巣＜率丸＞

ｃ‐１７０９

　

その他の腎尿路生殖器系の先天奇形

ｃ－１７１０ 股関節部の先天変形

ｃ‐１７１１‐足の先天変形

ｃ‐１７１２

　

脊柱及び骨性胸郭の先天奇形

ｃ－１７１３

　

その他の筋骨格系の先天奇形及び変形

ｃ－１７１４ その他の先天奇形

ｃ‐１７１５

　

染色体異常，他に分類されないもの

ｃ‐１８００

　

症状，徴候及び異常臨床所見・異常検査所見

　　　

で他に分類されないもの

ｃ‐１８０１ 腹痛及び骨盤痛

ｃ‐１８０２ めまい

ｃ－１８０３ 不明熱

ｃ－１８０４

　

頭痛

ｃ‐１８０５

　

老衰

ｃ‐１８０６

　

その他の症状，徴候及び異常臨床所見・異常

　　　

‐検査所見で他に分類されないもの

ｃ‐１９００

　

損傷，中毒及びその他の外因の影響

ｃ‐１９０１

　

頭蓋骨及び顔面骨の骨折

ｃ‐１９０２

　

頚部，胸部及び骨盤の骨折（脊椎を含む）

ｃ‐１９０３ 大腿骨の骨折

ｃ‐１９０４ その他の四肢の骨折

ｃ‐１９０５

　

多部位及び部位不明の骨折

｛驚き＊≧８呈に鴛

　

ｂ一５０４
０８５一０９９

　　　　　　　　　　

ｂ－１５０４

ＰＯＯ－Ｐ９６

Ｐ０５一Ｐ０８

ＰＩＯ－Ｐ１５

Ｐ２０一Ｐ２９

Ｐ３５一Ｐ３９

Ｐ５０－Ｐ６１

ＰＯ０一Ｐ９６の残り

ＱＯＯ－－Ｑ９９

Ｑ０５

ＱＯＯ－Ｑ０４，Ｑ０６－Ｑ０７

Ｑ２０一Ｑ２４

Ｑ２５－Ｑ２８

Ｑ３５－Ｑ３７

Ｑ４１

Ｑ３８－Ｑ４０，Ｑ４２－Ｑ４５

Ｑ５３

Ｑ５０一Ｑ５２，Ｑ５４一Ｑ６４

Ｑ６５

Ｑ６６

Ｑ７６

Ｑ６７－‐Ｑ７５，Ｑ７７－Ｑ７９

儀 曜誉Ｑ３０‐Ｑ３４，

Ｑ９０一Ｑ９９

ＲＯ０一Ｒ９９

１０

　

４

　

２

　

５

　

０

　

５１

Ｒ

　

Ｒ

　

Ｒ

　

Ｒ

Ｒ５４

ＲＯ０一Ｒ９９の残り

ＳＯＯ－Ｔ９８

Ｓ０２

Ｓ１２，Ｓ２２，Ｓ３２，Ｔ０８

Ｓ７２

信書鑓騒をＳ８２，
Ｔ０２，Ｔ１４．２

ｂ－１６００

ｂ‐１６０１

ｂ‐１６０２

ｂ‐１６０２

ｂ‐１６０２

ｂ‐１６０２

ｂ‐１６０２

ｂ‐１７００

ｂ‐１７０２

ｂ－１７０２

ｂ‐１７０１

ｂ‐１７０２

ｂ‐１７０２

ｂ‐１７０２

ｂ‐１７０２

ｂ－１７０２

ｂ‐１７０２

ｂ‐１７０２

ｂ‐１７０２

ｂ－エ７０２

ｂ‐１７０２

ｂ‐１７０２

ｂ－１７０２

ｂ－１８００

ｂ‐１８００

ｂ‐１８００

ｂ‐１８００

ｂ‐１８００

ｂ‐１８００

ｂ‐１８００

ｂ‐１９００

ｂ‐１９０１

ｂ－１９０１

ｂ‐１９０１

ｂ－１９０１

ｂ‐１９０１



稀

ｃ‐１９０６

　

脱臼，捻挫及びストレイン

ｃ－１９０７

ｃ－１９０８

ｃ‐１９０９

ｃ‐１９１０

眼球及び眼窟の損傷
頭港内損傷
その他の内臓の損傷
挫減損傷及び外傷性切断

ｂ‐１９０５

ｂ‐１９０５

ｂ‐１９０２

ｂ‐１９０２

ｂ‐１９０５

ｂ‐１９０５

ｂ－１９０５

ｂ‐１９０３

ｂ‐１９０４

ｂ－１９０４

ｂ‐１９０５

ｂ‐１９０５

ｂ‐１９０５

ｂ‐１９０５

ｂ‐２１００

ｂ－２１０１

ｂ‐２１０６

ｂ‐２１０２

ｂ‐２１０６

ｃ‐２１０５ 避妊管理

ｃ‐２１０６

　

分娩前スクリーニング及びその他の妊娠の管

　　

理

ｃ‐２１０７

　

その他の生殖に関連する環境下での保健サー

　　　

ビスの利用者

ｃ‐２１０８

　

分娩後のケア及び検査
ｃ‐２１０９

　

歯の補てつ

ｃ－２１１ｏ 特定の処置（歯の補てつを除く）及び保健ケ 儒 －ｚ４６‐２，ｚ４６‐４－

　　　

アのための

　

、健サービスの

　

‐

　　　

アのための保健サービスの利用者
ｃ‐２１１１

　

腎透析依存‐

ｃ‐２１１２一

　

その他の理由による保健サービスの利用者

ｃ‐２２００

ｃ‐２２１０

ｃ‐２２２０

特殊目的用コード
重症急性呼吸器症候群［ＳＡＲＳ］
その他の特殊目的用コード

Ｚ９９．２

｛ 腐
Ｚ９９‐１，Ｚ９９‐３－

ＵＯＯ－Ｕ９９

Ｕ０４

ＵＯＯ－Ｕ９９の残り

Ｚ３０

Ｚ３４－Ｚ３６

Ｚ３１－‐Ｚ３３，Ｚ３７－Ｚ３８

Ｚ３９

Ｚ４６．３

ｂ‐２１０３

ｂ‐２１０３－

ｂ－２１０３

ｂ‐２１０３

ｂ‐２１０４

ｂ－２１０５

ｂ‐２１０６

ｂ‐２１０６

ｂ－２２００

ｂ‐２２１０

ｂ‐２２２０

ｃ‐１９１１

　

その他の明示された部位，部位不明及び多部

　　　

位の損傷

ｃ“１９１２

　

自然開口部からの異物侵入の作用
ｃ－１９１３

　

熱傷及び腐食
ｃ‐１９１４

　

薬物，薬剤及び生物学的製剤による中毒
ｃ‐１９１５

　

薬用を主としない物質の毒作用
ｃ‐１９１６

　

虐待症候群
ｃ‐１９１７

　

その他及び詳細不明の外因の作用

ｃ－１９１８

　

外傷の早期合併症並びに外科的及び内科的ケ

　　　

アの合併症，他に分類されないもの
ｃ‐１９１９

　

損傷，中毒及びその他の外因による影響の続

　　　

発・後遺症
ｃ‐２１００

　

健康状態に影響を及ぼす要因及び保健サービ

　　　

スの利用

ｃ‐２１０１

　

検査及び診査のための保健サービスの利用，者
ｃ‐２１０２

　

無症候性ヒト免疫不全ウイルス［Ｈ工Ｖ］感

　　　

染状態
ｃ‐２１０３

　

予防接種

　　

◆

ｃ‐２１０４

　

伝染病に関連する健康障害をきたす恐れのあ

　　　

るその他の者

Ｓ０３，Ｓ１３，Ｓ２３，Ｓ３３，
Ｓ４３，Ｓ５３，Ｓ６３，Ｓ７３，
Ｓ８３，Ｓ９３，Ｔ０３，Ｔ１４．３

Ｓ０５

Ｓ０６

　　　　

′

Ｓ２６一‐Ｓ２７，Ｓ３６－‐Ｓ３７

Ｓ０７一Ｓ０８，Ｓ１７一Ｓ１８，
Ｓ２８，Ｓ３８，Ｓ４７－Ｓ４８，
Ｓ５７一Ｓ５８，Ｓ６７一Ｓ６８，
Ｓ７７一Ｓ７８，Ｓ８７÷Ｓ８８，
Ｓ９７－‐Ｓ９８，Ｔ０４－－Ｔ０５，
Ｔ１４↓７

ＳＯＯよ」ＳＯＬ

　

Ｓ０４，ＳＯ９‐

ＳＩ１，Ｓ１４一Ｓ１６，ＳＩ９一

Ｓ２１，Ｓ２４一Ｓ２５，Ｓ２９一

Ｓ３１，Ｓ３４－－Ｓ３５，Ｓ３９－‐

Ｓ４１，Ｓ４４－Ｓ４６，Ｓ４９一

Ｓ５１，Ｓ５４－Ｓ１５６，Ｓ５９一

Ｓ６１，Ｓ６４－Ｓ６６，Ｓ６９一－

Ｓ７１，・Ｓ７４一Ｓ７６，Ｓ７９一

Ｓ８１，Ｓ８４一Ｓ８６，Ｓ８９一

Ｓ９１，Ｓ９４一Ｓ９６，Ｓ９９，
ＴＯ０‐ＴＯ１，Ｔ０６一Ｔ０７，
ＴＯ９，ＴＩ１，Ｔ１３，Ｔ１４．１，
Ｔ１４．４－Ｔ１４．６，Ｔ１４‐８－

Ｔ１４．９

Ｔ１５一ＴＩ９

Ｔ２０一Ｔ３２

Ｔ３６一Ｔ５０

Ｔ５１－Ｔ６５

Ｔ７４

Ｇ字書珊 Ｔ６６■Ｔ７３，

Ｔ７９一Ｔ８８

Ｔ９０一Ｔ９８

ＺＯ０一Ｚ９９

ＺＯＯ－－Ｚ１３

Ｚ２１

Ｚ２３－－Ｚ２７

Ｚ２０，Ｚ２２，Ｚ２８－－Ｚ２９

（３）

　

死因分類表

　　　

分類名－
０１０００ 感染症及び寄生虫症
０１１００

　　　

腸管感染症
０ヱ２００

　　

結核
０１２０１ 呼吸器結核
０１２０２

　

′ その他の結核
０１３００ 敗血症
０１４００ ウイルス性肝炎
０１４０１

　　　

Ｂ型ウイルス性肝炎

　

．
０１４０２

　　　　

Ｃ型ウイルス性り肝炎

０１４０３

　　　　

その他のウイルス性肝炎

０１５００

　　

ヒト免疫不全ウイルス‐［ＨＩＶ］ 病

０１６００

　　　

その他の感染症及び寄生虫症
０２０００

　

新生物＜腫癌〉
０２１００

　　　

悪性新生物＜腫癖＞
０２１０１

　　　　

ロ唇，ロ腔及び咽頭の悪性新生物＜腫

　　　　

，班＞

　　　　　　　　　　

．
０２１０２

　　　

食道の悪性新生物＜腫蕩＞
０２１０３

　　　　

胃の悪性新生物く腫癌＞
０２１０４

　　　

結腸の悪性新生物＜腫癖＞
０２１０５

　　　

直腸Ｓ状結腸移行部及び直腸の悪性新生

　　　　　

物く腫癌＞
０２１０６

　　　

肝及び肝内胆管の悪性新生物＜腫癌＞
０２１０７

　　　　

胆のう及びその他の胆道の悪性新生物＜

　　　　　

腫癌＞
０２１０８

　　　

雌の悪性新生物＜腫班＞
０２１０９

　　　

喉頭の悪性新生物＜腫癌＞

基本分類コード
ＡＯＯ－Ｂ９９

ＡＯ０一ＡＯ９

Ａ１５一ＡＩ９

Ａ１５一Ａ１６

Ａ１７一ＡＩ９

Ａ４０－Ａ４１

Ｂ１５－ＢＩ９

Ｂ１６－Ｂ１７．０，Ｂ１８．０ーＢ１８．Ｉ

Ｂ１７．１，Ｂ１８．２

Ｂ１５一ＢＩ９の残り

Ｂ２０一Ｂ２４

ＡＯＯ－Ｂ９９の残り

ＣＯＯ－Ｄ４８

ＣＯＯ－Ｃ９７

ＣＯＯ－Ｃ１４

Ｃ１５

Ｃ１６

Ｃ１８

ＣＩ９－Ｃ２０

Ｃ２２

Ｃ２３一Ｃ２４

Ｃ２５

Ｃ３２



０２１１０

　　　　

気管，気管支及び肺の悪性新生物＜腫－

　　　

Ｃ３３一Ｃ３４

０２１１１

　　　

皮膚の悪性新生物＜腫癌＞
０２１１２

　　　　

乳房の悪性新生物＜腫癌＞
０２１１３

　　　　

子宮の悪性新生物＜腫癌＞
０２１１４

　　　　

卵巣の悪性新生物＜腫癌＞
０２１１５

　　　　

前立腺の悪性新生物＜腫癌＞
０２１１６

　　　　

勝跳の悪性新生物＜腫癌＞
０２１１７

　　　　

中枢神経系の悪性新生物＜自重癌＞
０２１１８ 悪性リンパ腫
０２１１９ 白血病

０２１２０

　　　　

その他のリンパ組織，造鵡組織及び関連
組織の悪性新生物＜腫癌＞

０２１２１

　　　

その他の悪性新生物＜腫癌＞
０２２００

　　

その他の新生物＜腫癌＞
０２２０１

　　　　

中枢神経系のその他の新生物＜腫癌＞

０２２０２

　　　　

中枢神経系を除くその他の新生物＜腫

　　　

０３０００

　

血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害

冊
燃

　　　

ｏ３，ｏｏ

　　

一貧血

　　　　　　　　　　　　

ｒ

　　　

０３２００

　　　

その他の血液及び造血器の疾患並びに免疫

の
の

機構の障害
０４００－０

　

内分泌，栄養及び代謝疾患
０４１００ 糖尿病
０４２００

　　

その他の内分泌，栄養及び代謝疾患
０５０００ 精神及び行動の障害
０５１００

　　　

血管性及び詳細不明の認知症
０５２００

　　

その他の精神及び行動の障害
０６０００ 神経系の疾患
０６１００ 髄膜炎
０６２００

　　

脊髄性筋萎縮症及び関連症候群
０６３００ パーキンソン病

０６４００ アルツハイマー病
０６５００

　　

その他の神経系の疾患
０７０００

　　

眼及び付属器の疾患

．０８０００

　　

耳及び乳様突起の疾患
０９０００ 循環器系の疾患
０９１００ 高血圧性疾患
０９１０１‐

　　

高血圧性心疾患及び心腎疾患
０９１０２

　　　　

その他の高血圧性疾患
０９２００

　　　

心疾患（高血圧性を除く）

０９２０１ 慢性リウマチ性心疾患
０９２０２

　　　　

急性心筋梗塞

催３－偲

，
Ｃ５０

　　　　　　

，

　

Ｃ５３一Ｃ５５

　

Ｃ５６

　

Ｃ６１

　

Ｃ６７

　　

Ｃ７０－Ｃ７２，Ｃ７５．１－Ｃ７５．３

　

Ｃ８１一Ｃ８６

　

Ｃ９１一Ｃ９５

　　

・

　

Ｃ８８一Ｃ９０，Ｃ９６

　

ＣＯ０一Ｇ９７の残」り

　

ＤＯＯ－－Ｄ４８

　　

Ｄ３２－‐Ｄ３３，Ｄ３５‐２一Ｄ３５．４，Ｄ４２－Ｄ４３，

　

Ｄ４４‐３－Ｄ４４・５‐

　

ＤＯＯ－Ｄ４８の残り

　

Ｄ５０‐」Ｄ８９

　

Ｄ５０－Ｄ６４

　

Ｄ６５一Ｄ８９

　

ＥＯＯ－－Ｅ９０

　

ＥＩＯ－Ｅ１４

　

ＥＯ０一Ｅ９０の残り

　

ＦＯ０一Ｆ９９

　

ＦＯＩ－Ｆ０３

　

ＦＯＯ－Ｆ９９の残り

　

ＧＯ０一Ｇ９９

　　　

′

　　　　　　　

　

　　　　　　　　　

　

　

ＧＯ０一Ｇ０３

　

Ｇ１２

　

Ｇ２０

　　　　　　　　　

‐

　

Ｇ３０

　

ＧＯ０一Ｇ９９の残り

　

ＨＯＯ－Ｈ５９

　　　
　　　　

　

工ＩＱ ・１２，ェ１５

Ｇ基キー宣言墾
０５‐１０９，１２０一２５，

　　　　

０９２０３

０９２０４

０９２０５

０９２０６

０９２０７

０９２０８

０９３００

０９３０１

０９３０２

０９３０３

０９３０４

０９４００

０９５００

ｌｏｏｏｏ

ｌｏｌｏｏ

１０２００

１０３００

１０４００

１０５００

１０６００

１１０００

１１１００

１１２００

１１３００

１１３０１

１１３０２

１１４００

１２０００

１３０００

１４０００

１４１００

１４２００

１４２０１

１４２０２

１４２０３

１４３００

１５０００

１６０００

１６１００

１６２００

１６３００

１６４００

１６５００

１６６００

　

その他の虚血性心疾患

　　　　　　　　　　　

１２０，１２３一工２５

　

慢性非リウマチ性心内膜疾患

　　　　　　　　

工３４－工３９

　

心筋症

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１４２－１４３

　

不整脈及び伝導障害

　　　　　　　　　　　　

１４４一１４９

　

心不全 工５０

　

その他の心疾患

　　　　　　　　　　　

丁エ０１一１０２．０，工２７，工３０一工３３，工４０一

　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｌ１４１，１５１一１５２

脳血管疾患

　　　　　　　　　　　　　　　　　

１６０一１６９

　　

くも膜下出血

　　　　　　　　　　　　

‐

　

１６０，工６９．０

　

脳内出血

　　　　　　　　　　　　　　　　　

１６１，１６９‐１

　

脳梗塞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１６３，１６９．３

　

その他の脳血管疾患

　　　　　　　　

‐ １６０‐１６９の残り

　

大動脈癌及び解離

　　　　　　　　　　　　　

１７１

　

その他の循環器系の疾患

　　　　　　　　　　

１００－ェ９９の残り

呼吸器系の疾患

　　　　　　　　　　　　　　　　

ＪＯ０一Ｊ９９

　

インフルエンザ

　　　　　　　　　　　　　　　

ＪＯ９一ＪＩＩ

　

肺炎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｊ１２一Ｊ１８

　

急ｖ性気管支炎

　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｊ２０

　

慢性閉塞注肺疾患

　　　　　　　　　　　　　　

Ｊ４１‐Ｊ４４

　

Ｐ瀞息

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｊ４５一Ｊ４６

　

その他の呼吸器系の疾患

　

．

　　

・

　　　　　　

ＪＯＯ－Ｊ９９の残り

消化器系の疾患

　　　　　　　　　　　　　　　　

ＫＯ０一Ｋ９３

　

胃濃密及び十二指腸濃癌

　　　　　　　　　　

Ｋ２５一Ｋ２７

　

ヘルニア及び腸閉塞

　　　　　　

‐

　　　　　

Ｋ４０一Ｋ４６，Ｋ５６

　

肝疾患

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｋ７０一Ｋ７７

　

肝硬変 （アルコール性を除く）

　　　　　　

Ｋ７４．３一Ｋ７４．６

　

その他の肝疾患

　　　　　　　　　　　　　

Ｋ７０十Ｋ７７の残り

　

その他の消化器系の疾患

　　

、

　　　　　　　　

ＫＯ０一Ｋ９３の残り

皮膚及び皮下組織の疾患

　　　　　　　　　　　

ＬＯＯ－Ｌ９９
筋骨格系及び結合組織の疾患

　　　　　　　　　

ＭＯ０一Ｍ９９

腎尿路生殖器系の疾患

　　　

・

　

‐

　　　　　　

ＮＯＯ－Ｎ９９

　

糸球体疾患及び青尿細管間質性疾患

　　　　　

ＮＯ０一Ｎ１６

　

腎不全

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｎ１７一ＮＩ９

　

急性腎不全

　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｎ１７

　

慢性腎臓病

　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｎ１８

　

詳細不明の腎不全 ‐′

　　　　　　　　　　　　

ＮＩ９

　

その他の腎尿路生殖器系の疾患

　　　　　　　

ＮＯ０‐Ｎ９９の残り
妊娠，分娩及び産じょく

　　　　　　　　　　　　

０００一０９９
周産期に発生した病態

　　　　　　　　　　　　　

ＰＯＯ－Ｐ９６

　

妊娠期間及び胎児発育に関連する障害

　　　　

Ｐ０５－Ｐ０８

　

出産外傷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＰＩＯ－Ｐ１５

　

周産期に特異的な呼吸障害及び心血管障害

　　

Ｐ２０－Ｐ２９

　

周産期に特異的な感染症

　　　　　　　　　　　

Ｐ３５一Ｐ３９

　

胎児及び新生児の出血性障害及び血液障害

　　

Ｐ５０－Ｐ６１

　

その他の周産期に発生した病態

　　　　　　　

ＰＯＯ－Ｐ９６の残り



羅

（蹴
Ｎ
の
紙
家
中
）

ｏ
ｏ
ｒ
１７０００

　

先天奇形，変形及び染色体異常
１７１００ 神経系の先天奇形
１７２００ 循環器系の先天奇形
１７２０１ 心臓の先天奇形
１７２０２

　　　　

その他の循環器系の先天奇形
１７３００ 消化器系の先天奇形
１７４００

　　　

その他の先天奇形及び変形
１７５００

　　　

染色体異常，他に分類されないもの
１８０００

　

症状，徴候及び異常臨床所見・異常検査所見

　　

・

　

で他に分類されないもの
１８Ｉｏｏ 老衰

　　　　　　　　　　　　　　

１８２００，

　

．乳幼児突然死症候群
１８３００

　　　

その他の症状，徴候及び異常臨床所見・異

　　　　

常検査所見で他に分類されないもの
２００００ 傷病及び死亡の外因
２０１００

　　　

不慮の事故
２０１０１ 交通事故
２０１０２ 転倒・転落・墜落
２０１０３

　　　　

不慮の溺死及び溺水
２０１０４

　　　　

不慮の窒息

２０１０５

　　　　

煙，火及び火炎への曝露
２０１０６

　　　

有害物質による不慮の中毒及び有害物質

．

　　　　　

への曝露
２０１０７ その他の不慮の事故
２０２００

　　　

自殺

２ｏ３ｏｏ

　　　

他殺

　　　　　　　　　　　　

ー
２０４００ その他の外因

２２０００

　

特殊目的用コード

　　

－

２２１００

　　　

重症急性呼吸器症候群［ＳＡＲＳ］
２２２００

　　　

その他の特殊目的用コード

ＱＯＯ－－Ｑ９９

ＱＯ０一Ｑ０７

Ｑ２０－Ｑ２８

Ｑ２０－Ｑ２４

Ｑ２５一Ｑ２８

Ｑ３５－－Ｑ４５

ＱＯＯ－Ｑ８９の残り

Ｑ９０－－Ｑ９９

ＲＯＯ－Ｒ９９

Ｒ５４

Ｒ９５

ＲＯＯ－Ｒ９９，の残り

ＶＯＩ－Ｙ８９

ＶＯＩ－Ｘ５９

ＶＯ１一Ｖ９９

ＷＯＯ－ＷＩ９

Ｗ６５一Ｗ７４

Ｗ７５一Ｗ８４

ＸＯ０一ＸＯ９

Ｘ４０－Ｘ４９

ＷＯＯ－Ｘ５９の残り

Ｘ６０一Ｘ８４

Ｘ８５－ＹＯ９

ＹＩ０‐Ｙ８９

ＵＯ０一Ｕ９９

Ｕ０４

ＵＯ０‐Ｕ９９の残り




